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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16に関する重要な情報

現行のCisco IOSXERelease 3.7.0E（Catalystスイッチング用）およびCisco IOSXERelease 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、単一バージョンのコンバージ
ドリリースCisco IOSXE16に進化（マージ）しました。これにより、スイッチングおよびルー
ティングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を1つのリリースでカ
バーします。

機能情報

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウントは必要ありませ
ん。

参考資料

• Cisco IOS Command References, All Releases

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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第 2 章

Cisco BGP概要

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、独立したルーティングポリシーを持つルーティ
ングドメイン（自律システム）の間に、ループのないルーティングを提供するように設計され

たドメイン間ルーティングプロトコルです。シスコの BGPバージョン 4のソフトウェア実装
では、4バイト自律システム番号およびマルチプロトコル拡張がサポートされており、IPバー
ジョン 4（IPv4）、IPバージョン 6（IPv6）、バーチャルプライベートネットワークバージョ
ン4（VPNv4）、コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）、レイヤ2VPN（L2VPN）
を含むインターネットプロトコル（IP）マルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロト
コルアドレスファミリのルーティング情報が BGPにより伝送されるようになっています。こ
のモジュールには、BGPがどのようにシスコソフトウェアに実装されているかの理解に役立
つ概念図が含まれています。

•機能情報の確認（3ページ）
• Cisco BGPの前提条件（4ページ）
• Cisco BGPの制約事項（4ページ）
• Cisco BGPに関する情報（4ページ）
•その他の参考資料（21ページ）
• Cisco BGP概要の機能情報（23ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Cisco BGPの前提条件
このマニュアルは、CLNS、IPv4、IPv6、マルチキャスト、VPNv4、および内部ゲートウェイ
プロトコル（IGP）の知識を前提としています。各テクノロジーについて必要とされる知識の
量は、導入状況によって異なります。

Cisco BGPの制約事項
シスコソフトウェアを実行するルータは、1つの BGPルーティングプロセスだけを実行し、
1つの BGP自律システムだけのメンバになるように設定できます。ただし、BGPルーティン
グプロセスおよび自律システムは、同時に使用する複数の BGPアドレスファミリおよびサブ
アドレスファミリコンフィギュレーションをサポートできます。

Cisco BGPに関する情報

BGPバージョン 4
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、独立したルーティングポリシーを持つルーティ
ングドメイン（自律システム）の間に、ループのないルーティングを提供するように設計され

たドメイン間ルーティングプロトコルです。BGPバージョン 4のシスコソフトウェア実装で
は、マルチプロトコル拡張がサポートされており、IPバージョン 4（IPv4）、IPバージョン 6
（IPv6）、バーチャルプライベートネットワークバージョン 4（VPNv4）、コネクションレ
ス型ネットワークサービス（CLNS）を含むインターネットプロトコル（IP）マルチキャスト
ルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミリのルーティング情報が BGPにより
伝送されるようになっています。

BGPは主に、ローカルネットワークを外部ネットワークに接続して、インターネットにアク
セスしたり、他の組織に接続したりするために使用されます。外部組織への接続時に、外部

BGP（eBGP）ピアリングセッションが作成されます。外部BGPピアへの接続に関する詳細に
ついては、「外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続」の章を参照してください。

BGPは外部ゲートウェイプロトコル（EGP）と呼ばれますが、組織における多くのネットワー
クは非常に複雑になりつつあるため、BGPを組織内で使用されている内部ネットワークを簡素
化する際にも使用できます。同じ組織内の BGPピアは、内部 BGP（iBGP）ピアリングセッ
ションを通じて、ルーティング情報を交換します。内部 BGPピアに関する詳細については、
『Cisco IOS IP Routing Configuration Guide』の「Configuring Internal BGP Features」の章を参照
してください。
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BGPは他のルーティングプロトコルよりも多くの設定を必要としますが、ユーザは設定変更
の影響をよく理解しておく必要があります。設定が正しくないと、ルーティングループが発生

し、通常のネットワーク操作に悪影響を及ぼす可能性があります。

（注）

BGPバージョン 4機能の概要
BGPは、組織間にループが発生しないルーティングリンクを実現することを目的としたドメ
イン間ルーティングプロトコルです。BGPは、信頼性の高いトランスポートプロトコル上で
実行できるように設計されています。伝送制御プロトコル（TCP）はコネクション型プロトコ
ルのため、BGPは TCP（ポート 179）をトランスポートプロトコルとして使用します。宛先
の TCPポートは 179が割り当てられ、ローカルポートではランダムなポート番号が割り当て
られます。シスコソフトウェアは、BGPバージョン 4をサポートしています。このバージョ
ンは、インターネットサービスプロバイダー（ISP）がインターネットを構築するために使用
しています。RFC 1771では、プロトコルをインターネット規模での使用に合わせるため、新
機能の BGPへの追加や検討が多数行われました。RFC 2858により、IPv4、IPv6、CLNSを含
む IPマルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミリのルーティン
グ情報を BGPで伝送できるようにする、マルチプロトコル拡張が導入されました。

BGPは主に、ローカルネットワークを外部ネットワークに接続して、インターネットにアク
セスしたり、他の組織に接続したりするために使用されます。外部組織への接続時に、外部

BGP（eBGP）ピアリングセッションが作成されます。BGPは外部ゲートウェイプロトコル
（EGP）と呼ばれますが、組織における多くのネットワークは非常に複雑になりつつあるた
め、BGPを組織内で使用されている内部ネットワークを簡素化する際にも使用できます。同じ
組織内のBGPピアは、内部BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報
を交換します。

BGPは、パスベクタルーティングアルゴリズムを使用して他の BGP対応ネットワーキング
デバイスとネットワーク到着可能性情報を交換します。ネットワーク到着可能性情報は、ルー

ティングアップデートによりBGPピア間で交換されます。ネットワーク到着可能性情報には、
ネットワーク番号、パス固有の属性、および宛先ネットワークに到達するためにルートが通過

する必要がある自律システムの番号リストが含まれます。このリストは、自律システム（AS）
属性に含まれます。ルーティングアップデートにローカル自律システム番号が含まれている場

合、ルートはその自律システムをすでに通過していることを意味しており、ループが発生する

可能性があります。そのため、BGPはローカル自律システム番号を含むすべてのルーティング
アップデートを拒否することで、ルーティングループを回避します。BGPパスベクタルーティ
ングアルゴリズムは、ディスタンスベクタルーティングアルゴリズムとASパスループ検出
を組み合わせたものです。

BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。ベストパス選択アルゴリズムによりパス属性が分析され、BGPルーティングテー
ブル内でどのルートがベストパスとしてインストールされているかが判断されます。各パス

は、BGPベストパス分析で使用されるwell-knownmandatory、well-known discretionary、optional
transitiveの各属性を伝送します。シスコソフトウェアは、コマンドラインインターフェイス
（CLI）を通してそのような属性を変更することで、BGPパス選択に影響を与えられるように
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なっています。BGPパス選択はまた、標準 BGPポリシー設定によっても変化させることがで
きます。BGPを使用してパス選択に影響を与えること、およびポリシーを設定してトラフィッ
クをフィルタ処理することの詳細については、「BGP4プレフィックスフィルタおよびインバ
ウンドルートマップ」モジュールおよび「BGPプレフィックスベースアウトバウンドルート
フィルタリング」モジュールを参照してください。

BGPでは、ベストパス選択アルゴリズムを使用して、全体的に良好なルートのセットを検索
します。このようなルートは、潜在的なマルチパスです。Cisco IOS Release 12.2(33)SRD以降
のリリースでは、全体的に良好なマルチパスが、許可される最大数よりも多く存在する場合、

最も古いパスがマルチパスとして選択されます。

内部ゲートウェイプロトコル（IGP）とインターフェイスすることで、BGPを複雑な内部ネッ
トワークの管理に役立てることができます。内部 BGPは、ネットワークの効率を維持しなが
ら既存の IGPをトラフィックの要件にあわせてスケーリングするといった問題に役立ちます。

BGPは他のルーティングプロトコルよりも多くの設定を必要としますが、ユーザは設定変更
の影響をよく理解しておく必要があります。設定が正しくないと、ルーティングループが発生

し、通常のネットワーク操作に悪影響を及ぼす可能性があります。

（注）

BGP自律システム
自律システムとは、単一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークです。BGP
自律システムは、グローバルな外部ネットワークをローカルルーティングポリシーが適用で

きる個別のルーティングドメインに分割する場合に使用されます。この構成により、ルーティ

ングドメインの管理と一貫したポリシー設定が簡素化されます。一貫したポリシー設定は、

BGPにより宛先ネットワークへのルートが効率的に処理されるようにするために重要です。

各ルーティングドメインで、複数のルーティングプロトコルをサポートできます。ただし、

各ルーティングプロトコルは別々に管理されます。その他のルーティングプロトコルでは、

再配布により動的にルーティング情報を BGPと交換できます。別々の BGP自律システムで
は、eBGPピアリングセッションを通じてルーティング情報が動的に交換されます。同一の自
律システム内のBGPピアでは、iBGPピアリングセッションを通じてルーティング情報が交換
されます。

下の図に、BGPで接続できる別々の自律システム内にある 2つのルータを示します。ルータ
Aおよびルータ Bは、公共自律システム番号を使用する別々のルーティングドメインにある
ISPルータです。トラフィックは、これらのルータによりインターネット全体に伝送されます。
ルータ Aおよびルータ Bは、eBGPピアリングセッション経由で接続されます。
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図 1 : 2つの自律システムを持つ BGPトポロジ

インターネットに直接接続する各公共自律システムには、BGPルーティングプロセスおよび
自律システムの両方を識別する一意の番号が割り当てられています。

BGP自律システム番号の形式
RFC 4271『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』に記述されているように、2009年 1月まで、
企業に割り当てられていた BGP自律システム番号は 1～ 65535の範囲の 2オクテットの数値
でした。自律システム番号の要求の増加に伴い、インターネット割り当て番号局（IANA）に
より割り当てられる自律システム番号は 2009年 1月から 65536～ 4294967295の範囲の 4オク
テットの番号になります。RFC 5396『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』
には、自律システム番号を表す 3つの方式が記述されています。シスコでは、次の 2つの方式
を実装しています。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイト自律システム番号をその 10進数値で表
します。たとえば、65526は 2バイト自律システム番号、234567は 4バイト自律システム
番号になります。

• asdot：自律システムドット付き表記。2バイト自律システム番号は 10進数で、4バイト
自律システム番号はドット付き表記で表されます。たとえば、65526は 2バイト自律シス
テム番号、1.169031（10進表記の 234567をドット付き表記にしたもの）は 4バイト自律
システム番号になります。

自律システム番号を表す 3つ目の方法については、RFC 5396を参照してください。

asdotだけを使用する自律システム番号形式

Cisco IOSRelease 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、4オクテット（4バ
イト）の自律システム番号は asdot表記法だけで入力および表示されます。たとえば、1.10ま
たは 45000.64000です。4バイト自律システム番号のマッチングに正規表現を使用する場合、
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asdot形式には正規表現で特殊文字となるピリオドが含まれていることに注意します。正規表
現でのマッチングに失敗しないよう、1\.14のようにピリオドの前にバックスラッシュを入力
する必要があります。次の表は、asdot形式だけが使用できる Cisco IOSイメージで、2バイト
および 4バイト自律システム番号の設定、正規表現とのマッチング、および showコマンド出
力での表示に使用される形式をまとめたものです。

表 1 : asdotだけを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチング
形式

設定形式書

式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～ 65535.655352バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

asplainをデフォルトとする自律システム番号形式

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、および
それ以降のリリースでは、シスコ実装の 4バイト自律システム番号で asplainがデフォルトの
自律システム番号表示形式として使用されていますが、4バイト自律システム番号は asplainお
よびasdot形式のどちらにも設定できます。また、正規表現で4バイト自律システム番号とマッ
チングするためのデフォルト形式は asplainであるため、4バイト自律システム番号とマッチン
グする正規表現はすべて、asplain形式で記述する必要があります。デフォルトの showコマン
ド出力を変更して、4バイトの自律システム番号を asdot形式で表示する場合は、ルータコン
フィギュレーションモードで bgp asnotation dotコマンドを使用します。デフォルトで asdot
形式が有効にされている場合、正規表現の4バイト自律システム番号のマッチングには、すべ
てasdot形式を使用する必要があり、使用しない場合正規表現によるマッチングは失敗します。
次の表に示すように、4バイト自律システム番号は asplainと asdotのどちらにも設定できます
が、showコマンド出力と正規表現を使用した 4バイト自律システム番号のマッチング制御に
は 1つの形式だけが使用されます。デフォルトは asplain形式です。showコマンド出力の表示
と正規表現のマッチング制御で asdot形式の 4バイト AS番号を使用する場合、bgp asnotation
dotコマンドを設定する必要があります。bgp asnotation dotコマンドを有効にした後、clear ip
bgp *コマンドを入力してすべての BGPセッションに対してハードリセットを開始する必要
があります。

4バイト自律システム番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、
2バイト自律システム番号を使用できます。4バイト自律システム番号に設定された形式にか
かわらず、2バイト自律システムの showコマンド出力と正規表現のマッチングは変更されず、
asplain（10進数）形式のままになります。

（注）
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表 2 : asplainをデフォルトとする 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

表 3 : asdotを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

予約済みおよびプライベートの自律システム番号

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、
12.2(33)SXI1、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、RFC 4893がシスコの BGP実装で
サポートされています。RFC 4893は、2バイト自律システム番号から 4バイト自律システム番
号への段階的移行を BGPがサポートできるように開発されました。新しい予約済み（プライ
ベート）自律システム番号（23456）は RFC 4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIで
はこの番号を自律システム番号として設定できません。

RFC 5398『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』では、文書化を
目的として新たに予約された自律システム番号について説明されています。予約済み番号を使

用することで、設定例を正確に文書化しつつ、その設定がそのままコピーされた場合でも製品

ネットワークに競合が発生することを防止できます。予約済み番号は IANA自律システム番号
レジストリに記載されています。予約済み 2バイト自律システム番号は 64496～ 64511の連続
したブロック、予約済み 4バイト自律システム番号は 65536～ 65551をその範囲としていま
す。

64512～ 65534を範囲とするプライベートの 2バイト自律システム番号は依然有効で、65535
は特殊な目的のために予約されています。プライベート自律システム番号は内部ルーティング

ドメインで使用できますが、インターネットにルーティングされるトラフィックについては変

換が必要です。プライベート自律システム番号を外部ネットワークへアドバタイズするように

BGPを設定しないでください。Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトではルーティングアッ
プデートからプライベート自律システム番号を削除しません。ISPがプライベート自律システ
ム番号をフィルタリングすることを推奨します。
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パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに対する自律システム番号の割り

当ては、IANAが管理しています。予約済み番号の割り当てや自律システム番号の登録申込な
ど、自律システム番号についての情報については、http://www.iana.org/を参照してください。

（注）

クラスレスドメイン間ルーティング

BGPバージョン 4では、クラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）がサポートされていま
す。CIDRにより、クラスフルネットワーク境界が排除され IPv4アドレス空間をより効率的
に使用できるようになります。CIDRでは、集約ルート（スーパーネット）を設定することで
ルーティングテーブルのサイズを縮小できます。CIDRでは、プレフィックスが IPアドレス
およびビットマスク（ビットは左から右へ処理される）として処理され、各ネットワークが定

義されます。プレフィックスはネットワーク、サブネットワーク、スーパーネット、または単

一のホストルートを表すことができます。

たとえば、クラスフル IPアドレッシングを使用して、IPアドレス 192.168.2.1はクラス Cネッ
トワーク 192.168.2.0内の単一のホストと定義されます。CIDRを使用すると、IPアドレスは
192.168.2.1/16のように表示されます。これにより、192.168.0.0のネットワーク（またはスー
パーネット）が定義されます。

シスコソフトウェアのすべてのルーティングプロトコルでは、CIDRはデフォルトで有効に
なっています。CIDRを有効にするとパケットの転送方法に影響がありますが、BGPの動作は
変更されません。

マルチプロトコル BGP
シスコソフトウェアは、RFC2858『Multiprotocol Extensions for BGP-4』で定義されているマル
チプロトコル BGP拡張をサポートしています。この RFCで導入された拡張により、BGPは
CLNS、IPv4、IPv6、およびVPNv4を含む複数のネットワーク層プロトコルのルーティング情
報を伝送できるようになりました。これらの拡張は下位互換性となっており、マルチプロトコ

ル拡張をサポートしていないルータが、マルチプロトコル拡張をサポートしているルータと通

信できるようになっています。マルチプロトコル BGPは、複数のネットワーク層プロトコル
および IPマルチキャストルートに関するルーティング情報を伝送します。プロトコルに応じ
て、さまざまなルートのセットが BGPにより伝送されます。たとえば、IPv4ユニキャスト
ルーティング用に 1セットのルート、IPv4マルチキャストルーティング用に 1セットのルー
ト、MPLS VPNv4ルート用に 1セットのルートを BGPで伝送することが可能です。

マルチプロトコル BGPネットワークは BGPネットワークと下位互換ですが、マルチプロトコ
ル拡張をサポートしていない BGPピアはマルチプロトコル拡張が伝送するアドレスファミリ
識別情報などのルーティング情報を転送できません。

（注）

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
10

Cisco BGP概要

クラスレスドメイン間ルーティング



BGPに対しマルチプロトコル BGPを使用する利点
複数のネットワーク層プロトコルを持つ複雑なネットワークでは、マルチプロトコル BGPを
使用する必要があります。あまり複雑ではないネットワークでは、次の利点があるためマルチ

プロトコル BGPを使用することを推奨します。

•すべてのBGPコマンドおよびBGPのルーティングポリシー機能はマルチプロトコルBGP
に適用できる。

• RFC 1700『Assigned Numbers』で指定されているように、複数のネットワーク層プロトコ
ルアドレスファミリ（たとえば IPバージョン 4またはVPNバージョン 4）のルーティン
グ情報をネットワークで伝送できる。

•不一致のユニキャストおよびマルチキャストトポロジをネットワークでサポートできる。

•マルチプロトコル BGPネットワークは下位互換性となっており、マルチプロトコル拡張
をサポートするルータと拡張をサポートしていないルータとの相互運用が可能。

つまり、複数のネットワーク層プロトコルアドレスファミリに対する BGPのマルチプロトコ
ルサポートにより、独立したポリシーおよびピアリングコンフィギュレーションをアドレス

ファミリ単位で定義できる、柔軟でスケーラブルなインフラストラクチャが実現できます。

IPマルチキャストのマルチプロトコル BGP拡張
マルチキャストルーティングと関連付けられたルートは、データ分散ツリーを構築するために

プロトコル独立マルチキャスト（PIM）機能で使用されます。マルチプロトコルBGPは、トラ
フィックの種類別に使用するリソースを制限するなどの目的で、マルチキャストトラフィック

専用のリンクが必要な場合に役立ちます。たとえば、すべてのマルチキャストトラフィックを

1つのネットワークアクセスポイント（NAP）で交換する場合です。マルチプロトコル BGP
を使用すると、マルチキャストルーティングトポロジとは異なるユニキャストルーティング

トポロジによって、ネットワークおよびリソースをより良く制御できるようになります。

BGPでドメイン間マルチキャストルーティングを実行する唯一の方法は、ユニキャストルー
ティングに対応できる BGPインフラストラクチャを使用することです。ルータがマルチキャ
スト対応でない場合、またはマルチキャストトラフィックフローが必要な箇所に対して異な

るポリシーがある場合は、マルチキャストルーティングはマルチプロトコル BGPなしではサ
ポートされません。

PIMなどのマルチキャストルーティングプロトコルは、マルチキャストおよびユニキャスト
BGPデータベースの両方を使用して、ルートの調達、リバースパスフォワーディング（RPF）
によるマルチキャスト対応ソースの検索、およびマルチキャスト分散ツリー（MDT）の構築を
実行します。マルチキャストテーブルは、ルータのプライマリソースですが、マルチキャス

トテーブルでルートが見つからない場合はユニキャストテーブルが検索されます。マルチキャ

ストはユニキャストBGPで実行できますが、マルチキャストBGPルートにはRPFに使用する
代替トポロジが許可されています。

マルチプロトコル BGPルートが BGPに再配布される、ユニキャストおよびマルチキャスト両
方のネットワーク層到着可能性情報（NLRI）を交換する BGPピアを設定できます。ただし、
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マルチプロトコル拡張はマルチプロトコル BGPをサポートしていないピアのすべてにおいて
無視されます。PIMによりユニキャスト BGPネットワークを通過するマルチキャスト分散ツ
リーを構築する場合（ユニキャストネットワークを通過するルートが最も魅力的なため）、

RPFチェックが失敗し、MDTが構築されない場合があります。マルチプロトコル BGPがユニ
キャストネットワークによって実行される場合、適切なマルチキャストアドレスファミリを

使用してピアリングを設定できます。マルチキャストアドレスファミリ構成では、マルチプ

ロトコル BGPによりマルチキャスト情報が伝送でき、RPF検索が成功します。

下の図に、不一致のユニキャストおよびマルチキャストトポロジの簡単な例を示します。これ

らのトポロジ間では、マルチプロトコル BGPを実装しない場合は情報を交換できません。自
律システム 100、200、および 300は、FDDIリングである 2つの NAPにそれぞれ接続してい
ます。1つはユニキャストピアリング（ユニキャストトラフィックの交換）に使用されます。
Multicast Friendly Interconnect（MFI）リングは、マルチキャストピアリング（マルチキャスト
トラフィックの交換）に使用されます。各ルータは、ユニキャストおよびマルチキャスト対応

です。

図 2 :不一致のユニキャストルートおよびマルチキャストルート

下の図は、ユニキャストだけに対応したルータおよびマルチキャストだけに対応したルータの

トポロジです。左側にある2つのルータはユニキャストだけに対応しています（マルチキャス
トルーティングをサポートしていないか、マルチキャストルーティングを実行するよう設定

されていない）。右側にある2つのルータはマルチキャストだけに対応したルータです。ルー
タ Aおよび Bは、ユニキャストおよびマルチキャストルーティングの両方をサポートしてい
ます。ユニキャストだけに対応したルータおよびマルチキャストだけに対応したルータは、1
つの NAPに接続されています。

下の図では、ユニキャストトラフィックだけがルータ Aからユニキャストルータを経由して
ルータ Bとの間を行き来できます。このパスでは、マルチキャストトラフィックはフローさ
れません。マルチキャストルーティングがユニキャストルータで設定されておらず、そのた

め BGPルーティングテーブルにマルチキャストルートがまったく含まれていないためです。
マルチキャストルータでは、マルチキャストルートが有効になり、マルチキャストルートを

保持する個別のルーティングテーブルがBGPにより構築されます。マルチキャストトラフィッ
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クは、ルータ Aからマルチキャストルータを経由してルータ Bとの間を行き来するパスを使
用します。

下の図に、ルータ Aからルータ Bへユニキャストルートおよびマルチキャストルートを別々
に持つマルチプロトコル BGP環境を示します。マルチプロトコル BGPでは、これらのルート
が不一致であることが許可されています。この図では、両方の自律システムに内部マルチプロ

トコル BGP（図中の IMBGP）が設定されている必要があります。

図 3 :マルチキャスト BGP環境

IPマルチキャストの詳細については、「IPマルチキャストの設定」設定ライブラリを参照し
てください。

NLRIコンフィギュレーション CLI
BGPは、ユニキャストの IPv4ルーティング情報だけを伝送するように設計されました。シス
コソフトウェアの BGP設定では、NLRI形式の CLIが使用されました。NLRI形式では、マル
チキャストルーティング情報のサポートは限られており、複数のネットワーク層プロトコルは

サポートされません。BGP設定に NLRI形式 CLIを使用することは推奨できません。

BGPハイブリッド CLI機能を使用すれば、アドレスファミリ VPNv4形式でコマンドを設定
し、既存のNLRIでフォーマットされた構成を変更することなく、これらのコマンドコンフィ
ギュレーションを保存できます。IPv4ユニキャストまたはマルチキャストなどのその他のアド
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レスファミリコンフィギュレーションを使用する場合は、bgp upgrade-cliコマンドを使用し
て、設定をアップグレードする必要があります。

BGPハイブリッド CLIコマンドの使用に関する詳細については、「基本 BGPネットワークの
設定」モジュールを参照してください。アドレスファミリ設定形式、およびNLRI CLI形式の
制限の詳細については、「マルチプロトコル BGP」および「Cisco BGPアドレスファミリモ
デル」の項を参照してください。

Cisco BGPアドレスファミリモデル
Cisco BGPの Address Family Identifier（AFI）モデルは、マルチプロトコル BGPと一緒に導入
され、モジュラ式かつスケーラブルで、複数の AFIおよび Subsequent Address Family Identifier
（SAFI）コンフィギュレーションをサポートするように設計されています。ネットワークの複
雑性はさらに増しており、現在多くの企業では、多くの自律システムに接続する際に下図の

ネットワークトポロジに示されているように BGPを使用しています。下の図に示されている
個別の各自律システムでは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）および IPv6な
どのいくつかのルーティングプロトコルが実行されている場合があり、ユニキャストおよびマ

ルチキャスト両方のルートが BGP経由で転送されることを必要とする場合があります。

図 4 :複数のアドレスファミリ用の BGPネットワークトポロジ

Cisco BGP AFIモデルでは、新しい内部構造でサポートされた、新しいコマンドラインイン
ターフェイス（CLI）コマンドが導入されています。マルチプロトコルBGPは、複数のネット
ワーク層プロトコルおよび IPマルチキャストルートに関するルーティング情報を伝送します。
このルーティング情報は、AFIモデルではアペンドされたBGP属性（マルチプロトコル拡張）
として伝送されます。各アドレスファミリでは別々のBGPデータベースが保持されています。
このため、BGPポリシーをアドレスファミリごとに設定できます。SAFIコンフィギュレー
ションは、親AFIのサブセットです。SAFIは、BGPポリシーコンフィギュレーションの再取
得に使用できます。
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AFIモデルは、NLRI形式ではスケーラビリティに制限があるために作成されました。NLRI形
式で設定されたルータは、IPv4ユニキャスト機能を備えていますが、マルチキャスト機能は限
られています。NLRI形式で設定されたネットワークには、次の制限事項があります。

• AFIおよび SAFI設定情報がサポートされていない。多くの新しい BGP（およびMPLSな
どのその他のプロトコル）機能はAFIおよび SAFIコンフィギュレーションモードだけで
サポートされており、NLRIコンフィギュレーションモードでは設定できません。

• IPv6がサポートされていない。NLRI形式で設定されたルータは、IPv6ネイバーとピアリ
ングを構築できません。

•マルチキャストドメイン間ルーティングおよび不一致のマルチキャストおよびユニキャス
トトポロジに対するサポートが限られている。NLRI形式では、すべての設定オプション
が使用可能というわけではなく、VPNv4はサポートされていません。NLRI形式コンフィ
ギュレーションは、AFIモデルをサポートするコンフィギュレーションよりも複雑になる
場合があります。インフラストラクチャ内のルータにマルチキャスト機能が備わっていな

い場合、またはマルチキャストトラフィックがどのようにフローするかについての設定に

関してポリシーが異なっている場合は、マルチキャストルーティングはサポートされませ

ん。

マルチプロトコル BGPにおける AFIモデルは、複数の AFIおよび SAFI、すべての NLRIに基
づくコマンドおよびポリシーコンフィギュレーションをサポートしており、NLRI形式だけを
サポートするルータに対し下位互換性があります。AFIモデルを使用して設定されたルータに
は、次の機能が備わっています。

• AFIおよび SAFI情報およびコンフィギュレーションがサポートされている。AFIモデル
を使用して設定されたルータは、複数のネットワーク層プロトコルアドレスファミリ（た

とえば IPv4および IPv6）のルーティング情報を伝送できます。

• AFIコンフィギュレーションはすべてのアドレスファミリで同様であり、NLRI形式構文
よりも CLI構文を使いやすくしている。

•すべての BGPルーティングポリシー機能およびコマンドがサポートされている。

•不一致のマルチキャストおよびユニキャストトポロジがサポートされているのと同様に、
異なるポリシーを持つ一致するユニキャストおよびマルチキャストトポロジ（BGPフィ
ルタリングコンフィギュレーション）がサポートされている。

• CLNSがサポートされている。

• NLRI形式だけをサポートするルータ間の相互運用がサポートされている（AFIに基づく
ネットワークは下位互換性）。これには、IPv4ユニキャストおよびマルチキャスト NLRI
ピアの両方が含まれています。

•バーチャルプライベートネットワーク（VPN）およびVPNルーティング/転送（VRF）イ
ンスタンスがサポートされている。VRFのユニキャスト IPv4は特定のアドレスファミリ
IPv4 VRFから設定できます。このコンフィギュレーションアップデートは BGP VPNv4
データベースに統合されています。
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特定のアドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、疑問符（?）によるオンライン
ヘルプ機能を使用して、サポートされているコマンドを表示できます。アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードでサポートされている BGPコマンドとルータコンフィギュレー
ションモードでサポートされている BGPコマンドでは同じ機能が設定されますが、ルータコ
ンフィギュレーションモードの BGPコマンドで設定されるのは IPv4ユニキャストアドレス
プレフィックスの機能だけです。その他のアドレスファミリプレフィックス（たとえば、IPv4
マルチキャストまたは IPv6ユニキャストアドレスプレフィックス）の BGPコマンドおよび
機能を設定するには、それらのアドレスプレフィックスのアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始する必要があります。

Cisco IOSソフトウェアのBGPアドレスファミリモデルは、IPv4、IPv6、CLNS、およびVPNv4
の 4つのアドレスファミリで構成されています。Cisco IOS Release 12.2(33)SRB以降のリリー
スでは、L2VPNアドレスファミリに対するサポートが追加されました。また、L2VPNアドレ
スファミリ内でバーチャルプライベート LANサービス（VPLS）SAFIがサポートされていま
す。IPv4および IPv6アドレスファミリには、マルチキャスト分散ツリー（MDT）、トンネ
ル、および VRFなどの SAFIが存在します。下の表に、Cisco IOSソフトウェアでサポートさ
れているSAFIのリストを示します。すべてのタイプのAFIおよびSAFIコンフィギュレーショ
ンを実行するネットワーク間における互換性を確保するには、マルチプロトコル BGPアドレ
スファミリモデルを使用して Cisco IOSデバイスに BGPを設定することを推奨します。

表 4 : Cisco IOSソフトウェアでサポートされる SAFI

参照先説明SAFIフィールド
値

RFC 2858ユニキャストフォワーディングに使用される
NLRI

1

RFC 2858マルチキャストフォワーディングに使用され

る NLRI
2

RFC 2858ユニキャストおよびマルチキャストフォワー

ディングの両方に使用される NLRI
3

RFC 3107MPLSラベル付き NLRI4

draft-nalawade-kapoor-tunnel-
safi -01.txt

トンネル SAFI64

－バーチャルプライベート LANサービス
（VPLS）

65

draft-nalawade-idr-mdt-safi-00.txtBGP MDT SAFI66

RFC-ietf-l3vpn-rfc2547bis-03.txtMPLSラベル付き VPNアドレス128
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IPv4アドレスファミリ
IPv4アドレスファミリは、標準 IPバージョン 4アドレスプレフィックスを使用する BGPな
どのプロトコルのルーティングセッションを識別する場合に使用されます。ユニキャストまた

はマルチキャストアドレスプレフィックスは、IPv4アドレスファミリ内で指定できます。デ
フォルトでは、アドレスファミリ IPv4ユニキャストのルーティング情報は、ユニキャスト
IPv4情報のアドバタイズメントが明示的にオフにされていない限り、BGPピアが設定された
こときにアドバタイズされます。

VRFインスタンスも、IPv4AFIコンフィギュレーションモードコマンドと関連付けできます。

Cisco IOS Release 12.0(28)Sでは、マルチポイントトンネリング IPv4ルーティングセッション
をサポートするためにトンネル SAFIが追加されました。トンネル SAFIは、トンネルタイプ
とトンネル機能を含む SAFI固有属性およびトンネルエンドポイントをアドバタイズするため
に使用されます。トンネルアドレスファミリが設定されたときに、トンネルエンドポイント

がBGP IPv4トンネルSAFIテーブルへ自動的に再配布されます。ただし、トンネル情報がセッ
ションで交換されるようにするには、トンネルアドレスファミリでピアをアクティブ化する

必要があります。

Cisco IOS Release 12.0(29)Sでは、マルチキャスト VPNアーキテクチャをサポートするために
マルチキャスト分散ツリー（MDT）SAFIが追加されました。MDT SAFIはマルチキャスト対
応の推移的なコネクタ属性で、BGPでは IPv4アドレスファミリとして定義されています。
MDTアドレスファミリセッションは、IPv4マルチキャストアドレスファミリで SAFIとし
て動作し、プロバイダーエッジ（PE）ルータで設定されて AS間マルチキャスト VPNピアリ
ングセッションをサポートするカスタマーエッジ（CE）ルータと VPNピアリングセッショ
ンを確立します。

IPv6アドレスファミリ
IPv6アドレスファミリは、標準 IPv6アドレスプレフィックスを使用する BGPなどのプロト
コルのルーティングセッションを識別する場合に使用されます。ユニキャストまたはマルチ

キャストアドレスプレフィックスは、IPv6アドレスファミリ内で指定できます。

デフォルトでは、アドレスファミリ IPv4ユニキャストのルーティング情報は、ユニキャスト
IPv4情報のアドバタイズメントを明示的にオフにしない限り、BGPピアを設定したときにア
ドバタイズされます。

（注）

CLNSアドレスファミリ
CLNSアドレスファミリは、標準ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）アドレ
スプレフィックスを使用する BGPなどのプロトコルのルーティングセッションを識別する場
合に使用されます。NSAPアドレスプレフィックスが設定されたとき、ユニキャストアドレ
スプレフィックスがデフォルトとなります。
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CLNSルートは、CLNSアドレスが設定されたネットワークで使用されます。これはテレコミュ
ニケーションデータ通信ネットワーク（DCN）の典型です。ピアリングは IPアドレスを使用
して確立されますが、アップデートメッセージには CLNSルートが含まれます。

CLNSネットワークのスケーリング機能を提供する、CLNSに対するBGPサポートの設定の詳
細については、「CLNSに対するマルチプロトコルBGP（MP-BGP）サポートの設定」モジュー
ルを参照してください。

VPNv4アドレスファミリ
VPNv4マルチキャストアドレスファミリは、標準 VPNバージョン 4アドレスプレフィック
スを使用する BGPなどのプロトコルのルーティングセッションを識別する場合に使用されま
す。VPNv4アドレスプレフィックスが設定されたとき、ユニキャストアドレスプレフィック
スがデフォルトとなります。VPNv4ルートは IPv4ルートと同様ですが、VPNv4ルートにはプ
レフィックスのレプリケーションを許可するルートディスクリプタ（RD）がプリペンドされ
ています。異なる各 RDを異なる VPNに関連付けることが可能です。各 VPNには、独自のプ
レフィックスセットが必要です。

企業は、アプリケーションおよびデータホスティング、ネットワーク商取引、電話サービスと

いったビジネスカスタマーへの付加価値サービスを展開および管理する基盤として IP VPNを
使用します。

プライベート LANでは、IPをベースとしたイントラネットにより、企業のビジネス実践のあ
り方が根本的に変化しました。企業は、イントラネットのビジネスアプリケーションをWAN
で拡大することに移行しつつあります。また、企業はエクストラネット（複数のビジネスを包

含するイントラネット）を使用してカスタマー、サプライヤ、およびパートナーのニーズに取

り組んでいます。エクストラネットにより、企業はサプライチェーンの自動化、電子データ交

換（EDI）、およびその他のネットワーク商取引の形態を簡易化することで、ビジネスプロセ
スのコストを削減します。このビジネスチャンスを活かすには、サービスプロバイダーはパ

ブリックインフラストラクチャを通じてビジネスにプライベートネットワークサービスを提

供する IP VPNインフラストラクチャを持つ必要があります。

MPLSとあわせて VPNを使用した場合、サービスプロバイダーのネットワークを通じて複数
の拠点同士を透過的に相互接続することが可能になります。1つのサービスプロバイダーネッ
トワークで、複数の異なる IP VPNのサポートが可能です。これらはそれぞれ、そのユーザに
とってはその他すべてのネットワークとは隔離されたプライベートネットワークとして現れま

す。1つの VPN内では、各拠点は同一 VPN内のいずれの拠点にも IPパケットを送信できま
す。各 VPNは 1つ以上の VPN VRFに関連付けられます。VPNv4ルートは、すべての VRFの
ルートのスーパーセットであり、特定のVRFアドレスファミリにおいてVRFごとにルート挿
入が行われます。ルータは、各VRFに対し別々のルーティングおよびCiscoExpressForwarding
（CEF）テーブルを保持します。これにより、情報が VPN外に送信されることが回避でき、
重複 IPアドレスの問題を起こすことなく同一のサブネットが複数の VPNで使用可能になりま
す。BGPを使用しているルータは、BGP拡張コミュニティを使用して VPNのルーティング情
報を配布します。

VPNアドレス空間は、設計によりグローバルアドレス空間から隔離されます。あるVPNへの
ルートはそのVPNのその他のメンバだけが学習できるように、VPN-IPv4プレフィックスの到
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着可能性情報はBGPによりVPNv4マルチプロトコル拡張を使用して各VPNに配布されます。
これにより VPNのメンバが相互に通信できるようになります。

RFC 3107に、SAFIを使用してマルチプロトコル BGPアドレスファミリにラベル情報を追加
する方法が指定されています。Cisco IOS実装のMPLSでは、IPv4ルートをラベルと一緒に送
信するサポートの提供に RFC 3107が使用されています。VPNv4には、暗黙的に各ルートに関
連付けられたラベルが備わっています。

L2VPNアドレスファミリ
L2VPNは、IPセキュリティ（IPsec）または総称ルーティングカプセル化（GRE）などの暗号
化テクノロジーを使用して、セキュアでないネットワーク内で運用されるセキュアなネット

ワークと定義されています。L2VPNアドレスファミリはBGPルーティングコンフィギュレー
ションモードで設定され、L2VPNアドレスファミリ内では VPLS Subsequent Address Family
Identifier（SAFI）がサポートされています。

L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートでは、L2VPNエンドポイントプロビジョニ
ング情報を配布するBGPをベースとしたオートディスカバリメカニズムが導入されています。
BGPでは、エンドポイントプロビジョニング情報を保存する際に個別のL2VPNルーティング
情報ベース（RIB）が使用されます。これは、レイヤ 2 Virtual Forwarding Instance（VFI）が設
定されたときに毎回アップデートされます。プレフィックスおよびパス情報は L2VPNデータ
ベースに保存され、ベストパスが BGPにより決定されるようになります。BGPにより、アッ
プデートメッセージですべての BGPネイバーにエンドポイントプロビジョニング情報が配布
されるとき、L2VPNベースのサービスをサポートするために、エンドポイント情報を使用し
て Pseudowireメッシュがセットアップされます。

BGPオートディスカバリメカニズムにより、Cisco IOS Virtual Private LAN Service（VPLS）機
能に必要不可欠な L2VPNサービスのセットアップが簡易化されます。VPLSは、高速イーサ
ネットを使用した堅牢でスケーラブルな IP MPLSネットワークによる大規模な LANとして、
地理的に分散した拠点間を接続することで柔軟なサービスの展開を実現します。VPLSの詳細
については、「VPLS Autodiscovery: BGP Based」機能を参照してください。

L2VPNアドレスファミリでは、次の BGPコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンド
がサポートされています。

• bgp scan-time

• bgp nexthop

• neighbor activate

• neighbor advertisement-interval

• neighbor allowas-in

• neighbor capability

• neighbor inherit

• neighbor peer-group

• neighbor maximum-prefix
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• neighbor next-hop-self

• neighbor next-hop-unchanged

• neighbor remove-private-as

• neighbor route-map

• neighbor route-reflector-client

• neighbor send-community

• neighbor soft-reconfiguration

• neighbor soo

• neighbor weight

L2VPNを使用したルートリフレクタでは、neighbor next-hop-selfコマンドおよび neighbor
next-hop-unchangedコマンドはサポートされていません。

（注）

L2VPNアドレスファミリコンフィギュレーションで使用された場合、BGP内で使用される
ルートマップでは、プレフィックス処理、タグ処理、および自動タグ処理に関連するすべての

コマンドは無視されます。その他すべてのルートマップコマンドはサポートされています。

L2VPNアドレスファミリでは、BGPマルチパスおよびコンフェデレーションはサポートされ
ていません。

L2VPNアドレスファミリでの BGP設定の詳細については、「L2VPNアドレスファミリに対
する BGPサポート」モジュールを参照してください。

BGP CLI削除の考慮事項
小規模な BGPネットワークであっても、BGP CLIコンフィギュレーションは非常に複雑にな
ることがあります。すべての CLIコンフィギュレーションを削除する必要がある場合は、CLI
を削除することで生じるあらゆる影響を考慮する必要があります。現在の実行コンフィギュ

レーションを分析し、現在の BGPネイバー関係、アドレスファミリの考慮事項、その他の設
定済みルーティングプロトコルを判断します。BGPCLIコマンドの多くは、CLIコンフィギュ
レーションのその他の部分に影響を与えています。たとえば次のコンフィギュレーションで

は、ルートマップは BGP自律システム番号の一致に使用され、その後一致したルートを拡張
内部ゲートウェイルーティングプロトコル（EIGRP）のその他の自律システム番号にセット
する際に使用されます。

route-map bgp-to-eigrp permit 10
match tag 50000
set tag 65000

3つの異なる自律システムにある BGPネイバーが設定およびアクティブ化されます。

router bgp 45000
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bgp log-neighbor-changes
address-family ipv4
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 172.16.1.2 activate
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

その後、EIGRPルーティングプロセスが設定され、ルートマップによりルートがフィルタ処
理されて BGPルートが EIGRPに再配布されます。

router eigrp 100
redistribute bgp 45000 metric 10000 100 255 1 1500 route-map bgp-to-eigrp
no auto-summary
exit

後でルートマップを削除する場合は、route-mapコマンドの no形式を使用します。ほぼすべ
てのコンフィギュレーションコマンドにはno形式があります。通常、no形式は機能を無効に
します。しかし、このコンフィギュレーションの例では、ルートマップを無効にしただけでは

ルート再配布は停止しません。ルートマップからのフィルタ処理または照合が行われなくなる

だけです。ルートマップを使用しないで再配布を行うと、ご使用のネットワークで予期しない

動作が生じるおそれがあります。アクセスリストまたはルートマップを削除する場合は、そ

のアクセスリストまたはルートマップを参照しているコマンドを確認して、意図した動作が

得られるかどうかを検討する必要もあります。

次のコンフィギュレーションでは、ルートマップおよび再配布の両方が削除されます。

configure terminal
no route-map bgp-to-eigrp
router eigrp 100
no redistribute bgp 45000
end

BGP CLIコンフィギュレーションを削除する設定の詳細については、「基本 BGPネットワー
クの設定」モジュールを参照してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


標準

タイトル標準

MDT
SAFI

MDT
SAFI

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィー
チャセットのMIBを検索してダウンロードする場合は、次のURLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-BGP4-MIB

RFC

タイトルRFC

『Assigned Numbers』RFC
1700

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

『Carrying Label Information in BGP-4』RFC
3107

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

『BGP Support for Four-Octet AS Number Space』RFC
4893

『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398
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http://www.iana.org/assignments/safi-namespace
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

Cisco BGP概要の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5 : Cisco BGP概要の機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOSソフトウェアは、RFC 2858『Multiprotocol Extensions
for BGP-4』で定義されているマルチプロトコル BGP拡張をサ
ポートしています。このRFCで導入された拡張により、BGPは
CLNS、IPv4、IPv6、およびVPNv4を含む複数のネットワーク層
プロトコルのルーティング情報を伝送できるようになりました。

これらの拡張は下位互換性となっており、マルチプロトコル拡

張をサポートしていないルータが、マルチプロトコル拡張をサ

ポートしているルータと通信できるようになっています。マル

チプロトコル BGPは、複数のネットワーク層プロトコルおよび
IPマルチキャストルートに関するルーティング情報を伝送しま
す。

Cisco IOS XE
3.1.0SG

マルチプロト

コル BGP
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第 3 章

BGP 4

BGPは、独自のルーティングポリシー（自律システム）を持つ異なるルーティングドメイン
間に、ループのないルーティングを行うように設計されたドメイン間ルーティングプロトコル

です。

•機能情報の確認（25ページ）
• BGP 4に関する情報（25ページ）
• BGP 4の設定方法（33ページ）
• BGP 4の設定例（70ページ）
•その他の参考資料（76ページ）
• BGP 4の機能情報（77ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP 4に関する情報

BGPバージョン 4機能の概要
BGPは、組織間にループが発生しないルーティングリンクを実現することを目的としたドメ
イン間ルーティングプロトコルです。BGPは、信頼性の高いトランスポートプロトコル上で
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実行できるように設計されています。伝送制御プロトコル（TCP）はコネクション型プロトコ
ルのため、BGPは TCP（ポート 179）をトランスポートプロトコルとして使用します。宛先
の TCPポートは 179が割り当てられ、ローカルポートではランダムなポート番号が割り当て
られます。シスコソフトウェアは、BGPバージョン 4をサポートしています。このバージョ
ンは、インターネットサービスプロバイダー（ISP）がインターネットを構築するために使用
しています。RFC 1771では、プロトコルをインターネット規模での使用に合わせるため、新
機能の BGPへの追加や検討が多数行われました。RFC 2858により、IPv4、IPv6、CLNSを含
む IPマルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミリのルーティン
グ情報を BGPで伝送できるようにする、マルチプロトコル拡張が導入されました。

BGPは主に、ローカルネットワークを外部ネットワークに接続して、インターネットにアク
セスしたり、他の組織に接続したりするために使用されます。外部組織への接続時に、外部

BGP（eBGP）ピアリングセッションが作成されます。BGPは外部ゲートウェイプロトコル
（EGP）と呼ばれますが、組織における多くのネットワークは非常に複雑になりつつあるた
め、BGPを組織内で使用されている内部ネットワークを簡素化する際にも使用できます。同じ
組織内のBGPピアは、内部BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報
を交換します。

BGPは、パスベクタルーティングアルゴリズムを使用して他の BGP対応ネットワーキング
デバイスとネットワーク到着可能性情報を交換します。ネットワーク到着可能性情報は、ルー

ティングアップデートによりBGPピア間で交換されます。ネットワーク到着可能性情報には、
ネットワーク番号、パス固有の属性、および宛先ネットワークに到達するためにルートが通過

する必要がある自律システムの番号リストが含まれます。このリストは、自律システム（AS）
属性に含まれます。ルーティングアップデートにローカル自律システム番号が含まれている場

合、ルートはその自律システムをすでに通過していることを意味しており、ループが発生する

可能性があります。そのため、BGPはローカル自律システム番号を含むすべてのルーティング
アップデートを拒否することで、ルーティングループを回避します。BGPパスベクタルーティ
ングアルゴリズムは、ディスタンスベクタルーティングアルゴリズムとASパスループ検出
を組み合わせたものです。

BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。ベストパス選択アルゴリズムによりパス属性が分析され、BGPルーティングテー
ブル内でどのルートがベストパスとしてインストールされているかが判断されます。各パス

は、BGPベストパス分析で使用されるwell-knownmandatory、well-known discretionary、optional
transitiveの各属性を伝送します。シスコソフトウェアは、コマンドラインインターフェイス
（CLI）を通してそのような属性を変更することで、BGPパス選択に影響を与えられるように
なっています。BGPパス選択はまた、標準 BGPポリシー設定によっても変化させることがで
きます。BGPを使用してパス選択に影響を与えること、およびポリシーを設定してトラフィッ
クをフィルタ処理することの詳細については、「BGP4プレフィックスフィルタおよびインバ
ウンドルートマップ」モジュールおよび「BGPプレフィックスベースアウトバウンドルート
フィルタリング」モジュールを参照してください。

BGPでは、ベストパス選択アルゴリズムを使用して、全体的に良好なルートのセットを検索
します。このようなルートは、潜在的なマルチパスです。Cisco IOS Release 12.2(33)SRD以降
のリリースでは、全体的に良好なマルチパスが、許可される最大数よりも多く存在する場合、

最も古いパスがマルチパスとして選択されます。
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内部ゲートウェイプロトコル（IGP）とインターフェイスすることで、BGPを複雑な内部ネッ
トワークの管理に役立てることができます。内部 BGPは、ネットワークの効率を維持しなが
ら既存の IGPをトラフィックの要件にあわせてスケーリングするといった問題に役立ちます。

BGPは他のルーティングプロトコルよりも多くの設定を必要としますが、ユーザは設定変更
の影響をよく理解しておく必要があります。設定が正しくないと、ルーティングループが発生

し、通常のネットワーク操作に悪影響を及ぼす可能性があります。

（注）

BGPルータ ID
BGPでは、ルータ IDを使用して、BGPスピーキングピアを識別します。BGPルータ IDは 32
ビット値であり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。デフォルトでは、シスコソフト
ウェアによって、ルータ IDがルータ上のループバックインターフェイスの IPv4アドレスに設
定されます。デバイス上でループバックインターフェイスが設定されていない場合は、BGP
ルータ IDを表すためにデバイスの物理インターフェイスに設定されている最上位の IPv4アド
レスがソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネットワーク内のBGPピアご
とに一意である必要があります。

BGPスピーカーとピア関係
BGP対応デバイスは、別の BGP対応デバイスを自動的には検出しません。ネットワーク管理
者は、通常、BGP対応デバイス間の関係を手動で設定します。ピアデバイスとは、別の BGP
対応デバイスへのアクティブなTCP接続を持つBGP対応デバイスです。このBGPデバイス間
の関係がネイバーと呼ばれることはよくありますが、これは BGPデバイスは直接接続されて
いて、その間に他のデバイスははさまっていないということを暗示することがあるため、この

マニュアルではネイバーという語の使用は極力避けています。BGPスピーカーはローカルデ
バイスのことで、その他の BGP対応ネットワークデバイスはすべてピアです。

ピアとピアの間に TCP接続が確立されると、最初、個々の BGPピアはもう 1つのピアと、そ
のルート（完成したBGPルーティングテーブル）をすべて交換します。この交換の後は、ネッ
トワークでトポロジの変更が行われたとき、あるいはルーティングポリシーが実装または変更

されたときに差分更新が送信されるだけです。更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピア

は「キープアライブ」と呼ばれる特別なメッセージを交換します。

BGP自律システムは、単一のアドミニストレーションエンティティにより制御されるネット
ワークです。ピアデバイスは、異なる自律システムに存在する場合は外部ピア、同一の自律シ

ステムに存在する場合は内部ピアと呼ばれます。通常、外部ピアは隣接し、サブネットを共有

していますが、内部ピアは同じ自律システムのどのような場所にあってもかまいません。

BGPピアセッションの確立
BGPルーティングプロセスがピアとピアリングセッションを確立するとき、ステートは次の
ように変化します。
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• Idle：ルーティングプロセスが有効になったとき、またはデバイスがリセットされたとき
の BGPルーティングプロセスの初期ステート。このステートでは、デバイスはリモート
ピアとのピアリング設定など、開始イベントを待ちます。リモートピアから TCP接続要
求を受信すると、デバイスはリモートピアへの TCP接続を開始する前に、タイマーを待
機するための開始イベントを新たに開始します。デバイスがリセットされ、ピアがリセッ

トされると、BGPルーティングプロセスは Idleステートに戻ります。

• Connect：ローカル BGPスピーカーとの TCPセッションを確立しようとしていることを
BGPルーティングプロセスが検知します。

• Active：このステートでは、BGPルーティングプロセスは、ConnectRetryタイマーを使用
して、ピアデバイスとの TCPセッションを確立しようとします。BGPルーティングプロ
セスが Activeステートの間、開始イベントは無視されます。BGPルーティングプロセス
が再構成された場合、またはエラーが発生した場合、BGPルーティングプロセスはシス
テムリソースを解放し、Idleステートに戻ります。

• OpenSent：TCP接続が確立され、BGPルーティングプロセスはリモートピアに OPEN
メッセージを送信し、OpenSentステートに移行します。このステートでは、BGPルーティ
ングプロセスはその他の OPENメッセージを受信できます。接続に失敗した場合、BGP
ルーティングプロセスは Activeステートに移行します。

• OpenReceive：BGPルーティングプロセスはリモートピアから OPENメッセージを受信
し、リモートピアからの最初のキープアライブメッセージを待ちます。キープアライブ

メッセージを受信すると、BGPルーティングプロセスは Establishedステートに移行しま
す。通知メッセージを受信した場合は、BGPルーティングプロセスは Idleステートに移
行します。ピアリングセッションに影響を与えるエラー、または設定変更が発生した場

合、BGPルーティングプロセスは、有限状態マシン（FSM）エラーコードが入った通知
メッセージを送信してから、Idleステートに移行します。

• Established：リモートピアから最初のキープアライブが受信されます。これにより、リ
モートネイバーとのピアリングが確立され、BGPルーティングプロセスは、リモートピ
アとのアップデートメッセージの交換を開始します。アップデートメッセージ、または

キープアライブメッセージが受信されると、ホールドタイマーが再起動されます。エラー

通知を受信した BGPプロセスは、Idleステートに移行します。

BGPセッションのリセット
設定変更のためにルーティングポリシーに変更が生じた場合は、必ず clear ip bgpコマンドを
使用して、BGPピアリングセッションをリセットする必要があります。シスコソフトウェア
は、BGPピアリングセッションのリセットとして、次の 3つのメカニズムをサポートしてい
ます。

•ハードリセット：ハードリセットは、TCP接続を含む指定されたピアリングセッション
を終了し、指定されたピアから到着したルートを削除します。

•ソフトリセット：ソフトリセットは、保存されたプレフィックス情報を使用し、既存の
ピアリングセッションを廃棄せずに BGPルーティングテーブルの再構成とアクティブ化
を行います。ソフト再構成では、保存されているアップデート情報が使用されます。アッ
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プデートを保存するために追加のメモリが必要になりますが、ネットワークを中断せず

に、新しいBGPポリシーを適用することができます。ソフト再構成は、インバウンドセッ
ション、またはアウトバウンドセッションに対して設定できます。

•ダイナミックインバウンドソフトリセット：これは RFC 2918に定義されているルート
リフレッシュ機能で、サポートしているピアへのルートリフレッシュ要求を交換すること

により、ローカルデバイスがインバウンドルーティングテーブルを動的にリセットでき

るようにするものです。ルートリフレッシュ機能は、中断を伴わないポリシー変更につい

てはアップデート情報をローカルに保存しません。その代わり、サポートしているピアと

の動的な交換に依存します。ルートリフレッシュは、最初にピア間のBGP機能ネゴシエー
ションを通じてアドバタイズされる必要があります。すべての BGPデバイスが、ルート
リフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。BGPデバイスがこの機能をサ
ポートしているかどうかを確認するには、show ip bgp neighborsコマンドを使用します。
デバイスがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、次のメッセージが出力され

ます。

Received route refresh capability from peer.

bgp soft-reconfig-backupコマンドは、ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピアに対
してインバウンドソフト再構成を実行するように BGPを設定するために導入されました。こ
のコマンドの設定により、必要な場合にだけ、アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能
をサポートしているピアは影響されません。

BGPルート集約
BGPピアはルーティング情報を格納し、交換しますが、設定される BGPスピーカーの数が増
えるに従って、ルーティング情報の量が増えます。ルート集約を使用することにより、関係す

る情報の量が減ります。集約は、複数の異なるルートの属性を合成し、1つのルートだけがア
ドバタイズされるようにするプロセスです。集約プレフィックスは、クラスレスドメイン間

ルーティング（CIDR）の原則を使用して、複数の隣接するネットワークを、ルーティングテー
ブルに要約できる IPアドレスのクラスレスセット 1つに合成します。これにより、アドバタ
イズが必要なルートの数が少なくなります。

BGPでのルート集約の実装方法は2種類あります。集約されたルートをBGPに再配布するか、
または条件付き集約の形を使用することができます。基本ルートの再配布では、集約ルートの

作成後、このルートが BGPに再配布されます。条件付き集約では、集約ルートの作成後、ア
ドバタイズするか、または Autonomous System Set Path（AS-SET）情報、もしくは要約情報に
基づいて、特定ルートのアドバタイズを抑制します。

bgp suppress-inactiveコマンドは、非アクティブのルートをどの BGPピアにもアドバタイズし
ないように BGPを設定します。BGPルーティングプロセスは、デフォルトで、ルーティング
情報データベース（RIB）にインストールされていないルートをBGPピアにアドバタイズでき
ます。RIBにインストールされていないルートは非アクティブなルートです。非アクティブな
ルートのアドバタイズメントは、たとえば、共通のルート集約を通じてルートがアドバタイズ

された場合に行われます。非アクティブなルートのアドバタイズメントを抑制して、より整合

性の取れたデータフォワーディングを行うことができます。
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BGPルート集約の AS_SET情報生成
AS_SET情報は、aggregate-addressコマンドを使用して、BGPルートが集約されたときに生成
されます。このようなルートについてアドバタイズされたパスは、コミュニティを含め、要約

されているすべてのパスに含まれる、すべての要素から構成されるAS_SETです。集約される
AS_PATHが同じものである場合、AS_PATHだけがアドバタイズされます。aggregate-address
コマンド用にデフォルトで設定されている ATOMIC-AGGREGATE属性は、AS_SETには追加
されません。

ルーティングポリシーの変更管理

ピアのルーティングポリシーには、インバウンドまたはアウトバウンドルーティングテーブ

ルの更新に影響する可能性のあるルートマップ、配布リスト、プレフィックスリスト、フィ

ルタリストなど、すべての要素に関するコンフィギュレーションが含まれています。ルーティ

ングポリシーを変更した場合、変更後のポリシーを有効にするには、必ず BGPセッションを
ソフトクリア、またはソフトリセットしてください。インバウンドリセットを実行すると、

デバイスで設定されている新しいインバウンドポリシーが有効になります。アウトバウンド

リセットを実行すると、BGPセッションをリセットしなくても、デバイスで設定されている新
しいローカルアウトバウンドポリシーが有効になります。アウトバウンドポリシーのリセッ

ト中に、新しい一連のアップデートが送信されると、ネイバーの新しいインバウンドポリシー

も有効になります。つまり、インバウンドポリシーの変更後は、ローカルデバイスでインバ

ウンドリセットを実行するか、ピアデバイスでアウトバウンドリセットを実行する必要があ

ります。アウトバウンドポリシーを変更した場合は、ローカルデバイスでのアウトバウンド

リセット、またはピアデバイスでのインバウンドリセットが必要になります。

リセットには、ハードリセットとソフトリセットの 2種類があります。下の表は、これらの
利点と欠点をまとめたものです。

表 6 :ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点

欠点利点リセットタイプ

ネイバーにより提供されるBGP、IP、
および転送情報ベース（FIB）テーブ
ル内のプレフィックスが失われる。

ハードリセットは推奨されない。

メモリオーバーヘッドが起こら

ない。

ハードリセット

インバウンドルーティングテーブル

アップデートがリセットされない。

設定が必要ない。ルーティング

テーブルアップデートの保存が

必要ない。

発信ソフトリセット
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欠点利点リセットタイプ

両方のBGPデバイスがルートリフレッ
シュ機能をサポートしていなければな

らない。

アウトバウンドルーティン

グテーブルアップデートが

リセットされない。

（注）

BGPセッションおよびキャッ
シュがクリアされない。

ルーティングテーブルアップ

デートの保存が必要ない。ま

た、メモリのオーバーヘッドが

発生しない。

ダイナミックインバ

ウンドソフトリ

セット

再構成が必要である。

受信した（インバウンド）ルーティン

グポリシーアップデートをすべてそ

のまま格納するため、メモリが大量に

使用される。

どちらの BGPデバイスも自動ルート
リフレッシュ機能をサポートしていな

い場合など、絶対に必要な場合だけ推

奨される。

アウトバウンドルーティン

グテーブルアップデートが

リセットされない。

（注）

どちらの BGPデバイスも自動
ルートリフレッシュ機能をサ

ポートしていない場合に使用可

能。

bgp soft-reconfig-backupコマン
ドは、ルートリフレッシュ機能

をサポートしていないピアに対

してインバウンドソフト再構成

を設定するために導入された。

設定済みのインバウ

ンドソフトリセッ

ト（neighbor
soft-reconfiguration
ルータコンフィギュ

レーションコマンド

を使用）

BGPネイバーになるように定義された 2つのデバイスは、BGP接続を形成し、ルーティング
情報を交換します。その後、BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、タイマーなどを変更し
たり、何らかのコンフィギュレーション変更を行ったりした場合、コンフィギュレーションの

変更を有効にするために、BGP接続をリセットする必要があります。

ソフトリセットは、インバウンドおよびアウトバウンドルーティングアップデートで使用さ

れるルーティングテーブルをアップデートします。シスコソフトウェアでは、事前に設定を

行わなくても、ソフトリセットを使用できます。このソフトリセットにより、BGPデバイス
の間でルートリフレッシュ要求やルーティング情報をダイナミックに交換し、対応するアウト

バウンドルーティングテーブルをアドバタイズできるようになります。ソフトリセットには

2種類があります。

•ソフトリセットを使用して、ネイバーからインバウンドアップデートを生成することを、
ダイナミックインバウンドソフトリセットと呼びます。

•ソフトリセットを使用して、ネイバーに新しい一連のアップデートを送信することを、ア
ウトバウンドソフトリセットと呼びます。

事前にコンフィギュレーションを行わずにソフトリセットを使用するためには、BGPピアで
ソフトルートリフレッシュ機能がサポートされていなければなりません。これは、ピアがTCP
セッションを確立したときに送信される OPENメッセージでアドバタイズされます。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
31

BGP 4

ルーティングポリシーの変更管理



BGPピアグループ
BGPネットワークでは、多数のネイバーが同じアップデートポリシー（つまり、同じアウト
バウンドルートマップ、配布リスト、フィルタリスト、アップデートソースなど）を使って

設定されていることがよくあります.同じアップデートポリシーを持つネイバーは、コンフィ
ギュレーションを簡素化するため、またさらに重要なことには、コンフィギュレーションの

アップデートをより効率化するために、BGPピアグループにグループ化されます。多数のピ
アがある場合、このアプローチを強く推奨します。

BGPバックドアルート
さまざまな自律システムとの通信に eBGPを使用する境界デバイスを 2つ使った BGPネット
ワークトポロジでは、2つの境界デバイス間の通信で、最も効果的なルーティング方法はeBGP
を使用することではありません。下の図では、ルータBはBGPスピーカーとして、eBGPを通
るルータ Dへのルートを受け取りますが、このルートは少なくとも 2つの自律システムを横
切っています。また、ルータBとルータDはEnhanced InteriorGatewayRoutingProtocol（EIGRP）
ネットワーク（ここでは、すべての IGPを使用可能）を通じて接続されていますが、これが最
短ルートです。しかし、EIGRPルートのデフォルトアドミニストレーティブディスタンスは
90で、eBGPルートのデフォルトアドミニストレーティブディスタンスは 20であるため、
BGPは eBGPルートを選びます。アドミニストレーティブディスタンスを変更すると、ルー
ティングがループする可能性があるため、デフォルトアドミニストレーティブディスタンス

の変更は推奨しません。BGPに EIGRPルートを選択させるには、network backdoorコマンド
を使用します。BGPは、network backdoorコマンドで指定されたネットワークをローカルに
割り当てられたネットワークとして扱います。ただし、BGPアップデートで指定されたネット
ワークのアドバタイズは行いません。これは、下の図では、ルータ Bは長い eBGPルートの
代わりに、短い EIGRPを使ってルータ Dと通信するという意味です。

図 5 : BGPバックドアルートのトポロジ
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BGP 4の設定方法
ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業からなりま
す。BGPルーティングプロセスと BGPピアは必ず設定する必要がありますが、このとき、で
きればアドレスファミリコンフィギュレーションモデルを使用してください。BGPピアが
VPNネットワークの一部である場合、BGPピアの設定には、IPv4 VRFアドレスファミリタ
スクを使用する必要があります。

BGPルーティングプロセスの設定
BGPルーティングプロセスを設定するには、次の作業を実行します。BGPを有効にするには、
必須の手順を少なくとも一度、実行する必要があります。ここで説明する任意の手順を実行す

ると、BGPネットワークでその他の機能を設定できます。ネイバーリセットのロギングやリ
ンクが停止したときのピアの即時リセットなど、一部の機能はデフォルトで有効にされていま

すが、BGPネットワークの動作方法をよりよく理解できるようにするため、これらの機能につ
いてはここで説明しています。

シスコソフトウェアを実行するデバイスは、1つのBGPルーティングプロセスだけを実行し、
1つの BGP自律システムだけのメンバになるように設定できます。ただし、BGPルーティン
グプロセスおよび自律システムは、同時に使用する複数の BGPアドレスファミリおよびサブ
アドレスファミリコンフィギュレーションをサポートできます。

（注）

下の図では、この作業のコンフィギュレーションはルータAで行われますが、2つのデバイス
の間で BGPプロセスを完全に実現するには、たとえば、ルータ Bで IPアドレスを適宜、変更
してこのコンフィギュレーションを繰り返す必要があります。ここでは、BGPルーティング
プロセスに対して設定されるアドレスファミリはないため、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリのルーティング情報はデフォルトでアドバタイズされます。
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図 6 : 2つの自律システムを持つ BGPトポロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
5. bgp router-id ip-address
6. timers bgp keepalive holdtime
7. bgp fast-external-fallover
8. bgp log-neighbor-changes
9. end
10. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、指定したルー
ティングプロセスのルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 40000

ステップ 3

• autonomous-system-number引数を使用して、0
～65534の範囲の整数を1つ指定します。これ
は、その他の BGPスピーカーへのデバイスを
表します。

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 4

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router)# network 10.1.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

（任意）固定 32ビットルータ IDを、BGPを実行
するローカルデバイスの IDとして設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 5

• ip-address引数を使用して、ネットワーク内で
固有のルータ IDを指定します。Device(config-router)# bgp router-id 10.1.1.99

bgp router-idコマンドを使用してルータ
IDを設定すると、アクティブな BGPピ
アリングセッションがすべてリセットさ

れます。

（注）

（任意）BGPネットワークタイマーを設定します。timers bgp keepalive holdtime

例：

ステップ 6

• keepalive引数を使用して、頻度を秒単位で指定
します。ソフトウェアはこの間隔で、BGPペ

Device(config-router)# timers bgp 70 120
アにキープアライブメッセージを送信します。

デフォルトでは、keepaliveタイマーは 60秒に
設定されます。

• holdtime引数を使用して、インターバルを秒単
位で指定します。この時間を過ぎても、キープ

アライブメッセージが届かなかった場合、BGP
ピアはデッドであると宣言されます。デフォル

トでは、holdtimeタイマーは 180秒に設定され
ます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPセッションの自動リセットをイネー
ブルにします。

bgp fast-external-fallover

例：

ステップ 7

•デフォルトでは、直接隣接する外部ピアへのア
クセスに使用されるリンクがダウンした場合、

Device(config-router)# bgp fast-external-fallover

このピアの BGPセッションはリセットされま
す。

（任意）BGPネイバーステータスの変更（アップ
またはダウン）およびネイバーのリセットのロギン

グをイネーブルにします。

bgp log-neighbor-changes

例：

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ステップ 8

•このコマンドは、ネットワーク接続の問題のト
ラブルシューティングと、ネットワークの安定

性の測定に使用します。ネイバーが突然リセッ

トする場合は、ネットワークのエラー率の高い

ことやパケット損失の多いことが考えられるの

で、調査するようにしてください。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 10

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp

例

次に、この作業を上の図のルータ Aで設定した後で、ルータ Aの BGPルーティング
テーブルを表示する show ipbgpコマンドの出力例を示します。この自律システムに対
してローカルなネットワーク 10.1.1.0に対するエントリも表示されています。

BGP table version is 12, local router ID is 10.1.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
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トラブルシューティングのヒント

BGPルータ間の基本的なネットワーク接続性をチェックするには、pingコマンドを使用しま
す。

BGPピアの設定
2つの IPv4デバイス（ピア）の間に BGPを設定するには、この作業を実行します。ここで設
定するアドレスファミリは、デフォルトの IPv4ユニキャストアドレスファミリで、設定は上
の図のルータ Aで行われています。BGPピアとなりうるネイバーデバイスすべてについて、
必ず、この作業を実行してください。

始める前に

この作業を実行する前に、「BGPルーティングプロセスの設定」の作業を実行します。

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. neighbor ip-address activate
7. end
8. show ip bgp [network] [network-mask]
9. show ip bgp neighbors [neighbor-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

address-family ipv4コマンドに unicastキーワー
ドが指定されていない場合、デバイスは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける Virtual Routing
and Forwarding（VRF;仮想ルーティングおよび
転送）インスタンスの名前を指定します。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルデバイスと交換できるよ

うにします。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 6

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリを
表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp
この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]

例：

ステップ 9

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）
Device(config-router-af)# show ip bgp neighbors
192.168.2.2

例

次に、この作業を上の図のルータAおよびルータBで設定した後で、ルータAのBGP
ルーティングテーブルを表示する show ipbgpコマンドの出力例を示します。これで、
自律システム 45000でネットワーク 172.17.1.0のエントリを確認できるようになりま
す。

BGP table version is 13, local router ID is 10.1.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 172.17.1.0/24 192.168.1.1 0 0 45000 i

次に、この作業を上の図のルータ Aで設定した後で、ルータ Aの BGPネイバー
192.168.1.1への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する show ip bgp neighbors
コマンドの出力例を示します。

BGP neighbor is 192.168.1.1, remote AS 45000, external link
BGP version 4, remote router ID 172.17.1.99
BGP state = Established, up for 00:06:55
Last read 00:00:15, last write 00:00:15, hold time is 120, keepalive intervals
Configured hold time is 120,keepalive interval is 70 seconds, Minimum holdtims
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received (old & new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 1 2
Keepalives: 13 13
Route Refresh: 0 0
Total: 15 16

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
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For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 13, neighbor version 13/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 1 1 (Consumes 52 bytes)
Prefixes Total: 1 1
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 1
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
AS_PATH loop: n/a 1
Bestpath from this peer: 1 n/a
Total: 1 1

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Connections established 1; dropped 0
Last reset never

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Local host: 192.168.1.2, Local port: 179
Foreign host: 192.168.1.1, Foreign port: 37725
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x12F4F2C):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 14 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 13 8 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
iss: 165379618 snduna: 165379963 sndnxt: 165379963 sndwnd: 16040
irs: 3127821601 rcvnxt: 3127821993 rcvwnd: 15993 delrcvwnd: 391
SRTT: 254 ms, RTTO: 619 ms, RTV: 365 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 12 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: passive open, nagle, gen tcbs
IP Precedence value : 6
Datagrams (max data segment is 1460 bytes):
Rcvd: 20 (out of order: 0), with data: 15, total data bytes: 391
Sent: 22 (retransmit: 0, fastretransmit: 0, partialack: 0, Second Congestion: 04

トラブルシューティングのヒント

BGPデバイス間の基本的なネットワーク接続性を確認するには、pingコマンドを使用します。

IPv4 VRFアドレスファミリ用に BGPピアを設定
VPN内に存在するため IPv4 VRF情報を交換しなければならない 2つの IPv4デバイス（ピア）
の間に BGPを設定するには、次の作業を任意で実行します。ここで設定するアドレスファミ
リは IPv4 VRFアドレスファミリで、設定は下の図のルータ Bで自律システム 50000のルータ
Eにあるネイバー 192.168.3.2を使って行われています。BGP IPv4 VRFアドレスファミリピア
となりうるネイバーデバイスすべてについて、必ず、この作業を実行してください。
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図 7 : IPv4 VRFアドレスファミリ用 BGPトポロジ

始める前に

この作業を実行する前に、「BGPルーティングプロセスの設定」の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. vrf forwarding vrf-name
5. ip address ip-address mask [secondary [vrf vrf-name]]
6. exit
7. ip vrf vrf-name
8. rd route-distinguisher
9. route-target {import | export | both} route-target-ext-community
10. exit
11. router bgp autonomous-system-number
12. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. neighbor {ip-address | peer-group-name}maximum-prefix maximum [threshold] [restart

restart-interval] [warning-only]
15. neighbor ip-address activate
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

VPN VRFインスタンスをインターフェイスまたは
サブインターフェイスに関連付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 4

Device(config-if)# vrf forwarding vpn1

インターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary [vrf vrf-name]]

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ip address 192.168.3.1
255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに入ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 6

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコン
フィギュレーションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 7

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。Device(config)# ip vrf vpn1

ルーティングテーブル、およびフォワーディング

テーブルを作成し、VPN用のデフォルトルート識
別子を指定します。

rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 45000:5

ステップ 8

•一意のVPN IPv4プレフィックスを作成するた
めに、IPv4プレフィックスに 8バイト値を追
加するには、route-distinguisher引数を使用しま
す。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target {import | export | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 9

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Device(config-vrf)# route-target both 45000:100
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目的コマンドまたはアクション

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

•インポートおよびエクスポートルーティング
情報の両方をターゲットVPN拡張コミュニティ
にインポートするには、bothキーワードを使
用します。

•ルートターゲット拡張コミュニティ属性をVRF
のインポート、エクスポート、または両方（イ

ンポートとエクスポート）のルートターゲッ

ト拡張コミュニティリストに追加するには、

route-target-ext-community引数を使用します。

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 10

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 12

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デDevice(config-router)# address-family ipv4 vrf

vpn1
フォルトでは、address-family ipv4コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
デバイスは IPv4ユニキャストアドレスファミ
リのコンフィギュレーションモードになりま

す。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

ネイバーから受信できるプレフィックスの数を制御

します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
maximum-prefix maximum [threshold] [restart
restart-interval] [warning-only]

ステップ 14

•特定のネイバーから受信できるプレフィックス
数の最大値を指定するには、maximum引数を例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
maximum-prefix 10000 warning-only

使用します。設定可能なプレフィックス数は、

デバイス上の使用可能なシステムリソースの

みによって制限されます。

•プレフィックスの上限をパーセント単位で表し
た整数を指定するには、threshold引数を使用
します。この上限に達すると、デバイスは警告

メッセージの生成を開始します。

•プレフィックスの上限を超えた場合に、ピアリ
ングセッションを終了する代わりに、ログメッ

セージを生成するようにデバイスを設定するに

は、warning-onlyキーワードを使用します。

ネイバーが IPv4 VRFアドレスファミリのプレ
フィックスをローカルデバイスと交換できるよう

にします。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
activate

ステップ 15

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# end

トラブルシューティングのヒント

BGPデバイス間の基本的なネットワーク接続を検証するにはping vrfコマンドを使用します。
また、VRFインスタンスが作成されたことを確認するには show ipvrfコマンドを使用します。
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BGPピアのカスタマイズ
BGPピアをカスタマイズするには、次の作業を実行します。この作業の手順の多くは任意です
が、ネイバーとアドレスファミリコンフィギュレーションコマンドの関係がどのように機能

しているかを示しています。IPv4マルチキャストアドレスファミリの例を使用すると、IPv4
マルチキャストアドレスファミリを設定する前に、ネイバーアドレスファミリに依存しない

コマンドが設定されます。その後、アドレスファミリに依存するコマンドが設定され、exit
address-familyコマンドが表示されます。任意の手順は、ネイバーを無効にする方法を示して
います。

下の図では、この作業のコンフィギュレーションがルータBで行われます。2つのデバイスの
間で BGPプロセスを完全に実現するには、たとえば、ルータ Eで IPアドレスを適宜、変更し
てこのコンフィギュレーションを繰り返す必要があります。

図 8 : BGPピアトポロジ

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. no bgp default ipv4-unicast
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5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} description text
7. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
8. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
10. neighbor {ip-address | peer-group-name} advertisement-interval seconds
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} default-originate [route-map map-name]
12. exit-address-family
13. neighbor {ip-address | peer-group-name} shutdown
14. end
15. show ip bgp ipv4 multicast [command]
16. show ip bgp neighbors [neighbor-address] [received-routes | routes | advertised-routes | paths

regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Device(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

（任意）テキストによる説明を指定されたネイバー

と関連付けます。

neighbor {ip-address | peer-group-name} description
text

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
description finance

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 7

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
multicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、デバイスは IPv4
ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 8

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
activate
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPルーティングアップデートの最小送
信間隔を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
advertisement-interval seconds

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
advertisement-interval 25

（任意）デフォルトルートとして使用するために、

BGPスピーカー（ローカルデバイス）がデフォル
neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [route-map map-name]

例：

ステップ 11

トルート 0.0.0.0をピアに送信することを許可しま
す。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
default-originate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 12

（任意）BGPピア、またはピアグループを無効に
します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} shutdown

例：

ステップ 13

この手順を実行すると、ネイバーが無効

化されるため、この後の showコマンドを
使った手順をいずれも実行できなくなり

ます。

（注）
Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
shutdown

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 14

Device(config-router)# end

（任意）IPv4マルチキャストデータベース関連情
報を表示します。

show ip bgp ipv4 multicast [command]

例：

ステップ 15

•サポートされているマルチプロトコル BGPコ
マンドがあれば、command引数を使用して指Device# show ip bgp ipv4 multicast

定します。サポートされているコマンドを表示

するには、CLIで ?プロンプトを使用します。

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]
[received-routes | routes | advertised-routes | paths
regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

ステップ 16

例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
48

BGP 4

BGPピアのカスタマイズ



例

次に、この作業を上の図のルータBおよびルータEで設定した後で、ルータBのBGP
IPv4マルチキャスト情報を表示する show ip bgp ipv4 multicastコマンドの出力例を示
します。IPv4マルチキャストアドレスファミリで設定された各デバイスに対してロー
カルなネットワークは、出力テーブルに表示されます。

BGP table version is 3, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 50000 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

次は、ネイバー 192.168.3.2に対する show ip bgp neighborsコマンドからの出力例の一
部分ですが、これにはこのネイバーに関する一般的なBGP情報と、具体的なBGPIPv4
マルチキャストアドレスファミリ情報が表示されます。このコマンドは、上の図の

ルータ Bとルータ Eでこの作業を設定した後、ルータ Bで入力されたものです。

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Description: finance
BGP version 4, remote router ID 10.2.2.99
BGP state = Established, up for 01:48:27
Last read 00:00:26, last write 00:00:26, hold time is 120, keepalive intervals
Configured hold time is 120,keepalive interval is 70 seconds, Minimum holdtims
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received (old & new)
Address family IPv4 Unicast: advertised
Address family IPv4 Multicast: advertised and received

!
For address family: IPv4 Multicast
BGP table version 3, neighbor version 3/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member
Uses NEXT_HOP attribute for MBGP NLRIs

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 1 1 (Consumes 48 bytes)
Prefixes Total: 1 1
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 1
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Bestpath from this peer: 1 n/a
Total: 1 0

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Minimum time between advertisement runs is 25 seconds
Connections established 8; dropped 7
Last reset 01:48:54, due to User reset

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Local host: 192.168.3.1, Local port: 13172
Foreign host: 192.168.3.2, Foreign port: 179
!
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再配布を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの削除
小規模な BGPネットワークであっても、BGP CLIコンフィギュレーションは非常に複雑にな
ることがあります。すべての CLIコンフィギュレーションを削除する必要がある場合は、CLI
を削除することで生じるあらゆる影響を考慮する必要があります。現在の実行コンフィギュ

レーションを分析し、現在の BGPネイバー関係、アドレスファミリの考慮事項、その他の設
定済みルーティングプロトコルを判断します。BGPCLIコマンドの多くは、CLIコンフィギュ
レーションのその他の部分に影響を与えています。

EIGRPへの BGPルートの再配布で使用されている BGPコンフィギュレーションコマンドを
すべて削除するには、この作業を実行します。ルートマップをパラメータのマッチングや設

定、再配布ルートのフィルタに使用して、これらのルートが EIGRPによりアドバタイズされ
るときに、ルーティングループが発生しないようにすることができます。BGPコンフィギュ
レーションコマンドを削除する場合は、必ず、関連するコマンドをすべて削除、または無効に

してください。この例では、route-mapコマンドを省略しても、再配布は行われ、ルートマッ
プのフィルタリングが取り除かれているために、予期しない結果となる可能性があります。

redistributeコマンドだけを省略すると、ルートマップは適用されませんが、実行コンフィギュ
レーションに未使用コマンドが残ります。

BGP CLIの削除の詳細については、「Cisco BGP概要」モジュールの「BGP CLI削除の考慮事
項」の概念を参照してください。

CLIを削除する前と後の再配布コンフィギュレーションの表示については、「例：再配布の例
を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの削除」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no route-map map-name
4. router eigrp autonomous-system-number
5. no redistribute protocol [as-number]
6. end
7. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションからルートマップを削

除します。

no route-map map-name

例：

ステップ 3

•この例では、bgp-to-eigrpというルートマップ
がコンフィギュレーションから削除されていま

す。

Device(config)# no route-map bgp-to-eigrp

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router eigrp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config)# router eigrp 100

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへのルートの再配布をディセーブルにしま

す。

no redistribute protocol [as-number]

例：

Device(config-router)# no redistribute bgp 45000

ステップ 5

•この例では、EIGRPルーティングプロセスへの
BGPルートの再配布のコンフィギュレーション
が、実行コンフィギュレーションから削除され

ています。

オリジナルの redistributeコマンドコン
フィギュレーションにルートマップが含

まれていた場合は、この作業例の手順3に
あるとおり、route-mapコマンドコンフィ
ギュレーションを必ず削除してください。

（注）

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）ルータの現在の実行コンフィギュレーショ

ンを表示します。

show running-config

例：

ステップ 7

•このコマンドは、ルータコンフィギュレーショ
ンから、redistributeおよび route-mapコマンドDevice# show running-config

が削除されたことを確認するために使用しま

す。
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基本的な BGPのモニタリングとメンテナンス
ここでは、基本的な BGPプロセスとピア関係についての情報のリセットおよび表示に関する
作業を説明します。BGPネイバーになるように定義された 2つのデバイスは、BGP接続を形
成し、ルーティング情報を交換します。その後、BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、タ
イマーなどを変更したり、何らかのコンフィギュレーション変更を行ったりした場合、コン

フィギュレーションの変更を有効にするために、BGP接続のリセットが必要になることがあり
ます。

ルートリフレッシュ機能が失われたときのインバウンドソフト再構成を設定

ルートリフレッシュ機能をサポートしていない BGPピアに対して、bgp soft-reconfig-backup
コマンドを使用してインバウンドソフト再構成を設定するには、この作業を実行します。この

コマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能をサポートしている BGPピアは影響されま
せん。インバウンド更新情報を格納するためのメモリ要件は非常に大きくなる可能性があるこ

とに注意してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp log-neighbor-changes
5. bgp soft-reconfig-backup
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} soft-reconfiguration [inbound]
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
9. インバウンドソフト再構成を使用して設定される各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返

します。

10. exit
11. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
12. set ip next-hop ip-address
13. end
14. show ip bgp neighbors [neighbor-address]
15. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピ

アに対して、インバウンドソフトウェア再構成を

実行するように、BGPスピーカーを設定します。

bgp soft-reconfig-backup

例：

Device(config-router)# bgp soft-reconfig-backup

ステップ 5

•このコマンドは、ルートリフレッシュ機能を
サポートしていないピアに対して、インバウン

ドソフトウェア再構成を実行するように、BGP
スピーカーを設定するために使用します。この

コマンドの設定により、必要な場合にだけ、

アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコ
マンドを設定しても、ルートリフレッシュ機

能をサポートしているピアは影響されません。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

アップデートの格納を開始するように、シスコソ

フトウェアを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
soft-reconfiguration [inbound]

例：

ステップ 7

•このネイバーから受信されるすべてのアップ
デートは、着信ポリシーを無視してそのまま格

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
soft-reconfiguration inbound 納されます。着信ソフト再設定が後で行われる

ときは、格納されている情報を使用して新しい

着信アップデートのセットが生成されます。
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目的コマンドまたはアクション

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが着信ルートに適用されます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
route-map LOCAL in

－インバウンドソフト再構成を使用して設定される

各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返します。
ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 11

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map LOCAL permit 10

ポリシールーティング用のルートマップの match
句を満たしたパケットの送出先を指定します。

set ip next-hop ip-address

例：

ステップ 12

•この例では、IPアドレスは 192.168.1.144に設
定されています。

Device(config-route-map)# set ip next-hop
192.168.1.144

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]

例：

ステップ 14

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp
この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次に、BGPネイバー 192.168.2.1への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされています。

BGP neighbor is 192.168.1.2, remote AS 40000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)

次に、BGPネイバー 192.168.3.2への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされておらず、インバウンドポリシーアップデートを更新する

方法が他にはないため、BGPピア 192.168.3.2の soft-reconfig inboundパスが保存されま
す。

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised

次の show ip bgpコマンドの出力例には、ネットワーク 172.17.1.0のエントリがありま
す。BGPピアは両方とも 172.17.1.0/24をアドバタイズしていますが、192.168.3.2につ
いては、received-onlyパスだけが格納されます。

BGP routing table entry for 172.17.1.0/24, version 11
Paths: (3 available, best #3, table Default-IP-Routing-Table, RIB-failure(4))
Flag: 0x820
Advertised to update-groups:

1
50000
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external

50000, (received-only)
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external

40000
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (172.16.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external, best

基本 BGP情報のリセットと表示

基本 BGPプロセスとピア関係に関する情報をリセットおよび表示するには、この作業を実行
します。
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手順の概要

1. enable
2. clear ip bgp {* | autonomous-system-number | neighbor-address} [soft [in | out] ]
3. show ip bgp [network-address] [network-mask] [longer-prefixes] [prefix-list prefix-list-name |

route-map route-map-name] [shorter prefixes mask-length]
4. show ip bgp neighbors [neighbor-address] [received-routes | routes | advertised-routes | paths

regexp | dampened-routes | received prefix-filter]
5. show ip bgp paths
6. show ip bgp summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BGPネイバーセッションをクリアし、リセットしま
す。

clear ip bgp {* | autonomous-system-number |
neighbor-address} [soft [in | out] ]

例：

ステップ 2

•この例では、BGPネイバーセッションはすべて
クリアされ、リセットされます。

Device# clear ip bgp *

BGPルーティングテーブル内のすべてのエントリを
表示します。

show ip bgp [network-address] [network-mask]
[longer-prefixes] [prefix-list prefix-list-name | route-map
route-map-name] [shorter prefixes mask-length]

ステップ 3

•この例では、10.1.1.0ネットワークの BGPルー
ティングテーブル情報が表示されます。例：

Device# show ip bgp 10.1.1.0 255.255.255.0

ネイバーへの TCP接続および BGP接続についての
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]
[received-routes | routes | advertised-routes | paths
regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

ステップ 4

•この例では、デバイスから他のデバイスのBGP
ネイバー 192.168.3.2にアドバタイズされたルー
トが表示されます。

例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2
advertised-routes

データベース内のすべてのBGPパスに関する情報を
表示します。

show ip bgp paths

例：

ステップ 5

Device# show ip bgp paths

すべてのBGP接続のステータスに関する情報を表示
します。

show ip bgp summary

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp summary

BGPを使用したルートプレフィックスの集約
BGPピアは、ローカルネットワークに関する情報を交換しますが、このために、BGPルーティ
ングテーブルはすぐに巨大になります。CIDRは、ルーティングテーブルのサイズを最小限に
抑えるため、集約ルート（スーパーネット）の作成を可能にします。BGPルーティングテー
ブルが小さければ小さいほど、ネットワークのコンバージェンス時間が短縮され、ネットワー

クのパフォーマンスが高まります。集約されたルートは、BGPを使用して、設定およびアドバ
タイズできます。集約の中には、サマリールートだけをアドバタイズするものもありますが、

別の方法を使ってルートを集約すると、より具体的なルートが転送できるようになります。集

約は、BGPルーティングテーブルに存在するルートだけに適用されます。集約されたルート
は、BGPルーティングテーブルに具体的な集約ルートが少なくともあと 1つ存在する場合に
転送されます。BGP内でルートを集約するには、次の作業のいずれかを行います。

BGPへのスタティック集約ルートの再配布

スタティック集約ルートを BPGに再配布するには、この作業を使用します。スタティック集
約ルートは設定後、BGPルーティングテーブルに再配布されます。スタティックルートは、
インターフェイスヌル0をポイントするように設定する必要があります。また、プレフィック
スは、既知の BGPルートのスーパーセットでなければなりません。BGPパケットを受信した
デバイスは、より具体的な BGPルートを使用します。BGPルーティングテーブルにルートが
ない場合、パケットはヌル 0に転送され、廃棄されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip route prefix mask {ip-address | interface-type interface-number [ip-address]} [distance] [name]

[permanent | track number] [tag tag]
4. router bgp autonomous-system-number
5. redistribute static
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スタティックルートを作成します。ip route prefix mask {ip-address | interface-type
interface-number [ip-address]} [distance] [name]
[permanent | track number] [tag tag]

ステップ 3

例：

Device(config)# ip route 172.0.0.0 255.0.0.0 null
0

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングテーブルにルートを再配布しま
す。

redistribute static

例：

ステップ 5

Device(config-router)# redistribute static

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

BGPを使用した条件付き集約ルートの設定

少なくとも 1つのルートが指定された範囲に含まれる場合、この作業を使用して、BGPルー
ティングテーブルに集約ルートエントリを作成します。集約ルートは、このユーザの自律シ

ステムから始まるものとしてアドバタイズされます。詳細については、「BGPルート集約の
AS_SET情報生成」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. aggregate-address address mask [as-set]
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングテーブルに集約エントリを作成し
ます。

aggregate-address address mask [as-set]

例：

ステップ 4

•指定されたルートは、BGPテーブル内に存在す
る必要があります。

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 as-set

•指定された範囲に含まれる、より詳しい BGP
ルートがある場合は、キーワードを指定せずに

aggregate-addressコマンドを使用して、集約エ
ントリを作成します。

•このルートについてアドバタイズされるパスが
AS_SETであることを指定するには、as-setキー
ワードを使用します。このルートは、集約され

たルートの到達可能性情報が変更されるたびに

取り消され、アップデートされるため、多数の

パスを集約するときには、as-setキーワードは
使用しないでください。

この例では、一部の構文だけが使用されて

います。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end
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BGPを使用した集約ルートのアドバタイズメントの抑制および抑制解除

集約ルートを作成し、BGPを使用してルートのアドバタイズメントを抑制して、その後、ルー
トのアドバタイズの抑制を解除するには、この作業を使用します。抑制されているルートはい

かなるネイバーにもアドバタイズされませんが、特定のネイバーに対してすでに抑制されてい

るルートの抑制を解除することはできます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. 次のいずれかを実行します。

• aggregate-address address mask [summary-only]
• aggregate-address address mask [suppress-map map-name]

6. neighbor {ip-address | peer-group-name} unsuppress-map map-name
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

集約ルートを作成します。次のいずれかを実行します。ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

• aggregate-address address mask [summary-only] •集約ルート（たとえば、10.*.*.*）を作成し、す
べてのネイバーに対するより具体的なルートの• aggregate-address address mask [suppress-map

map-name] アドバタイズメントを抑制するには、オプショ

ンの summary-onlyキーワードを使用します。例：

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 summary-only

•集約ルートを作成するが、指定されたルートの
アドバタイズメントを抑制するには、オプショ

ンの suppress-mapキーワードを使用します。抑
例：

制されたルートは、いかなるネイバーにもアド

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 suppress-map map1

バタイズされません。ルートマップのmatch句
を使用して、集約のより具体的な一部のルート

を選択的に抑制し、他のルートを抑制しないで

おくことができます。IPアクセスリストと自律
システムパスアクセスリストの match句がサ
ポートされています。

この例では、一部の構文だけが使用されて

います。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

（任意）aggregate-addressコマンドにより、すでに
抑制されているルートを選択的にアドバタイズしま

す。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
unsuppress-map map-name

例：

ステップ 6

•この例では、ステップ 5ですでに抑制されてい
るルートが、ネイバー 192.168.1.2にアドバタイ
ズされます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
unsuppress map1

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

BGPルートの条件付きアドバタイズ

選択した BGPルートを条件付きでアドバタイズするには、この作業を実行します。条件付き
でアドバタイズされるルートまたはプレフィックスは、アドバタイズマップと存在マップまた

は非存在マップの2つのルートマップで定義されます。存在マップまたは不在マップと関連付
けられているルートマップは、BGPスピーカーが追跡するプレフィックスを指定します。ア
ドバタイズマップと関連付けられているルートマップは、条件が満たされたときに、指定さ

れたネイバーにアドバタイズされるプレフィックスを指定します。

•プレフィックスが存在マップにあることが BGPスピーカーにより判明した場合、アドバ
タイズマップで指定されたプレフィックスがアドバタイズされます。
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•プレフィックスが非存在マップにないことが BGPスピーカーにより判明した場合、アド
バタイズマップで指定されたプレフィックスがアドバタイズされます。

条件が満たされない場合、ルートは取り消され、条件付きアドバタイズメントは行われませ

ん。条件付きアドバタイズメントを行うには、ダイナミックにアドバタイズされるルート、ま

たはアドバタイズされないルートがすべて BGPルーティングテーブルに存在する必要があり
ます。これらのルートは、アクセスリストから、または IPプレフィックスリストから参照さ
れます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address advertise-map map-name {exist-map map-name | non-exist-map

map-name}
6. exit
7. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
8. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
9. exit
10. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
11. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
12. exit
13. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
14. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
15. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address advertise-map map-name
{exist-map map-name | non-exist-map map-name}

例：

ステップ 5

•この例では、存在マップ（map2という名前付
きルートマップ）の ACLと一致するプレ

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
advertise-map map1 exist-map map2

フィックス（192.168.50.0）がローカル BGP
テーブルにある場合に限り、アドバタイズマッ

プ（map1という名前付きルートマップ）の
ACLと一致するプレフィックス（172.17.0.0）
がネイバーにアドバタイズされます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 7

•この例では、map1という名前のルートマップ
が作成されます。

Device(config)# route-map map1 permit 10

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 8

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、アクセスリス
ト1で許可されているプレフィックスとマッチ
ングされます。

Device(config-route-map)# match ip address 1

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 10

•この例では、map2という名前のルートマップ
が作成されます。

Device(config)# route-map map2 permit 10

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 11

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、アクセスリス
ト2で許可されているプレフィックスとマッチ
ングされます。

Device(config-route-map)# match ip address 2

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 12

標準アクセスリストを設定します。access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

ステップ 13

•この例では、アクセスリスト 1で、neighbor
advertise-mapコマンドによって設定された他例：

の条件に応じて、172.17.0.0プレフィックスの
アドバタイズが許可されます。

Device(config)# access-list 1 permit 172.17.0.0

標準アクセスリストを設定します。access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

ステップ 14

•この例では、192.168.50.0が exist-mapのプレ
フィックスになるように、アクセスリスト 2
が認可を与えます。

例：

Device(config)# access-list 2 permit 192.168.50.0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 15

Device(config)# exit

BGPルートの開始
ルート集約は BGPテーブルのサイズを最小化するには便利ですが、BGPテーブルに特定のプ
レフィックスを追加する必要が生じることがあります。ルート集約では、特定のプレフィック

スをさらに非表示にすることができます。「BGPルーティングプロセスの設定」の項で示さ
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れているnetworkコマンドを使用して、ルートを開始し、次のオプション作業によってさまざ
まな状況に対応した BGPテーブルへの BGPルートを開始します。

BGPを使用したデフォルトルートのアドバタイジング

BGPピアへのデフォルトルートをアドバタイズするには、次の作業を実行します。デフォル
トルートはローカルに開始されます。デフォルトルートは、コンフィギュレーションを簡素

化する場合やデバイスでシステムリソースが過剰に使用されないようにする場合に便利です。

デバイスがインターネットサービスプロバイダー（ISP）のピアである場合、ISPは完全なルー
ティングテーブルを持っているため、ISPネットワークへのデフォルトルートを設定しておく
と、ローカルデバイスのリソースが節約されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network / length | permit network / length} [ge

ge-value] [le le-value]
4. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
5. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
6. exit
7. router bgp autonomous-system-number
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} default-originate [route-map map-name]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPプレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network /
length | permit network / length} [ge ge-value] [le le-value]

ステップ 3

•この例では、プレフィックスリスト DEFAULT
は、match ip addressコマンドによって設定さ例：

れたマッチングに応じて、10.1.1.0/24プレフィッ
クスのアドバタイズを許可します。

Device(config)# ip prefix-list DEFAULT permit
10.1.1.0/24
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 4

•この例では、ROUTEという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map ROUTE

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプレ

フィックスと一致するルートマップを作成します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 5

•この例では、ルートマップは、プレフィックス
リスト DEFAULTで許可されているプレフィッ
クスとマッチングされます。

例：

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list DEFAULT

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Device(config)# router bgp 40000

（任意）デフォルトルートとして使用するために、

BGPスピーカー（ローカルデバイス）がデフォルト
ルート0.0.0.0をピアに送信することを許可します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [route-map map-name]

例：

ステップ 8

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
default-originate

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

バックドアルートを使用した BGPルートの開始

バックドアルートを使用して到達可能なネットワークを示すには、この作業を実行します。

バックドアネットワークはローカルネットワークと同様に扱われますが、アドバタイズされ

ません。詳細については、「BGPバックドアルート」の項を参照してください。
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始める前に

この作業は、BGPピアに対して、IGP（この例ではEIGRP）がすでに設定されていることを前
提にしています。この設定は「BGPバックドアルート」の項にあるのルータBで行われます。
また、BGPピアはルータ Dです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. network ip-address backdoor
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、ピアに指定されている自律システ
ム番号はステップ 3で指定された番号と同じで
あるため、このピアは内部ピアです。

Device(config-router)# neighbor 172.22.1.2
remote-as 45000

バックドアルートを通じて到達可能なネットワーク

を示します。

network ip-address backdoor

例：

ステップ 5

Device(config-router)# network 172.21.1.0 backdoor
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

BGPピアグループの設定
この作業では、BGPピアグループの設定方法を説明します。BGPスピーカーでは、多数のネ
イバーが同じアップデートポリシー（つまり、同じアウトバウンドルートマップ、配布リス

ト、フィルタリスト、アップデートソースなど）を使って設定されていることがよくありま

す。同じアップデートポリシーを持つネイバーは、コンフィギュレーションを簡素化するた

め、またさらに重要なことには、アップデートをより効率化するために、ピアグループにグ

ループ化されます。多数のピアがある場合、このアプローチを強く推奨します。

次の作業で説明されている、BGPピアグループを設定するための 3つの手順は次のとおりで
す。

•ピアグループを作成する

•ピアグループへオプションに割り当てる

•ピアグループのメンバをネイバーにする

neighbor shutdownルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、コンフィギュレー
ション情報を削除せずに、BGPピア、またはピアグループを削除することができます。

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
7. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
8. neighbor peer-group-name activate
9. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
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10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor fingroup
peer-group

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコルBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
peer-group fingroup

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 7

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。これがデフォル

トです。

Device(config-router)# address-family ipv4
multicast

•キーワードmulticastは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスが交換されることを

表します。
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目的コマンドまたはアクション

• vrfキーワードおよび vrf-name引数は、IPv4
VRFインスタンス情報が交換されることを示
します。

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor peer-group-name activate

例：

ステップ 8

デフォルトでは、ルータコンフィギュ

レーションモードで neighbor remote-as
コマンドを使用して定義したネイバーは、

ユニキャストアドレスプレフィックスだ

けを交換します。この例で設定している

マルチキャストなど、その他のアドレス

プレフィックスタイプをBGPが交換でき
るようにするには、neighbor activateコマ
ンドを使用してネイバーをアクティブ化

することも必要です。

（注）
Device(config-router-af)# neighbor fingroup
activate

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
peer-group fingroup

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

BGP 4の設定例

例：BGPプロセスの設定とピアのカスタマイズ
次の例は、上の（「BGPピアのカスタマイズ」の項）に示されている異なる自律システムにあ
る 2つのネイバーピア（ルータ Aのピアとルータ Eのピア）を使って BGPプロセスが設定さ
れているルータ Bのコンフィギュレーションを示しています。IPv4ユニキャストルートは両
方のピアと交換され、IPv4マルチキャストルートはルータ Eの BGPピアと交換されます。

ルータ B

router bgp 45000
bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
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bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.3.2 advertisement-interval 25
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

例：再配布の例を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの
削除

次の例は、ルートマップを使用して EIGRPへの BGPルートの再配布を有効にする CLIコン
フィギュレーションと、再配布とルートマップを削除する CLIコンフィギュレーションを示
しています。BGPコンフィギュレーションコマンドの中には、他の CLIコマンドに影響を与
えるものもありますが、この例は、あるコマンドの削除が他のコマンドにどのような影響を与

えるかを示しています。

1つ目のコンフィギュレーション例では、ルートマップは、自律システム番号をマッチングお
よび設定するように設定されています。3つの異なる自律システムにあるBGPネイバーが設定
およびアクティブ化されます。EIGRPルーティングプロセスが開始され、ルートマップを使
用して、EIGRPへの BGPルートの再配布が設定されます。

EIGRPへの BGPルート再配布を有効にする CLI

route-map bgp-to-eigrp permit 10
match tag 50000
set tag 65000
exit
router bgp 45000
bgp log-neighbor-changes
address-family ipv4
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
neighbor 172.21.1.2 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 172.16.1.2 activate
neighbor 172.21.1.2 activate
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
exit
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router eigrp 100
redistribute bgp 45000 metric 10000 100 255 1 1500 route-map bgp-to-eigrp
no auto-summary
exit

2つ目のコンフィギュレーション例では、route-mapコマンドと redistributeコマンドの両方が
無効になっています。route-mapコマンドだけを削除した場合、再配布が自動的に無効になる
ことはありません。再配布は行われますが、マッチングやフィルタリングは行われません。再

配布コンフィギュレーションを削除するには、redistributeコマンドも無効にする必要があり
ます。

EIGRPへの BGPルート再配布を削除する CLI

configure terminal
no route-map bgp-to-eigrp
router eigrp 100
no redistribute bgp 45000
end

例：BGPソフトリセット
次の例は、BGPピア 192.168.1.1の接続をリセットする 2通りの方法を示しています。

例：ダイナミックインバウンドソフトリセット

次に、BGPピア192.168.1.1でダイナミックソフト再構成を開始するコマンドの例を示します。
このコマンドを使用するには、ピアでルートリフレッシュ機能がサポートされている必要があ

ります。

clear ip bgp 192.168.1.1 soft in

例：格納された情報を使用したインバウンドソフトリセット

次の例では、ネイバー 192.168.1.1に対してインバウンドソフト再構成を有効にする方法を示
しています。このネイバーから受信されるすべてのアップデートは、着信ポリシーを無視して

そのまま格納されます。インバウンドソフトウェア再構成を後で行う場合、格納された情報を

使用して、新たに一連のインバウンドアップデートが生成されます。

router bgp 100
neighbor 192.168.1.1 remote-as 200
neighbor 192.168.1.1 soft-reconfiguration inbound

次の例では、ネイバー 192.168.1.1のセッションがクリアされます。

clear ip bgp 192.168.1.1 soft in

例：基本 BGP情報のリセットおよび表示
次に、基本 BGP情報をリセットおよび表示する例を示します。
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clear ip bgp *コマンドは BGPネイバーセッションをすべてクリアし、リセットします。特定
のネイバーをクリアするには neighbor-address引数、自律システムにあるすべてのピアをクリ
アするには autonomous-system-number引数を使用します。引数が指定されていない場合、この
コマンドは BGPネイバーセッションをすべてクリアし、リセットします。

また、clear ip bgp *コマンドは内部 BGP構造をすべてクリアするため、トラブルシューティ
ングツールとして便利です。

（注）

Device# clear ip bgp *

show ip bgpコマンドは、BGPルーティングテーブルのすべてのエントリを表示するために使
用します。次に、10.1.1.0ネットワークのBGPルーティングテーブル情報を表示する例を示し
ます。

Device# show ip bgp 10.1.1.0 255.255.255.0

BGP routing table entry for 10.1.1.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1, table Default-IP-Routing-Table)
Advertised to update-groups:

1
40000
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (10.1.1.99)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best

show ip bgp neighborsコマンドは、TCPおよび BGP接続に関する情報をネイバーに表示する
ために使用します。次の例は、上の図（「IPv4 VRFアドレスファミリ用にBGPピアを設定」
の項）のルータ Bから、ルータ Eにある BGPネイバー 192.168.3.2にアドバタイズされるルー
トを示しています。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2 advertised-routes

BGP table version is 3, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 40000 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
Total number of prefixes 2

show ip bgp pathsコマンドは、データベース内のすべての BGPパスを表示するために使用し
ます。次に、上の図（「BGPピアのカスタマイズ」の項）のルータ Bに対する BGPパス情報
を表示する例を示します。

Device# show ip bgp paths

Address Hash Refcount Metric Path
0x2FB5DB0 0 5 0 i
0x2FB5C90 1 4 0 i
0x2FB5C00 1361 2 0 50000 i
0x2FB5D20 2625 2 0 40000 i
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show ip bgp summaryコマンドは、すべてのBGP接続のステータスを表示するために使用しま
す。次に、上の図（「BGPピアのカスタマイズ」の項）のルータ Bに対する BGPルーティン
グテーブル情報を表示する例を示します。

Device# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 45000
BGP table version is 3, main routing table version 3
2 network entries using 234 bytes of memory
2 path entries using 104 bytes of memory
4/2 BGP path/bestpath attribute entries using 496 bytes of memory
2 BGP AS-PATH entries using 48 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 882 total bytes of memory
BGP activity 14/10 prefixes, 16/12 paths, scan interval 60 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
192.168.1.2 4 40000 667 672 3 0 0 00:03:49 1
192.168.3.2 4 50000 468 467 0 0 0 00:03:49 (NoNeg)

例：BGPを使用したプレフィックスの集約
次の例は、集約ルートを BGPに再配布するか、または BGP条件付き集約ルーティング機能を
使用することにより、BGPで集約ルートを使用する方法を示します。

次の例では、redistribute staticルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、集約ルー
ト 10.0.0.0が再配布されます。

ip route 10.0.0.0 255.0.0.0 null 0
!
router bgp 100
redistribute static

次のコンフィギュレーションは、少なくとも 1つのルートが指定された範囲に含まれる場合
に、BGPルーティングテーブルに集約エントリを作成する方法を示します。自律システムか
ら受け取られるに従って、集約ルートはアドバタイズされます。また、この集約ルートには、

情報が失われている可能性を示すために、atomic aggregate属性が設定されています（デフォル
トでは、aggregate-addressルータコンフィギュレーションコマンドで as-setキーワードを使
用しない限り、atomic aggregateは設定されています）。

router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0

次の例は、直前の例と同じルールを使用して集約エントリを作成する方法を示していますが、

このルートでアドバタイズされるパスは、要約されているパスすべてに含まれるすべての要素

から構成される AS_SETです。

router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set

次の例は、10.0.0.0に対する集約ルートを作成しながら、すべてのネイバーへのより具体的な
ルートのアドバタイズメントを抑制する方法を示します。
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router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 summary-only

次の例は、非アクティブなルートをアドバタイズしないように BGPを設定します。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
Device(config-router-af)# bgp suppress-inactive
Device(config-router-af)# end

次の例は、REDという名前の VRFでルートの上限を設定し、REDという名前の VRF経由で
非アクティブなルートをアドバタイズしないように BGPを設定します。

Device(config)# ip vrf RED
Device(config-vrf)# rd 50000:10
Device(config-vrf)# maximum routes 1000 10
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf RED
Device(config-router-af)# bgp suppress-inactive
Device(config-router-af)# end

例：BGPピアグループの設定
次の例は、アドレスファミリを使用して、ピアグループのすべてのメンバがユニキャストと

マルチキャストの両方に対応できるようにピアグループを設定する方法を示しています。

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor mygroup peer-group
neighbor 192.168.1.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.3.2 peer-group mygroup

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 multicast
neighbor mygroup peer-group
neighbor 192.168.1.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.3.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィー
チャセットのMIBを検索してダウンロードする場合は、次のURLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-BGP4-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP 4の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7 : BGP 4の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPは、独自のルーティング
ポリシー（自律システム）を

持つ異なるルーティングドメ

イン間に、ループのないルー

ティングを行うように設計さ

れたドメイン間ルーティング

プロトコルです。BGPバー
ジョン 4のシスコソフトウェ
ア実装では、マルチプロトコ

ル拡張がサポートされてお

り、IPバージョン4（IPv4）、
IPバージョン6（IPv6）、バー
チャルプライベートネット

ワークバージョン 4
（VPNv4）、コネクションレ
ス型ネットワークサービス

（CLNS）を含むインターネッ
トプロトコル（IP）マルチ
キャストルートおよび複数の

レイヤ 3プロトコルアドレス
ファミリのルーティング情報

がBGPにより伝送されるよう
になっています。

BGP 4
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第 4 章

基本 BGPネットワークの設定

このモジュールでは、基本的なボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネットワークを設
定するための基本的な作業について説明します。BGPは、組織間にループのないルーティング
を提供するために設計されたドメイン間ルーティングプロトコルです。ここでは、ネイバーお

よびアドレスファミリコマンドのCisco IOS実装について説明します。また、このモジュール
には BGPピアの設定およびカスタマイズ、BGPルート集約の実装、BGPルートオリジネー
ションの設定、および BGPバックドアルートの定義を行うための作業も含まれます。BGPピ
アグループを定義し、ピアセッションテンプレートについて紹介するとともに、グループの

アップデートについて説明します。

•機能情報の確認（79ページ）
•基本 BGPネットワーク設定の前提条件（80ページ）
•基本 BGPネットワーク設定の制約事項（80ページ）
•基本 BGPネットワーク設定の概要（80ページ）
•基本 BGPネットワークの設定方法（99ページ）
•基本 BGPネットワークの設定例（166ページ）
•次の作業（181ページ）
•その他の参考資料（182ページ）
•基本 BGPネットワーク設定の機能情報（184ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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基本 BGPネットワーク設定の前提条件
基本BGPネットワークを設定する前に、「CiscoBGP概要」モジュールを理解しておく必要が
あります。

基本 BGPネットワーク設定の制約事項
シスコソフトウェアを実行するデバイスは、1つのBGPルーティングプロセスだけを実行し、
1つの BGP自律システムだけのメンバになるように設定できます。ただし、BGPルーティン
グプロセスと自律システムでは、複数のアドレスファミリ設定をサポートできます。

基本 BGPネットワーク設定の概要

BGPバージョン 4
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、独立したルーティングポリシーを持つルーティ
ングドメイン（自律システム）の間に、ループのないルーティングを提供するように設計され

たドメイン間ルーティングプロトコルです。BGPバージョン 4のシスコソフトウェア実装で
は、マルチプロトコル拡張がサポートされており、IPバージョン 4（IPv4）、IPバージョン 6
（IPv6）、バーチャルプライベートネットワークバージョン4（VPNv4）を含むインターネッ
トプロトコル（IP）マルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミ
リのルーティング情報が BGPにより伝送されるようになっています。

BGPは主に、ローカルネットワークを外部ネットワークに接続して、インターネットにアク
セスしたり、他の組織に接続したりするために使用されます。外部組織への接続時に、外部

BGP（eBGP）ピアリングセッションが作成されます。BGPは外部ゲートウェイプロトコル
（EGP）と呼ばれますが、組織における多くのネットワークは非常に複雑になりつつあるた
め、BGPを組織内で使用されている内部ネットワークを簡素化する際にも使用できます。同じ
組織内のBGPピアは、内部BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報
を交換します。

BGPは他のルーティングプロトコルよりも多くの設定を必要としますが、ユーザは設定変更
の影響をよく理解しておく必要があります。設定が正しくないと、ルーティングループが発生

し、通常のネットワーク操作に悪影響を及ぼす可能性があります。

（注）

BGPルータ ID
BGPでは、ルータ IDを使用して、BGPスピーキングピアを識別します。BGPルータ IDは 32
ビット値であり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。デフォルトでは、シスコソフト
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ウェアによって、ルータ IDがルータ上のループバックインターフェイスの IPv4アドレスに設
定されます。デバイス上でループバックインターフェイスが設定されていない場合は、BGP
ルータ IDを表すためにデバイスの物理インターフェイスに設定されている最上位の IPv4アド
レスがソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネットワーク内のBGPピアご
とに一意である必要があります。

BGPスピーカーとピア関係
BGP対応デバイスは、別の BGP対応デバイスを自動的には検出しません。ネットワーク管理
者は、通常、BGP対応デバイス間の関係を手動で設定します。ピアデバイスとは、別の BGP
対応デバイスへのアクティブなTCP接続を持つBGP対応デバイスです。このBGPデバイス間
の関係がネイバーと呼ばれることはよくありますが、これは BGPデバイスは直接接続されて
いて、その間に他のデバイスははさまっていないということを暗示することがあるため、この

マニュアルではネイバーという語の使用は極力避けています。BGPスピーカーはローカルデ
バイスのことで、その他の BGP対応ネットワークデバイスはすべてピアです。

ピアとピアの間に TCP接続が確立されると、最初、個々の BGPピアはもう 1つのピアと、そ
のルート（完成したBGPルーティングテーブル）をすべて交換します。この交換の後は、ネッ
トワークでトポロジの変更が行われたとき、あるいはルーティングポリシーが実装または変更

されたときに差分更新が送信されるだけです。更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピア

は「キープアライブ」と呼ばれる特別なメッセージを交換します。

BGP自律システムは、単一のアドミニストレーションエンティティにより制御されるネット
ワークです。ピアデバイスは、異なる自律システムに存在する場合は外部ピア、同一の自律シ

ステムに存在する場合は内部ピアと呼ばれます。通常、外部ピアは隣接し、サブネットを共有

していますが、内部ピアは同じ自律システムのどのような場所にあってもかまいません。

BGP自律システム番号の形式
RFC 4271『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』に記述されているように、2009年 1月まで、
企業に割り当てられていた BGP自律システム番号は 1～ 65535の範囲の 2オクテットの数値
でした。自律システム番号の要求の増加に伴い、インターネット割り当て番号局（IANA）に
より割り当てられる自律システム番号は 2009年 1月から 65536～ 4294967295の範囲の 4オク
テットの番号になります。RFC 5396『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』
には、自律システム番号を表す 3つの方式が記述されています。シスコでは、次の 2つの方式
を実装しています。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイト自律システム番号をその 10進数値で表
します。たとえば、65526は 2バイト自律システム番号、234567は 4バイト自律システム
番号になります。

• asdot：自律システムドット付き表記。2バイト自律システム番号は 10進数で、4バイト
自律システム番号はドット付き表記で表されます。たとえば、65526は 2バイト自律シス
テム番号、1.169031（10進表記の 234567をドット付き表記にしたもの）は 4バイト自律
システム番号になります。

自律システム番号を表す 3つ目の方法については、RFC 5396を参照してください。
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asdotだけを使用する自律システム番号形式

Cisco IOSRelease 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、4オクテット（4バ
イト）の自律システム番号は asdot表記法だけで入力および表示されます。たとえば、1.10ま
たは 45000.64000です。4バイト自律システム番号のマッチングに正規表現を使用する場合、
asdot形式には正規表現で特殊文字となるピリオドが含まれていることに注意します。正規表
現でのマッチングに失敗しないよう、（1\.14のように）ピリオドの前にバックスラッシュを
入力する必要があります。次の表は、asdot形式だけが使用できる Cisco IOSイメージで、2バ
イトおよび 4バイト自律システム番号の設定、正規表現とのマッチング、および showコマン
ド出力での表示に使用される形式をまとめたものです。

表 8 : asdotだけを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチング
形式

設定形式書

式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～ 65535.655352バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

asplainをデフォルトとする自律システム番号形式

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、および
それ以降のリリースでは、シスコ実装の 4バイト自律システム番号で asplainがデフォルトの
自律システム番号表示形式として使用されていますが、4バイト自律システム番号は asplainお
よびasdot形式のどちらにも設定できます。また、正規表現で4バイト自律システム番号とマッ
チングするためのデフォルト形式は asplainであるため、4バイト自律システム番号とマッチン
グする正規表現はすべて、asplain形式で記述する必要があります。デフォルトの showコマン
ド出力を変更して、4バイトの自律システム番号を asdot形式で表示する場合は、ルータコン
フィギュレーションモードで bgp asnotation dotコマンドを使用します。デフォルトで asdot
形式が有効にされている場合、正規表現の4バイト自律システム番号のマッチングには、すべ
てasdot形式を使用する必要があり、使用しない場合正規表現によるマッチングは失敗します。
次の表に示すように、4バイト自律システム番号は asplainと asdotのどちらにも設定できます
が、showコマンド出力と正規表現を使用した 4バイト自律システム番号のマッチング制御に
は 1つの形式だけが使用されます。デフォルトは asplain形式です。showコマンド出力の表示
と正規表現のマッチング制御で asdot形式の 4バイト自律システム番号を使用する場合、bgp
asnotation dotコマンドを設定する必要があります。bgp asnotation dotコマンドを有効にした
後、clear ip bgp *コマンドを入力してすべての BGPセッションに対してハードリセットを開
始する必要があります。

4バイト自律システム番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、
2バイト自律システム番号を使用できます。4バイト自律システム番号に設定された形式にか
かわらず、2バイト自律システムの showコマンド出力と正規表現のマッチングは変更されず、
asplain（10進数）形式のままになります。

（注）
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表 9 : asplainをデフォルトとする 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

表 10 : asdotを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

予約済みおよびプライベートの自律システム番号

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、
12.2(33)SXI1、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、RFC 4893がシスコの BGP実装で
サポートされています。RFC 4893は、2バイト自律システム番号から 4バイト自律システム番
号への段階的移行を BGPがサポートできるように開発されました。新しい予約済み（プライ
ベート）自律システム番号（23456）は RFC 4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIで
はこの番号を自律システム番号として設定できません。

RFC 5398『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』では、文書化を
目的として新たに予約された自律システム番号について説明されています。予約済み番号を使

用することで、設定例を正確に文書化しつつ、その設定がそのままコピーされた場合でも製品

ネットワークに競合が発生することを防止できます。予約済み番号は IANA自律システム番号
レジストリに記載されています。予約済み 2バイト自律システム番号は 64496～ 64511の連続
したブロック、予約済み 4バイト自律システム番号は 65536～ 65551をその範囲としていま
す。

64512～ 65534を範囲とするプライベートの 2バイト自律システム番号は依然有効で、65535
は特殊な目的のために予約されています。プライベート自律システム番号は内部ルーティング

ドメインで使用できますが、インターネットにルーティングされるトラフィックについては変

換が必要です。プライベート自律システム番号を外部ネットワークへアドバタイズするように

BGPを設定しないでください。Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトではルーティングアッ
プデートからプライベート自律システム番号を削除しません。ISPがプライベート自律システ
ム番号をフィルタリングすることを推奨します。
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パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに対する自律システム番号の割り

当ては、IANAが管理しています。予約済み番号の割り当てや自律システム番号の登録申込な
ど、自律システム番号についての情報については、http://www.iana.org/を参照してください。

（注）

シスコが採用している 4バイト自律システム番号
Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、15.1(1)SG、
およびそれ以降のリリースでは、シスコが採用している 4バイト自律システム番号は、AS番
号の正規表現のマッチングおよび出力表示形式のデフォルトとしてasplain（たとえば、65538）
を使用しています。ただし、RFC5396に記載されているとおり、4バイト自律システム番号を
asplain形式および asdot形式の両方で設定できます。

4バイト自律システム番号の正規表現マッチングと出力表示のデフォルトを asdot形式に変更
するには、bgp asnotation dotコマンドの後に clear ip bgp *コマンドを実行し、現在の BGP
セッションをすべてハードリセットします。

Cisco IOSRelease 12.0(32)S12、および 12.4(24)Tでは、シスコが採用している 4バイト自律シス
テム番号は、設定形式、正規表現とのマッチング、および出力表示として、asdot（たとえば、
1.2）だけを使用しています。asplainはサポートしていません。

4バイト番号を使用する 2つの自律システム内のBGPピアの例については、下の図を参照して
ください。asdot表記法を使用して設定された、異なる 4バイトの自律システムにある 3つの
ネイバーピアの間での設定例については、「例：BGPルーティングプロセスと 4バイト自律
システム番号を使用したピアの設定」を参照してください。

シスコは、BGPが 2バイト自律システム番号から 4バイト自律システム番号へ段階的に移行で
きるように開発された RFC 4893もサポートしています。スムーズな移行を確実に行うには、
4バイト自律システム番号を使用して識別される自律システム内のBGPスピーカーをすべて、
4バイト自律システム番号をサポートするようにアップグレードすることを推奨します。

新しいプライベート自律システム番号（23456）は RFC 4893により作成された番号で、Cisco
IOS CLIではこの番号を自律システム番号として設定できません。

（注）
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図 9 : 4バイト番号を使用する 2つの自律システム内の BGPピア

BGPピアセッションの確立
BGPルーティングプロセスがピアとピアリングセッションを確立するとき、ステートは次の
ように変化します。

• Idle：ルーティングプロセスが有効になったとき、またはデバイスがリセットされたとき
の BGPルーティングプロセスの初期ステート。このステートでは、デバイスはリモート
ピアとのピアリング設定など、開始イベントを待ちます。リモートピアから TCP接続要
求を受信すると、デバイスはリモートピアへの TCP接続を開始する前に、タイマーを待
機するための開始イベントを新たに開始します。デバイスがリセットされ、ピアがリセッ

トされると、BGPルーティングプロセスは Idleステートに戻ります。

• Connect：ローカル BGPスピーカーとの TCPセッションを確立しようとしていることを
BGPルーティングプロセスが検知します。

• Active：このステートでは、BGPルーティングプロセスは、ConnectRetryタイマーを使用
して、ピアデバイスとの TCPセッションを確立しようとします。BGPルーティングプロ
セスが Activeステートの間、開始イベントは無視されます。BGPルーティングプロセス
が再構成された場合、またはエラーが発生した場合、BGPルーティングプロセスはシス
テムリソースを解放し、Idleステートに戻ります。

• OpenSent：TCP接続が確立され、BGPルーティングプロセスはリモートピアに OPEN
メッセージを送信し、OpenSentステートに移行します。このステートでは、BGPルーティ
ングプロセスはその他の OPENメッセージを受信できます。接続に失敗した場合、BGP
ルーティングプロセスは Activeステートに移行します。

• OpenReceive：BGPルーティングプロセスはリモートピアから OPENメッセージを受信
し、リモートピアからの最初のキープアライブメッセージを待ちます。キープアライブ

メッセージを受信すると、BGPルーティングプロセスは Establishedステートに移行しま
す。通知メッセージを受信した場合は、BGPルーティングプロセスは Idleステートに移
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行します。ピアリングセッションに影響を与えるエラー、または設定変更が発生した場

合、BGPルーティングプロセスは、有限状態マシン（FSM）エラーコードが入った通知
メッセージを送信してから、Idleステートに移行します。

• Established：リモートピアから最初のキープアライブが受信されます。これにより、リ
モートネイバーとのピアリングが確立され、BGPルーティングプロセスは、リモートピ
アとのアップデートメッセージの交換を開始します。アップデートメッセージ、または

キープアライブメッセージが受信されると、ホールドタイマーが再起動されます。エラー

通知を受信した BGPプロセスは、Idleステートに移行します。

シスコが採用している BGPグローバルコマンドとアドレスファミリ
コンフィギュレーションコマンド

BGPを設定するためのアドレスファミリモデルでは、基本的にアドレスファミリごとに設定
が分割されます。設定の最初に、アドレスファミリとは関係のない（非依存の）コマンドがす

べてグループ化され（最上位レベル）、これに各アドレスファミリに固有のコマンドで使用さ

れる個々のサブモードが続きます（ただし、IPv4ユニキャストに関係するコマンドは例外で、
これらは設定の先頭に入力することができます）。ネットワークオペレータが BGPを設定し
た場合の BGP設定カテゴリのフローは、次の箇条書きの順に表されます。

•グローバルコンフィギュレーション：特定のネイバーではなく、BGPに全般的に適用さ
れる設定。network、redistribute、bgp bestpathコマンドなどです。

•アドレスファミリ依存コンフィギュレーション：個々のネイバーのポリシーなど、特定の
アドレスファミリに適用されるコンフィギュレーション。

BGPグローバルおよび BGPアドレスファミリ依存設定のカテゴリを下の表に示します。

表 11 : BGPコンフィギュレーションカテゴリの関係

カテゴリ内のコンフィギュレーションセットBGPコンフィギュレーションカテゴ
リ

グローバルアドレスファミリ非依存コンフィギュレー

ション 1セット
グローバルアドレスファミリ非依存

1アドレスファミリにつき、グローバルアドレスファ
ミリ依存コンフィギュレーション 1セット

アドレスファミリ依存

アドレスファミリコンフィギュレーションは、それが適用されるアドレスファミリサブモー

ドで入力する必要があります。

（注）

次の BGPコンフィギュレーション文の例は、グループ分けされたグローバルアドレスファミ
リ非依存コマンドと、アドレスファミリ依存コマンドを示しています。
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router bgp <AS>
! AF independent part
neighbor <ip-address> <command> ! Session config; AF independent
address-family ipv4 unicast
! AF dependant part
neighbor <ip-address> <command> ! Policy config; AF dependant
exit-address-family
address-family ipv4 multicast
! AF dependant part
neighbor <ip-address> <command> ! Policy config; AF dependant
exit-address-family
address-family ipv4 unicast vrf <vrf-name>
! VRF specific AS independent commands
! VRF specific AS dependant commands
neighbor <ip-address> <command> ! Session config; AF independent
neighbor <ip-address> <command> ! Policy config; AF dependant
exit-address-family

次の例は、前の例で、BGPコンフィギュレーション文と一致する、実際の BGPコマンドを示
しています。

router bgp 45000
router-id 172.17.1.99
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.1.2 activate
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
address-family ipv4 multicast
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.3.2 advertisement-interval 25
network 172.16.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
address-family ipv4 vrf vpn1
neighbor 192.168.3.2 activate
network 172.21.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

bgpupgrade-cliコマンドは、BGPネットワークと既存のコンフィギュレーションのネットワー
ク層到達可能性情報（NLRI）形式からアドレスファミリ形式への移行を簡素化します。ネッ
トワークオペレータは、Address Family Identifier（AFI）形式でコマンドを設定し、この設定を
既存の NLRI形式の設定に保存できます。NLRI形式の制限のため、BGPハイブリッドコマン
ドラインインターフェイス（CLI）は、AFIおよび NLRIの統合を完全にはサポートしていま
せん。AFIコマンドおよび機能をすべてサポートするためには、bgp upgrade-cliコマンドを使
用して、既存のNLRIコンフィギュレーションをアップグレードすることを推奨します。NLRI
形式からアドレスファミリ形式への BGPコンフィギュレーションの移行例については、この
モジュールの「例：NLRIから AFIへのコンフィギュレーション」の項を参照してください。

BGPセッションのリセット
設定変更のためにルーティングポリシーに変更が生じた場合は、必ず clear ip bgpコマンドを
使用して、BGPピアリングセッションをリセットする必要があります。シスコソフトウェア
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は、BGPピアリングセッションのリセットとして、次の 3つのメカニズムをサポートしてい
ます。

•ハードリセット：ハードリセットは、TCP接続を含む指定されたピアリングセッション
を終了し、指定されたピアから到着したルートを削除します。

•ソフトリセット：ソフトリセットは、保存されたプレフィックス情報を使用し、既存の
ピアリングセッションを廃棄せずに BGPルーティングテーブルの再構成とアクティブ化
を行います。ソフト再構成では、保存されているアップデート情報が使用されます。アッ

プデートを保存するために追加のメモリが必要になりますが、ネットワークを中断せず

に、新しいBGPポリシーを適用することができます。ソフト再構成は、インバウンドセッ
ション、またはアウトバウンドセッションに対して設定できます。

•ダイナミックインバウンドソフトリセット：これは RFC 2918に定義されているルート
リフレッシュ機能で、サポートしているピアへのルートリフレッシュ要求を交換すること

により、ローカルデバイスがインバウンドルーティングテーブルを動的にリセットでき

るようにするものです。ルートリフレッシュ機能は、中断を伴わないポリシー変更につい

てはアップデート情報をローカルに保存しません。その代わり、サポートしているピアと

の動的な交換に依存します。ルートリフレッシュは、最初にピア間のBGP機能ネゴシエー
ションを通じてアドバタイズされる必要があります。すべての BGPデバイスが、ルート
リフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。BGPデバイスがこの機能をサ
ポートしているかどうかを確認するには、show ip bgp neighborsコマンドを使用します。
デバイスがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、次のメッセージが出力され

ます。

Received route refresh capability from peer.

bgp soft-reconfig-backupコマンドは、ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピアに対
してインバウンドソフト再構成を実行するように BGPを設定するために導入されました。こ
のコマンドの設定により、必要な場合にだけ、アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能
をサポートしているピアは影響されません。

BGPルート集約
BGPピアはルーティング情報を格納し、交換しますが、設定される BGPスピーカーの数が増
えるに従って、ルーティング情報の量が増えます。ルート集約を使用することにより、関係す

る情報の量が減ります。集約は、複数の異なるルートの属性を合成し、1つのルートだけがア
ドバタイズされるようにするプロセスです。集約プレフィックスは、クラスレスドメイン間

ルーティング（CIDR）の原則を使用して、複数の隣接するネットワークを、ルーティングテー
ブルに要約できる IPアドレスのクラスレスセット 1つに合成します。これにより、アドバタ
イズが必要なルートの数が少なくなります。

BGPでのルート集約の実装方法は2種類あります。集約されたルートをBGPに再配布するか、
または条件付き集約の形を使用することができます。基本ルートの再配布では、集約ルートの

作成後、このルートが BGPに再配布されます。条件付き集約では、集約ルートの作成後、ア
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ドバタイズするか、または Autonomous System Set Path（AS-SET）情報、もしくは要約情報に
基づいて、特定ルートのアドバタイズを抑制します。

bgp suppress-inactiveコマンドは、非アクティブのルートをどの BGPピアにもアドバタイズし
ないように BGPを設定します。BGPルーティングプロセスは、デフォルトで、ルーティング
情報データベース（RIB）にインストールされていないルートをBGPピアにアドバタイズでき
ます。RIBにインストールされていないルートは非アクティブなルートです。非アクティブな
ルートのアドバタイズメントは、たとえば、共通のルート集約を通じてルートがアドバタイズ

された場合に行われます。非アクティブなルートのアドバタイズメントを抑制して、より整合

性の取れたデータフォワーディングを行うことができます。

BGP集約ルートの AS_SET情報生成
AS_SET情報は、aggregate-addressコマンドを使用して、BGPルートが集約されたときに生成
されます。このようなルートについてアドバタイズされたパスは、コミュニティを含め、要約

されているすべてのパスに含まれる、すべての要素から構成されるAS_SETです。集約される
AS_PATHが同じものである場合、AS_PATHだけがアドバタイズされます。aggregate-address
コマンド用にデフォルトで設定されている ATOMIC_AGGREGATE属性は、AS_SETには追加
されません。

ルーティングポリシーの変更管理

ピアのルーティングポリシーには、インバウンドまたはアウトバウンドルーティングテーブ

ルの更新に影響する可能性のあるルートマップ、配布リスト、プレフィックスリスト、フィ

ルタリストなど、すべての要素に関するコンフィギュレーションが含まれています。ルーティ

ングポリシーの変更があるたびに、ポリシーの変更がピアに自動的に更新されます。インバウ

ンドリセットを実行すると、ルータで設定されている新しいインバウンドポリシーが有効に

なります。アウトバウンドリセットを実行すると、BGPセッションをリセットしなくても、
ルータで設定されている新しいローカルアウトバウンドポリシーが有効になります。アウト

バウンドポリシーのリセット中に、新しい一連のアップデートが送信されると、ネイバーの新

しいインバウンドポリシーも有効になります。つまり、インバウンドポリシーの変更後は、

ローカルルータでインバウンドリセットを実行するか、ピアルータでアウトバウンドリセッ

トを実行する必要があります。アウトバウンドポリシーを変更した場合は、ローカルルータ

でのアウトバウンドリセット、またはピアルータでのインバウンドリセットが必要になりま

す。

リセットには、ハードリセットとソフトリセットの 2種類があります。下の表は、これらの
利点と欠点をまとめたものです。
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表 12 :ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点

欠点利点リセットタイプ

ネイバーにより提供されるBGP、IP、
および転送情報ベース（FIB）テーブ
ル内のプレフィックスが失われる。非

推奨

メモリオーバーヘッドが起こら

ない。

ハードリセット

インバウンドルーティングテーブル

アップデートがリセットされない。

設定が必要ない。ルーティング

テーブルアップデートの保存が

必要ない。

発信ソフトリセット

両方の BGPルータでルートリフレッ
シュ機能（Cisco IOS Release 12.1以
降）がサポートされている必要があ

る。

アウトバウンドルーティン

グテーブルアップデートが

リセットされない。

（注）

BGPセッションおよびキャッ
シュがクリアされない。

ルーティングテーブルアップ

デートの保存が必要ない。また、

メモリのオーバーヘッドが発生

しない。

ダイナミックインバ

ウンドソフトリ

セット

再構成が必要である。

受信した（インバウンド）ルーティン

グポリシーアップデートをすべてそ

のまま格納するため、メモリが大量に

使用される。

どちらの BGPルータも自動ルートリ
フレッシュ機能をサポートしていない

場合など、絶対に必要な場合だけ推奨

される。

アウトバウンドルーティン

グテーブルアップデートが

リセットされない。

（注）

どちらの BGPルータも自動ルー
トリフレッシュ機能をサポート

していない場合に使用可能。

Cisco IOSRelease 12.3(14)Tでは、
ルートリフレッシュ機能をサ

ポートしていないピアに対して

インバウンドソフト再構成を設

定するための bgp
soft-reconfig-backupコマンドが
導入されている。

設定済みのインバウ

ンドソフトリセッ

ト（neighbor
soft-reconfiguration
ルータコンフィギュ

レーションコマンド

を使用）

BGPネイバーになるように定義された 2つのルータは、BGP接続を形成し、ルーティング情
報を交換します。その後、BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、タイマーなどを変更した
り、何らかのコンフィギュレーション変更を行ったりした場合、コンフィギュレーションの変

更を有効にするために、BGP接続をリセットする必要があります。

ソフトリセットは、インバウンドおよびアウトバウンドルーティングアップデートで使用さ

れるルーティングテーブルをアップデートします。Cisco IOS Release 12.1以降では、事前設定
を必要としないソフトリセットがサポートされています。このソフトリセットにより、BGP
ルータの間でルートリフレッシュ要求やルーティング情報をダイナミックに交換し、対応する

アウトバウンドルーティングテーブルをアドバタイズできるようになります。ソフトリセッ

トには 2種類があります。
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•ソフトリセットを使用して、ネイバーからインバウンドアップデートを生成することを、
ダイナミックインバウンドソフトリセットと呼びます。

•ソフトリセットを使用して、ネイバーに新しい一連のアップデートを送信することを、ア
ウトバウンドソフトリセットと呼びます。

事前にコンフィギュレーションを行わずにソフトリセットを使用するためには、BGPピアで
ソフトルートリフレッシュ機能がサポートされていなければなりません。これは、ピアがTCP
セッションを確立したときに送信されるOPENメッセージでアドバタイズされます。リリース
12.1以前の Cisco IOSリリースが実行されているルータでは、ルートリフレッシュ機能はサ
ポートされていないため、neighbor soft-reconfigurationルータコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して、BGPセッションをクリアする必要があります。この方法で BGPセッション
をクリアすると、ネットワークの動作が悪い影響を受けるため、これは最後の手段として使用

してください。

条件付き BGPルートの挿入
BGPを通じてアドバタイズされるルートは、通常、使用されるルートの数が最小化され、グ
ローバルルーティングテーブルのサイズが小さくなるように集約されます。しかし、共通の

ルート集約では、より具体的なルーティング情報（より正確であるが、パケットを宛先に転送

するために必要なわけではない）がわかりにくくなってしまいます。ルーティングの精度は、

共通のルート集約により低下します。これは、トポロジ的に大きな領域に広がる複数のアドレ

スやホストを表すプレフィックスを 1つのルートに正確に反映させることはできないからで
す。シスコソフトウェアには、プレフィックスを BGP由来とする方法がいくつか用意されて
います。BGP条件付きルートインジェクション機能の導入以前は、既存の方法として、再配
布や networkまたは aggregate-addressコマンドが使用されていました。ただし、これらの方
法は、より具体的なルーティング情報（開始されるルートと一致するもの）がルーティング

テーブルまたは BGPテーブルのいずれかに存在することを前提にしています。

BGPの条件付きルートの挿入により、一致するものがなくても、プレフィックスを BGPルー
ティングテーブルにすることができます。この機能を使って、管理ポリシーやトラフィック

エンジニアリング情報に基づいて、より具体的なルートを生成することができます。これによ

り、設定された条件が満たされた場合にだけ BGPルーティングテーブルに挿入される、より
具体的なルートへのパケットの転送をさらに厳密に制御できるようになります。この機能をイ

ネーブルにすると、条件に応じて、あまり具体的ではないプレフィックスにより具体的なプレ

フィックスを挿入または置き換えることにより、共通のルート集約の精度を高めることができ

るようになります。元のプレフィックスと同じ、またはより具体的なプレフィックスだけが挿

入されます。BGP条件付きルートインジェクションを有効にするには、bgpinject-mapexist-map
コマンドを使用します。また、BGP条件付きルートインジェクションでは、2つのルートマッ
プ（挿入マップと存在マップ）を使用して、1つ（または複数）のより具体的なプレフィック
スが BGPルーティングテーブルに挿入されます。存在マップは、BGPスピーカーが追跡する
プレフィックスを指定します。inject mapは、ローカル BGPテーブルで作成され、このテーブ
ルにインストールされるプレフィックスを定義します。
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挿入マップおよび存在マップで一致となるプレフィックスはルートマップ句ごとに1つだけで
す。さらにプレフィックスを挿入するには、ルートマップ句を追加で設定する必要がありま

す。複数のプレフィックスが使用されている場合は、一致する最初のプレフィックスが使用さ

れます。

（注）

BGPピアグループ
BGPネットワークでは、多数のネイバーが同じアップデートポリシー（つまり、同じアウト
バウンドルートマップ、配布リスト、フィルタリスト、アップデートソースなど）を使って

設定されていることがよくあります.同じアップデートポリシーを持つネイバーは、コンフィ
ギュレーションを簡素化するため、またさらに重要なことには、コンフィギュレーションの

アップデートをより効率化するために、BGPピアグループにグループ化されます。多数のピ
アがある場合、このアプローチを強く推奨します。

BGPバックドアルート
さまざまな自律システムとの通信に eBGPを使用する境界デバイスを 2つ使った BGPネット
ワークトポロジでは、2つの境界デバイス間の通信で、最も効果的なルーティング方法はeBGP
を使用することではありません。下の図では、ルータBはBGPスピーカーとして、eBGPを通
るルータ Dへのルートを受け取りますが、このルートは少なくとも 2つの自律システムを横
切っています。また、ルータBとルータDはEnhanced InteriorGatewayRoutingProtocol（EIGRP）
ネットワーク（ここでは、すべての IGPを使用可能）を通じて接続されていますが、これが最
短ルートです。しかし、EIGRPルートのデフォルトアドミニストレーティブディスタンスは
90で、eBGPルートのデフォルトアドミニストレーティブディスタンスは 20であるため、
BGPは eBGPルートを選びます。アドミニストレーティブディスタンスを変更すると、ルー
ティングがループする可能性があるため、デフォルトアドミニストレーティブディスタンス

の変更は推奨しません。BGPに EIGRPルートを選択させるには、network backdoorコマンド
を使用します。BGPは、network backdoorコマンドで指定されたネットワークをローカルに
割り当てられたネットワークとして扱います。ただし、BGPアップデートで指定されたネット
ワークのアドバタイズは行いません。これは、下の図では、ルータ Bは長い eBGPルートの
代わりに、短い EIGRPを使ってルータ Dと通信するという意味です。
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図 10 : BGPバックドアルートのトポロジ

ピアグループおよび BGPアップデートメッセージ
リリース 12.0(24)S、12.2(18)S、または 12.3(4)T以前の Cisco IOSソフトウェアリリースでは、
BGPアップデートメッセージは、ピアグループのコンフィギュレーションに基づいてグルー
プ化されていました。BGPアップデートメッセージ生成において、ネイバーをグループ化す
るこの方法により、ルーティングテーブルのスキャンに必要なシステム処理リソースの量が削

減されました。しかし、この方法には、次のような制約がありました。

•ピアグループコンフィギュレーションを共有するネイバーはすべて、アウトバウンドルー
ティングポリシーも共有する必要がある。

•すべてのネイバーは同じピアグループとアドレスファミリに属している必要がある。別
のアドレスファミリで設定されているネイバーは異なるピアグループに属することはでき

ません。

このような制約は、ピアグループコンフィギュレーションに対して、最適なアップデート生

成とレプリケーションのバランスをとるためのものでした。これらの制約により、ネットワー

クオペレータは小さめのピアグループを設定するようになるため、アップデートメッセージ

の生成効率が下がり、ネイバーコンフィギュレーションのスケーラビリティが限定されていま

した。

BGPアップデートグループ
BGP（ダイナミック）アップデートグループの導入により、既存の BGPピアグループから異
なるタイプの BGPピアグループ分けが可能になります。既存のピアグループは影響を受けま
せんが、現在のピアグループのメンバではない、同一のアウトバウンドポリシーを持つ設定

済みピアをアップデートグループに入れることができます。このアップデートグループのメ
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ンバは同一のアップデート生成エンジンを使用します。BGPアップデートグループを設定す
ると、アウトバウンドポリシーに基づいて、BGPアップデートグループメンバーシップがダ
イナミックに計算されます。最適な BGPアップデートメッセージの生成は、単独で自動的に
行われます。BGPネイバーコンフィギュレーションはアウトバウンドルーティングポリシー
による制約を受けなくなり、アップデートグループは異なるアドレスファミリに属すことが

できるようになります。

BGPダイナミックアップデートグループのコンフィギュレーション
Cisco IOS Release 12.0(24)S、12.2(18)S、12.3(4)T、12.2(27)SBC、およびそれ以降のリリースに
は、同一のアウトバウンドポリシーを共有し、同一のアップデートメッセージを共有するネ

イバーのアップデートグループをダイナミックに計算および最適化できる新しいアルゴリズム

が導入されました。BGPダイナミックアップデートグループをイネーブルにするための設定
は必要ありません。アルゴリズムは自動的に実行されます。アウトバウンドポリシーが変更さ

れた場合、ルータは、1分間のタイマー期限が切れた後で、アウトバウンドソフトリセットを
トリガーすることにより、自動的にアップデートグループメンバーシップを再計算し、変更

を適用します。この動作は、ネットワークオペレータがミスを犯した場合に、コンフィギュ

レーションを変更する時間を与えるように設計されています。タイマー期限が切れる前に、ア

ウトバウンドソフトリセットを手動で有効にするには、clear ip bgp ip-address soft outコマン
ドを入力します。

Cisco IOS Release 12.0(22)S、12.2(14)S、12.3(2)Tおよびそれ以前のリリースでは、アップデー
トグループの再計算遅延タイマーは 3分間に設定されています。

（注）

BGPアップデートグループの生成を最適化するには、ネットワークオペレータは、類似する
アウトバウンドポリシーを持つネイバーのアウトバウンドルーティングポリシーを同じもの

にしておくことを推奨します。

BGP Peerテンプレート
構成管理など、ピアグループの制約の一部に対応するため、BGPアップデートグループコン
フィギュレーションをサポートする BGPピアテンプレートが導入されました。

ピアテンプレートは、ポリシーを共有するネイバーに適用可能なコンフィギュレーションパ

ターンです。ピアテンプレートは再利用が可能で、継承がサポートされているため、ネット

ワークオペレータはピアテンプレートを使用して、ポリシーを共有している BGPネイバーに
対して異なるネイバーコンフィギュレーションをグループ化し適用できます。また、ネット

ワークオペレータは、別のピアテンプレートからコンフィギュレーションを継承できるとい

うピアテンプレートの機能を使用して、非常に複雑なコンフィギュレーションパターンを定

義できるようになります。

ピアテンプレートには 2種類あります。
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•ピアセッションテンプレート。アドレスファミリモードおよび NLRIコンフィギュレー
ションモードすべてに共通する一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーション

をグループ化し、適用するために使用されます。

•ピアポリシーテンプレート。特定のアドレスファミリおよびNLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するため

に使用されます。

ピアテンプレートにより、柔軟性が高まり、ネイバーコンフィギュレーションの機能が強化

されます。また、ピアテンプレートはピアグループコンフィギュレーションに代わるものを

提供し、ピアグループの制約の一部を解決します。ピアテンプレートを使用した BGPピア
ルータも、自動アップデートグループコンフィギュレーションの恩恵を受けています。BGP
ピアテンプレートが設定され、BGPダイナミックアップデートピアグループがサポートされ
たことにより、ネットワークオペレータは BGPでピアグループを設定する必要がなくなりま
す。また、ネットワークはコンフィギュレーションの柔軟性が高まり、コンバージェンスが高

速化されたことによる恩恵を受けます。

BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定できませ
ん。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピアテン
プレートからポリシーを継承するように設定します。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

ピアテンプレートでの継承

継承機能は、ピアテンプレート操作の重要なコンポーネントです。ピアテンプレートでの継

承は、たとえば、ファイルとディレクトリツリーなど、一般的なコンピューティングで見られ

るノードとツリーの構造に似ています。ピアテンプレートは、別のピアテンプレートから直

接、または間接的にコンフィギュレーションを継承することができます。直接継承されたピア

テンプレートは、構造体のツリーを表します。間接的に継承されたピアテンプレートはツリー

のノードを表します。個々のノードも継承をサポートしているため、チェーン内で間接的に継

承されたピアテンプレートすべてのコンフィギュレーションを、直接継承されたピアテンプ

レート、またはツリーのソースに適用するブランチも作成できます。

この構造により、ネイバーのグループに通常、再適用されるコンフィギュレーション文を繰り

返す必要がなくなります。これは、共通のコンフィギュレーション文を一度適用しておくと、

その後は共通のコンフィギュレーションを持つネイバーグループに適用されるピアグループ

により間接的に継承されるからです。ノードとツリーの内部で別々に複製されたコンフィギュ
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レーション文は、直接継承したテンプレートにより、ツリーのソースでフィルタ処理されま

す。直接継承されたテンプレートは、直接継承されたテンプレートで複製された、間接的に継

承された文をすべて上書きします。

継承によりネイバーコンフィギュレーションのスケーラビリティと柔軟性がさらに広がり、複

数のピアテンプレートコンフィギュレーションをチェーンして、共通のコンフィギュレーショ

ン文を継承する単純なコンフィギュレーションを作成したり、共通に継承されるコンフィギュ

レーションとともに非常に限定的なコンフィギュレーション文を適用する複雑なコンフィギュ

レーションを作成したりできるようになります。ピアセッションテンプレートおよびピアポ

リシーテンプレートでの継承の設定についての詳細は、これ以降のセクションで説明します。

BGPネイバーが継承したピアテンプレートを使用する場合、特定のテンプレートに関連付け
られているポリシーを判断するのが難しいことがあります。show ip bgptemplate peer-policyコ
マンドに、特定のテンプレートに関連付けられているローカルポリシーおよび継承されたポリ

シーの詳しいコンフィギュレーションを表示するためのキーワード detailが追加されました。

ピアセッションテンプレート

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーションを

グループ化し、セッションコンフィギュレーション要素を共有するネイバーのグループに適用

するために使用されます。異なるアドレスファミリで設定されているネイバーに共通する一般

的なセッションコマンドは、同じピアセッションテンプレートに設定できます。ピアセッ

ションテンプレートの作成と設定は、ピアセッションコンフィギュレーションモードで行い

ます。ピアセッションテンプレートで設定できるのは、一般的なセッションコマンドだけで

す。次の一般的なセッションコマンドは、ピアセッションテンプレートでサポートされてい

ます。

• description

• disable-connected-check

• ebgp-multihop

• exit peer-session

• inherit peer-session

• local-as

• password

• remote-as

• shutdown

• timers

• translate-update

• update-source

• version
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一般的なセッションコマンドをピアセッションで一度設定しておくと、ピアセッションテン

プレートの直接適用、またはピアセッションテンプレートの間接継承によって、多数のネイ

バーに適用できます。ピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションにより、自律

システム内のすべてのネイバーに共通に適用される一般的なセッションコマンドのコンフィ

ギュレーションが簡素化されます。

ピアセッションテンプレートは、直接継承と間接継承をサポートします。一度にピアの設定

に使用できるピアセッションテンプレートは 1つだけです。また、このピアセッションテン
プレートは、間接継承されたピアセッションテンプレートを 1つだけ含むことができます。

1つのピアセッションテンプレートを使って、複数の継承文を設定しようとすると、エラー
メッセージが表示されます。

（注）

この動作により、BGPネイバーは 1つのセッションテンプレートだけを直接継承し、最高 7
個のピアセッションテンプレートを間接継承できます。したがって、1つのネイバーに最高 8
個のピアセッションコンフィギュレーション（直接継承されたピアセッションテンプレート

のコンフィギュレーションと最高 7個の間接継承されたピアセッションテンプレートのコン
フィギュレーション）を適用できます。継承されたピアセッションコンフィギュレーション

が最初に評価され、ブランチの最後のノードから、ツリーのソースで直接適用されたピアセッ

ションテンプレートまで適用されます。直接適用されたピアセッションテンプレートは、継

承されたピアセッションテンプレートコンフィギュレーションよりも優先されます。継承さ

れたピアセッションテンプレートで複製されたコンフィギュレーション文はすべて、直接適

用されたピアセッションテンプレートにより上書きされます。したがって、基本セッション

コマンドが異なる値で再び適用される場合は、後の値が優先され、間接的に継承されたテンプ

レートに設定されていた前の値は上書きされます。次に、この機能を使用した例を示します。

次の例では、一般セッションコマンド remote-as 1がピアセッションテンプレート
SESSION-TEMPLATE-ONEに適用されます。

template peer-session SESSION-TEMPLATE-ONE
remote-as 1
exit peer-session

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドだけをサポートします。特定

のアドレスファミリ、または NLRIコンフィギュレーションモードだけのために設定される
BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドは、ピアポリシーテンプレートで設定されま
す。

ピアポリシーテンプレート

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリおよび NLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するために使

用されます。ピアポリシーテンプレートの作成と設定は、ピアポリシーコンフィギュレー

ションモードで行います。特定のアドレスファミリ専用に設定されるBGPポリシーコマンド
は、ピアポリシーテンプレートで設定されます。ピアポリシーテンプレートでは、次のBGP
ポリシーコマンドがサポートされています。
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• advertisement-interval

• allowas-in

• as-override

• capability

• default-originate

• distribute-list

• dmzlink-bw

• exit-peer-policy

• filter-list

• inherit peer-policy

• maximum-prefix

• next-hop-self

• next-hop-unchanged

• prefix-list

• remove-private-as

• route-map

• route-reflector-client

• send-community

• send-label

• soft-reconfiguration

• unsuppress-map

• weight

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリに属するネイバーに設定される BGP
ポリシーコマンドの設定に使用されます。ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリ

シーテンプレートを一度設定しておくと、直接適用、または継承を通じて、多数のネイバーに

ピアポリシーテンプレートを適用することができます。ピアポリシーテンプレートの設定に

より、自律システム内のすべてのネイバーに適用される BGPポリシーコマンドの設定が簡略
化されます。

ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリシーテンプレートは継承をサポートしていま

す。しかし、多少の違いはあります。直接適用されたピアポリシーテンプレートは、最大 7
つのピアポリシーテンプレートから設定を直接的または間接的に継承できます。したがって、

合計 8つのピアポリシーテンプレートをネイバーまたはネイバーグループに適用できます。
ルートマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートにはシーケンス番号が設

定されます。また、ルートマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートは、

最も低いシーケンス番号を持つ inherit peer-policy文が最初に評価され、最も高いシーケンス
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番号のものが最後に評価されます。ただし、ピアポリシーテンプレートはルートマップのよ

うに折りたたむことはできません。シーケンスはすべて評価されます。異なる値を使って、

BGPポリシーコマンドが再適用された場合は、シーケンス番号の小さいものから順に、前の
値がすべて上書きされます。

直接適用されたピアポリシーテンプレートと、シーケンス番号が最も大きい inheritpeer-policy
文のプライオリティは常に最も高く、最後に適用されます。これ以降のピアテンプレートに再

適用されるコマンドは、必ず、前の値を上書きします。この動作は、個々のポリシーコンフィ

ギュレーションコマンドを重複させることなく、共通のポリシーコンフィギュレーションは

大規模なネイバーグループに適用し、特定のポリシーコンフィギュレーションは特定のネイ

バーやネイバーグループだけに適用できるように設計されています。

ピアポリシーテンプレートは、ポリシーコンフィギュレーションコマンドだけをサポートし

ます。特定のアドレスファミリ用に設定されるBGPポリシーコンフィギュレーションコマン
ドは、ピアポリシーテンプレートで設定されます。

ピアポリシーテンプレートの設定により、BGP設定が簡略化され、柔軟性が向上します。特
定のポリシーを 1回設定すれば、何回も参照できます。ピアポリシーは最大 8レベルの継承を
サポートするため、非常に具体的で複雑な BGPポリシーも作成できます。

IPv4アドレスファミリの下での BGP IPv6ネイバーのアクティブ化
Cisco IOS Release 12.2(33)SRE4よりも前のリリースでは、デフォルトで IPv6と IPv4の両方の
機能は、IPv6アドレスを持つBGPピアと交換されます。IPv6ピアを設定すると、そのネイバー
は、IPv4ユニキャストアドレスファミリの下で自動的にアクティブになります。

Cisco IOS Release 12.2(33)SRE4以降では、新しい IPv6ネイバーが設定されると、IPv4アドレ
スファミリの下では自動的にアクティブ化されません。たとえば、デュアルスタック環境が

あり、IPv6と IPv4プレフィックスを送信しようとする場合、IPv4アドレスファミリの下で手
動で IPv6ネイバーをアクティブにできます。

既存の IPv6ピアを IPv4アドレスファミリの下でアクティブにしない場合、noneighbor activate
コマンドでピアを手動で非アクティブにできます。それまでは、IPv4ユニキャストアドレス
ファミリの下で IPv6ネイバーをアクティブにする既存のコンフィギュレーションはセッショ
ンの確立を試行し続けます。

基本 BGPネットワークの設定方法
ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業からなりま
す。BGPルーティングプロセスと BGPピアは必ず設定する必要がありますが、このとき、で
きればアドレスファミリコンフィギュレーションモデルを使用してください。BGPピアが
VPNネットワークの一部である場合、BGPピアの設定には、IPv4 VRFアドレスファミリタ
スクを使用する必要があります。次にあげるその他の作業は任意です。
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BGPルーティングプロセスの設定
BGPルーティングプロセスを設定するには、次の作業を実行します。BGPを有効にするには、
必須の手順を少なくとも一度、実行する必要があります。ここで説明する任意の手順を実行す

ると、BGPネットワークでその他の機能を設定できます。ネイバーリセットのロギングやリ
ンクが停止したときのピアの即時リセットなど、一部の機能はデフォルトで有効にされていま

すが、BGPネットワークの動作方法をよりよく理解できるようにするため、これらの機能につ
いてはここで説明しています。

シスコソフトウェアを実行するデバイスは、1つのBGPルーティングプロセスだけを実行し、
1つの BGP自律システムだけのメンバになるように設定できます。ただし、BGPルーティン
グプロセスおよび自律システムは、同時に使用する複数の BGPアドレスファミリおよびサブ
アドレスファミリコンフィギュレーションをサポートできます。

（注）

下の図では、この作業のコンフィギュレーションはルータAで行われますが、2つのデバイス
の間で BGPプロセスを完全に実現するには、たとえば、ルータ Bで IPアドレスを適宜、変更
してこのコンフィギュレーションを繰り返す必要があります。ここでは、BGPルーティング
プロセスに対して設定されるアドレスファミリはないため、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリのルーティング情報はデフォルトでアドバタイズされます。

図 11 : 2つの自律システムを持つ BGPトポロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
5. bgp router-id ip-address
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6. timers bgp keepalive holdtime
7. bgp fast-external-fallover
8. bgp log-neighbor-changes
9. end
10. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定したルー
ティングプロセスのルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 40000

ステップ 3

• autonomous-system-number引数を使用して、0
～65534の範囲の整数を1つ指定します。これ
は、その他の BGPスピーカーへのデバイスを
表します。

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 4

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router)# network 10.1.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

（任意）固定 32ビットルータ IDを、BGPを実行
するローカルデバイスの IDとして設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 5

• ip-address引数を使用して、ネットワーク内で
固有のルータ IDを指定します。Device(config-router)# bgp router-id 10.1.1.99

bgp router-idコマンドを使用してルータ
IDを設定すると、アクティブな BGPピ
アリングセッションがすべてリセットさ

れます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPネットワークタイマーを設定します。timers bgp keepalive holdtime

例：

ステップ 6

• keepalive引数を使用して、頻度を秒単位で指定
します。ソフトウェアはこの間隔で、BGPペ

Device(config-router)# timers bgp 70 120
アにキープアライブメッセージを送信します。

デフォルトでは、keepaliveタイマーは 60秒に
設定されます。

• holdtime引数を使用して、インターバルを秒単
位で指定します。この時間を過ぎても、キープ

アライブメッセージが届かなかった場合、BGP
ピアはデッドであると宣言されます。デフォル

トでは、holdtimeタイマーは 180秒に設定され
ます。

（任意）BGPセッションの自動リセットをイネー
ブルにします。

bgp fast-external-fallover

例：

ステップ 7

•デフォルトでは、直接隣接する外部ピアへのア
クセスに使用されるリンクがダウンした場合、

Device(config-router)# bgp fast-external-fallover

このピアの BGPセッションはリセットされま
す。

（任意）BGPネイバーステータスの変更（アップ
またはダウン）およびネイバーのリセットのロギン

グをイネーブルにします。

bgp log-neighbor-changes

例：

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ステップ 8

•このコマンドは、ネットワーク接続の問題のト
ラブルシューティングと、ネットワークの安定

性の測定に使用します。ネイバーが突然リセッ

トする場合は、ネットワークのエラー率の高い

ことやパケット損失の多いことが考えられるの

で、調査するようにしてください。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp
この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次に、この作業を上の図のルータ Aで設定した後で、ルータ Aの BGPルーティング
テーブルを表示する show ipbgpコマンドの出力例を示します。この自律システムに対
してローカルなネットワーク 10.1.1.0に対するエントリも表示されています。

BGP table version is 12, local router ID is 10.1.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

トラブルシューティングのヒント

BGPルータ間の基本的なネットワーク接続性をチェックするには、pingコマンドを使用しま
す。

BGPピアの設定
2つの IPv4ルータ（ピア）の間に BGPを設定するには、この作業を実行します。ここで設定
するアドレスファミリは、デフォルトの IPv4ユニキャストアドレスファミリで、設定は上の
図のルータAで行われています。BGPピアとなりうるネイバールータすべてについて、必ず、
この作業を実行してください。

始める前に

この作業を実行する前に、前項に示されている「BGPルーティングプロセスの設定」の作業
を実行します。

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. neighbor ip-address activate
7. end
8. show ip bgp [network] [network-mask]
9. show ip bgp neighbors [neighbor-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 40000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコル BGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4 unicast

address-family ipv4コマンドに unicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユニ
キャストアドレスファミリのコンフィギュレー

ションモードになります。
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目的コマンドまたはアクション

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける Virtual Routing
and Forwarding（VRF;仮想ルーティングおよび
転送）インスタンスの名前を指定します。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルルータと交換できるよう

にします。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 6

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリを
表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 8

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）
Router# show ip bgp

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]

例：

ステップ 9

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）
Router(config-router-af)# show ip bgp neighbors
192.168.2.2

例

次に、この作業を上の図のルータAおよびルータBで設定した後で、ルータAのBGP
ルーティングテーブルを表示する show ipbgpコマンドの出力例を示します。これで、
自律システム 45000でネットワーク 172.17.1.0のエントリを確認できるようになりま
す。

BGP table version is 13, local router ID is 10.1.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,
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r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 172.17.1.0/24 192.168.1.1 0 0 45000 i

次に、この作業を上の図のルータ Aで設定した後で、ルータ Aの BGPネイバー
192.168.1.1への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する show ip bgp neighbors
コマンドの出力例を示します。

BGP neighbor is 192.168.1.1, remote AS 45000, external link
BGP version 4, remote router ID 172.17.1.99
BGP state = Established, up for 00:06:55
Last read 00:00:15, last write 00:00:15, hold time is 120, keepalive intervals
Configured hold time is 120,keepalive interval is 70 seconds, Minimum holdtims
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received (old & new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 1 2
Keepalives: 13 13
Route Refresh: 0 0
Total: 15 16

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 13, neighbor version 13/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 1 1 (Consumes 52 bytes)
Prefixes Total: 1 1
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 1
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
AS_PATH loop: n/a 1
Bestpath from this peer: 1 n/a
Total: 1 1

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Connections established 1; dropped 0
Last reset never

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Local host: 192.168.1.2, Local port: 179
Foreign host: 192.168.1.1, Foreign port: 37725
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x12F4F2C):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 14 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 13 8 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
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PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
iss: 165379618 snduna: 165379963 sndnxt: 165379963 sndwnd: 16040
irs: 3127821601 rcvnxt: 3127821993 rcvwnd: 15993 delrcvwnd: 391
SRTT: 254 ms, RTTO: 619 ms, RTV: 365 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 12 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: passive open, nagle, gen tcbs
IP Precedence value : 6
Datagrams (max data segment is 1460 bytes):
Rcvd: 20 (out of order: 0), with data: 15, total data bytes: 391
Sent: 22 (retransmit: 0, fastretransmit: 0, partialack: 0, Second Congestion: 04

トラブルシューティングのヒント

BGPルータ間の基本的なネットワーク接続性を確認するには、pingコマンドを使用します。

次の作業

VPNで BGPピアを使用している場合は、IPv4 VRFアドレスファミリ用に BGPピアを設定（
114ページ）に進みます。VPNで BGPピアを使用していない場合は、BGPピアのカスタマイ
ズ（45ページ）に進みます。

BGPルーティングプロセスと 4バイト自律システム番号を使用したピ
アの設定

4バイト自律システム（AS）番号を使用するASにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ピアが配置されているときに、BGPルーティングプロセスおよび BGPピアを設定するには、
この作業を実行します。ここで設定するアドレスファミリは、デフォルトの IPv4ユニキャス
トアドレスファミリで、設定は上の図（「シスコが採用している4バイト自律システム番号」
の項）のルータAで行われています。この作業にある4バイトAS番号は、デフォルトのasplain
（10進数値）形式にフォーマットされています。たとえば、上の図にあるルータBのAS番号
は 65538です。BGPピアとなりうるネイバールータすべてについて、必ず、この作業を実行
してください。

始める前に

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. 必要に応じて、手順 4を繰り返し、その他の BGPネイバーを定義します。
6. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
7. neighbor ip-address activate
8. 必要に応じて、手順 7を繰り返し、その他の BGPネイバーをアクティブ化します。
9. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
10. end
11. show ip bgp [network] [network-mask]
12. show ip bgp summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

Device(config)# router bgp 65538

指定された ASのネイバーの IPアドレスを、ロー
カルデバイスの IPv4マルチプロトコル BGPネイ
バーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、4バイト AS番号 65536は asplain
表記法で定義されています。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536

--必要に応じて、手順 4を繰り返し、その他の BGP
ネイバーを定義します。

ステップ 5

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、デバイスは IPv4
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目的コマンドまたはアクション

ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付ける Virtual
Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティン
グおよび転送）インスタンスの名前を指定しま

す。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルデバイスと交換できる

ようにします。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
activate

ステップ 7

--必要に応じて、手順 7を繰り返し、その他の BGP
ネイバーをアクティブ化します。

ステップ 8

（任意）このASにローカルとしてネットワークを
指定し、BGPルーティングテーブルに追加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 9

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0 内部プロトコルは networkコマンドを使用し

て、アップデートの送信先を決定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 11

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp 10.1.1.0

（任意）BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp summary

例

次の例は、上の図のルータ Bで実行された show ip bgpコマンドの出力ですが、ここ
にはルータAで 192.168.1.2にある BGPネイバーから学習されたネットワーク 10.1.1.0
に対する BGPルーティングテーブルエントリと、デフォルトの asplain形式で表した
4バイト AS番号 65536が表示されています。

RouterB# show ip bgp 10.1.1.0

BGP routing table entry for 10.1.1.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Advertised to update-groups:

2
65536
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (10.1.1.99)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best

次の例は、show ip bgp summaryコマンドの出力ですが、ここには、上の図のルータ
Bでこの作業を設定した後で、ルータ Aにある BGPネイバー 192.168.1.2の 4バイト
AS番号が 65536であることが表示されています。

RouterB# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 65538
BGP table version is 3, main routing table version 3
2 network entries using 234 bytes of memory
2 path entries using 104 bytes of memory
3/2 BGP path/bestpath attribute entries using 444 bytes of memory
1 BGP AS-PATH entries using 24 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 806 total bytes of memory
BGP activity 2/0 prefixes, 2/0 paths, scan interval 60 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Stated
192.168.1.2 4 65536 6 6 3 0 0 00:01:33 1

トラブルシューティングのヒント

BGPルータ間の基本的なネットワーク接続性を確認するには、pingコマンドを使用します。

4バイト自律システム番号で使用される出力および正規表現とのマッ
チング形式のデフォルトを変更

4バイト自律システム（AS）番号のデフォルト出力形式を asplain形式から asdot表記法形式に
変更するには、この作業を実行します。4バイト AS番号の出力形式の変化を表示するには、
show ip bgp summaryコマンドを使用します。
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手順の概要

1. enable
2. show ip bgp summary
3. configure terminal
4. router bgp autonomous-system-number
5. bgp asnotation dot
6. end
7. clear ip bgp *
8. show ip bgp summary
9. show ip bgp regexp regexp
10. configure terminal
11. router bgp autonomous-system-number
12. no bgp asnotation dot
13. end
14. clear ip bgp *

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

すべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
接続のステータスを表示します。

show ip bgp summary

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp summary

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

Device(config)# router bgp 65538

BGP 4バイト AS番号のデフォルト出力形式を
asplain（10進数値）からドット表記法に変更しま
す。

bgp asnotation dot

例：

Device(config-router)# bgp asnotation dot

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

4バイトAS番号は、asplain形式、または
asdot形式を使用して設定できます。この
コマンドの影響を受けるのは、showコマ
ンドの出力、または正規表現のマッチン

グだけです。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

現在の BGPセッションをすべてクリアし、リセッ
トします。

clear ip bgp *

例：

ステップ 7

•この例では、4バイト AS番号形式の変更がす
べての BGPセッションに反映されていることDevice# clear ip bgp *

を確認するために、ハードリセットが実行さ

れています。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp summary

ASパスの正規表現と一致するルートを表示しま
す。

show ip bgp regexp regexp

例：

ステップ 9

•この例では、4バイトの ASパスをマッチング
する正規表現は、asdot形式で設定されていま
す。

Device# show ip bgp regexp ^1\.0$

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 10

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 65538
•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

BGP 4バイト AS番号のデフォルト出力形式を
asplain（10進数値）にリセットします。

no bgp asnotation dot

例：

ステップ 12

4バイトAS番号は、asplain形式、または
asdot形式を使用して設定できます。この
コマンドの影響を受けるのは、showコマ
ンドの出力、または正規表現のマッチン

グだけです。

（注）
Device(config-router)# no bgp asnotation dot

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Device(config-router)# end

現在の BGPセッションをすべてクリアし、リセッ
トします。

clear ip bgp *

例：

ステップ 14

•この例では、4バイト AS番号形式の変更がす
べての BGPセッションに反映されていることDevice# clear ip bgp *

を確認するために、ハードリセットが実行さ

れています。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次の show ip bgp summaryコマンドの出力は、4バイト AS番号のデフォルト asplain
形式を示しています。ここで、asplain形式で表された 4バイト AS番号 65536および
65550に注意してください。

Router# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 65538
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Statd
192.168.1.2 4 65536 7 7 1 0 0 00:03:04 0
192.168.3.2 4 65550 4 4 1 0 0 00:00:15 0
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bgpasnotationdotコマンドの設定後（これに、現在のBGPセッションをすべてハード
リセットする clear ip bgp *コマンドが続きます）、出力は、次の show ip bgp summary
コマンドの出力に示すように、asdot表記法の形式に変換されます。asdot形式で表さ
れた 4バイト AS番号 1.0および 1.14に注意してください。これらは AS番号 65536と
65550を asdot変換したものです。

Router# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 1.2
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Statd
192.168.1.2 4 1.0 9 9 1 0 0 00:04:13 0
192.168.3.2 4 1.14 6 6 1 0 0 00:01:24 0

bgpasnotationdotコマンドの設定後（これに、現在のBGPセッションをすべてハード
リセットする clear ip bgp *コマンドが続きます）、4バイトの ASパスで使用される
正規表現とのマッチング形式は asdot表記法の形式に変更されます。4バイト AS番号
は、asplain形式または asdot形式のいずれかを使用して、正規表現で設定できますが、
現在のデフォルト形式を使用して設定された 4バイト AS番号だけがマッチングされ
ます。下の先頭の例では、show ip bgp regexpコマンドは、asplain形式で表された 4バ
イト AS番号を使って設定されています。現在のデフォルト形式は asdot形式なので
マッチングは失敗し、何も出力されません。asdot形式を使用した 2番目の例では、
マッチングは成功し、4バイトの ASパスに関する情報が asdot表記法を使って表示さ
れます。

このasdot表記法で使用されているピリオドは、シスコの正規表現では特殊文字です。
特殊な意味を取り除くには、ピリオドの前にバックスラッシュをつけます。

（注）

Router# show ip bgp regexp ^65536$

Router# show ip bgp regexp ^1\.0$

BGP table version is 2, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 1.0 i

IPv4 VRFアドレスファミリ用に BGPピアを設定
VPN内に存在するため IPv4 VRF情報を交換しなければならない 2つの IPv4ルータ（ピア）の
間に BGPを設定するには、次の作業を任意で実行します。ここで設定するアドレスファミリ
は IPv4 VRFアドレスファミリで、設定は下の図のルータ Bで自律システム 50000のルータ E
にあるネイバー 192.168.3.2を使って行われています。BGP IPv4 VRFアドレスファミリピア
となりうるネイバールータすべてについて、必ず、この作業を実行してください。
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この作業は、VPNルーティングに必要な設定をすべて示しているわけではありません。完全な
設定サンプル、および4バイト自律システム番号を使用する、ルートターゲットを使ったVRF
の作成方法を示した設定サンプルについては、を参照してください。

図 12 : IPv4 VRFアドレスファミリ用 BGPトポロジ

始める前に

この作業を実行する前に、BGPルーティングプロセスの設定（33ページ）の作業を実行しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. route-target {import | export | both} route-target-ext-community
6. exit
7. router bgp autonomous-system-number
8. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
9. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
10. neighbor {ip-address | peer-group-name}maximum-prefix maximum [threshold] [restart

restart-interval] [warning-only]
11. neighbor ip-address activate
12. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコン
フィギュレーションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。Router(config)# ip vrf vpn1

ルーティングテーブル、およびフォワーディング

テーブルを作成し、VPN用のデフォルトルート識
別子を指定します。

rd route-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 45000:5

ステップ 4

•一意のVPN IPv4プレフィックスを作成するた
めに、IPv4プレフィックスに 8バイト値を追
加するには、route-distinguisher引数を使用しま
す。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target {import | export | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target both 45000:100

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

•インポートおよびエクスポートルーティング
情報の両方をターゲットVPN拡張コミュニティ
にインポートするには、bothキーワードを使
用します。

•ルートターゲット拡張コミュニティ属性をVRF
のインポート、エクスポート、または両方（イ

ンポートとエクスポート）のルートターゲッ

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
116

基本 BGPネットワークの設定

IPv4 VRFアドレスファミリ用に BGPピアを設定



目的コマンドまたはアクション

ト拡張コミュニティリストに追加するには、

route-target-ext-community引数を使用します。

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 6

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Router(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 8

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デRouter(config-router)# address-family ipv4 vrf

vpn1
フォルトでは、address-family ipv4コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 45000

ネイバーから受信できるプレフィックスの数を制御

します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
maximum-prefix maximum [threshold] [restart
restart-interval] [warning-only]

ステップ 10

•特定のネイバーから受信できるプレフィックス
数の最大値を指定するには、maximum引数を例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
maximum-prefix 10000 warning-only

使用します。設定可能なプレフィックス数は、

ルータ上の使用可能なシステムリソースのみ

によって制限されます。
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目的コマンドまたはアクション

•プレフィックスの上限をパーセント単位で表し
た整数を指定するには、threshold引数を使用
します。この上限に達すると、ルータは警告

メッセージの生成を開始します。

•プレフィックスの上限を超えた場合に、ピアリ
ングセッションを終了する代わりに、ログメッ

セージを生成するようにルータを設定するに

は、warning-onlyキーワードを使用します。

このネイバーをイネーブルにして、IPv4 VRFアド
レスファミリのプレフィックスをローカルルータ

と交換します。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
activate

ステップ 11

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 12

Router(config-router-af)# end

トラブルシューティングのヒント

BGPルータ間の基本的なネットワーク接続を検証するにはpingコマンドを使用します。また、
VRFインスタンスが作成されたことを確認するには show ip vrfコマンドを使用します。

BGPピアのカスタマイズ
BGPピアをカスタマイズするには、次の作業を実行します。この作業の手順の多くは任意です
が、ネイバーとアドレスファミリコンフィギュレーションコマンドの関係がどのように機能

しているかを示しています。IPv4マルチキャストアドレスファミリの例を使用すると、IPv4
マルチキャストアドレスファミリを設定する前に、ネイバーアドレスファミリに依存しない

コマンドが設定されます。その後、アドレスファミリに依存するコマンドが設定され、exit
address-familyコマンドが表示されます。任意の手順は、ネイバーを無効にする方法を示して
います。

下の図では、この作業のコンフィギュレーションがルータBで行われます。2つのデバイスの
間で BGPプロセスを完全に実現するには、たとえば、ルータ Eで IPアドレスを適宜、変更し
てこのコンフィギュレーションを繰り返す必要があります。
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図 13 : BGPピアトポロジ

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} description text
7. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
8. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
10. neighbor {ip-address | peer-group-name} advertisement-interval seconds
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} default-originate [route-map map-name]
12. exit-address-family
13. neighbor {ip-address | peer-group-name} shutdown
14. end
15. show ip bgp ipv4 multicast [command]
16. show ip bgp neighbors [neighbor-address] [received-routes | routes | advertised-routes | paths

regexp | dampened-routes | received prefix-filter]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Device(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

（任意）テキストによる説明を指定されたネイバー

と関連付けます。

neighbor {ip-address | peer-group-name} description
text

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
description finance
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 7

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
multicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、デバイスは IPv4
ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 8

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
activate

（任意）BGPルーティングアップデートの最小送
信間隔を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
advertisement-interval seconds

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
advertisement-interval 25

（任意）デフォルトルートとして使用するために、

BGPスピーカー（ローカルデバイス）がデフォル
neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [route-map map-name]

例：

ステップ 11

トルート 0.0.0.0をピアに送信することを許可しま
す。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
default-originate
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 12

（任意）BGPピア、またはピアグループを無効に
します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} shutdown

例：

ステップ 13

この手順を実行すると、ネイバーが無効

化されるため、この後の showコマンドを
使った手順をいずれも実行できなくなり

ます。

（注）
Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
shutdown

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 14

Device(config-router)# end

（任意）IPv4マルチキャストデータベース関連情
報を表示します。

show ip bgp ipv4 multicast [command]

例：

ステップ 15

•サポートされているマルチプロトコル BGPコ
マンドがあれば、command引数を使用して指Device# show ip bgp ipv4 multicast

定します。サポートされているコマンドを表示

するには、CLIで ?プロンプトを使用します。

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]
[received-routes | routes | advertised-routes | paths
regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

ステップ 16

例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

例

次に、この作業を上の図のルータBおよびルータEで設定した後で、ルータBのBGP
IPv4マルチキャスト情報を表示する show ip bgp ipv4 multicastコマンドの出力例を示
します。IPv4マルチキャストアドレスファミリで設定された各デバイスに対してロー
カルなネットワークは、出力テーブルに表示されます。

BGP table version is 3, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
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*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 50000 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

次は、ネイバー 192.168.3.2に対する show ip bgp neighborsコマンドからの出力例の一
部分ですが、これにはこのネイバーに関する一般的なBGP情報と、具体的なBGPIPv4
マルチキャストアドレスファミリ情報が表示されます。このコマンドは、上の図の

ルータ Bとルータ Eでこの作業を設定した後、ルータ Bで入力されたものです。

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Description: finance
BGP version 4, remote router ID 10.2.2.99
BGP state = Established, up for 01:48:27
Last read 00:00:26, last write 00:00:26, hold time is 120, keepalive intervals
Configured hold time is 120,keepalive interval is 70 seconds, Minimum holdtims
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received (old & new)
Address family IPv4 Unicast: advertised
Address family IPv4 Multicast: advertised and received

!
For address family: IPv4 Multicast
BGP table version 3, neighbor version 3/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member
Uses NEXT_HOP attribute for MBGP NLRIs

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 1 1 (Consumes 48 bytes)
Prefixes Total: 1 1
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 1
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Bestpath from this peer: 1 n/a
Total: 1 0

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Minimum time between advertisement runs is 25 seconds
Connections established 8; dropped 7
Last reset 01:48:54, due to User reset

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Local host: 192.168.3.1, Local port: 13172
Foreign host: 192.168.3.2, Foreign port: 179
!

再配布を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの削除
小規模な BGPネットワークであっても、BGP CLIコンフィギュレーションは非常に複雑にな
ることがあります。すべての CLIコンフィギュレーションを削除する必要がある場合は、CLI
を削除することで生じるあらゆる影響を考慮する必要があります。現在の実行コンフィギュ

レーションを分析し、現在の BGPネイバー関係、アドレスファミリの考慮事項、その他の設
定済みルーティングプロトコルを判断します。BGPCLIコマンドの多くは、CLIコンフィギュ
レーションのその他の部分に影響を与えています。
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EIGRPへの BGPルートの再配布で使用されている BGPコンフィギュレーションコマンドを
すべて削除するには、この作業を実行します。ルートマップをパラメータのマッチングや設

定、再配布ルートのフィルタに使用して、これらのルートが EIGRPによりアドバタイズされ
るときに、ルーティングループが発生しないようにすることができます。BGPコンフィギュ
レーションコマンドを削除する場合は、必ず、関連するコマンドをすべて削除、または無効に

してください。この例では、route-mapコマンドを省略しても、再配布は行われ、ルートマッ
プのフィルタリングが取り除かれているために、予期しない結果となる可能性があります。

redistributeコマンドだけを省略すると、ルートマップは適用されませんが、実行コンフィギュ
レーションに未使用コマンドが残ります。

BGP CLIの削除の詳細については、「Cisco BGP概要」モジュールの「BGP CLI削除の考慮事
項」の概念を参照してください。

CLIを削除する前と後の再配布コンフィギュレーションの表示については、「例：再配布の例
を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの削除」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no route-map map-name
4. router eigrp autonomous-system-number
5. no redistribute protocol [as-number]
6. end
7. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

実行コンフィギュレーションからルートマップを削

除します。

no route-map map-name

例：

ステップ 3

•この例では、bgp-to-eigrpというルートマップ
がコンフィギュレーションから削除されていま

す。

Device(config)# no route-map bgp-to-eigrp
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router eigrp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config)# router eigrp 100

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへのルートの再配布をディセーブルにしま

す。

no redistribute protocol [as-number]

例：

Device(config-router)# no redistribute bgp 45000

ステップ 5

•この例では、EIGRPルーティングプロセスへの
BGPルートの再配布のコンフィギュレーション
が、実行コンフィギュレーションから削除され

ています。

オリジナルの redistributeコマンドコン
フィギュレーションにルートマップが含

まれていた場合は、この作業例の手順3に
あるとおり、route-mapコマンドコンフィ
ギュレーションを必ず削除してください。

（注）

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）ルータの現在の実行コンフィギュレーショ

ンを表示します。

show running-config

例：

ステップ 7

•このコマンドは、ルータコンフィギュレーショ
ンから、redistributeおよび route-mapコマンドDevice# show running-config

が削除されたことを確認するために使用しま

す。

基本的な BGPのモニタリングとメンテナンス
ここでは、基本的な BGPプロセスとピア関係についての情報のリセットおよび表示に関する
作業を説明します。BGPネイバーになるように定義された 2つのルータは、BGP接続を形成
し、ルーティング情報を交換します。その後、BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、タイ
マーなどを変更したり、何らかのコンフィギュレーション変更を行ったりした場合、コンフィ
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ギュレーションの変更を有効にするために、BGP接続のリセットが必要になることがありま
す。

ルートリフレッシュ機能が失われたときのインバウンドソフト再構成を設定

ルートリフレッシュ機能をサポートしていない BGPピアに対して、bgp soft-reconfig-backup
コマンドを使用してインバウンドソフト再構成を設定するには、この作業を実行します。この

コマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能をサポートしている BGPピアは影響されま
せん。インバウンド更新情報を格納するためのメモリ要件は非常に大きくなる可能性があるこ

とに注意してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp log-neighbor-changes
5. bgp soft-reconfig-backup
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} soft-reconfiguration [inbound]
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
9. インバウンドソフト再構成を使用して設定される各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返

します。

10. exit
11. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
12. set ip next-hop ip-address
13. end
14. show ip bgp neighbors [neighbor-address]
15. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 45000

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピ

アに対して、インバウンドソフトウェア再構成を

実行するように、BGPスピーカーを設定します。

bgp soft-reconfig-backup

例：

Device(config-router)# bgp soft-reconfig-backup

ステップ 5

•このコマンドは、ルートリフレッシュ機能を
サポートしていないピアに対して、インバウン

ドソフトウェア再構成を実行するように、BGP
スピーカーを設定するために使用します。この

コマンドの設定により、必要な場合にだけ、

アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコ
マンドを設定しても、ルートリフレッシュ機

能をサポートしているピアは影響されません。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

アップデートの格納を開始するように、シスコソ

フトウェアを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
soft-reconfiguration [inbound]

例：

ステップ 7

•このネイバーから受信されるすべてのアップ
デートは、着信ポリシーを無視してそのまま格

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
soft-reconfiguration inbound 納されます。着信ソフト再設定が後で行われる

ときは、格納されている情報を使用して新しい

着信アップデートのセットが生成されます。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが着信ルートに適用されます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
route-map LOCAL in

－インバウンドソフト再構成を使用して設定される

各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返します。
ステップ 9

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
127

基本 BGPネットワークの設定

ルートリフレッシュ機能が失われたときのインバウンドソフト再構成を設定



目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 11

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map LOCAL permit 10

ポリシールーティング用のルートマップの match
句を満たしたパケットの送出先を指定します。

set ip next-hop ip-address

例：

ステップ 12

•この例では、IPアドレスは 192.168.1.144に設
定されています。

Device(config-route-map)# set ip next-hop
192.168.1.144

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]

例：

ステップ 14

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 15

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp

例

次に、BGPネイバー 192.168.2.1への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされています。
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BGP neighbor is 192.168.1.2, remote AS 40000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)

次に、BGPネイバー 192.168.3.2への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされておらず、インバウンドポリシーアップデートを更新する

方法が他にはないため、BGPピア 192.168.3.2の soft-reconfig inboundパスが保存されま
す。

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised

次の show ip bgpコマンドの出力例には、ネットワーク 172.17.1.0のエントリがありま
す。BGPピアは両方とも 172.17.1.0/24をアドバタイズしていますが、192.168.3.2につ
いては、received-onlyパスだけが格納されます。

BGP routing table entry for 172.17.1.0/24, version 11
Paths: (3 available, best #3, table Default-IP-Routing-Table, RIB-failure(4))
Flag: 0x820
Advertised to update-groups:

1
50000
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external

50000, (received-only)
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external

40000
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (172.16.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external, best

基本 BGP情報のリセットと表示

基本 BGPプロセスとピア関係に関する情報をリセットおよび表示するには、この作業を実行
します。

手順の概要

1. enable
2. clear ip bgp {* | autonomous-system-number | neighbor-address} [soft [in | out] ]
3. show ip bgp [network-address] [network-mask] [longer-prefixes] [prefix-list prefix-list-name |

route-map route-map-name] [shorter prefixes mask-length]
4. show ip bgp neighbors [neighbor-address] [received-routes | routes | advertised-routes | paths

regexp | dampened-routes | received prefix-filter]
5. show ip bgp paths
6. show ip bgp summary
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BGPネイバーセッションをクリアし、リセットしま
す。

clear ip bgp {* | autonomous-system-number |
neighbor-address} [soft [in | out] ]

例：

ステップ 2

•この例では、BGPネイバーセッションはすべて
クリアされ、リセットされます。

Device# clear ip bgp *

BGPルーティングテーブル内のすべてのエントリを
表示します。

show ip bgp [network-address] [network-mask]
[longer-prefixes] [prefix-list prefix-list-name | route-map
route-map-name] [shorter prefixes mask-length]

ステップ 3

•この例では、10.1.1.0ネットワークの BGPルー
ティングテーブル情報が表示されます。例：

Device# show ip bgp 10.1.1.0 255.255.255.0

ネイバーへの TCP接続および BGP接続についての
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]
[received-routes | routes | advertised-routes | paths
regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

ステップ 4

•この例では、デバイスから他のデバイスのBGP
ネイバー 192.168.3.2にアドバタイズされたルー
トが表示されます。

例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2
advertised-routes

データベース内のすべてのBGPパスに関する情報を
表示します。

show ip bgp paths

例：

ステップ 5

Device# show ip bgp paths

すべてのBGP接続のステータスに関する情報を表示
します。

show ip bgp summary

例：

ステップ 6

Device# show ip bgp summary

BGPを使用したルートプレフィックスの集約
BGPピアは、ローカルネットワークに関する情報を交換しますが、このために、BGPルーティ
ングテーブルはすぐに巨大になります。CIDRは、ルーティングテーブルのサイズを最小限に
抑えるため、集約ルート（スーパーネット）の作成を可能にします。BGPルーティングテー
ブルが小さければ小さいほど、ネットワークのコンバージェンス時間が短縮され、ネットワー

クのパフォーマンスが高まります。集約されたルートは、BGPを使用して、設定およびアドバ
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タイズできます。集約の中には、サマリールートだけをアドバタイズするものもありますが、

別の方法を使ってルートを集約すると、より具体的なルートが転送できるようになります。集

約は、BGPルーティングテーブルに存在するルートだけに適用されます。集約されたルート
は、BGPルーティングテーブルに具体的な集約ルートが少なくともあと 1つ存在する場合に
転送されます。BGP内でルートを集約するには、次の作業のいずれかを行います。

BGPへのスタティック集約ルートの再配布

スタティック集約ルートを BPGに再配布するには、この作業を使用します。スタティック集
約ルートは設定後、BGPルーティングテーブルに再配布されます。スタティックルートは、
インターフェイスヌル0をポイントするように設定する必要があります。また、プレフィック
スは、既知の BGPルートのスーパーセットでなければなりません。BGPパケットを受信した
デバイスは、より具体的な BGPルートを使用します。BGPルーティングテーブルにルートが
ない場合、パケットはヌル 0に転送され、廃棄されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip route prefix mask {ip-address | interface-type interface-number [ip-address]} [distance] [name]

[permanent | track number] [tag tag]
4. router bgp autonomous-system-number
5. redistribute static
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スタティックルートを作成します。ip route prefix mask {ip-address | interface-type
interface-number [ip-address]} [distance] [name]
[permanent | track number] [tag tag]

ステップ 3

例：

Device(config)# ip route 172.0.0.0 255.0.0.0 null
0
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングテーブルにルートを再配布しま
す。

redistribute static

例：

ステップ 5

Device(config-router)# redistribute static

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

BGPを使用した条件付き集約ルートの設定

少なくとも 1つのルートが指定された範囲に含まれる場合、この作業を使用して、BGPルー
ティングテーブルに集約ルートエントリを作成します。集約ルートは、このユーザの自律シ

ステムから始まるものとしてアドバタイズされます。詳細については、「BGPルート集約の
AS_SET情報生成」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. aggregate-address address mask [as-set]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPルーティングテーブルに集約エントリを作成し
ます。

aggregate-address address mask [as-set]

例：

ステップ 4

•指定されたルートは、BGPテーブル内に存在す
る必要があります。

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 as-set

•指定された範囲に含まれる、より詳しい BGP
ルートがある場合は、キーワードを指定せずに

aggregate-addressコマンドを使用して、集約エ
ントリを作成します。

•このルートについてアドバタイズされるパスが
AS_SETであることを指定するには、as-setキー
ワードを使用します。このルートは、集約され

たルートの到達可能性情報が変更されるたびに

取り消され、アップデートされるため、多数の

パスを集約するときには、as-setキーワードは
使用しないでください。

この例では、一部の構文だけが使用されて

います。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

BGPを使用した集約ルートのアドバタイズメントの抑制および抑制解除

集約ルートを作成し、BGPを使用してルートのアドバタイズメントを抑制して、その後、ルー
トのアドバタイズの抑制を解除するには、この作業を使用します。抑制されているルートはい

かなるネイバーにもアドバタイズされませんが、特定のネイバーに対してすでに抑制されてい

るルートの抑制を解除することはできます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
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4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. 次のいずれかを実行します。

• aggregate-address address mask [summary-only]
• aggregate-address address mask [suppress-map map-name]

6. neighbor {ip-address | peer-group-name} unsuppress-map map-name
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

集約ルートを作成します。次のいずれかを実行します。ステップ 5

• aggregate-address address mask [summary-only] •集約ルート（たとえば、10.*.*.*）を作成し、す
べてのネイバーに対するより具体的なルートの• aggregate-address address mask [suppress-map

map-name] アドバタイズメントを抑制するには、オプショ

ンの summary-onlyキーワードを使用します。例：

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 summary-only

•集約ルートを作成するが、指定されたルートの
アドバタイズメントを抑制するには、オプショ

ンの suppress-mapキーワードを使用します。抑
例：

制されたルートは、いかなるネイバーにもアド

Device(config-router)# aggregate-address 172.0.0.0
255.0.0.0 suppress-map map1

バタイズされません。ルートマップのmatch句
を使用して、集約のより具体的な一部のルート

を選択的に抑制し、他のルートを抑制しないで

おくことができます。IPアクセスリストと自律
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目的コマンドまたはアクション

システムパスアクセスリストの match句がサ
ポートされています。

この例では、一部の構文だけが使用されて

います。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

（任意）aggregate-addressコマンドにより、すでに
抑制されているルートを選択的にアドバタイズしま

す。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
unsuppress-map map-name

例：

ステップ 6

•この例では、ステップ 5ですでに抑制されてい
るルートが、ネイバー 192.168.1.2にアドバタイ
ズされます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
unsuppress map1

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

BGPを使用した非アクティブなルートアドバタイズメントの抑制

BGPにより、非アクティブなルートのアドバタイズメントを抑制するには、この作業を実行し
ます。Cisco IOSRelease 12.2(25)S、12.2(33)SXH、および 15.0(1)Mでは、BGPピアに非アクティ
ブなルートをアドバタイズしないようにBGPを設定するための bgp suppress-inactiveコマンド
が導入されました。BGPルーティングプロセスは、デフォルトで、RIBにインストールされ
ていないルートを BGPピアにアドバタイズできます。RIBにインストールされていないルー
トは非アクティブなルートです。非アクティブなルートのアドバタイズメントは、たとえば、

共通のルート集約を通じてルートがアドバタイズされた場合に行われます。

非アクティブなルートのアドバタイズメントを抑制して、より整合性の取れたデータフォワー

ディングを行うことができます。この機能は、IPv4アドレスファミリごとに設定できます。
たとえば、maximumroutesグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、VRFで
設定できるルート数の最大値を指定するときに、この上限を超えた後、非アクティブなルート

が VRFで使用されるのを防ぐために、このようなルートのアドバタイズメントを抑制するこ
ともできます。

始める前に

この作業は、BGPがイネーブルにされ、ピアリングが確立されていることを前提にしていま
す。
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非アクティブルートの抑制を設定できるのは、IPv4アドレスファミリ、またはデフォルトの
IPv4汎用セッションの下だけです。

>

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
5. bgp suppress-inactive
6. end
7. show ip bgp rib-failure

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

アドレスファミリ固有のコンフィギュレーションを

使用するようにBGPピアを設定するために、アドレ
address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 4

スファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

Router(config-router)# address-family ipv4 unicast
•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

非アクティブなルートのBGPアドバタイジングを抑
制します。

bgp suppress-inactive

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# bgp suppress-inactive
•デフォルトの設定では、BGPは非アクティブな
ルートをアドバタイズします。

•非アクティブルートのアドバタイズメントを再
度有効にするには、このコマンドの no形式を
入力します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Router(config-router-af)# end

（任意）RIBにインストールされていないBGPルー
トを表示します。

show ip bgp rib-failure

例：

ステップ 7

Router# show ip bgp rib-failure

例

次の例に示す show ip bgp rib-failureコマンドの出力には、RIBにインストールされて
いないルートが表示されています。この出力からは、表示されたルートがインストー

ルされなかったのは、より都合のよいアドミニストレーティブディスタンスのルート

がすでに RIBに存在していたからであることがわかります。

Router# show ip bgp rib-failure

Network Next Hop RIB-failure RIB-NH Matches
10.1.15.0/24 10.1.35.5 Higher admin distance n/a
10.1.16.0/24 10.1.15.1 Higher admin distance n/a

BGPルートの条件付きアドバタイズ

選択した BGPルートを条件付きでアドバタイズするには、この作業を実行します。条件付き
でアドバタイズされるルートまたはプレフィックスは、アドバタイズマップと存在マップまた

は非存在マップの2つのルートマップで定義されます。存在マップまたは不在マップと関連付
けられているルートマップは、BGPスピーカーが追跡するプレフィックスを指定します。ア
ドバタイズマップと関連付けられているルートマップは、条件が満たされたときに、指定さ

れたネイバーにアドバタイズされるプレフィックスを指定します。

•プレフィックスが存在マップにあることが BGPスピーカーにより判明した場合、アドバ
タイズマップで指定されたプレフィックスがアドバタイズされます。

•プレフィックスが非存在マップにないことが BGPスピーカーにより判明した場合、アド
バタイズマップで指定されたプレフィックスがアドバタイズされます。
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条件が満たされない場合、ルートは取り消され、条件付きアドバタイズメントは行われませ

ん。条件付きアドバタイズメントを行うには、ダイナミックにアドバタイズされるルート、ま

たはアドバタイズされないルートがすべて BGPルーティングテーブルに存在する必要があり
ます。これらのルートは、アクセスリストから、または IPプレフィックスリストから参照さ
れます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address advertise-map map-name {exist-map map-name | non-exist-map

map-name}
6. exit
7. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
8. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
9. exit
10. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
11. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
12. exit
13. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
14. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
15. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address advertise-map map-name
{exist-map map-name | non-exist-map map-name}

例：

ステップ 5

•この例では、存在マップ（map2という名前付
きルートマップ）の ACLと一致するプレ

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
advertise-map map1 exist-map map2

フィックス（192.168.50.0）がローカル BGP
テーブルにある場合に限り、アドバタイズマッ

プ（map1という名前付きルートマップ）の
ACLと一致するプレフィックス（172.17.0.0）
がネイバーにアドバタイズされます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 7

•この例では、map1という名前のルートマップ
が作成されます。

Device(config)# route-map map1 permit 10

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 8

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、アクセスリス
ト1で許可されているプレフィックスとマッチ
ングされます。

Device(config-route-map)# match ip address 1

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# route-map map2 permit 10
•この例では、map2という名前のルートマップ
が作成されます。

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 11

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、アクセスリス
ト2で許可されているプレフィックスとマッチ
ングされます。

Device(config-route-map)# match ip address 2

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 12

標準アクセスリストを設定します。access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

ステップ 13

•この例では、アクセスリスト 1で、neighbor
advertise-mapコマンドによって設定された他例：

の条件に応じて、172.17.0.0プレフィックスの
アドバタイズが許可されます。

Device(config)# access-list 1 permit 172.17.0.0

標準アクセスリストを設定します。access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

ステップ 14

•この例では、192.168.50.0が exist-mapのプレ
フィックスになるように、アクセスリスト 2
が認可を与えます。

例：

Device(config)# access-list 2 permit 192.168.50.0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 15

Device(config)# exit

BGPルートの開始
ルート集約は BGPテーブルのサイズを最小化するには便利ですが、BGPテーブルに特定のプ
レフィックスを追加する必要が生じることがあります。ルート集約では、特定のプレフィック

スをさらに非表示にすることができます。「BGPルーティングプロセスの設定」の項で示さ
れているnetworkコマンドを使用して、ルートを開始し、次のオプション作業によってさまざ
まな状況に対応した BGPテーブルへの BGPルートを開始します。
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BGPを使用したデフォルトルートのアドバタイジング

BGPピアへのデフォルトルートをアドバタイズするには、次の作業を実行します。デフォル
トルートはローカルに開始されます。デフォルトルートは、コンフィギュレーションを簡素

化する場合やデバイスでシステムリソースが過剰に使用されないようにする場合に便利です。

デバイスがインターネットサービスプロバイダー（ISP）のピアである場合、ISPは完全なルー
ティングテーブルを持っているため、ISPネットワークへのデフォルトルートを設定しておく
と、ローカルデバイスのリソースが節約されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network / length | permit network / length} [ge

ge-value] [le le-value]
4. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
5. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
6. exit
7. router bgp autonomous-system-number
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} default-originate [route-map map-name]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPプレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network /
length | permit network / length} [ge ge-value] [le le-value]

ステップ 3

•この例では、プレフィックスリスト DEFAULT
は、match ip addressコマンドによって設定さ例：

れたマッチングに応じて、10.1.1.0/24プレフィッ
クスのアドバタイズを許可します。

Device(config)# ip prefix-list DEFAULT permit
10.1.1.0/24

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 4

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
141

基本 BGPネットワークの設定

BGPを使用したデフォルトルートのアドバタイジング



目的コマンドまたはアクション

Device(config)# route-map ROUTE
•この例では、ROUTEという名前のルートマッ
プが作成されます。

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプレ

フィックスと一致するルートマップを作成します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 5

•この例では、ルートマップは、プレフィックス
リスト DEFAULTで許可されているプレフィッ
クスとマッチングされます。

例：

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list DEFAULT

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Device(config)# router bgp 40000

（任意）デフォルトルートとして使用するために、

BGPスピーカー（ローカルデバイス）がデフォルト
ルート0.0.0.0をピアに送信することを許可します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [route-map map-name]

例：

ステップ 8

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
default-originate

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

トラブルシューティングのヒント

デフォルトルートが設定されていることを確認するには、ローカルルータではなく受信側BGP
ピアで show ip routeコマンドを使用します。この出力で、次に類似した行にデフォルトルー
ト 0.0.0.0が表示されていることを確認します。

B* 0.0.0.0/0 [20/0] via 192.168.1.2, 00:03:10

BGPルートの条件付き挿入

標準のルート集約を通じて選択された具体性にかけるプレフィックスではなく、より具体的な

プレフィックスを BGPルーティングテーブルに挿入するには、この作業を実行します。より
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具体的なプレフィックスを使用すると、集約されたルートを使う場合よりも、よりきめ細かな

トラフィックエンジニアリングや管理制御を行うことができます。詳細については、「条件付

き BGPルートの挿入」の項を参照してください。

始める前に

この作業は、BGPピアに対して、IGPがすでに設定されていることを前提にしています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp inject-map inject-map-name exist-map exist-map-name [copy-attributes]
5. exit
6. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
7. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
8. match ip route-source {access-list-number | access-list-name} [access-list-number...|

access-list-name...]
9. exit
10. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
11. set ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
12. set community {community-number [additive] [well-known-community] | none}
13. exit
14. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]
15. 作成される各プレフィックスリストについて、ステップ 14を繰り返します。
16. exit
17. show ip bgp injected-paths

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 40000

条件付きルート挿入のために、挿入マップと存在

マップを指定します。

bgp inject-map inject-map-name exist-map
exist-map-name [copy-attributes]

例：

ステップ 4

•挿入したルートが集約ルートの属性を継承する
ことを指定するには、copy-attributesキーワー
ドを使用します。

Router(config-router)# bgp inject-map ORIGINATE
exist-map LEARNED_PATH

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 5

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 6

Router(config)# route-map LEARNED_PATH permit 10

より具体的なルートの挿入先となる集約ルートを指

定します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 7

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト SOURCEが使用されていま
す。

例：

Router(config-route-map)# match ip address
prefix-list SOURCE

ルートのソースを再配布するための一致条件を指定

します。

match ip route-source {access-list-number |
access-list-name} [access-list-number...|
access-list-name...]

ステップ 8

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト ROUTE_SOURCEが使用さ
れています。

例：

Router(config-route-map)# match ip route-source
prefix-list ROUTE_SOURCE

ルートソースは、neighbor remote-asコ
マンドで設定されたネイバーアドレスで

す。条件付きルート挿入が行われるよう

にするには、トラッキングされるプレ

フィックスはこのネイバーから来たもの

でなければなりません。

（注）

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
144

基本 BGPネットワークの設定

BGPルートの条件付き挿入



目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 9

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 10

Router(config)# route-map ORIGINATE permit 10

挿入されるルートを指定します。set ip address {access-list-number [access-list-number...
| access-list-name...] | access-list-name

ステップ 11

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト originated_routesが使用され
ています。

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name...]}

例：

Router(config-route-map)# set ip address
prefix-list ORIGINATED_ROUTES

挿入されたルートの BGPコミュニティ属性を設定
します。

set community {community-number [additive]
[well-known-community] | none}

例：

ステップ 12

Router(config-route-map)# set community 14616:555
additive

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 13

プレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value]
[le le-value]

ステップ 14

•この例では、プレフィックスリスト SOURCE
は、ネットワーク 10.1.1.0/24からのルートを
許可するように設定されています。例：

Router(config)# ip prefix-list SOURCE permit
10.1.1.0/24

--作成される各プレフィックスリストについて、ス

テップ 14を繰り返します。
ステップ 15

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 16

Router(config)# exit
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目的コマンドまたはアクション

（任意）挿入されたパスに関する情報を表示しま

す。

show ip bgp injected-paths

例：

ステップ 17

Router# show ip bgp injected-paths

例

次の出力例は、show ip bgp injected-pathsコマンドを入力したときに表示される出力
に類似しています。

Router# show ip bgp injected-paths

BGP table version is 11, local router ID is 10.0.0.1
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i -
internal
Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 172.16.0.0 10.0.0.2 0 ?
*> 172.17.0.0/16 10.0.0.2 0 ?

トラブルシューティングのヒント

BGP条件付きルート挿入は、あまり具体的ではないプレフィックスがある場合に行われる、
BGPルーティングテーブルへのより具体的なプレフィックスの挿入に基づいています。条件
付きルート挿入が適切に行われない場合は、次の点を確認してください。

•条件付きルート挿入は設定されているが、行われないという場合は、BGPルーティング
テーブルに集約プレフィックスが存在することを確認します。BGPルーティングテーブ
ルにトラッキングされたプレフィックスが存在するかしないかは、show ip bgpコマンド
で確認できます。

•集約プレフィックスは存在するが、条件付きルート挿入は行われないという場合は、集約
プレフィックスが正しいネイバーから来ていること、およびこのネイバーを識別するプレ

フィックスリストが /32一致であることを確認します。

• show ip bgp injected-pathsコマンドを使用して、より具体的なプレフィックスが挿入され
たかどうかを確認します。

•挿入されるプレフィックスが、集約プレフィックスの範囲から外れていないことを確認し
ます。

•挿入ルートマップが、match ip addressコマンドではなく、set ip addressコマンドを使用
して設定されていることを確認します。
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バックドアルートを使用した BGPルートの開始

バックドアルートを使用して到達可能なネットワークを示すには、この作業を実行します。

バックドアネットワークはローカルネットワークと同様に扱われますが、アドバタイズされ

ません。詳細については、「BGPバックドアルート」の項を参照してください。

始める前に

この作業は、BGPピアに対して、IGP（この例ではEIGRP）がすでに設定されていることを前
提にしています。この設定は「BGPバックドアルート」の項にあるのルータBで行われます。
また、BGPピアはルータ Dです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. network ip-address backdoor
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、ピアに指定されている自律システ
ム番号はステップ 3で指定された番号と同じで
あるため、このピアは内部ピアです。

Device(config-router)# neighbor 172.22.1.2
remote-as 45000
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目的コマンドまたはアクション

バックドアルートを通じて到達可能なネットワーク

を示します。

network ip-address backdoor

例：

ステップ 5

Device(config-router)# network 172.21.1.0 backdoor

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

BGPピアグループの設定
この作業では、BGPピアグループの設定方法を説明します。BGPスピーカーでは、多数のネ
イバーが同じアップデートポリシー（つまり、同じアウトバウンドルートマップ、配布リス

ト、フィルタリスト、アップデートソースなど）を使って設定されていることがよくありま

す。同じアップデートポリシーを持つネイバーは、コンフィギュレーションを簡素化するた

め、またさらに重要なことには、アップデートをより効率化するために、ピアグループにグ

ループ化されます。多数のピアがある場合、このアプローチを強く推奨します。

次の作業で説明されている、BGPピアグループを設定するための 3つの手順は次のとおりで
す。

•ピアグループを作成する

•ピアグループへオプションに割り当てる

•ピアグループのメンバをネイバーにする

neighbor shutdownルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、コンフィギュレー
ション情報を削除せずに、BGPピア、またはピアグループを削除することができます。

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
148

基本 BGPネットワークの設定

BGPピアグループの設定



6. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
7. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
8. neighbor peer-group-name activate
9. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor fingroup
peer-group

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコルBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
peer-group fingroup

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# address-family ipv4
multicast

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。これがデフォル

トです。

•キーワードmulticastは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスが交換されることを

表します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数は、IPv4
VRFインスタンス情報が交換されることを示
します。

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor peer-group-name activate

例：

ステップ 8

デフォルトでは、ルータコンフィギュ

レーションモードで neighbor remote-as
コマンドを使用して定義したネイバーは、

ユニキャストアドレスプレフィックスだ

けを交換します。この例で設定している

マルチキャストなど、その他のアドレス

プレフィックスタイプをBGPが交換でき
るようにするには、neighbor activateコマ
ンドを使用してネイバーをアクティブ化

することも必要です。

（注）
Device(config-router-af)# neighbor fingroup
activate

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
peer-group fingroup

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

ピアセッションテンプレートの設定

次に説明する作業では、ピアセッションテンプレートを作成し、設定します。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
150

基本 BGPネットワークの設定

ピアセッションテンプレートの設定



基本的なピアセッションテンプレートの設定

一般的な BGPルーティングセッションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアセッションテンプレートを作
成するには、この作業を実行します。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアセッションテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアセッションテンプレートが直接継承できるセッションテンプレートは1つだけです。
また、継承されたセッションテンプレートはそれぞれ、間接継承されたセッションテン

プレートを1つ含むことができます。したがって、ネイバー、またはネイバーグループの
設定には、直接適用されたピアセッションテンプレートを 1個だけと、間接継承された
ピアセッションテンプレートを 7個使用できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-session session-template-name
5. remote-as autonomous-system-number
6. timers keepalive-interval hold-time
7. end
8. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 101

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-session
INTERNAL-BGP

ステップ 4

（任意）指定された自律システムでリモートネイ

バーとのピアリングを設定します。

remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 5

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）
Router(config-router-stmp)# remote-as 202

（任意）BGPキープアライブとホールドタイマーを
設定します。

timers keepalive-interval hold-time

例：

ステップ 6

•ホールドタイムは、少なくともキープアライブ
タイムの 2倍の長さが必要です。Router(config-router-stmp)# timers 30 300

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了して、特権EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router)# end

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 8

• session-template-name引数を使用して、ピアポ
リシーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Router# show ip bgp template peer-session
に、出力をフィルタ処理できます。また、この
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目的コマンドまたはアクション

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

次の作業

ピアセッションテンプレートの作成後、ピアセッションテンプレートのコンフィギュレー

ションは、inherit peer-sessionコマンド、または neighbor inherit peer-sessionコマンドを使っ
て、別のピアセッションテンプレートに継承させる、または適用することができます。

inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレートの継承を
設定します。これは、ピアセッションテンプレートを作成、設定し、別のピアセッションテ

ンプレートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-session session-template-name
5. description text-string
6. update-source interface-type interface-number
7. inherit peer-session session-template-name
8. end
9. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 101

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-session CORE1

ステップ 4

（任意）説明を設定します。description text-string

例：

ステップ 5

• text-stringには最大 80文字を使用できます。

Router(config-router-stmp)# description CORE-123 ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

（任意）ルーティングテーブルアップデートを受

信するための特定のソース、またはインターフェイ

スを選択するようにルータを設定します。

update-source interface-type interface-number

例：

Router(config-router-stmp)# update-source loopback
1

ステップ 6

•この例では、ループバックインターフェイスを
使用します。このコンフィギュレーションの利

点は、ループバックインターフェイスはフラッ

ピングインターフェイスの効果の影響を受けに

くいところにあります。

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

別のピアセッションテンプレートのコンフィギュ

レーションを継承するように、このピアセッション

テンプレートを設定します。

inherit peer-session session-template-name

例：

Router(config-router-stmp)# inherit peer-session
INTERNAL-BGP

ステップ 7

•この例では、INTERNAL-BGPからコンフィギュ
レーションを継承するようにピアセッション

テンプレートを設定しています。このテンプ

レートはネイバーに適用可能で、コンフィギュ

レーション INTERNAL-BGPは間接的に適用さ
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目的コマンドまたはアクション

れます。その他のピアセッションテンプレー

トは直接適用できません。ただし、直接継承さ

れたテンプレートは最高 7個の間接継承された
ピアセッションテンプレートを持つことがで

きます。

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了して、特権 EXECモードを開始しま
す。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 8

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 9

•オプションの session-template-name引数を使用
して、ピアポリシーテンプレートが 1つだけ

Router# show ip bgp template peer-session
表示されるように、出力をフィルタ処理できま

す。また、このコマンドは、標準出力修飾子す

べてをサポートしています。

次の作業

ピアセッションテンプレートの作成後、ピアセッションテンプレートのコンフィギュレー

ションは、inherit peer-sessionコマンド、または neighbor inherit peer-sessionコマンドを使っ
て、別のピアセッションテンプレートに継承させる、または適用することができます。

neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の
設定

この作業では、neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレー
トをネイバーに送信し、指定されたピアセッションテンプレートからコンフィギュレーショ

ンを継承させるようにルータを設定します。次の手順に従って、ピアセッションテンプレー

トコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address inherit peer-session session-template-name
6. end
7. show ip bgp template peer-session [session-template-name]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 101

指定されたネイバーを使ってピアリングセッション

を設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•手順 5の neighbor inherit文を動作させるには、
remote-as文を明示的に使用する必要がありま

Router(config-router)# neighbor 172.16.0.1
remote-as 202 す。ピアリングが設定されていない場合、手順

5で指定されたネイバーはセッションテンプ
レートを受け付けません。

ネイバーがコンフィギュレーションを継承できるよ

うに、このネイバーにピアセッションテンプレー

トを送信します。

neighbor ip-address inherit peer-session
session-template-name

例：

ステップ 5

•この例では、ピアセッションテンプレート
CORE1を 172.16.0.1ネイバーに送信し、継承さ

Router(config-router)# neighbor 172.16.0.1 inherit
peer-session CORE1

せるようにルータを設定しています。このテン

プレートはネイバーに適用できます。また、別

のピアセッションテンプレートが CORE1で間
接継承された場合、間接継承されたコンフィ

ギュレーションも適用されます。その他のピア

セッションテンプレートは直接適用できませ

ん。ただし、直接継承されたテンプレートも、

さらに最高 7個の間接継承されたピアセッショ
ンテンプレートを継承することができます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Router(config-router)# end
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目的コマンドまたはアクション

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 7

•オプションの session-template-name引数を使用
して、ピアポリシーテンプレートが 1つだけ

Router# show ip bgp template peer-session
表示されるように、出力をフィルタ処理できま

す。また、このコマンドは、標準出力修飾子す

べてをサポートしています。

次の作業

ピアポリシーテンプレートを作成する方法については、ピアポリシーテンプレートの設定（

157ページ）を参照してください。

ピアポリシーテンプレートの設定

基本的なピアポリシーテンプレートの設定

BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアポリシーテンプレートを作成
するには、この作業を実行します。

ステップ5～7のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
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5. maximum-prefix prefix-limit [threshold] [restart restart-interval | warning-only]
6. weight weight-value
7. prefix-list prefix-list-name {in | out}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-policy GLOBAL

ステップ 4

（任意）このピアがネイバーから受け入れるプレ

フィックスの最大数を設定します。

maximum-prefix prefix-limit [threshold] [restart
restart-interval | warning-only]

例：

ステップ 5

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）

Device(config-router-ptmp)# maximum-prefix 10000

（任意）このネイバーから送信されるルートのデ

フォルトの重みを設定します。

weight weight-value

例：

ステップ 6

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）
Device(config-router-ptmp)# weight 300
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルータにより受信、またはルータから送信

されるプレフィックスをフィルタします。

prefix-list prefix-list-name {in | out}

例：

ステップ 7

•この例のプレフィックスリストは、インバウン
ド内部アドレスをフィルタします。

Device(config-router-ptmp)# prefix-list
NO-MARKETING in

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-ptmp)# end

次の作業

ピアポリシーテンプレートの作成後、ピアポリシーテンプレートのコンフィギュレーション

を、別のピアポリシーテンプレートに継承、または適用することができます。ピアポリシー

の継承の詳細については、「inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレート
の継承の設定」の項または「neighbor inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテン
プレートの継承の設定」の項を参照してください。

inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレートの継承を設
定します。これは、ピアポリシーテンプレートを作成、設定し、別のピアポリシーテンプ

レートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

BGPネイバーが継承したピアテンプレートを使用する場合、特定のテンプレートに関連付け
られているポリシーを判断するのが難しいことがあります。Cisco IOS Release 12.0(25)S、
12.4(11)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およびそれ以降のリリースでは、show ip bgp template
peer-policyコマンドに、特定のテンプレートに関連付けられているローカルポリシーおよび
継承されたポリシーの詳しいコンフィギュレーションを表示するためのキーワード detailが追
加されました。

ステップ5と6のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
5. route-map map-name {in| out}
6. inherit peer-policy policy-template-name sequence-number
7. end
8. show ip bgp template peer-policy [policy-template-name[detail]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-policy
NETWORK1

ステップ 4

（任意）指定されたルートマップをインバウンド

ルート、またはアウトバウンドルートに適用しま

す。

route-map map-name {in| out}

例：

Router(config-router-ptmp)# route-map ROUTE in

ステップ 5

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドのリストについては、ピア

ポリシーテンプレート（97ページ）を参
照してください。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

別のピアポリシーテンプレートのコンフィギュレー

ションを継承するように、このピアポリシーテン

プレートを設定します。

inherit peer-policy policy-template-name
sequence-number

例：

ステップ 6

• sequence-number引数は、ピアポリシーテンプ
レートの評価順序を設定します。ルートマップ

Router(config-router-ptmp)# inherit peer-policy
GLOBAL 10

のシーケンス番号と同様、最も小さいシーケン

ス番号が最初に評価されます。

•この例では、GLOBALからコンフィギュレー
ションを継承するようにピアポリシーテンプ

レートを設定しています。これらの手順で作成

されたテンプレートをネイバーに適用すると、

コンフィギュレーション GLOBALも間接的に
継承され、適用されます。GLOBALからはさら
に最高 6個のピアポリシーテンプレートが間
接継承され、合計 8個のピアポリシーテンプ
レートが直接適用、および間接継承されます。

•他のテンプレートで、これより小さいシーケン
ス番号が設定されていなければ、この例のこの

テンプレートが最初に評価されます。

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-ptmp)# end

ローカルに設定されたピアポリシーテンプレート

を表示します。

show ip bgp template peer-policy
[policy-template-name[detail]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用して、ピアポリ
シーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Router# show ip bgp template peer-policy NETWORK1
detail に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

•詳細なポリシー情報を表示するには、detailキー
ワードを使用します。

detailキーワードがサポートされているの
は、Cisco IOS Release 12.0(25)S、
12.4(11)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およ
びそれ以降のリリースだけです。

（注）
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例

次の例は、show ip bgp template peer-policyコマンドに detailキーワードを付けた場合
の出力で、NETWORK1というポリシーの詳細が表示されています。この例の出力か
らは、GLOBALテンプレートが継承されたことがわかります。ルートマップおよびプ
レフィックスリストコンフィギュレーションの詳細も表示されています。

Router# show ip bgp template peer-policy NETWORK1 detail
Template:NETWORK1, index:2.
Local policies:0x1, Inherited polices:0x80840
This template inherits:
GLOBAL, index:1, seq_no:10, flags:0x1

Locally configured policies:
route-map ROUTE in

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in
weight 300
maximum-prefix 10000
Template:NETWORK1 <detail>
Locally configured policies:
route-map ROUTE in

route-map ROUTE, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address prefix-lists: DEFAULT

ip prefix-list DEFAULT: 1 entries
seq 5 permit 10.1.1.0/24
Set clauses:
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in

ip prefix-list NO-MARKETING: 1 entries
seq 5 deny 10.2.2.0/24

neighbor inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業では、neighbor inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレート
をネイバーに送信し、継承させるようにルータを設定します。次の手順に従って、ピアポリ

シーテンプレートコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

BGPネイバーが複数レベルのピアテンプレートを使用する場合、ネイバーに適用されている
ポリシーを判断するのが難しいことがあります。Cisco IOS Release 12.0(25)S、12.4(11)T、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およびそれ以降のリリースでは、指定されたネイバーで継承された
ポリシーと、直接設定されたポリシーを表示するためのキーワード policyと detailが show ip
bgp neighborsコマンドに追加されました。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]
6. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name
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7. end
8. show ip bgp neighbors [ip-address[policy [detail]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定されたネイバーを使ってピアリングセッション

を設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•手順 6のneighbor inherit文を動作させるには、
remote-as文を明示的に使用する必要がありま

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000 す。ピアリングが設定されていない場合、手順

6で指定されたネイバーはセッションテンプ
レートを受け付けません。

アドレスファミリ固有のコマンドコンフィギュレー

ションを使用するようにネイバーを設定するため

address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

に、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。Router(config-router)# address-family ipv4 unicast

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 6

•この例では、ピアポリシーテンプレート
GLOBALを 192.168.1.2ネイバーに送信し、継

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
inherit peer-policy GLOBAL 承させるようにルータを設定しています。この

テンプレートはネイバーに適用できます。ま

た、別のピアポリシーテンプレートがGLOBAL
から間接継承された場合、間接継承されたコン

フィギュレーションも適用されます。GLOBAL
からは、さらに最高 7個のピアポリシーテン
プレートを間接継承できます。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)# end

ローカルに設定されたピアポリシーテンプレート

を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address[policy [detail]]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用して、ピアポリ
シーテンプレートが 1つだけ表示されるようRouter# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy

に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

•このネイバーに適用されているポリシーをアド
レスファミリごとに表示するには、policyキー
ワードを使用します。

•詳細なポリシー情報を表示するには、detailキー
ワードを使用します。

• policyおよび detailキーワードがサポートされ
ているのは、Cisco IOS Release 12.0(25)S、
12.4(11)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およびそ
れ以降のリリースだけです。

この作業に必要な構文だけが示されていま

す。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

例

次の出力例に表示されているのは、192.168.1.2にあるネイバーに適用されたポリシー
です。この出力には、継承されたポリシーと、このネイバーデバイスで設定されたポ

リシーの両方が表示されています。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピ

アポリシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。

Router# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy
Neighbor: 192.168.1.2, Address-Family: IPv4 Unicast
Locally configured policies:
route-map ROUTE in
Inherited polices:
prefix-list NO-MARKETING in
route-map ROUTE in
weight 300
maximum-prefix 10000
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BGPダイナミックアップデートグループのモニタリングとメンテナ
ンス

ダイナミック BGPアップデートグループの処理に関する情報の表示およびクリアには、この
作業を使用します。BGPアップデートグループを使用すると、BGPアップデートメッセージ
生成のパフォーマンスが向上します。BGPピアテンプレートが設定され、ダイナミック BGP
アップデートピアグループがサポートされたことにより、ネットワークオペレータはBGPで
ピアグループを設定する必要がなくなります。また、コンフィギュレーションの柔軟性とシス

テムパフォーマンスの向上による恩恵を受けます。BGPピアテンプレートの使用については、
「ピアセッションテンプレートの設定」の項および「ピアポリシーテンプレートの設定」の

項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. clear ip bgp update-group [index-group | ip-address]
3. show ip bgp replication [index-group | ip-address]
4. show ip bgp update-group [index-group | ip-address] [summary]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BGPアップデートグループメンバーシップをクリ
アし、BGPアップデートグループを再計算します。

clear ip bgp update-group [index-group | ip-address]

例：

ステップ 2

•この例では、ネイバー 192.168.2.2のメンバー
シップは、アップデートグループからクリアさ

れます。

Device# clear ip bgp update-group 192.168.2.2

BGPアップデートグループのアップデートのレプリ
ケーション統計情報を表示します。

show ip bgp replication [index-group | ip-address]

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp replication

BGPアップデートグループの情報を表示します。show ip bgp update-group [index-group | ip-address]
[summary]

ステップ 4

例：

Device# show ip bgp update-group
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トラブルシューティングのヒント

BGPアップデートグループの処理に関する情報を表示するには、debug ip bgp groupsコマン
ドを使用します。すべてのアップデートグループ、個々のアップデートグループ、または特

定の BGPネイバーに関する情報を表示できます。このコマンドからは非常に詳しい情報が表
示されます。問題のトラブルシューティングを行う場合を除き、運用中のネットワークでは、

このコマンドを使用しないでください。

基本 BGPネットワークの設定例

例：BGPプロセスの設定とピアのカスタマイズ
次の例は、上の（「BGPピアのカスタマイズ」の項）に示されている異なる自律システムにあ
る 2つのネイバーピア（ルータ Aのピアとルータ Eのピア）を使って BGPプロセスが設定さ
れているルータ Bのコンフィギュレーションを示しています。IPv4ユニキャストルートは両
方のピアと交換され、IPv4マルチキャストルートはルータ Eの BGPピアと交換されます。

ルータ B

router bgp 45000
bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.3.2 advertisement-interval 25
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
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例：BGPルーティングプロセスと 4バイト自律システム番号を使用し
たピアの設定

asplain形式

次に示すのは、下の図におけるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プロセスを使った
ルータ A、B、Eのコンフィギュレーションの例で、このプロセスは、asplain表記法を使用し
て設定された別々の 4バイト自律システムのルータ A、B、Eにある 3つのネイバーピアの間
に設定されています。IPv4ユニキャストルートはすべてのピアと交換されます。

図 14 : asplain形式の 4バイト自律システム番号を使用する BGPピア

ルータ A

router bgp 65536
bgp router-id 10.1.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.1 remote-as 65538
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.1.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ B

router bgp 65538
bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
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neighbor 192.168.3.2 remote-as 65550
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ E

router bgp 65550
bgp router-id 10.2.2.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.3.1 remote-as 65538
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.3.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.2.2.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

asdot形式

次に示すのは、下の図における BGPプロセスを使ったルータ A、B、Eのコンフィギュレー
ションを作成する方法の例で、このプロセスは、デフォルトの asdot形式を使用して設定され
た別々の 4バイト自律システムのルータ A、B、Eにある 3つのネイバーピアの間に設定され
ています。IPv4ユニキャストルートはすべてのピアと交換されます。

図 15 : asdot形式の 4バイト自律システム番号を使用する BGPピア

ルータ A

router bgp 1.0
bgp router-id 10.1.1.99
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no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.1 remote-as 1.2
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.1.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ B

router bgp 1.2
bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 1.0
neighbor 192.168.3.2 remote-as 1.14
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ E

router bgp 1.14
bgp router-id 10.2.2.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.3.1 remote-as 1.2
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.3.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.2.2.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
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例：4バイトのBGP自律システム番号を使用したVRFおよび拡張コミュ
ニティの設定

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリース
における asplainデフォルト形式

次の例は、Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、
およびそれ以降のリリースで使用可能です。この例は、4バイト自律システム番号 65537を使
用するルートターゲットを使ってVRFを作成する方法、およびルートターゲットに、ルート
マップにより許可されたルートの拡張コミュニティ値 65537:100を設定する方法を示していま
す。

ip vrf vpn_red
rd 64500:100
route-target both 65537:100
exit
route-map red_map permit 10
set extcommunity rt 65537:100
end

コンフィギュレーションの完了後、show route-mapコマンドを使用して、拡張コミュニティ
が、4バイト自律システム番号 65537を含むルートターゲットに設定されていることを確認し
ます。

RouterB# show route-map red_map
route-map red_map, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
extended community RT:65537:100

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

4バイト自律システム番号の RDサポート

次の例は、4バイト AS番号 65536を含むルート識別子、および 4バイト自律システム番号
65537を含むルートターゲットを使用して、VRFを作成する方法を示しています。

ip vrf vpn_red
rd 65536:100
route-target both 65537:100
exit

コンフィギュレーションの完了後、show vrfコマンドを使用して、4バイト AS番号ルート識
別子が 65536:100に設定されていることを確認します。

RouterB# show vrf vpn_red
Current configuration : 36 bytes
vrf definition x
rd 65536:100
!
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Cisco IOS Release 12.0(32)S12および 12.4(24)Tにおける asdotデフォルト形式

次の例は、Cisco IOSRelease 12.0(32)S12および 12.4(24)Tで使用可能です。この例は、4バイト
自律システム番号1.1を使用するルートターゲットを使ってVRFを作成する方法、およびルー
トターゲットに、ルートマップにより許可されたルートの拡張コミュニティ値 1.1:100を設定
する方法を示しています。

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリースでは、こ
の例が正常に動作するのは、bgp asnotation dotコマンドを使用して、asdotをデフォルトの表
示形式として設定した場合だけです。

（注）

ip vrf vpn_red
rd 64500:100
route-target both 1.1:100
exit
route-map red_map permit 10
set extcommunity rt 1.1:100
end

コンフィギュレーションの完了後、show route-mapコマンドを使用して、拡張コミュニティ
が、4バイト自律システム番号 1.1を含むルートターゲットに設定されていることを確認しま
す。

RouterB# show route-map red_map
route-map red_map, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
extended community RT:1.1:100

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

4バイト自律システム番号の RDサポートの asdotデフォルト形式

次の例が正常に動作するのは、bgp asnotation dotコマンドを使用して asdotをデフォルトの表
示形式として設定した場合です。

ip vrf vpn_red
rd 1.0:100
route-target both 1.1:100
exit

例：NLRIから AFIへのコンフィギュレーション
次の例は、既存のルータコンフィギュレーションファイルを NLRI形式から AFI形式にアッ
プグレードし、AFI形式のコマンドだけを使用するようにルータの CLIを設定します。

router bgp 60000
bgp upgrade-cli

既存のルータコンフィギュレーションファイルが NLRI形式から AFI形式にアップグレード
されていることを確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを使用し
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ます。以下の各項では、NLRI形式のルータコンフィギュレーションファイルからの出力例
と、ルータコンフィギュレーションモードで bgp upgrade-cliコマンドを使って、このファイ
ルを AFI形式にアップグレードした後の出力例を示します。

bgpupgrade-cliコマンドを使って、AFI形式からNLRI形式にルータをアップグレードすると、
NLRIコマンドを使用したり、設定したりできなくなります。

（注）

アップグレード前の NLRI形式のルータコンフィギュレーションファイル

次に示すのは、特権 EXECモードでの show running-configコマンドからの出力例です。この
出力例には、bgp upgrade-cliコマンドを使って AFI形式にアップグレードする前のルータコ
ンフィギュレーションファイルが NLRI形式で表示されています。この出力例は、ルータコ
ンフィギュレーションのうち、影響を受ける部分だけが表示されるようにフィルタ処理されて

います。

Router# show running-config | begin bgp

router bgp 101
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.1.1.1 remote-as 505 nlri unicast multicast
no auto-summary
!
ip default-gateway 10.4.9.1
ip classless
!
!
route-map REDISTRIBUTE-MULTICAST permit 10
match ip address prefix-list MULTICAST-PREFIXES
set nlri multicast
!
route-map MULTICAST-PREFIXES permit 10
!
route-map REDISTRIBUTE-UNICAST permit 20
match ip address prefix-list UNICAST-PREFIXES
set nlri unicast
!
!
!
line con 0
line aux 0
line vty 0 4
password PASSWORD
login
!
end

アップグレード後の AFI形式のルータコンフィギュレーションファイル

次に示すのは、AFI形式にアップグレードした後のルータコンフィギュレーションファイル
の出力例です。この出力例は、ルータコンフィギュレーションファイルのうち、影響を受け

る部分だけが表示されるようにフィルタ処理されています。
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Router# show running-config | begin bgp

router bgp 101
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.1.1.1 remote-as 505
no auto-summary
!
address-family ipv4 multicast
neighbor 10.1.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family
!
address-family ipv4
neighbor 10.1.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family

!
ip default-gateway 10.4.9.1
ip classless
!
!
route-map REDISTRIBUTE-MULTICAST_mcast permit 10
match ip address prefix-list MULTICAST-PREFIXES
!
route-map REDISTRIBUTE-MULTICAST permit 10
match ip address prefix-list MULTICAST-PREFIXES
!
route-map MULTICAST-PREFIXES permit 10
!
route-map REDISTRIBUTE-UNICAST permit 20
match ip address prefix-list UNICAST-PREFIXES
!
!
!
line con 0
line aux 0
line vty 0 4
password PASSWORD
login
!
end

例：再配布の例を使用した BGPコンフィギュレーションコマンドの
削除

次の例は、ルートマップを使用して EIGRPへの BGPルートの再配布を有効にする CLIコン
フィギュレーションと、再配布とルートマップを削除する CLIコンフィギュレーションを示
しています。BGPコンフィギュレーションコマンドの中には、他の CLIコマンドに影響を与
えるものもありますが、この例は、あるコマンドの削除が他のコマンドにどのような影響を与

えるかを示しています。

1つ目のコンフィギュレーション例では、ルートマップは、自律システム番号をマッチングお
よび設定するように設定されています。3つの異なる自律システムにあるBGPネイバーが設定
およびアクティブ化されます。EIGRPルーティングプロセスが開始され、ルートマップを使
用して、EIGRPへの BGPルートの再配布が設定されます。
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EIGRPへの BGPルート再配布を有効にする CLI

route-map bgp-to-eigrp permit 10
match tag 50000
set tag 65000
exit
router bgp 45000
bgp log-neighbor-changes
address-family ipv4
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
neighbor 172.21.1.2 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 172.16.1.2 activate
neighbor 172.21.1.2 activate
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
exit
router eigrp 100
redistribute bgp 45000 metric 10000 100 255 1 1500 route-map bgp-to-eigrp
no auto-summary
exit

2つ目のコンフィギュレーション例では、route-mapコマンドと redistributeコマンドの両方が
無効になっています。route-mapコマンドだけを削除した場合、再配布が自動的に無効になる
ことはありません。再配布は行われますが、マッチングやフィルタリングは行われません。再

配布コンフィギュレーションを削除するには、redistributeコマンドも無効にする必要があり
ます。

EIGRPへの BGPルート再配布を削除する CLI

configure terminal
no route-map bgp-to-eigrp
router eigrp 100
no redistribute bgp 45000
end

例：BGPソフトリセット
次の例は、BGPピア 192.168.1.1の接続をリセットする 2通りの方法を示しています。

例：ダイナミックインバウンドソフトリセット

次に、BGPピア192.168.1.1でダイナミックソフト再構成を開始するコマンドの例を示します。
このコマンドを使用するには、ピアでルートリフレッシュ機能がサポートされている必要があ

ります。

clear ip bgp 192.168.1.1 soft in
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例：格納された情報を使用したインバウンドソフトリセット

次の例では、ネイバー 192.168.1.1に対してインバウンドソフト再構成を有効にする方法を示
しています。このネイバーから受信されるすべてのアップデートは、着信ポリシーを無視して

そのまま格納されます。インバウンドソフトウェア再構成を後で行う場合、格納された情報を

使用して、新たに一連のインバウンドアップデートが生成されます。

router bgp 100
neighbor 192.168.1.1 remote-as 200
neighbor 192.168.1.1 soft-reconfiguration inbound

次の例では、ネイバー 192.168.1.1のセッションがクリアされます。

clear ip bgp 192.168.1.1 soft in

例：4バイト自律システム番号を使用した BGPピアのリセット
次の例は、4バイト自律システム番号を使用する自律システムに属するBGPピアをクリアする
方法を示しています。BGPルーティングテーブルの初期状態が、show ip bgpコマンドを使用
して示されています。また、4バイトの自律システム 65536と 65550にあるピアも表示されま
す。

RouterB# show ip bgp

BGP table version is 4, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 65536 i
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 65550 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

4バイトの自律システム 65550にあるBGPピアをすべて削除するために、clear ip bgp 65550コ
マンドが実行されます。ADJCHANGEメッセージからは、192.168.3.2にあるBGPピアがリセッ
トされていることがわかります。

RouterB# clear ip bgp 65550
RouterB#
*Nov 30 23:25:27.043: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 192.168.3.2 Down User reset

もう一度、show ip bgpコマンドが実行されますが、今度は 4バイトの自律システム 65536内
のピアだけが表示されます。

RouterB# show ip bgp

BGP table version is 5, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 65536 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
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その直後、次の ADJCHANGEメッセージが表示され、4バイトの自律システム 65550で、
192.168.3.2の BGPピアが稼働状態になったことが示されます。

RouterB#
*Nov 30 23:25:55.995: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 192.168.3.2 Up

例：基本 BGP情報のリセットおよび表示
次に、基本 BGP情報をリセットおよび表示する例を示します。

clear ip bgp *コマンドは BGPネイバーセッションをすべてクリアし、リセットします。Cisco
IOS Release 12.2(25)S以降の構文では clear ip bgp allです。特定のネイバーをクリアするには
neighbor-address引数、自律システムにあるすべてのピアをクリアするには
autonomous-system-number引数を使用します。引数が指定されていない場合、このコマンドは
BGPネイバーセッションをすべてクリアし、リセットします。

また、clear ip bgp *コマンドは内部 BGP構造をすべてクリアするため、トラブルシューティ
ングツールとして便利です。

（注）

Router# clear ip bgp *

show ip bgpコマンドは、BGPルーティングテーブルのすべてのエントリを表示するために使
用します。次に、10.1.1.0ネットワークのBGPルーティングテーブル情報を表示する例を示し
ます。

Router# show ip bgp 10.1.1.0 255.255.255.0

BGP routing table entry for 10.1.1.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1, table Default-IP-Routing-Table)
Advertised to update-groups:

1
40000
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (10.1.1.99)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best

show ip bgp neighborsコマンドは、TCPおよび BGP接続に関する情報をネイバーに表示する
ために使用します。次の例は、上の図（「IPv4 VRFアドレスファミリ用にBGPピアを設定」
の項）のルータ Bから、ルータ Eにある BGPネイバー 192.168.3.2にアドバタイズされるルー
トを示しています。

Router# show ip bgp neighbors 192.168.3.2 advertised-routes

BGP table version is 3, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 40000 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
Total number of prefixes 2
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show ip bgp pathsコマンドは、データベース内のすべての BGPパスを表示するために使用し
ます。次に、上の図（「BGPピアのカスタマイズ」の項）のルータ Bに対する BGPパス情報
を表示する例を示します。

Router# show ip bgp paths

Address Hash Refcount Metric Path
0x2FB5DB0 0 5 0 i
0x2FB5C90 1 4 0 i
0x2FB5C00 1361 2 0 50000 i
0x2FB5D20 2625 2 0 40000 i

show ip bgp summaryコマンドは、すべてのBGP接続のステータスを表示するために使用しま
す。次に、上の図（「BGPピアのカスタマイズ」の項）のルータ Bに対する BGPルーティン
グテーブル情報を表示する例を示します。

Router# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 45000
BGP table version is 3, main routing table version 3
2 network entries using 234 bytes of memory
2 path entries using 104 bytes of memory
4/2 BGP path/bestpath attribute entries using 496 bytes of memory
2 BGP AS-PATH entries using 48 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 882 total bytes of memory
BGP activity 14/10 prefixes, 16/12 paths, scan interval 60 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
192.168.1.2 4 40000 667 672 3 0 0 00:03:49 1
192.168.3.2 4 50000 468 467 0 0 0 00:03:49 (NoNeg)

例：BGPを使用したプレフィックスの集約
次の例は、集約ルートを BGPに再配布するか、または BGP条件付き集約ルーティング機能を
使用することにより、BGPで集約ルートを使用する方法を示します。

次の例では、redistribute staticルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、集約ルー
ト 10.0.0.0が再配布されます。

ip route 10.0.0.0 255.0.0.0 null 0
!
router bgp 100
redistribute static

次のコンフィギュレーションは、少なくとも 1つのルートが指定された範囲に含まれる場合
に、BGPルーティングテーブルに集約エントリを作成する方法を示します。自律システムか
ら受け取られるに従って、集約ルートはアドバタイズされます。また、この集約ルートには、

情報が失われている可能性を示すために、atomic aggregate属性が設定されています（デフォル
トでは、aggregate-addressルータコンフィギュレーションコマンドで as-setキーワードを使
用しない限り、atomic aggregateは設定されています）。

router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0
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次の例は、直前の例と同じルールを使用して集約エントリを作成する方法を示していますが、

このルートでアドバタイズされるパスは、要約されているパスすべてに含まれるすべての要素

から構成される AS_SETです。

router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set

次の例は、10.0.0.0に対する集約ルートを作成しながら、すべてのネイバーへのより具体的な
ルートのアドバタイズメントを抑制する方法を示します。

router bgp 100
aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 summary-only

次の例は、非アクティブなルートをアドバタイズしないように BGPを設定します。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
Device(config-router-af)# bgp suppress-inactive
Device(config-router-af)# end

次の例は、REDという名前の VRFでルートの上限を設定し、REDという名前の VRF経由で
非アクティブなルートをアドバタイズしないように BGPを設定します。

Device(config)# ip vrf RED
Device(config-vrf)# rd 50000:10
Device(config-vrf)# maximum routes 1000 10
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf RED
Device(config-router-af)# bgp suppress-inactive
Device(config-router-af)# end

例：BGPピアグループの設定
次の例は、アドレスファミリを使用して、ピアグループのすべてのメンバがユニキャストと

マルチキャストの両方に対応できるようにピアグループを設定する方法を示しています。

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor mygroup peer-group
neighbor 192.168.1.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.3.2 peer-group mygroup

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 multicast
neighbor mygroup peer-group
neighbor 192.168.1.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.3.2 peer-group mygroup
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
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例：ピアセッションテンプレートの設定

次の例は、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで、INTERNAL-BGPと
いう名前のピアセッションテンプレートを作成します。

router bgp 45000
template peer-session INTERNAL-BGP
remote-as 50000
timers 30 300
exit-peer-session

次の例は、ピアセッションテンプレート CORE1を作成します。この例は、INTERNAL-BGP
というピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションを継承します。

router bgp 45000
template peer-session CORE1
description CORE-123
update-source loopback 1
inherit peer-session INTERNAL-BGP
exit-peer-session

次の例は、CORE1ピアセッションテンプレートを継承するように、192.168.3.2ネイバーを設
定します。192.168.3.2ネイバーも、ピアセッションテンプレート INTERNAL-BGPから間接
的にコンフィギュレーションを継承します。neighbor inherit文を動作させるには、remote-as文
を明示的に使用する必要があります。ピアリングが設定されていない場合、指定されたネイ

バーはセッションテンプレートを受け付けません。

router bgp 45000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 inherit peer-session CORE1

例：ピアポリシーテンプレートの設定

次の例は、GLOBALという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプレー
トコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy GLOBAL
weight 1000
maximum-prefix 5000
prefix-list NO_SALES in
exit-peer-policy

次の例は、PRIMARY-INという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプ
レートコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy PRIMARY-IN
prefix-list ALLOW-PRIMARY-A in
route-map SET-LOCAL in
weight 2345
default-originate
exit-peer-policy
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次の例は、ピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを作成します。このピアポリシーテン
プレートは、PRIMARY-INおよびGLOBALという名前のピアポリシーテンプレートからコン
フィギュレーションを継承するように設定されています。

router bgp 45000
template peer-policy CUSTOMER-A
route-map SET-COMMUNITY in
filter-list 20 in
inherit peer-policy PRIMARY-IN 20
inherit peer-policy GLOBAL 10
exit-peer-policy

次の例は、アドレスファミリモードでピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを継承する
ように 192.168.2.2ネイバーを設定します。この例は上の例の続きと仮定しており、上のピア
ポリシーテンプレート CUSTOMER-Aは PRIMARY-INおよび GLOBALという名前のテンプ
レートからコンフィギュレーションを継承しているため、192.168.2.2ネイバーもピアポリシー
テンプレート PRIMARY-INおよび GLOBALから間接的に継承します。

router bgp 45000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.2.2 inherit peer-policy CUSTOMER-A
end

例：BGPダイナミックアップデートピアグループのモニタリングお
よびメンテナンス

ピアグループのBGPダイナミックアップデートグループを有効にするための設定は必要あり
ません。アルゴリズムは自動的に実行されます。次の例は、BGPアップデートグループ情報
をクリアまたは表示する方法を示しています。

clear ip bgp update-groupの例

次の例は、アップデートグループから、ネイバー 10.0.0.1のメンバーシップをクリアします。

Router# clear ip bgp update-group 10.0.0.1

debug ip bgp groupsの例

次に示す debug ip bgp groupsコマンドからの出力例では、clear ip bgp groupsコマンドの実行
後に、アップデートグループが再計算されていることがわかります。

Router# debug ip bgp groups

5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.5 Down User reset
5w4d: BGP-DYN(0): Comparing neighbor 10.4.9.5 flags 0x0 cap 0x0 and updgrp 2 fl0
5w4d: BGP-DYN(0): Update-group 2 flags 0x0 cap 0x0 policies same as 10.4.9.5 fl0
5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.8 Down User reset
5w4d: BGP-DYN(0): Comparing neighbor 10.4.9.8 flags 0x0 cap 0x0 and updgrp 2 fl0
5w4d: BGP-DYN(0): Update-group 2 flags 0x0 cap 0x0 policies same as 10.4.9.8 fl0
5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.21 Down User reset
5w4d: BGP-DYN(0): Comparing neighbor 10.4.9.21 flags 0x0 cap 0x0 and updgrp 1 f0
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5w4d: BGP-DYN(0): Update-group 1 flags 0x0 cap 0x0 policies same as 10.4.9.21 f0
5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.5 Up
5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.21 Up
5w4d: %BGP-5-ADJCHANGE: neighbor 10.4.9.8 Up

show ip bgp replicationの例

次の show ipbgp replicationコマンドからの出力例には、すべてのネイバーに関するアップデー
トグループレプリケーション情報が表示されます。

Router# show ip bgp replication

BGP Total Messages Formatted/Enqueued : 0/0
Index Type Members Leader MsgFmt MsgRepl Csize Qsize

1 internal 1 10.4.9.21 0 0 0 0
2 internal 2 10.4.9.5 0 0 0 0

show ip bgp update-groupの例

次の show ip bgp update-groupコマンドからの出力例には、すべてのネイバーに関するアップ
デートグループ情報が表示されます。

Router# show ip bgp update-group

BGP version 4 update-group 1, internal, Address Family: IPv4 Unicast
BGP Update version : 0, messages 0/0
Route map for outgoing advertisements is COST1
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Minimum time between advertisement runs is 5 seconds
Has 1 member:
10.4.9.21

BGP version 4 update-group 2, internal, Address Family: IPv4 Unicast
BGP Update version : 0, messages 0/0
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Minimum time between advertisement runs is 5 seconds
Has 2 members:
10.4.9.5 10.4.9.8

次の作業
•外部サービスプロバイダーに接続する場合は、「外部 BGPを使用したサービスプロバイ
ダーとの接続」モジュールを参照してください。

• BGPネイバーセッションオプションを設定する場合は、「BGPネイバーセッションオ
プションの設定」モジュールに進んでください。

• iBGP機能を設定する場合は、「内部 BGP機能の設定」モジュールを参照してください。
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基本 BGPネットワーク設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 13 :基本 BGPネットワーク設定の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

BGP条件付きルート挿入機能を使用すると、通常のルー
ト集約を通じて選択されたあまり具体的ではないプレ

フィックスよりも、より具体的なプレフィックスを BGP
ルーティングテーブルに挿入することができます。より

具体的なプレフィックスを使用すると、集約されたルート

を使う場合よりも、よりきめ細かなトラフィックエンジ

ニアリングや管理制御を行うことができます。

12.0(22)S

12.2(4)T

12.2(14)S

15.0(1)S

Cisco IOS XE
3.1.0SG

BGP条件付き
ルートインジェ

クション

ピアテンプレートを使用した BGPコンフィギュレーショ
ン機能により、ポリシーを共有する BGPネイバーに対し
て、ネイバーコンフィギュレーションをグループ化する

新しいメカニズムが導入されます。このタイプのポリシー

コンフィギュレーションは、伝統的に BGPピアグループ
を使って設定されています。ただし、ピアグループコン

フィギュレーションは、アップデートグループと特定セッ

ションの特性に左右されるため、ピアグループには何ら

かの制限があります。コンフィギュレーションテンプレー

トはピアグループコンフィギュレーションに代わるもの

を提供し、ピアグループの制約の一部を解決します。

12.0(24)S

12.2(18)S

12.2(27)SBC

12.3(4)T

15.0(1)S

ピアテンプレー

トを使用した

BGP設定
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機能の設定情報リリース機能名

BGPダイナミックアップデートピアグループ機能によ
り、同じアウトバウンドポリシーを共有し、同じアップ

デートメッセージを共有できるネイバーのアップデート

グループをダイナミックに計算し、最適化する新しいアル

ゴリズムが導入されます。Cisco IOSソフトウェアの古い
バージョンでは、BGPアップデートメッセージは、ピア
グループコンフィギュレーションに基づいてグループ化

されていました。このグループ化の方法により、限定され

たアウトバウンドポリシーと特定のセッションコンフィ

ギュレーションがアップデートされます。BGPダイナミッ
クアップデートピアグループ機能では、アップデートグ

ループレプリケーションはピアグループコンフィギュ

レーションから分離されるため、ネイバーコンフィギュ

レーションのコンバージェンス時間が短縮され、柔軟性が

高まります。

12.0(24)S

12.2(18)S

12.2(27)SBC

12.3(4)T

15.0(1)S

Cisco IOS XE
3.1.0SG

BGPダイナミッ
クアップデート

ピアグループ

BGPハイブリッド CLI機能は、BGPネットワークと既存
のコンフィギュレーションのNLRI形式からAFI形式への
移行を簡素化します。この新しい機能により、ネットワー

クオペレータは、AFI形式でコマンドを設定し、この設
定を既存のNLRI形式の設定に保存することができます。
この機能により、ネットワークオペレータは、新しい機

能を活用し、NLRI形式からAFI形式への移行をサポート
できるようになります。

12.0(22)S

12.2(15)T

15.0(1)S

BGPハイブリッ
ド CLI

非アクティブなルートに対する BGPアドバタイズメント
の抑制機能では、ルーティング情報ベース（RIB）にイン
ストールされていないルートに対するアドバタイズメント

が行われないように設定できます。この機能を設定する

と、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の更新と、
トラフィックの転送に使用されるデータとの整合性がより

高まります。

12.2(25)S

12.2(33)SXH

15.0(1)M

15.0(1)S

非アクティブな

ルートに対する

BGPアドバタイ
ズメントの抑制
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第 5 章

BGP 4ソフト構成

BGP4ソフト構成では、BGPセッションをクリアせずに BGP4ポリシーを設定およびアクティ
ブ化できるため、転送キャッシュを無効にする必要がありません。

•機能情報の確認（187ページ）
• BGP 4ソフト構成に関する情報（187ページ）
• BGP 4ソフト構成の設定方法（188ページ）
• BGP 4ソフト構成の設定例（192ページ）
•その他の参考資料（193ページ）
• BGP 4ソフト構成の機能情報（193ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP 4ソフト構成に関する情報

BGPセッションのリセット
設定変更のためにルーティングポリシーに変更が生じた場合は、必ず clear ip bgpコマンドを
使用して、BGPピアリングセッションをリセットする必要があります。シスコソフトウェア
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は、BGPピアリングセッションのリセットとして、次の 3つのメカニズムをサポートしてい
ます。

•ハードリセット：ハードリセットは、TCP接続を含む指定されたピアリングセッション
を終了し、指定されたピアから到着したルートを削除します。

•ソフトリセット：ソフトリセットは、保存されたプレフィックス情報を使用し、既存の
ピアリングセッションを廃棄せずに BGPルーティングテーブルの再構成とアクティブ化
を行います。ソフト再構成では、保存されているアップデート情報が使用されます。アッ

プデートを保存するために追加のメモリが必要になりますが、ネットワークを中断せず

に、新しいBGPポリシーを適用することができます。ソフト再構成は、インバウンドセッ
ション、またはアウトバウンドセッションに対して設定できます。

•ダイナミックインバウンドソフトリセット：これは RFC 2918に定義されているルート
リフレッシュ機能で、サポートしているピアへのルートリフレッシュ要求を交換すること

により、ローカルデバイスがインバウンドルーティングテーブルを動的にリセットでき

るようにするものです。ルートリフレッシュ機能は、中断を伴わないポリシー変更につい

てはアップデート情報をローカルに保存しません。その代わり、サポートしているピアと

の動的な交換に依存します。ルートリフレッシュは、最初にピア間のBGP機能ネゴシエー
ションを通じてアドバタイズされる必要があります。すべての BGPデバイスが、ルート
リフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。BGPデバイスがこの機能をサ
ポートしているかどうかを確認するには、show ip bgp neighborsコマンドを使用します。
デバイスがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、次のメッセージが出力され

ます。

Received route refresh capability from peer.

bgp soft-reconfig-backupコマンドは、ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピアに対
してインバウンドソフト再構成を実行するように BGPを設定するために導入されました。こ
のコマンドの設定により、必要な場合にだけ、アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能
をサポートしているピアは影響されません。

BGP 4ソフト構成の設定方法

ルートリフレッシュ機能が失われたときのインバウンドソフト再構

成を設定

ルートリフレッシュ機能をサポートしていない BGPピアに対して、bgp soft-reconfig-backup
コマンドを使用してインバウンドソフト再構成を設定するには、この作業を実行します。この

コマンドを設定しても、ルートリフレッシュ機能をサポートしている BGPピアは影響されま
せん。インバウンド更新情報を格納するためのメモリ要件は非常に大きくなる可能性があるこ

とに注意してください。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp log-neighbor-changes
5. bgp soft-reconfig-backup
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} soft-reconfiguration [inbound]
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
9. インバウンドソフト再構成を使用して設定される各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返

します。

10. exit
11. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
12. set ip next-hop ip-address
13. end
14. show ip bgp neighbors [neighbor-address]
15. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ルートリフレッシュ機能をサポートしていないピ

アに対して、インバウンドソフトウェア再構成を

実行するように、BGPスピーカーを設定します。

bgp soft-reconfig-backup

例：

Device(config-router)# bgp soft-reconfig-backup

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

•このコマンドは、ルートリフレッシュ機能を
サポートしていないピアに対して、インバウン

ドソフトウェア再構成を実行するように、BGP
スピーカーを設定するために使用します。この

コマンドの設定により、必要な場合にだけ、

アップデート（ソフト再構成）を格納するよう

に、BGPを設定することができます。このコ
マンドを設定しても、ルートリフレッシュ機

能をサポートしているピアは影響されません。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

アップデートの格納を開始するように、シスコソ

フトウェアを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
soft-reconfiguration [inbound]

例：

ステップ 7

•このネイバーから受信されるすべてのアップ
デートは、着信ポリシーを無視してそのまま格

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
soft-reconfiguration inbound 納されます。着信ソフト再設定が後で行われる

ときは、格納されている情報を使用して新しい

着信アップデートのセットが生成されます。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが着信ルートに適用されます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
route-map LOCAL in

－インバウンドソフト再構成を使用して設定される

各ピアについて、手順 6～ 8を繰り返します。
ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 11

•この例では、LOCALという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map LOCAL permit 10
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目的コマンドまたはアクション

ポリシールーティング用のルートマップの match
句を満たしたパケットの送出先を指定します。

set ip next-hop ip-address

例：

ステップ 12

•この例では、IPアドレスは 192.168.1.144に設
定されています。

Device(config-route-map)# set ip next-hop
192.168.1.144

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]

例：

ステップ 14

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 15

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp

例

次に、BGPネイバー 192.168.2.1への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされています。

BGP neighbor is 192.168.1.2, remote AS 40000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)

次に、BGPネイバー 192.168.3.2への TCPおよび BGP接続に関する情報を表示する
show ip bgp neighborsコマンドの出力例の一部を示します。このピアでは、ルートリ
フレッシュがサポートされておらず、インバウンドポリシーアップデートを更新する

方法が他にはないため、BGPピア 192.168.3.2の soft-reconfig inboundパスが保存されま
す。
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BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised

次の show ip bgpコマンドの出力例には、ネットワーク 172.17.1.0のエントリがありま
す。BGPピアは両方とも 172.17.1.0/24をアドバタイズしていますが、192.168.3.2につ
いては、received-onlyパスだけが格納されます。

BGP routing table entry for 172.17.1.0/24, version 11
Paths: (3 available, best #3, table Default-IP-Routing-Table, RIB-failure(4))
Flag: 0x820
Advertised to update-groups:

1
50000
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external

50000, (received-only)
192.168.3.2 from 192.168.3.2 (172.17.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external

40000
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (172.16.1.0)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, external, best

BGP 4ソフト構成の設定例

例：BGPソフトリセット
次の例は、BGPピア 192.168.1.1の接続をリセットする 2通りの方法を示しています。

例：ダイナミックインバウンドソフトリセット

次に、BGPピア192.168.1.1でダイナミックソフト再構成を開始するコマンドの例を示します。
このコマンドを使用するには、ピアでルートリフレッシュ機能がサポートされている必要があ

ります。

clear ip bgp 192.168.1.1 soft in

例：格納された情報を使用したインバウンドソフトリセット

次の例では、ネイバー 192.168.1.1に対してインバウンドソフト再構成を有効にする方法を示
しています。このネイバーから受信されるすべてのアップデートは、着信ポリシーを無視して

そのまま格納されます。インバウンドソフトウェア再構成を後で行う場合、格納された情報を

使用して、新たに一連のインバウンドアップデートが生成されます。

router bgp 100
neighbor 192.168.1.1 remote-as 200
neighbor 192.168.1.1 soft-reconfiguration inbound

次の例では、ネイバー 192.168.1.1のセッションがクリアされます。
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clear ip bgp 192.168.1.1 soft in

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster CommandList, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP 4ソフト構成の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 14 : BGP 4ソフト構成の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP 4ソフト構成では、BGP
セッションをクリアせずに

BGP4ポリシーを設定およびア
クティブ化できるため、転送

キャッシュを無効にする必要

がありません。

BGP 4ソフト構成
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第 6 章

4バイト ASNに対する BGPサポート

シスコが採用している 4バイト自律システム（AS）番号は、AS番号の正規表現のマッチング
および出力表示形式のデフォルトとして asplain（たとえば、65538）を使用しています。ただ
し、RFC 5396に記載されているとおり、4バイト AS番号を asplain形式および asdot形式の両
方で設定できます。また、4バイト自律番号に対する 4バイトの ASNルート識別子（RD）お
よびルートターゲット（RT）の BGPのサポートが追加されています。

•機能情報の確認（195ページ）
• 4バイト ASNに対する BGPサポートに関する情報（196ページ）
• 4バイト ASNに対する BGPサポートの設定方法（199ページ）
• 4バイト ASNに対する BGPサポートの設定例（207ページ）
• 4バイト ASNに対する BGPサポートに関する追加情報（211ページ）
• 4バイト ASNに対する BGPサポートの機能情報（212ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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4バイト ASNに対する BGPサポートに関する情報

BGP自律システム番号の形式
RFC 4271『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』に記述されているように、2009年 1月まで、
企業に割り当てられていた BGP自律システム（AS）番号は 1～ 65535の範囲の 2オクテット
の数値でした。現在は、AS番号の需要増加に伴い、InternetAssignedNumbersAuthority（IANA）
によって割り当てられる AS番号は 65536～ 4294967295の範囲の 4オクテットの番号になり
ました。RFC 5396『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』には、AS番号を
表す 3つの方式が記述されています。シスコでは、次の 2つの方式を実装しています。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイトAS番号をその 10進数値で表します。た
とえば、65526は 2バイト AS番号、234567は 4バイト AS番号になります。

• asdot：自律システムドット付き表記。2バイト AS番号は 10進数で、4バイト AS番号は
ドット付き表記で表されます。たとえば、65526は 2バイト AS番号、1.169031（10進表
記の 234567をドット付き表記にしたもの）は 4バイト AS番号になります。

自律システム番号を表す 3つ目の方法については、RFC 5396を参照してください。

asdotだけを使用する自律システム番号形式

Cisco IOS XE Release 2.3では、4オクテット（4バイト）の AS番号は asdot表記法だけで入力
および表示されます。たとえば、1.10または 45000.64000です。4バイト AS番号のマッチン
グに正規表現を使用する場合、asdot形式には正規表現で特殊文字となるピリオドが含まれて
いることに注意します。正規表現でのマッチングに失敗しないよう、（1\.14のように）ピリ
オドの前にバックスラッシュを入力する必要があります。次の表は、asdot形式だけが使用で
きる Cisco IOSイメージで、2バイトおよび 4バイト AS番号の設定、正規表現とのマッチン
グ、および showコマンド出力での表示に使用される形式をまとめたものです。

表 15 : asdotだけを使用する 4バイト AS番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチング
形式

設定形式書

式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～ 65535.655352バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

asplainをデフォルトとする AS番号形式

Cisco IOS XE Release 2.4およびそれ以降のリリースでは、シスコ実装の 4バイト AS番号で
asplainがデフォルトのAS番号表示形式として使用されていますが、4バイトAS番号は asplain
および asdot形式のどちらにも設定できます。また、正規表現で 4バイト AS番号とマッチン
グするためのデフォルト形式は asplainであるため、4バイト AS番号とマッチングする正規表
現はすべて、asplain形式で記述する必要があります。デフォルトの showコマンド出力を変更
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して、4バイトの自律システム番号を asdot形式で表示する場合は、ルータコンフィギュレー
ションモードで bgp asnotation dotコマンドを使用します。デフォルトで asdot形式が有効に
されている場合、正規表現の 4バイト AS番号のマッチングには、すべて asdot形式を使用す
る必要があり、使用しない場合正規表現によるマッチングは失敗します。次の表に示すよう

に、4バイト AS番号は asplainと asdotのどちらにも設定できますが、showコマンド出力と正
規表現を使用した 4バイト AS番号のマッチング制御には 1つの形式だけが使用されます。デ
フォルトは asplain形式です。showコマンド出力の表示と正規表現のマッチング制御で asdot
形式の 4バイト AS番号を使用する場合、bgp asnotation dotコマンドを設定する必要がありま
す。bgp asnotation dotコマンドを有効にした後、clear ip bgp *コマンドを入力してすべての
BGPセッションに対してハードリセットを開始する必要があります。

4バイト AS番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、2バイト
AS番号を使用できます。4バイト AS番号に設定された形式にかかわらず、2バイト ASの
showコマンド出力と正規表現のマッチングは変更されず、asplain（10進数）形式のままにな
ります。

（注）

表 16 : asplainをデフォルトとする 4バイト AS番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

表 17 : asdotを使用する 4バイト AS番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

予約済みおよびプライベートの AS番号

Cisco IOS XE Release 2.3およびそれ以降のリリースでは、シスコ実装の BGPは、RFC 4893を
サポートします。RFC 4893は、2バイト AS番号から 4バイト AS番号への段階的移行を BGP
がサポートできるように開発されました。新しい予約済み（プライベート）AS番号（23456）
は RFC 4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIではこの番号を AS番号として設定でき
ません。
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RFC 5398『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』では、文書化を
目的として新たに予約された AS番号について説明されています。予約済み番号を使用するこ
とで、設定例を正確に文書化しつつ、その設定がそのままコピーされた場合でも製品ネット

ワークに競合が発生することを防止できます。予約済み番号は IANA AS番号レジストリに記
載されています。予約済み 2バイト AS番号は 64496～ 64511の連続したブロック、予約済み
4バイト AS番号は 65536～ 65551をその範囲としています。

64512～ 65534を範囲とするプライベートの 2バイト AS番号は依然有効で、65535は特殊な
目的のために予約されています。プライベートAS番号は内部ルーティングドメインで使用で
きますが、インターネットにルーティングされるトラフィックについては変換が必要です。プ

ライベートAS番号を外部ネットワークへアドバタイズするようにBGPを設定しないでくださ
い。Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトではルーティングアップデートからプライベート
AS番号を削除しません。ISPがプライベートAS番号をフィルタ処理することを推奨します。

パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに対する AS番号の割り当ては、
IANAが管理しています。予約済み番号の割り当てやAS番号の登録申込など、AS番号に関す
る情報については、http://www.iana.org/を参照してください。

（注）

シスコが採用している 4バイト自律システム番号
Cisco IOS XE Release 2.4およびそれ以降のリリースでは、シスコが採用している 4バイト自律
システム（AS）番号は、AS番号の正規表現のマッチングおよび出力表示形式のデフォルトと
して asplain（たとえば、65538）を使用していますが、RFC 5396に記載されているとおり、4
バイトAS番号を asplain形式および asdot形式の両方で設定できます。4バイトAS番号の正規
表現マッチングと出力表示のデフォルトを asdot形式に変更するには、bgp asnotation dotコマ
ンドの後に clear ip bgp *コマンドを実行し、現在の BGPセッションをすべてハードリセット
します。4バイト AS番号形式の詳細については、「BGP自律システム番号の形式」の項を参
照してください。

Cisco IOS XE Release 2.3では、シスコが採用している 4バイト AS番号は、設定形式、正規表
現とのマッチング、および出力表示として、asdot（たとえば、1.2）だけを使用しています。
asplainはサポートしていません。4バイト番号を使用する 2つの自律システム内の BGPピア
の例については、下の図を参照してください。asdot表記法を使用して設定された、異なる 4
バイトの自律システムにある3つのネイバーピアの間での設定例については、「例：BGPルー
ティングプロセスと4バイト自律システム番号を使用したピアの設定」を参照してください。

シスコは、BGPが 2バイト AS番号から 4バイト AS番号へ段階的に移行できるように開発さ
れたRFC 4893もサポートしています。スムーズな移行を確実に行うには、4バイトAS番号を
使用して識別される AS内の BGPスピーカーをすべて、4バイト AS番号をサポートするよう
にアップグレードすることを推奨します。

新しいプライベートAS番号（23456）はRFC 4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIで
はこの番号を AS番号として設定できません。

（注）
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図 16 : 4バイト番号を使用する 2つの自律システム内の BGPピア

4バイト ASNに対する BGPサポートの設定方法

BGPルーティングプロセスと 4バイト自律システム番号を使用したピ
アの設定

4バイト自律システム（AS）番号を使用するASにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ピアが配置されているときに、BGPルーティングプロセスおよび BGPピアを設定するには、
この作業を実行します。ここで設定するアドレスファミリは、デフォルトの IPv4ユニキャス
トアドレスファミリで、設定は上の図（「シスコが採用している4バイト自律システム番号」
の項）のルータAで行われています。この作業にある4バイトAS番号は、デフォルトのasplain
（10進数値）形式にフォーマットされています。たとえば、上の図にあるルータBのAS番号
は 65538です。BGPピアとなりうるネイバールータすべてについて、必ず、この作業を実行
してください。

始める前に

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
199

4バイト ASNに対する BGPサポート

4バイト ASNに対する BGPサポートの設定方法



3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. 必要に応じて、手順 4を繰り返し、その他の BGPネイバーを定義します。
6. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
7. neighbor ip-address activate
8. 必要に応じて、手順 7を繰り返し、その他の BGPネイバーをアクティブ化します。
9. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
10. end
11. show ip bgp [network] [network-mask]
12. show ip bgp summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

Device(config)# router bgp 65538

指定された ASのネイバーの IPアドレスを、ロー
カルデバイスの IPv4マルチプロトコル BGPネイ
バーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、4バイト AS番号 65536は asplain
表記法で定義されています。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536

--必要に応じて、手順 4を繰り返し、その他の BGP
ネイバーを定義します。

ステップ 5

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、デバイスは IPv4
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目的コマンドまたはアクション

ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付ける Virtual
Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティン
グおよび転送）インスタンスの名前を指定しま

す。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルデバイスと交換できる

ようにします。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
activate

ステップ 7

--必要に応じて、手順 7を繰り返し、その他の BGP
ネイバーをアクティブ化します。

ステップ 8

（任意）このASにローカルとしてネットワークを
指定し、BGPルーティングテーブルに追加します。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 9

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0 内部プロトコルは networkコマンドを使用し

て、アップデートの送信先を決定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 11

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Device# show ip bgp 10.1.1.0

（任意）BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp summary

例

次の例は、上の図のルータ Bで実行された show ip bgpコマンドの出力ですが、ここ
にはルータAで 192.168.1.2にある BGPネイバーから学習されたネットワーク 10.1.1.0
に対する BGPルーティングテーブルエントリと、デフォルトの asplain形式で表した
4バイト AS番号 65536が表示されています。

RouterB# show ip bgp 10.1.1.0

BGP routing table entry for 10.1.1.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Advertised to update-groups:

2
65536
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (10.1.1.99)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best

次の例は、show ip bgp summaryコマンドの出力ですが、ここには、上の図のルータ
Bでこの作業を設定した後で、ルータ Aにある BGPネイバー 192.168.1.2の 4バイト
AS番号が 65536であることが表示されています。

RouterB# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 65538
BGP table version is 3, main routing table version 3
2 network entries using 234 bytes of memory
2 path entries using 104 bytes of memory
3/2 BGP path/bestpath attribute entries using 444 bytes of memory
1 BGP AS-PATH entries using 24 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 806 total bytes of memory
BGP activity 2/0 prefixes, 2/0 paths, scan interval 60 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Stated
192.168.1.2 4 65536 6 6 3 0 0 00:01:33 1

トラブルシューティングのヒント

BGPデバイス間の基本的なネットワーク接続性を確認するには、pingコマンドを使用します。

4バイト自律システム番号で使用される出力および正規表現とのマッ
チング形式のデフォルトを変更

4バイト自律システム（AS）番号のデフォルト出力形式を asplain形式から asdot表記法形式に
変更するには、この作業を実行します。4バイト AS番号の出力形式の変化を表示するには、
show ip bgp summaryコマンドを使用します。
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手順の概要

1. enable
2. show ip bgp summary
3. configure terminal
4. router bgp autonomous-system-number
5. bgp asnotation dot
6. end
7. clear ip bgp *
8. show ip bgp summary
9. show ip bgp regexp regexp
10. configure terminal
11. router bgp autonomous-system-number
12. no bgp asnotation dot
13. end
14. clear ip bgp *

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

すべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
接続のステータスを表示します。

show ip bgp summary

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp summary

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

Device(config)# router bgp 65538

BGP 4バイト AS番号のデフォルト出力形式を
asplain（10進数値）からドット表記法に変更しま
す。

bgp asnotation dot

例：

Device(config-router)# bgp asnotation dot

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

4バイトAS番号は、asplain形式、または
asdot形式を使用して設定できます。この
コマンドの影響を受けるのは、showコマ
ンドの出力、または正規表現のマッチン

グだけです。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

現在の BGPセッションをすべてクリアし、リセッ
トします。

clear ip bgp *

例：

ステップ 7

•この例では、4バイト AS番号形式の変更がす
べての BGPセッションに反映されていることDevice# clear ip bgp *

を確認するために、ハードリセットが実行さ

れています。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp summary

ASパスの正規表現と一致するルートを表示しま
す。

show ip bgp regexp regexp

例：

ステップ 9

•この例では、4バイトの ASパスをマッチング
する正規表現は、asdot形式で設定されていま
す。

Device# show ip bgp regexp ^1\.0$

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 10

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 65538
•この例では、4バイト AS番号 65538は asplain
表記法で定義されています。

BGP 4バイト AS番号のデフォルト出力形式を
asplain（10進数値）にリセットします。

no bgp asnotation dot

例：

ステップ 12

4バイトAS番号は、asplain形式、または
asdot形式を使用して設定できます。この
コマンドの影響を受けるのは、showコマ
ンドの出力、または正規表現のマッチン

グだけです。

（注）
Device(config-router)# no bgp asnotation dot

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Device(config-router)# end

現在の BGPセッションをすべてクリアし、リセッ
トします。

clear ip bgp *

例：

ステップ 14

•この例では、4バイト AS番号形式の変更がす
べての BGPセッションに反映されていることDevice# clear ip bgp *

を確認するために、ハードリセットが実行さ

れています。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次の show ip bgp summaryコマンドの出力は、4バイト AS番号のデフォルト asplain
形式を示しています。ここで、asplain形式で表された 4バイト AS番号 65536および
65550に注意してください。

Router# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 65538
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Statd
192.168.1.2 4 65536 7 7 1 0 0 00:03:04 0
192.168.3.2 4 65550 4 4 1 0 0 00:00:15 0
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bgpasnotationdotコマンドの設定後（これに、現在のBGPセッションをすべてハード
リセットする clear ip bgp *コマンドが続きます）、出力は、次の show ip bgp summary
コマンドの出力に示すように、asdot表記法の形式に変換されます。asdot形式で表さ
れた 4バイト AS番号 1.0および 1.14に注意してください。これらは AS番号 65536と
65550を asdot変換したものです。

Router# show ip bgp summary

BGP router identifier 172.17.1.99, local AS number 1.2
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down Statd
192.168.1.2 4 1.0 9 9 1 0 0 00:04:13 0
192.168.3.2 4 1.14 6 6 1 0 0 00:01:24 0

bgpasnotationdotコマンドの設定後（これに、現在のBGPセッションをすべてハード
リセットする clear ip bgp *コマンドが続きます）、4バイトの ASパスで使用される
正規表現とのマッチング形式は asdot表記法の形式に変更されます。4バイト AS番号
は、asplain形式または asdot形式のいずれかを使用して、正規表現で設定できますが、
現在のデフォルト形式を使用して設定された 4バイト AS番号だけがマッチングされ
ます。下の先頭の例では、show ip bgp regexpコマンドは、asplain形式で表された 4バ
イト AS番号を使って設定されています。現在のデフォルト形式は asdot形式なので
マッチングは失敗し、何も出力されません。asdot形式を使用した 2番目の例では、
マッチングは成功し、4バイトの ASパスに関する情報が asdot表記法を使って表示さ
れます。

このasdot表記法で使用されているピリオドは、シスコの正規表現では特殊文字です。
特殊な意味を取り除くには、ピリオドの前にバックスラッシュをつけます。

（注）

Router# show ip bgp regexp ^65536$

Router# show ip bgp regexp ^1\.0$

BGP table version is 2, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 1.0 i
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4バイト ASNに対する BGPサポートの設定例

例：BGPルーティングプロセスと 4バイト自律システム番号を使用し
たピアの設定

asplain形式

次に示すのは、下の図におけるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プロセスを使った
ルータ A、B、Eのコンフィギュレーションの例で、このプロセスは、asplain表記法を使用し
て設定された別々の 4バイト自律システムのルータ A、B、Eにある 3つのネイバーピアの間
に設定されています。IPv4ユニキャストルートはすべてのピアと交換されます。

図 17 : asplain形式の 4バイト自律システム番号を使用する BGPピア

ルータ A

router bgp 65536
bgp router-id 10.1.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.1 remote-as 65538
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.1.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ B

router bgp 65538
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bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
neighbor 192.168.3.2 remote-as 65550
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ E

router bgp 65550
bgp router-id 10.2.2.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.3.1 remote-as 65538
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.3.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.2.2.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

asdot形式

次に示すのは、下の図における BGPプロセスを使ったルータ A、B、Eのコンフィギュレー
ションを作成する方法の例で、このプロセスは、デフォルトの asdot形式を使用して設定され
た別々の 4バイト自律システムのルータ A、B、Eにある 3つのネイバーピアの間に設定され
ています。IPv4ユニキャストルートはすべてのピアと交換されます。

図 18 : asdot形式の 4バイト自律システム番号を使用する BGPピア
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ルータ A

router bgp 1.0
bgp router-id 10.1.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.1 remote-as 1.2
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.1.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ B

router bgp 1.2
bgp router-id 172.17.1.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 1.0
neighbor 192.168.3.2 remote-as 1.14
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

ルータ E

router bgp 1.14
bgp router-id 10.2.2.99
no bgp default ipv4-unicast
bgp fast-external-fallover
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.3.1 remote-as 1.2
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.3.1 activate
no auto-summary
no synchronization
network 10.2.2.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
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例：4バイトのBGP自律システム番号を使用したVRFおよび拡張コミュ
ニティの設定

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリース
における asplainデフォルト形式

次の例は、Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、
およびそれ以降のリリースで使用可能です。この例は、4バイト自律システム番号 65537を使
用するルートターゲットを使ってVRFを作成する方法、およびルートターゲットに、ルート
マップにより許可されたルートの拡張コミュニティ値 65537:100を設定する方法を示していま
す。

ip vrf vpn_red
rd 64500:100
route-target both 65537:100
exit
route-map red_map permit 10
set extcommunity rt 65537:100
end

コンフィギュレーションの完了後、show route-mapコマンドを使用して、拡張コミュニティ
が、4バイト自律システム番号 65537を含むルートターゲットに設定されていることを確認し
ます。

RouterB# show route-map red_map
route-map red_map, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
extended community RT:65537:100

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

4バイト自律システム番号の RDサポート

次の例は、4バイト AS番号 65536を含むルート識別子、および 4バイト自律システム番号
65537を含むルートターゲットを使用して、VRFを作成する方法を示しています。

ip vrf vpn_red
rd 65536:100
route-target both 65537:100
exit

コンフィギュレーションの完了後、show vrfコマンドを使用して、4バイト AS番号ルート識
別子が 65536:100に設定されていることを確認します。

RouterB# show vrf vpn_red
Current configuration : 36 bytes
vrf definition x
rd 65536:100
!
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Cisco IOS Release 12.0(32)S12および 12.4(24)Tにおける asdotデフォルト形式

次の例は、Cisco IOSRelease 12.0(32)S12および 12.4(24)Tで使用可能です。この例は、4バイト
自律システム番号1.1を使用するルートターゲットを使ってVRFを作成する方法、およびルー
トターゲットに、ルートマップにより許可されたルートの拡張コミュニティ値 1.1:100を設定
する方法を示しています。

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリースでは、こ
の例が正常に動作するのは、bgp asnotation dotコマンドを使用して、asdotをデフォルトの表
示形式として設定した場合だけです。

（注）

ip vrf vpn_red
rd 64500:100
route-target both 1.1:100
exit
route-map red_map permit 10
set extcommunity rt 1.1:100
end

コンフィギュレーションの完了後、show route-mapコマンドを使用して、拡張コミュニティ
が、4バイト自律システム番号 1.1を含むルートターゲットに設定されていることを確認しま
す。

RouterB# show route-map red_map
route-map red_map, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
extended community RT:1.1:100

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

4バイト自律システム番号の RDサポートの asdotデフォルト形式

次の例が正常に動作するのは、bgp asnotation dotコマンドを使用して asdotをデフォルトの表
示形式として設定した場合です。

ip vrf vpn_red
rd 1.0:100
route-target both 1.1:100
exit

4バイト ASNに対する BGPサポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『BGP Support for Four-octet AS Number Space』RFC
4893

『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398

『4-Octet AS Specific BGP Extended Community』RFC
5668

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

4バイト ASNに対する BGPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
212

4バイト ASNに対する BGPサポート

4バイト ASNに対する BGPサポートの機能情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


表 18 : 4バイト ASNに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

4バイトASNに対するBGPサ
ポート機能により、4バイト自
律システム番号がサポートさ

れるようになりました。

次のコマンドが導入または変

更されました。bgp asnotation
dot、bgp confederation
identifier、bgp confederation
peers、自律システム番号を設
定するすべての clear ip bgpコ
マンド、ip as-path access-list、
ip extcommunity-list、match
source-protocol、neighbor
local-as、neighbor remote-as、
redistribute (IP)、router bgp、
route-target、set as-path、set
extcommunity、set origin、自
律システム番号を表示するす

べての show ip bgpコマンド、
show ip extcommunity-list

4バイトASNに対するBGPサ
ポート

4バイトASN RDおよび RTに
対するBGPサポート機能によ
り、4バイト自律システム番号
がサポートされるようになり

ました。

BGP—4バイト ASN RDおよ
び RTのサポート
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第 7 章

IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGP
for IPv6拡張

•機能情報の確認（215ページ）
• IPv6ルーティングマルチプロトコル BGP for IPv6拡張に関する情報（215ページ）
•マルチプロトコル BGP for IPv6の設定方法（216ページ）
•マルチプロトコル BGP for IPv6の設定例（222ページ）
•その他の参考資料（224ページ）
• IPv6ルーティングマルチプロトコル BGP for IPv6拡張の機能情報（225ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6ルーティングマルチプロトコル BGP for IPv6拡張に
関する情報

Multiprotocol BGP Extensions for IPv6
マルチプロトコル BGPは、IPv6でサポートされている外部ゲートウェイプロトコル（EGP）
です。マルチプロトコル BGP for IPv6拡張では、IPv4 BGPと同じ機能および機能性の多くが

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
215

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


サポートされています。マルチプロトコルBGPに対する IPv6拡張には、IPv6アドレスファミ
リ、ネットワーク層到達可能性情報（NLRI）、および IPv6アドレスを使用するネクストホッ
プ（宛先パス内の次のデバイス）属性のサポートが含まれています。

マルチプロトコル BGP for IPv6の設定方法

IPv6 BGPルーティングプロセスおよび BGPルータ IDの設定
IPv6 BGPルーティングプロセスを設定し、オプションの BGP対応デバイス用 BGPルータ ID
を設定するには、次の作業を実行します。

BGPでは、ルータ IDを使用して、BGPスピーキングピアを識別します。BGPルータ IDは、
32ビット値であり、多くの場合、IPv4アドレスで表されます。デフォルトでは、ルータ ID
は、デバイスのループバックインターフェイスの IPv4アドレスに設定されます。デバイス上
でループバックインターフェイスが設定されていない場合は、BGPルータ IDを表すためにデ
バイスの物理インターフェイスに設定されている最上位の IPv4アドレスがソフトウェアによっ
て選択されます。

IPv6だけが有効になっているデバイス（IPv4アドレスを持っていないデバイス）で BGPを設
定する場合、そのデバイスのBGPルータ IDを手動で設定する必要があります。IPv4アドレス
構文を使用して 32ビット値で表される BGPルータ IDは、デバイスの BGPピアで一意である
必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. bgp router-id ip-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、指定したルー
ティングプロセスのルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 65000

ステップ 3

前の手順で指定した BGPルーティングプロセスの
IPv4ユニキャストアドレスファミリを無効にしま
す。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
コマンドで設定された各 BGPルーティン
グセッションに対して、デフォルトでア

ドバタイズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、nobgp
default ipv4-unicastコマンドを設定した場
合は例外です。

（注）

（任意）固定 32ビットルータ IDを、BGPを実行
するローカルデバイスの IDとして設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 5

bgp router-idコマンドを使用してルータ
IDを設定すると、アクティブな BGPピア
リングセッションがすべてリセットされ

ます。

（注）
Device(config-router)# bgp router-id 192.168.99.70

2つのピア間での IPv6マルチプロトコル BGPの設定
デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address [%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[alternate-as autonomous-system-number ...]
5. address-family ipv6 [unicast |multicast]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address%} activate
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定された自律システムのネイバーの IPv6アドレス
を、ローカルデバイスの IPv6マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address [%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1
remote-as 64600

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast |multicast]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6

address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ローカルデバイスとの間で IPv6アドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにネイバーを設

定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 activate
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IPv6 BGPピア間での IPv4ルートのアドバタイズ
IPv6ネットワークによって 2つの別々の IPv4ネットワークが接続されている場合は、IPv6を
使用して IPv4ルートをアドバタイズできます。IPv4アドレスファミリ内の IPv6アドレスを使
用して、ピアリングを設定します。アドバタイズされるネクストホップは、通常、到着不能で

あるため、スタティックルートまたはインバウンドルートマップを使用してネクストホップ

を設定します。2つの IPv4ピア間での IPv6ルートのアドバタイズも同じモデルを使用して実
行できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[alternate-as autonomous-system-number ...]
6. address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
7. neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name
8. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address [%]} route-map map-name {in | out}
9. exit
10. exit
11. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
12. set ip next-hop ip-address [... ip-address] [peer-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

マルチプロトコル BGPピアグループを作成しま
す。

neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor 6peers peer-group

指定された自律システムのネイバーの IPv6アドレ
スを、ローカルデバイスの IPv6マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 6peers remote-as
65002

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使
用するルーティングセッションを設定します。

address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# address-family ipv4

BGPネイバーの IPv6アドレスをピアグループに割
り当てます。

neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:1234::2 peer-group 6peers

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
[%]} route-map map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•ルートマップへの変更は、ピアリングがリセッ
トされるまで、またはソフトリセットが実行

Device(config-router-af)# neighbor 6peers
route-map rmap out されるまで、現在のピアでは有効になりませ

ん。softキーワードと inキーワードを指定し
て clear bgp ipv6コマンドを使用すると、ソフ
トリセットが実行されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

デバイスをグローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを定義し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 11

Device(config)# route-map rmap permit 10
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目的コマンドまたはアクション

IPv4パケットのピアにアドバタイズされるネクス
トホップをオーバーライドします。

set ip next-hop ip-address [... ip-address]
[peer-address]

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# set ip next-hop
10.21.8.10

外部 BGPピアのクリア

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} external [soft] [in | out]
3. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} peer-group name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

外部 IPv6 BGPピアをクリアします。clear bgp ipv6 {unicast |multicast} external [soft] [in
| out]

ステップ 2

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast external soft in

IPv6 BGPピアグループのすべてのメンバをクリア
します。

clear bgp ipv6 {unicast |multicast} peer-group name

例：

ステップ 3

Device# clear bgp ipv6 unicast peer-group
marketing

BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの設定
•

始める前に

•
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手順の概要

1.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

例：ステップ 1

例

次のタスク

•

マルチプロトコル BGP for IPv6の設定例

例：BGPプロセス、BGPルータ ID、IPv6マルチプロトコルBGPピアの
設定

次の例では、IPv6をグローバルに有効にし、BGPプロセスを設定して、BGPルータ IDを確立
します。また、IPv6マルチプロトコル BGPピア 2001:DB8:0:CC00::1を設定してアクティブ化
します。

ipv6 unicast-routing
!
router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
bgp router-id 192.168.99.70
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64600
address-family ipv6 unicast
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 activate

例：IPv6マルチプロトコル BGPピアグループの設定
次に、group1という名前の IPv6マルチプロトコル BGPピアグループを設定する例を示しま
す。

router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
neighbor group1 peer-group
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64600
address-family ipv6 unicast
neighbor group1 activate
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 peer-group group1
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例：IPv6マルチプロトコル BGPへのルートのアドバタイズ
次に、ローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに IPv6ネットワーク2001:DB8::/24
を挿入する例を示します（BGPは、ネットワークをアドバタイズする前に、ネットワークの
ルートがローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに存在することを確認します）。

router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 unicast
network 2001:DB8::/24

例：IPv6マルチプロトコルBGPプレフィックスのルートマップの設定
次に、rtpという名前のルートマップを設定して、ネットワーク 2001:DB8::/24からの IPv6ユ
ニキャストルートが ciscoという名前のプレフィックスリストに一致する場合は、その IPv6
ユニキャストルートを許可する例を示します。

router bgp 64900
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64700
address-family ipv6 unicast
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 activate
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 route-map rtp in
ipv6 prefix-list cisco seq 10 permit 2001:DB8::/24
route-map rtp permit 10
match ipv6 address prefix-list cisco

例：IPv6マルチプロトコル BGPへのプレフィックスの再配布
次の例では、RIPルートをローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに再配布して
います。

router bgp 64900
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 unicast
redistribute rip

例：IPv6ピア間での IPv4ルートのアドバタイズ
次の例では、IPv6ネットワークが 2つの個別 IPv4ネットワークに接続している場合に、IPv6
ピア間で IPv4ルートをアドバタイズしています。ピアリングは、IPv4アドレスファミリコン
フィギュレーションモードで IPv6アドレスを使用して設定されています。アドバタイズされ
たネクストホップは到達不能である可能性があるため、rmapという名前のインバウンドルー
トマップによってネクストホップが設定されます。

router bgp 65000
!
neighbor 6peers peer-group
neighbor 2001:DB8:1234::2 remote-as 65002
address-family ipv4
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neighbor 6peers activate
neighbor 6peers soft-reconfiguration inbound
neighbor 2001:DB8:1234::2 peer-group 6peers
neighbor 2001:DB8:1234::2 route-map rmap in
!
route-map rmap permit 10
set ip next-hop 10.21.8.10

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準規格および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6
RFCs

IPv6に関するRFC

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

IPv6ルーティングマルチプロトコル BGP for IPv6拡張の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 19 : IPv6ルーティングマルチプロトコル BGP for IPv6拡張の機能情報

機能情報リリース機能名

マルチプロトコルBGP for IPv6
拡張では、IPv4 BGPと同じ機
能および機能性がサポートさ

れています。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6ルーティング：マルチプ
ロトコル BGP for IPv6拡張
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第 8 章

IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGP
リンクローカルアドレスピアリング

•機能情報の確認（227ページ）
• IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカルアドレスピアリングに関する
情報（228ページ）

• IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカルアドレスピアリングの設定方
法（228ページ）

• IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカルアドレスピアリングの設定例
（233ページ）

•その他の参考資料（234ページ）
• IPv6ルーティングマルチプロトコル BGPリンクローカルアドレスピアリングの機能情
報（235ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカ
ルアドレスピアリングに関する情報

リンクローカルアドレスを使用した IPv6マルチプロトコル BGPピア
リング

リンクローカルアドレスを使用して、2つの IPv6デバイス（ピア）間で IPv6マルチプロトコ
ル BGPを設定できます。この機能を動作させるには、neighbor update-sourceコマンドを使用
してネイバーのインターフェイスを識別する必要があり、IPv6グローバルネクストホップを
設定するようにルートマップを設定する必要があります。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）では、同じインターフェイス上の IPv6リンクロー
カルアドレスを介した複数のピアとのピアリングのためにサードパーティネクストホップを

使用します。異なるインターフェイス上のリンクローカルアドレスを介したピアリングでは、

サードパーティネクストホップは使用できません。リンクローカルアドレスを使用してピア

リングするネイバーは、インターフェイスごとに 1つのアップデートグループに分けられま
す。BGPでは、リンクローカルアドレスを持つネイバーのアップデートグループメンバー
シップは、そのネイバーとの通信に使用されるインターフェイスに基づいて分けられます。

IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカ
ルアドレスピアリングの設定方法

Configuring an IPv6 Multiprotocol BGP Peer Using a Link-Local Address
リンクローカルアドレスを使用して 2台の IPv6ルータ（ピア）間に IPv6マルチプロトコル
BGPを設定する場合は、ネイバーのインターフェイスが update-sourceコマンドを使用して識
別され、IPv6グローバルネクストホップを設定するようにルートマップが設定されている必
要があります。
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•デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンド
を使用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換
します。IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換する
には、そのプレフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーション

モードで neighbor activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もありま
す。

•デフォルトでは、neighbor route-mapコマンドを使用してルータコンフィギュレーション
モードで適用されるルートマップは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけに
適用されます。IPv6アドレスファミリなどのその他のアドレスファミリのルートマップ
は、neighbor route-mapコマンドを使用してアドレスファミリコンフィギュレーション
モードで適用される必要があります。ルートマップは、指定したアドレスファミリの下

にあるネイバーの着信ルーティングポリシーまたは発信ルーティングポリシーとして適

用されます。各アドレスファミリタイプで個別のルートマップを設定すると、各アドレ

スファミリの複雑なポリシーまたはさまざまなポリシーを簡単に管理できるようになりま

す。

•ネクストホップの変更に使用するルートマップは、アウトバウンドにのみ適用する必要が
あります。ネクストホップ IPv6アドレスを変更するためのインバウンドルートマップは
サポートされていません。インバウンドルートマップは、IPV4アドレスファミリでのみ
サポートされます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[alternate-as autonomous-system-number ...]
5. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} update-source interface-type

interface-number
6. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast | vpnv6
7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address%} activate
8. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address[%]} route-map map-name {in | out
9. exit
10. ステップ 9を繰り返します。
11. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
12. match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name | access-list-name
13. set ipv6 next-hop ipv6-address [link-local-address] [peer-address
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定したリモート自律システム内のネイバーのリン

クローカル IPv6アドレスをローカルルータの IPv6
neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

ステップ 4

マルチプロトコル BGPネイバーテーブルに追加し
ます。例：

Device(config-router)# neighbor
FE80::1234:BFF:FE0E:A471% remote-as 64600

•省略可能な%キーワードは、IPv6リンクロー
カルアドレス識別子です。このキーワードは、

リンクローカル IPv6アドレスがそのインター
フェイスのコンテキスト外で使用される場合

は、追加する必要があります。

ピアリングが発生するリンクローカルアドレスを

指定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} update-source interface-type
interface-number

ステップ 5

•省略可能な%キーワードは、IPv6リンクロー
カルアドレス識別子です。このキーワードは、

例：

Device(config-router)# neighbor
リンクローカル IPv6アドレスがそのインター
フェイスのコンテキスト外で使用される場合

は、追加する必要があります。

FE80::1234:BFF:FE0E:A471% update-source
gigabitethernet0/0/0

•ネイバーへの接続が複数存在し、neighbor
update-sourceコマンドで interface-type引数と
interface-number引数を使用してネイバーイン
ターフェイスを指定していない場合は、リンク

ローカルアドレスを使用してネイバーとのTCP
接続を確立することはできません。
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast
| vpnv6

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv6ユ
ニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ネイバーが、指定したリンクローカルアドレスを

使用して IPv6アドレスファミリのプレフィックス
をローカルルータと交換できるようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 7

•省略可能な%キーワードは、IPv6リンクロー
カルアドレス識別子です。このキーワードは、

Device(config-router-af)# neighbor
FE80::1234:BFF:FE0E:A471% activate

リンクローカル IPv6アドレスがそのインター
フェイスのコンテキスト外で使用される場合

は、追加する必要があります。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name |
ipv6-address[%]} route-map map-name {in | out

例：

ステップ 8

•省略可能な%キーワードは、IPv6リンクロー
カルアドレス識別子です。このキーワードは、

Device(config-router-af)# neighbor
FE80::1234:BFF:FE0E:A471% route-map nh6 out リンクローカル IPv6アドレスがそのインター

フェイスのコンテキスト外で使用される場合

は、追加する必要があります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

デバイスをグローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

ステップ 9を繰り返します。

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを定義し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# route-map nh6 permit 10

プレフィックスリストで許可されている宛先 IPv6
ネットワーク番号アドレスを持つすべてのルートを

match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name |
access-list-name

例：

ステップ 12

配布するか、パケットに対してポリシールーティ

ングを実行します。

Device(config-route-map)# match ipv6 address
prefix-list cisco

ポリシールーティング用のルートマップの match
句を渡す IPv6パケットのピアにアドバタイズされ
るネクストホップを上書きします。

set ipv6 next-hop ipv6-address [link-local-address]
[peer-address

例：

ステップ 13

• ipv6-address引数には、ネクストホップの IPv6
グローバルアドレスを指定します。隣接ルー

タである必要はありません。

Device(config-route-map)# set ipv6 next-hop
2001:DB8::1

• link-local-address引数には、ネクストホップの
IPv6リンクローカルアドレスを指定します。
隣接ルータである必要があります。

ルートマップによって、BGPアップデー
トに IPv6ネクストホップアドレス（グ
ローバルおよびリンクローカル）が設定

されます。ルートマップが設定されてい

ない場合、デフォルトでは、BGPアップ
デートのネクストホップアドレスは未指

定の IPv6アドレス（::）に設定され、ピ
アで拒否されます。手順 5の neighbor
update-sourceコマンドでネイバーイン
ターフェイス（interface-type引数）を指
定した後に、set ipv6 next-hopコマンドで
グローバル IPv6ネクストホップアドレス
（ipv6-address引数）だけを指定した場合
は、interface-type引数で指定したインター
フェイスのリンクローカルアドレスが

BGPアップデートのネクストホップとし
て含まれます。したがって、リンクロー

カルアドレスを使用する複数のBGPピア
に必要となるのは、BGPアップデートに
グローバル IPv6ネクストホップアドレス
を設定する 1つのルートマップだけとな
ります。

（注）
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IPv6ルーティング：マルチプロトコルBGPリンクローカ
ルアドレスピアリングの設定例

例：リンクローカルアドレスを使用した IPv6マルチプロトコル BGP
ピアの設定

次の例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/0上で IPv6マルチプロトコル BGPピア
FE80::1234:BFF:FE0E:A471を設定し、GigabitEthernetインターフェイス 0/0の IPv6ネクスト
ホップグローバルアドレスをBGPアップデートに含めるために nh6という名前のルートマッ
プを設定します。IPv6ネクストホップリンクローカルアドレスは、nh6ルートマップ（次の
例には記載なし）によって、または neighbor update-sourceコマンド（この例を参照）で指定
したインターフェイスから設定できます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 5
Device(config-router)# neighbor internal peer-group
Device(config-router)# neighbor FE80::1234:BFF:FE0E:A471% peer-group
Device(config-router)# neighbor internal remote-as 100
Device(config-router)# neighbor FE80::1234:BFF:FE0E:A471% remote-as 64600
Device(config-router)# neighbor FE80::1234:BFF:FE0E:A471% update-source Gigabitethernet
0/0
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# neighbor FE80::1234:BFF:FE0E:A471% activate
Device(config-router-af)# neighbor FE80::1234:BFF:FE0E:A471% route-map nh6 out
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map nh6permit 10
Device(config-router-map)# match ipv6 address prefix-list cisco
Device(config-router-map)# set ipv6 next-hop 2001:DB8:526::1
Device(config-router-map)# exit
Device(config)# ipv6 prefix-list cisco permit 2001:DB8:2F22::/48 le 128
Device(config)# ipv6 prefix-list cisco deny ::/0
Device(config)# end

neighbor update-sourceコマンドでネイバーインターフェイス（interface-type引数）を指定し
た後に、set ipv6 next-hopコマンドでグローバル IPv6ネクストホップアドレス（ ipv6-address
引数）だけを指定した場合は、interface-type引数で指定したインターフェイスのリンクローカ
ルアドレスがBGPアップデートのネクストホップとして含まれます。したがって、リンクロー
カルアドレスを使用する複数の BGPピアに必要となるのは、BGPアップデートにグローバル
IPv6ネクストホップアドレスを設定する 1つのルートマップだけとなります。

（注）
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準規格および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6
RFCs

IPv6に関するRFC

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

IPv6ルーティングマルチプロトコルBGPリンクローカル
アドレスピアリングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 20 : IPv6ルーティング：マルチプロトコル BGPリンクローカルアドレスピアリングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、サポートされて

います。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6ルーティング：マルチプ
ロトコルBGPリンクローカル
アドレスピアリング
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第 9 章

IPv6マルチキャストアドレスファミリで
のマルチプロトコル BGPのサポート

•機能情報の確認（237ページ）
• IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロトコルBGPのサポートに関する情
報（238ページ）

• IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロトコルBGPのサポートの実装方法
（239ページ）

• IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロトコル BGPのサポートの設定例
（248ページ）

•その他の参考資料（249ページ）
• IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロトコルBGPのサポートに関する機
能情報（250ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロト
コル BGPのサポートに関する情報

IPv6マルチキャストアドレスファミリのマルチプロトコル BGP
IPv6マルチキャストアドレスファミリのマルチプロトコルBGP機能では、マルチプロトコル
BGP for IPv6拡張を提供し、IPv4 BGPと同じ機能と機能性をサポートします。マルチキャスト
BGPに対する IPv6拡張には、IPv6マルチキャストアドレスファミリ、ネットワーク層到達可
能性情報（NLRI）、および IPv6アドレスを使用するネクストホップ（宛先へのパス内の次の
ルータ）属性のサポートが含まれています。

マルチキャスト BGPは、ドメイン間 IPv6マルチキャストの配布を可能にする、拡張された
BGPです。マルチプロトコルBGPでは、複数のネットワーク層プロトコルアドレスファミリ
（IPv6アドレスファミリなど）および IPv6マルチキャストルートに関するルーティング情報
を伝送します。IPv6マルチキャストアドレスファミリには、IPv6 PIMプロトコルによる RPF
ルックアップに使用される複数のルートが含まれており、マルチキャスト BGP IPv6は、同じ
ドメイン間転送を提供します。ユニキャスト BGPが学習したルートは IPv6マルチキャストに
は使用されないため、ユーザは、BGPで IPv6マルチキャストを使用する場合は、マルチプロ
トコル BGP for IPv6マルチキャストを使用する必要があります。

マルチキャスト BGP機能は、個別のアドレスファミリコンテキストを介して提供されます。
Subsequent Address Family Identifier（SAFI）では、属性で伝送されるネットワーク層到達可能
性情報のタイプに関する情報を提供します。マルチプロトコル BGPユニキャストでは SAFI 1
メッセージを使用し、マルチプロトコル BGPマルチキャストでは SAFI 2メッセージを使用し
ます。SAFI 1メッセージは、ルートは IPユニキャストだけに使用でき、IPマルチキャストに
は使用できないことを示します。この機能があるため、IPv6ユニキャスト RIB内の BGPルー
トは、IPv6マルチキャスト RPFルックアップでは無視される必要があります。

IPv6マルチキャスト RPFルックアップを使用して、異なるポリシーおよびトポロジ（IPv6ユ
ニキャストとマルチキャストなど）を設定するために、個別の BGPルーティングテーブルが
維持されています。マルチキャスト RPFルックアップは、IPユニキャストルートルックアッ
プと非常によく似ています。

IPv6マルチキャスト BGPテーブルと関連付けられているMRIBはありません。ただし、必要
な場合、IPv6マルチキャスト BGPは、ユニキャスト IPv6 RIBで動作します。マルチキャスト
BGPでは、IPv6ユニキャスト RIBへのルートの挿入や更新は行いません。
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IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロト
コル BGPのサポートの実装方法

IPv6ピアグループでマルチキャストBGPルーティングを実行するため
の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} remote-as as-number
6. address-family ipv6 [unicast |multicast]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address} activate
8. neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group peer-group-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定した BGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor group1 peer-group
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目的コマンドまたはアクション

指定した自律システムにおけるネイバーの IPv6アド
レスをローカルルータの IPv6マルチキャスト BGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
remote-as as-number

例：

ステップ 5

• neighbor remote-asコマンドの ipv6-address引数
には、RFC2373に記載されている形式を使用す

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1
remote-as 64600

る必要があります。その場合、16ビット値を使
用した 16進数でアドレスを指定し、コロンで
区切ります。

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast |multicast]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
multicast

address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、ルータは IPv6ユニキャス
トアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ネイバーが、指定したファミリタイプのプレフィッ

クスをネイバーおよびローカルルータと交換できる

ようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address}
activate

例：

ステップ 7

•各ネイバーでの追加の設定手順を回避するため
に、この手順の代替として、peer-group-name引

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 activate

数を指定して neighbor activateコマンドを使用
します。

BGPネイバーの IPv6アドレスをピアグループに割
り当てます。

neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group
peer-group-name

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 peer-group group1

IPv6マルチプロトコル BGPへのルートのアドバタイズ
デフォルトでは、networkコマンドを使用してルータコンフィギュレーションモードで定義
されたネットワークは、IPv4ユニキャストデータベースに挿入されます。IPv6BGPデータベー
スなど、別のデータベースにネットワークを挿入するには、IPv6 BGPデータベースの場合と
同様に、そのデータベースについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで

networkコマンドを使用してネットワークを定義する必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast | vpnv6]
5. network {network-number [mask network-mask] | nsap-prefix} [route-map map-tag]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定した BGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

指定したプレフィックスを IPv6 BGPデータベース
にアドバタイズ（挿入）します（まず、IPv6ユニ

network {network-number [mask network-mask] |
nsap-prefix} [route-map map-tag]

例：

ステップ 5

キャストルーティングテーブルでルートを見つけ

る必要があります）。

Device(config-router-af)# network 2001:DB8::/24
•前の手順で指定したアドレスファミリのデータ
ベースにプレフィックスが挿入されます。
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目的コマンドまたはアクション

•ルートには指定したプレフィックスによって
「local origin」のタグが付けられます。

• networkコマンドの ipv6-prefix引数には、RFC
2373に記載されている形式を使用する必要があ
ります。その場合、16ビット値を使用した 16
進数でアドレスを指定し、コロンで区切りま

す。

• prefix-length引数は、アドレスのうち連続する上
位何ビットがプレフィックス（アドレスのネッ

トワーク部）を構成するかを示す 10進数値で
す。10進数値の前にスラッシュ記号が必要で
す。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6

•この手順を繰り返して、ルータコンフィギュ
レーションモードを終了し、デバイスをグロー

バルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

IPv6マルチプロトコル BGPへのプレフィックスの再配布
再配布とは、あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにプレフィック

スを再配布、つまり挿入するプロセスです。ここでは、あるルーティングプロトコルのプレ

フィックスを IPv6マルチプロトコル BGPに挿入する方法について説明します。具体的には、
redistributeルータコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6マルチプロトコル BGP
に再配布されたプレフィックスは、IPv6ユニキャストデータベースに挿入されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast | vpnv6]
5. redistribute bgp [process-id] [metric metric-value] [route-map map-name]

[source-protocol-options]
6. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定した BGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへ IPv6ルートを再配布します。
redistribute bgp [process-id] [metric metric-value]
[route-map map-name] [source-protocol-options]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# redistribute bgp 64500
metric 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6

•この手順を繰り返して、ルータコンフィギュ
レーションモードを終了し、デバイスをグロー

バルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。
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BGPのアドミニストレーティブディスタンスの割り当て

BGP内部ルートのアドミニストレーティブディスタンスの変更は推奨されません。発生する
可能性のある 1つの問題は、ルーティングテーブルの不整合が累積され、それによってルー
ティングが中断する可能性があることです。

注意

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [unicast |multicast}
5. distance bgp external-distance internal-distance local-distance

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

標準 IPv6アドレスプレフィックスを使用する BGP
などのルーティングセッションを設定するために、

address-family ipv6 [unicast |multicast}

例：

ステップ 4

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。Device(config-router)# address-family ipv6
multicast

BGPアドミニストレーティブディスタンスを割り当
てます。

distance bgp external-distance internal-distance
local-distance

例：

ステップ 5

Device(config-router)# distance bgp 20 20 200
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IPv6マルチキャスト BGPの変換アップデートの生成
一般的に、マルチキャスト BGPの変換アップデート機能は、BGP対応ルータだけが存在する
カスタマーサイトとピアであるマルチキャスト BGP対応ルータで使用されます。カスタマー
サイトは、ルータをマルチキャスト BGP対応イメージにアップグレードしません（できませ
ん）。カスタマーサイトはマルチキャスト BGPアドバタイズメントの起点となることはでき
ないため、そのピアであるルータが BGPプレフィックスをマルチキャスト BGPプレフィック
スに変換します。この変換後のプレフィックスがマルチキャスト送信元の RPFルックアップ
で使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [unicast |multicast}
5. neighbor ipv6-address translate-update ipv6 multicast [unicast]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

標準 IPv6アドレスプレフィックスを使用する BGP
などのルーティングセッションを設定するために、

address-family ipv6 [unicast |multicast}

例：

ステップ 4

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。Device(config-router)# address-family ipv6
multicast

ピアから受信したユニキャスト IPv6アップデートに
対応するマルチプロトコル IPv6 BGPアップデート
を生成します。

neighbor ipv6-address translate-update ipv6multicast
[unicast]

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:7000::2
translate-update ipv6 multicast

IPv6 BGPセッションのリセット

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} {* | autonomous-system-number | ip-address | ipv6-address |

peer-group peer-group-name} [soft] [in | out]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

IPv6 BGPセッションをリセットします。clear bgp ipv6 {unicast |multicast} {* |
autonomous-system-number | ip-address | ipv6-address |
peer-group peer-group-name} [soft] [in | out]

ステップ 2

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast peer-group
marketing soft out

外部 BGPピアのクリア

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} external [soft] [in | out]
3. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} peer-group name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

外部 IPv6 BGPピアをクリアします。clear bgp ipv6 {unicast |multicast} external [soft] [in
| out]

ステップ 2

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast external soft in

IPv6 BGPピアグループのすべてのメンバをクリア
します。

clear bgp ipv6 {unicast |multicast} peer-group name

例：

ステップ 3

Device# clear bgp ipv6 unicast peer-group
marketing

IPv6 BGPルート減衰情報のクリア

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} dampening [ipv6-prefix/prefix-length]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

IPv6 BGPルートダンプニング情報をクリアし、抑
制されたルートの抑制を解除します。

clear bgp ipv6 {unicast |multicast} dampening
[ipv6-prefix/prefix-length]

例：

ステップ 2

Device# clear bgp ipv6 unicast dampening
2001:DB8::/64

IPv6 BGPフラップ統計情報のクリア

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast |multicast} flap-statistics [ipv6-prefix/prefix-length | regexp regexp |

filter-list list]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

IPv6 BGPフラップ統計情報をクリアします。clear bgp ipv6 {unicast |multicast} flap-statistics
[ipv6-prefix/prefix-length | regexp regexp | filter-list list]

ステップ 2

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast flap-statistics
filter-list 3

IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロト
コル BGPのサポートの設定例

例：IPv6マルチプロトコル BGPピアグループの設定
次に、group1という名前の IPv6マルチプロトコル BGPピアグループを設定する例を示しま
す。

router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
neighbor group1 peer-group
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64600
address-family ipv6 unicast
neighbor group1 activate
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 peer-group group1

例：IPv6マルチプロトコル BGPへのルートのアドバタイズ
次に、ローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに IPv6ネットワーク2001:DB8::/24
を挿入する例を示します（BGPは、ネットワークをアドバタイズする前に、ネットワークの
ルートがローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに存在することを確認します）。

router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 unicast
network 2001:DB8::/24
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例：IPv6マルチプロトコル BGPへのプレフィックスの再配布
次の例では、RIPルートをローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに再配布して
います。

router bgp 64900
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 unicast
redistribute rip

例：IPv6マルチキャスト BGPの変換アップデートの生成
次に、ユニキャスト IPv6アップデートに対応する IPv6マルチキャストBGPアップデートを生
成する例を示します。

router bgp 64900
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 multicast
neighbor 2001:DB8:7000::2 translate-update ipv6 multicast

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準規格および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6
RFCs

IPv6に関するRFC
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http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/configuration/15-2mt/ip6-rfcs.html
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロト
コル BGPのサポートに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 21 : IPv6マルチキャストアドレスファミリでのマルチプロトコル BGPのサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、IPv6のマルチ
キャストBGP拡張を提供し、
IPv4 BGPと同じ機能をサポー
トしています。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6マルチキャストアドレス
ファミリでのマルチプロトコ

ル BGPのサポート
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第 10 章

CLNSに対するマルチプロトコル BGP
（MP-BGP）サポートの設定

このモジュールでは、コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）ネットワークをス
ケーリングする機能を提供する、CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート
を設定する作業について説明します。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のマルチプ
ロトコル拡張は、ルーティングドメインをマージせずに個別の開放型システム間相互接続

（OSI）ルーティングドメインを相互接続する機能を追加することによって、大規模な OSI
ネットワークを確立する機能を実現します。

•機能情報の確認（251ページ）
• CLNSに対するMP-BGPサポートの設定に関する制約事項（252ページ）
• CLNSに対するMP-BGPサポートの設定の概要（252ページ）
• CLNSに対するMP-BGPサポートの設定方法（257ページ）
• CLNSに対するMP-BGPサポートの設定例（279ページ）
•その他の参考資料（289ページ）
• CLNSに対するMP-BGPサポートの設定に関する機能情報（289ページ）
•用語集（292ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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CLNSに対するMP-BGPサポートの設定に関する制約事項
CLNSに対するMP-BGPサポートの設定は、CLNSネットワーク内のBGPコンフェデレーショ
ンの作成と使用をサポートしていません。大規模な内部 BGPメッシュの問題を解決するため
に、ルートリフレクタを使用することを推奨します。

BGP拡張コミュニティは、CLNSに対するMP-BGPサポート機能ではサポートされていませ
ん。

次の BGPコマンドは、CLNSに対するMP-BGPサポート機能ではサポートされていません。

• auto-summary

• neighbor advertise-map

• neighbor distribute-list

• neighbor soft-reconfiguration

• neighbor unsuppress-map

CLNSに対するMP-BGPサポートの設定の概要

アドレスファミリルーティング情報

デフォルトでは、router bgpコマンド下で入力されたコマンドは IPv4アドレスファミリに適
用されます。この状態は、router bgpコマンド下の最初のコマンドとして no bgp default
ipv4-unicastコマンドを入力しない限り継続します。no bgp default ipv4-unicastコマンドは、
BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング情報を交換する BGPルーティングプロセ
スのデフォルト動作を無効にするために、ルータで設定されます。

CLNSに対するMP-BGPサポートの設計機能
CLNSに対するMP-BGPサポートの設定により、CLNSをネットワーク層プロトコルとして使
用するネットワーク内のドメイン間ルーティングプロトコルとして BGPを使用できます。こ
の機能は、多数のネットワーク要素がリモート管理されるデータ通信ネットワーク（DCN）で
のスケーリング問題を解決するために開発されました。DCNの問題、およびこの機能を DCN
トポロジ内に実装する方法の詳細については、DCNネットワークトポロジ（254ページ）を
参照してください。

BGPは、外部ゲートウェイプロトコル（EGP）として、インターネットによって生成される
ルーティング情報の量を処理するように設計されています。BGPネイバー関係（ピアリング）
が手動で設定され、ルーティングアップデートがインクリメンタルブロードキャストを使用

するため、ネットワーク管理者は BGPルーティング情報を制御できます。一方、Intermediate
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System-to-IntermediateSystem（IS-IS）などの内部ルーティングプロトコルには、一種の自動ネ
イバー探索やブロードキャストアップデートを定期的な間隔で使用するものもあります。

CLNSはネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）アドレスを使用して、そのすべて
のネットワーク要素を識別します。BGPアドレスファミリサポートにより、NSAPアドレス
プレフィックスは BGPを使用して転送できます。CLNSでは、BGPプレフィックスが CLNS
レベル 2プレフィックステーブルに挿入されます。この機能を使用すると、BGPをドメイン
間ルーティングプロトコルとして個別の CLNSルーティングドメイン間で使用できます。

各内部ネットワークのエッジのルータに BGPを実装すると、既存の内部プロトコルを変更す
る必要がないため、ネットワークの中断が最小化されます。

汎用 BGP CLNSネットワークトポロジ
下の図に、4つの異なる自律システム（BGP用語）またはルーティングドメイン（OSI用語）
にグループ分けされる 9つのルータを含む汎用BGPCLNSネットワークを示します。混乱を避
けるために、BGP用語である自律システムを使用します。各自律システムには番号が付いてい
るため、図中や設定上の説明で識別が容易であるからです。

図 19 :汎用 BGP CLNSネットワークのコンポーネント

各自律システムでは、IS-ISがイントラドメインルーティングプロトコルとして使用されま
す。自律システム間で、BGPおよびそのマルチプロトコル拡張は、ドメイン間ルーティング
プロトコルとして使用されます。各ルータは、BGPまたはレベル 2 IS-ISルーティングプロセ
スのいずれかを実行します。この機能を支援するために、BGPルータはレベル 2 IS-ISプロセ
スも実行しています。図にリンクが示されていませんが、各レベル 2 IS-ISルータが複数のレ
ベル 1 IS-ISルータに接続され、次に、各レベル 1 IS-ISルータが複数の CLNSネットワークに
接続されています。
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この例では、各自律システムは、さまざまな BGP機能およびその機能と CLNSが連動してス
ケーラブルなドメイン間ルーティングソリューションを提供する方法を示すように構成されて

います。上の図では、自律システム AS65101には 1つのレベル 2 IS-ISルータの R1があり、
他の 1つの自律システム AS65202だけと接続されています。残りのネットワークとの接続が
R2によって可能になり、R1が R2に AS65101外部の宛先 NSAPアドレスを持つすべてのパ
ケットを送信するために、デフォルトルートが生成されます。

AS65202には R2と R3の 2つのルータがあり、その両方が異なる外部 BGP（eBGP）ネイバー
を持ちます。ルータ R2および R3は、お互いの間の内部接続上で内部 BGP（iBGP）を実行す
るように設定されています。

AS65303は BGPピアグループの使用方法を示し、ルートリフレクションはルータ間の TCP
接続の必要性を最小化できます。ルータ間の接続数が少ないため、ネットワーク設計が簡略化

され、ネットワーク内のトラフィック量が少なくなります。

AS65404は、BGPを実行していないレベル 2 IS-ISルータと到着可能性情報を通信するための
再配布の使用方法を示します。

設定作業と例は、上の図に示されている汎用ネットワーク設計に基づいています。この図にあ

るすべてのルータの設定は、CLNSに対するMP-BGPサポートの実装の例（283ページ）に示
されています。

DCNネットワークトポロジ
CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート機能は、多数のリモート SONET
リングを管理する DCNに利点を提供できます。SONETは通常、光ファイバネットワークを
としてデータを送信する電気通信会社によって使用されます。

下の図に、DCNネットワークの一部のコンポーネントを示します。BGP用語との整合性をと
るため、図には、3つのルーティングドメインではなく、自律システムを示すラベルがありま
す。SONETリングのネットワーク要素（図 2の NE）は、File Transfer, Access, and Management
（FTAM）および共通管理情報プロトコル（CMIP）などの OSIプロトコルによって管理され
ます。FTAMおよび CMIPは CLNSネットワーク層プロトコルで実行されます。つまり、接続
を提供するルータは OSIルーティングプロトコルを実行する必要があります。
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図 20 : DCNネットワークのコンポーネント

IS-ISは、この例では、CLNSをルーティングするために使用されるリンクステートのプロトコ
ルです。各ルーティングノード（ネットワーキングデバイス）は、中継システム（IS）と呼ば
れます。ネットワークは、ルーティングノードのコレクションとして定義される領域に分割さ

れます。1つの領域内のルーティングは、レベル 1ルーティングと呼ばれます。領域間のルー
ティングは、レベル 2ルーティングと呼ばれます。レベル 1領域とレベル 2領域をリンクする
ルータは、レベル 1-2ルータとして定義されます。DCNコアへのパスを提供するレベル 2ルー
タに接続されるネットワーク要素は、ゲートウェイネットワーク要素（図 2の GNE）によっ
て表されます。ここでのネットワークトポロジは、各ネットワーク要素ルータ間のポイント

ツーポイントリンクです。この例では、レベル 1 IS-ISルータは NEルータと呼ばれます。

サービスプロバイダーのセントラルオフィス（CO）のシェルフスペースが非常に高価である
ため、Cisco 2600シリーズなどの小規模の Ciscoルータが選択されて、レベル 1-2ルータとし
て実行されています。Cisco 2600シリーズルータは、4つ、または 5つの異なるレベル 1領域
のレベル1ルータとして動作している場合、その処理電力が制限されます。この設定の下のレ
ベル 1領域の数は、約 200に制限されています。レベル 2ネットワーク全体も、最も遅いレベ
ル 2ルータの速度によって制限されます。

NEルータ間を接続できるようにするには、インバンドシグナリングを使用します。インバン
ドシグナリングは、データ通信チャネル（DCC）上の SONET/Synchronous Digital Hierarchy
（SDH）フレームで伝送されます。DCCは 192 KBチャネルであり、管理トラフィックが非常
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に制限された量の帯域幅です。IS-ISを実行しているNEルータでは、ネットワーク要素間のシ
グナリング帯域幅が制限され、また、処理電力量とメモリ容量も制限されているため、各領域

はルータの最大数が 30～ 40に制限されます。各 SONETリングは、平均で 10～ 15のネット
ワーク要素で構成されています。

領域あたり 10～ 15のネットワーク要素を含む、最大 200の領域により、1つの自律システム
内のネットワーク要素ルータの合計数は 3000より少なくなる必要があります。サービスプロ
バイダーは、ネットワークが増大するにつれて10,000を超えるネットワーク要素を実装しよう
としますが、1つの領域のネットワーク要素の潜在数は制限されています。現在のソリューショ
ンは、DCNを多数のより小さい自律システムに分解し、スタティックルートまたは ISOInterior
Gateway Routing Protocol（IGRP）を使用して各システムを接続します。ISO IGRPは、将来の
機器実装オプションを制限できる独自のプロトコルです。ネットワークの増大が、ネットワー

ク管理者のスタティックルートを維持する能力を超える場合があるため、スタティックルー

トはスケーリングしません。BGPは、100,000ルートを超えるスケーリングを行うように示さ
れています。

この例では、CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート機能を実装するため
に、DCNコアネットワーク（図 2のAS64800）の各ルータで実行する BGPを設定して、すべ
ての自律システム間でルーティング情報を交換します。AS64600および AS64700の自律シス
テムでは、レベル 2ルータだけが BGPを実行します。BGPは TCPを使用して BGP対応のネ
イバールータと通信します。つまり、IPアドレスのネットワークと NSAPアドレスのネット
ワークの両方が、自律システム AS64600と AS64700のすべてのレベル 2 IS-ISルータ、および
DCNコアネットワークのすべてのルータを対象とするように設定される必要があります。

各自律システム（たとえば、図 2の AS64600および AS64700）が最大 3000ノードの同じサイ
ズのままであるとすると、この機能によってサポートできる DCNネットワークの規模を示す
ことが可能です。各自律システムは、1つのアドレスプレフィックスをコア自律システムにア
ドバタイズします。各自律システムとコア自律システムとの間には2つのリンクがあるため、
各アドレスプレフィックスは、冗長性を得るために、そのリンクに2つのパスを関連付けでき
ます。BGPは 100,000のルートをサポートするように示され、各自律システムが数個のルート
しか生成しないため、コア自律システムは他の多数の直接リンクされた自律システムをサポー

トできます。コア自律システムは、約 2000の直接リンクされた自律システムをサポートでき
ると考えられます。各自律システムがコア自律システムに直接リンクされて、中継自律システ

ムとして動作していないハブアンドスポーク設計で、コア自律システムはデフォルトルート

をリンクされた各自律システムに生成できます。デフォルトルートを使用すると、リンクされ

た自律システムのレベル2ルータは、追加ルーティング情報を少量しか処理しません。2000の
リンクされた自律システムに、各自律システムの 3000ノードを掛けると、最大 6,000,000の
ネットワーク要素が許容されることになります。

CLNSに対するMP-BGPサポートの利点
CLNSに対するマルチプロトコルBGP（MP-BGP）サポート機能は、ルーティングドメインを
マージせずに個別のOSIルーティングドメインを相互接続する機能を追加することによって、
大規模な OSIネットワークを確立する機能を提供します。この機能を使用する利点は、DCN
ネットワーク内に限定されるのではなく、CLNSとともにOSIルーティングプロトコルを使用
してネットワークのスケーリングを容易にするように実装できることです。
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CLNSに対するMP-BGPサポートの設定方法

CLNSをサポートするための BGPネイバーの設定とアクティブ化
BGPルーティングプロセス、および CLNSをサポートする、関連付けられた BGPネイバー
（ピア）の設定とアクティブ化を行うには、次の手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
6. address-family nsap [unicast]
7. neighbor ip-address activate
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータが存在する自律シス
テムを識別します。有効値は、0～65535です。Router(config)# router bgp 65101

内部ネットワークで使用できるプライベート自

律システム番号の範囲は、64512～65535です。

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システム内の BGPネイバーの IPア
ドレスまたはピアグループ名を、ローカルルータ

の BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
as-number

例：

ステップ 5

Router(config-router)# neighbor 10.1.2.2 remote-as
64202

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 6

•オプションのunicastキーワードは、NSAPユニ
キャストアドレスプレフィックスを指定しま

Router(config-router)#

address-family nsap す。デフォルトでは、address-family nsapコマ
ンドに unicastキーワードが指定されていない
場合、ルータはユニキャスト NSAPアドレス
ファミリのコンフィギュレーションモードにな

ります。

BGPネイバーが、NSAPアドレスファミリのプレ
フィックスをローカルルータと交換できるようにし

ます。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)#

ステップ 7

ピアグループを BGPネイバーとして設定
した場合は、このコマンドを使用しないで

ください。これは、ピアグループパラメー

タの設定時にピアグループが自動的にア

クティブにされるためです。

（注）

neighbor 10.1.2.2 activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)#

end

IS-ISルーティングプロセスの設定
Integrated IS-ISルーティングプロセスを設定する場合、最初に設定される IS-ISルーティング
プロセスのインスタンスは、デフォルトで、レベル 1-2（領域内および領域間）ルータです。
CLNSを実行しているネットワーク上の、後続の IS-ISルーティングプロセスはすべてレベル
1として設定されます。IPを実行しているネットワーク上の、後続の IS-ISルーティングプロ
セスはすべてレベル1-2として設定されます。CLNSに対するマルチプロトコルBGP（MP-BGP）
サポート機能を使用するには、レベル 2ルーティングプロセスを設定します。
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IS-ISルーティングプロセスを設定してレベル 2専用のプロセスとして割り当てるには、次の
手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router isis area-tag
4. net network-entity-title
5. is-type [level-1 | level-1-2 | level-2-only]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

IS-ISルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router isis area-tag

例：

Router(config)# router isis osi-as-101

ステップ 3

• area-tag引数には、ルーティングプロセスの意
味のある名前を指定します。この名前は、特定

のルータのすべての IPルーティングプロセス
およびCLNSルーティングプロセスの間で一意
である必要があります。

ルーティングプロセスのNetworkEntityTitle（NET）
を設定します。

net network-entity-title

例：

ステップ 4

•マルチエリア IS-ISを設定する場合は、各ルー
ティングプロセスの NETを指定する必要があ
ります。

Router(config-router)# net
49.0101.1111.1111.1111.1111.00

ルータを、レベル1（領域内）ルータ、レベル1ルー
タおよびレベル 2（領域間）ルータ、または領域内
専用ルータとして設定します。

is-type [level-1 | level-1-2 | level-2-only]

例：

Router(config-router)# is-type level-1

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

•マルチエリア IS-ISコンフィギュレーションで
は、最初に設定される IS-ISルーティングプロ
セスのインスタンスは、デフォルトで、レベル

1-2（領域内および領域間）ルータです。CLNS
を実行しているネットワーク上の、後続の IS-IS
ルーティングプロセスはすべてレベル 1として
設定されます。IPを実行しているネットワーク
上の、後続の IS-ISルーティングプロセスはす
べてレベル 1-2として設定されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Router(config-router)#

end

BGPネイバーに接続するインターフェイスの設定
IS-ISを実行しているルータが直接 eBGPネイバーに接続される場合、2つの eBGPネイバー間
のインターフェイスは、clnsenableコマンドを使用してアクティブになり、これにより、CLNS
パケットをインターフェイス間で転送できます。clns enableコマンドは、End
System-to-Intermediate System（ES-IS）プロトコルをアクティブにして、ネイバーOSIシステム
を検索します。

eBGPネイバーと接続されている同じインターフェイス間で IS-ISを実行すると、2つの OSI
ルーティングドメインが1つのドメインにマージされた場合に望ましくない結果になる場合が
あります。

（注）

ネイバー OSIシステムが検出された場合、BGPは、そのシステムが、NSAPアドレスファミ
リに設定された eBGPネイバーでもあることを確認します。前の条件が満たされた場合、BGP
は、専用のBGPネイバールートをCLNSレベル 2プレフィックスルーティングテーブルに作
成します。専用の BGPネイバールートはレベル 2ルーティングアップデートに自動的に再配
布され、ローカル OSIルーティングドメイン内の他のレベル 2 IS-ISルータすべてが、この
eBGPネイバーへの到達方法を認識するようにします。

eBGPネイバーとの接続に使用されているインターフェイスを設定するには、次の手順のステッ
プを実行します。このインターフェイスは通常、eBGPネイバーに直接接続されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. clns enable
6. no shutdown
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface serial 2/0/0

ステップ 3

IPアドレスを使用してインターフェイスを設定しま
す。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip address 10.1.2.2
255.255.255.0

CLNSパケットをインターフェイス間で転送できる
ように指定します。

clns enable

例：

ステップ 5

• ES-ISプロトコルがアクティブになり、隣接OSI
システムの検索が開始されます。

Router(config-if)#

clns enable

インターフェイスをオンにします。no shutdown

例：

ステップ 6

Router(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-if)# end
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ローカルOSIルーティングドメインと接続されているインターフェイ
スの設定

ローカル OSIルーティングドメインと接続されているインターフェイスを設定するには、次
の手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. clns router isis area-tag
6. ip router isis area-tag
7. no shutdown
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 0/1/1

ステップ 3

IPアドレスを使用してインターフェイスを設定しま
す。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 4

このステップは、インターフェイスがiBGP
ネイバーと通信する必要がある場合だけ必

要になります。

（注）
Router(config-if)# ip address 10.2.3.1
255.255.255.0

ネットワークプロトコルが ISO CLNSである場合に
インターフェイスが IS-ISをアクティブにルーティ

clns router isis area-tag

例：

ステップ 5

ングするように指定し、このルーティングプロセス

に関連付けられた領域を識別します。Router(config-if)#

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
262

CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポートの設定

ローカル OSIルーティングドメインと接続されているインターフェイスの設定



目的コマンドまたはアクション

clns router isis osi-as-202

ネットワークプロトコルが IPである場合にインター
フェイスが IS-ISをアクティブにルーティングする

ip router isis area-tag

例：

ステップ 6

ように指定し、このルーティングプロセスに関連付

けられた領域を識別します。Router(config-if)#
ip router isis
osi-as-202 このステップは、インターフェイスがiBGP

ネイバーと通信する必要があり、かつ、

IGPが IS-ISである場合だけ必要になりま
す。

（注）

インターフェイスをオンにします。no shutdown

例：

ステップ 7

Router(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Router(config-if)# end

ネットワーキングプレフィックスのアドバタイジング

NSAPアドレスプレフィックスをアドバタイジングすると、プレフィックスが BGPルーティ
ングテーブルに強制的に追加されます。ネットワーキングプレフィックスのアドバタイズメ

ントを設定するには、次の手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
6. address-family nsap [unicast]
7. network nsap-prefix [route-map map-tag]
8. neighbor ip-address activate
9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 65101

ステップ 3

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4

指定された自律システム内の BGPネイバーの IPア
ドレスまたはピアグループ名を、ローカルルータ

の BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
as-number

例：

ステップ 5

Router(config-router)# neighbor 10.1.2.2 remote-as
64202

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 6

•オプションのunicastキーワードは、NSAPユニ
キャストアドレスプレフィックスを指定しま

Router(config-router)# address-family nsap

す。デフォルトでは、address-family nsapコマ
ンドに unicastキーワードが指定されていない
場合、ルータはユニキャスト NSAPアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードにな

ります。

ローカル OSIルーティングドメインの 1つのプレ
フィックスをアドバタイズし、そのプレフィックス

を BGPルーティングテーブルに入力します。

network nsap-prefix [route-map map-tag]

例：

Router(config-router-af)#

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

network
49.0101.1111.1111.1111.1111.00

1つのプレフィックスをアドバタイズでき
るのは、そのプレフィックスが、ローカル

OSIルーティングドメインの一意のNSAP
アドレスプレフィックスである場合です。

または、それぞれが OSIルーティングド
メインの小さい部分をカバーする、より長

い複数のプレフィックスを使用すると、異

なる領域を選択的にアドバタイズできま

す。

（注）

• NSAPアドレスプレフィックスのアドバタイジ
ングは、オプションの route-mapキーワードを
使用することで制御できます。ルートマップが

指定されない場合は、すべてのNSAPアドレス
プレフィックスが再配布されます。

NSAPルーティング情報が、指定された BGPネイ
バーに送信されるように指定します。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 8

このコマンドの使用の詳細については、

「その他の参考資料」に示されているマ

ニュアル内の neighborコマンドの説明を
参照してください。

（注）
Router(config-router-af) neighbor 10.1.2.2
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)#

end

BGPから IS-ISへのルートの再配布
ルート再配布を実行する場合は注意が必要です。フルセットのBGPルートを IS-ISに挿入する
ことは、過剰なトラフィックが IS-ISに加えられるため推奨されません。ルートマップを使用
すると、再配布されるダイナミックルートを制御できます。

BGPから IS-ISへのルート再配布を設定するには、次の手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router isis area-tag
4. net network-entity-title
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5. redistribute protocol as-number [route-type] [route-map map-tag]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

IS-ISルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router isis area-tag

例：

Router(config)# router isis osi-as-404

ステップ 3

BGPルートをレベル 1専用の IS-ISルー
ティングプロセスに再配布できません。

（注）

ルーティングプロセスの NETを設定します。net network-entity-title

例：

ステップ 4

•マルチエリア IS-ISを設定する場合は、各ルー
ティングプロセスの NETを指定する必要があ
ります。

Router(config-router)# net
49.0404.7777.7777.7777.7777.00

protocol引数が bgpに設定され、route-type引数が
clnsに設定されている場合は、NSAPプレフィック

redistribute protocol as-number [route-type]
[route-map map-tag]

例：

ステップ 5

スルートをBGPから、IS-ISルーティングプロセス
に関連付けられたCLNSレベル 2ルーティングテー
ブルに再配布します。Router(config-router)# redistribute bgp 65404 clns

• as-number引数は、CLNSに再配布される BGP
ルーティングプロセスの自律システム番号とし

て定義されます。

•ルートの再配布は、オプションの route-map
キーワードを使用することによって制御できま

す。ルートマップが指定されない場合は、すべ

ての BGPルートが再配布されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)#

end

IS-ISから BGPへの再配布ルート
ルート再配布は、その情報がルーティングテーブルに格納されるため、注意して実行する必要

があります。大容量のルーティングテーブルの場合は、ルーティングプロセスが遅くなるこ

とがあります。ルートマップを使用すると、再配布されるダイナミックルートを制御できま

す。

IS-ISから BGPへのルート再配布を設定するには、次の手順のステップを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. address-family nsap [unicast]
6. redistribute protocol [process-id] [route-type] [route-map map-tag]
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 65202

ステップ 3

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 5

Router(config-router)#

address-family nsap

protocol引数が isisに設定され、route-type引数が clns
に設定されている場合は、IS-ISルーティングプロ

redistribute protocol [process-id] [route-type]
[route-map map-tag]

例：

ステップ 6

セスに関連付けられた CLNSレベル 2ルーティング
テーブルから BGPに、ルートを NSAPプレフィッ
クスとして再配布します。Router(config-router-af)# redistribute isis

osi-as-202 clns route-map internal-routes-only
• process-id引数は、再配布される関連 IS-ISルー
ティングプロセスの領域名として定義されま

す。

•ルートの再配布は、オプションの route-map
キーワードを使用することによって制御できま

す。ルートマップが指定されない場合は、すべ

てのレベル 2ルートが再配布されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)#

end

BGPピアグループおよびルートリフレクタの設定
BGPピアグループは、BGP neighborコマンドを複数のネイバーに適用することによって、コ
ンフィギュレーションコマンドの数を減らします。BGPルートリフレクタとして設定された
ローカルルータとともに BGPピアグループを使用すると、グループの 1つのメンバから受信
された BGPルーティング情報を他のすべてのグループメンバに複製できます。ピアグループ
がない場合は、各ルートリフレクタクライアントを IPアドレスごとに指定する必要がありま
す。

BGPピアグループを作成し、そのグループを BGPルートリフレクタクライアントとして使
用するには、次の手順のステップを実行します。これは任意の作業であり、内部BGPネイバー
で使用されます。この作業では、一部の BGP構文が peer-group-name引数だけとともに表示さ
れ、1つだけのネイバーがピアグループのメンバとして設定されます。他の BGPネイバーを
ピアグループのメンバとして設定するには、ステップ 9を繰り返します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor peer-group-name remote-as as-number
7. address-family nsap [unicast]
8. neighbor peer-group-name route-reflector-client
9. neighbor ip-address peer-group peer-group
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 65303

ステップ 3

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換する BGPルーティングプロセスのデ
フォルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

ステップ 4

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

Router(config-router)# neighbor ibgp-peers
peer-group

指定された自律システム内の BGPネイバーのピア
グループ名を、ローカルルータの BGPネイバー
テーブルに追加します。

neighbor peer-group-name remote-as as-number

例：

Router(config-router)# neighbor ibgp-peers
remote-as 65303

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 7

Router(config-router)#

address-family nsap

ルータをBGPルートリフレクタとして設定し、そ
のクライアントとして、指定されたピアグループ

を設定します。

neighbor peer-group-name route-reflector-client

例：

Router(config-router-af)#

ステップ 8

neighbor ibgp-peers route-reflector-client

BGPネイバーを BGPピアグループに割り当てま
す。

neighbor ip-address peer-group peer-group

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)#

neighbor 10.4.5.4 peer-group ibgp-peers

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Router(config-router-af)#

end

NSAPプレフィックスに基づくインバウンドルートのフィルタリング
NSAPプレフィックスに基づいてインバウンドBGPルートをフィルタリングするには、この作
業を実行します。インバウンドルートをフィルタ処理するには、neighbor prefix-list inコマン
ドをアドレスファミリコンフィギュレーションモードで設定します。

始める前に

neighborコマンドを設定する前に、CLNSフィルタセットまたはCLNSフィルタ表現を指定す
る必要があります。詳細については、clns filter-exprコマンドおよび clns filter-setコマンドの
説明を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. address-family nsap [unicast]
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6. neighbor {ip-address| peer-group-name}prefix-list {clns-filter-expr-name| clns-filter-set-name} in
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 65200

ステップ 3

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 5

Router(config-router)#

address-family nsap

インバウンドBGPルートのフィルタリングに使用さ
れるCLNSフィルタセットまたはCLNSフィルタリ
ング表現を指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}prefix-list
{clns-filter-expr-name| clns-filter-set-name} in

例：

ステップ 6

• clns-filter-expr-name引数は、clns filter-exprコン
フィギュレーションコマンドで定義されます。

Router(config-router-af)#
neighbor 10.23.4.1 prefix-list abc in

• clns-filter-set-name引数は、clns filter-setコンフィ
ギュレーションコマンドで定義されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)#

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
271

CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポートの設定

NSAPプレフィックスに基づくインバウンドルートのフィルタリング



目的コマンドまたはアクション

end

NSAPプレフィックスに基づくアウトバウンドBGPアップデートのフィ
ルタリング

アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor prefix-list outコマンドを使用
し、NSAPプレフィックスに基づいてアウトバウンドBGPルートをフィルタ処理するには、こ
の作業を実行します。この作業は、上の図（「汎用BGPCLNSネットワークトポロジ」の項）
のルータ 7で設定します。この作業では、CLNSフィルタが 2つのエントリで作成されて、
49.0404で始まる NSAPプレフィックスを拒否し、49で始まる他のすべての NSAPプレフィッ
クスを許可します。BGPピアグループが作成され、ピアグループのメンバであるネイバーの
アウトバウンド BGPアップデートにフィルタが適用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. clns filter-set name [deny] template
4. clns filter-set name [permit] template
5. router bgp as-number
6. no bgp default ipv4-unicast
7. neighbor peer-group-name peer-group
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
9. address-family nsap [unicast]
10. neighbor {ip-address | peer-group-name} prefix-list {clns-filter-expr-name | clns-filter-set-name}

out
11. neighbor ip-address peer-group peer-group
12. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

CLNSフィルタリング表現に使用する拒否条件の
NSAPプレフィックスのマッチングを定義します。

clns filter-set name [deny] template

例：

ステップ 3

•この例では、アドレスが49.0404で始まる場合
は拒否動作が戻ります。

Router(config)#
clns filter-set routes0404 deny 49.0404...

CLNSフィルタリング表現に使用する許可条件の
NSAPプレフィックスのマッチングを定義します。

clns filter-set name [permit] template

例：

ステップ 4

•この例では、アドレスが 49で始まる場合は許
可動作が戻ります。

Router(config)#
clns filter-set routes0404 permit 49...

このステップの許可例では49で始まるす
べての NSAPアドレスを許可しますが、
ステップ 3の一致条件が最初に処理され
るため、49.0404で始まるNSAPアドレス
は引き続き拒否されます。

（注）

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 65404

ステップ 5

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換する BGPルーティングプロセスのデ
フォルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

ステップ 6

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 7

•この例では、ebgp-peersという名前の BGPピ
アグループが作成されます。

Router(config-router)# neighbor ebgp-peers
peer-group

指定された自律システム内のBGPネイバーの IPア
ドレスまたはピアグループ名を、ローカルルータ

の BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
as-number

例：

ステップ 8

•この例では、ebgp-peersという名前の BGPピ
アグループがBGPネイバーテーブルに追加さ
れます。

Router(config-router)# neighbor ebgp-peers
remote-as 65303

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)#

address-family nsap

アウトバウンド BGPアップデートのフィルタリン
グに使用されるCLNSフィルタセットまたはCLNS
フィルタ表現を指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} prefix-list
{clns-filter-expr-name | clns-filter-set-name} out

例：

ステップ 10

• clns-filter-expr-name引数は、clns filter-exprコ
ンフィギュレーションコマンドで定義されま

す。

Router(config-router-af)#
neighbor ebgp-peers prefix-list routes0404 out

• clns-filter-set-name引数は、clns filter-setコン
フィギュレーションコマンドで定義されます。

•この例では、routes0404という名前のフィルタ
セットがステップ 3と 4で作成されました。

BGPネイバーを BGPピアグループに割り当てま
す。

neighbor ip-address peer-group peer-group

例：

ステップ 11

Router(config-router-af)#

neighbor 10.6.7.8 peer-group ebgp-peers

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 12

Router(config-router-af)#

end

ネイバールーティングドメインのデフォルトルートの送信

ネイバー OSIルーティングドメインのためにローカルルータを指すデフォルト CLNSルート
を作成するには、次の手順のステップを実行します。これは任意の作業であり、通常は外部

BGPネイバーだけで使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. address-family nsap [unicast]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} default-originate [route-map map-tag]
7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Router(config)# router bgp 64803

ステップ 3

BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング
情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Router(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4

NSAPアドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family nsap [unicast]

例：

ステップ 5

Router(config-router)#

address-family nsap

ローカルルータを指し、かつ、ネイバー OSIルー
ティングドメインにアドバタイズされる、デフォル

ト CLNSルートを生成します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [route-map map-tag]

例：

ステップ 6

Router(config-router-af)#
neighbor 172.16.2.3 default-originate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)#

end
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CLNSに対するMP-BGPサポートの確認
コンフィギュレーションを確認するには、show running-config EXECコマンドを使用します。
出力例は、CLNSに対するMP-BGPサポートの実装の例（283ページ）にあります。CLNSに
対するマルチプロトコルBGP（MP-BGP）サポート機能を確認するには、次の手順を実行しま
す。

手順の概要

1. show clns neighbors
2. show clns route
3. show bgp nsap unicast summary
4. show bgp nsap unicast

手順の詳細

ステップ 1 show clns neighbors

このコマンドを使用して、ローカル OSIルーティングドメイン内の他のレベル 2 IS-ISルータとともに、
すべての必要な IS-IS隣接をローカルルータが作成したことを確認します。ローカルルータに、直接接続
された外部 BGPピアがある場合、このコマンドの出力は、ES-IS隣接の形式で、外部ネイバーが検出され
たことを示します。

次に、上の図（「汎用 BGP CLNSネットワークトポロジ」の項）に示されているルータ R2に表示される
出力例を示します。R2には、3つの CLNSネイバーがあります。R1および R4は、R2と異なる自律シス
テム内にあるノードであるため ES-ISネイバーです。R3は、R2と同じ自律システム内にあるため IS-ISネ
イバーです。システム IDが、各コンフィギュレーションファイルで定義されたCLNSホスト名（r1、r3、
および r4）に置き換えられることに注意してください。CLNSホスト名を指定すると、どのシステム IDが
どのホスト名に対応するか覚える必要がありません。

例：

Router# show clns neighbors
Tag osi-as-202:
System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
r1 Se2/0 *HDLC* Up 274 IS ES-IS
r3 Et0/1 0002.16de.8481 Up 9 L2 IS-IS
r4 Se2/2 *HDLC* Up 275 IS ES-IS

ステップ 2 show clns route

このコマンドを使用して、ローカルルータに、ローカルOSIルーティングドメイン内の他の領域への計算
されたルートがあることを確認します。上の図（「汎用BGPCLNSネットワークトポロジ」の項）に示さ
れているルータ R2の次の出力例では、ルーティングテーブルエントリ i 49.0202.3333 [110/10] via R3か
ら、ルータR2がローカルOSIルーティングドメイン内の他のローカル IS-IS領域に関して認識しているこ
とがわかります。

例：

Router# show clns route
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Codes: C - connected, S - static, d - DecnetIV
I - ISO-IGRP, i - IS-IS, e - ES-IS
B - BGP, b - eBGP-neighbor

C 49.0202.2222 [2/0], Local IS-IS Area
C 49.0202.2222.2222.2222.2222.00 [1/0], Local IS-IS NET
b 49.0101.1111.1111.1111.1111.00 [15/10]

via r1, Serial2/0
i 49.0202.3333 [110/10]

via r3, GigabitEthernet0/1/1
b 49.0303.4444.4444.4444.4444.00 [15/10]

via r4, Serial2/2
B 49.0101 [20/1]

via r1, Serial2/0
B 49.0303 [20/1]

via r4, Serial2/2
B 49.0404 [200/1]

via r9
i 49.0404.9999.9999.9999.9999.00 [110/10]

via r3, GigabitEthernet0/1/1

ステップ 3 show bgp nsap unicast summary

このコマンドを使用して、特定のネイバーへのTCP接続がアクティブであることを確認します。次の出力
例では、ネイバーの IPアドレスに基づいて適切な行を検索します。IState/PfxRcdカラムエントリが数字
（ゼロを含む）である場合、そのネイバーの TCP接続はアクティブです。

例：

Router# show bgp nsap unicast summary
BGP router identifier 10.1.57.11, local AS number 65202
BGP table version is 6, main routing table version 6
5 network entries and 8 paths using 1141 bytes of memory
6 BGP path attribute entries using 360 bytes of memory
4 BGP AS-PATH entries using 96 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP activity 5/0 prefixes, 8/0 paths, scan interval 60 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
10.1.2.1 4 65101 34 34 6 0 0 00:29:11 1
10.2.3.3 4 65202 35 36 6 0 0 00:29:16 3

ステップ 4 show bgp nsap unicast

show bgp nsap unicastコマンドを入力すると、ローカルルータが検出された、すべての NSAPプレフィッ
クスルートが表示されます。上の図（「汎用 BGP CLNSネットワークトポロジ」の項）に示されている
ルータ R2の次の出力例では、プレフィックス 49.0101への 1つの有効なルートが示されています。*で
マーキングされている 2つの有効なルートが、プレフィックス 49.0404で示されています。2番目のルート
が *>iシーケンスでマーキングされ、このプレフィックスへのベストルートを表しています。

例：

Router# show bgp nsap unicast
BGP table version is 3, local router ID is 192.168.3.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 49.0101 49.0101.1111.1111.1111.1111.00

0 65101 i
* i49.0202.2222 49.0202.3333.3333.3333.3333.00
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100 0 ?
*> 49.0202.2222.2222.2222.2222.00

32768 ?
* i49.0202.3333 49.0202.3333.3333.3333.3333.00

100 0 ?
*> 49.0202.2222.2222.2222.2222.00

32768 ?
*> 49.0303 49.0303.4444.4444.4444.4444.00

0 65303 i
* 49.0404 49.0303.4444.4444.4444.4444.00

0 65303 65404 i
*>i 49.0404.9999.9999.9999.9999.00

100 0 65404 i

CLNSに対するMP-BGPサポートのトラブルシューティング
debug bgp nsap unicastコマンドは、コンソール上に表示される BGPルーティングプロトコル
のCLNSパケットの操作に関連するさまざまなイベントに対する診断出力を有効にします。こ
れらのコマンドは、使用時にソフトウェアが生成する出力量によってルータの性能が著しく低

下するため、トラブルシューティング専用となります。これらのdebugコマンドの使用に関す
る詳細については、『Cisco IOS Debug Command Reference』を参照してください。

CLNSに対するMP-BGPサポートの設定に関する問題をトラブルシューティングして、この手
順で使用される debugコマンドの影響を最小化するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート機能を含むシスコソフトウェ
アリリースを実行しているルータにコンソールを直接接続します。

2. no logging console
3. Telnetを使用して、ルータポートにアクセスします。
4. enable
5. terminal monitor
6. debug bgp nsap unicast [neighbor-address | dampening | keepalives | updates]
7. no terminal monitor
8. no debug bgp nsap unicast [neighbor-address | dampening | keepalives | updates]
9. logging console

手順の詳細

ステップ 1 CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート機能を含むシスコソフトウェアリリースを実
行しているルータにコンソールを直接接続します。
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コンソールポートが文字ごとにプロセッサ割り込みを生成しないため、この手順により、debug
bgp nsap unicastコマンドが作成するルータの負荷が最小化されます。直接コンソールに接続でき
ない場合は、ターミナルサーバを介してこの手順を実行できます。ただし、Telnet接続を切断し
なければならない場合は、debug bgp nsap unicast出力の生成でプロセッサに負荷がかかりルータ
が応答できないことに起因して、再接続できないことがあります。

（注）

ステップ 2 no logging console

このコマンドは、コンソール端末へのすべてのロギングをディセーブルにします。

ステップ 3 Telnetを使用して、ルータポートにアクセスします。
ステップ 4 enable

このコマンドを入力して、特権 EXECモードにアクセスします。

ステップ 5 terminal monitor

このコマンドは、仮想端末へのロギングを有効にします。

ステップ 6 debug bgp nsap unicast [neighbor-address | dampening | keepalives | updates]

特定の debug bgp nsap unicastコマンドだけを入力して特定のサブコンポーネントへの出力を隔離し、プロ
セッサの負荷を最小化します。適切な引数とキーワードを使用して、指定したサブコンポーネント上に詳

細なデバッグ情報を生成します。

ステップ 7 no terminal monitor

このコマンドは、仮想端末へのロギングを無効にします。

ステップ 8 no debug bgp nsap unicast [neighbor-address | dampening | keepalives | updates]

終了したら、特定の no debug bgp nsap unicastコマンドを入力します。

ステップ 9 logging console

このコマンドは、コンソールへのロギングを再び有効にします。

CLNSに対するMP-BGPサポートの設定例

例：CLNSをサポートするための BGPネイバーの設定とアクティブ化
次の例では、自律システム AS65101のルータ R1（下の図を参照）が、BGPを実行して CLNS
をサポートするためにアクティブになるように設定されています。ルータ R1は、自律システ
ム AS65101ではレベル 2 IS-IS専用ルータであり、AS65202では、ルータ R2を介して別の自
律システムへの接続を 1つだけ持ちます。no bgp default ipv4-unicastコマンドは、BGPネイ
バールータとの間で IPv4アドレッシング情報を交換するBGPルーティングプロセスのデフォ
ルト動作を無効にするために、ルータで設定されます。NSAPアドレスファミリコンフィギュ
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レーションモードがaddress-familynsapコマンドで有効化されると、ルータが49.0101のNSAP
プレフィックスを BGPネイバーにアドバタイズして、10.1.2.2の BGPネイバーに NSAPルー
ティング情報を送信するように設定されます。

router bgp 65101
no bgp default ipv4-unicast
address-family nsap
network 49.0101...
neighbor 10.1.2.2 activate
exit-address-family

例：IS-ISルーティングプロセスの設定
次の例では、ルータ R1（下の図を参照）が IS-ISプロセスを実行するように設定されます。

router isis osi-as-101
net 49.0101.1111.1111.1111.1111.00

デフォルトの IS-ISルーティングプロセスレベルが使用されます。

インターフェイスの設定の例

次の例では、自律システム AS65202のルータ R2（下の図を参照）の 2つのインターフェイス
が、CLNSを実行するように設定されています。GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1は、
ローカルOSIルーティングドメインに接続されており、ネットワークプロトコルがclnsrouter
isisコマンドを使用するCLNSである場合に IS-ISを実行するように設定されています。ローカ
ル IPアドレスが 10.1.2.2のシリアルインターフェイス 2/0は、eBGPネイバーに接続されてお
り、clns enableコマンドで CLNSを実行するように設定されています。

interface serial 2/0
ip address 10.1.2.2 255.255.255.0
clns enable
no shutdown
!
interface gigabitethernet 0/1/1
ip address 10.2.3.1 255.255.255.0
clns router isis osi-as-202
no shutdown

ネットワーキングプレフィックスのアドバタイジングの例

次の例では、ルータR1（下の図を参照）が、49.0101のNSAPプレフィックスを他のルータに
アドバタイズするように設定されています。自律システム AS65101に対して一意の NSAPプ
レフィックスがアドバタイズされることにより、他の自律システムは、ネットワーク内に自律

システム AS65101の存在を検出できます。

router bgp 65101
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.1.2.2 remote-as 64202
address-family nsap
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network 49.0101...
neighbor 10.1.2.2 activate

例：BGPから IS-ISへのルートの再配布
次の例では、自律システム AS65404のルータ R7および R9（下の図を参照）が、osi-as-404と
呼ばれる IS-ISルーティングプロセスに BGPルートを再配布するように設定されています。
BGPルートの再配布により、レベル 2 IS-ISルータの R8は、自律システム AS65404の外部の
宛先にルートをアドバタイズできるようになります。ルートマップが指定されない場合は、す

べての BGPルートが再配布されます。

ルータ R7

router isis osi-as-404
net 49.0404.7777.7777.7777.7777.00
redistribute bgp 65404 clns

ルータ R9

router isis osi-as-404
net 49.0404.9999.9999.9999.9999.00
redistribute bgp 65404 clns

例：IS-ISから BGPへの再配布ルート
次の例では、自律システム AS65202のルータ R2（下の図を参照）が、レベル 2 CLNS NSAP
を BGPに再配布するように設定されています。ルートマップを使用して、BGPに再配布され
るローカル自律システム内からのルートだけを許可します。ルートマップを指定しない場合

は、CLNSレベル 2プレフィックステーブルから、すべてのNSAPルートが再配布されます。
no bgp default ipv4-unicastコマンドは、BGPネイバールータとの間で IPv4アドレッシング情
報を交換する BGPルーティングプロセスのデフォルト動作を無効にするために、ルータで設
定されます。

clns filter-set internal-routes permit 49.0202...
!
route-map internal-routes-only permit 10
match clns address internal-routes
!
router isis osi-as-202
net 49.0202.2222.2222.2222.2222.00
!
router bgp 65202
no bgp default ipv4-unicast
address-family nsap
redistribute isis osi-as-202 clns route-map internal-routes-only

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
281

CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポートの設定

例：BGPから IS-ISへのルートの再配布



BGPピアグループおよびルートリフレクタの設定の例
上の図（「汎用 BGP CLNSネットワークトポロジ」の項）のルータ R5は iBGPネイバーだけ
を持ち、両方のインターフェイスで IS-ISを実行します。コンフィギュレーションコマンドの
数を減らすには、ibgp-peersと呼ばれる BGPピアグループのメンバとして R5を設定します。
ピアグループをグループメンバ間で NSAPルーティング情報を交換できるようにするルート
リフレクタクライアントとして設定することによって、ピアグループは address-family nsap
コマンド下で自動的にアクティブになります。BGPピアグループは、すべての BGPルータを
相互にリンクする必要性を少なくする BGPルートリフレクタクライアントとしても設定され
ます。

次の例では、自律システム AS65303のルータ R5が、BGPピアグループのメンバおよび BGP
ルートリフレクタクライアントとして設定されます。

router bgp 65303
no bgp default ipv4-unicast
neighbor ibgp-peers peer-group
neighbor ibgp-peers remote-as 65303
address-family nsap
neighbor ibgp-peers route-reflector-client
neighbor 10.4.5.4 peer-group ibgp-peers
neighbor 10.5.6.6 peer-group ibgp-peers
exit-address-family

NSAPプレフィックスに基づくインバウンドルートのフィルタ処理の
例

次の例では、自律システムAS65101のルータ R1（下の図を参照）が、デフォルトプレフィッ
クス専用のプレフィックスリストで指定されたインバウンドルートをフィルタ処理するよう

に設定されます。

clns filter-set default-prefix-only deny 49...
clns filter-set default-prefix-only permit default
!
router isis osi-as-101
net 49.0101.1111.1111.1111.1111.00
!
router bgp 65101
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.1.2.2 remote-as 64202
address-family nsap
network 49.0101.1111.1111.1111.1111.00
neighbor 10.1.2.2 activate
neighbor 10.1.2.2 prefix-list default-prefix-only in

例：NSAPプレフィックスに基づくアウトバウンド BGPアップデート
のフィルタ処理

次の例では、アウトバウンド BGPアップデートが NSAPプレフィックスに基づいてフィルタ
リングされます。この例は、下の図のルータ 7で設定されます。この作業では、CLNSフィル
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タが 2つのエントリで作成されて、49.0404で始まる NSAPプレフィックスを拒否し、49で始
まる他のすべての NSAPプレフィックスを許可します。BGPピアグループが作成され、ピア
グループのメンバであるネイバーのアウトバウンド BGPアップデートにフィルタが適用され
ます。

clns filter-set routes0404 deny 49.0404...
clns filter-set routes0404 permit 49...
!
router bgp 65404
no bgp default ipv4-unicast
neighbor ebgp-peers remote-as 65303
address-family nsap
neighbor ebgp-peers prefix-list routes0404 out
neighbor 10.6.7.8 peer-group ebgp-peers

例：デフォルトルートの発信およびアウトバウンドルートフィルタ

リング

下の図では、自律システム AS65101は他の 1つの自律システム AS65202だけに接続されてい
ます。AS65202のルータ R2は、デフォルトルートを R1に送信することによって、自律シス
テム AS65101の残りのネットワークと接続します。ローカルレベル 1ネットワークの外部の
宛先 NSAPアドレスを持ち、自律システム AS65101内にあるレベル 1ルータからのパケット
は、レベル 2ルータに最も近い R1に送信されます。ルータ R1は、デフォルトルートを使用
してパケットをルータ R2に転送します。

次の例では、自律システム AS65202のルータ R2（下の図を参照）が、自律システム AS65101
のルータR1のデフォルトルートを生成するように設定され、アウトバウンドフィルタが作成
されて、BGPアップデートメッセージ内のデフォルトルート NSAPアドレッシング情報だけ
をルータ R1に送信します。

clns filter-set default-prefix-only deny 49...
clns filter-set default-prefix-only permit default
!
router bgp 65202
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.1.2.1 remote-as 64101
address-family nsap
network 49.0202...
neighbor 10.1.2.1 activate
neighbor 10.1.2.1 default-originate
neighbor 10.1.2.1 prefix-list default-prefix-only out

CLNSに対するMP-BGPサポートの実装の例
下の図に、4つの異なる自律システム（BGP用語）またはルーティングドメイン（OSI用語）
にグループ分けされる 9つのルータを含む汎用BGPCLNSネットワークを示します。この項で
は、下の図に示されている全ルータのすべてのコンフィギュレーションについて記述します。
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図 21 :汎用 BGP CLNSネットワークのコンポーネント

次の例で使用されるコマンドについての詳細が必要な場合は、このマニュアルおよびその他の

参考資料（289ページ）に示される資料のコンフィギュレーション作業を参照してください。

自律システム AS65101

ルータ 1

clns filter-set default-prefix-only deny 49...
clns filter-set default-prefix-only permit default
!
router isis osi-as-101
net 49.0101.1111.1111.1111.1111.00
!
router bgp 65101
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.1.2.2 remote-as 65202
address-family nsap
neighbor 10.1.2.2 activate
neighbor 10.1.2.2 prefix-list default-prefix-only in
network 49.0101...
exit-address-family

!
interface serial 2/0
ip address 10.1.2.1 255.255.255.0
clns enable
no shutdown
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自律システム AS65202

ルータ 2

clns filter-set default-prefix-only deny 49...
clns filter-set default-prefix-only permit default
!
clns filter-set internal-routes permit 49.0202...
!
route-map internal-routes-only permit 10
match clns address internal-routes

!
router isis osi-as-202
net 49.0202.2222.2222.2222.2222.00

!
router bgp 65202
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.1.2.1 remote-as 65101
neighbor 10.2.3.3 remote-as 65202
neighbor 10.2.4.4 remote-as 65303
address-family nsap
neighbor 10.1.2.1 activate
neighbor 10.2.3.3 activate
neighbor 10.2.4.4 activate
redistribute isis osi-as-202 clns route-map internal-routes-only
neighbor 10.1.2.1 default-originate
neighbor 10.1.2.1 prefix-list default-prefix-only out
exit-address-family

!
interface gigabitethernet 0/1/1
ip address 10.2.3.2 255.255.255.0
clns router isis osi-as-202
no shutdown

!
interface serial 2/0
ip address 10.1.2.2 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

!
interface serial 2/2
ip address 10.2.4.2 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

ルータ 3

clns filter-set internal-routes permit 49.0202...
!
route-map internal-routes-only permit 10
match clns address internal-routes

!
router isis osi-as-202
net 49.0202.3333.3333.3333.3333.00
!
router bgp 65202
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.2.3.2 remote-as 65202
neighbor 10.3.9.9 remote-as 65404
address-family nsap
neighbor 10.2.3.2 activate
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neighbor 10.3.9.9 activate
redistribute isis osi-as-202 clns route-map internal-routes-only
exit-address-family

!
interface gigabitethernet 0/1/1
ip address 10.2.3.3 255.255.255.0
clns router isis osi-as-202
no shutdown
!
interface serial 2/2
ip address 10.3.9.3 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

自律システム AS65303

ルータ 4

router isis osi-as-303
net 49.0303.4444.4444.4444.4444.00
!
router bgp 65303
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.2.4.2 remote-as 65202
neighbor 10.4.5.5 remote-as 65303
address-family nsap
no synchronization
neighbor 10.2.4.2 activate
neighbor 10.4.5.5 activate
network 49.0303...
exit-address-family

!
interface gigabitethernet 0/2/1
ip address 10.4.5.4 255.255.255.0
clns router isis osi-as-303
no shutdown
!
interface serial 2/3
ip address 10.2.4.4 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

ルータ 5

router isis osi-as-303
net 49.0303.5555.5555.5555.5555.00
!
router bgp 65303
no bgp default ipv4-unicast
neighbor ibgp-peers peer-group
neighbor ibgp-peers remote-as 65303
address-family nsap
no synchronization
neighbor ibgp-peers route-reflector-client
neighbor 10.4.5.4 peer-group ibgp-peers
neighbor 10.5.6.6 peer-group ibgp-peers
exit-address-family

!
interface gigabitethernet 0/2/1
ip address 10.4.5.5 255.255.255.0
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clns router isis osi-as-303
no shutdown
!
interface gigabitethernet 0/3/1
ip address 10.5.6.5 255.255.255.0
clns router isis osi-as-303
no shutdown

ルータ 6

router isis osi-as-303
net 49.0303.6666.6666.6666.6666.00
!
router bgp 65303
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.5.6.5 remote-as 65303
neighbor 10.6.7.7 remote-as 65404
address-family nsap
no synchronization
neighbor 10.5.6.5 activate
neighbor 10.6.7.7 activate
network 49.0303...

!
interface gigabitethernet 0/3/1
ip address 10.5.6.6 255.255.255.0
clns router isis osi-as-303
no shutdown
!
interface serial 2/2
ip address 10.6.7.6 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

自律システム AS65404

ルータ 7

clns filter-set external-routes deny 49.0404...
clns filter-set external-routes permit 49...
!
route-map noexport permit 10
match clns address external-routes
set community noexport

!
router isis osi-as-404
net 49.0404.7777.7777.7777.7777.00
redistribute bgp 404 clns
!
router bgp 65404
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.6.7.6 remote-as 65303
neighbor 10.8.9.9 remote-as 65404
address-family nsap
neighbor 10.6.7.6 activate
neighbor 10.8.9.9 activate
neighbor 10.8.9.9 send-community
neighbor 10.8.9.9 route-map noexport out
network 49.0404...

!
interface gigabitethernet 1/0/1
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ip address 10.7.8.7 255.255.255.0
clns router isis osi-as-404
ip router isis osi-as-404
no shutdown
!
interface serial 2/3
ip address 10.6.7.7 255.255.255.0
clns enable
no shutdown

ルータ 8

router isis osi-as-404
net 49.0404.8888.8888.8888.8888.00
!
interface gigabitethernet 1/0/1
ip address 10.7.8.8 255.255.255.0
clns router isis osi-as-404
ip router isis osi-as-404
no shutdown
!
interface gigabitethernet 1/1/1
ip address 10.8.9.8 255.255.255.0
clns router isis osi-as-404
ip router isis osi-as-404
no shutdown

ルータ 9

clns filter-set external-routes deny 49.0404...
clns filter-set external-routes permit 49...
!
route-map noexport permit 10
match clns address external-routes
set community noexport

!
router isis osi-as-404
net 49.0404.9999.9999.9999.9999.00
redistribute bgp 404 clns
!
router bgp 65404
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.3.9.3 remote-as 65202
neighbor 10.7.8.7 remote-as 65404
address-family nsap
network 49.0404...
neighbor 10.3.9.3 activate
neighbor 10.7.8.7 activate
neighbor 10.7.8.7 send-community
neighbor 10.7.8.7 route-map noexport out

!
interface serial 2/3
ip address 10.3.9.9 255.255.255.0
clns enable
no shutdown
!
interface gigabitethernet 1/1/1
ip address 10.8.9.9 255.255.255.0
clns router isis osi-as-404
ip router isis osi-as-404
no shutdown
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

CLNSに対するMP-BGPサポートの設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 22 : CLNSに対するMP-BGPサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOS
XE
Release 2.6

CLNSに対する
マルチプロト

コル BGP
（MP-BGP）サ
ポート
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機能情報リリース機能名

CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポート機能
により、コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）ネッ
トワークをスケーリングする機能が提供されます。ボーダーゲー

トウェイプロトコル（BGP）のマルチプロトコル拡張は、ルー
ティングドメインをマージせずに個別の開放型システム間相互接

続（OSI）ルーティングドメインを相互接続する機能を追加する
ことによって、大規模なOSIネットワークを確立する機能を実現
します。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されました。

• address-family nsap

• clear bgp nsap

• clear bgp nsap dampening

• clear bgp nsap external

• clear bgp nsap flap-statistics

• clear bgp nsap peer-group

• debug bgp nsap

• debug bgp nsap dampening

• debug bgp nsap updates

• neighbor prefix-list

• network (BGP and multiprotocol BGP)

• redistribute (BGP to ISO ISIS)

• redistribute (ISO ISIS to BGP)

• show bgp nsap

• show bgp nsap community

• show bgp nsap community-list

• show bgp nsap dampened-paths

• show bgp nsap filter-list

• show bgp nsap flap-statistics

• show bgp nsap inconsistent-as

• show bgp nsap neighbors

• show bgp nsap paths

• show bgp nsap quote-regexp

• show bgp nsap regexp
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機能情報リリース機能名

show bgp nsap summary•

用語集
address family：ネットワークアドレスの共通形式を共有するネットワークプロトコルのグ
ループ。アドレスファミリは RFC 1700で定義されています。

AS：自律システム。独立した独自のルーティングポリシーを持ち、単一権限によって管理さ
れるルーティングドメインを表す IP用語です。OSI用語「ルーティングドメイン」に相当し
ます。

BGP：Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェイプロトコル）。他の BGPシステムと
の間で到着可能性情報を交換するドメイン間ルーティングプロトコルです。

CLNS：Connectionless Network Service（コネクションレス型ネットワークサービス）。OSI
ネットワーク層プロトコルです。

CMIP：Common Management Information Protocol（共通管理情報プロトコル）。OSIで、異種
ネットワークのモニタリングと制御のために ISOによって作成および標準化されるネットワー
ク管理プロトコルです。

DCC：Data Communications Channel（データ通信チャネル）。

DCN：Data Communications Network（データ通信ネットワーク）。

ES-IS：End System-to-Intermediate System。エンドシステム（ホスト）が自身を中継システム
（ルータ）にアナウンスする方法を定義する OSIプロトコルです。

FTAM：File Transfer, Access, and Management。OSIで、さまざまなタイプのコンピュータ間で
のネットワークファイルの交換と管理用に開発されたアプリケーション層プロトコルです。

IGP：Interior Gateway Protocol（内部ゲートウェイプロトコル）。自律システム内でルーティ
ング情報を交換するために使用されるインターネットプロトコルです。

IGRP：Interior Gateway Routing Protocol。大規模な異種ネットワークのルーティングに関連す
る問題を解決するために開発されたシスコ独自のプロトコルです。

IS：Intermediate System（中継システム）。OSIネットワーク内のルーティングノードです。

IS-IS：Intermediate System-to-Intermediate System。DECnet Phase Vルーティングに基づく OSI
リンクステート階層型ルーティングプロトコルであり、ルータはこれを使用して、ネットワー

クトポロジを決定するために、1つのメトリックに基づいてルーティング情報を交換します。

ISO：国際標準化機構。ネットワーキングに関連する標準を含む、広範囲の標準を策定する国
際組織。ISOは、著名なネットワーキング参照モデルである開放型システム間相互接続（OSI）
参照モデルを開発しました。

NSAP address：Network Services Access Point（ネットワークサービスアクセスポイント）ア
ドレス。OSIネットワークによって使用されるネットワークアドレス形式です。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
292

CLNSに対するマルチプロトコル BGP（MP-BGP）サポートの設定

用語集



OSI：Open System Interconnection（オープンシステム相互接続）。マルチベンダー機器の相互
運用性の向上を目指すデータネットワーキングの規格を作るために、ISOと ITU-Tが作成した
国際標準プログラムです。

routing domain：BGPの自律システムに相当する OSI用語。

SDH：Synchronous Digital Hierarchy（同期デジタル階層）。一連のレートを定義する規格、ま
た、光信号を使用して光ファイバで送信される形式規格です。

SONET：同期光ネットワーク。光ファイバ上で稼働するように設計された高速同期ネットワー
ク仕様です。
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第 11 章

BGP IPv6アドミニストレーティブディス
タンス

BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンス機能では、ルートの送信元固有の距離を設定
し、プレフィックスリストをルートに関連付けることによって、ネットワーク内の BGP IPv6
ルートに優先順位を付けることができます。RIBでは、この送信元からの距離を使用して、
ネットワーク内の BGP IPv6ルートの優先順位を決定します。

• BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの概要（295ページ）
• BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの設定（296ページ）
• BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスに関する追加情報（298ページ）
• BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの機能情報（298ページ）

BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの概要
BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンス機能は、RIBでの BGPルートの優先順位付け
によって、設定されたプレフィックスに対してルートパスを選択できるようにします。RIBで
提供される BGPルートは、送信元からの設定された距離に基づいて優先順位付けされます。
BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンス機能により、送信元からの距離を設定でき、
ルートをプレフィックスリストに関連付けることができます。その後、送信元固有の距離とプ

レフィックスリストが設定されたルートを RIBで利用して、BGP IPv6ルートに優先順位を付
けることができます。

BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの利点
BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンス機能を使用すると、ネットワーク内の BGP
IPv6ルートの優先順位を指定または解除できます。
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BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 unicast-routing
4. router bgpautonomous-system-number
5. address-family ipv6 unicast
6. distance admin-distance ipv6-address/prefix prelengthinterface nameprefix-list
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6ユニキャストデータグラムの転送を有効にしま
す。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 unicast-routing

ルータと他の BGPルータを区別し、渡されたルー
ティング情報にタグを付ける自律システムの番号を

指定します。

router bgpautonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 5

ステップ 4

•有効な範囲は 1～ 65535です。

ルーティングセッションを設定するために、アドレ

スファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv6 unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast

ステップ 5

BGPルートの送信元固有の距離を設定するために、
アドミニストレーティブディスタンス、IPv6アドレ

distance admin-distance ipv6-address/prefix
prelengthinterface nameprefix-list

例：

ステップ 6

ス、プレフィックス長、およびプレフィックスリス

ト名を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# distance 12
2001:DB8:0:CC00::1/128 list1

インターフェイス名はオプションで、ネイバーアド

レスがリンクローカルアドレスである場合にのみ必

要です。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

BGPアドミニストレーティブディスタンス設定の確認
show run sec bgpコマンドを使用して、BGP設定を確認します。
Device(config-device-af)# show run | sec bgp
router bgp 200
bgp log-neighbor-changes
neighbor FE80::A8BB:CCFF:FE02:BE01%Ethernet0/0 remote-as 200
neighbor FE80::A8BB:CCFF:FE02:BE01%Ethernet0/0 update-source Ethernet0/0
!
address-family ipv4
no neighbor FE80::A8BB:CCFF:FE02:BE01%Ethernet0/0 activate

exit-address-family
!
address-family ipv6
distance 90 FE80::A8BB:CCFF:FE02:BE01/128 interface Ethernet0/0
network 1:1:1:1::/120
neighbor FE80::A8BB:CCFF:FE02:BE01%Ethernet0/0 activate

exit-address-family

do show ipv6 routeコマンドを使用して、IPv6ルート設定を確認します。
Device(config-device-af)# show ipv6 route
IPv6 Routing Table - default - 4 entries
Codes: C - Connected, L - Local, S - Static, U - Per-user Static route

B - BGP, R - RIP, H - NHRP, I1 - ISIS L1
I2 - ISIS L2, IA - ISIS interarea, IS - ISIS summary, D - EIGRP
EX - EIGRP external, ND - ND Default, NDp - ND Prefix, DCE - Destination
NDr - Redirect, O - OSPF Intra, OI - OSPF Inter, OE1 - OSPF ext 1
OE2 - OSPF ext 2, ON1 - OSPF NSSA ext 1, ON2 - OSPF NSSA ext 2
la - LISP alt, lr - LISP site-registrations, ld - LISP dyn-eid
lA - LISP away, a - Application

C 1:1:1:1::/120 [0/0]
via Ethernet0/0, directly connected

L 1:1:1:1::2/128 [0/0]
via Ethernet0/0, receive

B 3:4:5:6::1/128 [90/0]
via FE80::A8BB:CCFF:FE02:BF01, Ethernet0/0

L FF00::/8 [0/0]
via Null0, receive
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BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスに関する
追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』Cisco IOS IPルーティング：BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP IPv6アドミニストレーティブディスタンスの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 23 : ASR1K NPTv6の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

BGP IPv6アドミニスト
レーティブディスタンス

機能では、ルートの送信

元固有の距離を設定し、

プレフィックスリストを

ルートに関連付けること

によって、ネットワーク

内のBGP IPv6ルートに優
先順位を付けることがで

きます。RIBでは、この
送信元からの距離を使用

して、ネットワーク内の

BGP IPv6ルートの優先順
位を決定します。

次のコマンドが変更され

ました。 distance

Cisco IOS XE Denali 16.3.1BGP IPv6アドミニスト
レーティブディスタンス
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第 12 章

外部BGPを使用したサービスプロバイダー
との接続

このモジュールでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネットワークが、インター
ネットサービスプロバイダー（ISP）など外部ネットワークにあるピアデバイスへアクセスで
きるようにするための設定作業について説明します。BGPは、組織間にループのないルーティ
ングを提供するために設計されたドメイン間ルーティングプロトコルです。異なる自律システ

ムのピアとのルーティングアップデートの交換のために、外部BGP（eBGP）ピアリングセッ
ションが設定されます。トラフィックのフィルタリングのためのBGPポリシー設定作業など、
インバウンドとアウトバウンドのトラフィックを管理するための作業について説明します。

サービスプロバイダーへの接続に冗長性を持たせるためのマルチホーミングについても説明し

ます。

•機能情報の確認（301ページ）
•外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の前提条件（302ページ）
•外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の制約事項（302ページ）
•外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の概要（302ページ）
•外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続方法（315ページ）
•外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の設定例（375ページ）
•次の作業（385ページ）
•その他の参考資料（385ページ）
•外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の機能情報（387ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の前
提条件

•サービスプロバイダーとの接続前に、BGPプロセスとピアの基本的な設定方法を理解し
ておく必要があります。詳細については、「Cisco BGP概要」モジュールおよび「基本
BGPネットワークの設定」モジュールを参照してください。

•ネットワークをサービスプロバイダーに接続する場合に BGP機能を設定する際、この章
の作業と概念が役立ちます。インターネットへの接続それぞれについて、インターネット

割り当て番号局（IANA）から割り当てられた自律システム番号を持っている必要があり
ます。

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の制
約事項

• Cisco IOSソフトウェアを実行するルータは、1つの BGPルーティングプロセスだけを実
行し、1つの BGP自律システムだけのメンバになるように設定できます。ただし、BGP
ルーティングプロセスと自律システムでは、複数のアドレスファミリ設定をサポートで

きます。

•ポリシーリストは、Cisco IOS Release 12.0(22)Sおよび 12.2(15)Tよりも前のバージョンの
Cisco IOSソフトウェアではサポートされていません。古いバージョンの Cisco IOSソフト
ウェアを実行中のルータをリロードすると、ルーティングポリシーの設定の一部が失われ

ることがあります。

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の概
要

外部 BGPピアリング
BGPは、組織間にループが発生しないルーティングリンクを実現することを目的としたドメ
イン間ルーティングプロトコルです。BGPは、信頼できるトランスポートプロトコル上で運
用するよう設計され、トランスポートプロトコルとしてTCP（ポート179）を使用します。宛
先の TCPポートは 179が割り当てられ、ローカルポートではランダムなポート番号が割り当
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てられます。Cisco IOSソフトウェアは、ISPがインターネット構築に使用している BGPバー
ジョン 4をサポートしています。RFC 1771では、プロトコルをインターネット規模での使用
に合わせるため、新機能の BGPへの追加や検討が多数行われました。

異なる自律システムのBGPピアとのルーティングアップデートの交換のために、外部BGPピ
アリングセッションが設定されます。BGPルーティングプロセスは、eBGPピアがWAN接続
などによって直接接続されるものとして設計されています。しかし、実際の使用においてはこ

のルールではルーティングできないケースが多々あります。マルチホップネイバーのピアリン

グセッションは neighbor ebgp-multihopコマンドで設定します。下の図に、3つのルータ間の
シンプルな eBGPピアリングを示します。ルータ Bは、ルータ Aとルータ Eにピアリングさ
れています。非常にシンプルなネットワーク設計ですが、下の図では、ルータ Aとルータ E
との間のピアリング確立に neighbor ebgp-multihopコマンドを使用できます。BGPはネット
ワーク内のネクストホップについての情報をNEXT_HOP属性を使用して転送します。デフォ
ルトでは eBGPピアリングセッション内のルートをアドバタイズするインターフェイスの IP
アドレスに設定されています。発信元インターフェイスは、物理インターフェイスかループ

バックインターフェイスです。

図 22 :別の自律システム内の BGPピア

eBGPピアリングセッションの確立にはループバックインターフェイスが好まれます。ループ
バックインターフェイスの方がインターフェイスフラッピングの影響を受けにくいからです。

ネットワーキングデバイスのインターフェイスは、障害が発生したり、メンテナンスのために

運転を停止する場合があります。障害やメンテナンスのために管理上あるインターフェイスを

起動や停止することを、フラップといいます。ループバックインターフェイスは安定した発信

元インターフェイスを実現するもので、IPルーティングプロトコルがループバックインター
フェイスに割り当てられたサブネットをアドバタイズする限り、発信元インターフェイスに割

り当てられた IPアドレスがいつでも到達可能になるようにします。ループバックインターフェ
イスにより、/32ビットマスクのアドレス 1つを設定することで、アドレス空間を節約できま
す。ループバックインターフェイスを eBGPピアリングセッションのために設定する前に、
neighbor update-sourceコマンドを設定してループバックインターフェイスを指定する必要が
あります。このように設定することで、ループバックインターフェイスが発信元インターフェ
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イスとなり、その IPアドレスがこのループバックを通してアドバタイズされるルートのネク
ストホップとしてアドバタイズされます。ループバックインターフェイスをシングルホップ

eBGPピアの接続に使用する場合、事前に neighbor disable-connected-checkコマンドを設定し
ておかないと、eBGPピアリングセッションは確立できません。

外部ネットワークへの接続によって、自分のネットワークから他のネットワークへ、またイン

ターネットを介して、トラフィックを転送できます。ネットワークに入ってくるトラフィック

や、場合によっては通過して行くトラフィックもあるでしょう。BGPには、ネットワークへの
トラフィックの出入りを変化させたり、インバウンドとアウトバウンドのトラフィックのフィ

ルタリング用 BGPポリシーを作成したりするための、さまざまな方法が含まれています。ト
ラフィックフローを変化させるのに、BGPはアップデートメッセージに含まれる、または
BGPルーティングアルゴリズムで使用される BGP属性を使用します。トラフィックのフィル
タリング用 BGPポリシーでは、ルートマップ、AS-pathアクセスリストなどのアクセスリス
ト、フィルタリスト、ポリシーリスト、および配信リストを伴った BGP属性の一部も使用さ
れます。バックアップやパフォーマンス向上のために 1つの ISPへの複数接続や複数の ISPへ
の接続が存在する場合、外部接続の管理にマルチホーミング技術が関係してくることがありま

す。自律システムや物理的境界を超えてさまざまなコミュニティ属性によるタギングを BGP
ルートに行うことで、個別にpermit文やdeny文を羅列した巨大なリストを扱わずにすみます。

BGP自律システム番号の形式
RFC 4271『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』に記述されているように、2009年 1月まで、
企業に割り当てられていた BGP自律システム番号は 1～ 65535の範囲の 2オクテットの数値
でした。自律システム番号の要求の増加に伴い、インターネット割り当て番号局（IANA）に
より割り当てられる自律システム番号は 2009年 1月から 65536～ 4294967295の範囲の 4オク
テットの番号になります。RFC 5396『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』
には、自律システム番号を表す 3つの方式が記述されています。シスコでは、次の 2つの方式
を実装しています。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイト自律システム番号をその 10進数値で表
します。たとえば、65526は 2バイト自律システム番号、234567は 4バイト自律システム
番号になります。

• asdot：自律システムドット付き表記。2バイト自律システム番号は 10進数で、4バイト
自律システム番号はドット付き表記で表されます。たとえば、65526は 2バイト自律シス
テム番号、1.169031（10進表記の 234567をドット付き表記にしたもの）は 4バイト自律
システム番号になります。

自律システム番号を表す 3つ目の方法については、RFC 5396を参照してください。

asdotだけを使用する自律システム番号形式

Cisco IOSRelease 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、4オクテット（4バ
イト）の自律システム番号は asdot表記法だけで入力および表示されます。たとえば、1.10ま
たは 45000.64000です。4バイト自律システム番号のマッチングに正規表現を使用する場合、
asdot形式には正規表現で特殊文字となるピリオドが含まれていることに注意します。正規表
現でのマッチングに失敗しないよう、1\.14のようにピリオドの前にバックスラッシュを入力
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する必要があります。次の表は、asdot形式だけが使用できる Cisco IOSイメージで、2バイト
および 4バイト自律システム番号の設定、正規表現とのマッチング、および showコマンド出
力での表示に使用される形式をまとめたものです。

表 24 : asdotだけを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチング
形式

設定形式書

式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～ 65535.655352バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

asplainをデフォルトとする自律システム番号形式

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、および
それ以降のリリースでは、シスコ実装の 4バイト自律システム番号で asplainがデフォルトの
自律システム番号表示形式として使用されていますが、4バイト自律システム番号は asplainお
よびasdot形式のどちらにも設定できます。また、正規表現で4バイト自律システム番号とマッ
チングするためのデフォルト形式は asplainであるため、4バイト自律システム番号とマッチン
グする正規表現はすべて、asplain形式で記述する必要があります。デフォルトの showコマン
ド出力を変更して、4バイトの自律システム番号を asdot形式で表示する場合は、ルータコン
フィギュレーションモードで bgp asnotation dotコマンドを使用します。デフォルトで asdot
形式がイネーブルにされている場合、正規表現の 4バイト自律システム番号のマッチングに
は、すべて asdot形式を使用する必要があり、使用しない場合正規表現によるマッチングは失
敗します。次の表に示すように、4バイト自律システム番号は asplainと asdotのどちらにも設
定できますが、showコマンド出力と正規表現を使用した 4バイト自律システム番号のマッチ
ング制御には 1つの形式だけが使用されます。デフォルトは asplain形式です。showコマンド
出力の表示と正規表現のマッチング制御で asdot形式の 4バイト自律システム番号を使用する
場合、bgp asnotation dotコマンドを設定する必要があります。bgp asnotation dotコマンドを
有効にした後、clear ip bgp *コマンドを入力してすべての BGPセッションに対してハードリ
セットを開始する必要があります。

4バイト自律システム番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、
2バイト自律システム番号を使用できます。4バイト自律システム番号に設定された形式にか
かわらず、2バイト自律システムの showコマンド出力と正規表現のマッチングは変更されず、
asplain（10進数）形式のままになります。

（注）

表 25 : asplainをデフォルトとする 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
305

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続

BGP自律システム番号の形式



showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

表 26 : asdotを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

予約済みおよびプライベートの自律システム番号

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、
12.2(33)SXI1、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースでは、RFC 4893がシスコの BGP実装で
サポートされています。RFC 4893は、2バイト自律システム番号から 4バイト自律システム番
号への段階的移行を BGPがサポートできるように開発されました。新しい予約済み（プライ
ベート）自律システム番号（23456）は RFC 4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIで
はこの番号を自律システム番号として設定できません。

RFC 5398『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』では、文書化を
目的として新たに予約された自律システム番号について説明されています。予約済み番号を使

用することで、設定例を正確に文書化しつつ、その設定がそのままコピーされた場合でも製品

ネットワークに競合が発生することを防止できます。予約済み番号は IANA自律システム番号
レジストリに記載されています。予約済み 2バイト自律システム番号は 64496～ 64511の連続
したブロック、予約済み 4バイト自律システム番号は 65536～ 65551をその範囲としていま
す。

64512～ 65534を範囲とするプライベートの 2バイト自律システム番号は依然有効で、65535
は特殊な目的のために予約されています。プライベート自律システム番号は内部ルーティング

ドメインで使用できますが、インターネットにルーティングされるトラフィックについては変

換が必要です。プライベート自律システム番号を外部ネットワークへアドバタイズするように

BGPを設定しないでください。Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトではルーティングアッ
プデートからプライベート自律システム番号を削除しません。ISPがプライベート自律システ
ム番号をフィルタリングすることを推奨します。

パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに対する自律システム番号の割り

当ては、IANAが管理しています。予約済み番号の割り当てや自律システム番号の登録申込な
ど、自律システム番号についての情報については、http://www.iana.org/を参照してください。

（注）
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BGP属性
BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。どのルートをベストパスとして BGPルーティングテーブルにインストールする
かを決定するために、ベストパス選択アルゴリズムはパスの属性を分析します。それぞれのパ

スには、BGPベストパス分析で使用されるさまざまな属性がついています。Cisco IOSソフト
ウェアは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を通してそのような属性を変更すること
で、BGPパス選択に影響を与えられるようになっています。BGPパス選択はまた、標準 BGP
ポリシー設定によっても変化させることができます。

BGPでは、ベストパス選択アルゴリズムを使用して、全体的に良好なルートのセットを検索
します。このようなルートは、潜在的なマルチパスです。Cisco IOS Release 12.2(33)SRD以降
のリリースでは、全体的に良好なマルチパスが、許可される最大数よりも多く存在する場合、

最も古いパスがマルチパスとして選択されます。

BGPは、アップデートメッセージにパス属性情報を含めることができます。BGP属性はルー
トの特徴を記述するもので、ソフトウェアがこの属性を使用し、アドバタイズするべきルート

の決定に役立たせます。一部の属性情報は、BGP対応のネットワーキングデバイスでも設定
できます。属性には、アップデートメッセージに常に含まれる必須のものと、任意のものとが

あります。次のような BGP属性が設定可能です。

• AS_Path

• Community

• Local_Pref

• Multi_Exit_Discriminator（MED）

• Next_Hop

• Origin

AS_Path

この属性は、ルーティング情報が通過してきた自律システム番号のセットまたはリストを含ん

でいます。BGPスピーカーは、アップデートメッセージを外部ピアへ転送する際に、自分の
自律システム番号をリストに加えます。

Community

ネットワークや自律システム、または物理的境界にかかわりなく、共通のプロパティを持つ

ネットワーキングデバイスをグループ化するには、BGPコミュニティを使用します。大規模
ネットワークにおいて、共通のルーティングポリシーをプレフィックスリストやアクセスリ

ストで適用するには、ネットワーキングデバイスごとに個別のピア文が必要になります。BGP
コミュニティ属性を使えば、共通のルーティングポリシーを持つ BGPネイバーに、コミュニ
ティタグに基づいてインバウンドやアウトバウンドのルートフィルタをインプリメントでき、

個別に permit文や deny文を羅列した巨大なリストを扱わずにすみます。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
307

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続

BGP属性



Local_Pref

自律システム内で、Local_Pref属性は BGPピア間のアップデートメッセージすべてに含まれ
ます。同一の宛先に対し複数のパスがある場合、最も大きな値を持つローカルプリファレンス

属性は、ローカルの自律システムからの優先アウトバウンドパスを示します。ランキングが最

高のルートが内部のピアにアドバタイズされます。Local_Prefの値は外部ピアへは転送されま
せん。

Multi_Exit_Discriminator

MED属性は、（外部ピアに）自律システムへの優先パスを示します。自律システムへのエン
トリポイントが複数ある場合、MEDを使って別の自律システムに特定のエントリポイントを
選択するようはたらきかけることができます。低い値のMEDメトリックの方が高い値のMED
メトリックより優先されるソフトウェアでは、メトリックが割り当てられます。MEDメトリッ
クは自律システムの間で交換されますが、MEDが自律システムに転送された後、MEDメト
リックはデフォルト値である 0にリセットされます。アップデートが内部 BGP（iBGP）ピア
に送られると、MEDはまったく変更を加えられずに受け渡されていくため、同一の自律シス
テム内のすべてのピアが一貫したパス選択を行うことができます。

デフォルトでは、ルータは同じ自律システムにあるBGPピアからのパスのMED属性だけを比
較します。bgpalways-compare-medコマンドを設定することで、ルータに別の自律システムの
ピアからのメトリックを比較させることができます。

BGP MEDについてのインターネット技術特別調査委員会（IETF）の決定では、欠落している
MEDには無限の値を割り当て、MED変数の欠落したルートの優先度を最低にしています。シ
スコソフトウェアが稼働するBGPルータでは、ルートにMED属性がない場合はMEDの値を
0として処理し、MED変数の欠落したルートを最優先とすることが、デフォルトの動作になっ
ています。IETF標準に準拠してルータを設定する場合、bgpbestpathmedmissing-as-worstルー
タコンフィギュレーションコマンドを使用します。

（注）

Next_Hop

Next_Hop属性は、宛先への BGPネクストホップとして使用されるネクストホップ IPアドレ
スを示します。ルータは、再帰的ルックアップによってルーティングテーブルで BGPネクス
トホップを検索します。外部BGP（eBGP）では、ネクストホップはアップデートを送信した
ピアの IPアドレスです。内部 BGP（iBGP）は、内部で生成されたルートのプレフィックスを
アドバタイズしたピアの IPアドレスを、ネクストホップのアドレスとして設定します。eBGP
から学習した iBGPへのルートのいずれかがアドバタイズされた場合、Next_Hop属性は変更さ
れません。

ルータがBGPルートを使用するためには、BGPネクストホップの IPアドレスが到達可能でな
ければなりません。到着可能性情報は通常 IGPによって提供され、IGPでの変更はネットワー
クバックボーンを介したネクストホップアドレスの転送に影響を与える可能性があります。
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Origin

この属性は、ルートがどのように BGPルーティングテーブルに含まれたかを示します。シス
コソフトウェアにおいて、BGPnetworkコマンドを使用して定義されたルートには、内部ゲー
トウェイプロトコル（IGP）の送信コードが与えられています。外部ゲートウェイプロトコル
（EGP）から配信されたルートは、EGPの送信元を使用してコーディングされ、その他のプロ
トコルから再配布されたルートは「不完全」と定義されます。BGPの送信元決定ポリシーで
は、「不完全」よりも EGPが、EGPよりも IGPが優先されます。

マルチホーミング

1つの自律システムが複数のサービスプロバイダーに接続する場合に、マルチホーミングが定
義されます。1つのサービスプロバイダーの信頼性に何か問題が生じた場合、バックアップ接
続を使用できます。パフォーマンスの問題もマルチホーミングで改善する場合があります。宛

先ネットワークへのより適したパスを使用できることがあるからです。

自分がサービスプロバイダーでない場合、インターネットのトラフィックが自律システム内を

通過して帯域幅を使いきってしまうことがないよう、ルーティング設定を注意深く検討する必

要があります。下の図では、自律システム 45000が自律システム 40000と自律システム 50000
とにマルチホーミングされています。自律システム45000がサービスプロバイダーでないと仮
定すると、ロードバランシングや何らかのルーティングポリシーを使用して、自律システム

45000からのトラフィックが自律システム 40000にも自律システム 50000にも到達できるよう
に、しかし同時に転送トラフィックはあったとしても少なく抑えるように設定する必要があり

ます。

図 23 :マルチホーミングトポロジ

MED属性
MED属性の設定は、別の自律システムへのパス選択を変化させるためにBGPが使用できるも
う 1つの方法です。MED属性は、（外部ピアに）自律システムへの優先パスを示します。自
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律システムへのエントリポイントが複数ある場合、MEDを使って別の自律システムに特定の
エントリポイントを選択するよう働きかけることができます。低い値のMEDメトリックの方
が高い値のMEDメトリックより優先されるソフトウェアでは、ルートマップを使用してメト
リックが割り当てられます。

中継トラフィックと非中継トラフィック

自律システム内のほとんどのトラフィックは、その自律システム内にある発信元または宛先 IP
アドレスを含んでおり、このトラフィックを非中継（またはローカル）トラフィックと呼びま

す。その他のトラフィックを中継トラフィックとして定義します。インターネットを介したト

ラフィックが増えるにつれて、中継トラフィックの制御がいっそう重要になります。

サービスプロバイダーは中継自律システムと考えることができ、他のすべての中継プロバイ

ダーへの接続性を提供できなければなりません。現実には、ほとんどのサービスプロバイダー

は中継トラフィックすべてを許容できるだけの帯域幅を持っていないため、それらのプロバイ

ダーはそのような接続性を 1次プロバイダーから購入する必要があります。

通常は中継トラフィックを許可しない自律システムはスタブ自律システムと呼ばれ、インター

ネットには 1つのサービスプロバイダーを通してリンクします。

BGPポリシー設定
BGPポリシー設定は、BGPルーティングプロセスによるプレフィックス処理を制御し、イン
バウンドおよびアウトバウンドのアドバタイズメントからルートをフィルタリングするために

使われます。プレフィックス処理は、BGPタイマーの調整、BGPによるパス属性の扱いの変
更、ルーティングプロセスが受け入れるプレフィックスの数の制限、および BGPプレフィッ
クスダンプニングの設定によって制御できます。インバウンドおよびアウトバウンドのアドバ

タイズメントは、ルートマップ、フィルタリスト、IPプレフィックスリスト、自律システム
パスアクセスリスト、IPポリシーリスト、および配信リストを使用してフィルタリングされ
ます。下の図に、BGPポリシーフィルタの処理順序を示します。

表 27 : BGPポリシー処理順序

発信着信

ディストリビュートリストルートマップ

IPプレフィックスリストフィルタリスト、ASパスアクセスリスト、
または IPポリシー

フィルタリスト、ASパスアクセスリスト、
または IPポリシー

IPプレフィックスリスト

ルートマップディストリビュートリスト
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Cisco IOS Release 12.0(22)S、12.2(15)T、12.2(18)S、およびそれ以降のリリースでは、ip as-path
access-listコマンドを使用して設定できる自律システムアクセスリストの上限値が、199から
500に増加しました。

（注）

設定変更のためにルーティングポリシーに変更が生じた場合は、必ず clear ip bgpコマンドを
使用して、BGPピアリングセッションをリセットする必要があります。Cisco IOSソフトウェ
アは、BGPピアリングセッションのリセットとして、次の 3つのメカニズムをサポートして
います。

•ハードリセット：ハードリセットは、TCP接続を含む指定されたピアリングセッション
を終了し、指定されたピアから到着したルートを削除します。

•ソフトリセット：ソフトリセットは、保存されたプレフィックス情報を使用し、既存の
ピアリングセッションを終了せずに BGPルーティングテーブルの再構成とアクティブ化
を行います。ソフトリセットは保存されたアップデート情報を使用するため、アップデー

ト保存用のメモリを追加することで、ネットワークを中断することなく新しい BGPポリ
シーを適用できます。ソフトリセットは、インバウンドとアウトバウンドのセッションに

設定できます。

•ダイナミックインバウンドソフトリセット：これは RFC 2918に定義されているルート
リフレッシュ機能で、サポートしているピアへのルートリフレッシュ要求を交換すること

により、ローカルデバイスがインバウンドルーティングテーブルを動的にリセットでき

るようにするものです。ルートリフレッシュ機能は、中断を伴わないポリシー変更につい

てはアップデート情報をローカルに保存しません。その代わり、サポートしているピアと

の動的な交換に依存します。ルートリフレッシュは、最初にピア間のBGP機能ネゴシエー
ションを通じてアドバタイズされる必要があります。すべての BGPルータが、ルートリ
フレッシュ機能をサポートしていなければなりません。

BGPルータがこの機能をサポートしているかどうかを確認するには、show ip bgp neighborsコ
マンドを使用します。ルータがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、次のメッ

セージが出力されます。

Received route refresh capability from peer.

BGP COMMUNITIES属性
BGPコミュニティは、ネットワーク、自律システム、またはあらゆる物理的な境界に関係な
く、共通プロパティを共有するルートのグループです。大規模ネットワークにおいて、プレ

フィックスリストやアクセスリストを使用して共通のルーティングポリシーを適用するには、

ネットワーキングデバイスごとに個別のピア文が必要になります。BGP COMMUNITIES属性
を使えば、共通のルーティングポリシーを持つ BGPスピーカーに、コミュニティタグに基づ
いてインバウンドやアウトバウンドのルートフィルタを実装でき、個別に permit文や deny文
を羅列した長いリストを扱わずにすみます。COMMUNITIES属性には複数のコミュニティを
含めることができます。
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ルートは複数のコミュニティに所属できます。ネットワーク管理者は、ルートが属するコミュ

ニティを定義します。デフォルトでは、すべてのルートは一般的なインターネットコミュニ

ティに属します。

番号付きのコミュニティに加えて、次の事前定義された（ウェルノウン）コミュニティがあり

ます。

• no-export：このルートを外部 BGPピアにアドバタイズしません。

• no-advertise：このルートをどのピアにもアドバタイズしない。

• internet：このルートをインターネットコミュニティにアドバタイズします。すべてのBGP
対応ネットワーキングデバイスはこのコミュニティに属します。

• local-as：ローカル自律システムの外部にはこのルートを送信しません。

• gshut：ルートのコミュニティのグレースフルシャットダウンを実行します。

COMMUNITIES属性はオプションです。そのため、コミュニティを認識しないネットワーキ
ングデバイスは通過できません。コミュニティを認識するネットワーキングデバイスでも、

コミュニティを扱うよう設定しなければ、COMMUNITIES属性は無視されます。デフォルト
では、COMMUNITIES属性はネイバーに送信されません。COMMUNITIES属性をネイバーに
送信するには、neighbor send-communityコマンドを使用します。

拡張コミュニティ

拡張コミュニティ属性は、仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスおよびマルチプロトコ
ルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）のルートの
設定、フィルタリング、識別に使用されます。アクセスリストの標準ルールすべてが、拡張コ

ミュニティリストの設定に適用されます。正規表現は、拡張コミュニティリスト番号の拡張

範囲によってサポートされています。正規表現の設定オプションはすべてサポートされます。

ルートターゲット（RT）および Site of Origin（SoO）拡張コミュニティ属性は、拡張コミュニ
ティリストの標準範囲でサポートされます。

ルートターゲット拡張コミュニティ属性

RT拡張コミュニティ属性は、ip extcommunity-listコマンドの rtキーワードで設定されます。
この属性は、configured route targetとタグ付けされたルートを受け取る可能性があるサイトと
VRFのセットとの識別に使用します。ルート付き route target拡張コミュニティ属性により、
対応するサイトから受信したトラフィックのルーティングに使用するサイト別のフォワーディ

ングテーブルにルートを置くことが可能になります。

Site of Origin拡張コミュニティ属性

SoO拡張コミュニティ属性は、ip extcommunity-listコマンドの sooキーワードで設定されま
す。この属性は、プロバイダーエッジ（PE）ルータがルートを学習したサイトを一意に識別
します。ある特定のサイトから学習したルートにはすべて、サイトが接続されている PEルー
タの数にかかわらず、同一の SoO拡張コミュニティ属性が割り当てられる必要があります。
マルチホーミングされているサイトでは、この属性を設定することでルーティングにループが
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発生するのを防止できます。SoO拡張コミュニティ属性はインターフェイス上で設定され、再
配布によって BGPへ伝播されます。SoO拡張コミュニティ属性は、VRFから学習したルート
へ適用することができます。スタブサイトやマルチホーミングされていないサイトには、SoO
拡張コミュニティ属性を設定しないでください。

IP拡張コミュニティリストコンフィギュレーションモード

名前付きおよび番号付きコミュニティリストは、IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードで設定することができます。IP拡張コミュニティリストコンフィギュレーショ
ンモードは、グローバルコンフィギュレーションモードで使用できる機能すべてをサポート

しています。さらに、次のような操作も行えます。

•拡張コミュニティリストエントリにシーケンス番号を設定する。

•既存の拡張コミュニティリストエントリのシーケンス番号を再設定する。

•デフォルト値を使用するよう、拡張コミュニティリストを設定する。

デフォルトのシーケンス番号

シーケンス番号が指定されていない場合、デフォルト動作が設定されている場合、および拡張

コミュニティリストのシーケンス番号が開始番号や後続エントリ用増分の指定なく再割り当て

された場合、拡張コミュニティリストエントリは 10番から開始され、後続のエントリでは 1
エントリにつき 10ずつ増えていきます。

拡張コミュニティリストのシーケンス番号再割り当て

拡張コミュニティリストエントリは、拡張コミュニティリスト単位を基本としてシーケンス

番号の割り当てと再割り当てが行われます。resequenceコマンドを引数なしで使用すると、リ
スト内のすべてのエントリにデフォルトのシーケンス番号割り当てを行えます。resequenceコ
マンドでは、最初のエントリ用のシーケンス番号や後続のエントリごとの数値の増減範囲を設

定することもできます。設定できるシーケンス番号の範囲は、1～ 2147483647です。

拡張コミュニティリスト

拡張コミュニティリストは、VRFインスタンスとMPLS VPNのルートを設定し、フィルタリ
ングし、識別するために使用されます。名前付きまたは番号付きコミュニティリストの設定に

は、ip extcommunity-listコマンドを使用します。アクセスリストの標準ルールすべてが、拡
張コミュニティリストの設定に適用されます。正規表現は、拡張コミュニティリスト番号の

拡張範囲によってサポートされています。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、異なるルーティングプロトコルのプリファレンス

を測定する方法です。BGPにある distance bgpコマンドで、外部、内部、ローカルという 3つ
のルートタイプのアドミニストレーティブディスタンスを、それぞれ設定することができま
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す。他のプロトコル同様、BGPもアドミニストレーティブディスタンスが最小となるルート
を優先します。

BGPルートマップポリシーリスト
BGPルートマップポリシーリストにより、ネットワークオペレータはルートマップ match
句をグループ化して、ポリシーリストと呼ばれる名前付きリストにすることができます。ポリ

シーリスト機能はマクロに似ています。ルートマップでポリシーリストが参照されると、

match句がすべて評価され、ルートマップで直接設定された場合と同様に処理されます。この
機能強化により、中規模から大規模のネットワークでのBGPルーティングポリシーのBGP設
定が単純になりました。ネットワークオペレータが match句のグループを持つポリシーリス
トを事前に設定しておき、さまざまなルートマップ内でそれらのポリシーリストを参照でき

るからです。複数のルートマップのエントリに繰り返し現れる一群のmatch句を、ネットワー
クオペレータがそれぞれ手動で再設定する必要がなくなりました。

ルートマップで設定されるポリシーリスト機能はマクロに似ており、次のような機能や特長

を持っています。

•ルートマップ内でポリシーリストが参照されると、ポリシーリスト内の match文すべて
が評価され、処理されます。

• 1つのルートマップに2つ以上のポリシーリストを設定できます。ポリシーリストはルー
トマップ内で ANDや ORを使用して評価されるように設定可能です。

•ポリシーリストは、同じルートマップ内にあってもポリシーリスト外で設定されている
他の既存の matchおよび set文とも共存可能です。

• 1つのルートマップエントリ内で複数のポリシーリストがマッチングを行う場合、すべ
てのポリシーリストは受信属性だけでマッチングします。

ポリシーリストがサポートするのはmatch句だけで、set句はサポートしていません。ポリシー
リストは、再配布を含めルートマップのアプリケーションすべてに設定でき、同一のルート

マップエントリ内でポリシーリストと別に設定されるmatchおよび set句と共存させることも
できます。

ポリシーリストは BGPだけでサポートされ、他の IPルーティングプロトコルではサポート
されません。

（注）
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外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続方法

インバウンドパス選択の変更

BGPを使用して、別の自律システムにあるパスの選択を変化させることができます。明らかに
ベストルート以外のパスを BGPに選ばせたい場合もあります。たとえば、中継トラフィック
の一部が自律システムを通過するのを避けたい場合や、非常に遅い、または輻輳しているリン

クを避けたい場合です。BGPでは、次の BGP属性のいずれかを使用して、インバウンドパス
の選択を変化させることができます。

• AS-path

• Multi-Exit識別子（MED）

インバウンドパス選択を変化させる場合、次の作業のいずれかを実行します。

AS_PATH属性の変更によるインバウンドパス選択の変化

AS_PATH属性を変更して 172.17.1.0ネットワークへ向かうトラフィックのインバウンドパス
選択を変化させるには、次の作業を実行します。設定は、下の図のルータAで実行されます。
asplain形式の 4バイト自律システム番号を使用した設定例については、「例：4バイト AS番
号を使用したAS-path属性の変更によるインバウンドパス選択の変化」を参照してください。

AS_PATH属性の変更は、別の自律システムのパス選択を変化させるために BGPで使用可能な
方法の 1つです。たとえば、下の図において、ルータAは自身のネットワーク 172.17.1.0を、
自律システム 45000および自律システム 60000にある BGPピアにアドバタイズします。ルー
ティング情報が自律システム 50000に伝播されるとき、自律システム 50000内のルータは、2
つの異なるルートからのネットワーク 172.17.1.0の到達可能性情報を持つことになります。1
番目のルートは、45000と 40000で構成される AS_PATHを備えた自律システム 45000による
もので、2番目のルートは、55000、60000、40000の AS_PATHを備えた自律システム 55000
によるものです。他の BGP属性がすべて同じだとすれば、自律システム 50000内のルータ C
はネットワーク 172.17.1.0へのトラフィックのルートとして、自律システム 45000を通るルー
トを選択します。通過した自律システムという点では最短ルートとなるからです。

自律システム 40000は、自律システム 45000を通して、自律システム 50000から 172.17.1.0ネッ
トワークへのトラフィックすべてを受け取ることになります。しかし、自律システム45000と
自律システム 40000の間のリンクが非常に遅く輻輳している場合、set as-path prependコマン
ドをルータAで使用して、自律システム 45000経由のルートが自律システム 60000経由のパス
よりも遠いように見せることで、172.17.1.0ネットワークへのインバウンドパス選択を変化さ
せることができます。下の図のルータ Aの設定は、アウトバウンド BGPアップデートをルー
タ Bに適用することで完了します。set as-path prependコマンドの使用により、ルータAから
ルータ Bへのアウトバウンド BGPアップデートはすべて、ローカル自律システム番号 40000
を 2回追加するよう変更された AS_PATH属性を持つようになります。この設定の後、自律シ
ステム 50000は 172.17.1.0ネットワークについてのアップデートを、自律システム 45000経由
で受け取ることになります。新しい AS_PATHは 45000、40000、40000、40000となり、これ

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
315

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続

外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続方法



は自律システム 55000からの AS-path（55000、60000、40000で変更なし）よりも長くなりま
す。自律システム 50000内のネットワーキングデバイスは、172.17.1.0ネットワーク内の宛先
アドレスを持つパケットを転送するときに、自律システム55000経由のルートを優先するよう
になります。

図 24 : AS_PATH属性変更のネットワークトポロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
9. exit-address-family
10. exit
11. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
12. set as-path {tag | prepend as-path-string}
13. end
14. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 45000 •この例では、192.168.1.2のルータ Bの BGPピ

アが IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテー
ブルに追加され、BGPアップデートを受け取
ることになります。

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

ルータB上の 192.168.1.2にあるBGPネイバーのた
め、アドレスファミリ IPv4ユニキャスト用アドレ
ス交換を有効にします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
activate

ステップ 7

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•この例では、PREPENDという名前のルート
マップが、ルータ Bへのアウトバウンドルー
トに適用されています。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
route-map PREPEND out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 11

•この例では、PREPENDという名前のルート
マップが permit句で作成されます。

Device(config)# route-map PREPEND permit 10

BGPルートの自律システムパスを変更します。set as-path {tag | prepend as-path-string}

例：

ステップ 12

•任意の自律システムパス文字列をBGPルート
の前に付加するには、prependキーワードを使

Device(config-route-map)# set as-path prepend
40000 40000 用します。通常、ローカルな自律システム番号

は複数回追加され、ASパス長が増します。

•この例では、2つの自律システムエントリが
ルータ Bへのアウトバウンドルートの自律シ
ステムパスに追加されます。
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

実行コンフィギュレーションファイルを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 14

Device# show running-config

例

ルータ A

次の show running-configコマンドからの出力の一部は、この作業で行った設定を示し
ます。

Device# show running-config
.
.
.
router bgp 40000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 45000
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.1.2 route-map PREPEND out
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family
!
route-map PREPEND permit 10
set as-path prepend 40000 40000
.
.
.

MED属性の設定によるインバウンドパス選択の変化

Multi-Exit識別子（MED）属性の設定は、別の自律システムへのパス選択を変化させるために
BGPで使用可能な方法の 1つです。MED属性は、（外部ピアに）自律システムへの優先パス
を示します。自律システムへのエントリポイントが複数ある場合、MEDを使って別の自律シ
ステムに特定のエントリポイントを選択するよう働きかけることができます。低い値のMED
メトリックの方が高い値のMEDメトリックより優先されるソフトウェアでは、ルートマップ
を使用してメトリックが割り当てられます。

MEDメトリック属性の設定によってインバウンドパス選択を変化させるには、次の作業を行
います。下の図では、ルータ Bとルータ Dで設定を実行します。ルータ Bはネットワーク
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172.16.1.0を自身の BGPピアにアドバタイズし、ルータ Eは自律システム 50000にあります。
シンプルなルートマップを使用して、ルータ BはアウトバウンドアップデートのMEDメト
リックを 50に設定します。この作業がルータ Dでも繰り返されますが、MEDメトリックは
120に設定されます。ルータEがルータBとルータDの両方からアップデートを受け取ったと
き、MEDメトリックは BGPルーティングテーブルに保存されます。ネットワーク 172.16.1.0
へパケットを転送する前に、ルータEは同じ自律システム内の複数のピアから受信した属性を
比較します（ルータ Bとルータ Dはどちらも自律システム 45000にあります）。ルータ Bの
MEDメトリックはルータ DのMEDより小さいため、ルータ Eはパケットをルータ B経由で
転送します。

図 25 : MED属性設定のネットワークトポロジ

別の自律システムのピアからのMED属性を比較するには、bgp always-compare-medコマンド
を使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
8. exit
9. exit
10. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
11. set metric value
12. end
13. ルータ Dで手順 1～ 12を繰り返します。
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14. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 6

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Device(config-router-af)# network 172.16.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 7

•この例では、MEDという名前のルートマップ
が、ルータ Eにある BGPピアへのアウトバウ
ンドルートに適用されます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
route-map MED out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 8

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 9

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 10

•この例では、MEDという名前のルートマップ
が作成されます。

Device(config)# route-map MED permit 10

MEDメトリックの値を設定します。set metric value

例：

ステップ 11

Device(config-route-map)# set metric 50

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# end

－ルータ Dで手順 1～ 12を繰り返します。ステップ 13

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp 172.17.1.0 255.255.255.0
•上の図で、ルータBとルータDの両方がMED
属性を設定しているとき、このコマンドをルー

タ Eで実行します。

•この例では、このタスクに適用可能な構文だけ
が使用されています。詳細については、『Cisco
IOS IP Routing: BGP Command Reference』を参
照してください。

例

次の出力は、この作業が上の図のルータBとルータDの両方で実行された後に、ルー
タ Eから取得されたものです。ネットワーク 172.16.1.0への 2つのルートのメトリッ
ク（MED）値に注目してください。ルータ Dにあるピア 192.168.2.1は、ネットワー
ク 172.16.1.0へのパスとしてメトリック 120を持ち、ルータ Bの 192.168.3.1はメト
リック 50になっています。ルータ Bのピア 192.168.3.1のエントリでは、ルータ Eが
ネットワーク 172.16.1.0を宛先とするパケットを送るのに、MEDメトリックが低いこ
とからルータ B経由での送信を選ぶことを示すため、エントリの最後に bestという語
が付いています。

Device# show ip bgp 172.16.1.0

BGP routing table entry for 172.16.1.0/24, version 10
Paths: (2 available, best #2, table Default-IP-Routing-Table)
Advertised to update-groups:

1
45000
192.168.2.1 from 192.168.2.1 (192.168.2.1)
Origin IGP, metric 120, localpref 100, valid, external

45000
192.168.3.1 from 192.168.3.1 (172.17.1.99)
Origin IGP, metric 50, localpref 100, valid, external, best

アウトバウンドパス選択への影響

BGPを使用して、ローカルの自律システムからのアウトバウンドトラフィックに対するパス
選択を変化させることができます。このセクションでは、アウトバウンドパスの選択を変化さ

せるのに BGPが使用可能な 2つの方法を説明します。

• Local_Pref属性の使用

• BGPアウトバウンドルートフィルタ（ORF）機能の使用

アウトバウンドパス選択を変化させる場合、次の作業のいずれかを実行します。
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Local_Pref属性を使用したアウトバウンドパス選択の変更

アウトバウンドパス選択を変化させる方法の 1つが、BGP Local-Pref属性の使用です。アウト
バウンドパス選択を変化させるには、ローカルプリファレンス属性を使用してこの作業を実

行します。同じ宛先への複数のパスがある場合、ローカルプリファレンス属性の値が最大であ

るものが、優先パスになります。

この作業で使用するネットワークトポロジについては、下の図を参照してください。ルータ

Bとルータ Cの両方が設定されています。自律システム 45000は、ネットワーク 192.168.3.0
のアップデートを自律システム 40000と自律システム 50000から受信します。ルータBは、自
律システム 40000へのアップデートすべてに対し、ローカルプリファレンスの値を 150にする
よう設定されています。ルータ Cは、自律システム 50000へのアップデートすべてに対し、
ローカルプリファレンスの値を 200にするよう設定されています。設定の後、ローカルプリ
ファレンス情報が自律システム 45000との間で交換されます。ルータ Bとルータ Cは、ネッ
トワーク192.168.3.0のアップデートで自律システム50000からの方が高いプリファレンス値を
持つことがわかるため、自律システム45000内で宛先ネットワークが192.168.3.0のトラフィッ
クは、すべてルータ C経由で送られます。

図 26 :アウトバウンドパス選択のネットワークトポロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. bgp default local-preference value
6. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
7. network network-number [mask network-mask][route-map route-map-name]
8. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
9. end
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10. 手順 1～ 9をルータCで繰り返します。ただし、ピアの IPアドレスと自律システム番号
は変更し、ローカルプリファレンスの値を 200に設定します。

11. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

ローカルプリファレンスのデフォルト値を変更し

ます。

bgp default local-preference value

例：

ステップ 5

•この例では、自律システム40000から自律シス
テム45000へのアップデートすべてのローカル
プリファレンスが 150に変更されます。

Router(config-router)# bgp default
local-preference 150

•ローカルプリファレンスの値は、デフォルト
では 100です。

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ
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目的コマンドまたはアクション

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask
network-mask][route-map route-map-name]

例：

ステップ 7

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Router(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 8

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2

activate

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# end

--手順 1～ 9をルータ Cで繰り返します。ただし、
ピアの IPアドレスと自律システム番号は変更し、
ローカルプリファレンスの値を200に設定します。

ステップ 10

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示し
ます。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 11

•ルータ Bとルータ Cの両方でこのコマンドを
入力し、Local_Prefの値を記録します。最大のRouter# show ip bgp 192.168.3.0 255.255.255.0

プリファレンス値を持つルートが、ネットワー

ク 192.168.3.0への優先ルートになります。
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

アウトバウンド BGPルートプレフィックスのフィルタリング

BGPプレフィックスベースアウトバウンドルートフィルタリングを使用してアウトバウンド
パス選択を変化させるには、次の作業を行います。

始める前に

プレフィックスベース ORF BGPの配信が受信可能になるには、ピアリングセッションが確立
され、BGP ORF機能が各参加ルータで有効になっている必要があります。

• BGPプレフィックスベースアウトバウンドルートフィルタリングはマルチキャストをサ
ポートしていません。

•アウトバウンドルートフィルタリングに使用する IPアドレスは IPプレフィックスリス
トで定義されている必要があります。BGP配信リストおよび IPアクセスリストはサポー
トしていません。

•アウトバウンドルートフィルタリングはアドレスファミリ単位ベースだけで設定され、
ジェネラルセッションや BGPルーティングプロセス下では設定できません。

•アウトバウンドルートフィルタリングは、外部ピアリングセッションだけに設定できま
す。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]
4. router bgp autonomous-system-number
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address ebgp-multihop [hop-count]
7. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
8. neighbor ip-address capability orf prefix-list [send | receive | both]
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} prefix-list prefix-list-name {in | out}
10. end
11. clear ip bgp {ip-address | *} in prefix-filter
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

プレフィックスベースアウトバウンドルートフィ

ルタリング用にプレフィックスリストを作成しま

す。

ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value]
[le le-value]

例：

ステップ 3

•アウトバウンドルートフィルタリングは、プ
レフィックス長のマッチング、ワイルドカード

Router(config)# ip prefix-list FILTER seq 10
permit 192.168.1.0/24 ベースのプレフィックスマッチング、アドレ

スファミリ単位ベースのアドレスプレフィッ

クスマッチングをサポートします。

•アウトバウンドルートフィルタを定義するた
めにプレフィックスリストが作成されます。

アウトバウンドルートフィルタリング機能が

sendモードまたは bothモードでアドバタイズ
されるよう設定されているときは、フィルタの

作成が必要です。ピアが receiveモードだけで
アドバタイズされるよう設定されている場合は

不要です。

•この例では、アウトバウンドルートフィルタ
リングのためにサブネット 192.168.1.0/24を定
義する、FILTERという名前のプレフィックス
リストを作成します。

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Router(config)# router bgp 100

指定されたネイバーまたはピアグループとのピア

リングを確立します。ORF機能が交換できるよう
neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

になるには、BGPピアリングが確立されている必
要があります。

Router(config-router)# neighbor 10.1.1.1
remote-as 200
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、ネイバー10.1.1.1とのピアリング
を確立します。

直接接続されていないネットワークに存在する外部

ピアへの BGP接続を受け入れるか、または開始し
ます。

neighbor ip-address ebgp-multihop [hop-count]

例：

Router(config-router)# neighbor 10.1.1.1
ebgp-multihop

ステップ 6

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 7

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

アウトバウンドルートフィルタリング

は、アドレスファミリ単位ベースで設定

されます。

（注）

ローカルルータでORF機能を有効にし、ip-address
引数で指定されたBGPピアへのORF機能アドバタ
イズメントを有効にします。

neighbor ip-address capability orf prefix-list [send
| receive | both]

例：

ステップ 8

• sendキーワードは、ORF送信機能をアドバタ
イズするようルータを設定します。

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
capability orf prefix-list both

• receiveキーワードは、ORF受信機能をアドバ
タイズするようルータを設定します。

• bothキーワードは、送受信機能をアドバタイ
ズするようルータを設定します。

•アウトバウンドルートフィルタリングがイネー
ブルにされる前に、リモートピアで送信と受
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目的コマンドまたはアクション

信いずれかの ORF機能が設定されている必要
があります。

•この例では、ネイバー10.1.1.1への送信と受信
機能をアドバタイズするようルータを設定しま

す。

インバウンドプレフィックスリストフィルタを適

用し、BGPネイバー情報を配信しないようにしま
す。

neighbor {ip-address | peer-group-name} prefix-list
prefix-list-name {in | out}

例：

ステップ 9

•この例では、FILTERという名前のプレフィッ
クスリストがネイバー10.1.1.1からの受信アド

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
prefix-list FILTER in

バタイズメントに適用され、サブネット

192.168.1.0/24を配信しないようにしています。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 10

Router(config-router-af)# end

BGPアウトバウンドルートフィルタをクリアし、
インバウンドソフトリセットを開始します。

clear ip bgp {ip-address | *} in prefix-filter

例：

ステップ 11

•単一のネイバーまたはすべてのネイバーを指定
できます。

Router# clear ip bgp 10.1.1.1 in prefix-filter

この機能が正しく動作するために、clear
ip bgpコマンドでインバウンドソフトリ
セットを開始する必要があります。

（注）

ISPとの BGPピアリングの設定
BGPはドメイン間ルーティングプロトコルとして開発されたもので、ISPへの接続は BGPの
主要機能の 1つです。使用するネットワークのサイズやビジネスの目的により、ISPへの接続
にはさまざまな方法があります。1つ以上の ISPへのマルチホーミングは、ISPへの外部リン
クの1つに障害が発生した場合のための冗長性を提供します。このセクションでは、プロバイ
ダーへのマルチホーミングの手法を使用した接続に応用可能なオプション作業の一部を紹介し

ます。規模の小さい企業では 1つの ISPとの接続だけを使用することがありますが、ISPへの
バックアップルートが必要になります。規模の大きい企業では、2つの ISPへのアクセスを確
保して1つをバックアップとして使用したり、中継用自律システムを設定する必要が生じたり
することがあります。

1つ以上の ISPへ接続するには、次のオプション作業のいずれかを行います。
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2つの ISPとのマルチホーミングの設定

ネットワークを 2つの ISPにアクセスさせるには、次の作業を行います。1番目の ISPを優先
ルート、2番目の ISPはバックアップルートとします。下の図において、自律システム 45000
のルータ Bは、自律システム 40000と自律システム 50000の 2つの ISPに BGPピアを持って
います。この作業を行うことで、ルータ Bは自律システム 40000内にあるルータ Aの BGPピ
アへのルートを優先するよう設定されます。

このネイバーから学習したすべてのルートに、重みが割り当てられます。特定のネットワーク

へのルートが複数ある場合、重みが最大のルートが優先ルートとして選ばれます。

set weightルートマップコンフィギュレーションコマンドで割り当てられた重みは、neighbor
weightコマンドで割り当てられた重みを上書きします。

（注）

図 27 : 2つの ISPとのマルチホーミング

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. network network-number [mask network-mask]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} weight number
8. exit
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
10. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} weight number
12. end
13. clear ip bgp {* | ip-address | peer-group-name} [soft [in | out]]
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14. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask network-mask]

例：

Router(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

ステップ 6

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

BGPピア接続に重みを割り当てます。neighbor {ip-address | peer-group-name} weight
number

ステップ 7

•この例では、ルートのweight属性が BGPピア
192.168.1.2から受け取る値は 150に設定されて
います。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
weight 150

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 8

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 9

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 10

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続の
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
モードコマンドに関連付けるVRFインスタンスの
名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

BGPピア接続に重みを割り当てます。neighbor {ip-address | peer-group-name}weight number

例：

ステップ 11

•この例では、ルートのweight属性が BGPピア
192.168.3.2から受け取る値は 100に設定されて
います。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
weight 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 12

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPアウトバウンドルートフィルタをク
リアし、アウトバウンドソフトリセットを開始し

clear ip bgp {* | ip-address | peer-group-name} [soft
[in | out]]

例：

ステップ 13

ます。単一のネイバーまたはすべてのネイバーを指

定できます。

Router# clear ip bgp *

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示し
ます。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 14

• BGPピアへのそれぞれのルートの weight属性
を見るには、このコマンドをルータ Bに入力Router# show ip bgp

します。weight属性が最大のルートが、ネット
ワーク172.17.1.0への優先ルートになります。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次の例は、ルートにweight属性が割り当てられた、ルータBのBGPルーティングテー
ブルを示しています。192.168.1.2（上の図のルータ A）を通るルートは最大の weight
属性を持っているため、ネットワーク 10.3.0.0への優先ルートとなり、ネットワーク
10.3.0.0にはルータ Aとルータ Eを介してアクセスできます。何らかの理由により、
このルート（ルータ B経由）で障害が発生した場合は、ネットワーク 10.3.0.0に到達
するために 192.168.3.2（ルータ E）を通るルートが使用されます。これにより、ルー
タ Bに到達するための冗長性が提供されます。

BGP table version is 8, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
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Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path

*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 150 40000 i
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 100 50000 i

*> 10.3.0.0/16 192.168.1.2 0 150 40000 i
* 192.168.3.2 0 100 50000 i

*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

単一 ISPとのマルチホーミング

ネットワークを単一の ISPとの 2つの接続のうち 1つにアクセスさせるには、次の作業を行い
ます。1番目の接続を優先ルート、2番目の接続をバックアップルートとします。上の図にお
いて、自律システム 50000のルータ Eには、単一自律システムである自律システム 45000内に
2つのBGPピアがあります。この作業を行うことで、自律システム50000は自律システム45000
からどのルートも学習せず、BGPを使用して自身のルートを送信するようになります。この作
業は、上の図のルータ Eで設定し、単一 ISPへのマルチホーミングに関する 3つの機能をカ
バーします。

•アウトバウンドトラフィック：ルータ Eは、ルータ Bをプライマリリンク、ルータ Dを
バックアップリンクとして、デフォルトルートとトラフィックを自律システム 45000に
転送します。ルータ Bとルータ Dにはスタティックルートが設定され、ルータ Bへのリ
ンクのディスタンスの方が低く設定されています。

•インバウンドトラフィック：自律システム 45000からのインバウンドトラフィックは、
リンクに障害が生じたためにトラフィックをルータ Dからバックアップルートで送る場
合を除き、ルータ Bから送信されるよう設定されます。この状態にするため、MEDメト
リックを使用したアウトバウンドフィルタが設定されています。

•中継トラフィックの防止：自律システム 50000のルータ Eには、受信 BGPルーティング
アップデートをすべてブロックし、自律システム 50000が自律システム 45000の ISPから
の中継トラフィックを受信しないよう、ルートマップが設定されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. network network-number [mask network-mask] [route-map route-map-name]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
8. ステップ 7で指定されたネイバーに別のルートマップを適用するには、ステップ 7を繰

り返します。

9. exit
10. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
11. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
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12. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
13. ステップ 10で指定されたネイバーに別のルートマップを適用するには、ステップ 10を

繰り返します。

14. exit
15. exit
16. ip route prefix mask {ip-address | interface-type interface-number [ip-address]} [distance] [name]

[permanent | track number] [tag tag]
17. 別のスタティックルートを確立するには、ステップ 14を繰り返します。
18. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
19. set metric value
20. exit
21. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
22. set metric value
23. exit
24. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
25. end
26. show ip route [ip-address] [mask] [longer-prefixes]
27. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.2.1
remote-as 45000 •この例では、ルータDにあるBGPピアがBGP

ルーティングテーブルに追加されます。
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask network-mask]
[route-map route-map-name]

例：

ステップ 6

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

Router(config-router-af)# network 10.2.2.0 mask
255.255.255.0

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 7

• 1番目の例では、BLOCKという名前のルート
マップがルータ Eのインバウンドルートに適
用されます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.2.1
route-map BLOCK in

• 2番目の例では、SETMETRIC1という名前の
ルートマップがルータ Dのアウトバウンド
ルートに適用されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.2.1
route-map SETMETRIC1 out

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）

--ステップ7で指定されたネイバーに別のルートマッ
プを適用するには、ステップ 7を繰り返します。

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 9

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 10

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.3.1
remote-as 45000 •この例では、ルータDにあるBGPピアがBGP

ルーティングテーブルに追加されます。

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 11

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続の
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
モードコマンドに関連付けるVRFインスタンスの
名前を指定します。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 12

• 1番目の例では、BLOCKという名前のルート
マップがルータ Eのインバウンドルートに適
用されます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.1
route-map BLOCK in

• 2番目の例では、SETMETRIC2という名前の
ルートマップがルータ Dのアウトバウンド
ルートに適用されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.1
route-map SETMETRIC2 out

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

--ステップ 10で指定されたネイバーに別のルート
マップを適用するには、ステップ 10を繰り返しま
す。

ステップ 13

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 14

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 15

スタティックルートを確立します。ip route prefix mask {ip-address | interface-type
interface-number [ip-address]} [distance] [name]
[permanent | track number] [tag tag]

ステップ 16

• 1番目の例では、BGPピア 192.168.2.1へのス
タティックルートが確立され、アドミニスト

例： レーティブディスタンスとして 50が設定され
ます。

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
192.168.2.1 50 • 2番目の例では、BGPピア 192.168.3.1へのス

タティックルートが確立され、アドミニスト例：

レーティブディスタンスとして 40が設定され
Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
192.168.2.1 50

ます。アドミニストレーティブディスタンス

が小さいことで、ルータBを経由するこのルー
トが優先ルートになります。例：

and
作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）

例：

Router(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
192.168.3.1 40

--別のスタティックルートを確立するには、ステッ

プ 14を繰り返します。
ステップ 17

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 18

•この例では、SETMETRIC1という名前のルー
トマップが作成されます。

Router(config)# route-map SETMETRIC1 permit 10

MEDメトリックの値を設定します。set metric value

例：

ステップ 19

Router(config-route-map)# set metric 100
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 20

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 21

•この例では、SETMETRIC2という名前のルー
トマップが作成されます。

Router(config)# route-map SETMETRIC2 permit 10

MEDメトリックの値を設定します。set metric value

例：

ステップ 22

Router(config-route-map)# set metric 50

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 23

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 24

•この例では、自律システム 45000からの受信
ルートをすべてブロックするために、BLOCK
という名前のルートマップが作成されます。

Router(config)# route-map BLOCK deny 10

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 25

Router(config-route-map)# end

（任意）ルーティングテーブルからのルート情報

を表示します。

show ip route [ip-address] [mask] [longer-prefixes]

例：

ステップ 26

•上の図のルータ Bとルータ Dがルータ Eから
MEDメトリックを含んだアップデート情報をRouter# show ip route

受信した後に、このコマンドをルータ Eで使
用します。

•この例では、このタスクに適用可能な構文だけ
が使用されています。詳細については、『Cisco
IOS IP Routing: BGP Command Reference』を参
照してください。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
340

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続

単一 ISPとのマルチホーミング



目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPルーティングテーブル内のエントリ
を表示します。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 27

•上の図のルータ Bとルータ Dがルータ Eから
MEDメトリックを含んだアップデート情報をRouter# show ip bgp 172.17.1.0 255.255.255.0

受信した後に、このコマンドをルータ Eで使
用します。

•この例では、このタスクに適用可能な構文だけ
が使用されています。詳細については、『Cisco
IOS IP Routing: BGP Command Reference』を参
照してください。

例

次の例は、この設定作業が完了し、ルータ Bとルータ DがMEDメトリックを含んだ
アップデート情報を受信した後に、ルータ Eで show ip routeコマンドを入力したとき
の出力を示します。ラストリゾートゲートウェイがルータ Bへのルートである
192.168.3.1に設定されていることに注意してください。

Router# show ip route

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route

Gateway of last resort is 192.168.3.1 to network 0.0.0.0
10.0.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 10.2.2.0 is directly connected, Ethernet0/0
C 192.168.2.0/24 is directly connected, Serial3/0
C 192.168.3.0/24 is directly connected, Serial2/0
S* 0.0.0.0/0 [40/0] via 192.168.3.1

次の例は、この設定作業が完了し、ルータBとルータDがルーティングアップデート
を受信した後に、ルータEで show ipbgpコマンドを入力したときの出力を示します。
ルートマップ BLOCKは自律システム 45000から入ってくるルートをすべて拒否して
いるため、表示される唯一のネットワークはローカルネットワークです。

Router# show ip bgp

BGP table version is 2, local router ID is 10.2.2.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.2.2.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
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次の例は、ルータEでこの設定作業が完了し、ルータBがルーティングアップデート
を受信した後に、ルータBで show ipbgpコマンドを入力したときの出力を示します。
ネットワーク 10.2.2.0のメトリックが 50であることに注意してください。

Router# show ip bgp

BGP table version is 7, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 40000 i
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 50 0 50000 i
*> 172.16.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

次の例は、ルータEでこの設定作業が完了し、ルータDがルーティングアップデート
を受信した後に、ルータDで show ipbgpコマンドを入力したときの出力を示します。
ネットワーク 10.2.2.0のメトリックが 100であることに注意してください。

Router# show ip bgp

BGP table version is 3, local router ID is 192.168.2.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.2.2.0/24 192.168.2.2 100 0 50000 i
*> 172.16.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

マルチホーミングのフルインターネットルーティングテーブル受信設定

アウトバウンドルートをフィルタリングしながら、他の自律システム内の他のルータとのネイ

バー関係を作成するようネットワークを設定するには、次の作業を実行します。この作業で

は、フルインターネットルーティングテーブルはネイバー自律システム内のサービスプロバ

イダーから受信しますが、ローカルで生成されたルートだけがサービスプロバイダーにアドバ

タイズされることになります。この作業は、上の図のルータBで設定され、ローカルで生成さ
れたルートだけを許可するアクセスリストと、ローカルで生成されたルートだけが他の自律シ

ステムへアウトバウンドでアドバタイズされるようにしたルートマップを使用します。

2つの ISPからのフルインターネットルーティングテーブルを受信すると、小さいルータの
場合メモリを使いきってしまう可能性があることに注意が必要です。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
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6. network network-number [mask network-mask]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
8. exit
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
10. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
12. exit
13. exit
14. ip as-path access-list access-list-number {deny | permit} as-regular-expression
15. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
16. match as-path path-list-number
17. end
18. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ
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目的コマンドまたはアクション

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加し
ます。

network network-number [mask network-mask]

例：

Router(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

ステップ 6

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 7

•この例では、localonlyという名前のルートマッ
プが、ルータ Aへのアウトバウンドルートに
適用されています。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
route-map localonly out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 8

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 9

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 10

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ
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目的コマンドまたはアクション

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続の
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション
モードコマンドに関連付けるVRFインスタンスの
名前を指定します。

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 11

•この例では、localonlyという名前のルートマッ
プが、ルータ Eへのアウトバウンドルートに
適用されています。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
route-map localonly out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 12

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 13

BGP-relatedアクセスリストを定義します。ip as-path access-list access-list-number {deny |
permit} as-regular-expression

ステップ 14

•この例では、アクセスリスト番号 10が、ロー
カルで生成された BGPルートだけを許可する
よう定義されています。

例：

Router(config)# ip as-path access-list 10 permit
^$

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 15

•この例では、localonlyという名前のルートマッ
プが作成されます。

Router(config)# route-map localonly permit 10

BGP自律システムパスアクセスリストを照合しま
す。

match as-path path-list-number

例：

ステップ 16

•この例では、match句にステップ 12で作成さ
れた BGP自律システムパスアクセスリスト
が使用されます。

Router(config-route-map)# match as-path 10
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 17

Router(config-route-map)# end

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示し
ます。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 18

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
Router# show ip bgp

例

次に、この作業設定が完了した後の、上の図のルータ Bの BGPルーティングテーブ
ルの例を示します。ルーティングテーブルには、自律システム 40000と 50000のネッ
トワークについての情報が含まれることに注意してください。

BGP table version is 5, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 40000 i
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 50000 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

BGPポリシーの設定
このセクションの作業は、BGPネットワーク内でトラフィックをフィルタリングする BGPポ
リシーの設定に役立ちます。次に示すオプション作業は、BGPネットワークでトラフィックを
フィルタリングするさまざまな方法の一部を示すものです。

プレフィックスリストによる BGPプレフィックスのフィルタリング

プレフィックスリストを使用して BGPルート情報をフィルタリングするには、次の作業を実
行します。この設定作業は、下の図においてルータ Aとルータ Eの両方が BGPピアとして
セットアップされた状況で、ルータBで実行します。アウトバウンドにするため、プレフィッ
クスリストをネットワーク 10.2.2.0/24からのルートだけを許可するよう設定します。実質的
に、ルータ Eから受信した情報のうち、ルータ Aに転送される情報がこれにより制限されま
す。プレフィックスリスト情報を表示するための手順、およびヒットカウントをリセットす

るための手順も含まれます。
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図 28 : BGPポリシー設定作業の BGPトポロジ

neighbor prefix-listコマンドと neighbor distribute-listコマンドは、BGPピアに同時には使用で
きません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. すべての BGPピアにステップ 5を繰り返します。
6. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
7. network network-number [mask network-mask]
8. aggregate-address address mask [as-set]
9. neighbor ip-address prefix-list list-name {in | out}
10. exit
11. exit
12. ip prefix-list list-name [seq seq-number] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value] [eq eq-value]
13. end
14. show ip prefix-list [detail | summary] [prefix-list-name [seq seq-number | network/length[longer

| first-match]]]
15. clear ip prefix-list {* | ip-address | peer-group-name} out
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

指定した自律システムのネイバーの IPアドレスを
ローカルルータのBGPネイバーテーブルに追加し
ます。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

--すべての BGPピアにステップ 5を繰り返します。ステップ 5

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]

例：

Router(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

ステップ 7

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

BGPルーティングテーブルに集約エントリを作成
します。

aggregate-address address mask [as-set]

例：

ステップ 8

•指定されたルートは、BGPテーブル内に存在
する必要があります。

Router(config-router-af)# aggregate-address
172.0.0.0 255.0.0.0

•指定された範囲に含まれる、より詳しい BGP
ルートがある場合は、キーワードを指定せずに

aggregate-addressコマンドを使用して、集約
エントリを作成します。

この例では、一部の構文だけが使用され

ています。詳細については、『Cisco IOS
IP Routing: BGPCommand Reference』を参
照してください。

（注）

プレフィックスリストで指定されたBGPネイバー
情報を配布します。

neighbor ip-address prefix-list list-name {in | out}

例：

ステップ 9

•この例では、super172と呼ばれるプレフィック
スリストがルータ Aの発信ルートに設定され
ます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
prefix-list super172 out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 10

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-router) exit

ステップ 11

BGP関連のプレフィックスリストを定義し、アク
セスリストコンフィギュレーションモードを開始

します。

ip prefix-list list-name [seq seq-number] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value]
[le le-value] [eq eq-value]

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# ip prefix-list super172 permit
172.0.0.0/8

•この例では、転送されるルートとして
172.0.0.0/8だけを許可する、super172と呼ばれ
るプレフィックスリストが定義されます。

•すべてのプレフィックスリストの末尾には明
示的な拒否があるため、他のルートはすべて拒

否されます。

アクセスリストコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Router(config-access-list)# end

プレフィックスリストについての情報を表示しま

す。

show ip prefix-list [detail | summary] [prefix-list-name
[seq seq-number | network/length[longer | first-match]]]

例：

ステップ 14

•この例では、super172という名前のプレフィッ
クスリストの詳細が、ヒットカウントを含め

Router# show ip prefix-list detail super172
て表示されます。ヒットカウントとは、エン

トリがルートに一致した回数のことです。

プレフィックスリストエントリのヒットカウント

をリセットします。

clear ip prefix-list {* | ip-address | peer-group-name}
out

例：

ステップ 15

•この例では、super172と呼ばれるプレフィック
スリストのヒットカウントがリセットされま

す。
Router# clear ip prefix-list super172 out

例

次に示す show ipprefix-listコマンドからの出力では、super172という名前のプレフィッ
クスリストの詳細が、ヒットカウントを含めて表示されます。clear ip prefix-listコマ
ンドが入力されてヒットカウントがリセットされ、さらに再度 show ip prefix-listコマ
ンドが入力されて、0にリセットされたヒットカウントが表示されます。

Router# show ip prefix-list detail super172

ip prefix-list super172:
count: 1, range entries: 0, sequences: 5 - 5, refcount: 4
seq 5 permit 172.0.0.0/8 (hit count: 1, refcount: 1)

Router# clear ip prefix-list super172

Router# show ip prefix-list detail super172

ip prefix-list super172:
count: 1, range entries: 0, sequences: 5 - 5, refcount: 4
seq 5 permit 172.0.0.0/8 (hit count: 0, refcount: 1)
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AS-Pathフィルタを使用した BGPプレフィックスのフィルタ処理

フィルタルート情報へのAS-path属性の値をベースにしたアクセスリスト付きのAS-pathフィ
ルタを使用して BGPプレフィックスをフィルタリングするには、次の作業を実行します。上
の図では、AS-pathアクセスリストがルータ Bで設定されます。アクセスリストの 1行目で
は、AS-path 50000に一致するものがすべて拒否され、2行目では他のパスすべてが許可されて
います。ルータは neighbor filter-listコマンドを使用して、AS-pathアクセスリストをアウトバ
ウンドフィルタとして指定します。フィルタが有効化された後、トラフィックはルータ Aと
ルータ Cの両方で受信されますが、自律システム 50000（ルータ C）で生成されたアップデー
トがルータ Bによりルータ Aに転送されることはありません。ルータ Cからのアップデート
のうち、別の自律システムで生成されたものがあった場合、その中には自律システム50000だ
けでなく別の自律システム番号も含まれているため、アップデートは転送されることになり、

AS-pathアクセスリストとは一致しないことになります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip as-path access-list access-list-number {deny | permit} as-regular-expression
4. AS-pathアクセスリストで要求されているすべてのエントリについて、手順 3を繰り返

します。

5. router bgp autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. すべての BGPピアに手順 6を繰り返します。
8. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} filter-list access-list-number {in | out}
10. end
11. show ip bgp regexp as-regular-expression

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGP関連のアクセスリストを定義し、アクセスリ
ストコンフィギュレーションモードを開始します。

ip as-path access-list access-list-number {deny |
permit} as-regular-expression

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip as-path access-list 100 deny
^50000$

• 1番目の例では、アクセスリスト番号 100は
50000で始まり 50000で終わる AS-pathはすべ
て拒否するように定義されています。

例：

• 2番目の例では、AS-pathアクセスリストの 1
番目の例での基準に一致しないルートは、すべDevice(config)# ip as-path access-list 100 permit

.*
て許可されます。ピリオドとアスタリスク記号

はAS-path内のすべての文字が一致することを
示しているため、ルータBはそれらアップデー
トをルータ Aに転送することになります。

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）

－AS-pathアクセスリストで要求されているすべての
エントリについて、手順 3を繰り返します。

ステップ 4

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config)# router bgp 45000

指定した自律システム内のネイバーの IPアドレス
またはピアグループ名を、ローカルルータのBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

－すべての BGPピアに手順 6を繰り返します。ステップ 7

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 8

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

プレフィックスリストで指定されたBGPネイバー
情報を配布します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} filter-list
access-list-number {in | out}

例：

ステップ 9

•この例では、アクセスリスト番号100が、ルー
タ Aへの発信ルートに設定されます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
filter-list 100 out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

正規表現に一致するルートを表示します。show ip bgp regexp as-regular-expression

例：

ステップ 11

•正規表現の確認にこのコマンドを使用できま
す。

Device# show ip bgp regexp ^50000$

•この例では、「50000で始まり 50000で終わ
る」表現に一致するパスすべてが表示されま

す。

例

次の、show ip bgp regexpコマンドからの出力は、AS-pathが 50000で始まり 50000で
終わるという正規表現に一致する自律システムパスを表示します。

Device# show ip bgp regexp ^50000$

BGP table version is 9, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 150 50000 i

4バイト自律システム番号を使用したAS-pathフィルタによるBGPプレフィックスのフィ
ルタリング

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリ
リースで、BGPは 4オクテット（4バイト）自律システム番号をサポートするようになりまし
た。この作業にある 4バイト自律システム番号は、デフォルトの asplain（10進数値）形式に
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フォーマットされています。たとえば、下の図にあるルータBの自律システム番号は65538で
す。4バイト自律システム番号の詳細については、「BGP自律システム番号の形式」の項を参
照してください。

4バイト自律システム番号とルート情報フィルタ用の AS-path属性の値に基づくアクセスリス
トを使用して AS-pathフィルタで BGPプレフィックスをフィルタリングするには、次の作業
を実行します。下の図では、AS-pathアクセスリストがルータBで設定されます。アクセスリ
ストの 1行目では、ASパス 65550に一致するものがすべて拒否され、2行目では他のパスす
べてが許可されています。ルータは neighbor filter-listコマンドを使用して、AS-pathアクセス
リストをアウトバウンドフィルタとして指定します。フィルタ処理が有効化された後、トラ

フィックはルータ Aとルータ Eの両方で受信されますが、自律システム 65550（ルータ E）で
生成されたアップデートがルータ Bによりルータ Aに転送されることはありません。ルータ
Eからのアップデートのうち、別の自律システムで生成されたものがあった場合、その中には
自律システム65550だけでなく別の自律システム番号も含まれているため、アップデートは転
送されることになり、AS-pathアクセスリストとは一致しないことになります。

Cisco IOS Release 12.0(22)S、12.2(15)T、12.2(18)S、およびそれ以降のリリースでは、ip as-path
access-listコマンドを使用して設定できる自律システムアクセスリストの上限値が、199から
500に増加しました。

（注）

図 29 : 4バイト自律システム番号を使用した AS-pathフィルタによる BGPプレフィックスフィルタリングの BGPトポ
ロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
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5. すべての BGPピアにステップ 4を繰り返します。
6. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
7. network network-number [mask network-mask]
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} filter-list access-list-number{in | out}
9. exit
10. exit
11. ip as-path access-list access-list-number {deny | permit} as-regular-expression
12. AS-pathアクセスリストで要求されているすべてのエントリについて、手順 11を繰り返

します。

13. end
14. show ip bgp regexp as-regular-expression

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 65538

指定した自律システム内のネイバーの IPアドレス
またはピアグループ名を、ローカルルータのBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この例では、ルータ Aでのネイバーの IPアド
レスが追加されます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536

--すべての BGPピアにステップ 4を繰り返します。ステップ 5

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ
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目的コマンドまたはアクション

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]

例：

Router(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

ステップ 7

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

この例では、一部の構文だけが使用され

ています。詳細については、『Cisco IOS
IP Routing: BGPCommand Reference』を参
照してください。

（注）

プレフィックスリストで指定されたBGPネイバー
情報を配布します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} filter-list
access-list-number{in | out}

例：

ステップ 8

•この例では、アクセスリスト番号 99が、ルー
タ Aへの発信ルートに設定されます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
filter-list 99 out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 10

BGP関連のアクセスリストを定義し、アクセスリ
ストコンフィギュレーションモードを開始します。

ip as-path access-list access-list-number {deny |
permit} as-regular-expression

例：

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# ip as-path access-list 99 deny
^65550$

• 1番目の例では、アクセスリスト番号 99は
65550で始まり 65550で終わる AS-pathはすべ
て拒否するように定義されています。

例：

• 2番目の例では、AS-pathアクセスリストの 1
番目の例での基準に一致しないルートは、すべand

て許可されます。ピリオドとアスタリスク記号例：
はAS-path内のすべての文字が一致することを

Router(config)# ip as-path access-list 99 permit
.*

示しているため、ルータBはそれらアップデー
トをルータ Aに転送することになります。

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）

--AS-pathアクセスリストで要求されているすべての
エントリについて、手順 11を繰り返します。

ステップ 12

アクセスリストコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Router(config-access-list)# end

正規表現に一致するルートを表示します。show ip bgp regexp as-regular-expression

例：

ステップ 14

•正規表現の確認にこのコマンドを使用できま
す。

Router# show ip bgp regexp ^65550$

•この例では、「65550で始まり 65550で終わ
る」表現に一致するパスすべてが表示されま

す。

例

次の、show ip bgp regexpコマンドからの出力は、AS-pathが 65550で始まり 65550で
終わるという正規表現に一致する自律システムパスを表示します。

RouterB# show ip bgp regexp ^65550$
BGP table version is 4, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 65550 i
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コミュニティリストを使用したトラフィックフィルタリング

BGPコミュニティリストを作成し、ルートマップ内でそのコミュニティリストを参照し、そ
のルートマップをネイバーに適用することによってトラフィックをフィルタ処理するには、次

の作業を実行します。

この作業では、受信ルートを制御するために、ルートマップとコミュニティリストを使用し

て下の図のルータ Bを設定します。

図 30 :コミュニティリストが設定されているトポロジ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map route-map-name {in | out}
7. exit
8. exit
9. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
10. match community {standard-list-number | expanded-list-number | community-list-name [exact]}
11. set weight weight
12. exit
13. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
14. match community {standard-list-number | expanded-list-number | community-list-name [exact]}
15. set community community-number
16. exit
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17. ip community-list {standard-list-number | standard list-name {deny | permit}
[community-number] [AA:NN] [internet] [local-AS] [no-advertise] [no-export]} |
{expanded-list-number | expanded list-name {deny | permit} regular-expression}

18. ステップ 17を繰り返して、必要なコミュニティリストすべてを作成します。
19. exit
20. show ip community-list [standard-list-number | expanded-list-number | community-list-name]

[exact-match]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

ネイバーの IPアドレスまたはピアグループ名を、
指定した自律システムのローカルルータのBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

インバウンドまたはアウトバウンドのルートにルー

トマップを適用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
route-map-name {in | out}

例：

ステップ 6

•この例では、2000と呼ばれるルートマップが、
192.168.3.2の BGPピアからのインバウンド
ルートに適用されます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.3.2
route-map 2000 in

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 8

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 9

•この例では、2000と呼ばれるルートマップが
定義されます。

Device(config)# route-map 2000 permit 10

BGPコミュニティリストのコミュニティとのマッ
チングを行います。

match community {standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name [exact]}

例：

ステップ 10

•この例では、ルートのコミュニティ属性はコ
ミュニティリスト 1のコミュニティと一致し
ています。

Device(config-route-map)# match community 1

コミュニティリストに一致するBGPルートの重み
（weight）を設定します。

set weight weight

例：

ステップ 11

•この例では、コミュニティリスト 1に一致す
るすべてのルートの重みが30に設定されます。Device(config-route-map)# set weight 30

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 13

•この例では、3000と呼ばれるルートマップが
定義されます。

Device(config)# route-map 3000 permit 10

BGPコミュニティリストのコミュニティとのマッ
チングを行います。

match community {standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name [exact]}

例：

ステップ 14

•この例では、ルートの COMMUNITIES属性は
コミュニティリスト 2のコミュニティと一致
しています。

Device(config-route-map)# match community 2

BGPコミュニティ属性を設定します。set community community-number

例：

ステップ 15

•この例では、コミュニティリスト 2に一致す
るすべてのルートが、99に設定された
COMMUNITIES属性を持つことになります。Device(config-route-map)# set community 99

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 16

BGPのコミュニティリストを作成し、アクセスを
制御します。

ip community-list {standard-list-number | standard
list-name {deny | permit} [community-number] [AA:NN]
[internet] [local-AS] [no-advertise] [no-export]} |

ステップ 17

• 1番目の例では、コミュニティリスト 1は
COMMUNITIES属性が 100のルートを許可し

{expanded-list-number | expanded list-name {deny |
permit} regular-expression}

例：
ています。ルータ Eのルートはすべて
COMMUNITIES属性が 100であるため、重み
は 30に設定されます。Device(config)# ip community-list 1 permit 100

例： • 2番目の例では、コミュニティリスト 2は
internetコミュニティを指定することで、効果

Device(config)# ip community-list 2 permit
internet

的にすべてのルートを許可しています。コミュ

ニティリスト 1に一致しなかったルートはど
れも、コミュニティリスト 2でチェックされ
ます。すべてのルートが許可されますが、ルー

ト属性には変化が加えられません。

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

－ステップ 17を繰り返して、必要なコミュニティリ
ストすべてを作成します。

ステップ 18

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードを開始します。
exit

例：

ステップ 19

Device(config)# exit

設定されたBGPコミュニティリストエントリを表
示します。

show ip community-list [standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name]
[exact-match]

ステップ 20

例：

Device# show ip community-list 1

例

次の出力例は、コミュニティリスト 1が作成されたことを確認し、コミュニティ属性
が 100のルートがコミュニティリスト 1で許可されていることを示しています。

Device# show ip community-list 1

Community standard list 1
permit 100

次の出力例は、コミュニティリスト 2が作成されたことを確認し、コミュニティリス
ト 2が internetキーワードを指定して実質的にすべてのルートを許可していることを
示しています。

Device# show ip community-list 2

Community standard list 2
permit internet

拡張コミュニティリストを使用したトラフィックフィルタリング

拡張 BGPコミュニティリストを作成してアウトバウンドルートを制御することによりトラ
フィックをフィルタリングするには、次の作業を実行します。
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図 31 :コミュニティリストが設定されているトポロジ

この作業において、上の図のルータ Bは、拡張名前付きコミュニティリストを使用して設定
され、192.168.1.2の BGPピアが自律システム 50000からの、または 50000経由のどのパスに
ついてのアドバタイズメントも送られないよう指定されます。IP拡張コミュニティリストコ
ンフィギュレーションモードが使用され、エントリのシーケンス番号再割り当て機能が示され

ます。

拡張コミュニティリストのエントリにはすべて、コンフィギュレーションモードにかかわら

ずデフォルトでシーケンス番号が適用されます。拡張コミュニティリストエントリのシーケ

ンス番号の明示的な割り当てと再割り当ては、IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードだけで設定でき、グローバルコンフィギュレーションモードでは設定できませ

ん。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip extcommunity-list {expanded-list-number | expanded list-name | standard-list-number |

standard list-name}
4. [sequence-number] {deny [regular-expression] | exit | permit [regular-expression]}
5. 拡張コミュニティリスト内のすべての必要な許可や拒否エントリについて、ステップ 4

を繰り返します。

6. resequence [starting-sequence] [sequence-increment]
7. exit
8. router bgp autonomous-system-number
9. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
10. 必要な BGPピアすべてについて、前の手順を繰り返します。
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11. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
12. network network-number [mask network-mask]
13. end
14. show ip extcommunity-list [list-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IP拡張コミュニティリストコンフィギュレーショ
ンモードを開始し、拡張コミュニティリストの作

成や設定を行います。

ip extcommunity-list {expanded-list-number | expanded
list-name | standard-list-number | standard list-name}

例：

ステップ 3

•この例では、拡張コミュニティリスト
DENY50000が作成されます。

Device(config)# ip extcommunity-list expanded
DENY50000

拡張コミュニティリストエントリを設定します。[sequence-number] {deny [regular-expression] | exit |
permit [regular-expression]}

ステップ 4

• 1番目の例では、自律システム 50000からのパ
スについてのアドバタイズメントを拒否するよ例：

う、シーケンス番号 10の拡張コミュニティリ
ストエントリが設定されます。

Device(config-extcomm-list)# 10 deny _50000_

例：
• 2番目の例では、自律システム 50000を経由す
るパスについてのアドバタイズメントを拒否すDevice(config-extcomm-list)# 20 deny ^50000 .*

るよう、シーケンス番号20の拡張コミュニティ
リストエントリが設定されます。

作業例ではこれらの文の双方を設定する

必要があるため、2つの例を示していま
す。

（注）

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

－拡張コミュニティリスト内のすべての必要な許可

や拒否エントリについて、ステップ 4を繰り返し
ます。

ステップ 5

拡張コミュニティリストエントリのシーケンス番

号を再割り当てします。

resequence [starting-sequence] [sequence-increment]

例：

ステップ 6

•この例では、最初の拡張コミュニティリスト
エントリを 50に、続くエントリは 100ずつ増Device(config-extcomm-list)# resequence 50 100

えるように設定されます。そのため、2番目の
拡張コミュニティリストエントリは 150にな
ります。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

拡張コミュニティリストコンフィギュレーション

モードを終了し、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

exit

例：

Device(config-extcomm-list)# exit

ステップ 7

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 8

Device(config)# router bgp 45000

ネイバーの IPアドレスまたはピアグループ名を、
指定した自律システムのローカルルータのBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 9

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000

－必要な BGPピアすべてについて、前の手順を繰り
返します。

ステップ 10

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 11

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ
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目的コマンドまたはアクション

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

vrfキーワードおよび vrf-name引数では、
後続の IPv4アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードコマンドに関連付

けるVRFインスタンスの名前を指定しま
す。

（注）

（任意）この自律システムにローカルとしてネット

ワークを指定し、BGPルーティングテーブルに追
加します。

network network-number [mask network-mask]

例：

Device(config-router-af)# network 172.17.1.0 mask
255.255.255.0

ステップ 12

•外部プロトコルの場合、networkコマンドはア
ドバタイズされるネットワークを制御します。

内部プロトコルは networkコマンドを使用し
て、アップデートの送信先を決定します。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-router-af)# end

設定された拡張BGPコミュニティリストエントリ
を表示します。

show ip extcommunity-list [list-name]

例：

ステップ 14

Device# show ip extcommunity-list DENY50000

例

次の出力例は、BGP拡張コミュニティリスト DENY50000が作成されたことを確認す
るもので、出力は自律システム 50000についてのアドバタイズメントを拒否するエン
トリのシーケンス番号が、10と 20から再割り当てによって 50と 150になったことを
示しています。
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Device# show ip extcommunity-list DENY50000

Expanded extended community-list DENY50000
50 deny _50000_
150 deny ^50000 .*

BGPルートマップポリシーリストを使用したトラフィックフィルタリング

BGPポリシーリストを作成してルートマップ内で参照するには、次の作業を実行します。

ポリシーリストは、match句だけを含んだルートマップのようなものです。ポリシーリスト
に伴うmatch句セマンティックやルートマップ機能の変更はありません。match句はポリシー
リスト内で permitと deny文により設定されます。ルートマップはこれを評価して各 match句
を処理し、設定に基づいてルートの許可や拒否を行います。ルートマップ機能でのANDおよ
び ORセマンティックは、match句の扱いについてポリシーリストと同様です。

ポリシーリストにより、中規模以上のネットワークでの BGPルーティングポリシー設定を簡
素化できます。ネットワークオペレータは、ルートマップ内で一群の match句を持つ事前に
設定されたポリシーリストを参照することで、BGPルーティングポリシーへの一般的な変更
を簡単に適用することができます。複数のルートマップのエントリに繰り返し現れる一群の

match句を、ネットワークオペレータがそれぞれ手動で再設定する必要がなくなりました。

自律システムパスとルータのMEDが一致するトラフィックをフィルタリングする BGPポリ
シーリストを作成し、それからポリシーリストを参照するルートマップを作成するには、次

の作業を実行します。

始める前に

ネットワークで BGPルーティングが設定され、BGPネイバーが確立されている必要がありま
す。
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• BGPルートマップポリシーリストは、ポリシーリスト内での IPv6の match句の設定を
サポートしていません。

•ポリシーリストは、Cisco IOS Release 12.0(22)Sおよび 12.2(15)Tよりも前のバージョンの
Cisco IOSソフトウェアではサポートされていません。古いバージョンの Cisco IOSソフト
ウェアを実行中のルータをリロードすると、ルーティングポリシーの設定の一部が失われ

ることがあります。

•ポリシーリストがサポートするのは match句だけで、set句はサポートしていません。た
だし、ポリシーリストは、ポリシーリストとは別に設定されたmatchおよび set句と、同
一のルートマップエントリ内で共存することができます。

•ポリシーリストは BGPだけでサポートされます。他の IPルーティングプロトコルでは
サポートされません。この制限が再配布を含めたルートマップの通常動作を妨げることは

ありません。ポリシーリスト機能は BGPの中で透過的に動作し、他の IPルーティング
プロトコルからは見ることができないからです。

•ポリシーリストがサポートするのは match句だけで、set句はサポートしていません。た
だし、ポリシーリストは、ポリシーリストとは別に設定されたmatchおよび set句と、同
一のルートマップエントリ内で共存することができます。1番目のルートマップの例で
は ANDセマンティックを設定し、2番目のルートマップ設定例はセマンティックを設定
しています。このセクションの例はいずれも、ポリシーリストと個別の matchおよび set
句サンプルルートマップ設定とを、同じ設定の中で参照するルートマップのサンプルと

なっています。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip policy-list policy-list-name {permit | deny}
4. match as-path as-number
5. match metric metric
6. exit
7. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
8. match ip address {access-list-number | access-list-name} [... access-list-number | ...

access-list-name]
9. match policy-list policy-list-name
10. set community community-number [additive] [well-known-community] | none}
11. set local-preference preference-value
12. end
13. show ip policy-list [policy-list-name]
14. show route-map [route-map-name]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ポリシーリストコンフィギュレーションモードを

開始し、続くmatch句で許容されるルートを許可す
る BGPポリシーリストを作成します。

ip policy-list policy-list-name {permit | deny}

例：

Router(config)# ip policy-list POLICY-LIST-NAME-1
permit

ステップ 3

指定した自律システムパスからのルートを許可す

る match句を作成します。
match as-path as-number

例：

ステップ 4

Router(config-policy-list)# match as-path 500

指定したメトリックのルートを許可するmatch句を
作成します。

match metric metric

例：

ステップ 5

Router(config-policy-list)# match metric 10

ポリシーリストコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Router(config-policy-list)# exit

ステップ 6

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 7

Router(config)# route-map MAP-NAME-1 permit 10

指定した access-list-numberまたは access-list-name
引数に一致するルートを許可するmatch句を作成し
ます。

match ip address {access-list-number | access-list-name}
[... access-list-number | ... access-list-name]

例：

ステップ 8

Router(config-route-map)# match ip address 1

指定したポリシーリストに一致する句を作成しま

す。

match policy-list policy-list-name

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-route-map)# match policy-list
POLICY-LIST-NAME-1

•ポリシーリスト内の match句すべてが評価さ
れ、処理されます。このコマンドで、複数のポ

リシーリストを参照できます。

•このコマンドはまた、標準のmatch句と同様に
ANDやORセマンティックをサポートします。

指定したコミュニティを設定または削除する句を作

成します。

set community community-number [additive]
[well-known-community] | none}

例：

ステップ 10

Router(config-route-map)# set community 10:1

指定したローカルプリファレンス値を設定する句

を作成します。

set local-preference preference-value

例：

ステップ 11

Router(config-route-map)# set local-preference
140

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 12

Router(config-route-map)# end

設定されたポリシーリストとポリシーリストエン

トリについての情報を表示します。

show ip policy-list [policy-list-name]

例：

ステップ 13

Router# show ip policy-list POLICY-LIST-NAME-1

ローカルで設定されたルートマップとルートマッ

プエントリを表示します。

show route-map [route-map-name]

例：

ステップ 14

Router# show route-map

例

次の出力例は、ポリシーリストが作成されたことを確認し、ポリシーリスト名と設定

された match句を表示しています。

Router# show ip policy-list
POLICY-LIST-NAME-1

policy-list POLICY-LIST-NAME-1 permit
Match clauses:
metric 20
as-path (as-path filter): 1
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ポリシーリスト名は、show ip policy-listコマンドが入力されたときに指定できます。
このオプションは、このコマンドの出力をフィルタリングして、1つのポリシーリス
トを確認するときに便利です。

（注）

次の show route-mapコマンドの出力例は、ルートマップが作成され、ポリシーリス
トが参照されたことを確認します。このコマンドの出力は、ルートマップ名と、設定

されたルートマップで参照されたポリシーリストとを表示します。

Router# show route-map

route-map ROUTE-MAP-NAME-1, deny, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

route-map ROUTE-MAP-NAME-1, permit, sequence 10
Match clauses:
IP Policy lists:

POLICY-LIST-NAME-1
Set clauses:
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックフィルタリング

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
7. exit
8. exit
9. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
10. match ip address {access-list-number | access-list-name} [... access-list-number | ...

access-list-name]
11. set community { { [community-number] [well-known-community] [additive]} | none}
12. continue [sequence-number]
13. end
14. show route-map [map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
371

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続

BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックフィルタリング



目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルデバイスの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

unicastキーワードが指定されていない場合、
デバイスは IPv4ユニキャストアドレスファミ
リのアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

インバウンドルートマップを指定されたネイバー

から受信したルートに適用します。もしくは、アウ

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 6

トバウンドルートマップを指定されたネイバーへ

アドバタイズされたルートへ適用します。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
route-map ROUTE-MAP-NAME in
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 8

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートマップを作成または設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 9

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME permit
10

ポリシールーティングとルートフィルタリングが

発生する条件を指定する matchコマンドを設定し
ます。

match ip address {access-list-number |
access-list-name} [... access-list-number | ...
access-list-name]

例：

ステップ 10

•複数のmatchコマンドを設定できます。match
コマンドが設定された場合、continue文は一致

Device(config-route-map)# match ip address 1
が出現した場合にのみ実行されます。matchコ
マンドが設定されない場合、setおよび continue
句は実行されます。

この作業で使用する matchコマンドおよ
び setコマンドは、continueコマンドの動
作を記述するための例です。具体的な

matchコマンドおよび setコマンドのリス
トについては、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』の continueコ
マンドを参照してください。

（注）

setコマンドを設定して、matchコマンドで適用さ
れた条件が満たされた場合のルーティングアクショ

ンを指定します。

set community { { [community-number]
[well-known-community] [additive]} | none}

例：

ステップ 11

•複数の setコマンドを設定できます。
Device(config-route-map)# set community 10:1

•この例では、指定した aa:nn形式のコミュニ
ティ番号をセットする句が作成されます。

一致が出現した後もmatch文の評価と実行を継続す
るよう、ルートマップを設定します。

continue [sequence-number]

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-route-map)# continue
•シーケンス番号が指定された場合、continue句
は指定されたシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。

•シーケンス番号が指定されない場合、continue
句はその次のシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。この動作は、「黙示的継続」と

呼ばれます。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

（任意）ローカルで設定されたルートマップを表

示します。出力をフィルタリングするためのルート

show route-map [map-name]

例：

ステップ 14

マップ名は、このコマンドの構文内で指定できま

す。Device# show route-map

例

次に、show route-mapコマンドを使用して continue句の設定を確認する方法の出力例
を示します。設定されたルートマップが、match、set、および continue句を含め、出
力に表示されます。

Device# show route-map

route-map MARKETING, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 1
metric 10

Continue: sequence 40
Set clauses:
as-path prepend 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 20
Match clauses:
ip address (access-lists): 2
metric 20

Set clauses:
as-path prepend 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 30
Match clauses:
Continue: to next entry 40
Set clauses:
as-path prepend 10 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 40
Match clauses:
community (community-list filter): 10:1
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Set clauses:
local-preference 104

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MKTG-POLICY-MAP, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
community 655370

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の設
定例

例：インバウンドパス選択の変化

次に、ルートマップを使用してネイバーからの受信データを変更する方法の例を示します。

10.222.1.1から受信した、自律システムアクセスリスト 200で設定されたフィルタパラメータ
に一致するルートはどれも、その weightは 200に、ローカルプリファレンスは 250に設定さ
れ、それが受け入れられることになります。

router bgp 100
!
neighbor 10.222.1.1 route-map FIX-WEIGHT in
neighbor 10.222.1.1 remote-as 1
!
ip as-path access-list 200 permit ^690$
ip as-path access-list 200 permit ^1800
!
route-map FIX-WEIGHT permit 10
match as-path 200
set local-preference 250
set weight 200

次の例では、FINANCEという名前のルートマップが、自律システム 690で生成されたパスす
べてを、MEDメトリック属性 127でマークしています。2番目の permit句は、自律システム
パスリスト 1に一致しないルートを引き続きネイバー 10.1.1.1へ送るために必要です。

router bgp 65000
neighbor 10.1.1.1 route-map FINANCE out
!
ip as-path access-list 1 permit ^690_
ip as-path access-list 2 permit .*
!
route-map FINANCE permit 10
match as-path 1
set metric 127
!
route-map FINANCE permit 20
match as-path 2

インバウンドルートマップはプレフィックスベースのマッチングを行って、アップデートの

さまざまなパラメータを設定できます。自律システムパスとコミュニティリストマッチング

に加え、インバウンドプレフィックスマッチングが利用できます。次に、SET-LOCAL-PREF
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というルートマップコンフィギュレーションコマンドでどのようにインバウンドプレフィッ

クス 172.20.0.0/16のローカルプリファレンスを 120に設定するかを例に示します。

!
router bgp 65100
network 10.108.0.0
neighbor 10.108.1.1 remote-as 65200
neighbor 10.108.1.1 route-map SET-LOCAL-PREF in
!
route-map SET-LOCAL-PREF permit 10
match ip address 2
set local-preference 120
!
route-map SET-LOCAL-PREF permit 20
!
access-list 2 permit 172.20.0.0 0.0.255.255
access-list 2 deny any

例：4バイト AS番号を使用した AS-path属性の変更によるインバウン
ドパス選択の変化

この例は、AS-path属性の変更によって 172.17.1.0宛てトラフィックのインバウンドパス選択
を変化させるために BGPを設定する方法を示します。Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、
12.0(33)S3、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリースで、BGPは 4オクテット（4バイト）自
律システム番号をサポートするようになりました。この例にある 4バイト自律システム番号
は、デフォルトの asplain（10進数値）形式にフォーマットされています。たとえば、下の図
にあるルータ Bの自律システム番号は 65538です。4バイト自律システム番号の詳細について
は、「BGP自律システム番号の形式」の項を参照してください。

AS-path属性の変更は、別の自律システムのパス選択を変化させるためにBGPで使用可能な方
法の 1つです。たとえば、下の図において、ルータAは自身のネットワーク 172.17.1.0を、自
律システム65538および自律システム65550にあるBGPピアにアドバタイズします。ルーティ
ング情報が自律システム 65545に伝播されるとき、自律システム 65545内のルータは、2つの
異なるルートからのネットワーク 172.17.1.0の到達可能性情報を持つことになります。1番目
のルートは、65538と 65536で構成される AS-pathを備えた自律システム 65538によるもので
す。2番目のルートは自律システム 65547を経由するもので、AS-pathは 65547、65550、65536
です。他のBGP属性がすべて同じだとすれば、自律システム65545内のルータCはネットワー
ク 172.17.1.0へのトラフィックのルートとして、自律システム 65538を通るルートを選択しま
す。通過した自律システムという点では最短ルートとなるからです。

自律システム 65536は自律システム 65545のネットワーク 172.17.1.0へのトラフィックすべて
を自律システム65538のルータB経由で受信するようになります。しかし、自律システム65538
と自律システム 65536の間のリンクが非常に遅く輻輳している場合、set as-path prependコマ
ンドをルータAで使用して、自律システム 65538経由のルートが自律システム 65550経由のパ
スよりも遠いように見せることで、172.17.1.0ネットワークへのインバウンドパス選択を変化
させることができます。下の図のルータAの設定は、アウトバウンドBGPアップデートをルー
タ Bに適用することで完了します。set as-path prependコマンドの使用により、ルータAから
ルータ Bへのアウトバウンド BGPアップデートはすべて、ローカル自律システム番号 65536
を 2回追加するよう変更された AS-path属性を持つようになります。この設定の後、自律シス
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テム 65545は 172.17.1.0ネットワークについてのアップデートを、自律システム 65538経由で
受け取ることになります。新しい AS-pathは 65538、65536、65536、65536となり、これは自
律システム 65547からの AS-path（65547、65550、65536で変更なし）よりも長くなります。
自律システム 65545内のネットワーキングデバイスは、172.17.1.0ネットワーク内の宛先アド
レスを持つパケットを転送するときに、自律システム65547経由のルートを優先するようにな
ります。

図 32 : AS-path属性変更のネットワークトポロジ

この例の設定は、上の図のルータ Aで実行されます。

router bgp 65536
address-family ipv4 unicast
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65538
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.1.2 route-map PREPEND out
exit-address-family
exit
route-map PREPEND permit 10
set as-path prepend 65536 65536

例：プレフィックスリストによる BGPプレフィックスのフィルタ処
理

ここでは、次の例について説明します。
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例：シングルプレフィックスリストを使用した BGPプレフィックスのフィルタ処理

次に、プレフィックスリストでデフォルトルート 0.0.0.0/0を拒否する例を示します。

ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0

次に、プレフィックスリストでプレフィックス 10.0.0.0/8に一致するルートを許可する例を示
します。

ip prefix-list abc permit 10.0.0.0/8

次の例に、プレフィックス長が /8～ /24のプレフィックスだけを受け入れるように BGPプロ
セスを設定する方法を示します。

router bgp 40000
network 10.20.20.0
distribute-list prefix max24 in
!
ip prefix-list max24 seq 5 permit 0.0.0.0/0 ge 8 le 24

次に、プレフィックス 10.1.1.0/24がルーティングテーブルに存在する場合に、条件付きでデ
フォルトルート（0.0.0.0/0）を RIPに生成する設定例を示します。

ip prefix-list cond permit 10.1.1.0/24
!
route-map default-condition permit 10
match ip address prefix-list cond
!
router rip
default-information originate route-map default-condition

次の例に、プレフィックスの長さによるフィルタリングに加え、192.168.1.1からのルーティン
グアップデートだけを受け入れるよう BGPを設定する方法を示します。

router bgp 40000
distribute-list prefix max24 gateway allowlist in
!
ip prefix-list allowlist seq 5 permit 192.168.1.1/32
!

次に、name1を使用してプレフィックスへの受信アップデートをフィルタ処理し、アップデー
トされているプレフィックスのゲートウェイ（ネクストホップ）をプレフィックスリスト

name2へマッチングするよう、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0上で BGPプ
ロセスに指示する例を示します。

router bgp 103
distribute-list prefix name1 gateway name2 in gigabitethernet 0/0/0

例：プレフィックスのグループを使用した BGPプレフィックスのフィルタ処理

次に、ネットワーク 192/8でプレフィックス長が 24以下のルートを許可するよう BGPを設定
する例を示します。

ip prefix-list abc permit 192.0.0.0/8 le 24
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次に、192/8でプレフィックス長が 25より大きいルートを拒否するよう BGPを設定する例を
示します。

ip prefix-list abc deny 192.0.0.0/8 ge 25

次に、すべてのアドレス空間でプレフィックス長が 8より大きく 24より小さいルートを許可
するよう BGPを設定する例を示します。

ip prefix-list abc permit 0.0.0.0/0 ge 8 le 24

次に、すべてのアドレス空間でプレフィックス長が 25より大きいルートを拒否するよう BGP
を設定する例を示します。

ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0 ge 25

次に、ネットワーク 10/8のルートをすべて拒否するよう BGPを設定する例を示します。これ
は、クラス Aネットワーク 10.0.0.0/8内のルートのマスクが 32ビット以下である場合、その
ルートが拒否されるためです。

ip prefix-list abc deny 10.0.0.0/8 le 32

次に、192.168.1.0/24でマスクが 25より大きいルートを拒否するようBGPを設定する例を示し
ます。

ip prefix-list abc deny 192.168.1.0/24 ge 25

次に、すべてのルートを許可するよう BGPを設定する例を示します。

ip prefix-list abc permit 0.0.0.0/0 le 32

例：プレフィックスリストエントリの追加と削除

プレフィックスリストの初期設定が次のようになっている場合、プレフィックスリスト内の

エントリを個別に追加、削除できます。

ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0 le 7
ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0 ge 25
ip prefix-list abc permit 192.168.0.0/15

次に、プレフィックスリストからエントリを削除して 192.168.0.0を許可しないようにし、
10.0.0.0/8を許可する新しいエントリを追加する例を示します。

no ip prefix-list abc permit 192.168.0.0/15
ip prefix-list abc permit 10.0.0.0/8

新しい設定は次のようになります。

ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0 le 7
ip prefix-list abc deny 0.0.0.0/0 ge 25
ip prefix-list abc permit 10.0.0.0/8
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例：COMMUNITIES属性を使用したトラフィックのフィルタ処理
この項では、BGP COMMUNITIES属性とルートマップを使用した 2つの例を示します。

1番目の例では、set-communityというルートマップを設定し、ネイバー 172.16.232.50のアウ
トバウンドアップデートに適用します。アクセスリスト 1を渡すルートには、well-known
COMMUNITIES属性値 no-exportを指定します。残りのルートは通常どおりアドバタイズされ
ます。no-exportコミュニティ値は、自律システム 200内の BGPスピーカーがそれらのルート
のアドバタイズメントを行うのを自動的に防止します。

router bgp 100
neighbor 172.16.232.50 remote-as 200
neighbor 172.16.232.50 send-community
neighbor 172.16.232.50 route-map set-community out
!
route-map set-community permit 10
match address 1
set community no-export
!
route-map set-community permit 20
match address 2

2番目の例では、set-communityというルートマップを設定し、ネイバー 172.16.232.90のアウ
トバウンドアップデートに適用します。自律システム 70で生成されるルートはすべて、
COMMUNITIES属性値 200 200を自身の既存のコミュニティに追加します。他のルートはすべ
て、通常と同じようにアドバタイズされます。

route-map bgp 200
neighbor 172.16.232.90 remote-as 100
neighbor 172.16.232.90 send-community
neighbor 172.16.232.90 route-map set-community out
!
route-map set-community permit 10
match as-path 1
set community 200 200 additive
!
route-map set-community permit 20
!
ip as-path access-list 1 permit 70$
ip as-path access-list 2 permit .*

例：AS-Pathフィルタを使用したトラフィックのフィルタ処理
次に、ネイバーによるBGPパスフィルタリングの例を示します。自律システムパス access list
2を通過するルートだけが 192.168.12.10に送られます。同様に、access list 3を通過するルート
だけが 192.168.12.10から受け入れられます。

router bgp 200
neighbor 192.168.12.10 remote-as 100
neighbor 192.168.12.10 filter-list 1 out
neighbor 192.168.12.10 filter-list 2 in
exit
ip as-path access-list 1 permit _109_
ip as-path access-list 2 permit _200$
ip as-path access-list 2 permit ^100$
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ip as-path access-list 3 deny _690$
ip as-path access-list 3 permit .*

例：4バイト自律システム番号を使用したAS-pathフィルタによるトラ
フィックのフィルタ処理

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリース
における asplainデフォルト形式

次の例はCisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、
およびそれ以降のリリースで使用できるもので、4バイト自律システム番号を asplain形式で使
用し、ネイバーによるBGPパスフィルタリングを行います。自律システムパス access list 2を
通過するルートだけが 192.168.3.2に送られます。

ip as-path access-list 2 permit ^65536$
router bgp 65538
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.3.2 remote-as 65550
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.3.2 filter-list 2 in
end

Cisco IOS Release 12.0(32)S12および 12.4(24)Tにおける asdotデフォルト形式

次の例はCisco IOS Release 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびそれ以降のリリースで使用できるも
ので、4バイト自律システム番号を asdot形式で使用し、ネイバーによる BGPパスフィルタリ
ングを行います。自律システムパス access list 2を通過するルートだけが 192.168.3.2に送られ
ます。

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、および
それ以降のリリースでは、この例が正常に動作するのは、bgpasnotationdotコマンドを使用し
て、asdotをデフォルトの表示形式として設定した場合だけです。

（注）

ip as-path access-list 2 permit ^1\.0$
router bgp 1.2
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.3.2 remote-as 1.14
neighbor 192.168.3.2 filter-list 2 in
end
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例：4バイト自律システム番号と拡張コミュニティリストを使用した
トラフィックのフィルタ処理

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリース
における asplainデフォルト形式

次に、アウトバウンドルートを制御するために拡張 BGPコミュニティリストを作成すること
によるトラフィックフィルタリングの例を示します。Cisco IOSRelease12.0(32)SY8、12.0(33)S3、
12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリースでは、拡張 BGPコミュ
ニティはデフォルトで asplainの正規表現中の 4バイト自律システム番号をサポートしていま
す。拡張コミュニティリストは、VRFインスタンスとMPLS VPNのルートを設定し、フィル
タリングし、識別するために使用されます。名前付きまたは番号付きコミュニティリストの設

定には、ip extcommunity-listコマンドを使用します。アクセスリストの標準ルールすべてが、
拡張コミュニティリストの設定に適用されます。正規表現は、拡張コミュニティリスト番号

の拡張範囲によってサポートされています。

図 33 : asplain形式の 4バイト自律システム番号と拡張コミュニティリストを使用したトラフィックフィルタリングの
BGPトポロジ

拡張コミュニティリストのエントリにはすべて、コンフィギュレーションモードにかかわら

ずデフォルトでシーケンス番号が適用されます。拡張コミュニティリストエントリのシーケ

ンス番号の明示的な割り当てと再割り当ては、IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードだけで設定でき、グローバルコンフィギュレーションモードでは設定できませ

ん。

（注）

この例では、上の図は、拡張名前付きコミュニティリストを使用して設定され、192.168.1.2の
BGPピアが 4バイト自律システム 65550からの、または 65550経由のどのパスについてのアド
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バタイズメントも送られないよう指定されます。IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードが使用され、エントリのシーケンス番号再割り当て機能が示されます。

ip extcommunity-list expanded DENY65550
10 deny _65550_
20 deny ^65550 .*
resequence 50 100
exit
router bgp 65538
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.3.2 remote-as 65550
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.1.2 activate
end

show ip extcommunity-list DENY65550

Cisco IOS Release 12.0(32)S12および 12.4(24)Tにおける asdotデフォルト形式

次に、アウトバウンドルートを制御するために拡張 BGPコミュニティリストを作成すること
によるトラフィックフィルタリングの例を示します。Cisco IOSRelease12.0(32)S12、12.4(24)T、
およびそれ以降のリリースでは、拡張 BGPコミュニティは正規表現中の 4バイト自律システ
ム番号を asdot形式だけでサポートします。拡張コミュニティリストは、VRFインスタンスと
MPLSVPNのルートを設定し、フィルタリングし、識別するために使用されます。名前付きま
たは番号付きコミュニティリストの設定には、ip extcommunity-listコマンドを使用します。
アクセスリストの標準ルールすべてが、拡張コミュニティリストの設定に適用されます。正

規表現は、拡張コミュニティリスト番号の拡張範囲によってサポートされています。

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SXI1、およびそれ以降のリリースでは、こ
の例が正常に動作するのは、bgp asnotation dotコマンドを使用して、asdotをデフォルトの表
示形式として設定した場合だけです。

（注）
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図 34 : asdot形式の 4バイト自律システム番号と拡張コミュニティリストを使用したトラフィックフィルタリングの
BGPトポロジ

拡張コミュニティリストのエントリにはすべて、コンフィギュレーションモードにかかわら

ずデフォルトでシーケンス番号が適用されます。拡張コミュニティリストエントリのシーケ

ンス番号の明示的な割り当てと再割り当ては、IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードだけで設定でき、グローバルコンフィギュレーションモードでは設定できませ

ん。

（注）

この例では、上の図は、拡張名前付きコミュニティリストを使用して設定され、192.168.1.2の
BGPピアが 4バイト自律システム 65550からの、または 65550経由のどのパスについてのアド
バタイズメントも送られないよう指定されます。IP拡張コミュニティリストコンフィギュレー
ションモードが使用され、エントリのシーケンス番号再割り当て機能が示されます。

ip extcommunity-list expanded DENY114
10 deny _1\.14_
20 deny ^1\.14 .*
resequence 50 100
exit
router bgp 1.2
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.3.2 remote-as 1.14
neighbor 192.168.1.2 remote-as 1.0
neighbor 192.168.3.2 activate
neighbor 192.168.1.2 activate
end

show ip extcommunity-list DENY114
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例：BGPルートマップを使用したトラフィックのフィルタ処理
次に、アクセスリスト 1に一致している場合、ネイバー 10.1.1.1からのユニキャストおよびマ
ルチキャストルートを受け入れるように、アドレスファミリを使用して BGPを設定する例を
示します。

route-map filter-some-multicast
match ip address 1
exit
router bgp 65538
neighbor 10.1.1.1 remote-as 65537
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 route-map filter-some-multicast in
exit
exit
router bgp 65538
neighbor 10.1.1.1 remote-as 65537
address-family ipv4 multicast
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 route-map filter-some-multicast in
end

次の作業
• BGPの拡張機能を設定する場合は、「BGPの拡張機能の設定」モジュールに進んでくだ
さい。

• BGPネイバーセッションオプションを設定する場合は、「BGPネイバーセッションオ
プションの設定」モジュールに進んでください。

•内部 BGP機能を設定する場合は、「内部 BGP機能の設定」モジュールに進んでくださ
い。
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1772

『Experience with the BGP Protocol』RFC
1773

『BGP-4 Protocol Analysis』RFC
1774

『Guidelines for Creation, Selection, and Registration of an Autonomous System (AS)』RFC
1930

『A Framework for Inter-Domain Route Aggregation』RFC
2519

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858
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タイトルRFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Capabilities Advertisement with BGP-4』RFC
3392

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

『Constrained Route Distribution for Border Gateway Protocol/MultiProtocol Label Switching
(BGP/MPLS) Internet Protocol (IP) Virtual Private Networks (VPNs)』

RFC
4684

『BGP Support for Four-Octet AS Number Space』RFC
4893

『Outbound Route Filtering Capability for BGP-4』RFC
5291

『Textual Representation of Autonomous system (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

外部BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ
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けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 28 :外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの接続の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

BGPがサポートする番号付きAS-pathアクセスリス
トの数が 500に増加したことにより、ip as-path
access-listコマンドを使用して設定できる自律システ
ムアクセスリストの最大数が 199から 500に増加し
ました。

12.0(22)S

12.2(15)T

12.2(18)S

12.2(18)SXD

12.2(27)SBC

15.0(1)S

BGPがサポートする
番号付き AS-pathア
クセスリストの数

が 500に増加

BGP名前付きコミュニティリスト機能により、名前
付きコミュニティリストと呼ばれる新しいタイプの

コミュニティリストが導入されます。BGP名前付き
コミュニティリスト機能により、ネットワークオペ

レータはコミュニティリストに意味がわかりやすい

名前を割り当てることができるようになり、設定可

能なコミュニティリストの数も増加しました。名前

付きコミュニティリストは、正規表現や番号付きコ

ミュニティリストによって設定可能です。番号付き

コミュニティのルールは、名前付きコミュニティリ

ストに設定可能なコミュニティ属性数の上限がない

ことを除き、すべて名前付きコミュニティリストに

も適用されます。

12.2(8)T

12.2(14)S

15.0(1)S

BGP名前付きコミュ
ニティリスト
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機能の設定情報リリース機能名

BGPルートマップポリシーリストサポート機能に
より、BGPルートマップに新しい機能性が追加され
ます。ネットワークオペレータはこの機能を使用し

て、ルートマップのmatch句をポリシーリストと呼
ばれる名前付きリストにグループ化できます。ポリ

シーリスト機能はマクロに似ています。ルートマッ

プでポリシーリストが参照されると、match句がす
べて評価され、ルートマップで直接設定された場合

と同様に処理されます。この機能強化により、中規

模から大規模のネットワークでのBGPルーティング
ポリシーの BGP設定が単純になりました。ネット
ワークオペレータがmatch句のグループを持つポリ
シーリストを事前に設定しておき、さまざまなルー

トマップ内でそれらのポリシーリストを参照できる

からです。複数のルートマップのエントリに繰り返

し現れる一群のmatch句を、ネットワークオペレー
タがそれぞれ手動で再設定する必要がなくなりまし

た。

12.0(22)S

12.2(15)T

12.2(18)S

12.2(18)SXD

12.2(27)SBC

15.0(1)S

BGPルートマップ
ポリシーリストの

サポート

名前付き拡張コミュニティリストに対する BGPサ
ポート機能により、既存の数字形式に加え、名前を

使用しても拡張コミュニティリストを設定できるよ

うになりました。

12.2(25)S

12.2(27)SBC

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.3(11)T

15.0(1)S

名前付き拡張コミュ

ニティリストに対

する BGPサポート

拡張コミュニティリスト内のシーケンスされたエン

トリに対する BGPサポート機能により、BGP拡張
コミュニティリスト内の個別のエントリに自動シー

ケンスが導入されます。この機能により、既存の拡

張コミュニティリスト全体を削除することなく、拡

張コミュニティリストエントリの削除やシーケンス

再割り当てを行うことも可能になりました。

12.2(25)S

12.2(27)SBC

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.3(11)T

15.0(1)S

拡張コミュニティ

リストのシーケンス

エントリに対する

BGPサポート

Cisco IOS XE
3.1.0SG

BGP 4プレフィック
スフィルタおよび

インバウンドルー

トマップ
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第 13 章

BGPルートマップ継続

BGPルートマップ継続機能により、continue句が BGPルートマップコンフィギュレーション
に導入されます。continue句によって、ポリシー設定とルートフィルタリングのプログラム性
は高まり、正常な matchおよび set句によってエントリが実行された後に追加のエントリを実
行する機能が導入されます。continue句によって、ネットワークオペレータはポリシー定義を
さらにモジュール化して設定できるようになり、特定のポリシー設定を同じルートマップ内で

繰り返す必要がなくなりました。

•機能情報の確認（391ページ）
• BGPルートマップ継続に関する情報（392ページ）
• BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックのフィルタ処理の方法（393
ページ）

• BGPルートマップ継続の設定例（397ページ）
•その他の参考資料（399ページ）
• BGPルートマップ継続の機能情報（399ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPルートマップ継続に関する情報

continue句を使用した BGPルートマップ
BGPルートマップコンフィギュレーションでは、continue句によって、ポリシー設定とルート
フィルタリングのプログラム性が高まり、正常な matchおよび set句によってエントリが実行
された後に追加のエントリを実行する機能が導入されました。continue句によって、ポリシー
定義をさらにモジュール化して設定できるようになり、特定のポリシー設定を同じルートマッ

プ内で繰り返す必要がなくなります。continue句の導入以前は、ルートマップの設定はリニア
的であり、ルートマップのフローを制御することがまったくできませんでした。

continue句を使用しないルートマップの動作

ルートマップは一致が出現するまで match句を評価します。一致が出現すると、ルートマッ
プは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致が出現しな
い場合、ルートマップはマッチングに「失敗」し、ルートマップの次のシーケンス番号を評

価します。これをすべての設定されたルートマップエントリが評価されるか、一致が出現す

るまで続けます。各ルートマップは、エントリを識別するシーケンス番号でタグ付けされてい

ます。ルートマップエントリは、シーケンス番号が最小のものから評価が始まり、最大のシー

ケンス番号を持つもので終わります。ルートマップに set句だけが含まれる場合、set句は自動
的に実行され、ルートマップは他のルートマップエントリを評価しません。

continue句を使用したルートマップの動作

continue句を設定すると、ルートマップは一致が出現した後も、指定されたルートマップエ
ントリで match句の評価と実行を続けます。continue句は、シーケンス番号を指定することで
特定のルートマップエントリに移動する（ジャンプする）よう設定できます。シーケンス番

号が指定されていない場合、continue句は次のシーケンス番号へ移動します。この動作は、「黙
示的継続」と呼ばれます。match句がある場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行
されます。一致が出現しなかった場合、continue句は無視されます。

continue句を使用した match動作

match句がルートマップエントリに存在しないのに continue句が存在する場合、continue句は
自動的に実行され、指定されたルートマップエントリへ移動します。ルートマップエントリ

に match句が存在する場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行されます。一致が出
現し、かつ continue句が存在する場合、ルートマップは set句を実行し、それから指定された
ルートマップエントリへ移動します。その次のルートマップエントリに continueが含まれて
いる場合、ルートマップは一致が出現すればその continue句を実行します。continue句がその
次のルートマップエントリに存在しない場合、ルートマップは通常どおり評価されます。

continue句がその次のルートマップエントリに存在するが一致が出現しない場合、ルートマッ
プは継続せずに「失敗」し、その次のシーケンス番号が存在すればそこへ移動します。
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ルートマップ内のmatch community句のコミュニティリスト数が 1行で 256文字を超える場合
は、新しい行で複数のmatch community文の不揮発性生成（NVGEN）を行う必要があります。

（注）

continue句を使用した Set動作

set句は、match句の評価中は残しておかれ、ルートマップ評価が完了した後に実行されます。
set句は、設定された順番に評価され、処理されます。ルートマップに match句が存在しない
場合を除き、set句は一致が出現した後にだけ実行されます。continue文は、設定された setア
クションが実行された後にだけ、指定のルートマップエントリへと進みます。setアクション
が最初のルートマップで発生し、それから後続のルートマップエントリにおいて再び同じ set
アクションが異なる値で発生した場合、同じ setコマンドで設定された setアクションは、set
コマンドが複数の値を許可する場合を除き、最後の setアクションによってそれ以前のものが
上書きされます。たとえば、set as-path prependコマンドは複数の自律システム番号の設定を
許可しています。

ルートマップエントリにmatch句が含まれない場合、continue句は一致の出現なしで実行でき
ます。

（注）

ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾の黙示的拒

否により処理されません。例については、「例：BGPルートマップでの continue句の使用に
よるトラフィックのフィルタ処理」の項を参照してください。

（注）

BGPルートマップでのcontinue句の使用によるトラフィッ
クのフィルタ処理の方法

BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックフィル
タリング

BGPルートマップで continue句を使用してトラフィックのフィルタリングを行うには、次の
作業を実行します。

continue句ではより大きな値のエントリ（シーケンス番号が自身より大きいルートマップエン
トリ）にだけ移動できます。小さな値のルートマップエントリには移動できません。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor {ip-address| peer-group-name} route-map map-name {in | out}
6. exit
7. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
8. match ip address {access-list-number | access-list-name} [... access-list-number | ...

access-list-name]
9. set community community-number [additive] [well-known-community] | none}
10. continue [sequence-number]
11. end
12. show route-map [map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルを有効
にします。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000

インバウンドルートマップを指定されたネイバー

から受信したルートに適用します。もしくは、アウ

neighbor {ip-address| peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 5

トバウンドルートマップを指定されたネイバーへ

アドバタイズされたルートへ適用します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
route-map ROUTE-MAP-NAME in
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートマップを作成または設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 7

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME permit
10

ポリシールーティングとルートフィルタリングが

発生する条件を指定する matchコマンドを設定し
ます。

match ip address {access-list-number |
access-list-name} [... access-list-number | ...
access-list-name]

例：

ステップ 8

•複数のmatchコマンドを設定できます。match
コマンドが設定された場合、continue文が実行

Device(config-route-map)# match ip address 1
されるには一致の発生が必要になります。

matchコマンドが設定されない場合、setおよ
び continue句は実行されます。

この作業で使用する matchコマンドおよ
び setコマンドは、continueコマンドの動
作を記述するための例です。具体的な

matchコマンドおよび setコマンドのリス
トについては、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』の continueコ
マンドを参照してください。

（注）

setコマンドを設定して、matchコマンドで適用さ
れた条件が満たされた場合のルーティングアクショ

ンを指定します。

set community community-number [additive]
[well-known-community] | none}

例：

ステップ 9

•複数の setコマンドを設定できます。
Device(config-route-map)# set community 10:1

•この例では、指定したコミュニティをセットす
る句が作成されます。

一致が出現した後もmatch文の評価と実行を継続す
るよう、ルートマップを設定します。

continue [sequence-number]

例：

ステップ 10

•シーケンス番号が指定された場合、continue句
は指定されたシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。

Device(config-route-map)# continue
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目的コマンドまたはアクション

•シーケンス番号が指定されない場合、continue
句はその次のシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。この動作は、「黙示的継続」と

呼ばれます。

アウトバウンドルートマップの continue
句は、Cisco IOS XE Release 2.1以降のリ
リースだけでサポートされています。

（注）

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 11

Device(config-route-map)# end

（任意）ローカルで設定されたルートマップを表

示します。出力をフィルタリングするためのルート

show route-map [map-name]

例：

ステップ 12

マップ名は、このコマンドの構文内で指定できま

す。Device# show route-map

例

次に、show route-mapコマンドを使用して continue句の設定を確認する方法の出力例
を示します。設定されたルートマップが、match、set、および continue句を含め、出
力に表示されます。

Device# show route-map

route-map MARKETING, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 1
metric 10

Continue: sequence 40
Set clauses:
as-path prepend 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 20
Match clauses:
ip address (access-lists): 2
metric 20

Set clauses:
as-path prepend 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 30
Match clauses:
Continue: to next entry 40
Set clauses:
as-path prepend 10 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 40
Match clauses:
community (community-list filter): 10:1
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Set clauses:
local-preference 104

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MKTG-POLICY-MAP, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
community 655370

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

BGPルートマップ継続の設定例

例：BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックの
フィルタ処理

次に、ルートマップシーケンスでの continue句設定の例を示します。

アウトバウンドルートマップの continue句は、Cisco IOS Release 12.0(31)S、12.2(33)SB、
12.2(33)SRB、12.2(33)SXI、12.4(4)T、およびそれ以降のリリースだけでサポートされていま
す。

（注）

ルートマップエントリ 10にある 1番目の continue句は、一致が出現した場合にルートマップ
がエントリ 30に移動することを示します。一致が出現しなければ、ルートマップは「失敗」
してエントリ 20へ移動します。ルートマップエントリ 20で一致が出現すると、setアクショ
ンが実行され、ルートマップはそれ以上どのルートマップエントリも評価しません。最初に

一致した match ip address句だけをサポートします。

ルートマップエントリ 20で一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗して
ルートマップエントリ 30へ移動します。このシーケンスには match句が含まれていないた
め、set句は自動的に実行され、continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、そ
の次のルートマップエントリへ移動することになります。

一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗してエントリ 30へ移動し、set句を
実行します。continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、ルートマップエント
リ 40が評価されることになります。

後続の continue句エントリで、同じ setコマンドが繰り返される場合、2種類の動作が考えら
れます。値の加算や累積を設定する setコマンド（set community additive、set extended
community additive、set as-pathprependなど）では、後続のエントリによって後続の値が加算
されます。次に、この動作の例を示します。match句の各セットの後に、as-pathに自律システ
ム番号を追加するため set as-path prependコマンドが設定されています。一致が出現すると、
ルートマップは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致
が何度出現するかに応じて、as-pathには 1つ、2つ、または 3つの自律システム番号がプリペ
ンドされます。

route-map ROUTE-MAP-NAME permit 10
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match ip address 1
match metric 10
set as-path prepend 10
continue 30
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 20
match ip address 2
match metric 20
set as-path prepend 10 10
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 30
set as-path prepend 10 10 10
continue
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 40
match community 10:1
set local-preference 104

この例では、同じ setコマンドが後続の continue句エントリで繰り返されますが、動作は 1番
目の例と異なります。絶対値を設定する setコマンドの場合、最後のインスタンスの値がそれ
以前の値を上書きします。次に、この動作の例を示します。シーケンス 20の set句の値が、
シーケンス 10の set句の値を上書きします。ネットワーク 172.16/16からのプレフィックスの
ネクストホップは 10.2.2.2に設定され、10.1.1.1にはなりません。

ip prefix-list 1 permit 172.16.0.0/16
ip prefix-list 2 permit 192.168.1.0/24
route-map RED permit 10
match ip address prefix-list 1
set ip next hop 10.1.1.1
continue 20
exit
route-map RED permit 20
match ip address prefix-list 2
set ip next hop 10.2.2.2
end

ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾の黙示的拒

否により処理されません。次に、この場合の例を示します。

（注）

次の例では、ルートの as-pathが 10、20、または 30に一致する場合、ルートは許可され、
continue句は明示的 deny句をジャンプして IPアドレスプレフィックスリストのマッチング処
理へ移動します。一致が出現すると、ルートメトリックが100に設定されます。as-pathが10、
20、または 30に一致せず、かつコミュニティ番号が 30に一致するルートだけが拒否されま
す。他のルータを拒否するには、明示的 deny文を設定する必要があります。

route-map test permit 10
match as-path 10 20 30
continue 30
exit
route-map test deny 20
match community 30
exit
route-map test permit 30
match ip address prefix-list 1
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set metric 100
exit

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPルートマップ継続の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/support


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 29 : BGPルートマップ継続の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルートマップ継続機能に
より、continue句が BGPルー
トマップコンフィギュレー

ションに導入されます。

continue句によって、ポリシー
設定とルートフィルタリング

のプログラム性は高まり、正

常なmatchおよび set句によっ
てエントリが実行された後に

追加のエントリを実行する機

能が導入されます。continue句
によって、ネットワークオペ

レータはポリシー定義をさら

にモジュール化して設定でき

るようになり、特定のポリ

シー設定を同じルートマップ

内で繰り返す必要がなくなり

ました。

BGPルートマップ継続
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第 14 章

アウトバウンドポリシーに対するBGPルー
トマップ継続のサポート

アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継続のサポート機能により、continue句
のアウトバウンドルートマップへの適用がサポートされます。

•機能情報の確認（401ページ）
•アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継続のサポートに関する情報（402
ページ）

• BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックのフィルタ処理の方法（403
ページ）

•アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継続のサポートの設定例（407ペー
ジ）

•その他の参考資料（409ページ）
•アウトバウンドポリシーに対するBGPルートマップ継続のサポートの機能情報（410ペー
ジ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継
続のサポートに関する情報

continue句を使用した BGPルートマップ
ルートマップのシスコでの実装に続いて、continue句が BGPルートマップコンフィギュレー
ションに導入されました。continue句により、プログラム可能なポリシー設定およびルート
フィルタリングが実現されます。continue句を使用すると、正常なmatchおよび set句によって
エントリが実行された後に追加のエントリを実行できます。continue句によって、ポリシー定
義をさらにモジュール化して設定できるようになり、特定のポリシー設定を同じルートマップ

内で繰り返す必要がなくなります。continue句の導入以前は、ルートマップの設定はリニア的
であり、ルートマップのフローを制御することがまったくできませんでした。

continue句を使用しないルートマップの動作

ルートマップは一致が出現するまで match句を評価します。一致が出現すると、ルートマッ
プは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致が出現しな
い場合、ルートマップはマッチングに「失敗」し、ルートマップの次のシーケンス番号を評

価します。これをすべての設定されたルートマップエントリが評価されるか、一致が出現す

るまで続けます。各ルートマップは、エントリを識別するシーケンス番号でタグ付けされてい

ます。ルートマップエントリは、シーケンス番号が最小のものから評価が始まり、最大のシー

ケンス番号を持つもので終わります。ルートマップに set句だけが含まれる場合、set句は自動
的に実行され、ルートマップは他のルートマップエントリを評価しません。

continue句を使用したルートマップの動作

continue句を設定すると、ルートマップは一致が出現した後も、指定されたルートマップエ
ントリで match句の評価と実行を続けます。continue句は、シーケンス番号を指定することで
特定のルートマップエントリに移動する（ジャンプする）よう設定できます。シーケンス番

号が指定されていない場合、continue句は次のシーケンス番号へ移動します。この動作は、「黙
示的継続」と呼ばれます。match句がある場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行
されます。一致が出現しなかった場合、continue句は無視されます。

continue句を使用した match動作

match句がルートマップエントリに存在しないのに continue句が存在する場合、continue句は
自動的に実行され、指定されたルートマップエントリへ移動します。ルートマップエントリ

に match句が存在する場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行されます。一致が出
現し、かつ continue句が存在する場合、ルートマップは set句を実行し、それから指定された
ルートマップエントリへ移動します。その次のルートマップエントリに continueが含まれて
いる場合、ルートマップは一致が出現すればその continue句を実行します。continue句がその
次のルートマップエントリに存在しない場合、ルートマップは通常どおり評価されます。
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continue句がその次のルートマップエントリに存在するが一致が出現しない場合、ルートマッ
プは継続せずに「失敗」し、その次のシーケンス番号が存在すればそこへ移動します。

ルートマップ内のmatch community句のコミュニティリスト数が 1行で 256文字を超える場合
は、新しい行で複数のmatch community文の不揮発性生成（NVGEN）を行う必要があります。

（注）

continue句を使用した Set動作

set句は、match句の評価中は残しておかれ、ルートマップ評価が完了した後に実行されます。
set句は、設定された順番に評価され、処理されます。ルートマップに match句が存在しない
場合を除き、set句は一致が出現した後にだけ実行されます。continue文は、設定された setア
クションが実行された後にだけ、指定のルートマップエントリへと進みます。setアクション
が最初のルートマップで発生し、それから後続のルートマップエントリにおいて再び同じ set
アクションが異なる値で発生した場合、同じ setコマンドで設定された setアクションは、set
コマンドが複数の値を許可する場合を除き、最後の setアクションによってそれ以前のものが
上書きされます。たとえば、set as-path prependコマンドは複数の自律システム番号の設定を
許可しています。

ルートマップエントリにmatch句が含まれない場合、continue句は一致の出現なしで実行でき
ます。

（注）

ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾の黙示的拒

否により処理されません。例については、「例：BGPルートマップでの continue句の使用に
よるトラフィックのフィルタ処理」の項を参照してください。

（注）

BGPルートマップでのcontinue句の使用によるトラフィッ
クのフィルタ処理の方法

BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックフィル
タリング

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map map-name {in | out}
7. exit
8. exit
9. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
10. match ip address {access-list-number | access-list-name} [... access-list-number | ...

access-list-name]
11. set community { { [community-number] [well-known-community] [additive]} | none}
12. continue [sequence-number]
13. end
14. show route-map [map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルデバイスの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

unicastキーワードが指定されていない場合、
デバイスは IPv4ユニキャストアドレスファミ
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目的コマンドまたはアクション

リのアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

インバウンドルートマップを指定されたネイバー

から受信したルートに適用します。もしくは、アウ

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 6

トバウンドルートマップを指定されたネイバーへ

アドバタイズされたルートへ適用します。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
route-map ROUTE-MAP-NAME in

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 8

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートマップを作成または設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 9

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME permit
10

ポリシールーティングとルートフィルタリングが

発生する条件を指定する matchコマンドを設定し
ます。

match ip address {access-list-number |
access-list-name} [... access-list-number | ...
access-list-name]

例：

ステップ 10

•複数のmatchコマンドを設定できます。match
コマンドが設定された場合、continue文は一致

Device(config-route-map)# match ip address 1
が出現した場合にのみ実行されます。matchコ
マンドが設定されない場合、setおよび continue
句は実行されます。
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目的コマンドまたはアクション

この作業で使用する matchコマンドおよ
び setコマンドは、continueコマンドの動
作を記述するための例です。具体的な

matchコマンドおよび setコマンドのリス
トについては、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』の continueコ
マンドを参照してください。

（注）

setコマンドを設定して、matchコマンドで適用さ
れた条件が満たされた場合のルーティングアクショ

ンを指定します。

set community { { [community-number]
[well-known-community] [additive]} | none}

例：

ステップ 11

•複数の setコマンドを設定できます。
Device(config-route-map)# set community 10:1

•この例では、指定した aa:nn形式のコミュニ
ティ番号をセットする句が作成されます。

一致が出現した後もmatch文の評価と実行を継続す
るよう、ルートマップを設定します。

continue [sequence-number]

例：

ステップ 12

•シーケンス番号が指定された場合、continue句
は指定されたシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。

Device(config-route-map)# continue

•シーケンス番号が指定されない場合、continue
句はその次のシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。この動作は、「黙示的継続」と

呼ばれます。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

（任意）ローカルで設定されたルートマップを表

示します。出力をフィルタリングするためのルート

show route-map [map-name]

例：

ステップ 14

マップ名は、このコマンドの構文内で指定できま

す。Device# show route-map

例

次に、show route-mapコマンドを使用して continue句の設定を確認する方法の出力例
を示します。設定されたルートマップが、match、set、および continue句を含め、出
力に表示されます。
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Device# show route-map

route-map MARKETING, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 1
metric 10

Continue: sequence 40
Set clauses:
as-path prepend 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 20
Match clauses:
ip address (access-lists): 2
metric 20

Set clauses:
as-path prepend 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 30
Match clauses:
Continue: to next entry 40
Set clauses:
as-path prepend 10 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 40
Match clauses:
community (community-list filter): 10:1

Set clauses:
local-preference 104

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MKTG-POLICY-MAP, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
community 655370

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継
続のサポートの設定例

例：BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックの
フィルタ処理

次に、ルートマップシーケンスでの continue句設定の例を示します。

ルートマップエントリ 10にある 1番目の continue句は、一致が出現した場合にルートマップ
がエントリ 30に移動することを示します。一致が出現しなければ、ルートマップは「失敗」
してエントリ 20へ移動します。ルートマップエントリ 20で一致が出現すると、setアクショ
ンが実行され、ルートマップはそれ以上どのルートマップエントリも評価しません。最初に

一致した IPアドレスだけをサポートします。

ルートマップエントリ 20で一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗して
ルートマップエントリ 30へ移動します。このシーケンスには match句が含まれていないた
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め、set句は自動的に実行され、continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、その
次のルートマップエントリへ移動することになります。

一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗してエントリ 30へ移動し、set句を
実行します。continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、ルートマップエントリ
40が評価されることになります。

後続の continue句エントリで、同じ setコマンドが繰り返される場合、2種類の動作が考えら
れます。値の加算や累積を設定する setコマンド（set community additive、set extended
community additive、set as-pathprependなど）では、後続のエントリによって後続の値が加算
されます。次に、この動作の例を示します。match句の各セットの後に、as-pathに自律システ
ム番号を追加するため set as-path prependコマンドが設定されています。一致が出現すると、
ルートマップは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致
数に応じて、as-pathには 1つ、2つ、または 3つの自律システム番号が前に付加されます。

route-map ROUTE-MAP-NAME permit 10
match ip address 1
match metric 10
set as-path prepend 10
continue 30
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 20
match ip address 2
match metric 20
set as-path prepend 10 10
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 30
set as-path prepend 10 10 10
continue
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 40
match community 10:1
set local-preference 104

この例では、同じ setコマンドが後続の continue句エントリで繰り返されますが、動作は 1番
目の例と異なります。絶対値を設定する setコマンドの場合、最後のインスタンスの値がそれ
以前の値を上書きします。次に、この動作の例を示します。シーケンス 20の set句の値が、
シーケンス 10の set句の値を上書きします。ネットワーク 172.16/16からのプレフィックスの
ネクストホップは 10.2.2.2に設定され、10.1.1.1にはなりません。

ip prefix-list 1 permit 172.16.0.0/16
ip prefix-list 2 permit 192.168.1.0/24
route-map RED permit 10
match ip address prefix-list 1
set ip next hop 10.1.1.1
continue 20
exit
route-map RED permit 20
match ip address prefix-list 2
set ip next hop 10.2.2.2
end
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ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾にある暗黙

の denyにより処理されません。次に、この場合の例を示します。

（注）

次の例では、ルートの AS-pathが 10、20、または 30に一致する場合、ルートは許可され、
continue句は明示的 deny句をジャンプして match ip address prefix-listコマンドの処理に移動
します。一致が出現すると、ルートメトリックが 100に設定されます。AS-pathが 10、20、ま
たは 30に一致せず、かつコミュニティ番号が 30に一致するルートだけが拒否されます。他の
ルータを拒否するには、明示的 deny文を設定する必要があります。

route-map test permit 10
match as-path 10 20 30
continue 30
exit
route-map test deny 20
match community 30
exit
route-map test permit 30
match ip address prefix-list 1
set metric 100
exit

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継
続のサポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 30 :アウトバウンドポリシーに対する BGPルートマップ継続のサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

アウトバウンドポリシーに対

するBGPルートマップ継続の
サポート機能により、continue
句のアウトバウンドルート

マップへの適用がサポートさ

れます。

アウトバウンドポリシーに対

するBGPルートマップ継続の
サポート
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第 15 章

BGPの ASパスからプライベート AS番号
の削除

プライベート自律システム番号（ASN）は、グローバルに一意な AS番号を保護するために、
ISPおよびお客様のネットワークで使用されます。プライベート AS番号は一意でないため、
グローバルインターネットへのアクセスには使用できません。AS番号はルーティングアップ
デートの eBGP ASパスに表示されます。プライベート ASNを使用している場合にグローバル
インターネットにアクセスするには、ASパスからプライベートASNを削除する必要がありま
す。

•機能情報の確認（411ページ）
• ASパスからプライベート ASNの削除および交換の制約事項（412ページ）
• ASパスからプライベート ASNの削除および交換に関する情報（412ページ）
• ASパスからプライベート ASNを削除および交換する方法（414ページ）
• ASパスからプライベート ASNを削除および交換する設定例（417ページ）
•その他の参考資料（421ページ）
• ASパスからプライベート ASNの削除および交換の機能情報（422ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ASパスからプライベート ASNの削除および交換の制約
事項

•この機能は、eBGPネイバーのみに適用されます。

•この機能は、パブリック ASのみのルータに適用されます。この制約事項を回避するに
は、ネイバー単位で neighbor local-asコマンドを適用し、ローカル AS番号をパブリック
AS番号として指定することです。

ASパスからプライベート ASNの削除および交換に関す
る情報

パブリックおよびプライベート AS番号
パブリックな AS番号は、InterNICによって割り当てられ、グローバルに一意です。範囲は 1
～ 64511です。プライベート AS番号は、グローバルに一意な AS番号（有効な範囲は 64512
～ 65535）を保護するために使用されます。プライベートAS番号はグローバル BGPルーティ
ングテーブルにリークできません。プライベート AS番号は一意ではなく、BGPのベストパ
スの計算には一意のAS番号が必要であるからです。そのため、ルートがBGPピアに伝播され
る前に、ASパスからプライベート AS番号を削除する必要がある可能性があります。

ASパスからプライベート ASNの削除および交換の利点
外部BGPでは、グローバルなインターネットへのルーティングで、グローバルに一意なAS番
号を使用する必要があります。プライベート AS番号（これは一意でない）を使用すると、グ
ローバルなインターネットにアクセスできません。この機能を使用すると、プライベート AS
に属するルータがグローバルなインターネットにアクセスできます。ネットワーク管理者は、

発信アップデートメッセージに含まれる ASパスからプライベート ASを削除するようにルー
タを設定します。場合によっては、これらの番号をローカルルータのASNで置き換えて、AS
パス長が変化しないようにします。

ASパスからプライベート ASNの削除に関する過去の制約事項
ASパスからプライベートAS番号を削除する機能は、以前から利用できました。Cisco IOS XE
Release 3.1S以前は、この機能には次の制約事項がありました。

• ASパスがプライベートとパブリックの両方の AS番号に含まれる場合、neighbor
remove-private-asコマンドでプライベート AS番号が削除されませんでした。
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• ASパスにコンフェデレーションセグメントが含まれている場合、自律パスのコンフェデ
レーション部分の後にプライベートAS番号が続く場合に限って、neighborremove-private-as
コマンドでプライベート AS番号が削除されていました。

• ASパスに eBGPネイバーの AS番号が含まれている場合、プライベート AS番号は削除さ
れませんでした。

ASパスからプライベート ASNの削除の拡張機能
ASパスからプライベート ASNの削除および交換機能は、次のように拡張されました。

• neighbor remove-private-asコマンドでは、ASパスにパブリックとプライベートの両方の
ASNが含まれる場合でも、ASパスからプライベート AS番号が削除されます。

• neighbor remove-private-asコマンドでは、ASパスにプライベート AS番号のみが含まれ
る場合でも、ASパスからプライベートAS番号が削除されます。このコマンドは eBGPピ
アのみに適用され、その場合、eBGPピアではローカルルータの AS番号が ASパスに付
加されるため、長さ 0の ASパスにはなることはありません。

• neighbor remove-private-asコマンドでは、ASパスでコンフェデレーションセグメントの
前にプライベート ASNが出現する場合でも、プライベート AS番号が削除されます。

• replace-asキーワードを使用して、パスから削除されるプライベート AS番号をローカル
AS番号と交換できるため、ASパスの長さは同じままに保つことができます。

•この機能は、アドレスファミリごとにネイバーに適用できます（アドレスファミリコン
フィギュレーションモード）。そのため、この機能をあるアドレスファミリのネイバー

には適用して、別のアドレスファミリでは適用しないようにすることで、機能が設定され

ているアドレスファミリのみのアウトバウンド側のアップデートメッセージに影響を与

えることができます。

•この機能は、ピアグループテンプレートモードで適用できます。

•この機能を設定すると、show ip bgp update-groupおよび show ip bgp neighborコマンドの
出力で、プライベート AS番号が削除または交換されたことが示されます。
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ASパスからプライベート ASNを削除および交換する方
法

ASパスのプライベート ASNの削除および置換（Cisco IOS XE Release
3.1S以降）

eBGPネイバーのアウトバウンド側でASパスからプライベートAS番号を削除するには、次の
作業を実行します。また、プライベート AS番号をローカルルータの AS番号に置き換える場
合は、手順 17で all replace-asキーワードを指定します。

この作業例は、下の図のシナリオにおけるルータ 2の設定を反映しています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. exit
6. interface type number
7. ip address ip-address mask
8. exit
9. interface type number
10. ip address ip-address mask
11. exit
12. router bgp autonomous-system-number
13. network network-number
14. network network-number
15. neighbor {ip-address | ipv6-address[%]| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
16. neighbor {ip-address | ipv6-address[%]| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
17. neighbor {ip-address | peer-group-name} remove-private-as [all [replace-as]]
18. end
19. show ip bgp update-group
20. show ip bgp neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを設定します。interface type number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitethernet 0/0

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip address 172.30.1.1
255.255.0.0

次に高次のコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 5

Router(config-if)# exit

インターフェイスを設定します。interface type number

例：

ステップ 6

Router(config)# interface serial 0/0

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 7

Router(config-if)# ip address 172.16.0.2
255.255.255.0

次に高次のコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 8

Router(config-if)# exit

インターフェイスを設定します。interface type number

例：

ステップ 9

Router(config)# interface serial 1/0

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 10

Router(config-if)# ip address 192.168.0.1
255.255.255.0
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目的コマンドまたはアクション

次に高次のコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 11

Router(config-if)# exit

BGPインスタンスを指定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 12

Router(config)# router bgp 5

ネットワークが BGPによってアドバタイズされる
ように指定します。

network network-number

例：

ステップ 13

Router(config-router)# network 172.30.0.0

ネットワークが BGPによってアドバタイズされる
ように指定します。

network network-number

例：

ステップ 14

Router(config-router)# network 192.168.0.0

エントリをルーティングテーブルに追加します。neighbor {ip-address | ipv6-address[%]|
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

ステップ 15

•この例では、ルータ3をプライベートAS65000
の eBGPネイバーとして設定します。例：

Router(config-router)# neighbor 172.16.0.1
remote-as 65000

エントリをルーティングテーブルに追加します。neighbor {ip-address | ipv6-address[%]|
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

ステップ 16

•この例では、ルータ 1をパブリック AS 1の
eBGPネイバーとして設定します。例：

Router(config-router)# neighbor 192.168.0.2
remote-as 1

発信更新の ASパスからプライベート AS番号を削
除します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remove-private-as [all [replace-as]]

例：

ステップ 17

•この例では、発信 eBGP更新のASパスからプ
ライベート AS番号を削除し、ローカルルー

Router(config-router)# neighbor 192.168.0.2
remove-private-as all replace-as タのパブリックAS番号である 5で置き換えま

す。

現在のコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 18

Router(config-router)# end
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGP更新グループの情報を表示します。show ip bgp update-group

例：

ステップ 19

Router# show ip bgp update-group

（任意）BGPネイバーに関する情報を表示します。show ip bgp neighbors

例：

ステップ 20

Router# show ip bgp neighbors

ASパスからプライベート ASNを削除および交換する設
定例

プライベート ASNの削除の例（Cisco IOS XE Release 3.1S）
次の例では、ルータ Aが neighbor remove-private-asコマンドで設定されています。このコマ
ンドは、172.30.0.7のネイバーに送信される更新でプライベート AS番号が削除されます。そ
の後の showコマンドで、ホスト1.1.1.1へのルートに関する情報を要求します。出力には、AS
パス 1001 65200 65201 65201 1002 1003 1003にプライベート AS番号 65200、65201、65201が
含まれています。

これらのプライベート AS番号が ASパスから削除されたことを確認するには、ルータ Bの
showコマンドでもホスト 1.1.1.1へのルートに関する情報を要求します。短いASパス 100 1001
1002 1003 1003が出力されますが、プライベート AS番号 65200、65201、および 65201が除外
されています。パスの先頭に付加された 100は、ルータ B自身の AS番号です。

ルータ A

router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 19.0.101.1 remote-as 1001
neighbor 172.30.0.7 remote-as 200
neighbor 172.30.0.7 remove-private-as all
no auto-summary

RouterA# show ip bgp 1.1.1.1
BGP routing table entry for 1.1.1.1/32, version 2
Paths: (1 available, best #1, table default)
Advertised to update-groups:

1 2
1001 65200 65201 65201 1002 1003 1003
19.0.101.1 from 19.0.101.1 (19.0.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best RouterA#
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ルータ B（すべてのプライベート ASNを削除済み）

RouterB# show ip bgp 1.1.1.1
BGP routing table entry for 1.1.1.1/32, version 3
Paths: (1 available, best #1, table default)
Not advertised to any peer
100 1001 1002 1003 1003
172.30.0.6 from 172.30.0.6 (19.1.0.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best RouterB#

プライベート ASNの削除および置換の例（Cisco IOS XE Release 3.1S）
次の例では、ルータ Aがピア 172.30.0.7にプレフィックスを送信すると、ASパスのすべての
プライベート ASNがルータ自身の ASNである 100で置き換えられます。

ルータ A

router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 172.16.101.1 remote-as 1001
neighbor 172.16.101.1 update-source Loopback0
neighbor 172.30.0.7 remote-as 200
neighbor 172.30.0.7 remove-private-as all replace-as
no auto-summary

ルータ Aは、ピア 172.16.101.1から 1.1.1.1を受信しますが、次の出力に示すように、その AS
パスリストにはプライベート ASN（65200、65201、および 65201）があります。

RouterA# show ip bgp 1.1.1.1
BGP routing table entry for 1.1.1.1/32, version 2
Paths: (1 available, best #1, table default)

Advertised to update-groups:
1 2

1001 65200 65201 65201 1002 1003 1003
172.16.101.1 from 172.16.101.1 (172.16.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best RouterA#

ルータAは neighbor 172.30.0.7 remove-private-as all replace-asで設定されるため、ルータAは
すべてのプライベート ASNが 100で置き換えられたプレフィックス 1.1.1.1を送信します。

ルータ B

RouterB# show ip bgp 1.1.1.1
BGP routing table entry for 1.1.1.1/32, version 3
Paths: (1 available, best #1, table default)

Not advertised to any peer
100 1001 100 100 100 1002 1003 1003
172.30.0.6 from 172.30.0.6 (192.168.1.2)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best RouterB#

ルータ B

router bgp 200
bgp log-neighbor-changes
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neighbor 172.30.0.6 remote-as 100
no auto-summary

プライベート ASNの置換の例（Cisco IOS XE Release 2S）
この例では、ルータ 3でプライベートASN 65000を使用します。ルータ 1およびルータ 2は、
それぞれパブリック ASN AS 1および AS 5を使用します。

下の図に、サービスプロバイダーに属しているルータ2、およびそのクライアントであるルー
タ 1およびルータ 3を示します。

図 35 :プライベート AS番号の削除

この例では、サービスプロバイダーに属しているルータ 2で、次のようにプライベートAS番
号を削除します。

1. ルータ 3は、ASパス属性 65000のネットワーク 10.0.0.0/24をルータ 2にアドバタイズし
ます。

2. ルータ 2は、ルータ 3から更新を受け取り、ルーティングテーブルにネクストホップ
172.16.0.1（ルータ 3のシリアルインターフェイス S0）でネットワーク 10.0.0.0/24に関す
るエントリを作成します。

3. ルータ 2（サービスプロバイダーデバイス）は、neighbor 192.168.0.2 remove-private-asコ
マンドで設定されると、プライベートAS番号を削除して自身のAS番号を10.0.0.0/24ネッ
トワークの ASパス属性として新しい更新パケットを構成し、パケットをルータ 1に送信
します。

4. ルータ 1は、ネットワーク 10.0.0.0/24の eBGP更新を受信し、ルーティングテーブルにネ
クストホップ 192.168.0.1（ルータ 2のシリアルインターフェイス S1）でエントリを作成
します。ルータ 1で認識されるこのネットワークの ASパス属性は、AS 5（ルータ 2）で
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す。つまりプライベートAS番号がインターネットのBGPテーブルに入ることはありませ
ん。

ルータ 3、ルータ 2、およびルータ 1の設定は次のとおりです。

ルータ 3

interface gigabitethernet 0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
!
interface Serial 0
ip address 172.16.0.1 255.255.255.0
!
router bgp 65000
network 10.0.0.0 mask 255.255.255.0
neighbor 172.16.0.2 remote-as 5
!---Configures Router 2 as an eBGP neighbor in public AS 5.
!
end

ルータ 2

interface gigabitethernet 0/0
ip address 172.30.1.1 255.255.0.0
!
interface Serial 0
ip address 172.16.0.2 255.255.255.0
!
interface Serial 1
ip address 192.168.0.1 255.255.255.0
!
router bgp 5
network 172.30.0.0
network 192.168.0.0
neighbor 172.16.0.1 remote-as 65000
!---Configures Router 3 as an eBGP neighbor in private AS 65000.
neighbor 192.168.0.2 remote-as 1
!---Configures Router 1 as an eBGP neighbor in public AS 1.
neighbor 192.168.0.2 remove-private-as
!---Removes the private AS numbers from outgoing eBGP updates.
!
end

ルータ 1

version 12.2
!
!
interface Serial 0
ip address 192.168.0.2 255.255.255.0
!
router bgp 1
neighbor 192.168.0.1 remote-as 5
!---Configures Router 2 as an eBGP neighbor in public AS 5.
!
end
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

標準

タイト

ル

標

準

--な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

ASパスからプライベート ASNの削除および交換の機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 31 : BGP -プライベート ASの削除および置換の機能情報

機能情報リリース機能名

プライベート自律システム（AS）番号は、グローバルに一
意なAS番号を保護するために、ISPおよびお客様のネット
ワークで使用されます。プライベート AS番号は一意でな
いため、この番号を使用してグローバルなインターネット

にアクセスすることはできません。AS番号は、ルーティ
ングテーブルで eBGP ASパスに出現します。プライベー
トAS番号を使用している場合にグローバルなインターネッ
トにアクセスするには、ASパスからプライベートAS番号
を削除することが必要です。

次のコマンドが変更されました。

• neighbor remove-private-as

Cisco IOS XE
Release 3.1S

BGP -プライベー
ト ASフィルタの
削除および置換
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第 16 章

BGPネイバーセッションオプションの設定

このモジュールでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーピアセッションに
関するさまざまなオプションを設定する設定作業について説明します。BGPは、組織間のルー
プのないルーティングを提供するよう設計されたドメイン間ルーティングプロトコルです。こ

のモジュールでは、BGPネイバーセッションコマンドを使用して以下を設定する作業につい
て説明します。

•自律システムの移行に役立つオプション

• TTLセキュリティチェック（CPU使用率に基づく攻撃から外部BGP（eBGP）ピアリング
セッションを保護する簡単なセキュリティメカニズム）

•機能情報の確認（425ページ）
• BGPネイバーセッションオプションの設定に関する情報（426ページ）
• BGPネイバーセッションのオプションの設定方法（430ページ）
• BGPネイバーセッションオプションの設定例（451ページ）
•次の作業（453ページ）
•その他の参考資料（454ページ）
• BGPネイバーセッションのオプション設定の機能情報（455ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPネイバーセッションオプションの設定に関する情報

BGPネイバーセッション
BGPは主に、ローカルネットワークを外部ネットワークに接続して、インターネットにアク
セスしたり、他の組織に接続したりするために使用されます。BGP対応ルータは、別の BGP
対応デバイスを自動的には検出しません。ネットワーク管理者は、通常、BGP対応ルータ間の
関係を手動で設定します。

BGPネイバーデバイスは、別の BGP対応デバイスへのアクティブな伝送制御プロトコル
（TCP）接続がある BGP対応ルータです。BGPデバイス間の関係は、多くの場合、ネイバー
ではなくピアと呼ばれます。これは、ネイバーは、複数の BGPデバイスがその間で他のルー
タを経由せず直接接続する概念を意味する場合があるためです。BGPネイバーまたはピアセッ
ションの設定には BGPネイバーセッションのコマンドが使用されるため、このモジュールで
は「ピア」ではなく「ネイバー」という用語を使用します。

高速ピアリングセッションの非アクティブ化に対する BGPサポート

BGPホールドタイマー

デフォルトでは、BGPホールドタイマーは、シスコソフトウェアで 180秒ごとに実行するよ
うに設定されます。このタイマー値は、デフォルトとして設定され、BGPルーティングプロ
セスを別のルーティングプロトコルを持つピアリングセッションが原因になっている可能性

がある不安定な状態から保護します。BGPデバイスは、通常、大きなルーティングテーブル
を持っているため、頻繁にセッションをリセットすることは好ましくありません。

BGPの高速ピアリングセッションの非アクティブ化

BGPの高速ピアリングセッションを無効にすると、BGPコンバージェンスおよび BGPネイ
バーの隣接変更に対する応答時間が向上します。この機能は、イベントによって引き起こさ

れ、ネイバーごとに設定されます。この機能をイネーブルにすると、BGPは指定したネイバー
でピアリングセッションをモニタします。隣接変更が検出され、終了したピアリングセッショ

ンがデフォルトのまたは設定した BGPスキャン間隔中に無効にされます。

BGP高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキング

Cisco IOSRelease 12.4(4)T、12.2(31)SB、12.2(33)SRB、およびこれら以降のリリースでは、BGP
の選択的アドレストラッキング機能により、BGPの高速セッションの非アクティブ化ととも
にルートマップの使用が導入されました。route-mapキーワードおよび map-name引数は、
neighbor fall-over BGPネイバーセッションコマンドとともに使用され、BGPピアへのルート
が変更されたときに、この BGPネイバーのあるピアリングセッションをリセットする必要が
あるかどうかを判断します。このルートマップは、新しいルートに対して評価され、 deny文
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が返された場合、ピアセッションがリセットされます。このルートマップはセッションの確

立には使用されません。

neighbor fall-overコマンドは、Cisco IOS Release 15.0(1)SYではサポートされていません。bgp
nexthopコマンドの route-mapとmap-nameというキーワードと引数のペアは、Cisco IOSRelease
15.0(1)SYではサポートされていません。

（注）

match ip addressコマンドとmatch source-protocolコマンドだけがルートマップでサポー
トされます。setコマンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

（注）

BGP IPv6ネイバーの BFDサポート
Cisco IOS Release 15.1(2)S以降では、双方向フォワーディング検出（BFD）を IPv6アドレスが
あるBGPネイバーの高速転送パス障害を追跡するために使用できます。BFDはあらゆるメディ
アタイプ、カプセル化、トポロジ、およびルーティングプロトコルの高速転送パス障害検出

回数を提供するように設計された検出プロトコルです。BFDは転送パス障害後の BGPの再コ
ンバージェンス時間を短縮します。

BGPネイバーセッションの TTLセキュリティチェック

TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート

TTLセキュリティチェック機能は、BGPに実装されると簡単なセキュリティメカニズムを導
入し、eBGPネイバーセッションを CPU利用率に基づく攻撃から防御します。この種の攻撃
は、偽造の送信元と宛先の IPアドレスを含む大量の IPパケットでネットワークをあふれさせ
てネットワークを無効にしようとする典型的なブルートフォースのサービス妨害（DoS）攻撃
です。

TTLセキュリティチェック機能は、受信 IPパケットの TTLフィールドの値を各 eBGPネイ
バーセッションにローカルで設定されているホップカウントと比較して、eBGPネイバーセッ
ションを防御します。着信 IPパケットの TTLフィールドの値が、ローカルで設定された値以
上の場合、この IPパケットは受け入れられ、通常どおり処理されます。IPパケットの TTL値
が、ローカルで設定された値未満の場合、パケットはサイレントに廃棄され、インターネット

制御メッセージプロトコル（ICMP）メッセージは生成されません。これは設計された動作で
す。偽造パケットへの応答は必要ありません。

IPパケットヘッダーの TTLフィールドを偽造することは可能ですが、信頼できるピアが属す
るネットワークが損なわれていない限り、信頼できるピアの TTLカウントと一致するように
TTLカウントを正確に偽造することは不可能です。

TTLセキュリティチェック機能は、直接接続されているネイバーセッションとマルチホップ
eBGPネイバーセッションの両方をサポートします。BGPネイバーセッションは、無効なTTL
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値を含む着信パケットには影響されません。BGPネイバーセッションは開いたままで、ルー
タがサイレントに無効なパケットを廃棄します。ただし、それでも BGPセッションは、セッ
ションタイマーが期限切れになる前にキープアライブパケットを受信しないと期限切れにな

ることがあります。

BGPネイバーセッションの TTLセキュリティチェック

TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート機能は、neighbor ttl-securityコマンドを使
用してルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードで設定されます。この機能が有効な場合、BGPは、IPパケットヘッダーのTTL値が
ピアリングセッション用に設定された TTL値以上の場合だけセッションを確立または維持し
ます。この機能を有効にすると、eBGPセッションが受信方向だけ保護され、送信 IPパケット
またはリモートルータは影響を受けません。hop-count引数は、2つのピアを区切るホップの
最大数を設定するために使用されます。TTL値は、設定されたホップカウントからルータに
よって決定されます。この引数の値は、1～ 254の数値です。

マルチホップ BGPネイバーセッションに対する TTLセキュリティチェックのサポート

TTLセキュリティチェックに対するBGPサポート機能は、直接接続されているネイバーセッ
ションとマルチホップネイバーセッションの両方をサポートします。この機能がマルチホッ

プネイバーセッションに設定されている場合、neighbor ebgp-multihopルータコンフィギュ
レーションコマンドは設定できず、ネイバーセッションを確立する必要はありません。これ

らのコマンドは、二者択一で、マルチホップネイバーセッションを確立するには 1つのコマ
ンドだけが必要です。両方のコマンドを同じピアリングセッションに設定しようとすると、コ

ンソールにエラーメッセージが表示されます。

この機能を既存のマルチホップセッションに設定するには、まず既存のネイバーセッション

を no neighbor ebgp-multihopコマンドで無効にする必要があります。マルチホップネイバー
セッションは、この機能を neighbor ttl-securityコマンドで有効にすると復元されます。

この機能は、参加している各ルータで設定する必要があります。この機能の効果を最大化する

には、ローカルネットワークと外部ネットワークの間のホップカウントが一致するように

hop-count引数を厳密に設定する必要があります。ただし、この機能をマルチホップネイバー
セッションに設定する場合は、パスの種類を考慮する必要もあります。

TTLセキュリティチェックに対する BGPサポートの利点

TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート機能は、eBGPネイバーセッションを CPU
利用率に基づく攻撃から防御する、効果的で容易に導入できるソリューションを提供します。

この機能が有効な場合、ホストがローカル BGPネットワークまたはリモート BGPネットワー
クのメンバでない場合、あるいはホストがローカル BGPネットワークとリモート BGPネット
ワークの間のネットワークセグメントに直接接続されていない場合、ホストは BGPセッショ
ンを攻撃できません。このソリューションは、BGP自律システムへの DoS攻撃の効果を大幅
に軽減します。
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セッションごとの TCPの PMTUDに対する BGPサポート

パスMTU検出

IPプロトコルファミリは、広範な伝送リンクを使用できるように設計されました。最大 IPパ
ケット長は、65000バイトです。ほとんどの伝送リンクは、最大伝送単位（MTU）と呼ばれ
る、より小さい最大パケット長の制限が適用されます。この制限は、伝送リンクの種類によっ

て異なります。IPの設計は、発信リンクに対する必要に応じて中間ルータで IPパケットをフ
ラグメント化することにより、リンクパケット長の制限を受け入れます。IPパケットの最後
の宛先は、必要に応じて、フラグメント化されたパケットの再組み立てを行います。

すべての TCPセッションは、単一のパケットで転送可能なバイト数に関する制限によってバ
インドされます。この制限は、最大セグメントサイズ（MSS）と呼ばれます。TCPは、パケッ
トを IPレイヤに渡す前に、送信キューでパケットをチャンクに分割します。小さいMSSは、
宛先デバイスへのパスにある IPデバイスで断片化されない場合がありますが、小さいパケッ
トは、パケットを転送するために必要な帯域幅の量を増加します。最大 TCPパケット長は、
TCPセットアッププロセス中に、送信元デバイスのアウトバウンドインターフェイスのMTU
と宛先デバイスによって知らされるMSSの両方によって決まります。

パスMTU検出（PMTUD）は、最適の TCPパケット長を検出するソリューションとして開発
されました。PMTUDは、最適化（RFC1191で詳述）で、ここで送信元から宛先へのパスで断
片化されないTCP接続が最長パケットの送信を試行します。PMTUDは、この作業を IPパケッ
トでフラグ Don't Fragment（DF）を使用して行います。このフラグは、パケットが長すぎるた
め、これをリンクを超えて送信できない中間ルータの動作を変えるためのものです。通常、こ

のフラグはオフで、ルータはパケットをフラグメント化し、このフラグメントを送信する必要

があります。ルータが、DFビットが設定された状態で IPデータグラムをパケットのサイズよ
りも小さいMTUを持つリンクに転送しようとすると、ルータは、パケットをドロップし、
ICMP宛先到着不能メッセージを「断片化が必要です。DFが設定されています」ということを
示すコードとともにこの IPデータグラムの送信元に返します。送信元のデバイスは、ICMP
メッセージを受信すると、送信MSSを低くし、TCPがセグメントを再送信するときに、より
小さいセグメントサイズを使用します。

BGPネイバーセッションの TCPの PMTUD

TCPの PMTUDは、すべての BGPネイバーセッションに対してデフォルトで有効にされます
が、1つまたはすべての BGPネイバーセッションに対して TCPの PMTUDを無効にする必要
がある場合があります。PMTUDは、大きい伝送リンク（たとえば、Packet overSonetリンク）
では適切に動作しますが、不適切に設定された TCP実装やファイアウォールでは、TCP接続
のパケット転送を遅くしたり停止したりする場合があります。この種の状況では、TCPの
PMTUDを無効にする必要がある場合があります。

シスコソフトウェアでは、設定オプションが導入され TCPの PMTUDを単一の BGPネイバー
セッションまたはすべての BGPセッションに対して無効、または再度有効にできます。TCP
の PMTUDをすべての BGPネイバーに対してグローバルに無効にするには、no bgp transport
path-mtu-discoveryコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用します。単一のネ
イバーに対して TCPの PMTUDを無効にするには、no neighbor transport path-mtu-discovery
コマンドをルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレー
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ションモードで使用します。詳細については、「すべての BGPセッションに対する TCPの
PMTUDのグローバルな無効化」の項または「単一の BGPネイバーに対する TCPの PMTUD
の無効化」の項を参照してください。

BGPネイバーセッションのオプションの設定方法

高速セッションの非アクティブ化の設定

この項の作業は、BGPネクストホップアドレストラッキングの設定方法を示しています。BGP
ネクストホップアドレストラッキングによって、RIBでのネクストホップの変更に対するBGP
の応答時間が大幅に改善されます。ただし、不安定な内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ピ
アにより、BGPネイバーセッションが不安定になることがあります。BGPへの影響の可能性
を軽減するために、不安定な IGPピアリングセッションを積極的にダンプニングさせること
を推奨します。ルートのダンプニングの詳細については、「内部 BGP機能の設定」モジュー
ルを参照してください。

BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化の設定

BGPネイバーを持つピアリングセッションを確立し、このピアリングセッションを高速セッ
ションの非アクティブ化に設定して、このピアリングセッションが無効にされた場合のネット

ワークコンバージェンス時間を向上するには、次の作業を実行します。

BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化を有効にすると、BGPコンバージェンス時
間が大幅に向上します。ただし、不安定な IGPピアにより、引き続き BGPネイバーセッショ
ンが不安定になることがあります。BGPへの影響の可能性を軽減するために、不安定な IGP
ピアリングセッションを積極的にダンプニングさせることを推奨します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• address-family ipv4 [unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
• address-family ipv6 [unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address fall-over
7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv6アドレッシングを有効にします。こ
次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4

• address-family ipv4 [unicast [vrf vrf-name] | vrf
vrf-name] の手順は、VRFアドレスファミリの高速セッション

の非アクティブ化を設定する場合に実行します。• address-family ipv6 [unicast [vrf vrf-name] | vrf
vrf-name] 手順 4は、VRFで高速セッションの非ア

クティブ化を設定する場合にのみ必要で

す。VRFで高速セッションの非アクティ
ブ化を設定しない場合は、この手順をス

キップし、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモード（config-router-af）では
なく、ルータ BGPモード（config-router）
で以下のコマンドを実行してください。

（注）

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
vrf blue

BGPネイバーを持つピアリングセッションを確立し
ます。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000

高速セッションを無効にするようにBGPピアリング
を設定します。

neighbor ip-address fall-over

例：

ステップ 6

• BGPは、セッションが無効になると、このピア
で学習したすべてのルートを削除します。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
fall-over

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# end

高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキングの設定

高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキングを設定するには、次の作業を

実行します。neighbor fall-overコマンドのオプションの route-mapキーワードおよびmap-name
引数を使用して、BGPピアへのルートが変更されたときに BGPネイバーを持つピアリング
セッションを非アクティブ化（リセット）する必要があるかどうかを判断します。このルート

マップは、新しいルートに対して評価され、deny文が返された場合、ピアセッションがリセッ
トされます。

match ip addressコマンドとmatch source-protocolコマンドだけがルートマップでサポートさ
れます。setコマンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address fall-over [route-map map-name]
6. exit
7. ip prefix-list list-name [seq seq-value ]{deny network / length | permit network / length}

[ge ge-value] [le le-value]
8. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
9. match ip address prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

BGPへのルートが変更されるときにルートマップ
を適用します。

neighbor ip-address fall-over [route-mapmap-name]

例：

ステップ 5

•この例では、ネイバー 192.168.1.2へのルート
が変更されるときに、CHECK-NBRという名
前のルートマップが適用されます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
fall-over route-map CHECK-NBR

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

BGPネクストホップルートフィルタリングのプレ
フィックスリストを作成します。

ip prefix-list list-name [seq seq-value ]{deny
network / length | permit network / length} [ge ge-value]
[le le-value]

ステップ 7

•選択的ネクストホップルートフィルタリング
は、アドレスファミリごとにプレフィックス例：

Device(config)# ip prefix-list FILTER28 seq 5
permit 0.0.0.0/0 ge 28

長のマッチングまたは送信元プロトコルのマッ

チングをサポートします。

•この例では、マスク長が28以上の場合だけルー
トを許可する FILTER28という名前のプレ
フィックスリストが作成されます。

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 8

•この例では、CHECK-NBRという名前のルー
トマップが作成されます。次の matchコマン

Device(config)# route-map CHECK-NBR permit 10
ドで IPアドレスの一致がある場合、その IPア
ドレスは許可されます。
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目的コマンドまたはアクション

指定されたプレフィックスリスト内の IPアドレス
のマッチングを行います。

match ip address prefix-list prefix-list-name
[prefix-list-name...]

例：

ステップ 9

•プレフィックスリストの名前を指定するには、
prefix-list-name引数を使用します。省略記号

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list FILTER28 は、複数のプレフィックスリストを指定でき

ることを意味します。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 10

Device(config-route-map)# end

次の作業

ピアポリシーテンプレートの作成後、ピアポリシーテンプレートのコンフィギュレーション

を、別のピアポリシーテンプレートに継承、または適用することができます。ピアポリシー

の継承の詳細については、「inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレート
の継承の設定」の項または「neighbor inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテン
プレートの継承の設定」の項を参照してください。

BGP IPv6ネイバーの BFDの設定
Cisco IOS Release 15.1(2)S以降では、双方向フォワーディング検出（BFD）を IPv6アドレスが
ある BGPネイバーに使用できます。

BFDネイバーがアップ状態であることが確認されると、show bgp ipv6 unicast neighborsコマ
ンドは、高速フォールオーバーを検出するためにBFDを使用することを、指定されたネイバー
に示します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 unicast-routing
4. ipv6 cef
5. interface type number
6. ipv6 address ipv6-address / prefix-length
7. bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value
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8. no shutdown
9. exit
10. router bgp autonomous-system-number
11. no bgp default ipv4-unicast
12. address-family ipv6 [ vrf vrf-name] [unicast |multicast | vpnv6]
13. neighbor ipv6-address remote-as autonomous-system-number
14. neighbor ipv6-address fall-over bfd
15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6ユニキャストデータグラムの転送を有効にし
ます。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 unicast-routing

IPv6のシスコエクスプレスフォワーディングを有
効にします。

ipv6 cef

例：

ステップ 4

Device(config)# ipv6 cef

インターフェイスタイプと番号を設定します。interface type number

例：

ステップ 5

Device(config)# interface fastethernet 0/1

IPv6アドレスを設定し、インターフェイスで IPv6
処理を有効にします。

ipv6 address ipv6-address / prefix-length

例：

ステップ 6

Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:1:1::1/64

インターフェイスのベースライン BFDセッション
パラメータを設定します。

bfd interval milliseconds min_rx milliseconds
multiplier multiplier-value

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# bfd interval 500 min_rx 500
multiplier 3

インターフェイスを再起動します。no shutdown

例：

ステップ 8

Device(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに入ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 9

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 10

Device(config)# router bgp 40000

ピアリングセッションを確立するためのデフォル

トの IPv4ユニキャストアドレスファミリを無効に
します。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Device(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

ステップ 11

•グローバルスコープでこのコマンドを設定す
ることを推奨します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv6アドレッシングを有効にします。
address-family ipv6 [ vrf vrf-name] [unicast |multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 12

Device(config-router)# address-family ipv6

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv6 BGPネイバーテーブ
ルに追加します。

neighbor ipv6-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:2:1::4 remote-as 45000

BGPが BFDを使用して IPv6ネイバーのピアリン
グセッションをモニタできるようにします。

neighbor ipv6-address fall-over bfd

例：

ステップ 14

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:2:1::4 fall-over bfd

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# end

BGPネイバーセッションの TTLセキュリティチェックの設定
IPパケットヘッダーの TTL値が BGPネイバーセッション用に設定された TTL値以上の場合
のみ BGPがセッションを確立または維持できるようにするには、次の作業を実行します。

始める前に

• TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート機能の効果を最大化するために、参加
している各ルータでこの機能を設定することを推奨します。この機能を有効にすると、

eBGPセッションが受信方向だけ保護され、送信 IPパケットまたはリモートルータは影
響を受けません。

• TTLセキュリティチェックに対するBGPサポート機能がマルチホップネイバーセッショ
ン用に設定されている場合、neighbor ebgp-multihopコマンドは必要なく、この機能を設
定する前にこのコマンドを無効にする必要があります。

•大きい直径のマルチホップピアリングでは、TTLセキュリティチェックに対する BGPサ
ポート機能の効果は下がります。大きい直径のピアリング用に設定された BGPルータに
対する CPU利用率に基づく攻撃の場合は、影響を受けたネイバーセッションをシャット
ダウンして、この攻撃に対処する必要がある場合があります。

•この機能は、ローカルネットワークおよびリモートネットワーク内部が損なわれている
ピアからの攻撃には効果的ではありません。この制約事項には、ローカルネットワークと

リモートネットワークの間のネットワークセグメント上のピアも含まれます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. trace [protocol] destination
3. configure terminal
4. router bgp autonomous-system-number
5. neighbor ip-address ttl-security hops hop-count
6. end
7. show running-config
8. show ip bgp neighbors [ip-address]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

パケットが宛先に移動中、実際に通過する指定され

たプロトコルのルートを検出します。

trace [protocol] destination

例：

ステップ 2

• traceコマンドを入力して、指定されたピアへの
ホップカウントを決定します。

Device# trace ip 10.1.1.1

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 65000

2つのピアを区切るホップの最大数を設定します。neighbor ip-address ttl-security hops hop-count

例：

ステップ 5

• hop-count引数は、ローカルピアとリモートピ
アを区切るホップカウントに設定されます。IP

Device(config-router)# neighbor 10.1.1.1
ttl-security hops 2 パケットヘッダーの予想される TTL値が 254

の場合、数値 1を hop-count引数に設定する必
要があります。値の範囲は、1～ 254の数番で
す。

• TTLセキュリティチェックに対するBGPサポー
ト機能が有効な場合、BGPは、予想値以上の
TTL値を持つ着信 IPパケットを受け入れます。
受け入れられないパケットは廃棄されます。

•この設定例では、予想される着信 TTL値が 253
（255引く TTL値の 2）以上に設定されます。
これは、BGPピアから予想される最小 TTL値
です。ローカルルータは、10.1.1.1ネイバーが
1または 2ホップ離れている場合だけ、このネ
イバーからのピアリングセッションを受け入れ

ます。
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）現在実行中のコンフィギュレーションファ

イルの内容を表示します。

show running-config

例：

ステップ 7

•このコマンドの出力は、各ピアの neighbor
ttl-securityコマンドの設定を出力の BGPコンDevice# show running-config | begin bgp

フィギュレーションセクションの下に表示しま

す。そのセクションには、ネイバーアドレスお

よび構成されたホップカウントが含まれます。

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 8

•このコマンドは、TTLセキュリティチェックに
対するBGPサポート機能が有効になっている場Device# show ip bgp neighbors 10.4.9.5

合、「External BGP neighbor may be up to number
hops away」と表示します。この number値は、
ホップカウントを表します。これは、1～ 254
の数値です。

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

例

TTLセキュリティチェックに対するBGPサポート機能の設定は、show running-config
コマンドおよび show ipbgpneighborsコマンドを使用して確認できます。この機能は、
各ピアでローカルに設定されるため、確認するリモート設定はありません。

次に、show running-configコマンドの出力例を示します。この出力は、着信 IPパケッ
トの予想される TTLカウントが 253または 254の場合だけ、ネイバー 10.1.1.1がネイ
バーセッションを確立または維持するように設定されていることを示します。
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Router# show running-config
| begin bgp

router bgp 65000
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.1.1.1 remote-as 55000
neighbor 10.1.1.1 ttl-security hops 2
no auto-summary
.
.
.

次に、show ip bgp neighborsコマンドの出力例を示します。この出力は、10.1.1.1ネイ
バーが 2ホップ以下離れている場合だけ、ローカルルータがパケットをこのネイバー
から受け入れることを示します。この機能の設定は、出力のアドレスファミリセク

ションに表示されます。関連行は、出力に太字で表示されます。

Router# show ip bgp neighbors 10.1.1.1
BGP neighbor is 10.1.1.1, remote AS 55000, external link
BGP version 4, remote router ID 10.2.2.22
BGP state = Established, up for 00:59:21
Last read 00:00:21, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 2 2
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 226 227
Route Refresh: 0 0
Total: 228 229

Default minimum time between advertisement runs is 5 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue sizes : 0 self, 0 replicated
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
Member of update-group 1

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 0 0
Prefixes Total: 0 0
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 0
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Total: 0 0

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Connections established 2; dropped 1
Last reset 00:59:50, due to User reset
External BGP neighbor may be up to 2 hops away.

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Local host: 10.2.2.22, Local port: 179
Foreign host: 10.1.1.1, Foreign port: 11001
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
440

BGPネイバーセッションオプションの設定

BGPネイバーセッションの TTLセキュリティチェックの設定



Event Timers (current time is 0xCC28EC):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 63 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 62 50 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
iss: 712702676 snduna: 712703881 sndnxt: 712703881 sndwnd: 15180
irs: 2255946817 rcvnxt: 2255948041 rcvwnd: 15161 delrcvwnd: 1223
SRTT: 300 ms, RTTO: 607 ms, RTV: 3 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 0 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: passive open, nagle, gen tcbs

Datagrams (max data segment is 1460 bytes):
Rcvd: 76 (out of order: 0), with data: 63, total data bytes: 1223
Sent: 113 (retransmit: 0, fastretransmit: 0), with data: 62, total data bytes: 4

セッションごとの TCPの PMTUDに対する BGPサポートの設定
ここでは、次のタスクについて説明します。

すべての BGPセッションに対する TCPの PMTUDのグローバルな無効化

すべての BGPセッションに対して TCPの PMTUDを無効にするには、次の作業を実行しま
す。BGPセッションを設定するときに TCPの PMTUDは、デフォルトで有効になりますが、
show ip bgp neighborsコマンドを入力して、TCPの PMTUDが有効になっていることを確認す
ることを推奨します。

始める前に

この作業は、アクティブな TCP接続を持つ BGPネイバーを事前に設定済みであることを前提
としています。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp neighbors [ip-address]
3. configure terminal
4. router bgp autonomous-system-number
5. no bgp transport path-mtu-discovery
6. end
7. show ip bgp neighbors [ip-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable
•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 2

•このコマンドを使用して、BGPネイバーでTCP
の PMTUDが無効かどうかを判断します。Device# show ip bgp neighbors

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 4

すべての BGPセッションに対して TCPの PMTUD
を無効にします。

no bgp transport path-mtu-discovery

例：

ステップ 5

Device(config-router)# no bgp transport
path-mtu-discovery

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 7

•この例では、任意のネイバーで TCPの PMTUD
が有効であることは、このコマンドの出力に

よっては表示されません。

Device# show ip bgp neighbors

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）
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例

次の show ip bgp neighborsコマンドの出力例は、TCPの PMTUDが BGPネイバーに対
して有効になっていることを示します。この出力の 2つのエントリ（Transport(tcp)
path-mtu-discovery is enabledおよび path mtu capable）は、TCPの PMTUDが有効である
ことを示します。

Router# show ip bgp neighbors

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.16.1.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 5, neighbor version 5/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:00:35, due to Router ID changed
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

.

.

.
SRTT: 146 ms, RTTO: 1283 ms, RTV: 1137 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 8 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle, path mtu capable

次に、nobgp transport path-mtu-discoveryコマンドを入力した後の show ipbgpneighbors
コマンドの出力例を示します。path mtuエントリが欠落していることに注意してくだ
さい。

Router# show ip bgp neighbors

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.16.1.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 5, neighbor version 5/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:00:35, due to Router ID changed

.

.

.
SRTT: 146 ms, RTTO: 1283 ms, RTV: 1137 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 8 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle
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単一の BGPネイバーに対する TCPの PMTUDの無効化

内部 BGP（iBGP）ネイバーを持つピアリングセッションを確立してから BGPネイバーセッ
ションに対してTCPのPMTUDを無効にするには、次の作業を実行します。neighbor transport
コマンドは、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードで使用できます。

始める前に

この作業では、TCPの PMTUDがすべての BGPネイバーに対してデフォルトで有効になって
いることを前提としています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
5. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
7. no neighbor {ip-address| peer-group-name} transport{connection-mode | path-mtu-discovery}
8. end
9. show ip bgp neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレス
またはピアグループ名を、ローカルルータの IPv4

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

マルチプロトコル BGPネイバーテーブルに追加し
ます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate

単一の BGPネイバーに対して TCPの PMTUDを無
効にします。

no neighbor {ip-address| peer-group-name}
transport{connection-mode | path-mtu-discovery}

例：

ステップ 7

•この例では、TCPの PMTUDがネイバー
172.16.1.1に対して無効になります。

Device(config-router-af)# no neighbor 172.16.1.1
transport path-mtu-discovery

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors

例：

ステップ 9

•この例では、このコマンドの出力は、このネイ
バーがTCPのPMTUDを有効にしたことを表示
しません。

Device# show ip bgp neighbors

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

例

次の出力例は、TCPの PMTUDが BGPネイバー 172.16.1.1に対して無効にされたが、
BGPネイバー 192.168.2.2に対しては引き続き有効であることを示します。この出力の
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2つのエントリ（Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabledおよび path mtu capable）
は、TCPの PMTUDが有効であることを示します。

Router# show ip bgp neighbors
BGP neighbor is 172.16.1.1, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.17.1.99

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.1
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 1; dropped 0
Last reset never

.

.

.
SRTT: 165 ms, RTTO: 1172 ms, RTV: 1007 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 20 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle
.
.
.
BGP neighbor is 192.168.2.2, remote AS 50000, external link
BGP version 4, remote router ID 10.2.2.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 4, neighbor version 4/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 192.168.2.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 2; dropped 1
Last reset 00:05:11, due to User reset
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

.

.

.
SRTT: 210 ms, RTTO: 904 ms, RTV: 694 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 20 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle, path mtu capable

すべての BGPセッションに対する TCPの PMTUDのグローバルな有効化

すべての BGPセッションに対して TCPの PMTUDを有効にするには、次の作業を実行しま
す。BGPセッションを設定するときにTCPのPMTUDはデフォルトで有効になりますが、セッ
ションごとの TCPの PMTUDに対する BGPサポート機能が無効になっている場合、この作業
によってこの機能を再度有効にできます。TCPのPMTUDが有効であることを確認するには、
show ip bgp neighborsコマンドを使用します。

始める前に

この作業は、アクティブな TCP接続を持つ BGPネイバーを事前に設定済みであることを前提
としています。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
446

BGPネイバーセッションオプションの設定

すべての BGPセッションに対する TCPの PMTUDのグローバルな有効化



手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp transport path-mtu-discovery
5. end
6. show ip bgp neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

すべての BGPセッションに対して TCPの PMTUD
を有効にします。

bgp transport path-mtu-discovery

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp transport
path-mtu-discovery

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors

例：

ステップ 6

•この例では、このコマンドの出力は、すべての
ネイバーがTCPのPMTUDを有効にしたことを
表示します。

Device# show ip bgp neighbors
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

例

次の show ip bgp neighborsコマンドの出力例は、TCPの PMTUDが BGPネイバーに対
して有効になっていることを示します。この出力の 2つのエントリ（Transport(tcp)
path-mtu-discovery is enabledおよび path mtu capable）は、TCPの PMTUDが有効である
ことを示します。

Router# show ip bgp neighbors
BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.16.1.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 5, neighbor version 5/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:00:35, due to Router ID changed
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

.

.

.
SRTT: 146 ms, RTTO: 1283 ms, RTV: 1137 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 8 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle, path mtu capable

単一の BGPネイバーに対する TCPの PMTUDの有効化

eBGPネイバーを持つピアリングセッションを確立してから BGPネイバーセッションに対し
てTCPのPMTUDを有効にするには、次の作業を実行します。neighbor transportコマンドは、
ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドで使用できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
5. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
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6. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
7. neighbor {ip-address| peer-group-name} transport{connection-mode | path-mtu-discovery}
8. end
9. show ip bgp neighbors [ip-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 4

•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレス
またはピアグループ名を、ローカルルータの IPv4

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

マルチプロトコル BGPネイバーテーブルに追加し
ます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.2
remote-as 50000

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.2
activate

単一の BGPネイバーに対して TCPの PMTUDを有
効にします。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
transport{connection-mode | path-mtu-discovery}

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.2
transport path-mtu-discovery

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 9

この例では、このタスクに適用可能な構文

だけが使用されています。詳細について

は、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）
Device# show ip bgp neighbors 192.168.2.2

例

次の show ip bgp neighborsコマンドの出力例は、TCPの PMTUDが BGPネイバー
192.168.2.2に対して有効になっていることを示します。この出力の 2つのエントリ
（Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabledおよび pathmtu capable）は、TCPの PMTUD
が有効であることを示します。

Router# show ip bgp neighbors 192.168.2.2
BGP neighbor is 192.168.2.2, remote AS 50000, external link
BGP version 4, remote router ID 10.2.2.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 4, neighbor version 4/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 192.168.2.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 2; dropped 1
Last reset 00:05:11, due to User reset
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

.

.

.
SRTT: 210 ms, RTTO: 904 ms, RTV: 694 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 20 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle, path mtu capable
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BGPネイバーセッションオプションの設定例

例：BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化の設定
次の例では、BGPルーティングプロセスがデバイス Aおよびデバイス Bで設定され、この 2
つのデバイス間でネイバーセッションの高速ピアリングセッションの非アクティブ化をモニ

タし、使用します。高速ピアリングセッションの非アクティブ化は、このネイバーセッショ

ンの両方のデバイスで必要ではありませんが、このネイバーセッションが非アクティブ化され

ている場合、両方の自律システムの BGPネットワークのより高速なコンバージェンスに役立
ちます。

デバイス A

router bgp 40000
neighbor 192.168.1.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.1 fall-over
end

デバイス B

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 fall-over
end

例：高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキング

の設定

次に、/28のプレフィックスを持つルートまたはピアの宛先へのさらに特定されたルートを使
用できなくなった場合に、BGPピアリングセッションをリセットするようにこのセッション
を設定する方法の例を示します。

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 fall-over route-map CHECK-NBR
exit
ip prefix-list FILTER28 seq 5 permit 0.0.0.0/0 ge 28
route-map CHECK-NBR permit 10
match ip address prefix-list FILTER28
end

例：BGP IPv6ネイバーの BFDの設定
次に、IPv6アドレス 2001:DB8:4:1::1の FastEthernetインターフェイス 0/1を設定する例を示し
ます。双方向フォワーディング検出（BFD）は BGPネイバー 2001:DB8:5:1::2に対して設定さ
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れます。BFDは、BGPネイバーの転送パスの障害を追跡し、転送パス障害後の BGP再コン
バージェンス時間を短縮します。

ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
interface fastethernet 0/1
ipv6 address 2001:DB8:4:1::1/64
bfd interval 500 min_rx 500 multiplier 3
no shutdown
exit
router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 unicast
neighbor 2001:DB8:5:1::2 remote-as 65001
neighbor 2001:DB8:5:1::2 fall-over bfd
end

例：TTLセキュリティチェックの設定
このセクションの設定例は、TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート機能を設定す
る方法を示します。

次の例では、traceコマンドを使用して、eBGPピアへのホップカウントを決定します。この
ホップカウント数は、指定されたネイバーに到着するために IPパケットが通過する各ネット
ワーキングデバイスの出力に表示されます。次の例では、10.1.1.1ネイバーのホップカウント
は 1です。

Router# trace ip 10.1.1.1
Type escape sequence to abort.
Tracing the route to 10.1.1.1
1 10.1.1.1 0 msec * 0 msec

次の例では、10.1.1.1ネイバーのホップカウントを 2に設定します。hop-count引数が 2に設定
されるため、BGPは、ヘッダーの TTLカウントが 253以上の IPパケットだけを受け入れま
す。

Router(config-router)# neighbor 10.1.1.1 ttl-security hops 2

例：セッションごとの TCPの PMTUDに対する BGPサポートの設定
ここでは、次の設定例を示します。

例：すべての BGPセッションに対する TCPの PMTUDのグローバルな無効化

次に、すべての BGPネイバーセッションに対して TCPの PMTUDを無効にする方法の例を示
します。show ip bgp neighborsコマンドを使用して、TCPの PMTUDが無効になっていること
を確認します。

enable
configure terminal
router bgp 45000
no bgp transport path-mtu-discovery
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end
show ip bgp neighbors

例：単一の BGPネイバーに対する TCPの PMTUDの無効化

次に、eBGPネイバー 192.168.2.2に対して TCPの PMTUDを無効にする方法の例を示します。

enable
configure terminal
router bgp 45000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.2.2 activate
no neighbor 192.168.2.2 transport path-mtu-discovery
end

show ip bgp neighbors 192.168.2.2

例：すべての BGPセッションに対する TCPの PMTUDのグローバルな有効化

次に、すべての BGPネイバーセッションに対して TCPの PMTUDを有効にする方法の例を示
します。show ip bgp neighborsコマンドを使用して、TCPの PMTUDが有効になっていること
を確認します。

enable
configure terminal
router bgp 45000
bgp transport path-mtu-discovery
end

show ip bgp neighbors

例：単一の BGPネイバーに対する TCPの PMTUDの有効化

次に、eBGPネイバー 192.168.2.2に対して TCPの PMTUDを有効にする方法の例を示します。
show ip bgp neighborsコマンドを使用して、TCPの PMTUDが有効になっていることを確認し
ます。

enable
configure terminal
router bgp 45000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 transport path-mtu-discovery
end

show ip bgp neighbors 192.168.2.2

次の作業
拡張コミュニティとして自律システム出口リンクの帯域幅をアドバタイズする方法について

は、「BGPリンク帯域幅」モジュールを参照してください。
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1930

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPネイバーセッションのオプション設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 32 : BGPネイバーセッションのオプション機能設定の機能情報

機能情報リリース機能名

TCPのPathMTUDiscovery（PMTUD）に対するBGPサポー
トにより、各BGPセッションに対する最良TCPのPathMTU
を BGPが自動的に検出する機能が導入されました。この
TCPの Path MTUはすべての BGPネイバーセッションに対
してデフォルトでイネーブルになりますが、すべての BGP
セッションに対してグローバルにまたは個別の BGPネイ
バーセッションに対してディセーブルにでき、その後イネー

ブルにできます。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されまし

た。bgp transport、neighbor transport、show ip bgp
neighbors

12.2(33)SRA

12.2(31)SB

12.2(33)SXH

12.4(20)T

15.0(1)S

セッションごとの

TCPの PMTUDに
対する BGPサポー
ト

TTLセキュリティチェックに対する BGPサポート機能に
より、簡単なセキュリティメカニズムが導入され、外部ボー

ダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ピアリングセッショ
ンを偽造 IPパケットを使用する CPU利用率に基づく攻撃
から防御します。この機能をイネーブルにすると、どちら

のBGPネットワークの一部でもないネットワークセグメン
ト上のホストまたは eBGPピア間にないネットワークセグ
メント上のホストによるeBGPピアリングセッションを乗っ
取ろうとする試みを防ぐことができます。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されまし

た。neighbor ttl-security、 show ip bgp neighbors

12.0(27)S

12.3(7)T

12.2(25)S

12.2(18)SXE

15.0(1)S

TTLセキュリティ
チェックに対する

BGPサポート

IPv6アドレスを使用するBGPネイバーの高速転送パス障害
を追跡するために、双方向フォワーディング検出（BFD）
を使用できます。

この機能により、neighbor fall-overコマンドが変更されま
した。

Cisco IOS Release 15.2(4)Sでは、Cisco 7200シリーズルータ
のサポートが追加されました。

15.1(2)S

15.2(3)T

15.2(4)S

シングルホップ

BFDに対する BGP
IPv6クライアント
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第 17 章

BGPネイバーポリシー

BGPネイバーポリシー機能により、ローカルポリシー、および継承されたポリシーに関する
情報を表示するための既存の 2つのコマンドに新しいキーワードが導入されます。BGPネイ
バーが複数レベルのピアテンプレートを使用する場合、ネイバーに適用されているポリシーを

判断するのが難しいことがあります。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピアポ

リシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。

•機能情報の確認（457ページ）
• BGPネイバーポリシーに関する情報（458ページ）
• BGPネイバーポリシー情報の表示方法（458ページ）
•その他の参考資料（459ページ）
• BGPネイバーポリシーの機能情報（459ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPネイバーポリシーに関する情報

BGPネイバーポリシー機能の利点
BGPネイバーポリシー機能により、ローカルポリシー、および継承されたポリシーに関する
情報を表示するための show ip bgp neighbors policyコマンドと show ip bgp template peer-policy
コマンドに新しいキーワードが導入されます。BGPネイバーが複数レベルのピアテンプレー
トを使用する場合、ネイバーに適用されているポリシーを判断するのが難しいことがありま

す。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピアポリシーテンプレートからネイバー

が継承したポリシーです。

BGPネイバーポリシー情報の表示方法

BGPネイバーポリシー情報の表示

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp neighbors { ip-address | ipv6-address } policy [ detail]
3. show ip bgp template peer-policy [ policy-template-name [ detail] ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

指定したネイバーに適用されるポリシーを表示しま

す。

show ip bgp neighbors { ip-address | ipv6-address
} policy [ detail]

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp neighbors 192.168.2.3 policy
detail

ローカルに設定されたピアポリシーテンプレート

を表示します。

show ip bgp template peer-policy [
policy-template-name [ detail] ]

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp template peer-policy
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPネイバーポリシーの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 33 : BGPネイバーポリシーの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPネイバーポリシー機能に
より、ローカルポリシー、お

よび継承されたポリシーに関

する情報を表示するための既

存の 2つのコマンドに新しい
キーワードが導入されます。

BGPネイバーが複数レベルの
ピアテンプレートを使用する

場合、ネイバーに適用されて

いるポリシーを判断するのが

難しいことがあります。継承

されたポリシーは、ピアグ

ループ、またはピアポリシー

テンプレートからネイバーが

継承したポリシーです。

次のコマンドが変更されまし

た。show ip bgp neighbors、
show ip bgp template
peer-policy

BGPネイバーポリシー
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第 18 章

BGPダイナミックネイバー

BGPダイナミックネイバーのサポートは、IPアドレスの範囲で定義されたリモートネイバー
のグループへの BGPピアリングを可能にします。各範囲は、サブネット IPアドレスとして設
定できます。BGPダイナミックネイバーは、IPアドレスおよび BGPピアグループの範囲を
使用して設定されます。

•機能情報の確認（461ページ）
• BGPダイナミックネイバーに関する情報（462ページ）
• BGPダイナミックネイバーの設定方法（462ページ）
• BGPダイナミックネイバーの設定例（472ページ）
•その他の参考資料（475ページ）
• BGPダイナミックネイバーの機能情報（476ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPダイナミックネイバーに関する情報

BGPダイナミックネイバー
BGPダイナミックネイバーに対するサポート機能が Cisco Catalyst 6500シリーズスイッチの
Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに導入されました。BGPダイナミックネイバーのサポートは、
IPアドレスの範囲で定義されたリモートネイバーのグループへの BGPピアリングを可能にし
ます。各範囲は、サブネット IPアドレスとして設定できます。BGPダイナミックネイバー
は、IPアドレスおよび BGPピアグループの範囲を使用して設定されます。

Cisco IOS XE Denali 16.3リリースでは、BGPダイナミックネイバーのサポートが、VRFのサ
ポートを含む IPv6 BGPピアリングに拡張されました。

サブネットの範囲が BGPピアグループに対して設定され、TCPセッションがそのサブネット
の範囲の IPアドレスに対して別のルータによって開始された後、新しい BGPネイバーがその
グループのメンバとしてダイナミックに作成されます。サブネットの範囲の初期設定および

（受信範囲グループと呼ばれる）ピアグループのアクティベーションの後、ダイナミックBGP
ネイバーの作成には、初期ルータへのさらなる CLI設定は必要ありません。その他のルータ
は、初期ルータを使用する BGPセッションを確立できますが、BGPセッションに使用される
リモートピアの IPアドレスが設定された範囲内にない場合、この初期ルータは、この BGP
セッションを設定する必要はありません。

BGPダイナミックネイバー機能をサポートするために、show ip bgp neighbors、show ip bgp
peer-group、および show ip bgp summaryコマンドの出力がダイナミックネイバーに関する情
報を表示するように更新されました。

ダイナミックBGPネイバーは、ピアグループのすべての設定を継承します。大きいBGPネッ
トワークで BGPダイナミックネイバーを実装すると CLI設定の量と複雑さが軽減され、CPU
とメモリの使用量が節約されます。IPv4ピアリングだけがサポートされます。

BGPダイナミックネイバーの設定方法

サブネット範囲を使用する BGPダイナミックネイバーの実装
Cisco IOS Release 12.2(33)SXHでは、BGPダイナミックネイバーに対するサポートが導入され
ました。サブネット範囲を使用する BGPネイバーのダイナミックな作成を実装するには、次
の作業を実行します。

この作業では、BGPピアグループが下の図のルータ Bに作成され、ダイナミック BGPネイ
バー数に関してグローバル制限が設定されて、サブネット範囲がピアグループに関連付けられ

ます。サブネット範囲を設定すると、ダイナミック BGPネイバープロセスがイネーブルにな
ります。ピアグループがローカルルータのBGPネイバーテーブルに追加され、代替自律シス
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テム番号も設定されます。ピアグループは、IPv4アドレスファミリの下でアクティブ化され
ます。

次の手順では、別のルータ（下の図のルータE）に移動します。ここで、BGPセッションが開
始され、ネイバールータであるルータ Bがリモート BGPピアとして設定されます。このピア
リング設定は、TCPセッション（192.168.3.2）を開始する IPアドレスがダイナミック BGPピ
アに対して設定されたサブネット範囲内にあるため、TCPセッションを開き、ルータBにダイ
ナミックBGPネイバーを作成させます。この作業では、最初のルータであるルータBに戻り、
ダイナミック BGPピア情報を表示するように変更された 3つの showコマンドが実行されま
す。

図 36 : BGPダイナミックネイバートポロジ

始める前に

この作業では、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXH、またはこれ以降のリリースが実行中である必要
があります。

この作業は、IPv4 BGPピアリングだけをサポートします。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp log-neighbor-changes
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. bgp listen [limit max-number]

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
463

BGPダイナミックネイバー

サブネット範囲を使用する BGPダイナミックネイバーの実装



7. bgp listen [limit max-number | range network / length peer-group peer-group-name]
8. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} ebgp-multihop [ttl]
9. neighbor peer-group-name remote-as autonomous-system-number [alternate-as

autonomous-system-number... ]
10. address-family ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name]]
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
12. end
13. この作業で設定された BGPピアグループのサブネット範囲内にインターフェイスを持

つ別のルータに移動します。

14. enable
15. configure terminal
16. router bgp autonomous-system-number
17. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number [alternate-as

autonomous-system-number... ]
18. 最初のルータに戻ります。

19. show ip bgp summary
20. show ip bgp peer-group [peer-group-name] [summary]
21. show ip bgp neighbors [ip-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

DeviceB> enable •この設定はルータ Bに入力されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

DeviceB# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

DeviceB(config)# router bgp 45000

（任意）BGPネイバーステータスの変更（アップ
またはダウン）およびネイバーのリセットのロギン

グをイネーブルにします。

bgp log-neighbor-changes

例：

DeviceB(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ステップ 4

•このコマンドは、ネットワーク接続の問題のト
ラブルシューティングと、ネットワークの安定

性の測定に使用します。ネイバーが突然リセッ

トする場合は、ネットワークのエラー率の高い
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目的コマンドまたはアクション

ことやパケット損失の多いことが考えられるの

で、調査するようにしてください。

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

•この例では、グループ 192という名前のピア
グループが作成されます。このグループは、受

信範囲グループとして使用されます。
DeviceB(config-router)# neighbor group192
peer-group

BGPダイナミックサブネット範囲ネイバーのグロー
バル制限を設定します。

bgp listen [limit max-number]

例：

ステップ 6

•オプションの limitキーワードおよび
max-number引数を使用して、作成可能な BGPDeviceB(config-router)# bgp listen limit 200

ダイナミックサブネット範囲ネイバーの最大

数を定義します。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細な構文

については、手順7を参照してください。

（注）

サブネット範囲をBGPピアグループと関連付け、
BGPダイナミックネイバー機能をアクティブにし
ます。

bgp listen [limit max-number | range network / length
peer-group peer-group-name]

例：

ステップ 7

•オプションの limitキーワードおよび
max-number引数を使用して、作成可能な BGP
ダイナミックネイバーの最大数を定義します。

DeviceB(config-router)# bgp listen range
192.168.0.0/16 peer-group group192

•オプションの rangeキーワードおよび network
/ length引数を使用して、指定したピアグルー
プに関連付けられるプレフィックス範囲を定義

します。

•この例では、プレフィックス範囲192.168.0.0/16
がグループ192という名前の受信範囲グループ
に関連付けられます。

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
ebgp-multihop [ttl]

例：

ステップ 8

DeviceB(config-router)# neighbor group192
ebgp-multihop 255

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
465

BGPダイナミックネイバー

サブネット範囲を使用する BGPダイナミックネイバーの実装



目的コマンドまたはアクション

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor peer-group-name remote-as
autonomous-system-number [alternate-as
autonomous-system-number... ]

ステップ 9

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。例：

DeviceB(config-router)# neighbor group192
remote-as 40000 alternate-as 50000

•オプションの alternate-asキーワードおよび
autonomous-system-number引数を使用して、受
信範囲ネイバーに対して最大5つの代替自律シ
ステム番号を特定します。

•この例では、グループ 192という名前のピア
グループが2つの可能な自律システム番号とと
もに設定されます。

alternate-asキーワードは、受信範囲ピア
グループとともにだけ使用され、個別の

BGPネイバーとは使用されません。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name]]

例：

ステップ 10

DeviceB(config-router)# address-family ipv4
unicast

設定されたアドレスファミリに対してネイバーま

たは受信範囲ピアグループをアクティブにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 11

•この例では、ネイバー 172.16.1.1が IPv4アド
レスファミリに対してアクティブにされます。

DeviceB(config-router-af)# neighbor group192
activate

通常、BGPピアグループは、このコマン
ドを使用してアクティブにできませんが、

受信範囲ピアグループは特別です。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 12

DeviceB(config-router-af)# end

－この作業で設定された BGPピアグループのサブ
ネット範囲内にインターフェイスを持つ別のルー

タに移動します。

ステップ 13

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 14

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

DeviceE> enable
•この設定はルータ Eに入力されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 15

DeviceE# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 16

DeviceE(config)# router bgp 50000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number [alternate-as
autonomous-system-number... ]

ステップ 17

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。例：

DeviceE(config-router)# neighbor 192.168.3.1
remote-as 45000

•この例では、ルータEのインターフェイス（上
の図の 192.168.3.2）が BGP受信範囲グループ
であるグループ192用に設定されたサブネット
範囲とともにあります。TCPがルータ Bのピ
アに対してセッションを開くと、ルータ Bは
このピアをダイナミックに作成します。

－最初のルータに戻ります。ステップ 18

（任意）BGPネイバーへのすべての接続の BGPパ
ス、プレフィックス、および属性情報を表示しま

す。

show ip bgp summary

例：

DeviceB# show ip bgp summary

ステップ 19

•この手順では、この設定はルータ Bに戻って
います。

（任意）BGPピアグループの情報を表示します。show ip bgp peer-group [peer-group-name] [summary]

例：

ステップ 20

DeviceB# show ip bgp peer-group group192

（任意）ネイバーへのBGPおよびTCP接続につい
ての情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 21

•この例では、ダイナミックに作成されたネイ
バー 192.168.3.2の情報が表示されます。このDeviceB# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

BGPネイバーの IPアドレスは、show ip bgp
summaryコマンドまたは show ip bgp
peer-groupコマンドの出力にあります。
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

次に示す出力例は、この作業の適切な設定手順が上の図のルータ Bとルータ Eの両方
で完了した後に、ルータ Bから取得されました。

show ip bgp summaryコマンドの次の出力は、BGPネイバー 192.168.3.2がダイナミッ
クに作成され、この受信範囲グループであるグループ 192のメンバーであることを示
します。この出力は、IPプレフィックス範囲 192.168.0.0/16がグループ 192という名
前の受信範囲に定義されることも示します。

Router# show ip bgp summary
BGP router identifier 192.168.3.1, local AS number 45000
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
*192.168.3.2 4 50000 2 2 0 0 0 00:00:37 0
* Dynamically created based on a listen range command
Dynamically created neighbors: 1/(200 max), Subnet ranges: 1
BGP peergroup group192 listen range group members:
192.168.0.0/16

show ip bgp peer-groupコマンドの次の出力は、この作業で設定された受信範囲グルー
プであるグループ 192の情報を示します。

Router# show ip bgp peer-group group192
BGP peer-group is group192, remote AS 40000
BGP peergroup group192 listen range group members:
192.168.0.0/16
BGP version 4
Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP neighbor is group192, peer-group external, members:
*192.168.3.2
Index 0, Offset 0, Mask 0x0
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0

show ip bgp neighborsコマンドの次の出力例は、ネイバー 192.168.3.2がこのピアグ
ループであるグループ 192のメンバーで、このピアがダイナミックに作成されたこと
を示すサブセット範囲グループ 192.168.0.0/16に属していることを示します。

Router# show ip bgp neighbors 192.168.3.2
BGP neighbor is *192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Member of peer-group group192 for session parameters
Belongs to the subnet range group: 192.168.0.0/16
BGP version 4, remote router ID 192.168.3.2
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BGP state = Established, up for 00:06:35
Last read 00:00:33, last write 00:00:25, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 7 7
Route Refresh: 0 0
Total: 8 8

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member
group192 peer-group member

.

.

.

VRFのサポートを含むBGP IPv6ダイナミックネイバーサポートの設定
Cisco IOS XE Denali 16.3リリースでは、BGPダイナミックネイバーのサポートが IPv6 BGPピ
アリングに拡張されました。

VRFのサポートなしで BGP IPv6ダイナミックネイバーを設定することもできます。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp listen [limit max-number | range network / length peer-group peer-group-name]
5. address-family [ ipv4 | ipv6] [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name]]
6. bgp listen [limit max-number]
7. neighbor peer-group-name peer-group
8. neighbor peer-group-name remote-as autonomous-system-number [alternate-as

autonomous-system-number... ]
9. address-family [ ipv4 | ipv6] [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name]]
10. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
11. end

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
469

BGPダイナミックネイバー

VRFのサポートを含む BGP IPv6ダイナミックネイバーサポートの設定



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable •この設定はルータ Bに入力されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

サブネット範囲をBGPピアグループと関連付け、
BGPダイナミックネイバー機能をアクティブにし
ます。

bgp listen [limit max-number | range network / length
peer-group peer-group-name]

例：

ステップ 4

•オプションの limitキーワードおよび
max-number引数を使用して、作成可能な BGP
ダイナミックネイバーの最大数を定義します。

Device(config-router)# bgp listen range
2001::0/64 peer-group group192

•オプションの rangeキーワードおよび network
/ length引数を使用して、指定したピアグルー
プに関連付けられるプレフィックス範囲を定義

します。

•この例では、プレフィックス範囲2001::0/64が
group192という名前の受信範囲グループに関
連付けられます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family [ ipv4 | ipv6] [mdt |multicast | unicast
[vrf vrf-name]]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# address-family ipv6
unicast vrf vrf1

VRFアドレスファミリでのプレフィックスの最大
数を指定します。

bgp listen [limit max-number]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# bgp listen limit 500
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目的コマンドまたはアクション

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 7

•この例では、グループ 192という名前のピア
グループが作成されます。このグループは、受

信範囲グループとして使用されます。
Device(config-router)# neighbor group192
peer-group

指定した自律システム内のネイバーの IPアドレス
またはピアグループ名を IPv6 BGPネイバーテー
ブルに追加します。

neighbor peer-group-name remote-as
autonomous-system-number [alternate-as
autonomous-system-number... ]

例：

ステップ 8

•オプションの alternate-asキーワードおよび
autonomous-system-number引数を使用して、受

Device(config-router)# neighbor group192
remote-as 101 alternate-as 102 信範囲ネイバーに対して最大5つの代替自律シ

ステム番号を特定します。

•この例では、グループ 192という名前のピア
グループが2つの可能な自律システム番号とと
もに設定されます。

alternate-asキーワードは、受信範囲ピア
グループとともにだけ使用され、個別の

BGPネイバーとは使用されません。

（注）

このピアグループに対して IPv4アドレスファミリ
を有効にします。

address-family [ ipv4 | ipv6] [mdt |multicast | unicast
[vrf vrf-name]]

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# address-family ipv4
unicast vrf vrf1

設定されたアドレスファミリに対してネイバーま

たは受信範囲ピアグループをアクティブにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# neighbor group192
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 11

Device(config-router-af)# end

BGP IPv6ダイナミックネイバー設定の確認
グローバルルーティングテーブルの BGP IPv6ユニキャストアドレスファミリ設定を確認す
るには、show bgp ipv6 unicast summaryコマンドを使用します。
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Device# show bgp ipv6 unicast summary
BGP router identifier 192.168.3.1, local AS number 45000
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
*2001::1 4 50000 2 2 0 0 0 00:00:37 0
* Dynamically created based on a listen range command
Dynamically created neighbors: 1/(200 max), Subnet ranges: 1
BGP peergroup group192 listen range group members:
2001::0/64

グローバルルーティングテーブルの IPv6ダイナミックネイバー設定を確認するには、show
bgp { ipv4 | ipv6 } unicast peer-group< name>コマンドを使用します。
Device# show bgp ipv6 unicast peer-group group192
BGP peer-group is group192, remote AS 40000
BGP peergroup group192 listen range group members:
2001::0/64
BGP version 4
Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: IPv6 Unicast
BGP neighbor is group192, peer-group external, members:
*2001::1
Index 0, Offset 0, Mask 0x0
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0

次のコマンドを使用して、VRFルーティングテーブルの BGP IPv6ダイナミックネイバー設
定を確認できます。

• show bgp vpnv6 unicast vrf <name> neighbors

• show bgp vpnv6 unicast vrf <name> summary

• show bgp vpnv6 unicast vrf <name> peer-group <name>

• debug bgp [ipv6 | vpnv6 ] unicast range

BGPダイナミックネイバーの設定例

例：サブネット範囲を使用する BGPダイナミックネイバーの実装
次の例では、2つの BGPピアグループが下の図のルータ Bに作成され、ダイナミック BGPネ
イバー数に関してグローバル制限が設定され、サブネット範囲がピアグループに関連付けられ

ます。サブネット範囲を設定すると、ダイナミック BGPネイバープロセスがイネーブルにな
ります。このピアグループは、ローカルルータのBGPネイバーテーブルに追加され、代替自
律システム番号もこのピアグループの 1つであるグループ 192に設定されます。このサブネッ
ト範囲ピアグループおよび標準 BGPピアは、その後 IPv4アドレスファミリの下でアクティ
ブ化されます。

この設定は、別のルータ（下の図のルータA）に移動します。ここで、BGPセッションが開始
され、ネイバールータであるルータ Bがリモート BGPピアとして設定されます。このピアリ
ング設定は、TCPセッション（192.168.1.2）を開始する IPアドレスがダイナミック BGPピア
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に対して設定されたサブネット範囲内にあるため、TCPセッションを開き、ルータBにダイナ
ミック BGPネイバーを作成させます。

3番目のルータ（下の図のルータ E）もルータ Bを持つ BGPピアリングセッションを開始し
ます。ルータEは、代替自律システムに設定されている自律システム 50000にあります。ルー
タ Bは、別のダイナミック BGPピアを作成することにより、結果として得られた TCPセッ
ションに応答します。

この例は、ルータ Bで入力される show ip bgp summaryコマンドの出力で終了します。

図 37 : BGPダイナミックネイバートポロジ

ルータ B

enable
configure terminal
router bgp 45000
bgp log-neighbor-changes
bgp listen limit 200
bgp listen range 172.21.0.0/16 peer-group group172
bgp listen range 192.168.0.0/16 peer-group group192
neighbor group172 peer-group
neighbor group172 remote-as 45000
neighbor group192 peer-group
neighbor group192 remote-as 40000 alternate-as 50000
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
address-family ipv4 unicast
neighbor group172 activate
neighbor group192 activate
neighbor 172.16.1.2 activate
end

ルータ A

enable
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configure terminal
router bgp 40000
neighbor 192.168.1.1 remote-as 45000
exit

ルータ E

enable
configure terminal
router bgp 50000
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
exit

ルータAとルータ Eの両方が設定された後、show ip bgp summaryコマンドがルータ Bで実行
されます。この出力は、正規 BGPネイバー 172.16.1.2およびルータ Aとルータ Eがルータ B
に対する BGPピアリングの TCPセッションを開始したときにダイナミックに作成された 2つ
の BGPネイバーを表示します。この出力は、設定された受信範囲サブネットグループに関す
る情報も表示します。

BGP router identifier 192.168.3.1, local AS number 45000
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
172.16.1.2 4 45000 15 15 1 0 0 00:12:20 0
*192.168.1.2 4 40000 3 3 1 0 0 00:00:37 0
*192.168.3.2 4 50000 6 6 1 0 0 00:04:36 0
* Dynamically created based on a listen range command
Dynamically created neighbors: 2/(200 max), Subnet ranges: 2
BGP peergroup group172 listen range group members:
172.21.0.0/16

BGP peergroup group192 listen range group members:
192.168.0.0/16

例：VRFのサポートを含むBGP IPv6ダイナミックネイバーサポートの
設定

VRFのサポートを含む BGP IPv6ダイナミックネイバーサポートの設定

enable
configure terminal
router bgp 55000
bgp listen range 2001::0/64 peer-group group182
address-family ipv6 unicast vrf vrf2
bgp listen limit 600
neighbor group182 peer-group
neighbor group182 remote-as 103 alternate-as 104
address-family ipv4 unicast vrf vrf2
neighbor group182 activate
end

VRFのサポートなしでの BGP IPv6ダイナミックネイバーサポートの設定

enable
configure terminal
router bgp 100
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bgp listen range 2001::0/64 peer-group group192
bgp listen limit 500
neighbor group192 peer-group
neighbor group192 remote-as 101 alternate-as 102
address family ipv6 unicast
neighbor group192 activate
address family ipv4 unicast
neighbor group192 activate
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/support


BGPダイナミックネイバーの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 34 : BGPダイナミックネイバーの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPダイナミックネイバーの
サポートは、IPアドレスの範
囲で定義されたリモートネイ

バーのグループへのBGPピア
リングを可能にします。各範

囲は、サブネット IPアドレス
として設定できます。BGPダ
イナミックネイバーは、IPア
ドレスおよびBGPピアグルー
プの範囲を使用して設定され

ます。サブネットの範囲が

BGPピアグループに対して設
定され、TCPセッションがそ
のサブネットの範囲の IPアド
レスに対して開始された後、

新しいBGPネイバーがそのグ
ループのメンバとしてダイナ

ミックに作成されます。この

新しいBGPネイバーは、ピア
グループのすべての設定を継

承します。

この機能により、次のコマン

ドが導入または変更されまし

た。bgp listen、debug ip bgp
range、neighbor remote-as、
show ip bgp neighbors、show
ip bgp peer-group、show ip bgp
summary

BGPダイナミックネイバー
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機能情報リリース機能名

Cisco IOSXEDenali 16.3リリー
スでは、BGPダイナミックネ
イバーのサポートが、VRFの
サポートを含む IPv6BGPピア
リングに拡張されました。

この機能により、次のコマン

ドが導入または変更されまし

た。bgp listen、debug ip bgp
range、neighbor remote-as、
show bgp neighbors、show bgp
summary、 show bgp vpnv6
unicast vrf neighbors、 show
bgp vpnv6 unicast vrf
peer-group、 show bgp vpnv6
unicast vrf summary

Cisco IOS XE Denali 16.3.1BGP IPv6ダイナミックネイ
バーサポートとVRFサポート
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第 19 章

ネクストホップアドレストラッキングに

対する BGPサポート

ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサポート機能は、サポートシスコソフ
トウェアイメージがインストールされている場合はデフォルトで有効になっています。BGP
ネクストホップアドレストラッキングはイベントドリブンです。BGPプレフィックスは、ピ
アリングセッションの確立時に自動的にトラッキングされます。ネクストホップの変更は、

RIBでの更新時に BGPルーティングプロセスに迅速に報告されます。この最適化によって、
RIBにインストールされているルートのネクストホップの変更に対する応答時間が短縮される
ことで、全体的な BGPコンバージェンスが改善されます。BGPスキャナサイクル間でのベス
トパスの計算の実行時に、ネクストホップの変更だけがトラッキングおよび処理されます。

•機能情報の確認（479ページ）
•ネクストホップアドレストラッキングに対するBGPサポートに関する情報（480ページ）
•ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサポートの設定方法（482ページ）
•ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサポートの設定例（493ページ）
•その他の参考資料（495ページ）
•ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサポートの機能情報（497ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサ
ポートに関する情報

BGPネクストホップアドレストラッキング
BGPネクストホップアドレストラッキング機能は、サポート Ciscoソフトウェアイメージが
インストールされている場合はデフォルトでイネーブルになっています。BGPネクストホップ
アドレストラッキングはイベントドリブンです。BGPプレフィックスは、ピアリングセッ
ションの確立時に自動的にトラッキングされます。ネクストホップの変更は、RIBでの更新時
にBGPルーティングプロセスに迅速に報告されます。この最適化によって、RIBにインストー
ルされているルートのネクストホップの変更に対する応答時間が短縮されることで、全体的な

BGPコンバージェンスが改善されます。BGPスキャナサイクル間でのベストパスの計算の実
行時に、ネクストホップの変更だけがトラッキングおよび処理されます。

BGPネクストホップダンプニングのペナルティ
ペナルティ値が950よりも高い場合は、ダンプニング計算を使用して、遅延が再利用時間とし
て計算されます。ダンプニング計算では、次のパラメータが使用されます。

•ペナルティ

•ハーフライフ時間

•再利用時間

• max-suppress-time

使用されるダンプニングパラメータの値は、max-suppress-timeが 60秒、half-lifeが 8秒、
reuse-limitが 100です。

たとえば、最初にペナルティとして 1600が追加された場合、ペナルティは、16秒後に 800に
なり、40秒後に 100になります。したがって、ルート更新のペナルティが 1600の場合、BGP
スキャナのスケジュールには 40秒の遅延が使用されます。

これらのパラメータ（ペナルティしきい値およびすべてのダンプニングパラメータ）は変更で

きません。

BGPスキャナのデフォルトの動作
BGPは、インストールされているルートのネクストホップを監視して、ネクストホップの到
達可能性を確認し、BGPベストパスを選択、インストール、および検証します。デフォルト
では、BGPスキャナを使用して、60秒ごとにこの情報について RIBをポーリングします。ス
キャンサイクル間の 60秒の期間中に、内部ゲートウェイプロトコル（IGP）の不安定さ、ま
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たはその他のネットワーク障害によってブラックホールが生じ、一時的にルーティングルー

プが発生することがあります。

BGP Next_Hop属性
Next_Hop属性は、宛先への BGPネクストホップとして使用されるネクストホップ IPアドレ
スを示します。デバイスは、再帰的ルックアップによってルーティングテーブルで BGPネク
ストホップを検索します。外部BGP（eBGP）では、ネクストホップはアップデートを送信し
たピアの IPアドレスです。内部 BGP（iBGP）は、内部で生成されたルートのプレフィックス
をアドバタイズしたピアの IPアドレスを、ネクストホップのアドレスとして設定します。eBGP
から学習した iBGPへのルートのいずれかがアドバタイズされた場合、Next_Hop属性は変更さ
れません。

デバイスがBGPルートを使用するためには、BGPネクストホップの IPアドレスが到達可能で
なければなりません。到着可能性情報は通常 IGPによって提供され、IGPでの変更はネット
ワークバックボーンを介したネクストホップアドレスの転送に影響を与える可能性がありま

す。

選択的 BGPネクストホップルートフィルタリング
BGPネクストホップアドレストラッキングをサポートするために、選択的BGPネクストホッ
プルートフィルタリングが、BGPの選択的アドレストラッキング機能の一部として実装され
ていました。選択的ネクストホップルーティングフィルタリングは、BGPネクストホップを
解決するために、ルートマップを使用してルートを選択的に定義します。

bgp nexthop コマンドでルートマップを使用できることで、BGP Next_Hop属性に適用される
プレフィックスの長さを設定できます。ルートマップは BGPベストパスの計算中に使用さ
れ、BGPプレフィックスのネクストホップ属性が記載されたルーティングテーブル内のルー
トに適用されます。ネクストホップルートがルートマップの評価に失敗した場合は、ネクス

トホップルートは到達不能とマークされます。このコマンドはアドレスファミリ単位で実行

されるため、異なるアドレスファミリ内のネクストホップルートでは別のルートマップを適

用できます。

ASRシリーズデバイスでルートマップを使用して、ネクストホップをルートの BGPピアと
して設定し、ピアに向かってアウトバウンド方向にそのルートマップを適用します。

（注）

match ip addressコマンドとmatch source-protocolコマンドだけがルートマップでサポートさ
れます。setコマンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

（注）
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高速ピアリングセッションの非アクティブ化に対する BGPサポート

BGPホールドタイマー

デフォルトでは、BGPホールドタイマーは、シスコソフトウェアで 180秒ごとに実行するよ
うに設定されます。このタイマー値は、デフォルトとして設定され、BGPルーティングプロ
セスを別のルーティングプロトコルを持つピアリングセッションが原因になっている可能性

がある不安定な状態から保護します。BGPデバイスは、通常、大きなルーティングテーブル
を持っているため、頻繁にセッションをリセットすることは好ましくありません。

BGPの高速ピアリングセッションの非アクティブ化

BGPの高速ピアリングセッションを無効にすると、BGPコンバージェンスおよび BGPネイ
バーの隣接変更に対する応答時間が向上します。この機能は、イベントによって引き起こさ

れ、ネイバーごとに設定されます。この機能をイネーブルにすると、BGPは指定したネイバー
でピアリングセッションをモニタします。隣接変更が検出され、終了したピアリングセッショ

ンがデフォルトのまたは設定した BGPスキャン間隔中に無効にされます。

BGP高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキング

Cisco IOS XE Release 2.1以降のリリースでは、BGPの選択的アドレストラッキング機能によ
り、BGPの高速セッションの非アクティブ化とともにルートマップの使用が導入されました。
route-mapキーワードおよびmap-name引数は、neighbor fall-over BGPネイバーセッションコ
マンドとともに使用され、BGPピアへのルートが変更されたときに、この BGPネイバーのあ
るピアリングセッションをリセットする必要があるかどうかを判断します。このルートマッ

プは、新しいルートに対して評価され、 deny文が返された場合、ピアセッションがリセット
されます。このルートマップはセッションの確立には使用されません。

match ip addressコマンドとmatch source-protocolコマンドだけがルートマップでサポートさ
れます。setコマンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

（注）

ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサ
ポートの設定方法

BGPネクストホップアドレストラッキングの設定
このセクションの作業は、BGPネクストホップアドレストラッキングの設定方法を示してい
ます。BGPネクストホップアドレストラッキングによって、RIBでのネクストホップの変更
に対する BGPの応答時間が大幅に改善されます。ただし、不安定な内部ゲートウェイプロト
コル（IGP）ピアにより、BGPネイバーセッションが不安定になることがあります。BGPへの
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影響の可能性を軽減するために、不安定な IGPピアリングセッションを積極的にダンプニン
グさせることを推奨します。ルートダンプニングの設定の詳細については、「BGPルートダ
ンプニングの設定」を参照してください。

BGP選択的ネクストホップルートフィルタリングの設定

この作業は、潜在的なネクストホップルートをフィルタリングするためにルートマップを使

用して選択的ネクストホップルートフィルタリングを設定する場合に実行します。この作業

では、プレフィックスリストとルートマップを使用して、IPアドレスまたは送信元プロトコ
ルのマッチングを行います。また、この作業を使用して、集約アドレスと BGPプレフィック
スがネクストホップルートであると見なされないようにすることができます。match ipaddress
コマンドと match source-protocolコマンドだけがルートマップでサポートされます。setコマ
ンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

bgp nexthopコマンドの使用方法のその他の例については、このモジュールの「例：BGP選択
的ネクストホップルートフィルタリングの設定」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
5. bgp nexthop route-map map-name
6. exit
7. exit
8. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network / length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]
9. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
10. match ip address prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]
11. exit
12. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
13. end
14. show ip bgp [network] [network-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

address-family ipv4コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユ
ニキャストアドレスファミリのアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードになりま

す。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

BGPネクストホップを解決するために、ルート
マップがルートを選択的に定義できるようにしま

す。

bgp nexthop route-map map-name

例：

Device(config-router-af)# bgp nexthop route-map
CHECK-NEXTHOP

ステップ 5

•この例では、CHECK-NEXTHOPという名前の
ルートマップが作成されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7

BGPネクストホップルートフィルタリングのプレ
フィックスリストを作成します。

ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network
/ length | permit network/length} [ge ge-value] [le
le-value]

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

例： •選択的ネクストホップルートフィルタリング
では、アドレスファミリ単位でのプレフィッ

Device(config)# ip prefix-list FILTER25 seq 5
permit 0.0.0.0/0 le 25

クス長のマッチングまたは送信元プロトコルの

マッチングがサポートされます。

•この例では、マスク長が 25を超える場合だけ
ルートを許可する、FILTER25という名前のプ
レフィックスリストを作成します。これによっ

て、集約ルートがネクストホップルートであ

ると見なされないようにします。

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 9

•この例では、CHECK-NEXTHOPという名前の
ルートマップが作成されます。次の matchコ

Device(config)# route-map CHECK-NEXTHOP deny 10
マンドに IPアドレスの一致がある場合は、そ
の IPアドレスは拒否されます。

指定されたプレフィックスリスト内の IPアドレス
のマッチングを行います。

match ip address prefix-list prefix-list-name
[prefix-list-name...]

例：

ステップ 10

•プレフィックスリストの名前を指定するには、
prefix-list-name引数を使用します。省略記号

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list FILTER25 は、複数のプレフィックスリストを指定でき

ることを意味します。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 12

•この例では、その他すべてのIPアドレスがルー
トマップ CHECK-NEXTHOPによって許可さ
れます。

Device(config)# route-map CHECK-NEXTHOP permit
20
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示し
ます。

show ip bgp [network] [network-mask]

例：

ステップ 14

•ルートごとのネクストホップアドレスを表示
するには、このコマンドを入力します。

Device# show ip bgp

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

例

show ipbgpコマンドの次の例は、ルートごとのネクストホップアドレスを示していま
す。

BGP table version is 7, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 40000 i
* 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 50000 i
*> 172.16.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 172.17.1.0/24 0.0.0.0 0 32768

BGPネクストホップアドレストラッキングの遅延間隔の調整

この作業は、BGPネクストホップアドレストラッキングのルーティングテーブルウォーク間
の遅延間隔を調整する場合に実行します。

すべてのルーティングテーブルウォーク間の遅延間隔を調整して、内部ゲートウェイプロト

コル（IGP）の調整パラメータと一致させることで、この機能のパフォーマンスを向上させる
ことができます。デフォルトの遅延間隔は 5秒です。この値は、高速調整された IGPに最適で
す。よりゆっくり収束する IGPの場合は、IGPコンバージェンス時間に応じて遅延間隔を 20
秒以上に変更できます。

BGPネクストホップアドレストラッキングによって、RIBでのネクストホップの変更に対す
る BGPの応答時間が大幅に改善されます。ただし、不安定な内部ゲートウェイプロトコル
（IGP）ピアにより、BGPネイバーセッションが不安定になることがあります。BGPへの影響
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の可能性を軽減するために、不安定な IGPピアリングセッションを積極的にダンプニングさ
せることを推奨します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [[mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4

[unicast]]
5. bgp nexthop trigger delay delay-timer
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 64512

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family ipv4 [[mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]]

例：

ステップ 4

•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ネクストホップアドレストラッキングのルーティ

ングテーブルウォーク間の遅延間隔を設定します。

bgp nexthop trigger delay delay-timer

例：

ステップ 5

•この期間によって、通知の受信後に完全なルー
ティングテーブルウォークを開始するまでBGP
が待機する時間の長さが決まります。

Device(config-router-af)# bgp nexthop trigger
delay 20

• delay-timer引数の値は、1～ 100秒までの数値
です。デフォルト値は 5秒です。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、20秒の遅延間隔を設定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

BGPネクストホップアドレストラッキングの無効化

この作業は、BGPネクストホップアドレストラッキングを無効にする場合に実行します。BGP
ネクストホップアドレストラッキングは、IPv4アドレスファミリと VPNv4アドレスファミ
リではデフォルトで有効になっています。Cisco IOS Release 12.2(33)SB6以降では、BGPネク
ストホップアドレストラッキングは、VPNv6アドレスファミリでネクストホップが IPv6ネ
クストホップアドレスにマッピングされる IPv4アドレスである場合は、デフォルトで有効に
なっています。

ネットワークに不安定な IGPピアがあり、ルートダンプニングを行っても安定性の問題が解
決しない場合は、ネクストホップアドレストラッキングを無効にすると役立つことがありま

す。BGPネクストホップアドレストラッキングを再度有効にするには、trigger キーワードと
enable キーワードを指定して bgp nexthopコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [[mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4

[unicast] | vpnv6 [unicast]]
5. no bgp nexthop trigger enable
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 64512

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family ipv4 [[mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast] | vpnv6
[unicast]]

例：

ステップ 4

•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

BGPネクストホップアドレストラッキングを無効
にします。

no bgp nexthop trigger enable

例：

ステップ 5

•ネクストホップアドレストラッキングは、IPv4
アドレスファミリセッションと VPNv4アドレDevice(config-router-af)# no bgp nexthop trigger

enable
スファミリセッションではデフォルトで有効

になっています。

•この例では、ネクストホップアドレストラッ
キングを無効にします。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

高速セッションの非アクティブ化の設定

この項の作業は、BGPネクストホップアドレストラッキングの設定方法を示しています。BGP
ネクストホップアドレストラッキングによって、RIBでのネクストホップの変更に対するBGP
の応答時間が大幅に改善されます。ただし、不安定な内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ピ
アにより、BGPネイバーセッションが不安定になることがあります。BGPへの影響の可能性
を軽減するために、不安定な IGPピアリングセッションを積極的にダンプニングさせること
を推奨します。ルートのダンプニングの詳細については、「内部 BGP機能の設定」モジュー
ルを参照してください。

BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化の設定

BGPネイバーを持つピアリングセッションを確立し、このピアリングセッションを高速セッ
ションの非アクティブ化に設定して、このピアリングセッションが無効にされた場合のネット

ワークコンバージェンス時間を向上するには、次の作業を実行します。
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BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化を有効にすると、BGPコンバージェンス時
間が大幅に向上します。ただし、不安定な IGPピアにより、引き続き BGPネイバーセッショ
ンが不安定になることがあります。BGPへの影響の可能性を軽減するために、不安定な IGP
ピアリングセッションを積極的にダンプニングさせることを推奨します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address fall-over
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるように BGPピアを設定します。

address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

•この例では、IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリセッションを作成します。

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

BGPネイバーを持つピアリングセッションを確立し
ます。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000
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目的コマンドまたはアクション

高速セッションを無効にするようにBGPピアリング
を設定します。

neighbor ip-address fall-over

例：

ステップ 6

• BGPは、セッションが無効になると、このピア
で学習したすべてのルートを削除します。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
fall-over

コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキングの設定

高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキングを設定するには、次の作業を

実行します。neighbor fall-overコマンドのオプションの route-mapキーワードおよびmap-name
引数を使用して、BGPピアへのルートが変更されたときに BGPネイバーを持つピアリング
セッションを非アクティブ化（リセット）する必要があるかどうかを判断します。このルート

マップは、新しいルートに対して評価され、deny文が返された場合、ピアセッションがリセッ
トされます。

match ip addressコマンドとmatch source-protocolコマンドだけがルートマップでサポートさ
れます。setコマンドやその他の matchコマンドはサポートされません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address fall-over [route-map map-name]
6. exit
7. ip prefix-list list-name [seq seq-value]{deny network / length | permit network / length}[ge

ge-value] [le le-value]
8. route-map map-name [permit | deny][sequence-number]
9. match ip address prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

BGPへのルートが変更されるときにルートマップ
を適用します。

neighbor ip-address fall-over [route-mapmap-name]

例：

ステップ 5

•この例では、ネイバー 192.168.1.2へのルート
が変更されるときに、CHECK-NBRという名
前のルートマップが適用されます。

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
fall-over route-map CHECK-NBR

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

BGPネクストホップルートフィルタリングのプレ
フィックスリストを作成します。

ip prefix-list list-name [seq seq-value]{deny
network / length | permit network / length}[ge ge-value]
[le le-value]

ステップ 7

•選択的ネクストホップルートフィルタリング
では、アドレスファミリ単位でのプレフィッ例：

Device(config)# ip prefix-list FILTER28 seq 5
permit 0.0.0.0/0 ge 28

クス長のマッチングまたは送信元プロトコルの

マッチングがサポートされます。

•この例では、マスク長が28以上の場合だけルー
トを許可する FILTER28という名前のプレ
フィックスリストが作成されます。

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-name [permit |
deny][sequence-number]

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# route-map CHECK-NBR permit 10
•この例では、CHECK-NBRという名前のルー
トマップが作成されます。次の matchコマン
ドで IPアドレスの一致がある場合、その IPア
ドレスは許可されます。

指定されたプレフィックスリスト内の IPアドレス
のマッチングを行います。

match ip address prefix-list prefix-list-name
[prefix-list-name...]

例：

ステップ 9

•プレフィックスリストの名前を指定するには、
prefix-list-name引数を使用します。省略記号

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list FILTER28 は、複数のプレフィックスリストを指定でき

ることを意味します。

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』を参照してくださ
い。

（注）

コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-route-map)# end

ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサ
ポートの設定例

例：BGPネクストホップアドレストラッキングの有効化と無効化
次の例では、ネクストホップアドレストラッキングは、IPv4アドレスファミリセッションで
はディセーブルになっています。

router bgp 50000
address-family ipv4 unicast
no bgp nexthop trigger enable

例：BGPネクストホップアドレストラッキングの遅延間隔の調整
次の例では、ネクストホップトラッキングの遅延期間は、IPv4アドレスファミリセッション
では 20秒ごとに発生するよう設定されています。
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router bgp 50000
address-family ipv4 unicast
bgp nexthop trigger delay 20

例：BGP選択的ネクストホップルートフィルタリングの設定
次に、BGPプレフィックスがネクストホップルートとして使用されるのを回避するために、
BGP選択的ネクストホップルートフィルタリングを設定する例を示します。ネクストホップ
を対象とする最も固有性の高いルートが BGPルートである場合は、BGPルートは到達不能と
マーキングされます。ネクストホップは IGPまたはスタティックルートでなければなりませ
ん。

router bgp 45000
address-family ipv4 unicast
bgp nexthop route-map CHECK-BGP
exit
exit
route-map CHECK-BGP deny 10
match source-protocol bgp 1
exit
route-map CHECK-BGP permit 20
end

次に、BGPプレフィックスがネクストホップルートとして使用されるのを回避して、プレ
フィックスの固有性が /25よりも高くなるようにするために、BGP選択的ネクストホップルー
トフィルタリングを設定する例を示します。

router bgp 45000
address-family ipv4 unicast
bgp nexthop route-map CHECK-BGP25
exit
exit
ip prefix-list FILTER25 seq 5 permit 0.0.0.0/0 le 25
route-map CHECK-BGP25 deny 10
match ip address prefix-list FILTER25
exit
route-map CHECK-BGP25 deny 20
match source-protocol bgp 1
exit
route-map CHECK-BGP25 permit 30
end

例：BGPネイバーの高速セッションの非アクティブ化の設定
次の例では、BGPルーティングプロセスがデバイス Aおよびデバイス Bで設定され、この 2
つのデバイス間でネイバーセッションの高速ピアリングセッションの非アクティブ化をモニ

タし、使用します。高速ピアリングセッションの非アクティブ化は、このネイバーセッショ

ンの両方のデバイスで必要ではありませんが、このネイバーセッションが非アクティブ化され

ている場合、両方の自律システムの BGPネットワークのより高速なコンバージェンスに役立
ちます。
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デバイス A

router bgp 40000
neighbor 192.168.1.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.1 fall-over
end

デバイス B

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 fall-over
end

例：高速セッションの非アクティブ化の選択的アドレストラッキング

の設定

次に、/28のプレフィックスを持つルートまたはピアの宛先へのさらに特定されたルートを使
用できなくなった場合に、BGPピアリングセッションをリセットするようにこのセッション
を設定する方法の例を示します。

router bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 fall-over route-map CHECK-NBR
exit
ip prefix-list FILTER28 seq 5 permit 0.0.0.0/0 ge 28
route-map CHECK-NBR permit 10
match ip address prefix-list FILTER28
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサ
ポートの機能情報

表 35 :ネクストホップアドレストラッキングに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

ネクストホップアドレスト

ラッキングに対する BGPサ
ポート機能は、サポートCisco
IOSソフトウェアイメージが
インストールされている場合

はデフォルトでイネーブルに

なっています。BGPネクスト
ホップアドレストラッキング

はイベントドリブンです。

BGPプレフィックスは、ピア
リングセッションの確立時に

自動的にトラッキングされま

す。ネクストホップの変更

は、RIBでの更新時に BGP
ルーティングプロセスに迅速

に報告されます。この最適化

によって、RIBにインストー
ルされているルートのネクス

トホップの変更に対する応答

時間が短縮されることで、全

体的なBGPコンバージェンス
が改善されます。BGPスキャ
ナサイクル間でのベストパス

の計算の実行時に、ネクスト

ホップの変更だけがトラッキ

ングおよび処理されます。

この機能により、bgp nexthop
コマンドが導入されました。

ネクストホップアドレスト

ラッキングに対する BGPサ
ポート
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機能情報リリース機能名

BGPの選択的アドレストラッ
キング機能によって、ネクス

トホップルートフィルタリン

グと高速なセッション非アク

ティブ化にルートマップが使

用されるようになりました。

選択的ネクストホップフィル

タリングは、ルートマップを

使用して、BGPネクストホッ
プの解決に役立つルートを選

択的に定義します。または、

ルートマップを使用して、

BGPピアへのルートの変更時
にBGPネイバーとのピアリン
グセッションをリセットする

必要があるかどうかを判別で

きます。

この機能により、次のコマン

ドが変更されました。bgp
nexthop、neighbor fall-over

BGPの選択的アドレストラッ
キング
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機能情報リリース機能名

高速ピアリングセッションの

非アクティブ化に対する BGP
サポート機能により、イベン

トによって起動される通知シ

ステムが導入され、ボーダー

ゲートウェイプロトコル

（BGP）プロセスでネイバー
ごとに BGPピアリングセッ
ションをモニタできるように

なりました。この機能によ

り、BGPが隣接変更を検出
し、標準のBGPスキャン間隔
中に終了したセッションを無

効にできるようになり、BGP
の隣接変更に対する応答時間

が向上します。この機能をイ

ネーブルにすると、BGPコン
バージェンス全体が向上しま

す。

この機能により、neighbor
fall-overコマンドが変更され
ました。

高速ピアリングセッションの

非アクティブ化に対する BGP
サポート
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第 20 章

最大プレフィックス制限到達後の BGPネ
イバーセッション再起動

最大プレフィックス制限到達後の BGPセッション再起動機能により、restartキーワードが
neighbor maximum-prefixコマンドに追加されます。これにより、ネットワークオペレータ
は、ピアから受信したプレフィックス数が最大プレフィックス制限を超えたときに、ピアリン

グセッションをデバイスで再確立するまでの時間を設定できます。

•機能情報の確認（501ページ）
•最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッション再起動に関する情報（502ペー
ジ）

•最大プレフィックス制限を超えた後にネイバーセッションを再確立するためのデバイスの
設定方法（503ページ）

•最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッション再起動の設定例（507ページ）
•最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッション再起動に関する追加情報（508
ページ）

•最大プレフィックス制限後の BGPネイバーセッション再起動の機能情報（509ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッショ
ン再起動に関する情報

プレフィックス制限および BGPピアリングセッション
BGPを実行しているデバイスがピアから受信できるプレフィックスの最大数を制限するには、
neighbor maximum-prefixコマンドを使用します。デバイスがピアデバイスから過剰のプレ
フィックスを受信し、最大プレフィックス制限を超えると、このピアリングセッションは無効

になるか、ダウン状態になります。このセッションは、格納されているプレフィックスをクリ

アする clear ip bgpコマンドを入力することによってネットワークオペレータが手動でアップ
状態に戻すまで、ダウン状態のままです。

最大プレフィックス制限による BGPネイバーセッションの再起動
restartキーワードが neighbormaximum-prefixコマンドに追加されたため、ネットワークオペ
レータは、BGPネイバーピアリングセッションが無効またはダウン状態のときにこのピアリ
ングセッションを自動的に再確立するようにデバイスを設定できます。ピアリングを自動的に

再確立できるようになるまでの時間が設定可能です。restartキーワードの restart-intervalを分
単位で指定します。値の範囲は 1～ 65,535分です。

BGP中止通知のサブコード
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）では、特定のアドレスファミリのピアから受け取
るプレフィックスの最大数に制限を設けています。この制限は、デバイスにとって、ローカル

またはリモートネイバーのいずれかの設定ミスに起因する、リソースの枯渇に対する予防措置

となります。アドバタイズメントによりピアが BGPをフラッディングしないようにするため
に、サポートされているアドレスファミリごとに、1つのピアから受け入れるプレフィックス
の数に対する制限が課されます。デフォルトの制限値は、該当するアドレスファミリのピアに

対して maximum-prefix limitコマンドを設定することにより、上書きできます。

BGP中止通知メッセージでは、次のサブコードがサポートされています。

•最大プレフィックス数到達

•管理シャットダウン

•ピア設定解除

•管理リセット

特定のアドレスファミリのピアから受信したプレフィックスの数が、このアドレスファミリ

に対する最大制限値（デフォルト設定またはユーザ設定のいずれかによる）を超えると、停止

通知メッセージがそのネイバーに送信され、このネイバーとのピアリングが終了されます。特

定のアドレスファミリのネイバーとのピアリングが確立され、そのネイバーから一定数のプレ
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フィックスをすでに受信した後で、そのネイバーのプレフィックスの最大数が設定されている

ことがあります。設定されたプレフィックスの最大数が、アドレスファミリのネイバーからす

でに受信したプレフィックスの数よりも小さい場合は、設定直後に停止通知メッセージがその

ネイバーに送信され、そのネイバーとのピアリングが終了されます。

最大プレフィックス制限を超えた後にネイバーセッショ

ンを再確立するためのデバイスの設定方法

最大プレフィックス制限到達後にネイバーセッションを再確立するた

めのルータの設定

BGPピアから受信されたプレフィックス数が最大プレフィックス制限を超えたときに、デバイ
スによって BGPネイバーセッションが再確立される時間間隔を設定するには、次の作業を実
行します。

ネットワークオペレータは、設定された最大プレフィックス制限を超えたためにダウン状態に

なったネイバーセッションを自動的に再確立するように、BGPを実行しているデバイスを設
定できます。この機能がイネーブルのときには、ネットワークオペレータの介入は必要ありま

せん。

この作業は、ディセーブルになった BGPネイバーセッションをネットワークオペレータが指
定した時間間隔で再確立しようとします。ただし、再起動タイマーの設定だけでは、送信して

いるプレフィックス数が超過しているピアを変更または修正できません。ネットワークオペ

レータは、最大プレフィックス制限を再設定するか、そのピアから送信されるプレフィックス

数を減らす必要があります。プレフィックスを過剰に送信するように設定されたピアは、ネッ

トワークに不安定な状態をもたらす可能性があり、過剰な数のプレフィックスが急速にアドバ

タイズおよび除去されます。この場合、ネットワークオペレータは、原因となっている問題を

修正する際に、neighbor maximum-prefixコマンドの warning-onlyキーワードを設定して再起
動機能を無効にすることができます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} peer-group
5. neighbor {ip-address | ipv6-address% | peer-group-name} peer-group peer-group-name
6. neighbor {ip-address | ipv6-address% | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[ alternate-as autonomous-system-number...]
7. neighbor {ip-address | ipv6-address% | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[ alternate-as autonomous-system-number...]

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
503

最大プレフィックス制限到達後の BGPネイバーセッション再起動

最大プレフィックス制限を超えた後にネイバーセッションを再確立するためのデバイスの設定方法



8. neighbor {ip-address | ipv6-address% | }maximum-prefixmaximum [threshold] [restartminutes]
[warning-only]

9. end
10. show ip bgp neighbors ip-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101

BGPピアグループまたはマルチプロトコルBGPピ
アグループを作成します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor internal
peer-group

ピアグループのメンバになるようにBGPネイバー
を設定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address% |
peer-group-name} peer-group peer-group-name

例：

ステップ 5

• %キーワードは、IPv6リンクローカルアドレ
ス識別子です。このキーワードは、リンクロー

Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5
peer-group internal カル IPv6アドレスがそのインターフェイスの

コンテキスト外で使用される場合は、追加する

必要があります。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにピアグループを追加しま
す。

neighbor {ip-address | ipv6-address% |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[ alternate-as autonomous-system-number...]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor internal
remote-as 100
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address% |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[ alternate-as autonomous-system-number...]

ステップ 7

例：

Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5
remote-as 100

BGPを実行しているルータの最大プレフィックス
制限を設定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address% | }
maximum-prefixmaximum [threshold] [restartminutes]
[warning-only]

ステップ 8

• restartキーワードおよびminutes引数を使用し
て、最大プレフィックス制限を超えたために無例：

Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5
maximum-prefix 1000 90 restart 60

効になったネイバーセッションを自動的に再

確立するようにルータを設定します。minutes
の設定可能範囲は 1～ 65535分です。

•過剰なプレフィックスを送信しているピアを調
整できるように、warning-onlyキーワードを使
用して、再起動機能が無効になるようデバイス

を設定します。

minutes引数が設定されていないと、最大
プレフィックス制限を超えた後も無効に

なったセッションはダウン状態のままに

なります。これはデフォルトの動作です。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors ip-address

例：

ステップ 10

•この例では、このコマンドの出力は、指定した
ネイバーの最大プレフィックス制限および設定

された再起動タイマー値を表示します。

Device# show ip bgp neighbors 10.4.9.5

例

show ip bgp neighborsコマンドの次の出力例により、無効になったネイバーセッショ
ンを自動的に再確立するようにデバイスが設定されたことを確認できます。この出力

は、ネイバー 10.4.9.5の最大プレフィックス制限が 1000プレフィックス、再起動しき
い値が 90%、再起動間隔が 60分に設定されていることを示します。
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Device# show ip bgp neighbors 10.4.9.5

BGP neighbor is 10.4.9.5, remote AS 101, internal link
BGP version 4, remote router ID 10.4.9.5
BGP state = Established, up for 2w2d
Last read 00:00:14, hold time is 180, keepalive interval is 60 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 23095 23095
Route Refresh: 0 0
Total: 23096 23096

Default minimum time between advertisement runs is 5 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 1, neighbor versions 1/0 1/0
Output queue sizes : 0 self, 0 replicated
Index 2, Offset 0, Mask 0x4
Member of update-group 2

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 0 0
Prefixes Total: 0 0
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 0
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Total: 0 0

!Configured maximum number of prefixes and restart interval information!
Maximum prefixes allowed 1000
Threshold for warning message 90%, restart interval 60 min
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Connections established 1; dropped 0
Last reset never

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Local host: 10.4.9.21, Local port: 179
Foreign host: 10.4.9.5, Foreign port: 11871
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x5296BD2C):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 23098 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 23096 22692 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
iss: 1900546793 snduna: 1900985663 sndnxt: 1900985663 sndwnd: 14959
irs: 2894590641 rcvnxt: 2895029492 rcvwnd: 14978 delrcvwnd: 1406
SRTT: 300 ms, RTTO: 607 ms, RTV: 3 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 0 ms, maxRTT: 316 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: passive open, nagle, gen tcbs
Datagrams (max data segment is 1460 bytes):
Rcvd: 46021 (out of order: 0), with data: 23096, total data bytes: 438850
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Sent: 46095 (retransmit: 0, fastretransmit: 0), with data: 23097, total data by9

トラブルシューティングのヒント

BGPソフト再構成を使用して BGP接続をリセットするには、clear ip bgpコマンドを使用しま
す。このコマンドは、格納されたプレフィックスをクリアして、BGPを実行しているデバイス
が最大プレフィックス制限を超えないようにするために使用できます。

次のエラーメッセージの表示は、ネイバーセッションがディセーブルになる根本的な問題を

示す可能性があります。neighbor maximum-prefixコマンドに対して設定された値および過剰
な数のプレフィックスを送信しているすべてのピアの設定を確認する必要があります。次のエ

ラーメッセージ例は、表示される可能性のあるエラーメッセージと類似しています。

00:01:14:%BGP-5-ADJCHANGE:neighbor 10.10.10.2 Up
00:01:14:%BGP-4-MAXPFX:No. of unicast prefix received from 10.10.10.2 reaches 5, max 6
00:01:14:%BGP-3-MAXPFXEXCEED:No.of unicast prefix received from 10.10.10.2:7 exceed
limit6
00:01:14:%BGP-5-ADJCHANGE:neighbor 10.10.10.2 Down - BGP Notification sent
00:01:14:%BGP-3-NOTIFICATION:sent to neighbor 10.10.10.2 3/1 (update malformed) 0 byte

bgp dampeningコマンドを使用して、ピアが過剰な数のプレフィックスを送信し、ネットワー
クに不安定な状態をもたらすときにフラッピングルートまたはインターフェイスのダンプニン

グを設定できます。過剰な数のプレフィックスを送信しているデバイスをトラブルシューティ

ングまたは調整する場合にだけこのコマンドを使用します。BGPルートダンプニングの詳細
については、「BGPの拡張機能の設定」モジュールを参照してください。

最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッショ
ン再起動の設定例

例：最大プレフィックス制限到達後にネイバーセッションを再確立す

るためのルータの設定

次の例では、ネイバー 192.168.6.6で許可されるプレフィックスの最大数が 2000に設定され、
ピアリングセッションが無効になった場合に、30分後にそのピアリングセッションを再確立
するようにデバイスが設定されます。

Device(config)# router bgp 101
Device(config-router)# neighbor internal peer-group
Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5 peer-group internal
Device(config-router)# neighbor internal remote-as 100
Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5 remote-as 100
Device(config-router)# neighbor 10.4.9.5 maximum-prefix 2000 90 restart 30
Device(config-router)# end
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最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッショ
ン再起動に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Subcodes for BGPCease NotificationMessage』RFC
4486

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/support


最大プレフィックス制限後のBGPネイバーセッション再
起動の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 36 :最大プレフィックス制限後の BGPセッション再起動の機能情報

機能情報リリース機能名

最大プレフィックス制限到達

後のBGPセッション再起動機
能により、restartキーワード
が neighbormaximum-prefixコ
マンドに追加されます。これ

により、ネットワークオペ

レータは、ピアから受信した

プレフィックス数が最大プレ

フィックス制限を超えたとき

に、ピアリングセッションを

デバイスで再確立するまでの

時間を設定できます。

次のコマンドが変更されまし

た。neighbor
maximum-prefix、show ip bgp
neighbors

最大プレフィックス制限後の

BGP再起動セッション

BGP中止通知のサブコードに
対するサポートが追加されま

した。

BGP - BGP中止通知のサブ
コード
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第 21 章

ネットワークAS移行のためのデュアルAS
構成に対する BGPサポート

ネットワークAS移行のためのデュアルAS設定に対する BGPサポート機能により、自律シス
テムパスのカスタマイズ設定オプションが追加され、BGP Local-AS機能が拡張されました。
この機能の設定は、お客様のピアリングセッションに対して透過的で、お客様のピアリング環

境を中断せずにプロバイダーが2つの自律システムを結合することを可能にします。お客様の
ピアリングセッションは、その後メンテナンス時間中またはその他のスケジュール済みのダウ

ンタイム中に更新できます。

•機能情報の確認（511ページ）
•ネットワーク AS移行のためのデュアル AS構成に対する BGPサポートに関する情報（
512ページ）

•ネットワーク AS移行のためのデュアル AS構成に対する BGPサポートの設定方法（514
ページ）

•ネットワーク移行のためのデュアル ASピアリングの設定例（516ページ）
•その他の参考資料（518ページ）
•ネットワーク AS移行のためのデュアル AS構成に対する BGPサポートの機能情報（518
ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ネットワークAS移行のためのデュアルAS構成に対する
BGPサポートに関する情報

BGPネットワークの自律システムの移行
自律システムの移行は、テレコミュニケーションまたはインターネットサービスプロバイダー

が別のネットワークを購入したときに必要になる場合があります。お客様の既存のピアリング

環境を中断せずにプロバイダーが2番目の自律システムを統合できることが望ましいです。お
客様のネットワークで必要な設定の量によっては、サービスを中断せずに完了するのが困難

な、煩雑な作業となります。

BGPネットワーク自律システムの移行に対するデュアル自律システム
のサポート

Cisco IOSRelease 12.0(29)S、12.3(14)T、12.2(33)SXH、およびこれら以降のリリースでは、デュ
アル BGP自律システム設定のサポートが追加され、お客様のピアリングセッションを中断せ
ずにセカンダリ自律システムをプライマリ自律システムの下に結合できます。この機能の設定

は、お客様のネットワークに対して透過的です。デュアル BGP自律システム設定により、自
律システムの移行中にルータをセカンダリ自律システムのメンバとして外部ピアに対して表示

できます。この機能により、ネットワークオペレータは、複数の自律システムを結合でき、そ

の後、通常のサービス時間に既存のピアリング環境を中断せずにお客様を新しい設定に移行で

きます。

neighbor local-asコマンドを使用して、eBGPネイバーから受信するルートの自律システム番号
を追加および削除して、AS_PATH属性がカスタマイズされます。この機能により、自律シス
テム番号を移行するために、外部ピアに対して別の自律システムのメンバとしてルータを表示

できます。この機能は、ネットワークオペレータがセカンダリ自律システムをプライマリ自律

システムに結合し、その後、通常のサービス時間中に既存のピアリング環境を中断せずにお客

様の設定をアップデートすることにより、BGPネットワークでの自律システム番号の変更プロ
セスを簡略化します。

コンフェデレーション、個別のピアリングセッション、およびピアグループに対する BGP自
律システムの移行サポート

この機能は、コンフェデレーション、個別のピアリングセッション、およびピアグループと

ピアテンプレートによって適用される設定をサポートします。この機能がグループピアに適

用されると、個別ピアはカスタマイズできません。

BGP自律システムの移行中のフィルタリングの入力

自律システムパスのカスタマイズにより、このようなカスタマイズが誤って設定されている場

合に、ルーティングループが作成される可能性が高くなります。お客様のピアリング数が増加
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するにつれ危険が高まります。入力インターフェイスに関するポリシーを適用して、遷移中ま

たは local-as設定のないルートの自律システム番号をブロックすることにより、この可能性を
低減できます。

BGPは、ネットワーク到着可能性情報を維持し、ルーティングループを防ぐために、ルート
が通過する各 BGPネットワークから自律システム番号をプリペンドします。この機能は、自
律システムの移行のためだけに設定する必要があり、遷移が完了した後設定解除する必要があ

ります。不適切に設定するとルーティングループが作成される可能性があるため、この手順

は、経験を積んだネットワークオペレータだけが行ってください。

注意

BGPネットワークの 4バイト自律システム番号への移行
4バイト ASNに対する BGPサポート機能により、4バイト自律システム番号がサポートされ
るようになりました。自律システム番号の要求の増加に伴い、インターネット割り当て番号局

（IANA）は 2009年 1月から 65536～ 4294967295の範囲の 4バイト自律システム番号の割り
当てを開始しました。

Ciscoの 4バイト自律システム番号の実装は、RFC 4893をサポートします。RFC 4893は、2バ
イト自律システム番号から 4バイト自律システム番号への段階的移行を BGPがサポートでき
るように開発されました。新しい予約済み（プライベート）自律システム番号（23456）はRFC
4893により作成された番号で、Cisco IOS CLIではこの番号を自律システム番号として設定で
きません。

ご使用のBGPネットワークを 4バイト自律システム番号に移行するには計画が必要です。4バ
イト自律システム番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、2バ
イト自律システム番号を使用できます。4バイト自律システム番号に設定された形式にかかわ
らず、2バイト自律システムの showコマンド出力と正規表現のマッチングは変更されず、
asplain（10進数）形式のままになります。

スムーズな移行を確実に行うには、4バイト自律システム番号を使用して識別される自律シス
テム内のBGPスピーカーをすべて、4バイト自律システム番号をサポートするようにアップグ
レードすることを推奨します。

BGPネットワークを 4バイトの自律システムのフルサポートにアップグレードする手順の詳
細については、『Migration Guide for Explaining 4-Byte Autonomous System』ホワイトペーパー
を参照してください。
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ネットワークAS移行のためのデュアルAS構成に対する
BGPサポートの設定方法

ネットワーク移行のためのデュアル ASピアリングの設定
自律システム番号を移行するために、別の自律システムのメンバとして外部ピアに対してBGP
ピアルータを表示するように設定するには、次の作業を実行します。BGPピアにデュアル自
律システム番号が設定されると、ネットワークオペレータは、セカンダリ自律システムをプラ

イマリ自律システムに結合し、今後のサービス時間中に既存のピアリング環境を中断せずにお

客様の設定をアップデートできます。

show ip bgpコマンドおよび show ip bgp neighborsコマンドを使用して、ルーティングテーブ
ルのエントリ用の自律システム番号およびこの機能の状況を確認できます。

•ネットワーク AS移行のためのデュアル AS設定に対する BGPサポートは、正しい eBGP
ピアリングセッションだけに設定できます。この機能は、コンフェデレーションの異なる

サブ自律システム内の 2つのピアには設定できません。
•ネットワークAS移行のためのデュアルAS設定に対するBGPサポートは、ピアグループ
とピアテンプレートによって適用される個別のピアリングセッションおよび設定に設定

できます。このコマンドがピアグループに適用されると、ピアは個別にカスタマイズでき

ません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address local-as [autonomous-system-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]]
6. neighbor ip-address remove-private-as
7. end
8. show ip bgp [network] [network-mask] [longer-prefixes] [prefix-list prefix-list-name | route-map

route-map-name] [shorter-prefixes mask-length]
9. show ip bgp neighbors [neighbor-address] [received-routes | routes | advertised-routes | paths

regexp | dampened-routes | received prefix-filter]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 40000

BGPネイバーを持つピアリングセッションを確立し
ます。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1 remote-as
45000

eBGPネイバーから受信したルートの AS_PATH属
性をカスタマイズします。

neighbor ip-address local-as
[autonomous-system-number [no-prepend [replace-as
[dual-as]]]]

ステップ 5

• replace-asキーワードを使用して、（ip-address
引数で設定される）ローカル自律システム番号例：

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1 local-as
50000 no-prepend replace-as dual-as

だけを AS_PATH属性の前に付加します。ロー
カル BGPルーティングプロセスからの自律シ
ステム番号は、追加されません。

• dual-asキーワードを使用し、（ローカル BGP
ルーティングプロセスからの）実際の自律シス

テム番号を使用するか、ip-address引数
（local-as）で設定された自律システム番号を使
用して、ピアリングセッションを確立するよう

に eBGPネイバーを設定します。

•この例では、実際の自律システム番号および
local-as番号を受け入れるように 10.0.0.1ネイ
バーを持つピアリングセッションが設定されま

す。

（任意）プライベート自律システム番号をアウトバ

ウンドルーティングアップデートから削除します。

neighbor ip-address remove-private-as

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remove-private-as

•このコマンドを replace-as機能とともに使用し
て、プライベート自律システム番号を削除し、

この番号を外部自律システム番号に置き換える

ことができます。

•このコマンドが設定されると、プライベート自
律システム番号（64512～65535）は、AS_PATH
属性から自動的に削除されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router)# end

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示しま
す。

show ip bgp [network] [network-mask] [longer-prefixes]
[prefix-list prefix-list-name | route-map route-map-name]
[shorter-prefixes mask-length]

ステップ 8

•この出力を使用して、実際の自律システム番号
または local-as番号が設定されているかどうか
を確認できます。

例：

Router# show ip bgp

ネイバーへの TCP接続および BGP接続の情報を表
示します。

show ip bgp neighbors [neighbor-address]
[received-routes | routes | advertised-routes | paths
regexp | dampened-routes | received prefix-filter]

ステップ 9

•この出力は、localAS、no-prepend、replace-as、
および dual-asを対応する自律システム番号と例：

Router# show ip bgp neighbors
ともに表示します（これらのオプションが設定

されている場合）。

ネットワーク移行のためのデュアル ASピアリングの設
定例

例：デュアル ASの設定
次に、この機能を使用して、お客様のネットワークのピアリング環境を中断せずに2つの自律
システムを結合する方法の例を示します。neighbor local-asコマンドを設定して、ルータ 1で
自律システム 40000と自律システム 45000を使用してピアリングセッションを維持できるよう
にします。ルータ 2は、BGPルーティングプロセスを自律システム 50000で実行するお客様
のルータで、自律システム 45000を持つピアに対して設定されます。
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自律システム 40000（プロバイダーのネットワーク）のルータ 1

interface Serial3/0
ip address 10.3.3.11 255.255.255.0
!
router bgp 40000
no synchronization
bgp router-id 10.0.0.11
neighbor 10.3.3.33 remote-as 50000
neighbor 10.3.3.33 local-as 45000 no-prepend replace-as dual-as

自律システム 45000（プロバイダーのネットワーク）のルータ 1

interface Serial3/0
ip address 10.3.3.11 255.255.255.0
!
router bgp 45000
bgp router-id 10.0.0.11
neighbor 10.3.3.33 remote-as 50000

自律システム 50000（お客様のネットワーク）のルータ 2

interface Serial3/0
ip address 10.3.3.33 255.255.255.0
!
router bgp 50000
bgp router-id 10.0.0.3
neighbor 10.3.3.11 remote-as 45000

遷移完了後、通常のメンテナンス時間中またはその他のスケジュール済みのダウンタイム中に

ルータ 50000の設定を自律システム 40000を持つピアに対してアップデートできます。

neighbor 10.3.3.11 remote-as 100

例：デュアル ASコンフェデレーションの設定
次の例は、「例：デュアル ASの設定」の例にあるルータ 1の設定の代わりに使用できます。
これらの設定の唯一の相違は、ルータ1がコンフェデレーションの一部になるように設定され
ていることです。

interface Serial3/0/0
ip address 10.3.3.11 255.255.255.0
!
router bgp 65534
no synchronization
bgp confederation identifier 100
bgp router-id 10.0.0.11
neighbor 10.3.3.33 remote-as 50000
neighbor 10.3.3.33 local-as 45000 no-prepend replace-as dual-as
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例：ルーティングアップデートでの ASの置換
次の例では、プライベート自律システム 64512を 10.3.3.33ネイバーに対するアウトバウンド
ルーティングアップデートから取り除き、これを自律システム 50000に置き換えます。

router bgp 64512
neighbor 10.3.3.33 local-as 50000 no-prepend replace-as

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

ネットワークAS移行のためのデュアルAS構成に対する
BGPサポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
518

ネットワーク AS移行のためのデュアル AS構成に対する BGPサポート

例：ルーティングアップデートでの ASの置換

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iprouting_bgp/command/irg-cr-book.html
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 37 :ネットワーク AS移行のためのデュアル AS構成に対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

ネットワークAS移行のための
デュアルAS設定に対するBGP
サポート機能により、自律シ

ステムパスのカスタマイズ設

定オプションが追加され、BGP
Local-AS機能が拡張されまし
た。この機能の設定は、お客

様のピアリングセッションに

対して透過的で、お客様のピ

アリング環境を中断せずにプ

ロバイダーが 2つの自律シス
テムを結合することを可能に

します。お客様のピアリング

セッションは、その後メンテ

ナンス時間中またはその他の

スケジュール済みのダウンタ

イム中に更新できます。

この機能により、neighbor
local-asコマンドが変更されま
した。

ネットワークAS移行のための
デュアル AS構成に対する
BGPサポート
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第 22 章

内部 BGP機能の設定

このモジュールでは、内部ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）機能を設定する手順に
ついて説明します。内部 BGP（iBGP）とは、単一の自律システム内部にあるネットワーキン
グデバイスで実行中のBGPのことです。BGPは、独自のルーティングポリシーを持つ異なる
ルーティングドメイン（自律システム）間に、ループのないルーティングを行うように設計さ

れたドメイン間ルーティングプロトコルです。現在は大規模な内部ネットワークを持つ会社が

多く、ネットワークの効率を維持したまま、トラフィック需要の増加に合わせて既存の内部

ルーティングプロトコルをスケーリングするには課題が山積しています。

•機能情報の確認（521ページ）
•内部 BGP機能に関する情報（522ページ）
•内部 BGP機能の設定法（528ページ）
•内部 BGP機能の設定例（542ページ）
•内部 BGP機能に関する追加情報（545ページ）
•内部 BGP機能設定用の機能情報（547ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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内部 BGP機能に関する情報

BGPルーティングドメインコンフェデレーション
内部 BGP（iBGP）メッシュを削減する方法の 1つとして、ある自律システムを複数の副自律
システムに分割し、単一のコンフェデレーションにグループ化することがあげられます。外部

からは、このコンフェデレーションは単一の自律システムであるかのように見えます。各自律

システムは内部で完全にメッシュ化されていて、同じコンフェデレーション内の他の自律シス

テムとの間には数本の接続があります。他の自律システムのピアに外部BGP（eBGP）セッショ
ンがある場合でも、iBGPピアであるかのようにルーティング情報を交換します。特に、ネク
ストホップ、Multi Exit Discriminator（MED）属性、およびローカルプリファレンス情報は保
持されます。この機能により、自律システムすべてに対して単一の内部ゲートウェイプロトコ

ル（IGP）を保持することができます。

BGPコンフェデレーションを設定するには、コンフェデレーション IDを指定する必要があり
ます。自律システムのグループは、外部からはコンフェデレーション IDを自律システム番号
として持つ単一の自律システムのように見えます。

BGPルートリフレクタ
BGPを使用するには、すべての iBGPスピーカーが完全メッシュ化されている必要がありま
す。ただし、iBGPスピーカーの数が多い場合、この要件には適切な拡張性がありません。コ
ンフェデレーションを設定せずに iBGPメッシュを減らす別の方法として、ルートリフレクタ
の設定があります。

下の図に、3つの iBGPスピーカー（ルータ A、B、C）で構成された単純な iBGP設定を示し
ます。ルートリフレクタがない場合、ルータ Aは外部ネイバーからルートを受け取ると、そ
のルートをルータ Bと Cの両方にアドバタイズする必要があります。ルータ Bと Cは iBGP
が学習したルートを他の iBGPスピーカーに再アドバタイズしません。これは、これらのルー
タが内部ネイバーから他の内部ネイバーに学習したルートを渡さないことで、ルーティング情

報のループを防ぐためです。
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図 38 :完全メッシュ化された 3つの iBGPスピーカー

ルートリフレクタがある場合は、学習したルートをネイバーに渡す方法があるため、すべての

iBGPスピーカーを完全にメッシュ化する必要はありません。このモデルでは、iBGPが学習し
たルートを一連の iBGPネイバーに渡す役割を持つルートリフレクタとして、1つの iBGPピ
アを設定しています。下の図では、ルータ Bがルートリフレクタとして設定されています。
ルータ Aからアドバタイズされたルートをルートリフレクタが受信すると、ルータ Cにアド
バタイズします。逆の場合も同じです。このスキームにより、ルータ Aとルータ C間の iBGP
セッションは不要になります。

図 39 :ルートリフレクタのある単純な BGPモデル
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ルートリフレクタの内部ピアは、次の 2種類のグループに分けられます。クライアントのピ
ア、および自律システム（非クライアントピア）の他のルータすべてです。ルートリフレク

タは、これらの2つのグループ間でルートを反映させます。ルートリフレクタおよびそのクラ
イアントピアは、クラスタを形成します。非クライアントピアは相互に完全メッシュ構造に

する必要がありますが、クライアントピアはその必要はありません。クラスタ内のクライアン

トは、クラスタ外の iBGPスピーカーとは通信しません。

下の図に、より複雑なルートリフレクタのスキームを示します。ルータAは、ルータB、C、
および Dがあるクラスタ内のルートリフレクタです。ルータ E、F、および Gは完全にメッ
シュ化された非クライアントルータです。

図 40 :より複雑な BGPルートリフレクタのモデル

ルートリフレクタがアドバタイズされたルートを受信すると、ネイバーに応じて、次のような

アクションを取ります。

•外部 BGPスピーカーからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアに
アドバタイズします。

•非クライアントピアからのルートをすべてのクライアントにアドバタイズします。

•クライアントからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアにアドバタ
イズします。したがって、クライアントを完全メッシュ構造にする必要はありません。
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ルートリフレクタ対応の BGPスピーカーとともに、ルートリフレクタの概念に対応していな
い BGPスピーカーを併用することもできます。これらは、クライアントまたは非クライアン
トグループのメンバとなることが可能で、旧BGPモデルからルートリフレクタモデルへ、簡
単に順次移行することができます。たとえば、最初に、ルートリフレクタおよびいくつかのク

ライアントを持つ単一のクラスタを作成します。他のすべての iBGPスピーカーはルートリフ
レクタに対して非クライアントピアとすることができ、クラスタを作成して徐々に追加してい

くことができます。

自律システムは複数のルートリフレクタを持つことができます。ルートリフレクタは、他の

ルートリフレクタを他の iBGPスピーカーと同様に扱います。ルートリフレクタは、他のルー
トリフレクタをクライアントグループまたは非クライアントグループに含むように設定でき

ます。単純な設定では、バックボーンを多数のクラスタに分割してもかまいません。各ルート

リフレクタは、非クライアントピアとして他のルートリフレクタとともに設定されます（こ

のため、すべてのルートリフレクタは完全メッシュ化されます）。クライアントは、所属する

クラスタのルートリフレクタとだけ、iBGPセッションを維持するように設定されます。

通常、クライアントのクラスタには、1つのルートリフレクタがあります。その場合、クラス
タはルートリフレクタのルータ IDで識別されます。冗長性を向上させ、シングルポイント障
害を避けるために、クラスタは複数のルートリフレクタを含むことがあります。この場合、ク

ラスタ内のすべてのルートリフレクタに 4バイトのクラスタ IDを設定し、ルートリフレクタ
が同一クラスタ内のルートリフレクタからのアップデートを識別できるようにする必要があり

ます。クラスタの役割を果たすルートリフレクタはすべて完全メッシュ化され、同一のクライ

アントおよび非クライアントピアのセットを持っている必要があります。

ルーティングループを回避するルートリフレクタのメカニズム

iBGPが学習したルートが反映されるため、ルーティング情報がループする場合があります。
ルートリフレクタモデルには、ルーティングのループを防ぐ、次のようなメカニズムがあり

ます。

•送信元 IDは、任意で非推移的なBGP属性です。これは 4バイトの属性で、ルートリフレ
クタにより作成されます。この属性は、ローカル自律システムのルートの送信元のルータ

IDを保持します。したがって、設定ミスによりルーティング情報が送信元に戻ってくる
場合、その情報は無視されます。

•クラスタリストは任意で非推移的なBGP属性です。これは、ルートが渡したクラスタ ID
のシーケンスです。ルートリフレクタがクライアントから非クライアントピアへのルー

ト、およびその逆を反映するとき、ローカルクラスタ IDをクラスタリストにアペンドし
ます。クラスタリストが空の場合は、新規のクラスタリストが作成されます。ルートリ

フレクタでは、この属性を使用して、設定ミスによりルーティング情報が同じクラスタに

ループバックしているかどうかを識別できます。クラスタリストにローカルクラスタ ID
が見つかった場合、そのアドバタイズメントは無視されます。

•アウトバウンドルートマップで set句を使用すると、属性を変更できるだけでなく、場合
によってはルーティングループが発生することもあります。この動作を回避する目的で、

アウトバウンドルートマップのほとんどの set句は、iBGPピアに反映されるルートとし
ては無視されます。処理されたアウトバウンドルートマップの唯一の set句が set ip
next-hop句です。
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iBGPピアに対する IPネクストホップを設定するルートリフレクタの
BGPアウトバウンドルートマップ

IPネクストホップを設定するルートリフレクタのBGPアウトバウンドルートマップ機能は、
反映されたルートのネクストホップ属性をルートリフレクタが変更できるようにします。

アウトバウンドルートマップで set句を使用すると、属性を変更できるだけでなく、場合に
よってはルーティングループが発生することもあります。この動作を回避する目的で、アウト

バウンドルートマップのほとんどの set句は、iBGPピアに反映されるルートとしては無視さ
れます。ルートリフレクタ（RR）の処理されるアウトバウンドルートマップの唯一の set句
が set ip next-hop句です。set ip next-hop句は反映されるルートに適用されます。

アウトバウンドルートマップを持つRRを設定すると、ネットワーク管理者が反映されたルー
トのネクストホップ属性を変更できます。set ip next-hop句でルートマップを設定すると、管
理者は転送パスに RRを配置し、ロードバランシングを実行するために iBGPマルチパスロー
ドシェアリングを設定できます。つまり、RRは複数の出力ポイント間の発信パケットを配信
できます。「iBGPマルチパスロードシェアリングの設定」モジュールを参照してください。

反映されたルートの BGP属性を誤って設定すると、不整合ルーティング、ルーティングルー
プ、または接続の切断が発生することがあります。反映されるルートの BGP属性の設定は、
設計上の問題を十分理解しているユーザだけが行うようにする必要があります。

注意

BGPルートダンプニング
ルートダンプニングは、インターネットワーク間でフラッピングルートの伝搬を最小限に抑

えるように設計された BGP機能です。ルートは、その可用性が繰り返し切り替わる場合にフ
ラッピングすると見なされます。

たとえば、自律システム 1、自律システム 2、および自律システム 3の 3つの BGP自律システ
ムがあるネットワークについて考えます。自律システム 1のネットワーク Aへのルートがフ
ラッピングする（利用できなくなる）と仮定します。ルートダンプニングがない状況では、自

律システム 1から自律システム 2への eBGPネイバーは、取り消しメッセージを自律システム
2に送信します。次に自律システム 2内の境界ルータは、取り消しメッセージを自律システム
3に伝播します。ネットワークAへのルートが再出現したとき、自律システム 1は自律システ
ム 2に、自律システム 2は自律システム 3にアドバタイズメントメッセージを送信します。
ネットワーク Aへのルートが利用可能になったり不可になったりを繰り返す場合、取り消し
メッセージおよびアドバタイズメントメッセージが多数送信されます。これは、インターネッ

トに接続されたインターネットワークで問題となります。インターネットのバックボーンで

ルートのフラッピングが生じると、通常、多くのルートに影響を与えるからです。
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ルートダンプニングがイネーブルになっている場合、BGPピアリセットにペナルティは適用
されません。リセットするとそのルートは取り消されますが、ルートフラップダンプニング

がイネーブルの場合でも、このインスタンスにペナルティは課されません。

（注）

ルートダンプニングによるルートフラッピングの最小化

ルートダンプニング機能は、次のようにしてフラッピングの問題を最小限に抑えます。ここで

も、ネットワーク Aへのルートがフラッピングしたと仮定します。（ルートダンプニングが
イネーブルになっている）自律システム 2内のルータは、ネットワーク Aにペナルティ 1000
を割り当てて、履歴状態に移行させます。自律システム2内のルータは、引き続きネイバーに
ルートのステータスをアドバタイズします。ペナルティは累積されます。ルートフラップが非

常に頻繁に発生し、ペナルティが設定可能な抑制制限を超える場合は、フラップの発生回数に

関係なく、ルータはネットワーク Aへのルートのアドバタイズを停止します。このようにし
て、ルートダンプニングが発生します。

ネットワークAに課されたペナルティは再使用制限に達するまで減衰し、達すると同時にその
ルートは再びアドバタイズされます。再使用制限の半分の時点で、ネットワークAへのルート
のダンプニング情報が削除されます。

BGPルートダンプニングの用語

ルートダンプニングについて説明する際には、次の用語が使用されます。

•フラップ：可用性が繰り返し切り替わるルート。

•履歴状態：一度ルートフラップが発生した後で、そのルートにはペナルティが割り当てら
れ、履歴状態になります。これは、ルータに履歴情報に基づいたベストパスがないことを

意味します。

•ペナルティ：ルートフラップが発生するたびに、別の自律システム内でルートダンプニ
ングについて設定されているルータは、ルートにペナルティ 1000を割り当てます。ペナ
ルティは累積します。そのルートのペナルティは、抑制限度を超えるまで BGPルーティ
ングテーブルに保存されます。抑制限度を超えると、ルートステートは履歴からダンプ

に変更されます。

•ダンプステート：この状態では、ルートフラップが非常に頻繁に発生したため、ルータ
はこのルートを BGPネイバーにアドバタイズしなくなります。

•抑制限度：ペナルティがこの制限を超えるとルートは抑制されます。デフォルト値は2000
です。

•半減期：ルートにペナルティが割り当てられると、半減期期間（デフォルトでは 15分）
後にペナルティは半減されます。ペナルティを小さくするプロセスは5秒ごとに発生しま
す。

•再使用制限：フラッピングルートのペナルティが減少し、この再使用制限を下回ると、
ルートの抑制は解除されます。つまり、ルートは再びBGPテーブルに追加され、フォワー
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ディングに再び使用されます。デフォルトの再使用制限は750です。ルートの抑制中止プ
ロセスは、10秒経過ごとに発生します。10秒ごとに、ルータは、現在抑制が解除されて
いるルートを検索して、アドバタイズします。

•最大抑制制限：この値は、ルートを抑制できる最大時間です。デフォルト値は半減期の 4
倍です。

iBGPから取得した、自律システムの外部にあるルートはダンプニングされません。このポリ
シーによって、iBGPピアが自律システムの外部にあるルートに高いペナルティを設定できな
くなります。

BGPルートマップネクストホップセルフ
BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop
unchanged allpathsの設定を選択的にオーバーライドする方法を提供します。これらの設定はア
ドレスファミリに対してグローバルに適用されます。ルートによっては、これは適切でない場

合があります。たとえば、スタティックルートは、自身をネクストホップとして再配布する

必要がある一方で、接続されたルート、および内部ボーダーゲートウェイプロトコル（IBGP）
または外部ボーダーゲートウェイプロトコル（EBGP）を介して学習されたルートは、引き続
きネクストホップを変更せずに再配布する場合があります。

BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop
unchanged allpaths設定をオーバーライドする新しい ip next-hop self設定を構成できるように、
既存のルートマップインフラストラクチャを変更します。

ip next-hop self設定は、VPNv4および VPNv6アドレスファミリにのみ適用されます。BGP以
外のプロトコルによって配布されるルートは影響を受けません。

新しい bgp route-map priority設定を使用すると、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged
allpathsの設定よりもルートマップが優先されることを BGPに通知できます。bgp route-map
priority設定は、BGPにのみ影響します。bgp next-hop unchangedまたは bgp next-hop unchanged
allpaths設定を構成していない場合、bgp route-map priority設定は効果がありません。

内部 BGP機能の設定法

ルーティングドメインコンフェデレーションの設定

BGPコンフェデレーションを設定するには、コンフェデレーション IDを指定する必要があり
ます。自律システムのグループは、外部からはコンフェデレーション IDを自律システム番号
として持つ単一の自律システムのように見えます。BGP連合 IDを設定するには、ルータコン
フィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

BGPコンフェデレーションを設定します。
Router(config-router)# bgp confederation
identifier as-number

コンフェデレーション内の他の自律システムから特別な eBGPとしてネイバーを処理するに
は、次のコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

コンフェデレーションに属する自律システム

を指定します。
Router(config-router)# bgp confederation
peers as-number [as-number]

iBGPメッシュを削減する他の方法については、「ルートリフレクタの設定（529ページ）」
を参照してください。

ルートリフレクタの設定

ルートリフレクタおよびそのクライアントを設定するには、次のコマンドをルータコンフィ

ギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

ローカルルータをBGPルートリフレクタとして、
指定されたネイバーをクライアントとして、それ

ぞれ設定します。

Router(config-router)# neighbor
{ip-address | peer-group-name}
route-reflector-client

クラスタが複数のルートリフレクタを持つ場合は、次のコマンドをルータコンフィギュレー

ションモードで使用して、クラスタ IDを設定します。

目的コマンド

クラスタ IDの設
定

Router(config-router)# bgp cluster-id cluster-id

show ip bgpコマンドを使用して、送信元 IDおよびクラスタリスト属性を表示します。

デフォルトでは、ルートリフレクタのクライアントは完全メッシュ化されている必要はなく、

クライアントからのルートは他のクライアントに反映されます。ただし、クライアントが完全

メッシュ化されている場合は、ルートリフレクタはルートをクライアントに反映する必要はあ

りません。

クライアントからクライアントへのルートの反映を無効にするには、no bgp client-to-client
reflectionコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用します。
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目的コマンド

クライアントからクライアントへのルートリフレ

クションをディセーブルにします。
Router(config-router)# no bgp
client-to-client reflection

iBGPピアのネクストホップを設定するルートマップを使用するルー
トリフレクタの設定

iBGPピアのネクストホップを設定する RRで次の手順を実行します。次の手順を実行する理
由の 1つに挙げられるのが、iBGPのロードシェアリングを設定できるように RRをルートの
ネクストホップにする場合です。RRクライアントにアドバタイズされる、RRのアドレスに
なるネクストホップを設定するルートマップを作成します。ルートマップは、ルートマップ

が適用されるルータからのアウトバウンドルートだけに適用されます。

反映されたルートの BGP属性を誤って設定すると、不整合ルーティング、ルーティングルー
プ、または接続の切断が発生することがあります。反映されるルートの BGP属性の設定は、
設計上の問題を十分理解しているユーザだけが行うようにする必要があります。

注意

neighbor next-hop-selfコマンドを使用して RRのネクストホップ属性を変更しないでくださ
い。RRで neighbor next-hop-selfコマンドを使用すると、RRクライアントから反映されてい
る意図したルートではなく、非反映ルートについてだけネクストホップ属性が変更されます。

ルートを反映するときにネクストホップ属性を変更するには、アウトバウンドルートマップ

を使用します。

（注）

ここでは、下の図に示すシナリオのRR（ルータ2）を設定します。この場合、ルータ1はルー
トのネクストホップが設定された iBGPピアです。ルートマップが存在しない場合、ルータ 1
からのアウトバウンドルートは、ネクストホップルータ 3に進みます。代わりに、RRのア
ドレスにネクストホップを設定すると、ルータ 1からのルートが RRに送られ、RRは、ルー
タ 3、4、および 5間のロードバランシングを実行できます。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
530

内部 BGP機能の設定

iBGPピアのネクストホップを設定するルートマップを使用するルートリフレクタの設定



図 41 : iBGPピアのネクストホップを設定するルートマップを使用するルートリフレクタ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map map-tag
4. set ip next-hop ip-address
5. exit
6. router bgp as-number
7. address-family ipv4
8. maximum-paths ibgp number
9. neighbor ip-address remote-as as-number
10. neighbor ip-address activate
11. neighbor ip-address route-reflector-client
12. neighbor ip-address route-map map-name out
13. その他の RRクライアントごとにステップ 12～ 14を繰り返します。
14. end
15. show ip bgp neighbors

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始して、ルートマップを設定します。

route-map map-tag

例：

ステップ 3

•ルートマップはルートリフレクタクライアン
トのネクストホップを設定するために作成され

ます。

Router(config)# route-map rr-out

このルートマップが適用される、アドバタイズさ

れるルートに対して、ネクストホップ属性をこの

IPv4アドレスに設定することを指定します。

set ip next-hop ip-address

例：

Router(config-route-map)# set ip next-hop
10.2.0.1

ステップ 4

•この作業では、RRのアドレスになるようにネ
クストホップを設定します。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 5

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 6

Router(config)# router bgp 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family ipv4

例：

Router(config-router-af)# address-family ipv4

ステップ 7

ルーティングテーブルにインストールできる並列

iBGPルートの最大数を制御します。
maximum-paths ibgp number

例：

ステップ 8

Router(config-router)# maximum-paths ibgp 5

エントリをBGPネイバーテーブルに追加します。neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.0.1
remote-as 100

ピアとの情報交換をイネーブルにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 10

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.0.1
activate
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目的コマンドまたはアクション

ローカルルータを BGPルートリフレクタに設定
し、指定されたネイバーをルートリフレクタクラ

イアントに設定します。

neighbor ip-address route-reflector-client

例：

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.0.1
route-reflector-client

ステップ 11

このネイバーから発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor ip-address route-map map-name out

例：

ステップ 12

•ステップ 3で作成したルートマップを参照し
てください。

Router(config-router-af)# neighbor 10.1.0.1
route-map rr-out out

その他の RRクライアントにはルートマップを適
用しません。

その他の RRクライアントごとにステップ 12～ 14
を繰り返します。

ステップ 13

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 14

Router(config-router-af)# end

（任意）RRクライアントとしてのステータスを含
む BGPネイバーに関する情報、および設定された
ルートマップに関する情報を表示します。

show ip bgp neighbors

例：

Router# show ip bgp neighbors

ステップ 15

BGPタイマーの調整
BGPは、ある種のタイマーを使用して、キープアライブメッセージの送信や、キープアライ
ブメッセージを受信しなくなってからの間隔（この期間を経過すると、シスコソフトウェア

がピアのデッドを宣言する）などの周期的なアクティビティを制御しています。デフォルトで

は、キープアライブタイマーは 60秒で、ホールドタイムタイマーは 180秒です。これらのタ
イマーは調整できます。接続が開始されたとき、BGPはホールドタイムをネイバーとネゴシ
エーションします。2つのホールドタイムのうちの小さい方が選択されます。次に、ネゴシエー
ションされたホールドタイムおよび設定されたキープアライブ時間をもとにキープアライブタ

イマーが設定されます。

すべてのネイバーに対してBGPタイマーを調整するには、次のコマンドをルータコンフィギュ
レーションモードで使用します。

目的コマンド

すべてのネイバーに対してBGPタイマーを調整
します。

Device(config-router)# timers bgp
keepalive holdtime
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BGPのキープアライブタイマーおよびホールドタイムタイマーを特定のネイバー用に調整す
るには、次のコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

指定されたピアまたはピアグループに対し、

キープアライブまたはホールドタイムタイ

マー（秒単位）を設定します。

Device(config-router)# neighbor [ip-address

| peer-group-name] timers keepalive
holdtime

特定のネイバーまたはピアグループに対して設定されたタイマーは、timers bgpルータコン
フィギュレーションコマンドを使用してすべての BGPネイバーに対して設定されたタイマー
をオーバーライドします。

（注）

BGPネイバーまたはピアグループのタイマーをクリアするには、neighbor timersコマンドの
no形式を使用します。

削除されたMEDを最も条件の悪いパスと見なすようにルータを設定
削除されたMED属性を持つパスを最も条件の悪いパスと見なすようにルータを設定するには、
次のコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

削除されたMEDは無限大の値を持つと見なし、MED
値を持たないそのパスを最も条件の悪いパスとするよ

うにルータを設定します。

Router(config-router)# bgp
bestpath med missing-as-worst

MEDが副自律システムパスからパスを選択すると見なすようにルータ
を設定

パスを選択する際にMED値を考慮するようにルータを設定するには、次のコマンドをルータ
コンフィギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

コンフェデレーション内の複数の副自律システムによりア

ドバタイズされた中からパスを選択する際にMEDを考慮
するようにルータを設定します。

Router(config-router)# bgp
bestpath med confed

MED間での比較が行われるのは、パスに外部自律システムがない場合に限ります（外部自律
システムとは、コンフェデレーションの内部にない自律システムのことです）。パスに外部自

律システムがある場合、外部MEDは透過的にコンフェデレーションを通過し、比較は行われ
ません。
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次の例では、ルート Aをこれらのパスと比較します。

path= 65000 65004, med=2
path= 65001 65004, med=3
path= 65002 65004, med=4
path= 65003 1, med=1

このケースでは、bgp bestpath med confed router configurationコマンドが有効の場合、パス 1
が選択されます。4番目のパスの方がMEDの値が低いですが、このパスには外部自律システ
ムがあるため、MEDを比較する対象にはなりません。

コンフェデレーションのパスの選択にMEDを使用するようにルータを
設定

コンフェデレーション内の単一の副自律システムによりアドバタイズされたパスの中から最良

のパスを選択するためにMEDを使用するようルータを設定するには、次のコマンドをルータ
コンフィギュレーションモードで使用します。

目的コマンド

同一自律システムの異なるピアによりアドバタイズされ

たルートから選択する際、MED変数を比較するように
ルータを設定します。

Router(config-router)# bgp
deterministic med

bgp always-compare-medルータコンフィギュレーションコマンドが有効な場合は、すべての
パスは完全に比較可能で、bgp deterministic medコマンドが有効になっている場合でも、コン
フェデレーションの他の自律システムからのパスも比較対象です。

（注）

BGPルートダンプニングのイネーブル化と設定
この作業は、BGPルートダンプニングをイネーブルにして設定する場合に実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. bgp dampening [half-life reuse suppress max-suppress-time] [route-map map-name]
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Router(config-router)# address-family ipv4 unicast

address-family ipv4コマンドに unicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv4ユニ
キャストアドレスファミリのアドレスファミ

リコンフィギュレーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

BGPルートダンプニングをイネーブルにして、ルー
トダンプニング係数のデフォルト値を変更します。

bgp dampening [half-life reuse suppress
max-suppress-time] [route-map map-name]

例：

ステップ 5

• half-life、reuse、suppress、および
max-suppress-time引数は、すべて位置に依存し

Router(config-router-af)# bgp dampening 30 1500
10000 120 ます。引数を 1つ入力する場合は、すべての引

数を入力する必要があります。

• BGPルートダンプニングを有効にする場所を制
御するには、route-mapキーワードとmap-name
引数を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Router(config-router-af)# end

BGPルートダンプニングのモニタリングおよびメンテナンス
フラッピングしているすべてのパスのフラップをモニタできます。ルートの抑制が解除され、

少なくとも1半減期の間安定すれば、統計情報は削除されます。フラップの統計情報を表示す
るには、次のコマンドを必要に応じて使用します。

目的コマンド

すべてのパスのBGPフラッ
プ統計情報を表示します。

Router# show ip bgp dampening flap-statistics

正規表現に一致するすべて

のパスのBGPフラップ統計
情報を表示します。

Router# show ip bgp dampening flap-statistics
regexp regexp

フィルタを通過したすべて

のパスのBGPフラップ統計
情報を表示します。

Router# show ip bgp dampening flap-statistics
filter-list access- list

単一エントリのBGPフラッ
プ統計情報を表示します。

Router# show ip bgp dampening flap-statistics
ip-address mask

さらに限定したエントリの

BGPフラップ統計情報を表
示します。

Router# show ip bgp dampening flap-statistics
ip-address mask longer-prefix

BGPフラップ統計情報をクリアする（したがってルートがダンプニングされる可能性を減少さ
せる）には、次のコマンドを必要に応じて使用します。

目的コマンド

すべてのルートの BGPフ
ラップ統計情報をクリアし

ます。

Router# clear ip bgp flap-statistics

正規表現に一致するすべて

のパスのBGPフラップ統計
情報をクリアします。

Router# clear ip bgp flap-statistics regexp regexp

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
537

内部 BGP機能の設定

BGPルートダンプニングのモニタリングおよびメンテナンス



目的コマンド

フィルタを通過したすべて

のパスのBGPフラップ統計
情報をクリアします。

Router# clear ip bgp flap-statistics filter-list
list

単一エントリのBGPフラッ
プ統計情報をクリアしま

す。

Router# clear ip bgp flap-statistics ip-address mask

ネイバーからのすべてのパ

スのBGPフラップ統計情報
をクリアします。

Router# clear ip bgp ip-address flap-statistics

BGPピアがリセットされたときも、ルートのフラップ統計情報はクリアされます。リセットす
るとそのルートは取り消されますが、ルートフラップダンプニングがイネーブルの場合でも、

このインスタンスにペナルティは課されません。

（注）

ルートがダンプニングされると、ダンプニングされたルートが抑制解除されるまでの時間を含

む BGPルートダンプニング情報が表示されます。情報を表示するには、次のコマンドを使用
します。

目的コマンド

抑制が解除されるまでの時

間を含む、ダンプニングさ

れたルートを表示します。

Router# show ip bgp dampening dampened-paths

次のコマンドを使用して、BGPダンプニング情報をクリアし、抑制されたルートを抑制解除す
ることができます。

目的コマンド

ルートダンプニング情報を

クリアし、抑制されたルー

トを抑制解除します。

Router# clear ip bgp dampened-paths [ip-address
network-mask]

BGPルートマップの next-hop selfの設定
ip next-hop self設定を追加し、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop unchanged allpaths設
定をオーバーライドして、既存のルートマップを変更するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
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2. configure terminal
3. route-map map-tag permit sequence-number
4. match source-protocol source-protocol
5. set ip next-hop self
6. exit
7. route-map map-tag permit sequence-number
8. match route-type internal
9. match route-type external
10. match source-protocol source-protocol
11. exit
12. router bgp autonomous-system-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. address-family vpnv4
15. neighbor ip-address activate
16. neighbor ip-address next-hop unchanged allpaths
17. neighbor ip-address route-map map-name out
18. exit
19. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
20. bgp route-map priority
21. redistribute protocol
22. redistribute protocol
23. exit-address-family
24. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する

条件を定義し、ルートマップコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

route-map map-tag permit sequence-number

例：

Device(config)# route-map static-nexthop-rewrite
permit 10

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）の外部ルートを
照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match source-protocol
static

ステップ 4

自身をネクストホップとするようにローカルルー

ト（BGPの場合のみ）を設定します。
set ip next-hop self

例：

ステップ 5

Device(config-route-map)# set ip next-hop self

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する

条件を定義し、ルートマップコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

route-map map-tag permit sequence-number

例：

Device(config)# route-map static-nexthop-rewrite
permit 20

ステップ 7

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type internal

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# match route-type
internal

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type external

例：

ステップ 9

Device(config-route-map)# match route-type
external

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）の外部ルートを
照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match source-protocol
connected

ステップ 10

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 45000

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

Device(config-router)# neighbor 172.16.232.50
remote-as 65001

VPNv4アドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family vpnv4

例：

ステップ 14

Device(config-router)# address-family vpnv4

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバー
との情報交換を有効にします。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
activate

マルチホップとして設定されている外部 EBGPピ
アで、ネクストホップを変更せずに伝播できるよ

うにします。

neighbor ip-address next-hop unchanged allpaths

例：

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
next-hop unchanged allpaths

ステップ 16

発信ルートにルートマップを適用します。neighbor ip-address route-map map-name out

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
route-map static-nexthop-rewrite out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 18

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 19

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast vrf inside

ローカルBGPルーティングプロセスについてルー
トマップを優先することを設定します。

bgp route-map priority

例：

ステップ 20

Device(config-router-af)# bgp route-map priority
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目的コマンドまたはアクション

ルートを1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistribute protocol

例：

ステップ 21

Device(config-router-af)# redistribute static

ルートを1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistribute protocol

例：

ステップ 22

Device(config-router-af)# redistribute connected

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit address-family

ステップ 23

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 24

Device(config-router)# end

内部 BGP機能の設定例

例：ルートマップのある BGPコンフェデレーション設定
ここでは、BGPコミュニティおよびルートマップを含む BGPコンフェデレーション設定の使
用例を説明します。BGPコンフェデレーションを設定する方法のその他の例については、この
章の「例：BGPコンフェデレーション」の項を参照してください。

この例では、BGPコンフェデレーション設定でルートをフィルタするためにBGPコミュニティ
属性がどのように使用されるかを説明します。

この例では、set-communityという名前のルートマップがネイバー 172.16.232.50へのアウトバ
ウンドのアップデートに適用され、local-asコミュニティ属性がそのルートをフィルタ処理す
るために使用されます。アクセスリスト1を渡すルートは、local-asという特別なコミュニティ
属性値を持っています。残りのルートは通常どおりアドバタイズされます。この特別なコミュ

ニティ値は、自律システム 200内の BGPスピーカーがそれらのルートのアドバタイズメント
を行うのを自動的に防止します。

router bgp 65000
network 10.0.1.0 route-map set-community
bgp confederation identifier 200
bgp confederation peers 65001
neighbor 172.16.232.50 remote-as 100
neighbor 172.16.233.2 remote-as 65001
!
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route-map set-community permit 10
match ip address 1
set community local-as
!

例：BGPコンフェデレーション
次に、コンフェデレーションのいくつかのピアを表示する設定の例を示します。このコンフェ

デレーションは、自律システム番号 6001、6002、および 6003の 3つの内部自律システムから
構成されています。コンフェデレーション外のBGPスピーカーには、このコンフェデレーショ
ンは（bgp confederation identifierルータコンフィギュレーションコマンドを通じて指定され
る）自律システム番号 500を持つ通常の自律システムのように見えます。

自律システム 6001のBGPスピーカーで、bgp confederationpeersルータコンフィギュレーショ
ンコマンドは、自律システム 6002および 6003からのピアを特別な eBGPピアとしてマークし
ます。したがって、ピア 172.16.232.55および 172.16.232.56は、ローカルプリファレンス、ネ
クストホップ、および未変更のMEDをこのアップデートで取得します。10.16.69.1のルータ
は通常の eBGPスピーカーで、このピアから受け取る更新は、自律システム 6001のピアから
の通常の eBGP更新とまったく同じです。

router bgp 6001
bgp confederation identifier 500
bgp confederation peers 6002 6003
neighbor 172.16.232.55 remote-as 6002
neighbor 172.16.232.56 remote-as 6003
neighbor 10.16.69.1 remote-as 777

自律システム 6002の BGPスピーカーでは、自律システム 6001および 6003からのピアは特別
な eBGPピアとして設定されます。10.70.70.1は通常の iBGPピアであり、10.99.99.2は自律シ
ステム 700からの通常の eBGPピアです。

router bgp 6002
bgp confederation identifier 500
bgp confederation peers 6001 6003
neighbor 10.70.70.1 remote-as 6002
neighbor 172.16.232.57 remote-as 6001
neighbor 172.16.232.56 remote-as 6003
neighbor 10.99.99.2 remote-as 700

自律システム 6003の BGPスピーカーでは、自律システム 6001および 6002からのピアは特別
な eBGPピアとして設定されます。10.200.200.200は、自律システム 701からの通常の eBGP
ピアです。

router bgp 6003
bgp confederation identifier 500
bgp confederation peers 6001 6002
neighbor 172.16.232.57 remote-as 6001
neighbor 172.16.232.55 remote-as 6002
neighbor 10.200.200.200 remote-as 701

次に、同じ例の自律システム 701からのBGPスピーカー 10.200.200.205からの設定の一部を示
します。ネイバー 172.16.232.56は、自律システム 500からの通常の eBGPスピーカーとして
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設定されます。コンフェデレーション外部のピアは、この自律システムが複数の自律システム

に内部分割されることを認識しません。

router bgp 701
neighbor 172.16.232.56 remote-as 500
neighbor 10.200.200.205 remote-as 701

例：iBGPピアのネクストホップを設定するルートマップを使用する
ルートリフレクタ

次の例は、上の図に基づいています。ルータ2は、クライアント（ルータ1、3、4、および5）
のルートリフレクタですルータ 1はルータ 3に接続されますが、ルータ 3をネクストホップ
として使用する（つまり、ルータ 3との直接リンクを使用する）ためにルータ 1が AS 200宛
てのトラフィックを転送しないようにします。ルータ 3、4、および 5の間でロードシェアリ
ングを実行できる RRにトラフィックを送信します。

次に、RR（ルータ 2）を設定する例を示します。rr-outという名前のルートマップが、ルータ
1に適用されます。ルートマップは、ネクストホップが 10.2.0.1の RRになるように設定しま
す。ネクストホップが RRアドレスであることをルータ 1が確認すると、ルータ 1は RRに
ルートを転送します。RRはパケットを受信すると、自動的に iBGPパス間でロードシェアリ
ングを実行します。最大 5個の iBGPパスが許可されます。

ルータ 2

route-map rr-out
set ip next-hop 10.2.0.1
!
interface gigabitethernet 0/0
ip address 10.2.0.1 255.255.0.0
router bgp 100
address-family ipv4 unicast
maximum-paths ibgp 5
neighbor 10.1.0.1 remote-as 100
neighbor 10.1.0.1 activate
neighbor 10.1.0.1 route-reflector-client
neighbor 10.1.0.1 route-map rr-out out
!
neighbor 10.3.0.1 remote-as 100
neighbor 10.3.0.1 activate
neighbor 10.3.0.1 route-reflector-client
!
neighbor 10.4.0.1 remote-as 100
neighbor 10.4.0.1 activate
neighbor 10.4.0.1 route-reflector-client
!
neighbor 10.5.0.1 remote-as 100
neighbor 10.5.0.1 activate
neighbor 10.5.0.1 route-reflector-client
end
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例：BGPルートマップの next-hop selfの設定
この項では、BGPルートマップの next-hop selfを設定する方法の例を示します。

この例では、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定をオーバーライド
するネットワークを照合するルートマップを設定します。次に、next-hop selfを設定します。
その後、指定したアドレスファミリに対して bgp route-map priorityを設定して、指定済みの
ルートマップが bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定よりも優先さ
れるようにします。この設定により、スタティックルートは自身をネクストホップとして再

配布されますが、接続されたルートおよび IBGPまたは EBGPを介して学習されたルートは引
き続きネクストホップを変更せずに再配布されます。

route-map static-nexthop-rewrite permit 10
match source-protocol static
set ip next-hop self
route-map static-nexthop-rewrite permit 20
match route-type internal
match route-type external
match source-protocol connected
!
router bgp 65000
neighbor 172.16.232.50 remote-as 65001
address-family vpnv4
neighbor 172.16.232.50 activate
neighbor 172.16.232.50 next-hop unchanged allpaths
neighbor 172.16.232.50 route-map static-nexthop-rewrite out

exit-address-family
address-family ipv4 unicast vrf inside
bgp route-map priority
redistribute static
redistribute connected

exit-address-family
end

内部 BGP機能に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

「Cisco BGP概要」モジュールBGPの概要

「基本 BGPネットワークの設定」モジュール基本的な BGP設定作業

「iBGPマルチパスロードシェアリング」モジュー
ル

iBGPのマルチパスロードシェアリン
グ
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

「外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの
接続」モジュール

サービスプロバイダーへの接続

『IP Routing: Protocol-Independent Configuration
Guide』

複数の IPルーティングプロトコルに適
用する機能の設定

RFC

タイトルRFC

『Application of the Border Gateway Protocol in the Internet』RFC
1772

『Experience with the BGP Protocol』RFC
1773

『BGP-4 Protocol Analysis』RFC
1774

『Guidelines for Creation, Selection, and Registration of an Autonomous System (AS)』RFC
1930

『A Framework for Inter-Domain Route Aggregation』RFC
2519

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Capabilities Advertisement with BGP-4』RFC
3392

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

『BGP Support for Four-octet AS Number Space』RFC
4893

『Textual Representation of Autonomous system (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
546

内部 BGP機能の設定

内部 BGP機能に関する追加情報



シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

内部 BGP機能設定用の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 38 :内部 BGP機能設定用の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

このモジュールのすべての機能はレガシー機能と見なさ

れ、すべてのトレインのリリースイメージで動作します。

次のコマンドはこれらの機能により追加または変更され

ました。

• bgp always-compare-med

• bgp bestpath med confed

• bgp bestpath med missing-as-worst

• bgp client-to-client reflection

• bgp cluster-id

• bgp confederation identifier

• bgp confederation peers

• bgp dampening

• bgp deterministic med

• clear ip bgp dampening

• clear ip bgp flap-statistics

• neighbor route-reflector-client

• neighbor timers

• show ip bgp

• show ip bgp dampening dampened-paths

• show ip bgp dampening flap-statistics

• timers bgp

10.3

12.0(7)T

12.0(32)S12

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

内部 BGP機能の設定

IPネクストホップを設定するルートリフレクタの BGP
アウトバウンドルートマップ機能は、反映されたルート

のネクストホップ属性をルートリフレクタが変更できる

ようにします。

12.0(16)ST

12.0(22)S

12.2

12.2(14)S

15.0(1)S

IPネクストホップを
設定するルートリフ

レクタの BGPアウト
バウンドルートマッ

プ
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第 23 章

ルートリフレクタでのBGP VPLS自動検出
のサポート

BGPルートリフレクタが拡張され、ルートリフレクタで VPLSを明示的に設定しなくても
BGP VPLSプレフィックスを反映できるようになりました。

•機能情報の確認（549ページ）
•ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートの概要（550ページ）
•ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートの設定例（550ページ）
•その他の参考資料（551ページ）
•ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートに関する機能情報（552ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートの
概要

ルートリフレクタでの BGP VPLSオートディスカバリのサポート
Cisco IOS Release 12.2(33)SREで、ルートリフレクタでの BGP VPLSオートディスカバリのサ
ポートが導入されました。Cisco 7600およびCisco 7200シリーズのルータで、BGPルートリフ
レクタが拡張され、ルートリフレクタで VPLSを明示的に設定しなくても BGP VPLSプレ
フィックスを反映できるようになりました。ルートリフレクタはVPLSプレフィックスを他の
プロバイダーエッジ（PE）ルータに反映し、PEが BGPセッションの完全メッシュを持つ必
要がないようにします。ネットワーク管理者はルートリフレクタの BGP VPLSアドレスファ
ミリだけを設定します。

VPLSプレフィックスを反映できるルートリフレクタ設定の例については、「例：ルートリフ
レクタでの BGP VPLS自動検出のサポート」の項を参照してください。VPLS自動検出の詳細
については、『MPLS Layer 2 VPNs Configuration Guide』の「VPLS Autodiscovery BGP Based」
モジュールを参照してください。

ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートに関する制約事
項

• IOS XEでは、ルートリフレクタについて、Inter-ASオプション Cの BGPシグナリングを
使用した VPLS BGP自動検出はサポートされていません。

ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートの
設定例

例：ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポート
次の例では、PE-RR（プロバイダーエッジルートリフレクタであることを示す）という名前
のホストが、VPLSプレフィックス可能なルートリフレクタとして設定されます。VPLSアド
レスファミリは address-family l2vpn vplsコマンドによって設定されます。

hostname PE-RR
!
router bgp 1
bgp router-id 1.1.1.3
no bgp default route-target filter
bgp log-neighbor-changes
neighbor iBGP_PEERS peer-group
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neighbor iBGP_PEERS remote-as 1
neighbor iBGP_PEERS update-source Loopback1
neighbor 1.1.1.1 peer-group iBGP_PEERS
neighbor 1.1.1.2 peer-group iBGP_PEERS
!
address-family l2vpn vpls
neighbor iBGP_PEERS send-community extended
neighbor iBGP_PEERS route-reflector-client
neighbor 1.1.1.1 peer-group iBGP_PEERS
neighbor 1.1.1.2 peer-group iBGP_PEERS

exit-address-family
!

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster CommandList, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートに
関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 39 :ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルートリフレクタが拡張
され、ルートリフレクタで

VPLSを明示的に設定しなくて
も BGP VPLSプレフィックス
を反映できるようになりまし

た。

ルートリフレクタでの BGP
VPLS自動検出のサポート
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第 24 章

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポー
ト

BGP（ボーダーゲートウェイプロトコル）FlowSpec (フロースペック)ルートリフレクタ機能
により、サービスプロバイダーはネットワークのトラフィックフローを制御できます。これ

は、トラフィックのフィルタ処理に有効であり、DDoSトラフィックをドロップするかアナラ
イザに転送することで分散型サービス妨害（DDoS）の軽減を図る際にも役立ちます。

BGPフロースペックは、BGPのネットワーク層到達可能性情報（NLRI）として配布できるト
ラフィックフローのフロースペックルールをエンコードするためのメカニズムを提供します。

•機能情報の確認（553ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートに関する制約事項（554ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートに関する情報（554ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの設定方法（555ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの設定例（562ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートに関する追加情報（563ページ）
• BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの機能情報（564ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPFlowSpecルートリフレクタのサポートに関する制約
事項

• Cisco IOS 15.5(S)リリースでは、BGPフロースペックはルートリフレクタでのみサポー
トされます。

•アドレスファミリのマッチングとアクションの併用は、フロースペックルールではサポー
トされていません。たとえば、IPv4のマッチングを IPv6のアクションと組み合わせるこ
とはできず、その逆も同様です。

BGPFlowSpecルートリフレクタのサポートに関する情報

FlowSpecの概要
FlowSpecは、任意のアプリケーションで使用できるボーダーゲートウェイプロトコルのネッ
トワーク層到達可能性情報（BGPNLRI）としてフロースペックルールを配布する手順を指定
します。また、分散型サービス妨害攻撃を軽減するためのパケットフィルタリングを目的とす

るアプリケーションも定義します。

フロースペックルールは、BGPNLRIフィールドでエンコードされたマッチング部分と、RFC
5575の定義に従って BGP拡張コミュニティとしてエンコードされたアクション部分で構成さ
れます。フロースペックルールは、IPパケットデータに適用できる複数のマッチング基準か
ら成るデータのセット（nタプルで表現）です。BGPフロースペックルールは、対応するマッ
チングおよびアクションパラメータを表す同等の Cisco Common Classification Policy Language
（C3PL）に内部的に変換されます。

Cisco IOS 15.5(S)リリースでは、FlowSpecは、BGPルートリフレクタの次の機能をサポート
しています。

• RFC 5575で定義された FlowSpecルール

• IPv6拡張

• IPリダイレクト拡張

• BGP FlowSpec検証

マッチング基準

次の表に、BGPでサポートされるさまざまな FlowSpecのタプルを示します。
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入力値QoSマッチングフィー
ルド（IPv4）

QoSマッチングフィー
ルド（IPv6）

BGP FlowSpec NLRIタ
イプ

[Prefix length]IPv4宛先アドレスIPv6宛先アドレスタイプ 1

[Prefix length]IPv4発信元アドレスIPv6送信元アドレスタイプ 2

複数値の範囲IPv4プロトコルIPv6次ヘッダー[Type 3]

複数値の範囲IPv4送信元ポートまた
は宛て先ポート

IPv6送信元ポートまた
は宛て先ポート

[Type 4]

複数値の範囲IPv4宛て先ポートIPv6宛て先ポート[Type 5]

複数値の範囲IPv4送信元ポートIPv6送信元ポートタイプ 6

複数値の範囲IPv4 ICMPタイプIPv6 ICMPタイプ[Type 7]

複数値の範囲IPv4 ICMPコードIPv6 ICMPコードタイプ 8

ビットマスクIPv4 TCPフラグ（2バ
イトに予約ビットを含

む）

IPv6 TCPフラグタイプ 9

複数値の範囲IPv4パケット長IPv6パケット長タイプ 10

複数値の範囲IPv4 DSCPIPv6トラフィックク
ラス

タイプ 11

ビットマスクIPv4フラグメント
ビット

予約済みタイプ 12

複数値の範囲－IPv6フローラベルタイプ 13

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの設定方法

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの設定
ルートリフレクタで BGP FlowSpecを設定するには、次の作業を実行します。この作業では
IPv4アドレスファミリしか指定しませんが、その他のアドレスファミリもBGPフロースペッ
クでサポートされています。

始める前に

BGPルートリフレクタを設定します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} flowspec
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor ip-address route-reflector-client
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスのルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 10.1.1.1 remote-as
1

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} flowspec

例：

ステップ 5

• FlowSpecは、IPv4、IPv6、VPNv4、VPNv6アド
レスファミリでサポートされています。

Device(config-router)# address-family ipv4
flowspec

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
activate
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目的コマンドまたはアクション

ルータを BGPルートリフレクタとして設定し、指
定したネイバーをそのクライアントとして設定しま

す。

neighbor ip-address route-reflector-client

例：

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
route-reflector-client

ステップ 7

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 8

BGP FlowSpec検証の無効化
eBGPピアの BGPフロースペック検証を無効にする場合は、この作業を実行します。デフォ
ルトでは、検証は有効になっています。

BGPフロースペック検証の詳細については、RFC5575（draft-ietf-idr-bgp-flowspec-oid-01-Revised
Validation Procedure for BGP Flow Specifications）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} flowspec
5. neighbor ip-address validation off

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスのルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} flowspec

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# address-family ipv4
flowspec

• FlowSpecは、IPv4、IPv6、VPNv4、VPNv6アド
レスファミリでサポートされています。

eBGPピアのフロースペックの検証を無効にします。neighbor ip-address validation off

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
validation off

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの確認
showコマンドは任意の順序で入力できます。

始める前に

ルートリフレクタで BGP FlowSpecを設定します。

手順の概要

1. show bgp ipv4 flowspec
2. show bgp ipv4 flowspec detail
3. show bgp ipv4 flowspec summary
4. show bgp ipv6 flowspec
5. show bgp ipv6 flowspec detail
6. show bgp ipv6 flowspec summary
7. show bgp vpnv4 flowspec
8. show bgp vpnv4 flowspec all detail
9. show bgp vpnv6 flowspec
10. show bgp vpnv6 flowspec all detail

手順の詳細

ステップ 1 show bgp ipv4 flowspec

このコマンドは、IPv4 flowspecルートを表示します。

例：

Device# show bgp ipv4 flowspec

BGP table version is 3, local router ID is 10.10.10.2 Status codes: s suppressed, d damped, h
history,
* valid, > best, i - internal, r RIB-failure, S Stale,
m multipath, b backup-path, f RT-Filter, best-external, a additional-path,
c RIB-compressed, Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete RPKI validation codes: V valid,
I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*>i Dest:2.2.2.0/24 10.0.101.1 100 0 i
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*>i Dest:3.3.3.0/24 10.0.101.1 100 0 i

ステップ 2 show bgp ipv4 flowspec detail

このコマンドは、IPv4 flowspecルートに関する詳細な情報を表示します。

例：

Device# show bgp ipv4 flowspec detail

BGP routing table entry for Dest:2.2.2.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1, table IPv4-Flowspec-BGP-Table)
Advertised to update-groups:

1
Refresh Epoch 1
Local, (Received from a RR-client)
10.0.101.1 from 10.0.101.1 (10.0.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: FLOWSPEC Redirect-IP:0x000000000001
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

BGP routing table entry for Dest:3.3.3.0/24, version 3
Paths: (1 available, best #1, table IPv4-Flowspec-BGP-Table)
Advertised to update-groups:

1
Refresh Epoch 1
Local, (Received from a RR-client)
10.0.101.1 from 10.0.101.1 (10.0.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

ステップ 3 show bgp ipv4 flowspec summary

このコマンドは、IPv4 flowspecネイバーを表示します。

例：

Device# show bgp ipv4 flowspec summary

BGP router identifier 10.10.10.2, local AS number 239 BGP table version is 3, main routing table
version 3
2 network entries using 16608 bytes of memory
2 path entries using 152 bytes of memory
2/2 BGP path/bestpath attribute entries using 304 bytes of memory
1 BGP AS-PATH entries using 24 bytes of memory
2 BGP extended community entries using 48 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory BGP using 17136 total bytes of memory BGP
activity 18/0
prefixes, 18/0 paths, scan interval 15 secs

Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down
State/PfxRcd
10.0.101.1 4 239 70 24 3 0 0 00:10:58

2
10.0.101.2 4 239 0 0 1 0 0 never
Idle
10.0.101.3 4 240 0 0 1 0 0 never
Idle
10.10.10.1 4 239 19 23 3 0 0 00:10:53

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
559

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポート

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの確認



ステップ 4 show bgp ipv6 flowspec

このコマンドは、IPv6 flowspecルートを表示します。

例：

Device# show bgp ipv6 flowspec

BGP table version is 2, local router ID is 10.10.10.2 Status codes: s suppressed, d damped, h
history,
* valid, > best, i - internal, r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,

x best-external, a additional-path, c RIB-compressed, Origin codes: i - IGP, e - EGP,
? - incomplete RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*>i Dest:3::/0-24,Source:4::/0-24

FEC0::1001 100 0 i

ステップ 5 show bgp ipv6 flowspec detail

このコマンドは、IPv6 flowspecルートに関する詳細な情報を表示します。

例：

Device# show bgp ipv6 flowspec detail

BGP routing table entry for Dest:3::/0-24,Source:4::/0-24, version 2
Paths: (1 available, best #1, table Global-Flowspecv6-Table)
Advertised to update-groups:

2
Refresh Epoch 1
Local
FEC0::1001 from FEC0::1001 (10.0.101.2)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

ステップ 6 show bgp ipv6 flowspec summary

このコマンドは、IPv6 flowspecネイバーを表示します。

例：

Device# show bgp ipv6 flowspec summary

BGP router identifier 10.10.10.2, local AS number 239 BGP table version is 3, main routing table
version 3
2 network entries using 16608 bytes of memory
2 path entries using 152 bytes of memory
2/2 BGP path/bestpath attribute entries using 304 bytes of memory
1 BGP AS-PATH entries using 24 bytes of memory
2 BGP extended community entries using 48 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory BGP using 17136 total bytes of memory BGP
activity 18/0
prefixes, 18/0 paths, scan interval 15 secs

Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down
State/PfxRcd
10.0.101.1 4 239 70 24 3 0 0 00:10:58

2
10.0.101.2 4 239 0 0 1 0 0 never
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Idle
10.0.101.3 4 240 0 0 1 0 0 never
Idle
10.10.10.1 4 239 19 23 3 0 0 00:10:53

ステップ 7 show bgp vpnv4 flowspec

このコマンドは、VPNv4 flowspecネイバーを表示します。

例：

Device# show bgp vpnv4 flowspec

BGP table version is 2, local router ID is 10.10.10.2 Status codes: s suppressed, d damped, h
history,
* valid, > best, i - internal,r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed, Origin codes: i - IGP, e - EGP,
? - incomplete RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 200:200
*>i Dest:10.0.1.0/24 10.0.101.1 100 0 i

ステップ 8 show bgp vpnv4 flowspec all detail

このコマンドは、VPNv4 flowspecの詳細を表示します。

例：

Device# show bgp vpnv4 flowspec all detail

Route Distinguisher: 200:200
BGP routing table entry for 200:200:Dest:10.0.1.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1, table VPNv4-Flowspec-BGP-Table)
Advertised to update-groups:

3
Refresh Epoch 1
Local
10.0.101.1 (via default) from 10.0.101.1 (10.0.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: RT:100:100
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

ステップ 9 show bgp vpnv6 flowspec

このコマンドは、VPNv6 flowspecネイバーを表示します。

例：

Device# show bgp vpnv6 flowspec

BGP table version is 2, local router ID is 10.10.10.2 Status codes: s suppressed, d damped, h
history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed, Origin codes: i - IGP, e -

EGP, ? - incomplete RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 200:200
*>i SPort:=20640 FEC0::1001 100 0 i
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ステップ 10 show bgp vpnv6 flowspec all detail

このコマンドは、VPNv6 flowspecの詳細を表示します。

例：

Device# show bgp vpnv6 flowspec all detail

Route Distinguisher: 200:200
BGP routing table entry for 200:200:SPort:=20640, version 2
Paths: (1 available, best #1, table VPNv6-Flowspec-BGP-Table)
Advertised to update-groups:

3
Refresh Epoch 1
Local
FEC0::1001 (via default) from FEC0::1001 (10.0.101.2)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: RT:100:100
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの設定例

例：BGP FlowSpecルートリフレクタのサポート

例：ルートリフレクタでの BGP FlowSpecの設定

BGPルートリフレクタを設定し、ルートリフレクタに flowspecを挿入します。

図 42 : BGPルートリフレクタトポロジ

! Configure the topology

!Configure the interfaces on RR

RR> enable
RR# configure terminal
RR(config)# interface E0/0
RR(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.224.0.0
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RR(config-if)# no shutdown
RR(config-if)# exit
RR(config)# interface S2/0
RR(config-if)# ip address 10.32.0.1 255.224.0.0
RR(config-if)# no shutdown
RR(config-if)# exit
RR(config)# interface S3/0
RR(config-if)# ip address 10.64.0.1 255.224.0.0
RR(config-if)# no shutdown

!Configure RR as the route reflector with S2/0(R1) and S2/0 (R2) as the neighbors

RR(config)# router bgp 333
RR(config-router)# no synchronization
RR(config-router)# network 10.0.0.0 mask 255.224.0.0
RR(config-router)# network 10.64.0.0 mask 255.224.0.0
RR(config-router)# network 10.32.0.0 mask 255.224.0.0
RR(config-router)# neighbor 10.64.0.2 remote-as 333
RR(config-router)# neighbor 10.32.0.2 remote-as 333

!Configure flowspec on route reflector

RR(config-router)# address-family ipv4 flowspec
RR(configure-router-af)# neighbor 10.64.0.2 activate
RR(config-router)# neighbor 10.64.0.2 route-reflector-client
RR(configure-router-af)# neighbor 10.32.0.2 activate
RR(config-router)# neighbor 10.32.0.2 route-reflector-client

!Verify the configuration

RR> show bgp ipv4 flowspec

BGPFlowSpecルートリフレクタのサポートに関する追加
情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Dissemination of Flow Specification Rules』RFC
5575
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 40 : BGP FlowSpecルートリフレクタのサポートの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

BGP FlowSpecルートリフレクタのサポート機能により、
サービスプロバイダーはネットワークのトラフィックフ

ローを制御し、DDoS攻撃を軽減できます。

この機能により、address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 |
vpnv6} flowspecコマンドが導入されました。

15.5(1)SBGP FlowSpecルートリ
フレクタのサポート
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第 25 章

BGPフロースペッククライアント

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のフロースペッククライアント機能を使用する
と、デバイスが BGPフロースペッククライアントの役割を担い、BGPフロースペックコン
トローラからフロースペックルールを受信できるようになります。フロースペックルールに

は、マッチング基準とアクション（フローとも呼ばれる）のセットが含まれます。フローは、

クライアントデバイスまたはクライアント上の特定のインターフェイスにフローをアドバタイ

ズするコントローラ（デバイス）で設定されます。

IOS XEソフトウェアでは、BGPフロースペッククライアント機能がサポートされています
が、BGPフロースペックコントローラ機能はサポートされていません。

注目

•機能情報の確認（565ページ）
• BGPフロースペッククライアントの前提条件（566ページ）
• BGPフロースペッククライアントの制約事項（566ページ）
• BGPフロースペッククライアントに関する情報（566ページ）
• BGPフロースペッククライアントの設定方法（568ページ）
• BGPフロースペッククライアントの設定例（574ページ）
• BGPフロースペッククライアントに関する追加情報（575ページ）
• BGPフロースペッククライアントの機能情報（576ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPフロースペッククライアントの前提条件
•コントローラでフロースペックルールを識別および設定します。

フロースペッククライアントが有効になっている場合、コント

ローラのフローのマッチング基準および対応するアクションがク

ライアントデバイスにリモートで挿入され、クライアントデバ

イスのプラットフォームハードウェアにフローがプログラムされ

ます。

（注）

BGPフロースペッククライアントの制約事項
• Cisco IOS 15.5(S)リリースでは、BGPフロースペックは BGPフロースペッククライアン
トおよびルートリフレクタでのみサポートされます。

•アドレスファミリのマッチングとアクションの併用は、フロースペックルールではサポー
トされていません。たとえば、IPv4のマッチングを IPv6のアクションと組み合わせるこ
とはできず、その逆も同様です。

BGPフロースペッククライアントに関する情報

BGPフロースペックモデル
BGPプロトコルは、ほかにはないその利点から、フロースペックに使用されています。BGP
対応デバイスによるフロースペックのルーティングには、コントローラ、クライアント、ルー

トリフレクタ（オプション）という3つの要素が使用されます。このドキュメントはクライア
ント要素機能を対象としています。

IOS XEソフトウェアを搭載したデバイス（ASR 1000など）が担うことができる役割は BGP
フロースペックのコントローラではなくクライアントですが、以下では、より深く理解できる

ように、BGPフロースペックプロセスの概要を簡単に示します。

BGPフロースペック機能を使用すると、多数のBGPピアデバイス間でフィルタリングおよび
ポリシング機能を迅速に展開および伝播して、ネットワーク上で分散型サービス妨害（DDoS）
攻撃の影響を軽減できます。

BGPフロースペックモデルは、クライアントとコントローラで構成されます（ルートリフレ
クタの使用はオプションです）。コントローラは、フロースペックのNRLIエントリの送信ま
たは挿入を行います。クライアント（BGPスピーカーとして機能）は、NRLIを受信し、コン
トローラからの命令に従って動作するようにハードウェア転送をプログラムします。このモデ

ルの図を下に示します。
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図 43 : BGPフロースペックモデル

上のトポロジでは、左側にあるコントローラが、フロースペックのNRLIを右側のクライアン
トに挿入します。クライアントは、この情報を受信してフロースペックマネージャコンポー

ネントに送信し、ePBR（EnhancedPolicyBasedRouting）インフラストラクチャを設定します。
これにより、デバイスのプラットフォームハードウェアがプログラムされます。このようにし

て、ネットワーク上の DDoS攻撃に対処するルールを作成できます。

フロースペッククライアントの設定例

まず、デバイスを BGP自律システムに関連付け、各種のアドレスファミリに対してフロース
ペックポリシーマッピング機能を有効にします。次に、IPアドレスを使用してネイバーを
BGPピアとして識別し、neighbor activateコマンドによって、デバイス間で情報を交換する機
能を有効にします。このようにして、クライアント、コントローラ、およびその他のフロース

ペッククライアントデバイスの間でフロースペック情報を交換できるようにします。

!
router bgp 100
address-family ipv4 flowspec
neighbor 10.1.1.1 activate

!

マッチング基準とアクション

フロースペック NLRIタイプは、オプションである複数のサブコンポーネントで構成されま
す。特定のパケットがフロースペックと一致すると見なされるのは、そのスペック内に存在す

るすべてのコンポーネントの共通点（AND）に合致する場合です。定義できるサポート対象コ
ンポーネントのタイプまたはタプルを次に示します。

入力値QoSマッチングフィー
ルド（IPv4）

QoSマッチングフィー
ルド（IPv6）

BGP FlowSpec NLRIタ
イプ

[Prefix length]IPv4宛先アドレスIPv6宛先アドレスタイプ 1
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入力値QoSマッチングフィー
ルド（IPv4）

QoSマッチングフィー
ルド（IPv6）

BGP FlowSpec NLRIタ
イプ

[Prefix length]IPv4発信元アドレスIPv6送信元アドレスタイプ 2

複数値の範囲IPv4プロトコルIPv6次ヘッダー[Type 3]

複数値の範囲IPv4送信元ポートまた
は宛て先ポート

IPv6送信元ポートまた
は宛て先ポート

[Type 4]

複数値の範囲IPv4宛て先ポートIPv6宛て先ポート[Type 5]

複数値の範囲IPv4送信元ポートIPv6送信元ポートタイプ 6

複数値の範囲IPv4 ICMPタイプIPv6 ICMPタイプ[Type 7]

複数値の範囲IPv4 ICMPコードIPv6 ICMPコードタイプ 8

ビットマスクIPv4 TCPフラグ（2バ
イトに予約ビットを含

む）

IPv6 TCPフラグタイプ 9

複数値の範囲IPv4パケット長IPv6パケット長タイプ 10

複数値の範囲IPv4 DSCPIPv6トラフィックク
ラス

タイプ 11

ビットマスクIPv4フラグメント
ビット

予約済みタイプ 12

BGPフロースペッククライアントの設定方法

フロースペッククライアントとしてのデバイスの設定およびネイバー

との BGPピア関係の確立
次の作業では、BGPフロースペッククライアントとしてのデバイスの設定について説明しま
す。VRFインスタンス内のデバイスインターフェイスは、BGPフロースペッククライアント
の役割を担うこともできます。

始める前に

デバイスをフロースペッククライアントとして設定する前に、フロースペックコントローラ

デバイス（および必要に応じてルートリフレクタ）を識別して設定することをお勧めします。

フロースペックルールがコントローラで設定されている場合、ルールはクライアントにリモー
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トで挿入され、マッチング基準および対応するアクションがクライアントのプラットフォーム

ハードウェアにプログラムされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} flowspec
5. neighbor ip-address activate
6. exit
7. address-family {ipv4 | ipv6} flowspec vrf vrf-name
8. neighbor ip-address remote-as as-number
9. neighbor ip-address activate
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

自律システム番号を指定し、BGPコンフィギュレー
ションモードを開始します。このモードでは、BGP
ルーティングプロセスを設定できます。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3

IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファ
ミリを指定し、BGPアドレスファミリコンフィ

address-family {ipv4 | ipv6} flowspec

例：

ステップ 4

ギュレーションモードを開始して、フロースペッ
Device(config-bgp)# address-family ipv4 flowspec

クポリシーマッピングのグローバルアドレスファ

ミリを初期化します。

BGPルーティングのためにデバイスをネイバーコ
ンフィギュレーションモードにして、ネイバーの

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 5

IPアドレスを BGPピアとして設定します。デバイ
Device(config-bgp-af)# neighbor 10.1.1.1 activate

スからそのBGPネイバーに IPアドレスを含む情報
をアドバタイズ（および受信）できるようにしま

す。
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目的コマンドまたはアクション

BGPアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、BGPコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

exit

例：

Device(config-bgp-af)# exit

ステップ 6

VRFの IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレ
スファミリを指定し、BGPアドレスファミリコン

address-family {ipv4 | ipv6} flowspec vrf vrf-name

例：

ステップ 7

フィギュレーションモードを開始して、フロース
Device(config-bgp)# address-family ipv4 flowspec
vrf vrf1 ペックポリシーマッピングのグローバルアドレス

ファミリを初期化します。

BGPルーティングのためにデバイスをネイバーコ
ンフィギュレーションモードにして、ネイバー（IP

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 8

アドレス）を BGPピアとして設定します。
Device(config-bgp-af)# neighbor 2001:DB8:1::1
remote-as 100 remote-asキーワードは、指定されたリモート自律

システム番号をネイバーに割り当てます。

デバイスからそのBGPネイバーに IPアドレスを含
む情報をアドバタイズ（および受信）できるように

します。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-bgp-af)# neighbor 2001:DB8:1::1
activate

ステップ 9

BGPアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、BGPコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

exit

例：

Device(config-bgp-af)# exit

ステップ 10

デバイスのすべてのインターフェイスでのフロースペックポリシー

の設定

次の設定作業では、IPv4アドレスファミリおよび IPv6アドレスファミリのデバイスのすべて
のインターフェイスとVRFインスタンス内のインターフェイスでのフロースペックポリシー
の設定について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. flowspec
4. address-family ipv4
5. local-install interface-all
6. exit
7. address-family ipv6
8. local-install interface-all
9. exit
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10. vrf vrf-name
11. address-family ipv4
12. local-install interface-all
13. exit
14. address-family ipv6
15. local-install interface-all
16. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

flowspecコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

flowspec

例：

ステップ 3

Device(config)# flowspec

IPv4アドレスファミリを指定し、フロースペック
のアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4

例：

Device(config-flowspec)# address-family ipv4

ステップ 4

flowspecポリシーをすべてのインターフェイスにイ
ンストールします。

local-install interface-all

例：

ステップ 5

Device(config-flowspec-af)# local-install
interface-all

フロースペックのアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを終了し、flowspecコンフィギュ
レーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-flowspec-af)# exit

ステップ 6

IPv6アドレスファミリを指定し、フロースペック
のアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv6

例：

Device(config-flowspec)# address-family ipv6

ステップ 7

flowspecポリシーをすべてのインターフェイスにイ
ンストールします。

local-install interface-all

例：

ステップ 8

Device(config-flowspec-af)# local-install
interface-all
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目的コマンドまたはアクション

フロースペックのアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを終了し、flowspecコンフィギュ
レーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-flowspec-af)# exit

ステップ 9

VRFインスタンスを設定し、フロースペックの
VRFコンフィギュレーションモードを開始します。

vrf vrf-name

例：

ステップ 10

Device(config-flowspec)# vrf vrf10

IPv4アドレスファミリを指定し、フロースペック
のVRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始します。

address-family ipv4

例：

Device(config-flowspec-vrf)# address-family ipv4

ステップ 11

flowspecポリシーをすべてのインターフェイスにイ
ンストールします。

local-install interface-all

例：

ステップ 12

Device(config-flowspec-vrf-af)# local-install
interface-all

フロースペックのVRFアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを終了し、フロースペック

exit

例：

ステップ 13

のVRFコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

Device(config-flowspec-vrf-af)# exit

IPv6アドレスファミリを指定し、フロースペック
のVRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始します。

address-family ipv6

例：

Device(config-flowspec-vrf)# address-family ipv6

ステップ 14

flowspecポリシーをすべてのインターフェイスにイ
ンストールします。

local-install interface-all

例：

ステップ 15

Device(config-flowspec-vrf-af)# local-install
interface-all

フロースペックのVRFアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを終了し、フロースペック

exit

例：

ステップ 16

のVRFコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

Device(config-flowspec-vrf-af)# exit

BGPフロースペッククライアントの確認
以下のコマンドは、フロースペック設定の詳細を表示します。

手順の概要

1. show flowspec summary
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2. show bgp ipv4 flowspec
3. show flowspec vrf vrf-name afi-all

手順の詳細

ステップ 1 show flowspec summary

例：

Device # show flowspec summary

FlowSpec Manager Summary:
Tables: 2
Flows: 1

ノード上に存在するフロースペックルールの概要を示します。

この例では、[Tables]フィールドは、フロースペックポリシーマッピング機能が IPv4アドレスファミリ
および IPv6アドレスファミリに対して有効になっていることを示しています。

[Flows]フィールドは、テーブル全体で単一のフローが定義されていることを示しています。

ステップ 2 show bgp ipv4 flowspec

例：

Device # show bgp ipv4 flowspec

Dest:192.0.2.0/24, Source:10.1.1.0/24, DPort:>=120&<=130,SPort:>=25&<=30,DSCP:=30/208
BGP routing table entry for Dest:192.0.2.0/24,
Source:10.1.1.0/24,Proto:=47,DPort:>=120&<=130,SPort:>=25&<=30,DSCP:=30/208 <snip>
Paths: (1 available, best #1)
Advertised to update-groups (with more than one peer):
0.3

Path #1: Received by speaker 0
Advertised to update-groups (with more than one peer):

0.3 Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (3.3.3.3)
Origin IGP, localpref 100, valid, redistributed, best, group-best
Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 42
Extended community: FLOWSPEC Traffic-rate:100,0

フロースペックコントローラ（デバイス）で設定されているフロースペックルールが BGP側で使用可能
かどうかを確認するには、このコマンドを使用します。この例では、[redistributed]は、フロースペック
ルールが内部では発信されていないが、フロースペックプロセスから BGPに再配布されていることを示
しています。設定されている拡張コミュニティ（マッチング基準およびアクションをピアデバイスに送信

するために使用される BGP属性）も表示されています。

この例では、定義されたアクションはトラフィックのレート制限です。

ステップ 3 show flowspec vrf vrf-name afi-all

例：
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Device # show flowspec vrf vrf100 afi-all

VRF: vrf100 AFI: IPv4
Flow :DPort:=101,SPort:=101,TCPFlags:~0xFF,Length:>=100&<=1500,DSCP:=63
Actions :Redirect: VRF vrf200 Route-target: ASN2-200:2 (bgp.1)
Flow :DPort:=102,SPort:=102,TCPFlags:~0xFF,Length:>=100&<=1500,DSCP:=63
Actions :Redirect: VRF vrf200 Route-target: ASN2-200:2 (bgp.1)

フロースペッククライアント（デバイス）に関連付けられた特定のVRF内にフロースペックルールがあ
るかどうかを確認するには、このコマンドを使用します。

BGPフロースペッククライアントの設定例

例：フロースペッククライアントとしてのデバイスの設定およびネ

イバーとの BGPピア関係の確立

Device> enable
Device# configure terminal
Device (config)# router bgp 100
Device (config-bgp)# address-family ipv4 flowspec
Device (config-bgp-af)# neighbor 10.1.1.1 activate
Device (config-bgp-af)# exit
Device (config-bgp)# address-family ipv4 flowspec vrf vrf1
Device (config-bgp-af)# neighbor 2001:DB8:1::1 remote as 100
Device (config-bgp-af)# neighbor 2001:DB8:1::1 activate
Device (config-bgp-af)# exit

例：デバイスのすべてのインターフェイスでのフロースペックポリ

シーの設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# flowspec
Device(config-flowspec)# address-family ipv4
Device(config-flowspec-af)# local-install interface-all
Device(config-flowspec-af)# exit
Device(config-flowspec)# address-family ipv6
Device(config-flowspec-af)# local-install interface-all
Device(config-flowspec-af)# exit
Device(config-flowspec)# vrf vrf10
Device(config-flowspec-vrf)# address-family ipv4
Device(config-flowspec-vrf-af)# local-install interface-all
Device(config-flowspec-vrf-af)# exit
Device(config-flowspec-vrf)# address-family ipv6
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Device(config-flowspec-vrf-af)# local-install interface-all
Device(config-flowspec-vrf-af)# exit

BGPフロースペッククライアントに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IP Routing: BGP Configuration Guide』BGPFlowSpecルートリフレクタのサポート

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Dissemination of Flow Specification Rules』RFC
5575

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関
するMIBを探してダウンロードするには、次のURLにあるCiscoMIB Locatorを
使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-MIB
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http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

BGPフロースペッククライアントの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 41 : BGPフロースペッククライアントの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPフロースペッククライアント機能を使用すると、
デバイスが BGPフロースペッククライアントの役割
を担い、BGPフロースペックコントローラからフロー
スペックルールを受信できるようになります。

次のコマンドが導入または変更されました。flowspec、
local-install interface-all

Cisco IOS XE
3.15S

BGPフロースペッ
ククライアント
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第 26 章

BGP NSF認識

ノンストップフォワーディング（NSF）認識を使用すると、ルータは、NSF対応ネイバーがス
テートフルスイッチオーバー（SSO）操作中にパケットの転送を続行できるようにします。
BGPノンストップフォワーディング認識機能では、BGPを実行しているNSF認識ルータが、
SSO操作を実行しているルータのすでに認識されているルートとともにパケットを転送できま
す。この機能によって、障害が発生したルータの BGPピアが、そのようなルータによってア
ドバタイズされたルーティング情報を保持して、障害が発生したルータが通常の動作に戻って

ルーティング情報を交換できるようになるまでこの情報を引き続き使用できるようになりま

す。ピアリングセッションは、NSF操作全体を通じて維持されます。

•機能情報の確認（577ページ）
• BGP NSF認識に関する情報（578ページ）
• BGP NSF認識の設定方法（580ページ）
• BGP NSF認識の設定例（586ページ）
•その他の参考資料（587ページ）
• BGP NSF認識の機能情報（587ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
577

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


BGP NSF認識に関する情報

Cisco NSFルーティングと転送操作
CiscoNSFは、ルーティングのためにBGP、Enhanced InteriorGatewayRoutingProtocol（EIGRP）、
Open Shortest Path First（OSPF）、および Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プ
ロトコルによってサポートされ、転送のためにCiscoExpressForwarding（CEF）によってサポー
トされています。ルーティングプロトコルの BGP、EIGRP、OSPF、および IS-ISは NSF機能
と NSF認識によって拡張されています。これは、これらのプロトコルを実行するデバイスが
スイッチオーバーを検出して、ネットワークトラフィックの転送を続行してピアデバイスか

らルート情報を回復するために必要な処理を行うことができることを意味します。

このモジュールでは、NSF互換のソフトウェアを実行しているネットワーキングデバイスは
NSF認識であると見なします。NSFをサポートするようにデバイスが設定されている場合にそ
のデバイスは NSF対応と見なされます。NSF認識ネイバーまたは NSF対応ネイバーからルー
ティング情報を再構築します。

ルーティングプロトコルがルーティング情報ベース（RIB）テーブルを再作成している間、そ
れぞれのプロトコルは、CEFに依存してスイッチオーバー中にパケットの転送を続行します。
ルーティングプロトコルの収束後に、CEFは Forwarding Information Base（FIB;転送情報ベー
ス）テーブルを更新し、失効したルートエントリを削除します。それから CEFはラインカー
ドに新しい FIB情報を更新します。

NSFのシスコエクスプレスフォワーディング
NSFの重要な要素はパケット転送です。シスコのネットワーキングデバイスでは、パケット
の転送は CEFによって行われます。CEFは FIBを維持し、スイッチオーバー時に最新だった
FIB情報を使用して、スイッチオーバー中のパケットの転送を続行します。この機能により、
スイッチオーバー中のトラフィックの中断を短くします。

通常のNSF操作中に、アクティブなルートプロセッサ（RP）上のCEFは、現在の FIBと隣接
データベースを、スタンバイ RP上の FIBと隣接データベースと同期させます。アクティブな
RPのスイッチオーバー時に、スタンバイ RPには最初、アクティブな RP上で最新だったもの
のミラーイメージである FIBと隣接データベースがあります。インテリジェントラインカー
ドを備えたプラットフォームでは、ラインカードはスイッチオーバーの前後で現行の転送情報

を維持します。転送エンジンを備えたプラットフォームでは、CEFは、アクティブな RPの
CEFによって送信される変更を使用して、スタンバイ RPの転送エンジンを最新の状態に保ち
ます。この方法では、転送エンジンのラインカードは、インターフェイスとデータパスが使用

可能になるとすぐに、スイッチオーバー後に転送を続行できます。

ルーティングプロトコルがプレフィックスごとに RIBを再び読み込み始めるため、CEFに対
してプレフィックスごとの更新が行われます。CEFはこれを使用してFIBと隣接データベース
を更新します。既存エントリと新規エントリには、最新であることを示す新しいバージョン

（エポック）番号が付けられます。転送情報はラインカードまたは収束中の転送エンジンで更

新されます。RIBが収束すると、RPが信号通知を行います。ソフトウェアは、現在のスイッ
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チオーバーエポックよりも前のエポックを持った FIBおよび隣接エントリをすべて削除しま
す。これで FIBは最新のルーティングプロトコル転送情報を表示するようになります。

ルーティングプロトコルは、アクティブなRPだけで実行され、ネイバールータからルーティ
ングの更新を受信します。ルーティングプロトコルは、スタンバイRPでは実行されません。
スイッチオーバーの後、ルーティングプロトコルは、ルーティングテーブルの再構築に役立

つステート情報を送信するよう NSF認識ネイバーデバイスに要求します。

NSF動作の場合、ルーティングプロトコルは、ルーティング情報を再構築している間にパケッ
トを転送し続ける CEFによって異なります。

（注）

NSFのための BGPグレースフルリスタート
NSF対応ルータは BGPピアで BGPセッションを開始し、OPENメッセージをピアへ送信しま
す。このメッセージには、NSF対応ルータまたは NFS認識ルータにグレースフルリスタート
機能があるという宣言が含まれます。グレースフルリスタートは、スイッチオーバーの後に

BGPルーティングピアでルーティングフラップが発生するのを防ぐメカニズムです。BGPピ
アがこの機能を受信した場合、メッセージを送信するデバイスが NSF対応であることを認識
しています。NSF対応ルータと BGPピア（NSF認識ピア）の両方が、セッションの確立時に
OPENメッセージでグレースフルリスタート機能を交換する必要があります。両方のピアがグ
レースフルリスタート機能を交換しない場合、セッションはグレースフルリスタート対応に

なりません。

RPのスイッチオーバー中に BGPセッションが切断された場合、NSF認識 BGPピアは、NSF
対応ルータに関連付けられたすべてのルートを失効とマーキングします。ただし、所定の時間

内は、引き続きこれらのルートを転送の決定に使用します。この機能により、新しくアクティ

ブになった RPが BGPピアとのルーティング情報のコンバージェンスを待機している間にパ
ケットが消失することを防ぐことができます。

RPのスイッチオーバーが発生した後、NSF対応ルータはBGPピアとのセッションを再確立し
ます。新しいセッションの確立時に、NSF対応ルータが再起動したことを識別する新しいグ
レースフルリスタートメッセージを送信します。

この時点で、ルーティング情報は 2つの BGPピアの間で交換されます。この交換が完了する
と、NSF対応デバイスはルーティング情報を使用して、RIBと FIBを新しい転送情報で更新し
ます。NSF認識デバイスは、ネットワーク情報を使用して失効したルートを BGPテーブルか
ら削除します。この後 BGPプロトコルが完全に収束します。

BGPピアがグレースフルリスタート機能をサポートしていない場合、OPENメッセージのグ
レースフルリスタート機能は無視されますがNSF対応デバイスを使用してBGPセッションを
確立します。この機能により、NSF非認識（つまり NSF機能のない）BGPピアとの相互運用
が可能になりますが、NSF非認識BGPピアとのBGPセッションではグレースフルリスタート
機能を使用できません。
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BGP NSF認識
NSFに対する BGPサポートでは、ネイバールータは NSF認識または NSF対応でなければな
りません。BGPでのNSF認識は、グレースフルリスタートメカニズムによってもイネーブル
にされます。NSF認識ルータは SSO操作を実行できないという 1つの例外を除き、NSF認識
ルータは、NSF対応ルータと同じように機能します。ただし、NSF認識ルータは、NSF SSO
操作中に NSF対応ネイバーとのピアリング関係を維持したり、SSO操作中にこのネイバーの
ルートを保持したりすることができます。

BGPノンストップフォワーディング認識機能は、NSF認識ルータに、SSO操作を実行してい
るネイバーを検出し、このネイバーとのピアリングセッションを維持して、認識されている

ルートを保持し、これらのルートのパケット転送を続行するための機能を提供します。BGP
NSF認識を配置すると、ルートプロセッサ（RP）の障害状態の影響を最小限に抑え、障害が
発生したルータとのピアリングを再確立するために通常必要なリソースの量を減らすことで全

体的なネットワークの安定性を向上させることができます。

BGPのためのNSF認識はデフォルトでイネーブルになっていません。BGPを実行しているルー
タでNSF認識をグローバルに有効にするには、bgpgraceful-restartコマンドを使用します。ま
た、NSF認識操作は、ネットワークオペレータと、NSF機能をサポートしていない BGPピア
に対して透過的に行われます。

NSF認識は、EIGRP、IS-IS、およびOSPFなどの内部ゲートウェイプロトコル用のサポートさ
れるソフトウェアイメージでは自動的にイネーブルにされます。BGPでは、グローバル NSF
認識は、自動的には有効化されないため、ルータコンフィギュレーションモードで bgp
graceful-restartコマンドを発行して開始する必要があります。

（注）

BGP NSF認識の設定方法

BGPグレースフルリスタートを使用した BGPノンストップフォワー
ディング認識の設定

このセクションの作業は、BGPグレースフルリスタート機能を使用して BGPノンストップ
フォワーディング（NSF）認識を設定する方法を示しています。

•最初の作業では、すべての BGPネイバーの BGP NSFをグローバルにイネーブルにして、
いくつかのトラブルシューティングオプションを提案します。

• 2番目の作業では、BGPグレースフルリスタートタイマーを調整する方法について説明
します。ただし、ほとんどのネットワーク配置では、デフォルト設定が最適です。

•次の 3つの作業では、ピアセッションテンプレートとピアグループを含め、個別の BGP
ネイバーの BGPグレースフルリスタートを有効または無効にする方法を示します。
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•最後の作業では、BGP NSFのローカルおよびピアルータ設定を確認します。

BGPグレースフルリスタートを使用した BGPグローバル NSF認識のイネーブル化

この作業は、すべての BGPネイバーで BGP NSF認識をグローバルにイネーブルにする場合に
実行します。BGPNSF認識はグレースフルリスタートメカニズムの一部であり、BGPNSF認
識は、ルータコンフィギュレーションモードで bgp graceful-restartコマンドを実行すること
で有効にします。BGP NSF認識を使用すると、NSF認識ルータが SSO操作中にNSF対応ルー
タをサポートできます。NSF認識はデフォルトではイネーブルになっておらず、BGP NSFに
関与するすべてのネイバーで設定する必要があります。

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにするには、リスタートタイマーと失効パス
タイマーの設定は不要です。デフォルト値はほとんどのネットワーク構成にとって最適な値で

あり、これらの値は経験豊富なネットワークオペレータのみが調整すべきです。

（注）

BGPが実行されているデバイスで NSF用の Bidirectional Forwarding Detection（BFD）と BGP
の両方のグレースフルリスタートを設定すると、最適ではないルーティングが行われる可能性

があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [restart-time seconds] [stalepath-time seconds]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 45000

BGPグレースフルリスタート機能と BGP NSF認識
をイネーブルにします。

bgp graceful-restart [restart-time seconds]
[stalepath-time seconds]

例：

ステップ 4

• BGPセッションが確立されたあとでこのコマン
ドを入力した場合、BGPネイバーと交換する機
能のセッションを再開する必要があります。

Device(config-router)# bgp graceful-restart

•このコマンドは、再起動ルータとそのすべての
ピア（NSF対応とNSF認識）で使用してくださ
い。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

トラブルシューティングのヒント

NSF機能をトラブルシューティングするには、必要に応じて特権EXECモードで次のコマンド
を使用します。

• debug ip bgp：グレースフルリスタート機能をアドバタイズするOPENメッセージを表示
します。

• debug ip bgp event：リスタートタイマーや失効パスタイマーなどのグレースフルリス
タートタイマーイベントを表示します。

• debug ip bgp updates：送受信した EORメッセージを表示します。EORメッセージは、失
効パスタイマー（設定されている場合）を開始するために NSF認識ルータによって使用
されます。

• show ip bgp：BGPルーティングテーブル内のエントリを表示します。このコマンドの出
力には、それぞれの失効ルートの横に文字「S」を表示することで失効とマーキングされ
ているルートが表示されます。

• show ip bgp neighbor：ネイバーデバイスへの TCP接続および BGP接続についての情報
を表示します。イネーブルにすると、グレースフルリスタート機能がこのコマンドの出力

に表示されます。

次の作業

BGPセッションの確立後に bgp graceful-restartコマンドを実行する場合は、グレースフルリ
スタート機能を交換する前に、clear ip bgp *コマンドを実行するかルータをリロードすること
によって、セッションをリセットする必要があります。BGPセッションのリセットと clear ip
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bgpコマンドの使用に関する詳細については、「基本 BGPネットワークの設定」モジュール
を参照してください。

BGP NSF認識タイマーの設定

この作業は、BGPグレースフルリスタートタイマーを調整する場合に実行します。設定でき
る BGPグレースフルリスタートタイマーは 2つあります。任意の restart-timeキーワードと
seconds引数は、BGP OPENメッセージを受信するまでピアルータが失効したルートを削除す
るために待機する時間の長さを決定します。デフォルト値は120秒です。任意の stalepath-time
キーワードと seconds引数は、再起動ルータから End Of Record（EOR）メッセージを受信した
後で失効したルートを削除するまでルータが待機する時間の長さを決定します。デフォルト値

は 360秒です。

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにするには、リスタートタイマーと失効パス
タイマーの設定は不要です。デフォルト値はほとんどのネットワーク構成にとって最適な値で

あり、これらの値は経験豊富なネットワークオペレータのみが調整すべきです。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [ restart-time seconds]
5. bgp graceful-restart [stalepath-time seconds]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000
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目的コマンドまたはアクション

BGPグレースフルリスタート機能と BGP NSF認識
をイネーブルにします。

bgp graceful-restart [ restart-time seconds]

例：

ステップ 4

• restart-time引数は、BGPOPENメッセージを受
信するまでピアルータが失効したルートを削除

するために待機する時間の長さを決定します。

Device(config-router)# bgp graceful-restart
restart-time 130

•デフォルト値は 120秒です。指定できる範囲は
1～ 3600秒です。

この例では、この手順に適用可能な構文だ

けが使用されています。詳細については、

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

BGPグレースフルリスタート機能と BGP NSF認識
をイネーブルにします。

bgp graceful-restart [stalepath-time seconds]

例：

ステップ 5

• stalepath-time引数は、再起動ルータから End
OfRecord（EOR）メッセージを受信した後で失Device(config-router)# bgp graceful-restart

stalepath-time 350
効したルートを削除するまでルータが待機する

時間の長さを決定します。

•デフォルト値は 360秒です。指定できる範囲は
1～ 3600秒です。

この例では、この手順に適用可能な構文だ

けが使用されています。詳細については、

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』を参照してください。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

次の作業

BGPセッションの確立後に bgp graceful-restartコマンドを実行する場合は、グレースフルリ
スタート機能を交換する前に、clear ip bgp *コマンドを実行するかルータをリロードすること
によって、ピアセッションをリセットする必要があります。BGPセッションのリセットとclear
ip bgpコマンドの使用に関する詳細については、「基本 BGPネットワークの設定」モジュー
ルを参照してください。
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BGPノンストップフォワーディング認識の設定の確認

ルータで BGP NSF認識のローカル設定を確認して、BGPネットワーク内にあるピアルータの
NSF認識の設定を確認するには、次の手順を使用します。

手順の概要

1. enable
2. show running-config [options]
3. show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp]

| dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter | policy [detail]]]

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show running-config [options]

ローカルルータでの実行コンフィギュレーションを表示します。出力には、BGPセクションに bgp
graceful-restartコマンドの設定が表示されます。すべての BGPピアが BGP NSF認識に対して設定されて
いることを確認するには、すべての BGPネイバールータでこのコマンドを繰り返します。この例では、
BGPグレースフルリスタートはグローバルにイネーブルになっており、192.168.1.2にある外部ネイバーは
BGPピアとして設定されていて、BGPグレースフルリスタート機能がイネーブルになっています。

例：

Router# show running-config
.
.
.
router bgp 45000
bgp router-id 172.17.1.99
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 130
bgp graceful-restart stalepath-time 350
bgp graceful-restart
timers bgp 70 120
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 activate
.
.
.

ステップ 3 show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp] | dampened-routes
| flap-statistics | received prefix-filter | policy [detail]]]

ネイバーへの TCP接続および BGP接続の情報を表示します。このルータとグレースフルリスタート機能
を交換したネイバーごとに「Graceful Restart Capability: advertised」が表示されます。Cisco IOS Release
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12.2(33)SRC、12.2(33)SB、またはそれ以降のリリースでは、個別のBGPネイバー、ピアグループ、または
ピアセッションテンプレートの BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルまたはディセーブルにす
る機能が導入され、BGPグレースフルリスタートのステータスを示す出力がこのコマンドに追加されまし
た。

Cisco IOS Release 12.2(33)SRCイメージを使用する次の部分的な出力例には、上の図のルータCにある内部
BGPネイバー 172.21.1.2のグレースフルリスタート情報が表示されます。「Graceful-Restart is enabled」メッ
セージに注意してください。

例：

Router# show ip bgp neighbors 172.21.1.2

BGP neighbor is 172.21.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.22.1.1
BGP state = Established, up for 00:01:01
Last read 00:00:02, last write 00:00:07, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised
Multisession Capability: advertised and received

!
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.21.1.2
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is enabled, restart-time 120 seconds, stalepath-time 360 secs

BGP NSF認識の設定例

例：グレースフルリスタートを使用した BGPグローバル NSF認識の
有効化

次の例では、すべての BGPネイバーで BGP NSF認識をグローバルにイネーブルにします。リ
スタート時間は 130秒に設定され、失効パス時間は 350秒に設定されます。これらのタイマー
の設定は任意であり、ほとんどのネットワーク配置では設定済みのデフォルト値が最適です。

configure terminal
router bgp 45000
bgp graceful-restart
bgp graceful-restart restart-time 130
bgp graceful-restart stalepath-time 350
end
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP NSF認識の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 42 : BGP NSF認識の機能情報

機能情報リリース機能名

ノンストップフォワーディン

グ（NSF）認識を使用すると、
デバイスは、NSF対応ネイ
バーがステートフルスイッチ

オーバー（SSO）操作中にパ
ケットの転送を続行できるよ

うにします。BGPノンストッ
プフォワーディング認識機能

では、BGPを実行している
NSF認識デバイスが、SSO操
作を実行しているデバイスの

すでに認識されているルート

とともにパケットを転送でき

ます。この機能によって、障

害が発生したデバイスの BGP
ピアが、そのようなデバイス

によってアドバタイズされた

ルーティング情報を保持し

て、障害が発生したデバイス

が通常の動作に戻ってルー

ティング情報を交換できるよ

うになるまでこの情報を引き

続き使用できるようになりま

す。ピアリングセッション

は、NSF操作全体を通じて維
持されます。

次のコマンドが導入または変

更されました。bgp
graceful-restart、show ip bgp、
show ip bgp neighbors

BGP NSF認識
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第 27 章

ネイバーごとのBGPグレースフルリスター
ト

BGPグレースフルリスタート機能は、すでにグローバルに利用可能です。ネイバーごとのBGP
グレースフルリスタート機能により、個々のネイバーについて BGPグレースフルリスタート
を有効または無効にすることができ、ネットワークの柔軟性やサービスが向上します。

•機能情報の確認（589ページ）
•ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートに関する情報（590ページ）
•ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの設定方法（591ページ）
•ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの設定例（603ページ）
•その他の参考資料（604ページ）
•ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの機能情報（605ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ネイバーごとのBGPグレースフルリスタートに関する情
報

ネイバーごとの BGPグレースフルリスタート
BGPネイバーごとに BGPグレースフルリスタートを有効または無効にする機能が導入されま
した。既存のグローバルBGPグレースフルリスタート設定に加えて、BGPピアのBGPグレー
スフルリスタートを設定するための 3つの新しい方法が使用可能になりました。BGPピアま
たは BGPピアグループのグレースフルリスタートは、neighbor ha-mode graceful-restartコマ
ンドを使用して有効または無効にできます。または、BGPピアは、ha-modegraceful-restartコ
マンドを使用して、BGPピアセッションテンプレートからグレースフルリスタート設定を継
承できます。

BGPグレースフルリスタートはデフォルトではディセーブルになっていますが、既存のグロー
バルコマンドによって、機能に関係なくすべての BGPネイバーでグレースフルリスタートが
イネーブルになります。個別のBGPネイバーのBGPグレースフルリスタートをイネーブルま
たはディセーブルにする機能によって、ネットワーク管理者の制御レベルが上がります。

個別のネイバーで BGPグレースフルリスタート機能が設定されている場合は、グレースフル
リスタートを設定するためのそれぞれの方法のプライオリティは同じであり、最後の設定イン

スタンスがネイバーに適用されます。たとえば、グローバルグレースフルリスタートがすべ

ての BGPネイバーでイネーブルになっていても、その後個々のネイバーが、グレースフルリ
スタートがディセーブルになっているピアグループのメンバとして設定されると、そのネイ

バーのグレースフルリスタートはディセーブルになります。

リスタートタイマーと失効パスタイマーの設定は、グローバル bgp graceful-restartコマンド
でのみ使用可能ですが、neighbor ha-mode graceful-restartコマンドまたは ha-mode
graceful-restartコマンドが設定されているときはデフォルト値が設定されます。デフォルト値
はほとんどのネットワーク構成にとって最適な値であり、これらの値は経験豊富なネットワー

クオペレータのみが調整すべきです。

BGPピアセッションテンプレート
ピアセッションテンプレートは、一般的な BGPセッションコマンドの設定をグループ化し
て、セッションの設定要素を共有するネイバーのグループに適用するために使用されます。異

なるアドレスファミリで設定されているネイバーに共通する一般的なセッションコマンドは、

同じピアセッションテンプレートに設定できます。ピアセッションテンプレートの作成と設

定は、ピアセッションコンフィギュレーションモードで行います。ピアセッションテンプ

レートで設定できるのは、一般的なセッションコマンドだけです。

一般的なセッションコマンドをピアセッションで一度設定しておくと、ピアセッションテン

プレートの直接適用、またはピアセッションテンプレートの間接継承によって、多数のネイ

バーに適用できます。ピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションにより、自律
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システム内のすべてのネイバーに共通に適用される一般的なセッションコマンドのコンフィ

ギュレーションが簡素化されます。

ピアセッションテンプレートは、直接継承と間接継承をサポートします。BGPネイバーは、
一度に 1つのピアセッションテンプレートだけを使用して設定でき、そのピアセッションテ
ンプレートには、間接的に継承されたピアセッションテンプレートを 1つだけ含めることが
できます。BGPネイバーは、1つのセッションテンプレートだけを直接継承でき、7つまでの
追加のピアセッションテンプレートを間接的に継承できます。

ピアセッションテンプレートでは継承がサポートされます。直接適用されたピアセッション

テンプレートは、7つまでのピアセッションテンプレートから直接または間接的に設定を継承
できます。そのため、合計で 8個のピアセッションテンプレートをネイバーまたはネイバー
グループに適用できます。

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドだけをサポートします。特定

のアドレスファミリ、または NLRIコンフィギュレーションモードだけのために設定される
BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドは、ピアポリシーテンプレートで設定されま
す。

BGPピアセッションテンプレートを使用して BGPグレースフルリスタートを有効または無
効にする場合は、「BGPピアセッションテンプレートを使用したBGPグレースフルリスター
トの有効化と無効化」の項を参照してください。

ネイバーごとのBGPグレースフルリスタートの設定方法

個々の BGPネイバーの BGPグレースフルリスタートのイネーブル化
上の図のルータ Cにある内部 BGPピアで BGPグレースフルリスタートを有効にするには、
上の図のルータ Bでこの作業を実行します。IPv4アドレスファミリで、ルータ Cにあるネイ
バーが特定され、IPアドレスが 172.21.1.2のルータ Cにあるネイバーの BGPグレースフルリ
スタートが有効化されます。BGPグレースフルリスタートが有効になっていることを確認す
るには、オプションの show ip bgp neighborsコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor ip-address ha-mode graceful-restart [disable]
8. end
9. show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp]

| dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter | policy [detail]]]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のアドレスファミリコンフィギュレーション

モードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

指定された自律システム内のBGPネイバーとのピア
リングを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

•この例では、172.21.1.2にある BGPピアは内部
BGPピアです。これは、BGPコンフィギュレー

Device(config-router-af)# neighbor 172.21.1.2
remote-as 45000 ションが開始されているルータ（手順 3を参

照）と同じ自律システム番号が指定されている

ためです。

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルルータと交換できるようにします。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor 172.21.1.2
activate

•この例では、172.21.1.2にある内部 BGPピアが
アクティブにされます。

BGPネイバーの BGPグレースフルリスタート機能
をイネーブルにします。

neighbor ip-address ha-mode graceful-restart
[disable]

例：

ステップ 7

• BGPグレースフルリスタート機能を無効にする
には、disableキーワードを使用します。

Device(config-router-af)# neighbor 172.21.1.2
ha-mode graceful-restart • BGPセッションの確立後にこのコマンドを入力

する場合は、機能をBGPネイバーと交換するた
めにセッションを再開する必要があります。

•この例では、172.21.1.2にあるネイバーの BGP
グレースフルリスタート機能はイネーブルに

なっています。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

（任意）ネイバーへの TCP接続および BGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes |
routes | advertised-routes | paths [regexp] |
dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter
| policy [detail]]]

ステップ 9

•このルータとグレースフルリスタート機能を交
換したネイバーごとに「Graceful Restart
Capability: advertised」が表示されます。例：

Device# show ip bgp neighbors 172.21.1.2 •この例では、172.21.1.2にある BGPピアに関す
る情報を表示するように出力がフィルタリング

されます。

例

次に、172.21.1.2にある BGPピアに対する show ip bgp neighborsコマンドの部分的な
出力例を示します。グレースフルリスタートはイネーブルになっていると表示されま

す。リスタートタイマーと失効パスタイマーのデフォルト値をメモします。これらの

タイマーは、グローバル bgp graceful-restartコマンドを使用した場合だけ設定できま
す。

Device# show ip bgp neighbors 172.21.1.2

BGP neighbor is 172.21.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.22.1.1
BGP state = Established, up for 00:01:01
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Last read 00:00:02, last write 00:00:07, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised
Multisession Capability: advertised and received

!
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.21.1.2
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is enabled, restart-time 120 seconds, stalepath-time 360 secs

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0

BGPピアセッションテンプレートを使用した BGPグレースフルリス
タートのイネーブル化とディセーブル化

この作業は、ピアセッションテンプレートを使用して BGPネイバーの BGPグレースフルリ
スタートをイネーブルおよびディセーブルにする場合に実行します。この作業では、BGPピア
セッションテンプレートが作成され、BGPグレースフルリスタートがイネーブルにされます。
別のピアセッションテンプレートが作成され、このテンプレートは BGPグレースフルリス
タートをディセーブルにするよう設定されます。

この例では、下の図のルータBで設定が実行され、2つの外部BGPネイバー（ルータAとルー
タ E）が識別されます。ルータ Aにある最初の BGPピアは、BGPグレースフルリスタートを
有効にする最初のピアセッションテンプレートを継承するよう設定されます。一方、ルータ

Eにある2番目のBGPピアは、BGPグレースフルリスタートを無効にする2番目のテンプレー
トを継承します。オプションの show ip bgp neighborsコマンドを使用して、この作業で設定さ
れる BGPネイバーごとに BGPグレースフルリスタート機能のステータスを確認します。
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図 44 : BGPネイバーを示すネットワークトポロジ

リスタートタイマーと失効パスタイマーは、グローバル bgp graceful-restartコマンドを使用
した場合だけ変更できます。リスタートタイマーと失効パスタイマーは、BGPネイバーの
BGPグレースフルリスタートがピアセッションテンプレートを使用してイネーブルになって
いる場合はデフォルト値に設定されます。

BGPピアは、ピアポリシーテンプレートまたはピアセッションテンプレートからの継承と、
ピアグループメンバとしての設定を同時に行うことはできません。BGPテンプレートと BGP
ピアグループは同時に使用できません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-session session-template-name
5. ha-mode graceful-restart [disable]
6. exit-peer-session
7. template peer-session session-template-name
8. ha-mode graceful-restart [disable]
9. exit-peer-session
10. bgp log-neighbor-changes
11. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
12. neighbor ip-address inherit peer-session session-template-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. neighbor ip-address inherit peer-session session-template-number
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15. end
16. show ip bgp template peer-session [session-template-number]
17. show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp]

| dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter | policy [detail]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session S1

ステップ 4

•この例では、S1という名前のピアセッション
テンプレートが作成されます。

BGPグレースフルリスタート機能とBGPNSF認識
をイネーブルにします。

ha-mode graceful-restart [disable]

例：

ステップ 5

• BGPグレースフルリスタート機能を無効にす
るには、disableキーワードを使用します。Device(config-router-stmp)# ha-mode

graceful-restart

• BGPセッションの確立後にこのコマンドを入
力する場合は、機能を BGPネイバーと交換す
るためにセッションを再開する必要がありま

す。

•この例では、S1という名前のピアセッション
テンプレートのBGPグレースフルリスタート
機能はイネーブルになっています。
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目的コマンドまたはアクション

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit-peer-session

例：

Device(config-router-stmp)# exit-peer-session

ステップ 6

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session S2

ステップ 7

•この例では、S2という名前のピアセッション
テンプレートが作成されます。

BGPグレースフルリスタート機能とBGPNSF認識
をイネーブルにします。

ha-mode graceful-restart [disable]

例：

ステップ 8

• BGPグレースフルリスタート機能を無効にす
るには、disableキーワードを使用します。Device(config-router-stmp)# ha-mode

graceful-restart disable

• BGPセッションの確立後にこのコマンドを入
力する場合は、機能を BGPネイバーと交換す
るためにセッションを再開する必要がありま

す。

•この例では、S2という名前のピアセッション
テンプレートのBGPグレースフルリスタート
機能はディセーブルになっています。

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit-peer-session

例：

Device(config-router-stmp)# exit-peer-session

ステップ 9

BGPネイバーのステータス変更（アップまたはダ
ウン）のロギングとネイバーのリセットをイネーブ

ルにします。

bgp log-neighbor-changes

例：

Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes

ステップ 10

•このコマンドは、ネットワーク接続の問題のト
ラブルシューティングと、ネットワークの安定

性の測定に使用します。ネイバーが突然リセッ

トする場合は、ネットワークのエラー率の高い

ことやパケット損失の多いことが考えられるの

で、調査するようにしてください。

指定された自律システム内の BGPネイバーとのピ
アリングを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000

•この例では、192.168.1.2にある BGPピアは外
部 BGPピアです。これは、BGPコンフィギュ
レーションが開始されているルータ（手順3を
参照）とは異なる自律システム番号が指定され

ているためです。

ピアセッションテンプレートを継承します。neighbor ip-address inherit peer-session
session-template-number

ステップ 12

•この例では、S1という名前のピアセッション
テンプレートが継承され、ネイバーは BGPグ例：

レースフルリスタートのイネーブル化を継承

します。
Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
inherit peer-session S1

指定された自律システム内の BGPネイバーとのピ
アリングを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

•この例では、192.168.3.2にある BGPピアは外
部 BGPピアです。これは、BGPコンフィギュ

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
remote-as 50000 レーションが開始されているルータ（手順3を

参照）とは異なる自律システム番号が指定され

ているためです。

ピアセッションテンプレートを継承します。neighbor ip-address inherit peer-session
session-template-number

ステップ 14

•この例では、S2という名前のピアセッション
テンプレートが継承され、ネイバーは BGPグ例：

レースフルリスタートのディセーブル化を継

承します。
Device(config-router)# neighbor 192.168.3.2
inherit peer-session S2

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 15

Device(config-router)# end

（任意）ローカル設定のピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-number]

例：

ステップ 16

• session-template-name引数を使用して、ピアポ
リシーテンプレートが 1つだけ表示されるよ

Device# show ip bgp template peer-session
うに、出力をフィルタ処理できます。また、こ

のコマンドは、標準出力修飾子すべてをサポー

トしています。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes |
routes | advertised-routes | paths [regexp] |
dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter
| policy [detail]]]

ステップ 17

•このルータとグレースフルリスタート機能を
交換したネイバーごとに「Graceful Restart
Capability: advertised」が表示されます。例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 •この例では、192.168.1.2にある BGPピアに関
する情報を表示するように出力がフィルタリン

グされます。

例

次に、192.168.1.2（上の図のルータA）にあるBGPピアに対する show ip bgpneighbors
コマンドの部分的な出力例を示します。グレースフルリスタートはイネーブルになっ

ていると表示されます。リスタートタイマーと失効パスタイマーのデフォルト値をメ

モします。これらのタイマーは、bgp graceful-restartコマンドを使用した場合だけ設
定できます。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2

BGP neighbor is 192.168.1.2, remote AS 40000, external link
Inherits from template S1 for session parameters
BGP version 4, remote router ID 192.168.1.2
BGP state = Established, up for 00:02:11
Last read 00:00:23, last write 00:00:27, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised
Multisession Capability: advertised and received

!
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 192.168.1.2
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is enabled, restart-time 120 seconds, stalepath-time 360 secs

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0

次に、192.168.3.2（上の図のルータE）にあるBGPピアに対する show ipbgpneighbors
コマンドの部分的な出力例を示します。グレースフルリスタートはディセーブルに

なっていると表示されます。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Inherits from template S2 for session parameters
BGP version 4, remote router ID 192.168.3.2
BGP state = Established, up for 00:01:41
Last read 00:00:45, last write 00:00:45, hold time is 180, keepalive intervals
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Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

!
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 192.168.3.2
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is disabled

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0

BGPピアグループの BGPグレースフルリスタートのディセーブル化
この作業は、BGPピアグループのBGPグレースフルリスタートをディセーブルにする場合に
実行します。この作業では、BGPピアグループが作成され、そのピアグループのグレースフ
ルリスタートがディセーブルにされます。その後、BGPネイバー（上の図の172.16.1.2にある
ルータ D）が識別されてピアグループメンバとして追加され、ピアグループと関連付けられ
た設定を継承します。この例では、BGPグレースフルリスタートは無効化されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor peer-group-name remote-as autonomous-system-number
7. neighbor peer-group-name ha-mode graceful-restart [disable]
8. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
9. end
10. show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp]

| dampened-routes | flap-statistics| received prefix-filter | policy [ detail]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のアドレスファミリコンフィギュレーション

モードになります。

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

•この例では、PG1という名前のピアグループ
が作成されます。

Device(config-router-af)# neighbor PG1 peer-group

指定された自律システム内のBGPピアグループと
のピアリングを設定します。

neighbor peer-group-name remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

•この例では、PG1という名前の BGPピアグ
ループが、ローカルルータの IPv4マルチプロ

Device(config-router-af)# neighbor PG1 remote-as
45000 トコル BGPネイバーテーブルに追加されま

す。

BGPネイバーのBGPグレースフルリスタート機能
をイネーブルにします。

neighbor peer-group-name ha-mode graceful-restart
[disable]

例：

ステップ 7

• BGPグレースフルリスタート機能を無効にす
るには、disableキーワードを使用します。

Device(config-router-af)# neighbor PG1 ha-mode
graceful-restart disable • BGPセッションが確立されたあとでこのコマ

ンドを入力した場合、BGPネイバーと交換す
る機能のセッションを再開する必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、PG1という名前の BGPピアグ
ループのBGPグレースフルリスタート機能は
ディセーブルになっています。

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 8

•この例では、172.16.1.2にある BGPネイバー
ピアが、PG1という名前のピアグループのメ
ンバとして設定されます。

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.1.2
peer-group PG1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# end

（任意）ネイバーへのTCP接続およびBGP接続の
情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes |
routes | advertised-routes | paths [regexp] |
dampened-routes | flap-statistics| received prefix-filter
| policy [ detail]]]

ステップ 10

•この例では、172.16.1.2にあるBGPピアに関す
る情報を表示するように出力がフィルタ処理さ

例：
れ、「Graceful-Restart is disabled」行には、こ

Device# show ip bgp neighbors 172.16.1.2 のネイバーのグレースフルリスタート機能が

無効化されていることが示されます。

例

次に、172.16.1.2にある BGPピアに対する show ip bgp neighborsコマンドの部分的な
出力例を示します。グレースフルリスタートはディセーブルになっていると表示され

ます。リスタートタイマーと失効パスタイマーのデフォルト値をメモします。これら

のタイマーは、グローバル bgp graceful-restartコマンドを使用した場合だけ設定でき
ます。

Device# show ip bgp neighbors 172.16.1.2

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
Member of peer-group PG1 for session parameters
BGP version 4, remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle
Neighbor sessions:
0 active, is multisession capable

!
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Connections established 0; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is disabled
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ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの設定例

例：ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの有効化と無効化
個別の BGPネイバー、ピアグループ、またはピアセッションテンプレートの BGPグレース
フルリスタート機能を有効または無効にする機能が導入されました。次の例は、下の図のルー

タ Bでの設定で、S1という名前の BGPピアセッションテンプレートの BGPグレースフルリ
スタート機能を有効にして、S2という名前のBGPピアセッションテンプレートのBGPグレー
スフルリスタート機能を無効にします。ルータA（192.168.1.2）にある外部BGPネイバーは、
ピアセッションテンプレート S1を継承し、このネイバーの BGPグレースフルリスタート機
能は有効になります。ルータE（192.168.3.2）にある別の外部BGPネイバーは、ピアセッショ
ンテンプレートS2の継承後に、BGPグレースフルリスタート機能が無効化された状態で設定
されます。

図 45 : BGPグレースフルリスタートについて BGPネイバーを示すネットワークトポロジ

個別の内部 BGPネイバー（172.21.1.2にあるルータ C）では BGPグレースフルリスタート機
能は有効になっているのに対して、ルータ D（172.16.1.2）にある BGPネイバーでは BGPグ
レースフルリスタートは無効になっています。これは、ピアグループ PG1のメンバであるた
めです。BGPグレースフルリスタートのディセーブル化は、ピアグループ PG1のすべてのメ
ンバについて設定されます。リスタートタイマーと失効パスタイマーは変更され、BGPセッ
ションがリセットされます。

router bgp 45000
template peer-session S1
remote-as 40000
ha-mode graceful-restart
exit-peer-session
template peer-session S2
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remote-as 50000
ha-mode graceful-restart disable
exit-peer-session
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 150
bgp graceful-restart stalepath-time 400
address-family ipv4 unicast
neighbor PG1 peer-group
neighbor PG1 remote-as 45000
neighbor PG1 ha-mode graceful-restart disable
neighbor 172.16.1.2 peer-group PG1
neighbor 172.21.1.2 remote-as 45000
neighbor 172.21.1.2 activate
neighbor 172.21.1.2 ha-mode graceful-restart
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.1.2 inherit peer-session S1
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 inherit peer-session S2
end
clear ip bgp *

BGPグレースフルリスタート機能の最後の設定インスタンスが適用される方法を示すには、
次の例では、最初にすべての BGPネイバーについて BGPグレースフルリスタート機能をグ
ローバルにイネーブルにできます。BGPピアグループである PG2は、BGPグレースフルリス
タート機能がディセーブルにされた状態で設定されます。個別の外部 BGPネイバー（上の図
の 192.168.1.2にあるルータ A）は、ピアグループ PG2のメンバとして設定されます。最後の
グレースフルリスタート設定インスタンスが適用されます。この場合は、ネイバー192.168.1.2
が、ピアグループ PG2から設定インスタンスを継承し、このネイバーのBGPグレースフルリ
スタート機能は無効化されます。

router bgp 45000
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart
address-family ipv4 unicast
neighbor PG2 peer-group
neighbor PG2 remote-as 40000
neighbor PG2 ha-mode graceful-restart disable
neighbor 192.168.1.2 peer-group PG2
end
clear ip bgp *

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Graceful Restart Mechanism for BGP』RFC
4724

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

ネイバーごとのBGPグレースフルリスタートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 43 :ネイバーごとの BGPグレースフルリスタートの機能情報

機能情報リリース機能名

ネイバーごとのBGPグレース
フルリスタート機能は、ピア

セッションテンプレートと

BGPピアグループを含む個別
のBGPネイバーのBGPグレー
スフルリスタート機能をイ

ネーブルまたはディセーブル

にします。

この機能により、次のコマン

ドが導入されました。ha-mode
graceful-restart、neighbor
ha-mode graceful-restart

この機能により、show ip bgp
neighborsコマンドが変更され
ました。

ネイバーごとのBGPグレース
フルリスタート
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第 28 章

BFDに対する BGPサポート

双方向フォワーディング検出（BFD）は、すべてのメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、
およびルーティングプロトコルのために短時間での転送パス障害検出を提供するために設計さ

れた検出プロトコルです。高速転送パス障害検出に加えて、BFDはネットワーク管理者に整合
性のある障害検出方法を提供します。ネットワーク管理者はBFDを使用して、さまざまなルー
ティングプロトコルの helloメカニズムで、変動速度ではなく一定速度で転送パスの障害を検
出できるため、ネットワークプロファイリングおよびプランニングが容易になります。また、

再コンバージェンス時間の整合性が保たれ、予測可能になります。BGP用の BFDを実装する
主な利点は、再コンバージェンス時間が非常に短いことです。

•機能情報の確認（607ページ）
• BFDに対する BGPサポートに関する情報（608ページ）
• BFDを使用した BGPコンバージェンス時間の短縮方法（608ページ）
•その他の参考資料（612ページ）
• BFDに対する BGPサポートの機能情報（613ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
607

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


BFDに対する BGPサポートに関する情報

BGPの BFD
双方向フォワーディング検出（BFD）は、すべてのメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、
およびルーティングプロトコルのために短時間での転送パス障害検出を提供するために設計さ

れた検出プロトコルです。高速転送パス障害検出に加えて、BFDはネットワーク管理者に整合
性のある障害検出方法を提供します。ネットワーク管理者はBFDを使用して、さまざまなルー
ティングプロトコルの helloメカニズムで、変動速度ではなく一定速度で転送パスの障害を検
出できるため、ネットワークプロファイリングおよびプランニングが容易になります。また、

再コンバージェンス時間の整合性が保たれ、予測可能になります。BGP用の BFDを実装する
主な利点は、再コンバージェンス時間の著しい短縮です。

「BGPネイバーセッションオプションの設定」の章の「BGP IPv6ネイバーの BFDの設定」
の項も参照してください。

BFDの詳細については、『Cisco IOS IP Routing: BFD Configuration Guide』を参照してくださ
い。

BFDを使用した BGPコンバージェンス時間の短縮方法

前提条件

•関与するすべてのルータでCisco Express Forwarding（CEF）と IPルーティングをイネーブ
ルにする必要があります。

• BFDを配置する前に、ルータで BGPを設定する必要があります。使用しているルーティ
ングプロトコルの高速コンバージェンスを実装する必要があります。高速コンバージェン

スの設定については、お使いのバージョンの Cisco IOSソフトウェアの IPルーティングの
マニュアルを参照してください。

機能制限

• Cisco IOS Release15.1(1)SGでの BGPに対する BFDサポートのシスコによる実装に関して
は、非同期モードのみがサポートされています。非同期モードでは、どちらの BFDピア
も BFDセッションを開始できます。

• IPv6カプセル化がサポートされています。

• BFDマルチホップがサポートされています。
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BFDを使用した BGPコンバージェンス時間の短縮
インターフェイスで BFDを設定して、BFDプロセスを開始します。BFDプロセスの開始時
に、隣接データベースにはエントリは作成されません。言い換えれば、BFD制御パケットは送
受信されません。適用可能なルーティングプロトコルの BFDサポートを設定すると、隣接作
成が実行されます。BGPコンバージェンス時間を短縮するためにBGPに対するBFDサポート
を実装するには、最初の 2つの作業を設定する必要があります。3番目の作業は、BFDのモニ
タまたはトラブルシューティングに役立つ任意の作業です。

「BGPネイバーセッションオプションの設定」モジュールの「BGP IPv6ネイバーの BFDの
設定」の項も参照してください。

インターフェイスでの BFDセッションパラメータの設定
この手順では、インターフェイスで基本BFDセッションパラメータを設定することによって、
インターフェイスでBFDを設定する方法を示します。BFDネイバーに対してBFDセッション
を実行するインターフェイスごとに、この手順を繰り返します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier interval-multiplier
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface FastEthernet 6/0

インターフェイスで BFDをイネーブルにします。bfd interval milliseconds min_rx milliseconds
multiplier interval-multiplier

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-if)# bfd interval 50 min_rx 50
multiplier 5

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

BGPに対する BFDサポートの設定
この作業は、BGPが BFDに登録済みのプロトコルになり、BFDから転送パス検出障害メッ
セージを受信するように、BGPに対する BFDサポートを設定する場合に実行します。

始める前に

• BGPは、関連するすべてのルータで実行する必要があります。

• BFDセッションを BFDネイバーに対して実行するインターフェイスで、BFDセッション
の基本パラメータを設定する必要があります。詳細については、「インターフェイスでの

BFDセッションパラメータの設定」を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address fall-over bfd
5. end
6. show bfd neighbors [details]
7. show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes | routes | advertised-routes | paths [regexp]

| dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter | policy [detail]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

BGPプロセスを指定し、ルータコンフィギュレー
ションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp tag1

フェールオーバーに対するBFDサポートをイネーブ
ルにします。

neighbor ip-address fall-over bfd

例：

ステップ 4

Router(config-router)# neighbor 172.16.10.2
fall-over bfd

ルータを特権 EXECモードに戻します。end

例：

ステップ 5

Router(config-router)# end

BFDネイバーがアクティブになっていることを確認
し、BFDが登録されているルーティングプロトコル
を表示します。

show bfd neighbors [details]

例：

Router# show bfd neighbors detail

ステップ 6

ネイバーに対する BGP接続と TCP接続に関する情
報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address [received-routes |
routes | advertised-routes | paths [regexp] |
dampened-routes | flap-statistics | received prefix-filter
| policy [detail]]]

ステップ 7

例：

Router# show ip bgp neighbors

BFDのモニタリングとトラブルシューティング
BFDのモニタリングまたはトラブルシューティングを実行するには、この項の1つ以上の手順
に従います。

手順の概要

1. enable
2. show bfd neighbors [details]
3. debug bfd [event | packet | ipc-error | ipc-event | oir-error | oir-event]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

（任意）BFD隣接関係データベースを表示します。show bfd neighbors [details]

例：

ステップ 2

• detailsキーワードを指定すると、すべてのBFD
プロトコルパラメータとネイバーごとにタイ

マーが表示されます。
Router# show bfd neighbors details

（任意）BFDパケットのデバッグ情報を表示しま
す。

debug bfd [event | packet | ipc-error | ipc-event |
oir-error | oir-event]

例：

ステップ 3

Router# debug bfd packet

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol Independent
Command Reference』

BFDコマンド

『IP Routing: BFD Configuration Guide』別のルーティングプロトコルに対する BFD
サポートの設定
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_pi/command/iri-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_pi/command/iri-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bfd/configuration/15-2s/irb-15-2s-book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BFDに対する BGPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 44 : BFDに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

双方向フォワーディング検出

（BFD）は、すべてのメディ
アタイプ、カプセル化、トポ

ロジ、およびルーティングプ

ロトコルのために短時間での

転送パス障害検出を提供する

ために設計された検出プロト

コルです。高速転送パス障害

検出に加えて、BFDはネット
ワーク管理者に整合性のある

障害検出方法を提供します。

ネットワーク管理者はBFDを
使用して、さまざまなルー

ティングプロトコルのhelloメ
カニズムで、変動速度ではな

く一定速度で転送パスの障害

を検出できるため、ネット

ワークプロファイリングおよ

びプランニングが容易になり

ます。また、再コンバージェ

ンス時間の整合性が保たれ、

予測可能になります。BGP用
の BFDを実装する主な利点
は、再コンバージェンス時間

が非常に短いことです。

この機能により、次のコマン

ドが導入または変更されまし

た。bfd、neighbor fall-over、
show bfd neighbors、show ip
bgp neighbors

BFDに対する BGPサポート
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第 29 章

MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSF
およびグレースフルリスタート

•機能情報の確認（615ページ）
• MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレースフルリスタートに関する情報
（616ページ）

• MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレースフルリスタートの設定方法
（616ページ）

• MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレースフルリスタートの設定例（
617ページ）

•その他の参考資料（618ページ）
• MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレースフルリスタートの機能情報
（619ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレー
スフルリスタートに関する情報

MP-BGP IPv6アドレスファミリのノンストップフォワーディングおよ
びグレースフルリスタート

グレースフルリスタート機能は、IPv6 BGPユニキャスト、IPv6 BGPマルチキャスト、および
VPNv6アドレスファミリでサポートされており、BGP IPv6用の Ciscoノンストップフォワー
ディング（NSF）機能をイネーブルにします。BGPグレースフルリスタート機能を使用する
と、TCP状態を維持することなく、BGPルーティングテーブルをピアから回復できます。

NSFでは、ルーティングプロトコルのコンバージェンス時にも引き続きパケットが転送され
るため、スイッチオーバー時のルートフラップが回避されます。転送は、アクティブRPとス
タンバイ RP間で FIBを同期することで維持されます。スイッチオーバー時、転送は FIBを使
用して維持されます。RIBの同期は維持されないため、RIBはスイッチオーバー時に空になり
ます。RIBは、ルーティングプロトコルによって再入力され、次に、NSF_RIB_CONVERGED
レジストリコールを使用して RIBコンバージェンスに関する情報を FIBに伝えますFIBテー
ブルは、RIBから更新され、古いエントリが削除されます。RIBは、ルーティングプロトコル
が RIBのコンバージェンスの通知に失敗した場合、RPスイッチオーバー時にフェールセーフ
タイマーを開始します。

Cisco BGP Address Family Identifier（AFI）モデルは、モジュラ式でスケーラブルな設計となっ
ており、複数の AFI設定および Subsequent Address Family Identifier（SAFI）設定をサポートす
るように設計されています。

MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレー
スフルリスタートの設定方法

IPv6 BGPグレースフルリスタート機能の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [ vrf vrf-name ] [unicast |multicast | vpnv6]
5. bgp graceful-restart [restart-time seconds | stalepath-time seconds] [all]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定します。address-family ipv6 [ vrf vrf-name ] [unicast |
multicast | vpnv6]

ステップ 4

例：

Device(config-router)# address-family ipv6

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにし
ます。

bgp graceful-restart [restart-time seconds |
stalepath-time seconds] [all]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# bgp graceful-restart

MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレー
スフルリスタートの設定例

例：IPv6 BGPグレースフルリスタート機能の設定

次の例では、BGPグレースフルリスタート機能が有効になっています。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# bgp graceful-restart

次の例では、再起動タイマーが 130秒に設定されています。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
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Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# bgp graceful-restart restart-time 130

次の例では、stalepathタイマーが 350秒に設定されています。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# bgp graceful-restart stalepath-time 350

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準規格および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6
RFCs

IPv6に関するRFC

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレー
スフルリスタートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 45 : MP-BGP IPv6アドレスファミリの IPv6 NSFおよびグレースフルリスタートの機能情報

機能情報リリース機能名

グレースフルリスタート機能

は、Pv6 BGPユニキャスト、
マルチキャスト、および

VPNv6アドレスファミリでサ
ポートされ、BGPIPv6でCisco
NSF機能を実現しています。
BGPグレースフルリスタート
機能を使用すると、TCP状態
を維持することなく、BGP
ルーティングテーブルをピア

から回復できます。

Cisco IOS XE Release 3.1MP-BGP IPv6アドレスファミ
リの IPv6 NSFおよびグレース
フルリスタート
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第 30 章

BGPパーシステンス

BGPパーシステンスにより、ルータは、ネイバーセッションがダウンしている場合でも、設
定されたネイバーから学習したルートを保持できます。BGPパーシステンスは、長期的グレー
スフルリスタート（LLGR）とも呼ばれます。LLGRは、グレースフルリスタート（GR）の
終了後に有効になります。

• BGPパーシステンスの制約事項（621ページ）
• BGPパーシステンスの概要（621ページ）
• BGPパーシステンスの設定方法（623ページ）
• BGPパーシステンスの確認（624ページ）
• BGPパーシステンスの機能情報（626ページ）

BGPパーシステンスの制約事項
•マルチキャストアドレスファミリでは、LLGRはサポートされていません。

BGPパーシステンスの概要
ネイバーから受信した BGPパスは、セッションがダウンしていることが検出されるとすぐに
削除されます。この動作は、現在のネットワーク状態に合わせて BGPテーブルと転送テーブ
ルを最新の状態に保つことを目的としています。結果として、これにより、トラフィックブ

ラックホールやルーティングループの発生を防ぐことができます。ただし、シナリオによって

は、コントロールプレーンの障害時にルートを長期間保持することで、IPの影響を受けにく
いサービスを中断なしにより長い期間継続できるようになります。次のシナリオでは、BGPネ
イバーの障害時に BGPルートが長期間保存されていても、トラフィックフローが影響を受け
ることはありません。

•ルートアドバタイズメントパスが転送パスと異なる場合（つまり、MPLSトンネル経
由）。たとえば、VPNルートなどです。
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•ルートアドバタイズメントの目的が設定をプッシュすることである場合（つまり、ルータ
上でのフィルタプログラミング）。たとえば、フロースペック、ルートターゲットなどで

す。

•ルートアドバタイズメントが自動検出に使用される場合。たとえば、VPLSなどです。

BGPパーシステンスにより、ローカルルータは、ネイバーセッションがダウンしている場合
でも、設定されたネイバーから学習したルートを保持できます。BGPパーシステンスは、長期
的グレースフルリスタート（LLGR）とも呼ばれます。LLGRは、グレースフルリスタート
（GR）の終了後に有効になります。LLGRは、LLGRの失効タイマーが期限切れになったと
き、またはネイバーがルートを送信した後に End-of-RIBマーカーを送信したときに終了しま
す。ネイバーのLLGRが終了すると、そのネイバーからのルートのうち、LLGRの失効状態の
ままであるルートはすべて削除されます。LLGR機能は、BGPOPENメッセージでネイバーに
通知されます（設定されている場合）。BGPパーシステンスでは、パスは非常に長い期間（数
日）保持され、グレースフルリスタートの動作とは異なり、パスのプリファレンス設定が解除

されるため、非失効パスが失効パスよりも優先して選択されます。

BGPスピーカーは、LLGRを使用して設定されたすべてのアドレスファミリを含むLLGR機能
をアドバタイズします。LLGRの失効時間はアドレスファミリごとに設定されます。BGPパー
システンス機能は、次のアドレスファミリインジケータ（AFI）でサポートされています。

• VPNv4と VPNv6

•フロースペック（IPv4、IPv6、VPNv4、VPNv6）

BGPパーシステンスでは、パスは非常に長い期間（数日）保持され、基本的なグレースフル
リスタートの動作とは異なり、パスのプリファレンス設定が解除されるため、常に非失効パス

が失効パスよりも優先して選択されます。ネイバーがダウンすると、まず、次の手順で構成さ

れる従来のグレースフルリスタートが実行されます。

•グレースフルリスタートタイマーを開始する

•そのネイバーからのプレフィックスを失効としてマークする

パーシステンスは、グレースフルリスタートの完了後にのみ、ヘルパールータによって実行

されます。パーシステンスは、ネイバーが End-of-Row（EoR;エンドオブロー）を送信したと
き、またはパーシステンスタイマーが期限切れになったときに終了します。

リスタートルータ

パーシステンスを設定するためのパーシステンス（LLGR）ネイバー設定ノブをサポートする
には、グレースフルリスタート設定が必須です。パーシステンスタイマーに指定できる値の

範囲は 0～ 4294967です。

ヘルパールータ

ヘルパールータは、グレースフルリスタートが完了するとパーシステンスを実行します。次

の作業を行います。
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•パーシステンスタイマーを開始します。

•ネイバーから学習したプレフィックスを long-lived stale pathとしてマークします。

•ベストパス計算を実行して、存続期間の長い失効パスのプリファレンス設定を解除しま
す。存続期間の長い失効パスしかルートにない場合は、そのパスがベストパスとして選択

されます。存続期間の長い失効パスがルートに複数ある場合は、ベストパスを見つけるた

めに通常のタイブレーク処理が実行されます。

• LLGR対応として設定されたすべてのネイバーに対して、存続期間の長い失効パスを、
LLGR_STALE（65535:6）コミュニティ属性付きのベストパスまたは追加パスとして再ア
ドバタイズします。

•非 LLGR対応のネイバーから存続期間の長い失効ルートを取り消します。

ヘルパールータのピア

ヘルパールータのネイバーは、LLGR対応である場合、受信した LLGR_STALEコミュニティ
属性付きのルートについて以下を実行します。

•受信したLLGR_STALEコミュニティ属性付きルートのプリファレンス設定を解除します。

• LLGR_STALEコミュニティ属性付きのパスを、ベストパスまたは追加パスとして、同じ
LLGR_STALE属性が付加された LLGR対応ルータに再アドバタイズします。

•ルート取り消しメッセージを非 LLGR対応のルータに送信します。

BGPパーシステンスの設定方法

BGPパーシステンスの設定

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp AS

Device(config-router)# address-family vpnv4
Device(config-router-af)# neighbor neighbor -id

Device(config-router-af-nbr)# bgp long-lived-graceful-restart {stale-time send
time accept time}

• bgp long-lived-graceful-restart：ネイバーに対して長期的グレースフルリスタートのサポー
トを有効にします。

• stale-time：存続期間の長い失効ルートを消去するまでの最大待機時間を指定します。ネイ
バールータがこの機能についてネゴシエートし、acceptノブがローカルで設定されている
場合は、これらの2つの値のうち、より小さい値が、存続期間の長さによる失効時間とし
て使用されます。
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• send time：機能で送信される失効時間（stale-time）を指定します。指定範囲は0～4294967
秒です。

• accept time：ネイバーから受け入れ可能な最大失効時間を指定します。指定範囲は 0～
4294967秒です。BGPスピーカーは、LLGR対応ネイバーのヘルパーとして機能します。
ただし、acceptノブの設定により、非 LLGR対応ネイバーのヘルパーとして機能すること
もできます。その場合は、このノブで設定された値が、存続期間の長さによる失効時間と

して使用されます。

次に、例を示します。

router bgp 1
address-family vpnv4
neighbor 1.1.1.1
long-lived-graceful-restart stale-time send 300 accept 300
long-lived-graceful-restart stale-time accept 300

BGPパーシステンスの確認
1. LLGR機能のアドバタイズおよび受信ステータスを確認するには、show ipbgpvpnv4unicast

neighbors neighbor-idコマンドを使用します。

show ip bgp vpn4 unicast neighbors 1.1.1.1
………
BGP neighbor is 1.1.1.1, remote AS 1, internal link
Description: test1
…….
Neighbor capabilities:

Route refresh: advertised and received(new)
Four-octets ASN Capability: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Address family VPNv4 Unicast: advertised and received
Address family VPNv6 Unicast: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised and received
Remote Restart timer is 10 seconds
Address families advertised by peer:
none

Address families advertised by peer before restart:
none

Long-lived Graceful Restart Capability:
VPNv4 Unicast: advertised and received(was preserved)
VPNv6 Unicast: received(was preserved)

Enhanced Refresh Capability: advertised and received
Multisession Capability:
Stateful switchover support enabled: NO for session 1

For address family: VPNv4 Unicast
Session: 1.1.1.1

………
………
Long-lived Graceful-Restart(was preserved)

Stalepath-time: sent 2000s, received 50s, accepted 2000s, used 50s

2. ピアの再起動を確認するには、show ip bgp vpnv4 unicast neighbors neighbor-idコマンドを
使用します。
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show ip bgp vpn4 unicast neighbors 1.1.1.1
..............
BGP neighbor is 1.1.1.1, remote AS 1, internal link
Description: test1
..............
BGP version 4, remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Active, down for 00:00:23
Configured hold time is 15, keepalive interval is 5 seconds
Minimum holdtime from neighbor is 0 seconds
Neighbor sessions:
0 active, is not multisession capable (disabled)
Stateful switchover support enabled: NO for session 0

Message statistics:
InQ depth is 0

…….
…….
For address family: VPNv4 Unicast
Session: 1.1.1.1

………
………
Long-lived Graceful-Restart

Stalepath-time: sent 2000s, accepted 2000s, used 2000s
Stalepath-timer running 37s remaining

3. 存続期間の長い失効ルートとしてマークされたルートを確認するには、 show ip bgp vpnv4
all コマンドを使用します。

Device# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 33, local router ID is 19.19.19.19
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed,

L long-lived-stale-path
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 2:2 (default for vrf example)
*L>i 20.0.0.0/16 1.1.88.1 0 100 0 81 ?
*Li 38.1.1.0/24 1.1.88.1 0 100 0 81 ?
*L>i 180.180.180.180/32

1.1.88.1 0 100 0 81 ?

Router#show ip bgp vpnv4 all 20.0.0.0/16
BGP routing table entry for 2:2:20.0.0.0/16, version 9
Paths: (1 available, best #1, table example)
Advertised to update-groups:

1
Refresh Epoch 1
81 (long-lived-stale), imported path from 5:5:20.0.0.0/16 (global)
1.1.88.1 (metric 40) (via default) from 1.1.1.188 (1.1.1.188)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, internal, best
Community: 100:100
Extended Community: RT:1:1
Originator: 1.1.88.1, Cluster list: 1.1.1.188
mpls labels in/out nolabel/44
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0
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BGPパーシステンスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 46 : BGPパーシステンスの機能情報

機能の設定情報リリース機能名

BGPパーシステンスによ
り、ルータは、ネイバー

セッションがダウンした

後でも、設定されたネイ

バーから学習したルート

を保持できます。BGP
パーシステンスは、長期

的グレースフルリスター

ト（LLGR）とも呼ばれま
す。

次のコマンドが変更され

ました。address-family
vpnv4、bgp
long-lived-graceful-restart
{stale-time send time accept
time}、 neighbor
neighbor-id、router bgp
AS、show ip bgp vpnv4
all、show ip bgp vpnv4
unicast neighbors
<neighbor-id>

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1BGPパーシステンス
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第 31 章

BGPリンク帯域幅

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）リンク帯域幅機能は、拡張コミュニティとして自
律システムの出口リンクの帯域幅をアドバタイズするために使用されます。この機能は、直接

接続された外部 BGP（eBGP）ネイバー間のリンクに設定されます。このリンク帯域幅拡張コ
ミュニティリンク属性は、拡張コミュニティ交換がイネーブルなとき、内部 BGP（iBGP）ピ
アに伝播します。この機能は、BGPマルチパス機能とともに帯域幅が異なるリンクのロード
バランシングを設定するために使用されます。

•機能情報の確認（627ページ）
• BGPリンク帯域幅の前提条件（628ページ）
• BGPリンク帯域幅の制約事項（628ページ）
• BGPリンク帯域幅に関する情報（628ページ）
• BGPリンク帯域幅の設定法（629ページ）
• BGPリンク帯域幅の設定例（631ページ）
•その他の参考資料（635ページ）
• BGPリンク帯域幅の機能情報（637ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPリンク帯域幅の前提条件
• BGPロードバランシングまたはマルチパスロードバランシングは、BGPリンク帯域幅機
能をイネーブルにする前に設定する必要があります。

•リンク帯域幅属性のアドバタイズ先の iBGPネイバー間で、BGP拡張コミュニティ交換が
イネーブルになっている必要があります。

•関係するルータすべてで、Cisco Express Forwardingまたは分散型 Cisco Express Forwarding
が有効になっている必要があります。

BGPリンク帯域幅の制約事項
• BGPリンク帯域幅機能は、IPv4および VPNv4アドレスファミリセッションだけで設定
できます。

• BGPは、eBGPネイバーに直接接続されたリンクにだけ、リンク帯域幅コミュニティを発
信できます。

• iBGPおよび eBGPロードバランシングは、IPv4およびVPNv4アドレスファミリでサポー
トされます。ただし、eiBGPロードバランシングは VPNv4アドレスファミリだけでサ
ポートされます。

BGPリンク帯域幅に関する情報

BGPリンク帯域幅の概要
BGPリンク帯域幅機能は、帯域幅容量の異なる外部リンクのマルチパスロードバランシング
をイネーブルにするために使用されます。この機能は、IPv4または VPNv4アドレスファミリ
で、bgpdmzlink-bwコマンドを入力すると有効になります。この機能は、iBGP、eBGPマルチ
パスロードバランシングおよびマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）のVPNでの
eiBGPマルチパスロードバランシングをサポートしています。この機能がイネーブルなとき、
直接接続された外部ネイバーから学習したルートは、発信元外部リンクの帯域幅を持つ内部

BGP（iBGP）ネットワークを通じて伝播します。

リンク帯域幅拡張コミュニティは、帯域幅に関して自律システム出口リンクを優先します。

neighbor dmzlink-bwコマンドを入力することにより、直接接続された eBGPピア間の外部リ
ンクにこの拡張コミュニティが適用されます。リンク帯域幅拡張コミュニティ属性は、neighbor
send-communityコマンドで拡張コミュニティ交換が有効化されたとき、iBGPピアに伝播しま
す。
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リンク帯域幅拡張コミュニティの属性

リンク帯域幅拡張コミュニティの属性は 4バイトの値で、2つのシングルホップ eBGPピアを
接続する非武装地帯（DMZ）インターフェイスのリンクを設定します。リンク帯域幅拡張コ
ミュニティの属性は、トラフィックがフォワーディングされる際、他のパスに相対的なトラ

フィック共有値として使用されます。重み、ローカルプリファレンス、as-path長、Multi Exit
Discriminator（MED）、および内部ゲートウェイプロトコル（IGP）のコストが同一である場
合、2つのパスはロードバランシングが等しいとされます。

BGPリンク帯域幅機能の利点
BGPリンク帯域幅機能により、iBGPまたは eBGPが学習した複数のパス全体にトラフィック
を送信するように BGPを設定することができます。ここで、送信されるトラフィックは自律
システムを終了するために使用されるリンクの帯域幅に比例します。この機能の設定を eBGP
および iBGPマルチパス機能とともに使用し、複数のリンク全体にわたる、同等でないコスト
ロードバランシングをイネーブルにすることができます。BGPリンク帯域幅機能が追加され
るまで、BGPでは、同等でない帯域幅にわたる同等でないコストロードバランシングは不可
能でした。

BGPリンク帯域幅の設定法

BGPリンク帯域幅の設定
BGPリンク帯域幅機能を設定するには、このセクションの手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4

[unicast]
5. bgp dmzlink-bw
6. neighbor ip-address dmzlink-bw
7. neighbor ip-address send-community [both | extended | standard]
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルを有効に
します。

enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable
•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Router(config)# router bgp 50000

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]

例：

ステップ 4

• BGPリンク帯域幅機能は、IPv4および VPNv4
アドレスファミリだけでサポートされます。

Router(config-router)# address-family ipv4

リンクの帯域幅に比例してトラフィックを配分する

ように BGPを設定します。
bgp dmzlink-bw

例：

ステップ 5

•このコマンドは、マルチパスロードバランシ
ングに使用される外部インターフェイスを含む

ルータごとに入力する必要があります。

Router(config-router-af)# bgp dmzlink-bw

外部インターフェイスが指定した IPアドレスから学
習したルートのリンク帯域幅属性を含めるように

BGPを設定します。

neighbor ip-address dmzlink-bw

例：

Router(config-router-af)#
neighbor 172.16.1.1 dmzlink-bw

ステップ 6

•このコマンドは、マルチパスとして設定する
eBGPリンクごとに設定する必要があります。
このコマンドをイネーブルにすることにより、

リンク帯域幅拡張コミュニティを通じて外部リ

ンクの帯域幅を伝播することができます。

（任意）コミュニティまたは拡張コミュニティ、あ

るいはその両方が指定されたネイバーを交換できる

ようにします。

neighbor ip-address send-community [both | extended
| standard]

例：

ステップ 7

•このコマンドは、リンク帯域幅拡張コミュニ
ティの属性が伝播する iBGPピア用に設定する
必要があります。

Router(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# end

BGPリンク帯域幅設定の確認
BGPリンク帯域幅機能を確認するには、このセクションの手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp ip-address [longer-prefixes [injected] | shorter-prefixes [mask-length]]
3. show ip route [[ip-address [mask] [longer-prefixes]] | [protocol [process-id]] | [list access-list-number

| access-list-name] | [static download]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルを有効に
します。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

ネイバーへの TCP接続および BGP接続についての
情報を表示します。

show ip bgp ip-address [longer-prefixes [injected] |
shorter-prefixes [mask-length]]

例：

ステップ 2

•出力として、リンク帯域幅設定のステータスを
表示します。リンクの帯域幅の単位はキロバイ

ト（KB）です。
Router# show ip bgp 10.0.0.0

ルーティングテーブルの現在の状態を表示します。show ip route [[ip-address [mask] [longer-prefixes]] |
[protocol [process-id]] | [list access-list-number |
access-list-name] | [static download]]

ステップ 3

•出力として、トラフィックシェア値を表示しま
す。これには、各リンクの帯域幅に比例してト

例： ラフィックを誘導するために使用される、リン

クの重み付けも含まれます。
Router# show ip route 10.0.0.0

BGPリンク帯域幅の設定例

BGPリンク帯域幅設定の例
次の例では、BGPが各外部リンクの帯域幅に比例したトラフィックを配分するように BGPリ
ンク帯域幅機能を設定します。下の図に、それぞれ帯域幅の異なる3つのリンク（コストが同
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等でないリンク）で結合された 2つの外部自律システムを示します。マルチパスロードバラ
ンシングが有効になっており、トラフィックに比例してバランスされています。

図 46 : BGPリンク帯域幅の設定

ルータ Aの設定

次の例では、iBGPマルチパスロードバランシングをサポートし、BGP拡張コミュニティ属性
を iBGPネイバーと交換するようにルータ Aを設定します。

Router A(config)# router bgp 100

Router A(config-router)# neighbor 10.10.10.2 remote-as 100

Router A(config-router)# neighbor 10.10.10.2 update-source Loopback 0

Router A(config-router)# neighbor 10.10.10.3 remote-as 100

Router A(config-router)# neighbor 10.10.10.3 update-source Loopback 0

Router A(config-router)# address-family ipv4

Router A(config-router)# bgp dmzlink-bw
Router A(config-router-af)# neighbor 10.10.10.2 activate

Router A(config-router-af)# neighbor 10.10.10.2 send-community both

Router A(config-router-af)# neighbor 10.10.10.3 activate

Router A(config-router-af)# neighbor 10.10.10.3 send-community both

Router A(config-router-af)# maximum-paths ibgp 6
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ルータ Bの設定

次の例では、マルチパスロードバランシングをサポートし、ルータ Dおよびルータ Eにそれ
ぞれのリンクの帯域幅に比例したトラフィックを配分し、これらのリンクの帯域幅を拡張コ

ミュニティの iBGPネイバーにアドバタイズするようにルータ Bを設定します。

Router B(config)# router bgp 100

Router B(config-router)# neighbor 10.10.10.1 remote-as 100

Router B(config-router)# neighbor 10.10.10.1 update-source Loopback 0

Router B(config-router)# neighbor 10.10.10.3 remote-as 100

Router B(config-router)# neighbor 10.10.10.3 update-source Loopback 0
Router B(config-router)# neighbor 172.16.1.1 remote-as 200

Router B(config-router)# neighbor 172.16.1.1 ebgp-multihop 1
Router B(config-router)# neighbor 172.16.2.2 remote-as 200

Router B(config-router)# neighbor 172.16.2.2 ebgp-multihop 1
Router B(config-router)# address-family ipv4

Router B(config-router-af)# bgp dmzlink-bw

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 activate

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 next-hop-self

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 send-community both

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.3 activate

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.3 next-hop-self

Router B(config-router-af)# neighbor 10.10.10.3 send-community both

Router B(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate
Router B(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1 dmzlink-bw

Router B(config-router-af)# neighbor 172.16.2.2 activate
Router B(config-router-af)# neighbor 172.16.2.2 dmzlink-bw
Router B(config-router-af)# maximum-paths ibgp 6
Router B(config-router-af)# maximum-paths 6

ルータ Cの設定

次の例では、マルチパスロードバランシングをサポートし、ルータ Eから拡張コミュニティ
としての iBGPネイバーへのリンクの帯域幅をアドバタイズするようにルータ Cを設定しま
す。

Router C(config)# router bgp 100
Router C(config-router)# neighbor 10.10.10.1 remote-as 100
Router C(config-router)# neighbor 10.10.10.1 update-source Loopback 0
Router C(config-router)# neighbor 10.10.10.2 remote-as 100
Router C(config-router)# neighbor 10.10.10.2 update-source Loopback 0
Router C(config-router)# neighbor 172.16.3.30 remote-as 200

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
633

BGPリンク帯域幅

BGPリンク帯域幅設定の例



Router C(config-router)# neighbor 172.16.3.30 ebgp-multihop 1
Router C(config-router)# address-family ipv4
Router C(config-router-af)# bgp dmzlink-bw

Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 activate
Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 send-community both
Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1 next-hop-self
Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.2 activate
Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.2 send-community both
Router C(config-router-af)# neighbor 10.10.10.2 next-hop-self
Router C(config-router-af)# neighbor 172.16.3.3 activate
Router C(config-router-af)# neighbor 172.16.3.3 dmzlink-bw

Router C(config-router-af)# maximum-paths ibgp 6
Router C(config-router-af)# maximum-paths 6

BGPリンク帯域幅の確認
ここで、ルータ Aおよびルータ Bでこの機能を確認する例を示します。

ルータ B

次の例では、show ip bgpコマンドをルータ Bで入力し、BGPルーティングテーブルにコスト
が同等でないベストパスがインストールされていることを確認します。各リンクの帯域幅は、

各ルートとともに表示されます。

Router B# show ip bgp 192.168.1.0
BGP routing table entry for 192.168.1.0/24, version 48
Paths: (2 available, best #2)
Multipath: eBGP
Advertised to update-groups:

1 2
200
172.16.1.1 from 172.16.1.2 (192.168.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath, best
Extended Community: 0x0:0:0
DMZ-Link Bw 278 kbytes

200
172.16.2.2 from 172.16.2.2 (192.168.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath, best
Extended Community: 0x0:0:0
DMZ-Link Bw 625 kbytes

ルータ A

次の例では、show ip bgpコマンドをルータAで入力して、iBGPを通じてリンク帯域幅拡張コ
ミュニティがルータAに伝播していることを確認します。出力には、BGPのルーティングテー
ブルのベストパスとして、（ルータ Bおよびルータ Cに関する）各出口リンクから自律シス
テム 200へのルートがインストールされていることが表示されます。

Router A# show ip bgp 192.168.1.0
BGP routing table entry for 192.168.1.0/24, version 48
Paths: (3 available, best #3)
Multipath: eBGP
Advertised to update-groups:
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1 2
200
172.16.1.1 from 172.16.1.2 (192.168.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath
Extended Community: 0x0:0:0
DMZ-Link Bw 278 kbytes

200
172.16.2.2 from 172.16.2.2 (192.168.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath, best
Extended Community: 0x0:0:0
DMZ-Link Bw 625 kbytes

200
172.16.3.3 from 172.16.3.3 (192.168.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath, best
Extended Community: 0x0:0:0
DMZ-Link Bw 2500 kbytes

ルータ A

次の例では、showiprouteコマンドをルータAに入力し、アドバタイズされたマルチパスルー
トおよび関連するトラフィック共有値を確認します。

Router A# show ip route 192.168.1.0
Routing entry for 192.168.1.0/24
Known via "bgp 100", distance 200, metric 0
Tag 200, type internal
Last update from 172.168.1.1 00:01:43 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 172.168.1.1, from 172.168.1.1, 00:01:43 ago

Route metric is 0, traffic share count is 13
AS Hops 1, BGP network version 0
Route tag 200

172.168.2.2, from 172.168.2.2, 00:01:43 ago
Route metric is 0, traffic share count is 30
AS Hops 1, BGP network version 0
Route tag 200

172.168.3.3, from 172.168.3.3, 00:01:43 ago
Route metric is 0, traffic share count is 120
AS Hops 1, BGP network version 0
Route tag 200

その他の参考資料
次のセクションには、BGPリンク帯域幅機能に関連する参考資料があります。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド：コマンド構文、コマンドモー
ド、コマンド履歴、デフォルト、使用に関する

注意事項、および例

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
635

BGPリンク帯域幅

その他の参考資料



マニュアルタイトル関連項目

「MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPに
対する BGPマルチパスロードシェアリン
グ」

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPに対す
る BGPマルチパスロードシェアリング

「iBGPマルチパスロードシェアリング」iBGPのマルチパスロードシェアリング

『Cisco IOS Master Command List, All
Releases』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。

BGPリンク帯域幅の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 47 : BGPリンク帯域幅の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR 1000シリーズのアグリゲー
ションサービスルータで導入されました。

この機能により、bgp dmzlink-bw, neighbor
dmzlink-bwコマンドが導入または変更されました。

Cisco IOS XEリリー
ス 2.1

BGPリンク帯域幅
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第 32 章

ボーダーゲートウェイプロトコルリンク

ステート

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステート（BGP-LS）は、BGPルーティングプロト
コルを介して内部ゲートウェイプロトコル（IGP）リンクステートデータベースを伝送するた
めに定義されたアドレスファミリ識別子（AFI）およびサブアドレスファミリ識別子（SAFI）
です。BGP-LSは、ネットワークトポロジ情報をトポロジサーバおよびアプリケーション層ト
ラフィック最適化（ALTO）サーバに提供します。BGP-LSでは、集約、情報の非表示、およ
び抽象化に対するポリシーベースの制御が可能です。BGP-LSは IS-ISおよびOSPFv2サポート
しています。

•機能情報の確認（639ページ）
•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートに関する情報（640ページ）
•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使用したOSPFの設定方法（644ペー
ジ）

•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使用した IS-ISの設定方法（645ペー
ジ）

•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステート設定の確認（647ページ）
•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートの debugコマンド（650ページ）
•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートに関する追加情報（650ページ）
•ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートの機能情報（651ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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する情報

ボーダーゲートウェイプロトコルのリンクステート情報の概要

多くの環境では、ネットワークの外部にあるコンポーネントは、ネットワークトポロジおよび

ネットワーク内の接続の現在の状態（トラフィックエンジニアリング（TE）情報を含む）に
基づいて計算を実行するために呼び出されます。この情報は、通常、ネットワーク内の内部

ゲートウェイプロトコル（IGP）ルーティングプロトコルによって配布されます。

このモジュールでは、IGPのリンクステート（LS）およびトラフィックエンジニアリング
（TE）情報をネットワークから収集し、BGPルーティングプロトコルを使用してその情報を
新しい BGPネットワーク層到達可能性情報（NLRI）エンコード形式で外部コンポーネントと
共有するためのメカニズムについて説明します。このメカニズムは、物理リンクと仮想リンク

の両方に適用できます。この手法の用途には、ネットワークの外部にあるがネットワークの状

態に関するリアルタイム情報を必要とする、アプリケーション層トラフィック最適化（ALTO）
サーバやパス計算要素（PCE）が含まれます。たとえば、ネットワーク全体の各 IGPノード
（OSPFまたは IS-IS）のリンクステートデータベース情報などです。

IGPエリア全体または自律システム（AS）全体におけるトポロジの可視性を必要とする用途に
対応するために、BGPでリンクステート情報を伝送できるようBGP-LSアドレスファミリまた
はサブアドレスファミリが定義されています。各リンクステートオブジェクト（ノード、リン

ク、プレフィックスなど）の識別キーはNLRIでエンコードされ、オブジェクトのプロパティ
は BGP-LS属性でエンコードされます。

下の図は、BGP-LSを利用するネットワークの一般的な展開シナリオを示しています。各 IGP
エリアで、1つ以上のノードが BGP-LSを使用して設定されています。これらの BGPスピー
カーは、1つ以上のルートリフレクタに接続することによって IBGPメッシュを形成します。
このようにして、すべての BGPスピーカー（特にルートリフレクタ（RR））は、すべての
IGPエリア（および EBGPピアのその他の AS）からリンクステート情報を取得します。外部
コンポーネントは、ルートリフレクタに接続してこの情報を取得します（多くの場合は、どの

ような情報が外部コンポーネントにアドバタイズされるかに関するポリシーによって管理され

ます）。その後、外部コンポーネント（コントローラなど）は、IGPエリアまたは AS全体の
「ノースバウンド」方向でこの情報を収集し、エンドツーエンドの転送のために着信パケット

に適用されるエンドツーエンドのパス（とその関連付けられた SID）を生成できます。
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図 47 : IGPノードと BGPの関係

ボーダーゲートウェイプロトコルのリンクステート情報の伝送

リンクステート情報の伝送には、次の 2つの部分があります。

• IGPリンクステート情報を構成するリンク、ノード、およびプレフィックスを表す新しい
BGP NLRIの定義

•リンク、ノード、およびプレフィックスのプロパティと属性（リンクおよびプレフィック
スメトリックやノードの補助ルータ IDなど）を伝送する新しい BGP-LS属性の定義

TLV形式
新しいリンクステート NLRIおよび属性の情報は、タイプ/長さ/値（TLV）というトリプレッ
トでエンコードされます。この TLV形式を下の図に示します。
0 1 2 3

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Type | Length |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Value (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+

Length（長さ）フィールドは、値部分の長さをオクテット単位で定義します（したがって、値
部分がない TLVの長さは 0になります）。

リンクステート NLRI
MP_REACH_NLRIおよびMP_UNREACH_NLRI属性は、不透明な情報を伝送するための BGP
のコンテナです。各リンクステートネットワーク層到達可能性情報（NLRI）は、ノード、リ
ンク、プレフィックスのいずれかを表します。NLRIの本体は、タイプ/長さ/値（TLV）トリプ
レットのセットであり、オブジェクトを識別するデータを含んでいます。
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0 1 2 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| NLRI Type | Total NLRI Length |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| |
// Link-State NLRI (variable) //
| |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+

NLRIタイプ

Total NLRI Length（NLRIの合計長）フィールドには、NLRIタイプフィールドまたはそれ自体
を含まない、NLRIの残りの部分を合計した長さ（オクテット単位）が格納されます。

図 48 : NLRIタイプ

+------+---------------------------+
| Type | NLRI Type |
+------+---------------------------+
| 1 | Node NLRI |
| 2 | Link NLRI |
| 3 | IPv4 Topology Prefix NLRI |
| 4 | IPv6 Topology Prefix NLRI |
+------+---------------------------+

NLRIタイプを以下の図に示します。

図 49 :ノード NLRI形式

0 1 2 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1
+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Protocol-ID |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Identifier |
| (64 bits) |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Local Node Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+

図 50 :リンク NLRI形式

0 1 2 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1
+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Protocol-ID |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Identifier |
| (64 bits) |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Local Node Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Remote Node Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Link Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+

次の図に示すように、IPv4および IPv6プレフィックス NLRI（NLRIタイプ = 3およびタイプ
= 4）では同じ形式が使用されています。
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図 51 : IPv4/IPv6トポロジのプレフィックス NLRI形式

0 1 2 3
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1
+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Protocol-ID |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
| Identifier |
| (64 bits) |
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Local Node Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+
// Prefix Descriptors (variable) //
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+

ノード記述子

各リンクは、基になる IGPで使用されるルータ IDのペア、つまり、IS-IS用の 48ビット ISO
システム IDと OSPFv2および OSPFv3用の 32ビットルータ IDによって固定されます。IGP
では、主にトラフィックエンジニアリングの目的で、1つ以上の補助ルータ IDを追加で使用
する場合があります。たとえば、IS-ISには 1つ以上の IPv4 TEルータ IDと IPv6 TEルータ ID
がある場合があります。これらの補助ルータ IDは、リンク属性に含める必要があります。

リンク記述子

LinkDescriptors（リンク記述子）フィールドは、タイプ/長さ/値（TLV）トリプレットのセット
です。リンク記述子の TLVは、アンカールータのペア間における複数のパラレルリンクから
1つのリンクを一意に識別します。リンク記述子のTLVによって表されるリンクは、実際には
「ハーフリンク」であり、論理リンクの単一方向の表現です。1つの論理リンクを完全に表す
ために、2つの発信側ルータがそれぞれハーフリンクをアドバタイズします。つまり、1つの
ポイントツーポイントリンクについて 2つのリンク NLRIがアドバタイズされます。

プレフィックス記述子

Prefix Descriptors（プレフィックス記述子）フィールドは、タイプ/長さ/値（TLV）トリプレッ
トのセットです。プレフィックス記述子の TLVは、ノードによって発信された IPv4または
IPv6プレフィックスを一意に識別します。

BGP-LS属性

BGP-LS属性は、リンク、ノード、およびプレフィックスのパラメータと属性を伝送するため
に使用される、任意の推移的な BGP属性です。これは、タイプ/長さ/値（TLV）トリプレット
のセットとして定義されます。この属性は、リンクステートNLRIにのみ含める必要がありま
す。この属性は、他のすべてのアドレスファミリでは無視する必要があります。
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ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使

用した OSPFの設定方法
OSPFは、BGPへのトポロジを LSキャッシュに挿入する IGPプロトコルの 1つです。リンク
ステート情報は、次の 2つの方法で BGPに渡すことができます。

• OSPFと BGP間の新しい通信が確立されている場合、または BGP-LS機能が OSPFで最初
に有効にされている場合、すべてのLSA情報はLSライブラリを介してBGPにダウンロー
ドされます。

•新しい LSA情報が処理またはリモート OSPFノードから受信されると、この情報は BGP
に追加または BGPで更新されます。

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使用したOSPFの
設定

BGP-LSを使用して OSPFを設定するには、次の手順を実行します。

1. OSPFルーティングプロトコルを有効にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router ospf

次に例を示します。

Device(config-router)# router ospf 10

2. BGPリンクステートを配布します。
distribute link-state

次に例を示します。

Device(config-router)# distribute link-state instance-id <instid>

Device(config-router)# distribute link-state throttle <time>

instance-id（任意）：LS配布のインスタンス IDを設定します。デフォルト値は 0です。
範囲は 32～ 2^32-1です。

throttle（任意）：LS配布キューを処理するスロットル時間を設定します。デフォルト値
は 5秒です。範囲は 1～ 3600秒です。

すべてのエリアが削除されるシナリオでは、スロットルタイマーは適用されません。キューは

OSPFによって完全にウォークされ、すべてのエリアに対するアップデートがBGPに送信され
ます。

（注）
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インスタンス IDとスロットルの値を指定しなかった場合は、デフォルト値が使用されま
す。

例：

#show run | sec router ospf
router ospf 10
distribute link-state instance-id 33 throttle 6

2つのOSPFインスタンスで同じインスタンス IDを使用することはできません。使用すると、
インスタンス IDがすでに使用されているというエラーがスローされます。

（注）

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使

用した IS-ISの設定方法
IS-ISは、ルーティング情報をBGPに配布します。IS-ISは、LSPデータベース内のルーティン
グ情報を処理し、関連するオブジェクトを抽出します。IS-ISのノード、リンク、プレフィッ
クス情報およびそれらの属性がBGPにアドバタイズされます。IS-ISからBGPへのこのアップ
デートは、ローカルルータまたはリモートルータに属しているLSPフラグメントで変更があっ
た場合にのみ発生します。

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使用した IS-ISの
設定

BGP-LSを使用して IS-ISを設定するには、次の手順を実行します。

1. IS-ISルーティングプロトコルを有効にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router isis

次に例を示します。

Device(config-router)# router isis

2. BGPリンクステートを配布します。
distribute link-state

次に例を示します。

Device(config-router)# distribute link-state instance-id <instid>

Device(config-router)# distribute link-state throttle <time>

instance-id（任意）：LS配布のインスタンス IDを設定します。範囲は 32～ 4294967294
です。
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throttle（任意）：LS配布キューを処理するスロットル時間を設定します。範囲は 5～ 20
秒です。

BGPの設定
BGP-LSを使用して BGPを設定するには、次の手順を実行します。

1. BGPルーティングプロトコルを有効にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp

次に例を示します。

Device(config-if)# router bgp 100

2. アドレスファミリリンクステートを設定します。
address-family link-state link-state

次に例を示します。

Device(config-router)# address-family link-state link-state

3. アドレスファミリを終了します。
exit-address-family

次に例を示します。

Device(config-router)# exit-address-family

例：ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートを使用したIS-IS
の設定

例：IS-ISの設定

router isis 1
net 49.0001.1720.1600.1001.00
is-type level-1
metric-style wide
distribute link-state level-1
segment-routing mpls
segment-routing prefix-sid-map advertise-local
mpls traffic-eng router-id Loopback0
mpls traffic-eng level-1

interface GigabitEthernet2/2/2
ip address 172.16.0.1 255.255.0.0
ip router isis 1
negotiation auto
mpls traffic-eng tunnels
isis network point-to-point
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例：BGPの設定

router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.0.0.1 remote-as 100
neighbor 10.0.0.4 remote-as 100
!
address-family ipv4
neighbor 10.0.0.1 activate
neighbor 10.0.0.4 activate
exit-address-family
!
address-family link-state link-state
neighbor 10.0.0.1 activate
neighbor 10.0.0.4 activate
exit-address-family

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステート設定

の確認
BGP-LS設定のステータスを確認するには、以下の showコマンドを任意の順序で使用します。

show ip ospf ls-distribution

LS配布のステータスを表示します。
Device# show ip ospf ls-distribution

OSPF Router with ID (10.0.0.6) (Process ID 10)
OSPF LS Distribution is Enabled

Instance Id: 0
Throttle time: 5

Registration Handle: 0x0
Status:Ready Active

Num DBs Queued for LSCache Update: 0
Num of DBs with Unresolved Links: 0

show ip ospf database dist-ls-pending

BGPに送信される、保留中の LSAを表示します。
Sample Output:
Device# show ip ospf database dist-ls-pending

OSPF Router with ID (10.0.0.6) (Process ID 10)

Router Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Link count
10.0.0.7 10.0.0.6 4 0x80000006 0x009678 1
172.16.0.6 172.16.0.6 1110 0x80000018 0x00CAF9 2
(Has-unresolved-links)

show isis distribute-ls [level-1 | level-2]

BGPに配布される IS-ISの内部 LSキャッシュ情報を表示します。
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Device# sh isis distribute-ls

ISIS distribute link-state: configured
distls_levels:0x3, distls_initialized:1,
distls_instance_id:0, distls_throttle_delay:10
LS DB: ls_init_started(0) ls_initialized(1) ls_pending_delete(0)
distls_enabled[1]:1
distls_enabled[2]:1
Level 1:
Node System ID:0003.0003.0003 Pseudonode-Id:0 ls_change_flags:0x0

LSP: lspid(0003.0003.0003.00-00), lsptype(0) lsp_change_flags(0x0)
Node Attr: name(r3) bitfield(0xD1) node_flags(0x0)
area_len/area_addr(2/33) num_mtid/mtid(0/0) ipv4_id(172.16.0.9)
num_alg/sr_alg(0/0) num_srgb/srgb(1/(start:16000, range:8000)
srgb_flags(0x80)
opaqe_len/opaqe(0/0x0)
ISIS LS Links:
mtid(0): nid:0002.0002.0002.00, {0, 0}, {6.6.6.1, 6.6.6.6}
Link Attr: bitbfield:0x940F, local_ipv4_id:6.6.6.1, remote_ipv4_id:172.16.0.8,
max_link_bw:10000, max_resv_bw:10000,
num_unresv_bw/unresv_bw:8/
[0]: 10000 kbits/sec, [1]: 8000 kbits/sec
[2]: 8000 kbits/sec, [3]: 8000 kbits/sec
[4]: 8000 kbits/sec, [5]: 8000 kbits/sec
[6]: 8000 kbits/sec, [7]: 8000 kbits/sec,
admin_group:0, protect_type:0, mpls_proto_mask:0x0,
te_metric:0, metric:0, link_name:,
num_srlg/srlg:0/
num_adj_sid/adjsid:2/

Adjacency SID Label:16 F:0 B:0 V:1 L:1 S:0 weight:0
Adjacency SID Label:17 F:0 B:1 V:1 L:1 S:0 weight:0
opaque_len/opaque_data:0/0x0

Address-family ipv4 ISIS LS Prefix:
mtid(0): 1.1.1.0/24
Prefix Attr: bitfield:0x0, metric:10, igp_flags:0x0,
num_route_tag:0, route_tag:0
num_pfx_sid:0, pfx_sid:
pfx_srms:
opaque_len:0, opaque_data:0x0
mtid(0): 172.16.0.8/24
Prefix Attr: bitfield:0x0, metric:10, igp_flags:0x0,
num_route_tag:0, route_tag:0
num_pfx_sid:0, pfx_sid:
pfx_srms:
opaque_len:0, opaque_data:0x0

show bgp link-state link-state
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed,
t secondary path,

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found
Prefix codes:E link, V node, T4 IPv4 reachable route, T6 IPv6 reachable route, I
Identifier,

N local node, R remote node, L link, P prefix,
L1/L2 ISIS level-1/level-2, O OSPF, a area-ID, l link-ID,
t topology-ID, s ISO-ID, c confed-ID/ASN, b bgp-identifier,
r router-ID, i if-address, n nbr-address, o OSPF Route-type,
p IP-prefix, d designated router address, u/U Unknown,
x/X Unexpected, m/M Malformed

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
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*> [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.1001.00]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.1001.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.1001.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*>
[E][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][R[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][L]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.1001.00]][P[p10.0.0.0/24]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.1001.00]][P[p7.7.7.7/32]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][P[p10.0.0.0/24]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][P[p11.0.0.0/24]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][P[p12.0.0.0/24]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.2002.00]][P[p5.5.5.5/32]]

15.0.0.1 0 0 100 i
*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][P[p11.0.0.0/24]]

15.0.0.1 0 0 100 i
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*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][P[p13.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.3003.00]][P[p3.3.3.3/32]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][P[p12.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][P[p14.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]][P[p15.15.15.15/32]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][P[p13.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][P[p14.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][P[p15.0.0.0/24]]
15.0.0.1 0 0 100 i

*> [T4][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.5005.00]][P[p16.16.16.16/32]]
15.0.0.1 0 0 100 i

show bgp link-state link-state nlri <nlri string>
BGP routing table entry for [V][L1][I0x43][N[c100][b0.0.0.0][s1720.1600.4004.00]], version
95
Paths: (1 available, best #1, table link-state link-state)
Not advertised to any peer
Refresh Epoch 4
Local
16.16.16.16 (metric 30) from 15.15.15.15 (15.15.15.15)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, best
Originator: 16.16.16.16, Cluster list: 15.15.15.15
LS Attribute: Node-name: R4, ISIS area: 49.12.34
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートの

debugコマンド
• debug ip ospf dist-ls [detail]

OSPFで LS配布関連のデバッグをオンにします。

• debug isis distribute-ls

IS-ISから BGPにアドバタイズされている項目を表示します。

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートに関

する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関
するMIBを探してダウンロードするには、次のURLにあるCiscoMIB Locatorを
使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-MIB

RFC

タイトルRFC

『Link-State Info Distribution Using BGP』• RFC
7752

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

ボーダーゲートウェイプロトコルリンクステートの機

能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 48 : BGP-LSの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPリンクステート（LS）は、BGPを介して内部ゲー
トウェイプロトコル（IGP）リンクステートデータベー
スを伝えるために定義されたアドレスファミリ識別子

（AFI）およびサブアドレスファミリ識別子（SAFI）で
す。次のコマンドが導入または変更されました。

address-family link-state link-state、distribute link-state、
show bgp link-state link-state、show bgp link-state link-state
nlri nlri string、show ip ospf database dist-ls-pending、show
ip ospf ls-distribution、 show isis distribute-ls

Cisco IOS XE
Everest 16.4.1

ボーダーゲート

ウェイプロトコル

リンクステート
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第 33 章

iBGPマルチパスロードシェアリング

このフィーチャモジュールでは、iBGPのマルチパスロードシェアリング機能について説明し
ます。この機能を使用すると、BGPスピーキングルータが宛先へのベストパスとして複数の
iBGPパスを選択できます。次に、このベストパスまたはマルチパスが、このルータの IPルー
ティングテーブルに組み込まれます。

•機能情報の確認（653ページ）
• iBGPマルチパスロードシェアリングの概要（653ページ）
• iBGPのマルチパスロードシェアリングの設定方法（656ページ）
•設定例（659ページ）
•その他の参考資料（661ページ）
• iBGPのマルチパスロードシェアリングの機能情報（662ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

iBGPマルチパスロードシェアリングの概要
ローカルポリシーが設定されていないボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）対応ルータ
が複数のネットワーク層到着達可能性情報（NLRI）を同じ宛先の内部 BGP（iBGP）から受信
すると、このルータは 1つの iBGPパスをベストパスとして選択します。次に、このベストパ
スが、このルータの IPルーティングテーブルに組み込まれます。たとえば、下の図では、自
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律システム 200へのパスは 3つありますが、ルータ 2は、自律システム 200へのパスの 1つを
ベストパスであると判断し、このパスだけを使用して自律システム 200に到達します。

図 52 : 1つのベストパスを持つ非マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トポロジ

iBGPのマルチパスロードシェアリング機能を使用すると、BGP対応ルータでは、複数の iBGP
パスを宛先へのベストパスとして選択できます。次に、このベストパスまたはマルチパスが、

このルータの IPルーティングテーブルに組み込まれます。たとえば、下の図のルータ 2で、
ルータ 3、4、および 5へのパスがマルチパスとして設定され、自律システム 200に到達するた
めに使用でき、結果として自律システム 200への負荷が均等に負担されます。

図 53 : 3つのマルチパスを持つ非MPLSトポロジ

iBGPのマルチパスロードシェアリング機能は、サービスプロバイダーバックボーンを持つ
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）
と同様に機能します。たとえば、下の図のルータ PE1では、ルータ PE2、PE3、および PE4へ
のパスをマルチパスとして選択でき、サイト 2への負荷を均等に負担するために使用できま
す。
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図 54 : 3つのマルチパスを持つMPLS VPN

同じ宛先への複数のパスをマルチパスと見なすには、次の基準を満たす必要があります。

•すべての属性が同じである必要があります。属性には、加重、ローカルプリファレンス、
自律システムパス（長さだけでなく属性全体）、発信元コード、Multi Exit Discriminator
（MED）、および内部ゲートウェイプロトコル（IGP）距離が含まれます。

•各マルチパスのネクストホップルータが異なっている必要があります。

基準を満たしていて、複数のパスがマルチパスと見なされても、BGP対応ルータは、引き続き
マルチパスの 1つをベストパスに指定し、このベストパスをそのネイバーにアドバタイズし
ます。

iBGPマルチパスロードシェアリングの利点
複数の iBGPのベストパスを設定すると、ルータでは、特定のサイトを宛先とするトラフィッ
クを均等に負担できるようになります。

iBGPマルチパスロードシェアリングに関する制約事項

ルートリフレクタの制限事項

ルーティングテーブルに複数の iBGPパスがインストールされている場合、ルートリフレクタ
は 1つのパス（1つのネクストホップ）だけをアドバタイズします。

メモリ消費の制約事項

複数の iBGPパスがある BGPプレフィックス用の各 IPルーティングテーブルエントリは、約
350バイトの追加メモリを使用します。ルータの使用可能なメモリが少なく、特にルータがフ
ルインターネットルーティングテーブルを備えている場合は、この機能の使用を推奨しませ

ん。
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iBGPのマルチパスロードシェアリングの設定方法

iBGPマルチパスロードシェアリングの設定
iBGPマルチパスロードシェアリング機能を設定するには、ルータコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ルーティングテーブルにインストール

できる並列 iBGPルートの最大数を制
御します。

Device(config-router)# maximum-paths ibgp
maximum-number

iBGPのマルチパスロードシェアリングの確認
iBGPのマルチパスロードシェアリング機能が正しく設定されていることを確認するには、次
の手順を実行します。

手順の概要

1. show ip bgp network-number EXECコマンドを入力して、非MPLSトポロジのネットワーク
の属性を表示するか、show ipbgpvpnv4all ip-prefixEXECコマンドを入力して、MPLSVPN
のネットワークの属性を表示します。

2. show ip bgp network-number EXECコマンドまたは show ip bgp vpnv4 all ip-prefix EXECコマ
ンドを入力して得られる表示で、目的のマルチパスが「multipath」としてマークされてい
ることを確認します。マルチパスの 1つが「best」としてマークされていることに留意し
てください。

3. show ip route ip-address EXECコマンドを入力して、非MPLSトポロジのネットワークの
ルーティング情報を表示するか、show ip route vrf vrf-name ip-prefix EXECコマンドを入力
して、MPLS VPNのネットワークのルーティング情報を表示します。

4. show ip bgp ip-prefix EXECコマンドまたは show ip bgp vpnv4 all ip-prefix EXECコマンドを
入力して得られる表示で、「multipath」としてマークされたパスがルーティング情報に含
まれていることを確認します（ルーティング情報は、手順 3の実行後に表示されます）。

手順の詳細

ステップ 1 show ip bgp network-number EXECコマンドを入力して、非MPLSトポロジのネットワークの属性を表示す
るか、show ip bgp vpnv4 all ip-prefix EXECコマンドを入力して、MPLS VPNのネットワークの属性を表示
します。

例：

Device# show ip bgp 10.22.22.0
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BGP routing table entry for 10.22.22.0/24, version 119
Paths:(6 available, best #1)
Multipath:iBGP
Flag:0x820
Advertised to non peer-group peers:
10.1.12.12
22
10.2.3.8 (metric 11) from 10.1.3.4 (100.0.0.5)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath, best
Originator:100.0.0.5, Cluster list:100.0.0.4

22
10.2.1.9 (metric 11) from 10.1.1.2 (100.0.0.9)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Originator:100.0.0.9, Cluster list:100.0.0.2

22
10.2.5.10 (metric 11) from 10.1.5.6 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.6

22
10.2.4.10 (metric 11) from 10.1.4.5 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.5

22
10.2.6.10 (metric 11) from 10.1.6.7 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.7

Device# show ip bgp vpnv4 all 10.22.22.0

BGP routing table entry for 100:1:10.22.22.0/24, version 50
Paths:(6 available, best #1)
Multipath:iBGP
Advertised to non peer-group peers:
200.1.12.12
22
10.22.7.8 (metric 11) from 10.11.3.4 (100.0.0.8)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath, best
Extended Community:RT:100:1
Originator:100.0.0.8, Cluster list:100.1.1.44

22
10.22.1.9 (metric 11) from 10.11.1.2 (100.0.0.9)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:RT:100:1
Originator:100.0.0.9, Cluster list:100.1.1.22

22
10.22.6.10 (metric 11) from 10.11.6.7 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:RT:100:1
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.7

22
10.22.4.10 (metric 11) from 10.11.4.5 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:RT:100:1
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.5

22
10.22.5.10 (metric 11) from 10.11.5.6 (100.0.0.10)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:RT:100:1
Originator:100.0.0.10, Cluster list:100.0.0.6
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ステップ 2 show ip bgp network-number EXECコマンドまたは show ip bgp vpnv4 all ip-prefix EXECコマンドを入力して
得られる表示で、目的のマルチパスが「multipath」としてマークされていることを確認します。マルチパ
スの 1つが「best」としてマークされていることに留意してください。

ステップ 3 show ip route ip-address EXECコマンドを入力して、非MPLSトポロジのネットワークのルーティング情報
を表示するか、show ip route vrf vrf-name ip-prefix EXECコマンドを入力して、MPLS VPNのネットワーク
のルーティング情報を表示します。

例：

Device# show ip route 10.22.22.0

Routing entry for 10.22.22.0/24
Known via "bgp 1", distance 200, metric 0
Tag 22, type internal
Last update from 10.2.6.10 00:00:03 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.2.3.8, from 10.1.3.4, 00:00:03 ago

Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.2.1.9, from 10.1.1.2, 00:00:03 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.2.5.10, from 10.1.5.6, 00:00:03 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.2.4.10, from 10.1.4.5, 00:00:03 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.2.6.10, from 10.1.6.7, 00:00:03 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

Device# show ip route vrf PATH 10.22.22.0

Routing entry for 10.22.22.0/24
Known via "bgp 1", distance 200, metric 0
Tag 22, type internal
Last update from 10.22.5.10 00:01:07 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.22.7.8 (Default-IP-Routing-Table), from 10.11.3.4, 00:01:07 ago

Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.22.1.9 (Default-IP-Routing-Table), from 10.11.1.2, 00:01:07 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.22.6.10 (Default-IP-Routing-Table), from 10.11.6.7, 00:01:07 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.22.4.10 (Default-IP-Routing-Table), from 10.11.4.5, 00:01:07 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.22.5.10 (Default-IP-Routing-Table), from 10.11.5.6, 00:01:07 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

ステップ 4 show ip bgp ip-prefix EXECコマンドまたは show ip bgp vpnv4 all ip-prefix EXECコマンドを入力して得られ
る表示で、「multipath」としてマークされたパスがルーティング情報に含まれていることを確認します
（ルーティング情報は、手順 3の実行後に表示されます）。
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iBGPのマルチパスロードシェアリングのモニタリングおよびメンテ
ナンス

iBGPのマルチパスロードシェアリング情報を表示するには、必要に応じて EXECモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

非MPLSトポロジのネットワークの
属性およびマルチパスを表示しま

す。

Device# show ip bgp ip-prefix

MPLSVPNのネットワークの属性お
よびマルチパスを表示します。

Device# show ip bgp vpnv4 all ip-prefix

非MPLSトポロジのネットワークの
ルーティング情報を表示します。

Device# show ip route ip-prefix

MPLS VPNのネットワークのルー
ティング情報を表示します。

Device# show ip route vrf vrf-name ip-prefix

設定例
設定例は両方とも、各パスの適切な属性が等しく、各マルチパスのネクストホップルータが

異なっていることを前提としています。

例：非MPLSトポロジでの iBGPのマルチパスロードシェアリング
設定例は両方とも、各パスの適切な属性が等しく、各マルチパスのネクストホップルータが

異なっていることを前提としています。

次の例は、非MPLSトポロジで iBGPのマルチパスロードシェアリング機能をセットアップ
する方法を示します（下の図を参照）。
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図 55 :非MPLSトポロジの例

ルータ 2の設定

router bgp 100
maximum-paths ibgp 3

例：MPLS VPNトポロジでの iBGPのマルチパスロードシェアリング
次の例は、MPLS VPNトポロジで iBGPのマルチパスロードシェアリング機能をセットアッ
プする方法を示します（下の図を参照）。

図 56 : MPLS VPNトポロジの例

ルータ PE1の設定

router bgp 100
address-family ipv4 unicast vrf site2
maximum-paths ibgp 3
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガ
イド』の「MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGP
に対する BGPマルチパスロードシェアリング」モ
ジュール

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGP
に対する BGPマルチパスロードシェ
アリング

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガ
イド』の「BGPリンク帯域幅」モジュール

自律システムの出口リンクの帯域幅の

拡張コミュニティとしてのアドバタイ

ズ

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。

RFC

タイト

ル

RFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。
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テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

iBGPのマルチパスロードシェアリングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 49 : iBGPのマルチパスロードシェアリングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルータで
導入されました。

この機能により、次のコマンドが変更されまし

た。maximum paths ibgp、show ip bgp、 show ip
bgp vpnv4、 show ip route、 show ip route vrf

Cisco IOS XE
Release 2.1

iBGPのマルチパス
ロードシェアリング
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第 34 章

MPLS-VPNにおけるeBGPおよび iBGPに対
する BGPマルチパスロードシェアリング

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロードシェアリング機能に
よって、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワー
ク（VPN）を使用するように設定されたボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネットワー
クで、外部BGP（eBGP）パスおよび内部BGP（iBGP）パスの両方を使用してマルチパスロー
ドバランシングを設定できます。この機能によって、ロードバランシングの配備能力および

サービス提供能力が向上します。また、この機能は、マルチホームネットワークおよびスタブ

ネットワークから eBGPパスおよび iBGPパスの両方をインポートするマルチホーム自律シス
テムおよびプロバイダーエッジ（PE）ルータのために役立ちます。

•機能情報の確認（663ページ）
• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングの前提条件（664ページ）

• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングの制約事項（664ページ）

• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングについて（665ページ）

• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングの設定方法（667ページ）

• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングの設定例（670ページ）

•次の作業（671ページ）
•その他の参考資料（671ページ）
• MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリ
ングの機能情報（673ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
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ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングの前提条件

ロードバランシングの設定に CEFを使用

Cisco Express Forwarding（CEF）または distributed CEF（dCEF）が、参加するすべてのルータ
でイネーブルになっている必要があります。

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングの制約事項

アドレスファミリのサポート

この機能は、VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス単位で設定されます。この機能は
IPv4 VRFアドレスファミリだけで設定できます。

メモリ消費の制約事項

各BGPマルチパスルーティングテーブルエントリでは、追加のメモリを使用します。使用で
きるメモリが少ないルータや、特にフルインターネットルーティングテーブルを送受信する

ルータでは、この機能を使用しないことを推奨します。

ルートリフレクタの制限事項

ルーティングテーブルに複数の iBGPパスがインストールされている場合、ルートリフレクタ
は 1つのパス（ネクストホップ）だけをアドバタイズします。ルータがルートリフレクタの
背後にある場合、マルチホームサイトに接続されているすべてのルータは、別のルート識別子

が VRFごとに設定されない限りアドバタイズされません。
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MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングについて

eBGPと iBGP間のマルチパスロードシェアリング
BGPルーティングプロセスではデフォルトで、1つのパスをベストパスとしてルーティング
情報ベース（RIB）にインストールします。maximum-pathsコマンドを使用すると、マルチパ
スロードシェアリングのために複数のパスをRIBにインストールするようにBGPを設定でき
ます。BGPはこの場合もベストパスアルゴリズムを使用して 1つのマルチパスをベストパス
として選択し、そのベストパスを BGPピアにアドバタイズします。

設定できるマルチパスのパス数は、maximum-pathsコマンドリファレンスのページに記載さ
れています。

（注）

マルチパス全体でのロードバランシングは CEFによって実行されます。CEFロードバランシ
ングは、パケット単位のラウンドロビンまたはセッション単位（送信元と宛先のペア）を基準

として設定されます。CEFについては、『Cisco Express Forwarding Overview』のマニュアルを
参照してください。

MPLSVPNにおける eBGPおよび iBGPに対するBGPマルチパスロードシェアリング機能は、
IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードだけでイネーブルにされます。こ
の機能が有効にされると、VRFにインポートされた eBGPパスまたは iBGPパスあるいはその
両方でロードバランシングを実行できます。マルチパスの数はVRF単位で設定されます。別々
の VRFマルチパス設定は、固有ルート識別子によって分離されます。

MPLSVPNにおける eBGPおよび iBGPに対するBGPマルチパスロードシェアリング機能は、
設定されたアウトバウンドルーティングポリシーのパラメータの範囲内で動作します。

（注）

BGP MPLSネットワークにおける eBGPおよび iBGPのマルチパスロー
ドシェアリング

下の図に、2つのリモートネットワークを PEルータ 1および PEルータ 2に接続したサービ
スプロバイダー BGP MPLSネットワークを示します。PEルータ 1および PEルータ 2には、
いずれも VPNv4ユニキャスト iBGPピアリングが設定されています。ネットワーク 2は、PE
ルータ 1および PEルータ 2に接続されているマルチホームネットワークです。またネット
ワーク 2は、ネットワーク 1とのエクストラネット VPNサービスが設定されています。ネッ
トワーク 1とネットワーク 2は両方とも、PEルータを使用した eBGPピアリングが設定され
ています。
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図 57 :サービスプロバイダー BGP MPLSネットワーク

PEルータ 1には、MPLS VPNにおける eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロード
シェアリング機能が設定でき、これによって、iBGPパスと eBGPパスの両方をマルチパスと
して選択し、ネットワーク 1の VRFにインポートできます。マルチパスは CEFによって使用
され、ロードバランシングが実行されます。ネットワーク 2から PEルータ 1および PEルー
タ 2に送信される IPトラフィックは、eBGPパスを経由して IPトラフィックとして送信され
ます。iBGPパスを経由して送信される IPトラフィックはMPLSトラフィックとして送信さ
れ、eBGPパスを経由して送信されるMPLSトラフィックは IPトラフィックとして送信されま
す。ネットワーク2からアドバタイズされるすべてのプレフィックスは、ルート識別子（RD）
21および RD 22を経由して PEルータ 1によって受信されます。RD 21を経由するアドバタイ
ズメントは IPパケットとして送受信され、RD 22を経由するアドバタイズメントはMPLSパ
ケットとして送受信されます。両方のパスをVRF1のマルチパスとして選択でき、VRF1のRIB
にインストールできます。

ルートリフレクタを使用した eBGPおよび iBGPのマルチパスロード
シェアリング

下の図に、3つの PEルータとルートリフレクタを含むトポロジを示します。これらすべてに
は、iBGPピアリングが設定されています。PEルータ 2および PEルータ 3はそれぞれ、PE
ルータ 1への等価プリファレンス eBGPパスをアドバタイズします。デフォルトでは、ルート
リフレクタは 1つのパスだけを選択し、PEルータ 1にアドバタイズします。
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図 58 :ルートリフレクタを使用したトポロジ

PEルータ 1への等価プリファレンスパスのすべてがルートリフレクタを経由してアドバタイ
ズされるためには、異なる RDを使用して各 VRFを設定する必要があります。ルートリフレ
クタによって受信されるプレフィックスは別々に認識され、PEルータ 1にアドバタイズされ
ます。

eBGPおよび iBGPの両方に対するマルチパスロードシェアリングの
利点

MPLS VPNにおける eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロードシェアリング機能を
使用すると、マルチホーム自律システムおよび PEルータで、eBGPパスおよび iBGPパスの両
方を経由してトラフィックを配信するように設定できます。

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングの設定方法

eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロードシェアリングの設
定

この機能を設定するには、このセクションの手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
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4. address-family ipv4 vrf vrf-name
5. maximum-paths eibgp number
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルを有効に
します。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 40000

ステップ 3

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードにします。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 4

•別々のVRFマルチパス設定は、固有ルート識別
子によって分離されます。

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
RED

ルーティングテーブルにインストールできるパラレ

ルの iBGPルートおよび eBGPルートの数を設定し
ます。

maximum-paths eibgp number

例：

Device(config-router-af)# maximum-paths eibgp 6

ステップ 5

maximum-paths eibgpコマンドは IPv4VRF
アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードだけで設定でき、他のすべての

アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードでは設定できません。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
668

MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロードシェアリング

eBGPおよび iBGPに対する BGPマルチパスロードシェアリングの設定



eBGPおよび iBGPの両方に対するマルチパスロードシェアリングの
設定の確認

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp neighbors [neighbor-address[advertised-routes | dampened-routes | flap-statistics

| paths [regexp] | received prefix-filter | received-routes | routes]]
3. show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name}
4. show ip route vrf vrf-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルを有効に
します。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

ネイバーへの TCP接続および BGP接続についての
情報を表示します。

show ip bgp neighbors
[neighbor-address[advertised-routes | dampened-routes
| flap-statistics | paths [regexp] | received prefix-filter |
received-routes | routes]]

ステップ 2

例：

Device# show ip bgp neighbors

VPNアドレス情報をBGPテーブルから表示します。
このコマンドは、VRFが BGPによって受信された
ことを確認するために使用します。

show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf
vrf-name}

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp vpnv4 vrf RED

VRFインスタンスに関連する IPルーティングテー
ブルを表示します。show ip route vrfコマンドは、該

show ip route vrf vrf-name

例：

ステップ 4

当する VRFがルーティングテーブルにあることを
確認するために使用します。Device# show ip route vrf RED
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MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングの設定例

例：eBGPおよび iBGPのマルチパスロードシェアリングの設定
次の設定例では、ルータをアドレスファミリモードで設定して、6つの BGPルート（eBGP
または iBGP）をマルチパスとして選択します。

Device(config)# router bgp 40000
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf RED
Device(config-router-af)# maximum-paths eibgp 6
Device(config-router-af)# end

例：eBGPおよび iBGPのマルチパスロードシェアリングの確認
iBGPルートおよび eBGPルートがロードシェアリングについて設定されたことを確認するに
は、 show ip bgp vpnv4 EXECコマンドまたは show ip route vrf EXECコマンドを使用します。

次の例では、show ip bgp vpnv4コマンドを入力して、VPNv4 RIBにインストールされたマル
チパスを表示します。

Device# show ip bgp vpnv4 all 10.22.22.0

BGP routing table entry for 10:1:22.22.22.0/24, version 19
Paths:(5 available, best #5)
Multipath:eiBGP
Advertised to non peer-group peers:
10.0.0.2 10.0.0.3 10.0.0.4 10.0.0.5
22
10.0.0.2 (metric 20) from 10.0.0.4 (10.0.0.4)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:0x0:0:0 RT:100:1 0x0:0:0
Originator:10.0.0.2, Cluster list:10.0.0.4

22
10.0.0.2 (metric 20) from 10.0.0.5 (10.0.0.5)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:0x0:0:0 RT:100:1 0x0:0:0
Originator:10.0.0.2, Cluster list:10.0.0.5

22
10.0.0.2 (metric 20) from 10.0.0.2 (10.0.0.2)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:RT:100:1 0x0:0:0

22
10.0.0.2 (metric 20) from 10.0.0.3 (10.0.0.3)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, multipath
Extended Community:0x0:0:0 RT:100:1 0x0:0:0
Originator:10.0.0.2, Cluster list:10.0.0.3

22
10.1.1.12 from 10.1.1.12 (10.22.22.12)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, multipath, best
Extended Community:RT:100:1
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次の例では、show ip route vrfコマンドを入力して、VRFテーブル内のマルチパスルートを表
示します。

Device# show ip route vrf PATH 10.22.22.0

Routing entry for 10.22.22.0/24
Known via "bgp 1", distance 20, metric 0
Tag 22, type external
Last update from 10.1.1.12 01:59:31 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.0.0.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.0.0.4, 01:59:31 ago

Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.0.0.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.0.0.5, 01:59:31 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.0.0.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.0.0.2, 01:59:31 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.0.0.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.0.0.3, 01:59:31 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

10.1.1.12, from 10.1.1.12, 01:59:31 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 1

次の作業
拡張コミュニティとして自律システム出口リンクの帯域幅をアドバタイズする方法について

は、「BGPリンク帯域幅」モジュールを参照してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド：コマンド構文、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト、使用

に関する注意事項、および例

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーショ
ンガイド』の「BGPリンク帯域幅」モジュール

総合的な BGPリンク帯域幅の設定例およ
び作業

『IP Switching Cisco Express Forwarding
ConfigurationGuide』の「CEFOverview」モジュー
ル

CEF設定作業
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標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

プラットフォームおよび Cisco IOS Releaseによりサポート
されているMIBのリストを入手し、MIBモジュールをダ
ウンロードするには、Cisco.comの次のシスコMIB Webサ
イトの URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

この機能によってサポートされる

新しいMIBまたは変更された
MIBはありません。またこの機
能による既存MIBのサポートに
変更はありません。

RFC

タイトルRFC

『A Border Gateway Protocol 4（BGP4）』RFC
1771

『BGP/MPLS VPNs』RFC
2547

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する
BGPマルチパスロードシェアリングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 50 : MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPの両方に対する BGPマルチパスロードシェアリングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco ASR 1000シリー
ズのアグリゲーションサービスルー

タで導入されました。

Cisco IOS XEリリー
ス 2.1

MPLS-VPNにおける eBGPおよび
iBGPに対する BGPマルチパス
ロードシェアリング
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第 35 章

6つを超えるパラレルパスにおける IPパ
ケットのロードシェアリング

ここでは、6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロードシェアリング機能につい
て説明します。この機能により、マルチパスロードシェアリングの目的でルーティングテー

ブルにインストールされるパラレルルートの最大数を増やすことができます。

•機能情報の確認（675ページ）
• 6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロードシェアリングの概要（676ペー
ジ）

•その他の参考資料（676ページ）
• 6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロードシェアリングの機能情報（677
ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロード
シェアリングの概要

6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロードシェアリング機能により、ルーティ
ングテーブルにインストールできるパラレルルートの最大数を増やすことができます。次の

コマンドに対する最大数は、6から 16に増加しました。

• maximum-paths

• maximum-paths eibgp

• maximum-paths ibgp

show ip route summaryコマンドの出力は、ルーティングテーブルでサポートされているパラ
レルルートの数を表示するようにアップデートされました。

この機能の利点は次のとおりです。

•ルーティングテーブルのパラレルルートがより柔軟なコンフィギュレーションとなる。

•より多くのリンクでマルチパスロードシェアリングを設定する機能により、低速なリンク
を使用してより高度な帯域幅集約を実現するコンフィギュレーションが可能となる。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

「MPLS-VPNにおける eBGPおよび iBGPに対するBGP
マルチパスロードシェアリング」モジュール

eBGPマルチパスロードシェアリン
グ

「iBGPマルチパスロードシェアリング」モジュールiBGPのマルチパスロードシェアリ
ング
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロード
シェアリングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 51 : 6つを超えるパラレルパスにおける IPパケットのロードシェアリングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シリーズのアグリ
ゲーションサービスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが変更されまし

た。maximum-paths、maximum-paths eibgp、
maximum-paths ibgp、 show ip route summary

Cisco IOS XEリ
リース 2.1

6つを超えるパラレルパス
における IPパケットの
ロードシェアリング
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BGPポリシーアカウンティング

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ポリシーアカウンティングは、異なるピア間で送
受信される IPトラフィックを測定および分類します。ポリシーアカウンティングは入力イン
ターフェイスでイネーブル化されます。また、コミュニティリスト、自律システム番号、また

は自律システムパスなどのパラメータに基づくカウンタが割り当てられ、IPトラフィックを
識別します。

•機能情報の確認（679ページ）
•前提条件（679ページ）
• BGPポリシーアカウンティングに関する情報（680ページ）
• BGPポリシーアカウンティングの設定方法（681ページ）
• BGPポリシーアカウンティングの設定例（685ページ）
•その他の参考資料（686ページ）
• BGPポリシーアカウンティングの機能情報（687ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

前提条件
BGPポリシーアカウンティング機能を使用する前に、ルータで BGPおよび CEFまたは dCEF
をイネーブルにする必要があります。
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BGPポリシーアカウンティングに関する情報

BGPポリシーアカウンティングの概要
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ポリシーアカウンティングは、異なるピア間で送
受信される IPトラフィックを測定および分類します。ポリシーアカウンティングは入力イン
ターフェイスでイネーブル化されます。また、コミュニティリスト、自律システム番号、また

は自律システムパスなどのパラメータに基づくカウンタが割り当てられ、IPトラフィックを
識別します。

BGPの table-mapコマンドを使用することで、ルーティングテーブルに追加されるプレフィッ
クスは、BGP属性、自律システム番号、または自律システムパス別に分類されます。パケッ
トおよびバイトカウンタは、入力インターフェイス単位で増加します。トラフィックは、Cisco
IOSポリシーベースの分類子により、異なるトラフィッククラスを表す 8つの可能性のあるバ
ケットのうちの 1つにマッピングされます。

BGPポリシーアカウンティングを使用して、通過するルートに基づいてトラフィックのアカ
ウンティングを行うことができます。サービスプロバイダー（SP）は、すべてのトラフィッ
クをカスタマー別に識別してアカウンティングを行うことができ、それに応じて課金できま

す。下の図では、BGPポリシーアカウンティングはルータ Aで実装され、自律システムバ
ケットにおけるパケットおよびバイトボリュームを測定します。カスタマーは、国内、海外、

または衛星経由の送信元からルーティングされたトラフィックに応じて適切に課金されます。

図 59 : BGPポリシーアカウンティングのトポロジ例

自律システム番号を使用したBGPポリシーアカウンティングは、インターネットサービスプ
ロバイダー（ISP）間でのネットワーク回線のピアリングおよび中継の契約に関する設計を改
善するために使用できます。
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BGPポリシーアカウンティングの利点

格差を付けた IPトラフィックのアカウンティング

BGPポリシーアカウンティングは、自律システム番号、自律システムパス、またはコミュニ
ティリストストリングに基づいて IPトラフィックを分類し、パケットおよびバイトカウンタ
の値を増加させます。サービスプロバイダーは、ルート固有のトラフィックトラバースに基

づいてトラフィックのアカウンティングを行い、請求に適用できます。

ネットワーク回線のピアリングおよび中継の契約に関する効率的な設計

BGPポリシーアカウンティングをエッジルータに実装すると、ピアリングおよび中継の契約
に関する設計の潜在的な改善点を明らかにすることができます。

BGPポリシーアカウンティングの設定方法

BGPポリシーアカウンティングの一致基準の指定
BGPポリシーアカウンティングを設定する最初の作業は、一致する必要のある基準を指定す
ることです。コミュニティリスト、自律システムパス、または自律システム番号は、指定が

可能で、後でルートマップを使用してマッチングできる BGP属性の例です。

BGPポリシーアカウンティングに使用するBGP属性を指定し、ルートマップで一致基準を作
成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Device(config)# ip community-list community-list-number {permit | deny} community-number
2. Device(config)# route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
3. Device(config-route-map)#match community-list community-list-number [exact]
4. Device(config-route-map)# set traffic-index bucket-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPのコミュニティリストを作成し、アクセスを制
御します。

Device(config)# ip community-list community-list-number
{permit | deny} community-number

ステップ 1

このステップは、指定する対象のコミュニティごと

に繰り返す必要があります。

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ポリシールーティングの条件を定義します。

Device(config)# route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

ステップ 2

map-name引数はルートマップを識別します。
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目的コマンドまたはアクション

オプションの permitおよび denyの各キーワードは
一致基準および設定基準とともに機能し、パケット

のアカウンティングを行う方法を制御します。

オプションの sequence-number引数は、同一の名前
ですでに設定されているルートマップのリスト内に

おける新しいルートマップの場所を示します。

BGPコミュニティを照合します。Device(config-route-map)#match community-list
community-list-number [exact]

ステップ 3

BGPポリシーアカウンティングのルートマップの
match句を渡すパケットの出力先を示します。

Device(config-route-map)# set traffic-index
bucket-number

ステップ 4

IPトラフィックの分類および BGPポリシーアカウンティングの有効
化

ルートマップを定義して一致基準を指定した後、BGPポリシーアカウンティングを有効にす
る前に、IPトラフィックを分類する方法を設定する必要があります。

ルーティングテーブルに追加される各プレフィックスは、table-mapコマンドで、一致基準に
基づいて BGPにより分類されます。BGPポリシーアカウンティングは、インターフェイスで
bgp-policy accountingコマンドが設定されたときに有効化されます。

IPトラフィックを分類してBGPポリシーアカウンティングを有効にするには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Device(config)# router bgp as-number
2. Device(config-router)# table-map route-map-name
3. Device(config-router)# network network-number [mask network-mask]
4. Device(config-router)# neighbor ip-address remote-as as-number
5. Device(config-router)# exit
6. Device(config)# interface interface-type interface-number
7. Device(config-if)# no ip directed-broadcast
8. Device(config-if)# ip address ip-address mask
9. Device(config-if)# bgp-policy accounting

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Device(config)# router bgp as-numberステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングテーブルに入力されたBGPプレフィッ
クスを分類します。

Device(config-router)# table-map route-map-nameステップ 2

BGPルーティングプロセスによってアドバタイズさ
れるネットワークを指定します。

Device(config-router)# network network-number [mask
network-mask]

ステップ 3

BGPルーティングテーブルにエントリを追加して、
BGPピアを指定します。

Device(config-router)# neighbor ip-address remote-as
as-number

ステップ 4

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

Device(config-router)# exitステップ 5

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

Device(config)# interface interface-type interface-numberステップ 6

ブロードキャストよりもインターフェイスが添付さ

れたサブネットを宛先とする、誘導されたブロード

Device(config-if)# no ip directed-broadcastステップ 7

キャストをドロップするようにインターフェイスを

設定します。これはセキュリティの問題です。

IPアドレスを使用してインターフェイスを設定しま
す。

Device(config-if)# ip address ip-address maskステップ 8

インターフェイスに対して、BGPポリシーアカウン
ティングを有効にします。

Device(config-if)# bgp-policy accountingステップ 9

BGPポリシーアカウンティングの確認
BGPポリシーアカウンティングが動作しているかを確認するために、次の手順を実行します。

手順の概要

1. detailキーワードを指定して show ip cef EXECコマンドを入力し、指定されたプレフィッ
クスに割り当てられているアカウンティングバケットを調べます。

2. 手順 1で使用したのと同じプレフィックス（192.168.5.0）について show ip bgp EXECコマ
ンドを入力し、このプレフィックスに割り当てられているコミュニティを調べます。

3. show cef interface policy-statistics EXECコマンドを入力し、インターフェイス単位のトラ
フィック統計情報を表示します。

手順の詳細

ステップ 1 detailキーワードを指定して show ip cef EXECコマンドを入力し、指定されたプレフィックスに割り当て
られているアカウンティングバケットを調べます。
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この例では、プレフィックス 192.168.5.0についての出力が表示されます。この例では、アカウンティング
バケット番号「4」（traffic_index4）がこのプレフィックスに割り当てられていることが示されています。

例：

Device# show ip cef 192.168.5.0 detail

192.168.5.0/24, version 21, cached adjacency to POS7/2
0 packets, 0 bytes, traffic_index 4
via 10.14.1.1, 0 dependencies, recursive
next hop 10.14.1.1, POS7/2 via 10.14.1.0/30
valid cached adjacency

ステップ 2 手順 1で使用したのと同じプレフィックス（192.168.5.0）について show ip bgp EXECコマンドを入力し、
このプレフィックスに割り当てられているコミュニティを調べます。

この例では、プレフィックス 192.168.5.0についての出力が表示されます。この例では、コミュニティ
「100:197」がこのプレフィックスに割り当てられていることが示されています。

例：

Device# show ip bgp 192.168.5.0

BGP routing table entry for 192.168.5.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
100
10.14.1.1 from 10.14.1.1 (32.32.32.32)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best
Community: 100:197

ステップ 3 show cef interface policy-statisticsEXECコマンドを入力し、インターフェイス単位のトラフィック統計情報
を表示します。

この例では、各アカウンティングバケットに割り当てられているパケットおよびバイトの数が出力に表示

されます。

例：

Device# show cef interface policy-statistics

POS7/0 is up (if_number 8)
Bucket Packets Bytes
1 0 0
2 0 0
3 50 5000
4 100 10000
5 100 10000
6 10 1000
7 0 0
8 0 0
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BGPポリシーアカウンティングのモニタリングおよびメンテナンス
目的コマンド

（任意）すべてのインターフェイス

に対する CEFポリシー統計情報の詳
細を表示します。

Device# show cef interface [type number]

policy-statistics

（任意）BGPルーティングテーブル
のエントリを表示します。

Device# show ip bgp [network] [network mask]

[longer-prefixes]

（任意）転送情報ベース（FIB）のエ
ントリまたは FIBの概要を表示しま
す。

Device# show ip cef [network [mask]] [detail]

BGPポリシーアカウンティングの設定例

例：BGPポリシーアカウンティングの一致基準の指定
次の例では、BGPコミュニティがコミュニティリストに指定され、set_bucketという名前の
ルートマップが、set traffic-indexコマンドを使用して、各コミュニティリストが特定のアカ
ウンティングバケットに一致するように設定されます。

ip community-list 30 permit 100:190
ip community-list 40 permit 100:198
ip community-list 50 permit 100:197
ip community-list 60 permit 100:296
!
route-map set_bucket permit 10
match community 30
set traffic-index 2
!
route-map set_bucket permit 20
match community 40
set traffic-index 3
!
route-map set_bucket permit 30
match community 50
set traffic-index 4
!
route-map set_bucket permit 40
match community 60
set traffic-index 5
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例：IPトラフィックの分類および BGPポリシーアカウンティングの
有効化

次に、POSインターフェイス 7/0で BGPポリシーアカウンティングが有効化され、table-map
コマンドにより IPルーティングテーブルがBGPで学習されたルートによりアップデートされ
たときに、バケット番号が変更される例を示します。

router bgp 65000
table-map set_bucket
network 10.15.1.0 mask 255.255.255.0
neighbor 10.14.1.1 remote-as 65100
!
ip classless
ip bgp-community new-format
!
interface POS7/0
ip address 10.15.1.2 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
bgp-policy accounting
no keepalive
crc 32
clock source internal

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』Cisco Express Forwarding（CEF）および分
散型 CEF（dCEF）

『Cisco IOS Switching Services Configuration Guide』
の「CEF Overview」モジュール

Cisco Express Forwarding（CEF）および分
散型 CEF（dCEF）の設定情報
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセッ

トのMIBを検索してダウンロードする場
合は、次の URLにある Cisco MIB Locator
を使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-BGP-POLICY-ACCOUNTING-MIB

CISCO-BGP-POLICY-ACCOUNTING-MIB
は、Cisco IOS Release 12.0(9)S、
12.0(17)ST、およびそれ以降のリリース
だけで使用可能です。このMIBは、いず
れのメインラインおよび Tトレインリ
リースでも使用できません。

（注）

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPポリシーアカウンティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 52 : BGPポリシーアカウンティングの機能情報

機能情報リリース機能名

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ポリシーア
カウンティングは、異なるピア間で送受信される IPト
ラフィックを測定および分類します。ポリシーアカウ

ンティングは入力インターフェイスでイネーブル化さ

れます。また、コミュニティリスト、自律システム番

号、または自律システムパスなどのパラメータに基づ

くカウンタが割り当てられ、IPトラフィックを識別し
ます。

次のコマンドが導入または変更されました。

• bgp-policy

• set traffic-index

• show cef interface policy-statistics

• show ip bgp

• show ip cef

12.0(9)S

12.0(17)ST

12.2(13)T

15.0(1)S

12.2(50)SY

Cisco IOS XE Release
3.8S

BGPポリシー
アカウンティ

ング
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第 37 章

BGPポリシーアカウンティング出力イン
ターフェイスアカウンティング

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ポリシーアカウンティング（PA）では、異なるピ
ア間で送受信される IPトラフィックを測定および分類します。ポリシーアカウンティングは、
以前は入力インターフェイスだけで使用可能でした。BGPポリシーアカウンティング出力イ
ンターフェイスアカウンティング機能により、BGP PAを出力インターフェイスでイネーブル
にし、インターフェイスの入力トラフィックおよび出力トラフィックの両方の送信元アドレス

に基づくアカウンティングを組み込むための複数の拡張機能が追加されます。IPトラフィック
を識別するために、コミュニティリスト、自律システム番号、または自律システムパスなど

のパラメータに基づくカウンタが割り当てられます。

•機能情報の確認（689ページ）
• BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの前提条件（690ページ）
• BGP PA出力インターフェイスアカウンティングに関する情報（690ページ）
• BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの設定方法（692ページ）
• BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの設定例（698ページ）
•その他の参考資料（699ページ）
• BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスアカウンティングの機能情報（701
ページ）

•用語集（702ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの前提
条件

BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスアカウンティング機能を使用する前に、
BGPおよび Cisco Express Forwarding（CEF）または分散型 CEFをルータで有効にする必要があ
ります。

BGP PA出力インターフェイスアカウンティングに関す
る情報

BGP PA出力インターフェイスアカウンティング
BGPを使用したポリシーアカウンティングでは、異なるピア間で送受信される IPトラフィッ
クを測定および分類します。BGP PAは元々、入力インターフェイスだけで使用可能でした。
BGP PA出力インターフェイスアカウンティングでは、BGP PAを出力インターフェイスでイ
ネーブルにし、インターフェイスの入力トラフィックおよび出力トラフィックの両方の送信元

アドレスに基づくアカウンティングを組み込むための複数の拡張機能が導入されています。IP
トラフィックを識別するために、コミュニティリスト、自律システム番号、または自律システ

ムパスなどのパラメータに基づくカウンタが割り当てられます。

BGPの table-mapコマンドを使用することで、ルーティングテーブルに追加されるプレフィッ
クスは、BGP属性、自律システム番号、または自律システムパス別に分類されます。パケッ
トカウンタおよびバイトカウンタは、入力インターフェイスまたは出力インターフェイス単

位で増加します。シスコのポリシーベースの分類機能によって、トラフィックは異なるトラ

フィッククラスを表す 8つのうちいずれか 1つのバケットにマッピングされます。

BGP PAを使用することで、トラフィックの発信元またはトラフィックが通過したルートに応
じてトラフィックのアカウンティングを行うことができます。サービスプロバイダー（SP）
は、すべてのトラフィックをカスタマー別に識別してアカウンティングを行うことができ、そ

れに応じて課金できます。下の図では、BGP PAはルータAで実装され、自律システムバケッ
トにおけるパケットおよびバイトボリュームを測定します。カスタマーは、国内、海外、また

は衛星経由の送信元からルーティングされたトラフィックに応じて適切に課金されます。
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図 60 : BGPポリシーアカウンティングのトポロジ例

自律システム番号を使用したBGPポリシーアカウンティングは、インターネットサービスプ
ロバイダー（ISP）間でのネットワーク回線のピアリングおよび中継の契約に関する設計を改
善するために使用できます。

BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの利点

格差を付けた IPトラフィックのアカウンティング

BGPポリシーアカウンティングは、自律システム番号、自律システムパス、またはコミュニ
ティリストストリングに基づいて IPトラフィックを分類し、パケットおよびバイトカウンタ
の値を増加させます。ポリシーアカウンティングは、送信元アドレスを基本とすることもでき

ます。サービスプロバイダーはトラフィックのアカウンティングを行い、トラフィックの発信

元または特定のトラフィックが通過したルートに応じた課金を適用できます。

ネットワーク回線のピアリングおよび中継の契約に関する効率的な設計

BGPポリシーアカウンティングをエッジルータに実装すると、ピアリングおよび中継の契約
に関する設計の潜在的な改善点を明らかにすることができます。
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BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの設定
方法

BGP PAの一致基準の指定
BGP PAを設定する最初の作業は、一致させる必要がある基準を指定することです。コミュニ
ティリスト、自律システムパス、または自律システム番号は、指定が可能で、後でルートマッ

プを使用してマッチングできる BGP属性の例です。BGP PAに使用する BGP属性を指定し、
ルートマップ内の一致基準を作成するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip community-list {standard-list-number | expanded-list-number [regular-expression] | {standard

| expanded} community-list-name} {permit | deny} {community-number | regular-expression}
4. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
5. match community-list community-list-number [exact]
6. set traffic-index bucket-number
7. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPのコミュニティリストを作成し、アクセスを制
御します。

ip community-list {standard-list-number |
expanded-list-number [regular-expression] | {standard |
expanded} community-list-name} {permit | deny}
{community-number | regular-expression}

ステップ 3

•指定する各コミュニティについて、このステッ
プを繰り返します。

例：

Device(config)# ip community-list 30 permit
100:190
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ポリシールーティングの条件を定義します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 4

• map-name引数はルートマップを識別します。

Device(config)# route-map set_bucket permit 10 •オプションの permitおよび denyの各キーワー
ドは一致基準および設定基準とともに機能し、

パケットのアカウンティングを行う方法を制御

します。

•オプションの sequence-number引数は、同一の
名前ですでに設定されているルートマップのリ

スト内における新しいルートマップの場所を示

します。

BGPコミュニティを照合します。match community-list community-list-number [exact]

例：

ステップ 5

Router(config-route-map)# match community-list 30

BGPポリシーアカウンティングのルートマップの
match句を渡すパケットの出力先を示します。

set traffic-index bucket-number

例：

ステップ 6

Device(config-route-map)# set traffic-index 2

ルートマップインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了して、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 7

IPトラフィックの分類および BGP PAの有効化
ルートマップを定義して一致基準を指定した後、BGPポリシーアカウンティングを有効にす
る前に、IPトラフィックを分類する方法を設定する必要があります。

table-mapコマンドを使用することで、BGPではルーティングテーブルに追加した各プレフィッ
クスを、一致基準に応じて分類します。BGPポリシーアカウンティングは、インターフェイ
スで bgp-policy accountingコマンドが設定されたときに有効化されます。

IPトラフィックを分類して BGPポリシーアカウンティングを有効にするには、次の作業を実
行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. router bgp as-number
4. table-map route-map-name
5. network network-number [mask network-mask]
6. neighbor ip-address remote-as as-number
7. exit
8. interface type number
9. ip address ip-address mask
10. bgp-policy accounting [input | output] [source]
11. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定された
ルーティングプロセスのルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 65000

ステップ 3

• as-number引数は、BGP自律システム番号を識
別します。

ルーティングテーブルに入力された BGPプレ
フィックスを分類します。

table-map route-map-name

例：

ステップ 4

Device(config-router)# table-map set_bucket

BGPルーティングプロセスによってアドバタイズ
されるネットワークを指定します。

network network-number [mask network-mask]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# network 10.15.1.0 mask
255.255.255.0

BGPルーティングテーブルにエントリを追加して、
BGPピアを指定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 10.14.1.1
remote-as 65100
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7

インターフェイスのタイプと番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface POS 7/0

ステップ 8

• type引数は、インターフェイスのタイプを識別
します。

• number引数は、インターフェイスのスロット
番号およびポート番号を識別します。インター

フェイスのタイプと番号の間のスペースは任意

です。

IPアドレスを使用してインターフェイスを設定し
ます。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 9

Device(config-if)# ip-address 10.15.1.2
255.255.255.0

インターフェイスに対して、BGPポリシーアカウ
ンティングを有効にします。

bgp-policy accounting [input | output] [source]

例：

ステップ 10

•任意の inputまたは outputキーワードを使用
すると、ルータに入力または出力されるいずれ

Device(config-if)# bgp-policy accounting input
source

かのトラフィックのアカウンティングを行うこ

とができます。デフォルトでは、BGPポリシー
アカウンティングは、ルータに入力されるトラ

フィックに基づきます。

•任意の sourceキーワードを使用すると、送信
元アドレスに基づいてトラフィックのアカウン

ティングを行うことができます。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 11

BGPポリシーアカウンティングの確認
BGPポリシーアカウンティングが動作していることを確認するには、次の作業を実行します。
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手順の概要

1. show ip cef [network [mask]] [detail]
2. show ip bgp [network] [network-mask] [longer-prefixes]
3. show cef interface [type number] policy-statistics [input | output]
4. show cef interface [type number] [statistics] [detail]

手順の詳細

ステップ 1 show ip cef [network [mask]] [detail]

detailキーワードを指定して show ip cefコマンドを入力し、指定されたプレフィックスに割り当てられて
いるアカウンティングバケットを調べます。

この例では、プレフィックス 192.168.5.0についての出力が表示されます。このプレフィックスにアカウン
ティングバケット番号 4（traffic_index 4）が割り当てられていることが示されます。

例：

Device# show ip cef 192.168.5.0 detail

192.168.5.0/24, version 21, cached adjacency to POS7/2
0 packets, 0 bytes, traffic_index 4
via 10.14.1.1, 0 dependencies, recursive
next hop 10.14.1.1, POS7/2 via 10.14.1.0/30
valid cached adjacency

ステップ 2 show ip bgp [network] [network-mask] [longer-prefixes]

手順 1で使用したのと同じプレフィックス（192.168.5.0）について show ip bgpコマンドを入力し、このプ
レフィックスに割り当てられているコミュニティを調べます。

この例では、プレフィックス 192.168.5.0についての出力が表示されます。この例では、コミュニティ
「100:197」がこのプレフィックスに割り当てられていることが示されています。

例：

Device# show ip bgp 192.168.5.0

BGP routing table entry for 192.168.5.0/24, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
100
10.14.1.1 from 10.14.1.1 (32.32.32.32)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best
Community: 100:197

ステップ 3 show cef interface [type number] policy-statistics [input | output]

インターフェイス単位のトラフィック統計情報を表示します。

この例では、各アカウンティングバケットに割り当てられているパケットおよびバイトの数が出力に表示

されます。

例：
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Device# show cef interface policy-statistics input

FastEthernet1/0/0 is up (if_number 6)
Corresponding hwidb fast_if_number 6
Corresponding hwidb firstsw->if_number 6
BGP based Policy accounting on input is enabled
Index Packets Bytes

1 9999 999900
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
8 0 0
9 0 0
10 0 0
11 0 0
12 0 0
13 0 0
14 0 0
15 0 0
16 0 0
17 0 0
18 0 0
19 0 0
20 0 0
21 0 0
22 0 0
23 0 0
24 0 0
25 0 0
26 0 0
27 0 0
28 0 0
29 0 0
30 0 0
31 0 0
32 0 0
33 0 0
34 1234 123400
35 0 0
36 0 0
37 0 0
38 0 0
39 0 0
40 0 0
41 0 0
42 0 0
43 0 0
44 0 0
45 1000 100000
46 0 0
47 0 0
48 0 0
49 0 0
50 0 0
51 0 0
52 0 0
53 0 0
54 5123 1198782
55 0 0
56 0 0
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57 0 0
58 0 0
59 0 0
60 0 0
61 0 0
62 0 0
63 0 0
64 0 0

ステップ 4 show cef interface [type number] [statistics] [detail]

指定したインターフェイスの BGPポリシーアカウンティングの状態を表示します。

この例では、BGPポリシーアカウンティングは、ファストイーサネットインターフェイス 1/0/0の入力ト
ラフィックに基づいて設定されていることが出力に示されています。

例：

Device# show cef interface Fast Ethernet 1/0/0

FastEthernet1/0/0 is up (if_number 6)
Corresponding hwidb fast_if_number 6
Corresponding hwidb firstsw->if_number 6
Internet address is 10.1.1.1/24
ICMP redirects are always sent
Per packet load-sharing is disabled
IP unicast RPF check is disabled
Inbound access list is not set
Outbound access list is not set
IP policy routing is disabled
BGP based policy accounting on input is enabled
BGP based policy accounting on output is disabled
Hardware idb is FastEthernet1/0/0 (6)
Software idb is FastEthernet1/0/0 (6)
Fast switching type 1, interface type 18
IP Distributed CEF switching enabled
IP Feature Fast switching turbo vector
IP Feature CEF switching turbo vector
Input fast flags 0x100, Output fast flags 0x0, Flags 0x0
ifindex 7(7)
Slot 1 Slot unit 0 VC -1
Transmit limit accumulator 0xE8001A82 (0xE8001A82)
IP MTU 1500

BGP PA出力インターフェイスアカウンティングの設定
例

BGPポリシーアカウンティングの一致基準の指定例
次の例では、BGPコミュニティがコミュニティリストに指定され、set_bucketという名前の
ルートマップが、set traffic-indexコマンドを使用して、各コミュニティリストが特定のアカ
ウンティングバケットに一致するように設定されます。
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ip community-list 30 permit 100:190
ip community-list 40 permit 100:198
ip community-list 50 permit 100:197
ip community-list 60 permit 100:296
!
route-map set_bucket permit 10
match community-list 30
set traffic-index 2
!
route-map set_bucket permit 20
match community-list 40
set traffic-index 3
!
route-map set_bucket permit 30
match community-list 50
set traffic-index 4
!
route-map set_bucket permit 40
match community-list 60
set traffic-index 5

IPトラフィックの分類および BGPポリシーアカウンティングの有効
化の例

次の例では、BGPポリシーアカウンティングが POSインターフェイス 2/0/0で有効になりま
す。ポリシーアカウンティング基準は入力トラフィックの送信元アドレスに基づいており、

table-mapコマンドを使用して、IPルーティングテーブルが BGPから学習したルートで更新
されるときにバケット番号を変更するようにします。

router bgp 65000
table-map set_bucket
network 10.15.1.0 mask 255.255.255.0
neighbor 10.14.1.1 remote-as 65100
!
ip classless
ip bgp-community new-format
!
interface POS2/0/0
ip address 10.15.1.2 255.255.255.0
bgp-policy accounting input source
no keepalive
crc 32
clock source internal

その他の参考資料
以下の各項では、BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスアカウンティング機
能に関する関連資料を示します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモー
ド、デフォルト、使用上の注意事項、および例

『Cisco IOS IP Switching Command
Reference』

スイッチングコマンド：コマンド構文の詳細、コマ

ンドモード、デフォルト、使用上の注意事項、およ

び例

『Cisco IOS Master Command List, All
Releases』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-BGP-POLICY-ACCOUNTING-MIB

RFC

タイト

ル

RFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。
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テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。

BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスア
カウンティングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 53 : BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスアカウンティングの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPポリシーアカウンティングは、異なるピア間
で送受信される IPトラフィックを測定および分類
します。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲー
ションサービスルータで導入されました。

Cisco IOS XE
Release 2.1

BGPポリシーアカウン
ティング
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機能情報リリース機能名

この機能により、BGP PAを出力インターフェイス
で有効にし、インターフェイスの入力トラフィック

および出力トラフィックの両方の送信元アドレスに

基づくアカウンティングを組み込むための複数の拡

張機能が追加されます。

この機能は、CiscoASR1000シリーズルータで導入
されました。

この機能により、次のコマンドが導入または変更さ

れました。bgp-policy、set traffic-index、show cef
interface、show cef interface policy-statistics

Cisco IOS XE
Release 2.1

BGPポリシーアカウン
ティング出力インター

フェイスアカウンティ

ング

CISCO-BGP-POLICY-ACCOUNTING-MIBが導入さ
れました。

この機能は、CiscoASR1000シリーズルータで導入
されました。

Cisco IOS XE
Release 2.1

BGPポリシーアカウン
ティングの SNMPサ
ポート

用語集
AS：自律システム。独立した独自のルーティングポリシーを持ち、単一権限によって管理さ
れるルーティングドメインを表す IP用語です。

BGP：Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェイプロトコル）。他の BGPシステムと
の間で到着可能性情報を交換するドメイン間ルーティングプロトコルです。

CEF：Cisco Express Forwarding（シスコエクスプレスフォワーディング）。

dCEF：distributedCisco Express Forwarding（分散型シスコエクスプレスフォワーディング）。
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第 38 章

BGPコストコミュニティ

BGPコストコミュニティ機能により、コスト拡張コミュニティ属性が導入されます。コスト
コミュニティとは、非推移的な拡張コミュニティ属性で、内部 BGP（iBGP）およびコンフェ
デレーションピアには渡されますが、外部 BGP（eBGP）ピアには渡されません。コストコ
ミュニティ機能により、コスト値を特定のルートに割り当てることで、ローカルルートプリ

ファレンスをカスタマイズし、ベストパス選択プロセスに反映させることができます。

Cisco IOS Release 12.0(27)S、12.3(8)T、12.2(25)S、およびそれ以降のリリースでは、VPNおよ
びバックドアリンクを備えた多様な EIGRPMPLS VPNネットワークトポロジのためにサポー
トが導入されました。

•機能情報の確認（703ページ）
• BGPコストコミュニティ機能の前提条件（704ページ）
• BGPコストコミュニティ機能の制約事項（704ページ）
• BGPコストコミュニティ機能に関する情報（704ページ）
• BGPコストコミュニティ機能の設定方法（708ページ）
• BGPコストコミュニティ機能の設定例（710ページ）
•その他の参考資料（712ページ）
• BGPコストコミュニティの機能情報（714ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPコストコミュニティ機能の前提条件
このマニュアルは、BGPがネットワークで設定されていること、およびピアリングが確立され
ていることを前提としています。

BGPコストコミュニティ機能の制約事項
• BGPコストコミュニティ機能が設定できるのは、自律システムまたはコンフェデレーショ
ン内だけです。コストコミュニティは非推移的な拡張コミュニティ属性で、iBGPおよび
コンフェデレーションピアだけに渡され、eBGPピアには渡されません。

•コストコミュニティフィルタリングを設定するには、BGPコストコミュニティ機能がす
べての自律システムまたはコンフェデレーションでサポートされている必要があります。

潜在的なルーティングループを回避するために、コストコミュニティはローカルの自律

システムまたはコンフェデレーション全体に一貫して適用される必要があります。

•単一のルートマップブロックまたはシーケンスにおいて、set extcommunity costコマンド
で複数の cost community set句を設定することも可能です。ただし、各 set句は、各挿入ポ
イント（POI）に対し異なる ID値（0～ 255）を持つよう設定する必要があります。ID値
は、その他の属性がすべて等しい場合に、プリファレンスを決定します。最も低い ID値
が優先されます。

BGPコストコミュニティ機能に関する情報

BGPコストコミュニティの概要
コストコミュニティは非推移的な拡張コミュニティ属性で、iBGPおよびコンフェデレーショ
ンピアには渡されますが、eBGPピアには渡されません。BGPコストコミュニティ機能のコ
ンフィギュレーションにより、ローカルの自律システムまたはコンフェデレーションにおける

BGPベストパス選択プロセスがカスタマイズできます。

コストコミュニティ属性は、ルートマップで set extcommunity costコマンドを設定すること
により、内部ルートに適用されます。cost community set句は、コストコミュニティ ID番号（0
～ 255）およびコスト番号（0～ 4294967295）で設定されます。コストコミュニティ ID番号
によってパスの優先度が判断されます。最も低いコストコミュニティ ID番号を持つパスが優
先されます。

コストコミュニティ属性で特別に設定されていないパスは、デフォルトのコスト番号値である

2147483647（0～ 4294967295の中央値）が割り当てられ、ベストパス選択プロセスにより評
価されます。2つのパスが同じコストコミュニティ ID番号を使用して設定されている場合、
パス選択プロセスでは最も低いコスト番号のパスが優先されます。コスト拡張コミュニティ属
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性は、neighbor send-communityコマンドで拡張コミュニティ交換が有効化されたとき、iBGP
ピアに伝播します。

cost community set句で設定されたルートマップの適用に使用できるコマンドは、次のとおり
です。

• aggregate-address

• neighbor default-originate route-map {in | out}

• neighbor route-map

• network route-map

• redistribute route-map

BGPコストコミュニティによるベストパス選択プロセスへの影響
BGPベストパス選択プロセスは、挿入ポイント（POI）においてコストコミュニティ属性の
影響を受けます。デフォルトでは、POIは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）メトリック比
較に準拠します。同一の宛先に向かう複数のパスを受信したとき、BGPはベストパス選択プ
ロセスを使用して、いずれのパスがベストパスであるかを決定します。ベストパスは BGPに
より自動的に決定され、ルーティングテーブルにインストールされます。複数の等価コスト

パスが使用可能な場合、POIで特定のパスにプリファレンスを割り当てることができます。
ローカルのベストパス選択で POIが有効でない場合は、コストコミュニティ属性は暗黙的に
無視されます。

コストコミュニティ属性を使用して、同一の POIに対し複数のパスを設定できます。最も低
いコストコミュニティ IDを持つパスが最優先で検討されます。つまり、特定の POIに対する
すべてのコストコミュニティパスは、最も低いコストコミュニティを持つパスから考慮され

ていきます。コストコミュニティを持たないパス（POIでコミュニティ IDが評価されるもの）
には、デフォルトのコミュニティコスト値（2147483647）が割り当てられます。コストコミュ
ニティ値が等しい場合、コストコミュニティ比較は、その POIで次に低いコミュニティ IDに
進みます。

パスにコストコミュニティ属性が設定されていない場合、ベストパス選択プロセスはそのパ

スにデフォルトのコスト値（最大値 [4294967295]の半分である 2147483647）が割り当てられ
ているものと見なします。

（注）

POIでコストコミュニティ属性を適用することで、ローカルの自律システムまたはコンフェデ
レーションにおける任意の部分にあるピアを起点とするか、このピアで学習したパスに、値を

割り当てることができるようになります。コストコミュニティは、ベストパス選択プロセス

中の「タイブレーカー」として使用できます。同一の自律システムまたはコンフェデレーショ

ンにおける別個の等コストパスに対し、コストコミュニティのインスタンスを複数設定でき

ます。たとえば、複数の等コスト出口ポイントがあるネットワークにおいて、特定の出口パス

に、より低いコストコミュニティ値を適用すれば、そのパスは BGPベストパス選択プロセス
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により優先されることになります。「マルチエグジット IGPネットワークにおけるルートプ
リファレンスの反映」の項に記載されているシナリオを参照してください。

集約ルートおよびマルチパスに対するコストコミュニティのサポート

BGPコストコミュニティ機能により、集約ルートおよびマルチパスがサポートされています。
コストコミュニティ属性は、いずれかのルートのタイプに適用できます。コストコミュニティ

属性は、コストコミュニティ属性を伝送するコンポーネントルートから集約ルートまたはマ

ルチパスルートに渡されます。伝送されるのは一意の IDだけであり、個々のコンポーネント
ルートの中で最も高いコストが、ID単位で集約に適用されます。複数のコンポーネントルー
トに同一の IDが含まれる場合は、設定されている最大のコストがルートに適用されます。た
とえば、次の 2つのコンポーネントルートにインバウンドルートマップ経由でコストコミュ
ニティ属性が設定されているとします。

• 10.0.0.1 (POI=IGP, ID=1, Cost=100)

• 192.168.0.1 (POI=IGP, ID=1, Cost=200)

これらのコンポーネントルートがマルチパスとして集約または設定された場合、コスト値200
（POI=IGP、ID=1、コスト=200）が最も高いコストとなるため、このコスト値がアドバタイズ
されます。

1つ以上のコンポーネントルートがコストコミュニティ属性を伝送しない場合、またはこれら
のコンポーネントルートに異なる IDが設定されている場合は、デフォルト値（2147483647）
が集約ルートまたはマルチパスルートに対してアドバタイズされます。たとえば、次の3つの
コンポーネントルートにインバウンドルートマップ経由でコストコミュニティ属性が設定さ

れているとします。ただし、これらのコンポーネントルートには 2つの異なる IDが設定され
ています。

• 10.0.0.1 (POI=IGP, ID=1, Cost=100)

• 172.16.0.1 (POI=IGP, ID=2, Cost=100)

• 192.168.0.1 (POI=IGP, ID=1, Cost=200)

アドバタイズされる単一のパスには、次のように集約コストコミュニティが含まれます。

• {POI=IGP, ID=1, Cost=2147483647} {POI=IGP, ID=2, Cost=2147483647}

マルチエグジット IGPネットワークにおけるルートプリファレンスの
反映

下の図に、エッジに 2つの自律システム境界ルータ（ASBR）がある内部ゲートウェイプロト
コル（IGP）ネットワークを示します。各 ASBRは、ネットワーク 10.8/16に対して等コスト
パスを持ちます。
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図 61 :マルチエグジットポイント IGPネットワーク

BGPでは、両パスは等しいと見なされます。マルチパスロードシェアリングが設定されてい
る場合、両方のパスがルーティングテーブルにインストールされ、トラフィックのロードバ

ランスに使用されます。マルチパスロードバランシングが設定されていない場合、BGPによ
り最初にベストパスであると学習されたパスが選択され、ルーティングテーブルにインストー

ルされます。この動作は、一部の条件下では望ましくない場合があります。たとえば、パスは

最初に ISP1 PE2から学習されますが、ISP1 PE2と ASBR1間のリンクは低速リンクです。

コストコミュニティ属性のコンフィギュレーションを使用して ASBR2が学習したパスにより
低いコストコミュニティ値を適用することで、BGPベストパス選択プロセスに影響を与える
ことができます。たとえば、次のコンフィギュレーションは ASBR2に適用されます。

route-map ISP2_PE1 permit 10
set extcommunity cost 1 1
match ip address 13
!
ip access-list 13 permit 10.8.0.0 0.0.255.255

上のルートマップでは、コストコミュニティ番号値の 1がルート 10.8.0.0に適用されます。デ
フォルトでは、ASBR1で学習したパスにはコストコミュニティ値 2147483647が割り当てられ
ます。ASBR2で学習したパスのコストコミュニティ値の方が低いため、こちらのパスが優先
されます。

バックドアリンクを持つ EIGRP MPLS VPN Provider Edge-Customer Edge
（PE-CE）に対する BGPコストコミュニティサポート

EIGRP Site of Origin（SoO）BGPコストコミュニティサポートの導入以前は、BGPピアが学
習したルートよりもローカルソースルートの方がBGPにより優先されました。バックドアリ
ンクの方が先に学習された場合、BGPにより EIGRP MPLS VPNトポロジにおけるバックドア
リンクが優先されます。（バックドアリンクまたはルートは、遠隔地の拠点と主拠点間のVPN
の外で設定される接続です。たとえば、遠隔地の拠点を企業のネットワークに接続するWAN
リースラインです）。

VPNおよびバックドアリンクが混在する EIGRP VPNネットワークトポロジをサポートする
ために、BGPコストコミュニティ機能で「プレベストパス」挿入ポイント（POI）が導入され
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ました。この POIは BGPに再配布される EIGRPルートに自動的に適用されます。「プレベス
トパス」POIは、EIGRPルートタイプおよびメトリックを伝送します。この POIは、BGPが
その他のあらゆる比較ステップの前にこのPOIを考慮するように影響を与えておくことで、ベ
ストパス計算プロセスに作用します。設定は必要ありません。Cisco IOSRelease 12.0(27)Sがプ
ロバイダーエッジ（PE）、カスタマーエッジ（CE）、またはバックドアルータにインストー
ルされている場合、この機能は自動的に EIGRP VPN拠点に対して有効になります。

EIGRP MPLS VPNの設定については、Cisco IOS Release 12.0(27)Sの『MPLS VPN Support for
EIGRP Between Provider Edge and Customer Edge』マニュアルを参照してください。

EIGRPMPLSVPNPE-CESite ofOrigin（SoO）機能の詳細については、Cisco IOSRelease 12.0(27)S
の『EIGRP MPLS VPN PE-CE Site of Origin (SoO)』機能マニュアルを参照してください。

BGPコストコミュニティ機能の設定方法

BGPコストコミュニティの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | ipv6

[multicast | unicast] | vpnv4 [unicast]
6. neighbor ip-address route-map map-name {in | out}
7. exit
8. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
9. set extcommunity cost [igp] community-id cost-value
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルを有効
にします。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 3

指定したネイバーまたはピアグループとのピアリン

グを確立します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 101

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードにします。

address-family ipv4 [mdt |multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | ipv6 [multicast | unicast]
| vpnv4 [unicast]

ステップ 5

例：

Device(config-router)# address-family ipv4

指定したネイバーまたはピアグループに対し着信ま

たは発信ルートマップを適用します。

neighbor ip-address route-map map-name {in |
out}

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
route-map MAP-NAME in

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートマップを作成または設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 8

Device(config)# route-map MAP-NAME permit 10

set句を作成しコストコミュニティ属性を適用しま
す。

set extcommunity cost [igp] community-id cost-value

例：

ステップ 9

•各ルートマップブロックまたはシーケンスで
複数の cost community set句を設定できます。Device(config-route-map)# set extcommunity cost

1 100
各 cost community set句には、異なる ID（0～
255）を持たせる必要があります。その他すべ
ての属性が等しい場合、最も低い cost-valueを
持つ cost community set句がベストパス選択プ
ロセスにより優先されます。
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目的コマンドまたはアクション

•コストコミュニティ属性が設定されていない
パスにはデフォルトの cost-valueが割り当てら
れます。この値は最大値（4294967295）の半分
である 2147483647です。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 10

Device(config-route-map)# end

BGPコストコミュニティの設定確認
BGPコストコミュニティコンフィギュレーションは、ローカルまたは特定のネイバーに対し
て確認できます。コストコミュニティのローカルコンフィギュレーションを確認するには、

show route-mapまたは show running-configコマンドを使用します。

特定のネイバーがコストコミュニティを伝送することを確認するには、show ip bgp ip-address
コマンドを使用します。これらのコマンドの出力により、POI（IGPはデフォルトの POI）、
設定された ID、および設定されたコストが表示されます。大きなコストコミュニティ値に対
しては、これらのコマンドからの出力は設定されたコストとデフォルトのコストの差異を+ま
たは -の値で表示します。出力例については、「例：BGPコストコミュニティ検証」の項を
参照してください。

トラブルシューティングのヒント

bgp bestpath cost-community ignoreコマンドでコストコミュニティ属性の評価を無効にし、
BGPベストパス選択に関連する問題の隔離およびトラブルシューティングに役立てることが
できます。

debug ip bgp updatesコマンドは BGPアップデートメッセージを印刷する際に使用できます。
コストコミュニティ拡張コミュニティ属性をネイバーから受信した際に、このコマンドの出力

で表示することができます。外部ピアから非推移的な拡張コミュニティを受信した場合も、

メッセージが表示されます。

BGPコストコミュニティ機能の設定例

例：BGPコストコミュニティ設定
次の例では、コストコミュニティ ID「1」、コストコミュニティ値「100」がルートマップで
許可されたルートに適用されます。このコンフィギュレーションでは、このルートマップシー

ケンスで許可されていないその他の等コストパスよりもこのルートが、ベストパス選択プロ

セスにより優先されます。
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Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1 remote-as 50000
Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1 update-source Loopback 0
Device(config-router)# address-family ipv4
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1 route-map COST1 in
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1 send-community both
Router(config-router-af)# exit
Device(config)# route-map COST1 permit 10
Device(config-route-map)# match ip-address 1
Device(config-route-map)# set extcommunity cost 1 100

例：BGPコストコミュニティ検証
BGPコストコミュニティコンフィギュレーションは、ローカルまたは特定のネイバーに対し
て確認できます。コストコミュニティのローカルコンフィギュレーションを確認するには、

show route-mapまたは show running-configコマンドを使用します。特定のネイバーがコスト
コミュニティを伝送することを確認するには、show ip bgp ip-addressコマンドを使用します。

showroute-mapコマンドの出力では、ローカルで設定されたルートマップ、match句、set句、
continue句、およびコストコミュニティ属性のステータスおよび属性が表示されます。次の出
力例は、表示される出力に類似しています。

Device# show route-map

route-map COST1, permit, sequence 10
Match clauses:
as-path (as-path filter): 1

Set clauses:
extended community Cost:igp:1:100

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map COST1, permit, sequence 20
Match clauses:
ip next-hop (access-lists): 2

Set clauses:
extended community Cost:igp:2:200

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map COST1, permit, sequence 30
Match clauses:
interface FastEthernet0/0
extcommunity (extcommunity-list filter):300

Set clauses:
extended community Cost:igp:3:300

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

次に、ローカルで設定された大きいコストコミュニティ値を持つルートの例を示します。

Device# show route-map

route-map set-cost, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
extended community RT:1:1 RT:2:2 RT:3:3 RT:4:4 RT:5:5 RT:6:6 RT:7:7
RT:100:100 RT:200:200 RT:300:300 RT:400:400 RT:500:500 RT:600:600
RT:700:700 additive

extended community Cost:igp:1:4294967295 (default+2147483648)
Cost:igp:2:200 Cost:igp:3:300 Cost:igp:4:400
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Cost:igp:5:2147483648 (default+1) Cost:igp:6:2147484648 (default+1001)
Cost:igp:7:2147284648 (default-198999)

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

show running configコマンドの出力では、ルートマップ内で設定された match句、set句、
continue句が表示されます。次に、実行中のコンフィギュレーションのうち、関連する部分だ
けをフィルタリングして表示した出力例を示します。

Device# show running-config | begin route-map

route-map COST1 permit 20
match ip next-hop 2
set extcommunity cost igp 2 200
!
route-map COST1 permit 30
match interface FastEthernet0/0
match extcommunity 300
set extcommunity cost igp 3 300
.
.
.

show ip bgp ip-addressコマンドの出力は、特定のネイバーがコストコミュニティ属性を設定し
たパスを伝送するかどうかを確認する際に使用できます。コストコミュニティ属性情報は、

[Extended Community]フィールドに表示されます。POI、コストコミュニティ ID、およびコス
トコミュニティ番号値が表示されます。次に、ネイバー172.16.1.2が、ID「1」、コスト「100」
のコストコミュニティを伝送している出力例を示します。

Device# show ip bgp 10.0.0.0

BGP routing table entry for 10.0.0.0/8, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
2 2 2
172.16.1.2 from 172.16.1.2 (172.16.1.2)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, external, best
Extended Community: Cost:igp:1:100

指定されたネイバーにデフォルトのコストコミュニティ番号値が設定されている場合、または

コストコミュニティ評価のためにデフォルト値が自動的に割り当てられている場合は、出力で

はコストコミュニティ番号値の後ろに +および -の値を伴った「default」が表示されます。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

『IP Routing: EIGRP Configuration Guide』の「EIGRP
MPLS VPN PE-CE Site of Origin (SoO)」の項

EIGRP MPLS VPN PE-CE Site of
Origin（SoO）

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

RFC

タイトルRFC

『BGPCustomDecision Process』draft-retana-bgp-custom-decision-00.txt

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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BGPコストコミュニティの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 54 : BGPコストコミュニティの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPコストコミュニティ機能により、コスト拡張コミュ
ニティ属性が導入されます。コストコミュニティとは、非

推移的な拡張コミュニティ属性で、内部BGP（iBGP）およ
びコンフェデレーションピアには渡されますが、外部BGP
（eBGP）ピアには渡されません。コストコミュニティ機
能により、コスト値を特定のルートに割り当てることで、

ローカルルートプリファレンスをカスタマイズし、ベス

トパス選択プロセスに反映させることができます。

次のコマンドが導入または変更されました。bgp bestpath
cost-community ignore、debug ip bgp updates、set
extcommunity cost

12.0(24)S
12.3(2)T
12.2(18)S
12.2(27)SBC
15.0(1)S

BGPコストコミュ
ニティ

バックドアリンクの方が先に学習された場合、BGPによ
り EIGRP MPLS VPNトポロジにおけるバックドアリンク
が優先されます。VPNおよびバックドアリンクが混在す
る EIGRP VPNネットワークトポロジをサポートするため
に、BGPコストコミュニティ機能で「プレベストパス」
挿入ポイント（POI）が導入されました。この POIは BGP
に再配布されるEIGRPルートに自動的に適用されます。こ
のPOIは、BGPがその他のあらゆる比較ステップの前にこ
のPOIを考慮するように影響を与えておくことで、最良パ
ス計算プロセスに影響します。設定は必要ありません。

Cisco IOSRelease 12.0(27)S、12.3(8)T、12,2(25)S、およびそ
れ以降のリリースが PE、CE、またはバックドアルータに
インストールされている場合、この機能は自動的にEIGRP
VPN拠点に対して有効になります。

追加または変更されたコマンドはありません。

12.0(27)S
12.3(8)T
12.2(25)S

バックドアリンク

を持つ EIGRP
MPLSVPNProvider
Edge-CustomerEdge
（PE-CE）に対す
る BGPコストコ
ミュニティサポー

ト
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第 39 章

グローバルテーブルから VRFテーブルへ
の IPプレフィックスのインポートに対す
る BGPサポート

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能により、インポートルートマップを使用して、IPv4ユニキャストプレフィックス
をグローバルルーティングテーブルから VPNルーティング/転送（VRF）インスタンステー
ブルにインポートする機能が追加されます。

•機能情報の確認（715ページ）
•グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGP
サポートの前提条件（716ページ）

•グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGP
サポートの制限事項（716ページ）

•グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対するBGP
サポートに関する情報（717ページ）

•グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポート方法（718
ページ）

•グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGP
サポートの設定例（725ページ）

•内部 BGP機能に関する追加情報（726ページ）
•グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGP
サポートの機能情報（728ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ
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リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの前提条件

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアリングセッションが確立されている必要
があります。

•（分散プラットフォーム用の）CEFまたは dCEFが、参加しているすべてのルータで有効
になっている必要があります。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの制限事項

•この機能で VRFにインポートできるのは、IPv4ユニキャストおよびマルチキャストのプ
レフィックスだけです。

•グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFインスタンスを作成できます。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、VPNv4 VRFにイ
ンポートできません。

•グローバルプレフィックスは、この機能で BGP VRFテーブルにインポートできるよう
に、BGPテーブル内にある必要があります。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、2番目の VPNv4
VRFにはインポートできません。
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グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスのインポートに対する BGPサポートに関する情報

IPv4プレフィックスから VRFへのインポート
グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能により、インポートルートマップを使用して、IPv4ユニキャストプレフィックス
をグローバルルーティングテーブルからバーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルー
ティング/転送（VRF）インスタンステーブルにインポートする機能が追加されます。この機
能によりVRFインポートマップ設定の機能が拡張され、標準コミュニティに基づいて IPv4プ
レフィックスを VRFにインポートできるようになります。IPv4ユニキャストプレフィックス
および IPv4マルチキャストプレフィックスの両方がサポートされています。マルチプロトコ
ルラベルスイッチング（MPLS）またはルートターゲット（インポートまたはエクスポート）
コンフィギュレーションは不要です。

IPプレフィックスは、標準のシスコフィルタリングメカニズムでインポートマップの一致基
準として定義されます。たとえば、IPアクセスリスト、IPプレフィックスリスト、または IP
as-pathフィルタを作成して IPプレフィックスまたは IPプレフィックス範囲を定義した後、
ルートマップ内で 1つ以上のプレフィックスに match句の処理が行われます。ルートマップ
を通過するプレフィックスは、インポートマップコンフィギュレーションごとに指定された

VRFにインポートされます。

ブラックホールルーティング

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、ブラックホールルーティング（BHR）をサポートするように設定できます。
BHRは、管理者が、トラフィックをデッドインターフェイスや調査用の情報を収集するよう
に設計されたホストにダイナミックルーティングを行い、ネットワークへの攻撃の影響を軽減

することによって、不正な送信元からのトラフィックやサービス妨害（DoS）攻撃により生成
されたトラフィックなどの望ましくないトラフィックをブロックできる方法です。プレフィッ

クスが検索され、許可されていない送信元から届いたパケットがASICによってラインレート
でブラックホール化されます。

グローバルトラフィックの分類

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、実際の位置またはサービスクラスに基づいてグローバル IPトラフィックを分
類するために使用できます。トラフィックは、管理ポリシーに基づいて分類された後、異なる

VRFにインポートされます。たとえば、大学のキャンパスでは、ネットワークトラフィック
は、大学ネットワークと寄宿舎ネットワークのトラフィック、学生ネットワークと学部ネット

ワーク、またはマルチキャストトラフィック専用のネットワークに分割できます。管理ポリ

シーに従ってトラフィックが分割された後、ルーティング決定は、ポリシーベースルーティン
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グを使用したMPLS VPN--VRF選択機能、または送信元 IPアドレスに基づくMPLS VPN--VRF
選択機能で設定できます。

ユニキャストリバースパスフォワーディング

ユニキャストリバースパス転送（ユニキャストRPF）は、グローバルテーブルからVRFテー
ブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポートを使用して任意で設定できま
す。ユニキャスト RPFは、送信元アドレスが転送情報ベース（FIB）内にあることを確認する
ために使用されます。ip verify unicast vrfコマンドはインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで設定され、各VRFで有効化されます。このコマンドには、ユニキャスト RPF確認
の後にトラフィックが転送されるかドロップされるかを判断するために使用されるpermitキー
ワードおよび denyキーワードがあります。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスのインポート方法

インポートする IPv4 IPプレフィックスの定義
IPv4ユニキャストまたは IPv4マルチキャストのプレフィックスは、標準のシスコフィルタリ
ングメカニズムを使用して、インポートルートマップの一致基準として定義されます。この

作業では、IPアクセスリストおよび IPプレフィックスリストを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
4. ip prefix-list prefix-list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

アクセスリストを作成して、VRFテーブルにイン
ポートする IPプレフィックスの範囲を定義します。

access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

例：

ステップ 3

•この例では、50の番号が付けられた標準アクセ
スリストを作成しています。このフィルタは、

Device(config)# access-list 50 permit 10.1.1.0
0.0.0.255 10.1.1.0/24サブネット内の IPアドレスを持つホ

ストからのトラフィックを許可します。

プレフィックスリストを作成して、VRFテーブルに
インポートする IPプレフィックスの範囲を定義しま
す。

ip prefix-list prefix-list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value] [le
le-value]

例：

ステップ 4

•この例では、COLORADOという名前の IPプレ
フィックスリストを作成しています。このフィ

Device(config)# ip prefix-list COLORADO permit
10.24.240.0/22 ルタは、10.24.240.0/22サブネット内の IPアド

レスを持つホストからのトラフィックを許可し

ます。

VRFおよびインポートルートマップの作成
インポートに対して定義された IPプレフィックスは、その後、ルートマップ内で match句の
処理が行われます。ルートマップを通過する IPプレフィックスは、VRFにインポートされま
す。グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFを設定できます。デフォルトでは、VRFあたり最大 1000プレ
フィックスをインポートできます。この制限は、VRFごとに 1～ 2,147,483,647プレフィック
スの範囲で変更できます。プレフィックスインポート制限を 1000よりも大きくする場合は注
意してください。ルータが過剰な量のプレフィックスをインポートするように設定すると、正

常なルータの正常な動作が中断する場合があります。

MPLSコンフィギュレーションもルートターゲット（インポートまたはエクスポート）コン
フィギュレーションも必要ありません。

インポートアクションは、新しいルーティングアップデートが受信されたとき、またはルー

トが除去されたときにトリガーされます。最初のBGPアップデート期間中は、BGPがコンバー
ジェンスをより迅速に実行できるように、インポートアクションが延期されます。BGPがコ
ンバージェンスを実行すると、インクリメンタル BGPアップデートがただちに評価されて、
認定されたプレフィックスが受信と同時にインポートされます。

次の syslogメッセージが、グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィックスのイ
ンポートに対する BGPサポート機能で導入されました。このメッセージは、ユーザ定義の制
限よりも多くのプレフィックスがインポートで使用できる場合に表示されます。

00:00:33: %BGP-3-AFIMPORT_EXCEED: IPv4 Multicast prefixes imported to multicast vrf
exceed the limit 2
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プレフィックス制限を増やすか、またはインポートルートマップフィルタを微調整すると、

候補ルートの数を削減できます。

•この機能で VRFにインポートできるのは、IPv4ユニキャストおよびマルチキャストのプ
レフィックスだけです。

•グローバルルーティングテーブルから IPv4プレフィックスをインポートするために、
ルータごとに最大 5つの VRFインスタンスを作成できます。

•この機能を使用して VRFにインポートされた IPv4プレフィックスは、VPNv4 VRFにイ
ンポートできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. import ipv4 {unicast |multicast} [ prefix-limit] map route-map
6. exit
7. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
8. match ip address {acl-number [acl-number | acl-name] | acl-name [acl-name | acl-number] |

prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name]}
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRFルーティングテーブルを作成し、VRFの名前
（またはタグ）を指定します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

• ip vrf vrf-nameコマンドは VRFルーティング
テーブルおよびCEFテーブルを作成し、その両Router(config)# ip vrf GREEN

方のテーブルに、vrf-name引数を使用して名前
が付けられます。この両方のテーブルには、デ
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目的コマンドまたはアクション

フォルトのルート識別子の値が関連付けられて

います。

VRFインスタンスのためのルーティングテーブルお
よびフォワーディングテーブルを作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

•ルート識別子の引数を設定するには、2つの形
式があります。例で示されているような

Router(config-vrf)# rd 100:10

as-number:network number（ASN:nn）の形式、ま
たは IP address:network number（IP-address:nn）
の形式で設定できます。

IPv4プレフィックスを、指定したルートマップで
フィルタ処理して、グローバルルーティングテー

ブルから VRFテーブルにインポートします。

import ipv4 {unicast |multicast} [ prefix-limit] map
route-map

例：

ステップ 5

•ユニキャストプレフィックスまたはマルチキャ
ストプレフィックスを指定します。

Router(config-vrf)# import ipv4 unicast 1000 map
UNICAST

•デフォルトでは、最大 1000のプレフィックス
がインポートされます。1～ 2,147,483,647のプ
レフィックスの制限を指定するには、prefix-limit
引数を使用します。

•この例では、通過した最大 1000のユニキャス
トプレフィックスをインポートするルートマッ

プを参照しています。

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、グ
ローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 6

あるルーティングプロトコルから別のルーティング

プロトコルへルートを再配布する条件を定義する

か、ポリシールーティングをイネーブルにします。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

Router(config)# route-map UNICAST permit 10

ステップ 7

•ルートマップ名は、ステップ 5で指定された
ルートマップと一致する必要があります。

•この例では、UNICASTという名前のルートマッ
プを作成しています。

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで

宛先ネットワーク番号のアドレスが許可されている

match ip address {acl-number [acl-number | acl-name]
| acl-name [acl-name | acl-number] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name]}

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

ルートを配布し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。

例：

Router(config-route-map)# match ip address 50
• IPアクセスリストと IPプレフィックスリスト
の両方がサポートされています。

•この例では、標準アクセスリスト 50を使用し
て一致基準を定義するようにルートマップを定

義しています。

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Router(config-route-map)# end

入力インターフェイスのフィルタリング

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能は、グローバルに、またはインターフェイス単位で設定できます。性能を最大限に

高めるために、この機能を入力インターフェイスだけに適用することを推奨します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip policy route-map map-tag
5. ip verify unicast vrf vrf-name {deny | permit}
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：

ステップ 3

Router(config)# interface Ethernet0/0

インターフェイスでポリシールーティングに使用す

るルートマップを特定します。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 4

•この例では、UNICASTという名前のルートマッ
プをインターフェイスに接続しています。

Router(config-if)# ip policy route-map UNICAST

（任意）指定された VRFのユニキャスト Reverse
Path Forwardingの確認をイネーブルにします。

ip verify unicast vrf vrf-name {deny | permit}

例：

ステップ 5

•この例では、GREENという名前の VRFの確認
をイネーブルにしています。確認を通過したト

ラフィックは転送されます。

Router(config-if)# ip verify unicast vrf GREEN
permit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

グローバル IPプレフィックスインポートの確認
グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサ
ポート機能で設定されたVRFに関する情報を表示し、指定したVRFテーブルにグローバル IP
プレフィックスがインポートされていることを確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name}
3. show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Device# enable
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ステップ 2 show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name}

VPNアドレス情報を BGPテーブルから表示します。出力には、インポートルートマップ、トラフィック
タイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）、デフォルトまたはユーザ定義のプレフィックスインポー

ト制限、インポートされた実際のプレフィックスの数、および個別のインポートプレフィックスエントリ

が表示されます。

例：

Device# show ip bgp vpnv4 all

BGP table version is 15, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 100:1 (default for vrf academic)
Import Map: ACADEMIC, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 6/1000
*> 10.50.1.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.50.2.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.50.3.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.1.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.2.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
*> 10.60.3.0/24 172.17.2.2 0 2 3 ?
Route Distinguisher: 200:1 (default for vrf residence)
Import Map: RESIDENCE, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 3/1000
*> 10.30.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.30.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.30.3.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
Route Distinguisher: 300:1 (default for vrf BLACKHOLE)
Import Map: BLACKHOLE, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 3/1000
*> 10.40.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.40.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.40.3.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
Route Distinguisher: 400:1 (default for vrf multicast)
Import Map: MCAST, Address-Family: IPv4 Multicast, Pfx Count/Limit: 2/2
*> 10.70.1.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i
*> 10.70.2.0/24 172.17.2.2 0 0 2 i

ステップ 3 show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

定義された VRF、および関連付けられたインターフェイスを表示します。出力には、インポートルート
マップ、トラフィックタイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）、およびデフォルトまたはユーザ定

義のプレフィックスインポートリミットが表示されています。次の例では、UNICASTという名前のイン
ポートルートマップが IPv4ユニキャストプレフィックスをインポートしており、プレフィックスイン
ポートリミットが 1000であることを示します。

例：

Device# show ip vrf detail

VRF academic; default RD 100:10; default VPNID <not set>
VRF Table ID = 1
No interfaces
Connected addresses are not in global routing table
Export VPN route-target communities
RT:100:10

Import VPN route-target communities
RT:100:10
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Import route-map for ipv4 unicast: UNICAST (prefix limit: 1000)
No export route-map

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの設定例

例：グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスの
インポート

次に、IPプレフィックスリストとルートマップを使用して、ユニキャストプレフィックス
を、greenという名前の VRFにインポートする例を示します。

この例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始します。

!
ip prefix-list COLORADO seq 5 permit 10.131.64.0/19
ip prefix-list COLORADO seq 10 permit 172.31.2.0/30
ip prefix-list COLORADO seq 15 permit 172.31.1.1/32
!
ip vrf green
rd 200:1
import ipv4 unicast map UNICAST
route-target export 200:10
route-target import 200:10
!
exit
!
route-map UNICAST permit 10
match ip address prefix-list COLORADO
!
exit

例：VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートの確認
show ip vrfコマンドまたは show ipbgp vpnv4コマンドを使用すると、プレフィックスがグロー
バルルーティングテーブルからVRFテーブルにインポートされていることを確認できます。

次の出力例では、UNICASTという名前のインポートルートマップが IPv4ユニキャストプレ
フィックスをインポートしており、プレフィックスインポート制限が 1000であることを示し
ます。

Device# show ip vrf detail

VRF green; default RD 200:1; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se2/0

VRF Table ID = 1
Export VPN route-target communities
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RT:200:10
Import VPN route-target communities
RT:200:10

Import route-map for ipv4 unicast: UNICAST (prefix limit: 1000)
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

VRF red; default RD 200:2; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se3/0

VRF Table ID = 2
Export VPN route-target communities
RT:200:20

Import VPN route-target communities
RT:200:20

No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

次の出力例は、インポートルートマップ名、プレフィックスインポート制限、インポートさ

れたプレフィックスの実際の数、および個別のインポートエントリを示します。

Device# show ip bgp vpnv4 all

BGP table version is 18, local router ID is 10.131.127.252
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 200:1 (default for vrf green)
Import Map: UNICAST, Address-Family: IPv4 Unicast, Pfx Count/Limit: 1/1000
*>i10.131.64.0/19 10.131.95.252 0 100 0 i
*> 172.16.1.1/32 172.16.2.1 0 32768 i
*> 172.16.2.0/30 0.0.0.0 0 32768 i
*>i172.31.1.1/32 10.131.95.252 0 100 0 i
*>i172.31.2.0/30 10.131.95.252 0 100 0 i
Route Distinguisher: 200:2 (default for vrf red)
*> 172.16.1.1/32 172.16.2.1 0 32768 i
*> 172.16.2.0/30 0.0.0.0 0 32768 i
*>i172.31.1.1/32 10.131.95.252 0 100 0 i
*>i172.31.2.0/30 10.131.95.252 0 100 0 i

内部 BGP機能に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

「Cisco BGP概要」モジュールBGPの概要

「基本 BGPネットワークの設定」モジュール基本的な BGP設定作業
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

「iBGPマルチパスロードシェアリング」モジュー
ル

iBGPのマルチパスロードシェアリン
グ

「外部 BGPを使用したサービスプロバイダーとの
接続」モジュール

サービスプロバイダーへの接続

『IP Routing: Protocol-Independent Configuration
Guide』

複数の IPルーティングプロトコルに適
用する機能の設定

RFC

タイトルRFC

『Application of the Border Gateway Protocol in the Internet』RFC
1772

『Experience with the BGP Protocol』RFC
1773

『BGP-4 Protocol Analysis』RFC
1774

『Guidelines for Creation, Selection, and Registration of an Autonomous System (AS)』RFC
1930

『A Framework for Inter-Domain Route Aggregation』RFC
2519

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Capabilities Advertisement with BGP-4』RFC
3392

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

『BGP Support for Four-octet AS Number Space』RFC
4893

『Textual Representation of Autonomous system (AS) Numbers』RFC
5396

『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』RFC
5398
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

グローバルテーブルからVRFテーブルへの IPプレフィッ
クスインポートに対する BGPサポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 55 :グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレフィックスインポートに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

グローバルテーブルから VRFテーブルへの IPプレ
フィックスのインポートに対するBGPサポート機能に
より、インポートルートマップを使用して、IPv4ユ
ニキャストプレフィックスをグローバルルーティング

テーブルから VPNルーティング/転送（VRF）インス
タンステーブルにインポートする機能が追加されま

す。

この機能は、CiscoASR1000シリーズのアグリゲーショ
ンサービスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが導入または変更され

ました。debug ip bgp import、import ipv4、ip verify
unicast vrf

Cisco IOSXE
Release 2.1

グローバルテーブルか

らVRFテーブルへの IP
プレフィックスのイン

ポートに対する BGPサ
ポート
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第 40 章

VRFテーブルからグローバルテーブルへの
IPプレフィックスエクスポートに対する
BGPサポート

この機能により、ネットワーク管理者はVRFテーブルからグローバルルーティングテーブル
に IPプレフィックスをエクスポートできます。

•機能情報の確認（729ページ）
• VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートに関する情報
（730ページ）

• VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスのエクスポート方法（732
ページ）

• VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートの設定例（
738ページ）

•その他の参考資料（739ページ）
• VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートの機能情報
（740ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィッ
クスエクスポートに関する情報

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクス
ポートの利点

•グローバルテーブルに存在するネットワーク管理ノードを使用して、VRF内の一部のネッ
トワークリソースを管理できます。

•インターネットパブリック IPアドレス空間を所有しながら、それらの IPアドレスを管理
するための VRFを保持できます。

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクス
ポートの仕組み

マルチプロトコルBGP（MP-BGP）を使用したMPLSVPNは、非常に柔軟でありながらセキュ
アなVPNプロビジョニングメカニズムをサービスプロバイダーやお客様に提供します。ただ
し、お客様によっては、VRFでもグローバルルーティングテーブルでも特定のプレフィック
スに同様に到達できるように、境界を緩和することを望む場合があります。

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートに対する BGPサ
ポート機能よりも前に、BGPでは、グローバルから VRFへのプレフィックスのインポートを
すでにサポートしていました。この機能の詳細については、「グローバルテーブルから VRF
テーブルへの IPプレフィックスのインポートに対する BGPサポート」モジュールを参照して
ください。また、このインポート機能とエクスポート機能は、L3VPNダイナミックルート
リークを提供します。

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートに対する BGPサ
ポート機能は、前述のインポート機能とは逆のメカニズムを提供します。つまり、VRFテーブ
ルからグローバルルーティングテーブルへのプレフィックスのエクスポートに対応していま

す。この機能は、VRFテーブルからグローバルルーティングテーブルにエクスポートするプ
レフィックスを制御するためのルートマップを指定する export {ipv4 | ipv6} {unicast |multicast}
mapコマンドによって実現されます。

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポート機能は、VRFルー
トをグローバル BGPルーティングテーブルにリークします。これらのルートは、IPv4または
IPv6ルーティングテーブルにインストールされます。ネットワークを設計する際は、このよ
うなリークが通常のインターネットルーティングに影響しないように細心の注意を払ってくだ

さい。

注意
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エクスポートアクションは、新しいルーティングアップデートが受信されたとき、またはルー

トが取り消されたときにトリガーされます。最初の BGPアップデート期間中は、BGPがコン
バージェンスをより迅速に実行できるように、エクスポートアクションが延期されます。BGP
がコンバージェンスを実行すると、インクリメンタル BGPアップデートがただちに評価され
て、認定されたプレフィックスが受信と同時にエクスポートされます。

各 VRFでは、IPv4（ユニキャストまたはマルチキャスト）のグローバルトポロジの 1つにの
みエクスポートでき、IPv6（ユニキャストまたはマルチキャスト）のグローバルトポロジの 1
つにのみエクスポートできます。

IPv4または IPv6プレフィックスをグローバルルーティングテーブルにエクスポートするよう
に設定できるルータあたりの VRF数に制限はありません。

デフォルトでは、エクスポートできるプレフィックス数はVRFあたり最大 1000プレフィック
スに制限されます。この制限は、VRFごとに 1～ 2,147,483,647プレフィックスの範囲内の値
に変更できます。プレフィックス制限を 1000よりも大きくする場合は注意してください。過
剰な量のプレフィックスをエクスポートするようにデバイスを設定すると、正常なルータの動

作を妨げる可能性があります。

この機能では、次の matchおよび setコマンドがサポートされています。

• match as-path

• match community [exact-match]

• match extcommunity

• match ip address [prefix-list]

• match ip next-hop

• match ip route-source

• match ipv6 address [prefix-list]

• match ipv6 route-source

• match ipv6 next-hop

• match policy-list

• match route-type

• set as-path prepend [last-as]

• set community additive

• set extcommunity [cost | rt]

• set extcomm-list delete

• set ip next-hop

• set ipv6 next-hop

• set local-preference

• set metric
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• set origin

• set weight

この機能では、set ip vrf next-hopおよび set ipv6 vrf next-hopコマンドはサポートされていま
せん。

（注）

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィッ
クスのエクスポート方法

VRFおよびアドレスファミリ用エクスポートルートマップの作成
エクスポートに対して定義された IPプレフィックスは、ルートマップ内で match句によって
処理されます。ルートマップを通過した IPプレフィックスはグローバルルーティングテーブ
ルにインポートされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. address-family {ipv4 | ipv6}
6. export {ipv4 | ipv6} {unicast |multicast} [prefix-limit] map map-name
7. route-target import route-target-ext-community
8. route-target export route-target-ext-community
9. exit
10. exit
11. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
12. match ip address {acl-number [acl-number | acl-name] | acl-name [acl-name | acl-number] |

prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name]}
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRFルーティングテーブルを作成し、VRFの名前
（またはタグ）を指定します。

vrf definition vrf-name

例：

ステップ 3

Device(config)# vrf definition vpn1

VRFインスタンスのためのルーティングテーブル
およびフォワーディングテーブルを作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

•引数を設定する形式が2つあります。例で示さ
れている as-number:network number（ASN:nn）Device(config-vrf)# rd 100:100

の形式、または IP address:network number
（IP-address:nn）の形式で設定できます。

IPv4または IPv6アドレスファミリを設定します。address-family {ipv4 | ipv6}

例：

ステップ 5

Device(config-vrf)# address-family ipv4

IPv4または IPv6プレフィックスを、指定したルー
トマップでフィルタ処理して、VRFテーブルから

export {ipv4 | ipv6} {unicast |multicast} [prefix-limit]
map map-name

例：

ステップ 6

グローバルルーティングテーブルにエクスポート

します。

Device(config-vrf-af)# export ipv4 unicast 500
map UNICAST •手順 5で指定した ipv4または ipv6を指定しま

す。この例では、IPv4ユニキャストプレフィッ
クスをエクスポートします。

•この例に基づく場合、500を超えるプレフィッ
クスはエクスポートされません。

•エクスポートされるプレフィックスは、ルート
マップを通過したプレフィックスです。

VRFインスタンス用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを作成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 7

• route-target importまたは route-target exportにつ
いては、『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration
Guide』を参照してください。

Device(config-vrf-af)# route-target import
100:100
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目的コマンドまたはアクション

VRFインスタンス用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを作成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 8

Device(config-vrf-af)# route-target export
100:100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 9

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 10

ポリシールーティングを有効にします。route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 11

•この例では、UNICASTという名前のルート
マップを作成しています。

Device(config)# route-map UNICAST permit 10

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで

宛先ネットワーク番号のアドレスが許可されている

match ip address {acl-number [acl-number | acl-name]
| acl-name [acl-name | acl-number] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name]}

ステップ 12

ルートを配布し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。例：

Device(config-route-map)# match ip address 50
• IPアクセスリストと IPプレフィックスリス
トの両方がサポートされています。

•この例では、標準アクセスリスト 50を使用し
て一致基準を定義するようにルートマップを

定義しています。

•アクセスリストを定義します（この作業では
示されていません）。たとえば、access-list 50
permit 192.168.1.0 255.255.255.0などです。

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Device(config-route-map)# end
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VRFおよび VRF用エクスポートルートマップの作成（IPv4のみ）
エクスポートに対して定義された IPプレフィックスは、ルートマップ内で match句によって
処理されます。ルートマップを通過した IPプレフィックスはグローバルルーティングテーブ
ルにインポートされます。

•この作業で示すように、ip vrf コマンド下で VRFテーブルからグローバルルーティング
テーブルにエクスポートできるのは IPv4ユニキャストおよびマルチキャストプレフィッ
クスだけです。IPv6プレフィックスをエクスポートするには、IPv6アドレスファミリで
行う必要があります。「VRFおよびアドレスファミリ用エクスポートルートマップの作
成」の項を参照してください。

•この機能を使用してグローバルルーティングテーブルにエクスポートされた IPv4プレ
フィックスは、VPNv4 VRFにエクスポートできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. export ipv4 {unicast |multicast} [prefix-limit] map map-tag
6. route-target import route-target-ext-community
7. route-target export route-target-ext-community
8. exit
9. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
10. match ip address {acl-number [acl-number | acl-name] | acl-name [acl-name | acl-number] |

prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name]}
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

VRFルーティングテーブルを作成し、VRFの名前
（またはタグ）を指定します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

• ip vrf vrf-nameコマンドは VRFルーティング
テーブルおよび CEFテーブルを作成し、そのDevice(config)# ip vrf GREEN

両方のテーブルに、vrf-name引数を使用して名
前が付けられます。この両方のテーブルには、

デフォルトのルート識別子の値が関連付けられ

ています。

VRFインスタンスのためのルーティングテーブル
およびフォワーディングテーブルを作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

•引数を設定する形式が2つあります。例で示さ
れている as-number:network number（ASN:nn）Device(config-vrf)# rd 100:10

の形式、または IP-address:network number
（IP-address:nn）の形式で設定できます。

IPv4プレフィックスを、指定したルートマップで
フィルタ処理して、VRFテーブルからグローバル
ルーティングテーブルにエクスポートします。

export ipv4 {unicast |multicast} [prefix-limit] map
map-tag

例：

ステップ 5

•ユニキャストプレフィックスまたはマルチキャ
ストプレフィックスを指定します。

Device(config-vrf)# export ipv4 unicast 500 map
UNICAST

•デフォルトでは、最大 1000プレフィックスを
エクスポートできます。1～ 2,147,483,647のプ
レフィックスの制限を指定するには、prefix-limit
引数を使用します。

•この例では、UNICASTという名前のルート
マップを通過した最大 500のユニキャストプ
レフィックスをエクスポートするエクスポート

マップを作成しています。

VRFインスタンス用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを作成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

• route-target importまたは route-target exportにつ
いては、『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration
Guide』を参照してください。

Device(config-vrf)# route-target import 100:100

VRFインスタンス用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを作成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-vrf)# route-target export 100:100

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 8

あるルーティングプロトコルから別のルーティン

グプロトコルへルートを再配布する条件を定義す

るか、ポリシールーティングを有効にします。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

Device(config)# route-map UNICAST permit 10

ステップ 9

•ルートマップ名は、ステップ 5で指定された
ルートマップと一致する必要があります。

•この例では、UNICASTという名前のルート
マップを作成しています。

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで

宛先ネットワーク番号のアドレスが許可されている

match ip address {acl-number [acl-number | acl-name]
| acl-name [acl-name | acl-number] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name]}

ステップ 10

ルートを配布し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。例：

Device(config-route-map)# match ip address 50
• IPアクセスリストと IPプレフィックスリス
トの両方がサポートされています。

•この例では、標準アクセスリスト 50を使用し
て一致基準を定義するようにルートマップを

定義しています。

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 11

Device(config-route-map)# end

VRFからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートに
関する情報の表示

VRFテーブルからグローバルテーブルにエクスポートされたプレフィックスに関する情報を
表示するには、この作業のいずれかの手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp {ipv4 | ipv6} {unicast |multicast} [prefix]
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3. debug ip bgp import event
4. debug ip bgp import update

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

VRFからグローバルテーブルにインポートされたパ
スに関する情報を表示します。

show ip bgp {ipv4 | ipv6} {unicast |multicast} [prefix]

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp ipv4 unicast 192.168.1.1

IPv4プレフィックスインポートイベントに関連す
るメッセージを表示します。

debug ip bgp import event

例：

ステップ 3

Device# debug ip bgp import event

IPv4プレフィックスインポートアップデートに関
連するメッセージを表示します。

debug ip bgp import update

例：

ステップ 4

Device# debug ip bgp import update

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィッ
クスエクスポートの設定例

例：IPv6アドレスファミリを使用した VRFテーブルからグローバル
テーブルへの IPプレフィックスのエクスポート

vrf definition X
rd 100:100
address-family ipv6
export ipv6 unicast map OnlyNet2000
route-target import 100:100
route-target export 100:100

!
ipv6 prefix-list net2000 permit 2000::/16
!
route-map OnlyNet2000 permit 10
match ipv6 address prefix-list net2000
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例：IPv4アドレスファミリを使用した VRFテーブルからグローバル
テーブルへの IPプレフィックスのエクスポート

vrf definition X
rd 100:100
address-family ipv4
export ipv4 unicast map OnlyNet200
route-target import 100:100
route-target export 100:100

!
ip prefix-list net200 permit 200.0.0.0/8
!
route-map OnlyNet200 permit 10
match ip address prefix-list net200

例：IP VRFを使用したVRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプ
レフィックスのエクスポート（IPv4のみ）

ip vrf vrfname
rd 100:100
export ipv4 unicast map OnlyNet200
route-target import 100:100
route-target export 100:100

!
ip prefix-list net200 permit 200.0.0.0/8
!
route-map OnlyNet200 permit 10
match ip address prefix-list net200

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS BGP Command
Reference』

BGPコマンド

『MPLS: Layer 3 VPNs
Configuration Guide』

route-target importおよび route-target exportの使用
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィッ
クスエクスポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 56 : VRFテーブルからグローバルテーブルへの IPプレフィックスエクスポートに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、ネットワー

ク管理者はVRFルーティング
テーブルからグローバルルー

ティングテーブルに IPプレ
フィックスをエクスポートで

きます。

exportmap (VRF table to global
table)コマンドが導入されまし
た。

次のコマンドが変更されまし

た。debug ipbgp import、show
ip bgp

VRFテーブルからグローバル
テーブルへの IPプレフィック
スエクスポートに対するBGP
サポート
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第 41 章

BGPのネイバーごとの SoO設定

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のネイバーSite-of-Origin（SoO）ごとの設定機能を
使用すると、SoO値の設定が簡略化されます。ネイバーごとの SoO設定により、ルータコン
フィギュレーションモードの下のサブモードで設定可能な2つの新しいコマンドが導入され、
SoO値が設定されます。

•機能情報の確認（741ページ）
• BGPのネイバーごとの SoO設定の前提条件（742ページ）
• BGPのネイバーごとの SoO設定の制約事項（742ページ）
• BGPのネイバーごとの SoOの設定に関する情報（742ページ）
• BGPのネイバーごとの SoOの設定方法（745ページ）
• BGPのネイバーごとの SoO設定の設定例（756ページ）
•次の作業（757ページ）
•その他の参考資料（758ページ）
• BGPのネイバーごとの SoO設定の機能情報（758ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPのネイバーごとの SoO設定の前提条件
この機能は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネットワークが設定され、CiscoExpress
Forwardingがご使用のネットワークで有効になっていることを前提としています。

BGPのネイバーごとの SoO設定の制約事項
BGPネイバーまたはピアポリシーのテンプレートベースの SoO設定は、インバウンドルート
マップで設定された SoO値よりも優先されます。

BGPのネイバーごとの SoOの設定に関する情報

Site of Origin BGPコミュニティ属性
Site-of-Origin（SoO）拡張コミュニティは、サイトを発信元とするルートを識別し、そのプレ
フィックスの再アドバタイズメントが送信元のサイトに戻されることを防ぐために使用される

BGP拡張コミュニティ属性です。この SoO拡張コミュニティは、ルータがルートを学んだサ
イトを一意に識別します。BGPは、ルートに関連付けられた SoO値を使用し、ルーティング
ループを防止できます。

ルート識別子

ルート識別子（RD）はルーティングテーブルとフォワーディングテーブルを作成し、VPNの
デフォルトのルート識別子を指定します。IPv4プレフィックスをグローバルに固有のVPN-IPv4
プレフィックスに変更するために、RDが IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。RDは、
自律システム番号と任意番号、または IPアドレスと任意番号のいずれかで構成できます。

RDは、次のいずれかの形式で入力できます。

• 16ビット自律システム番号、コロン、32ビット番号を入力します。次に例を示します。

45000:3

• 32ビット IPアドレス、コロン、16ビット番号を入力します。次に例を示します。

192.168.10.15:1

BGPによるネイバーごとの Site of Originの設定
BGPネイバーに SoO値を設定するには 3つの方法があります。
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• BGPピアポリシーテンプレート：ピアポリシーテンプレートが作成され、SoO値がこの
ピアポリシーの一部として設定されます。アドレスファミリ IPv4仮想ルーティング/転送
（VRF）の下で、ネイバーが特定され、SoO値を含むピアポリシーを継承するように設定
されます。

• BGP neighborコマンド：アドレスファミリ IPv4 VRFの下で、ネイバーが特定され、SoO
値がこのネイバーに設定されます。

• BGPピアグループ：アドレスファミリ IPv4VRFの下で、BGPピアグループが設定され、
SoO値がそのピアグループに設定され、ネイバーが特定され、このネイバーがこのピア
グループのメンバとして設定されます。

BGPネイバーまたはピアポリシーのテンプレートベースの SoO設定は、インバウンドルート
マップで設定された SoO値よりも優先されます。

（注）

BGPネイバーに対する SoO値の設定は、VPNの入り口であるプロバイダーエッジ（PE）ルー
タで実行されます。SoOが有効になると、プレフィックスのSoOタグが顧客宅内装置（CPE）
用に設定された SoOタグと一致しない場合だけ PEルータがプレフィックスを CPEに転送し
ます。

たとえば、下の図では、SoOタグは、自律システム番号 65000のルータ CPE1と CPE2を含む
お客様のサイトに対して 65000:1に設定されています。CPE1がプレフィックスを PE1に送信
すると、PE1は、このプレフィックスに CPE1および CPE2の SoOタグである 65000:1をタグ
付けします。PE1がタグを付けられたプレフィックスを PE2に送信すると、PE2は、CPE2か
ら SoOタグに対する一致処理を実行します。タグ値が 65000:1であるすべてのプレフィックス
は、SoOタグが CPE2の SoOタグと一致するため、CPE2には送信されず、ルーティングルー
プが回避されます。
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図 62 : SoOに対するネットワークダイアグラム例

BGPのネイバーごとの Site of Originの利点
この機能が導入される前のリリースでは、SoO拡張コミュニティ属性は、アップデートプロ
セス中に SoO値を設定するインバウンドルートマップを使用して設定されます。BGPのネイ
バーごとの Site of Origin機能の導入に伴い、ルータコンフィギュレーションモード下のサブ
モードで設定される 2つの新しいコマンドにより、SoO値の設定が簡素化されます。

BGPピアポリシーテンプレート
ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリに属するネイバーに設定される BGP
ポリシーコマンドの設定に使用されます。ピアポリシーテンプレートは、1回設定され、そ
の後、ピアポリシーテンプレートを直接適用するか、またはピアポリシーテンプレートから

継承することによって、多くのネイバーに適用されます。ピアポリシーテンプレートの設定

により、自律システム内のすべてのネイバーに適用される BGPポリシーコマンドの設定が簡
略化されます。

ピアポリシーテンプレートは継承をサポートします。直接適用されたピアポリシーテンプ

レートは、最大 7つのピアポリシーテンプレートから設定を直接的または間接的に継承でき
ます。したがって、合計 8つのピアポリシーテンプレートをネイバーまたはネイバーグルー
プに適用できます。

ピアポリシーテンプレートの設定により、BGP設定が簡略化され、柔軟性が向上します。特
定のポリシーを 1回設定すれば、何回も参照できます。ピアポリシーは最大 8レベルの継承を
サポートするため、非常に具体的で複雑な BGPポリシーを作成できます。
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BGPピアポリシーテンプレートの詳細については、「基本BGPネットワークの設定」モジュー
ルを参照してください。

BGPのネイバーごとの SoOの設定方法

Cisco Express Forwardingの有効化と VRFインスタンスの設定
次の作業を上の図の両方の PEルータで実行し、Virtual Routing and Forwarding（VRF）インス
タンスをVRF割り当てごとの作業とともに使用されるように設定します。この作業では、Cisco
Express Forwardingを有効にし、SOO_VRFという名前の VRFインスタンスを作成します。こ
の VRFを機能させるために、ルート識別子が作成され、この VRFはインターフェイスに関連
付けられます。ルート識別子が作成されると、SOO_VRFという名前の VRFインスタンスに
ルーティングテーブルおよびフォワーディングテーブルが作成されます。VRFをインターフェ
イスと関連付けた後、インターフェイスは、IPアドレスによって設定されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip cef
4. ip vrf vrf-name
5. rd route-distinguisher
6. route-target {export | both} route-target-ext-community
7. route-target {import | both} route-target-ext-community
8. exit
9. interface type number
10. ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
11. ip address ip-address mask [secondary]
12. end
13. show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name] [output-modifiers]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルートプロセッサで Cisco Express Forwardingを有
効にします。

ip cef

例：

ステップ 3

Device(config)# ip cef

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 4

Device(config)# ip vrf SOO_VRF

VRFにルーティングテーブルとフォワーディング
テーブルを作成し、VPNにデフォルト RDを指定
します。

rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 1:1

ステップ 5

• VPNにデフォルト RDを指定するには、
route-distinguisher引数を使用します。次の 2つ
の形式を使用して RDを指定できます。

• 16ビットの自律システム番号、コロン、
および32ビットの数字（例：65000:3）。

• 32ビットの IPアドレス、コロン、および
16ビットの数字（例：192.168.1.2:51）。

•この例では、RDは自律システム番号とコロン
の後に数字 1を使用しています。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target {export | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 6

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

Device(config-vrf)# route-target export 1:1

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。

この手順に適用される構文だけが表示さ

れます。この構文の別の使用方法につい

ては、手順 7を参照してください。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target {import | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 7

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Device(config-vrf)# route-target import 1:1

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 8

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 9

Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0

VRFをインターフェイスまたはサブインターフェ
イスと関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]

例：

ステップ 10

•この例では、SOO_VRFという名前の VRFが
ギガビットイーサネットインターフェイス

1/0/0と関連付けられます。

Device(config-if)# ip vrf forwarding SOO_VRF

このコマンドをインターフェイス上で実

行すると、IPアドレスが削除されるた
め、IPアドレスを再設定する必要があり
ます。

（注）

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 11

•この例では、ギガビットイーサネットインター
フェイス 1/0/0が IPアドレス 192.168.1.2によっ
て設定されます。

Device(config-if)# ip address 192.168.1.2
255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# end

設定された VRFを表示します。show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]
[output-modifiers]

ステップ 13

•このコマンドを使用して、この作業の設定を確
認します。例：

Device# show ip vrf

例

show ip vrfコマンドの次の出力は、この作業で設定された SOO_VRFという名前の
VRFを表示します。

Device# show ip vrf

Name Default RD Interfaces
SOO_VRF 1:1 GE1/0/0

BGPピアポリシーテンプレートを使用したネイバーごとの SoO値の
設定

次の作業を上の図のルータ PE1で実行し、ピアポリシーテンプレートを使用して、上の図の
ルータ CPE1で BGPネイバーに SoO値を設定します。この作業では、ピアポリシーテンプ
レートが作成され、SoO値がピアポリシーに対して設定されます。アドレスファミリ IPv4仮
想ルーティング/転送（VRF）の下で、ネイバーが特定され、SoO値を含むピアポリシーを継
承するように設定されます。

BGPピアが異なる SoO値を指定する複数のピアポリシーテンプレートから継承される場合、
最後に適用されたテンプレートの SoO値が優先され、ピアに適用されます。ただし、BGPネ
イバーで SoO値を直接設定すると、SoO値の、継承されたあらゆるテンプレート設定が上書
きされます。

始める前に

この作業は、Cisco Express Forwardingの有効化とVRFインスタンスの設定（745ページ）で説
明された作業が実行済みであることを前提としています。

BGPピアは、ピアポリシーテンプレートまたはピアセッションテンプレートからの継承と、
ピアグループメンバとしての設定を同時に行うことはできません。BGPテンプレートと BGP
ピアグループは同時に使用できません。

>

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
5. soo extended-community-value
6. exit-peer-policy
7. address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]
8. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
9. neighbor ip-address activate
10. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 50000

ピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテ

ンプレートコンフィギュレーションモードを開始

します。

template peer-policy policy-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-policy
SOO_POLICY

ステップ 4

SoO値をBGPピアポリシーテンプレートに設定し
ます。

soo extended-community-value

例：

ステップ 5

• extended-community-value引数を使用して、VPN
拡張コミュニティ値を指定します。この値は、

次のいずれかの形式です。

Router(config-router-ptmp)# soo 65000:1

• 16ビットの自律システム番号、コロン、
および32ビットの数字（例：45000:3）。
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目的コマンドまたはアクション

• 32ビットの IPアドレス、コロン、および
16ビットの数字（例：192.168.10.2:51）

•この例では、SoO値は、65000:1に設定されま
す。

ポリシーテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit-peer-policy

例：

Router(config-router-pmtp)# exit-peer-policy

ステップ 6

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 7

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デRouter(config-router)# address-family ipv4 vrf

SOO_VRF
フォルトでは、address-family ipv4コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 65000

このネイバーをイネーブルにして、IPv4 VRFアド
レスファミリのプレフィックスをローカルルータ

と交換します。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 9

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
inherit peer-policy SOO_POLICY

•この例では、このルータは、SOO_POLICYと
いう名前のピアポリシーテンプレートを

192.168.1.1ネイバーに送信して継承するように
設定されます。別のピアポリシーテンプレー

トが間接的に SOO_POLICYから継承される場
合、間接的に継承された設定も適用されます。

最大 7つの追加ピアポリシーテンプレートを
SOO_POLICYから間接的に継承できます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 11

Router(config-router-af)# end

BGPネイバーコマンドを使用したネイバーごとの SoO値の設定
次の作業を上の図のルータPE2で実行し、neighborコマンドを使用して、上の図のルータCPE2
で BGPネイバーに SoO値を設定します。IPv4 VRFアドレスファミリで、ネイバーが特定さ
れ、SoO値がこのネイバーに設定されます。

BGPネイバーで SoO値を直接設定すると、継承されたあらゆる SoO値のピアポリシーテンプ
レート設定が上書きされます。

始める前に

この作業は、「CEFの確認および VRFインスタンスの設定」の項で説明された作業が、イン
ターフェイスおよび IPアドレスに対して適切な変更を加えて実行されていることを前提とし
ています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} soo extended-community-value
8. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デDevice(config-router)# address-family ipv4 vrf

SOO_VRF
フォルトでは、address-family ipv4コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用し
ます。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコル BGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.1
remote-as 65000
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目的コマンドまたはアクション

このネイバーをイネーブルにして、IPv4VRFアドレ
スファミリのプレフィックスをローカルルータと

交換します。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.1
activate

ステップ 6

•この例では、外部 BGPピア 192.168.2.1がアク
ティブ化されます。

ピアグループが手順5で設定済みの場合、
任意のパラメータを設定するときに BGP
ピアグループがアクティブ化されるため、

この手順は行わないでください。たとえ

ば、BGPピアグループは、手順 7で
neighbor sooコマンドを使用してSoO値が
設定されるときにアクティブになります。

（注）

BGPネイバーまたはピアグループの Site-of-Origin
（SoO）値を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} soo
extended-community-value

例：

ステップ 7

•この例では、ネイバー 192.168.2.1が SoO値
65000:1とともに設定されます。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.1
soo 65000:1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

BGPピアグループを使用したネイバーごとの SoO値の設定
この作業を上の図のルータ PE1で実行し、neighborコマンドと BGPピアグループ使用して、
上の図のルータ CPE1で BGPネイバーに SoO値を設定します。アドレスファミリ IPv4 VRF
の下にBGPピアグループが作成され、BGP neighborコマンドを使用して SoO値が設定され、
その後ネイバーが特定され、ピアグループメンバとして追加されます。BGPピアグループメ
ンバは、ピアグループに関連付けられた設定を継承します。この例では、ピアグループには

SoO値が含まれます。

BGPネイバーで SoO値を直接設定すると、継承されたあらゆる SoO値のピアグループ設定が
上書きされます。

始める前に

この作業は、「Cisco Express Forwardingの有効化と VRFインスタンスの設定」で説明された
作業が実行済みであることを前提としています。
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BGPピアは、ピアポリシーテンプレートまたはピアセッションテンプレートからの継承と、
ピアグループメンバとしての設定を同時に行うことはできません。BGPテンプレートと BGP
ピアグループは同時に使用できません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} soo extended-community-value
7. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
8. neighbor ip-address activate
9. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デDevice(config-router)# address-family ipv4 vrf

SOO_VRF
フォルトでは、address-family ipv4コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
ルータは IPv4ユニキャストアドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。
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目的コマンドまたはアクション

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードコマンドに関連付けるVRFイン
スタンスの名前を指定します。

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor SOO_group
peer-group

BGPネイバーまたはピアグループの Site-of-Origin
（SoO）値を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} soo
extended-community-value

例：

ステップ 6

•この例では、BGPピアグループである
SOO_groupが SoO値 65000:1を使用して設定
されます。

Device(config-router-af)# neighbor SOO_group soo
65000:1

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 65000

このネイバーを有効にして、IPv4 VRFアドレス
ファミリのプレフィックスをローカルルータと交

換します。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 8

BGPネイバーの IPアドレスをピアグループに割り
当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
peer-group SOO_group

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end
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BGPのネイバーごとの SoO設定の設定例

例：BGPピアポリシーテンプレートを使用したネイバーごとの SoO
値の設定

次に、ピアポリシーテンプレートを作成し、SoO値をピアポリシーの一部として設定する方
法の例を示します。Cisco Express Forwardingを有効にし、SOO_VRFという名前のVRFインス
タンスを設定した後、ピアポリシーテンプレートが作成され、SoO値がピアポリシーの一部
として設定されます。IPv4 VRFアドレスファミリの下で、ネイバーが特定され、SoO値を含
むピアポリシーを継承するように設定されます。

ip cef
ip vrf SOO_VRF
rd 1:1
route-target export 1:1
route-target import 1:1
exit
interface GigabitEthernet 1/0/0
ip vrf forwarding SOO_VRF
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
exit
router bgp 50000
template peer-policy SOO_POLICY
soo 65000:1
exit-peer-policy
address-family ipv4 vrf SOO_VRF
neighbor 192.168.1.1 remote-as 65000
neighbor 192.168.1.1 activate
neighbor 192.168.1.1 inherit peer-policy SOO_POLICY
end

例：BGPネイバーコマンドを使用したネイバーごとの SoO値の設定
次に、BGPネイバーに SoO値を設定する方法の例を示します。Cisco Express Forwardingを有
効にし、SOO_VRFという名前の VRFインスタンスを設定した後、IPv4 VRFアドレスファミ
リでネイバーが特定され、SoO値がこのネイバーに設定されます。

ip cef
ip vrf SOO_VRF
rd 1:1
route-target export 1:1
route-target import 1:1
exit
interface GigabitEthernet 1/0/0
ip vrf forwarding SOO_VRF
ip address 192.168.2.2 255.255.255.0
exit
router bgp 50000
address-family ipv4 vrf SOO_VRF
neighbor 192.168.2.1 remote-as 65000
neighbor 192.168.2.1 activate
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neighbor 192.168.2.1 soo 65000:1
end

例：BGPピアグループを使用したネイバーごとの SoO値の設定
次に、BGPピアグループに SoO値を設定する方法の例を示します。Cisco Express Forwarding
を有効にし、SOO_VRFという名前のVRFインスタンスを設定した後、IPv4VRFアドレスファ
ミリで BGPピアグループが設定され、SoO値がピアグループに設定され、ネイバーが特定さ
れ、このネイバーがピアグループのメンバとして設定されます。

ip cef
ip vrf SOO_VRF
rd 1:1
route-target export 1:1
route-target import 1:1
exit
interface GigabitEthernet 1/0/0
ip vrf forwarding SOO_VRF
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
exit
router bgp 50000
address-family ipv4 vrf SOO_VRF
neighbor SOO_GROUP peer-group
neighbor SOO_GROUP soo 65000:65
neighbor 192.168.1.1 remote-as 65000
neighbor 192.168.1.1 activate
neighbor 192.168.1.1 peer-group SOO_GROUP
end

次の作業
• BGPの概要を確認する場合は、「Cisco BGP概要」モジュールに進んでください。

•基本的な BGP機能の作業を実行する場合は、「基本 BGPネットワークの設定」モジュー
ルに進んでください。

• BGPの拡張機能の作業を実行する場合は、「BGPの拡張機能の設定」モジュールに進ん
でください。

• BGPネイバーセッションオプションを設定する場合は、「BGPネイバーセッションオ
プションの設定」モジュールに進んでください。

•内部 BGP作業を実行する場合は、「内部 BGP機能の設定」モジュールに進んでくださ
い。
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』IPスイッチングコマンド

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPのネイバーごとの SoO設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipswitch/command/isw-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 57 : BGPのネイバーごとの SoO設定の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPのネイバー SoOごとの設定機能を使用すると、
Site-of-Origin（SoO）パラメータの設定が簡略化されます。
ネイバーごとのSoO設定により、ルータコンフィギュレー
ションモードの下のサブモードで設定可能な2つの新しい
コマンドが導入され、SoO値が設定されます。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲーション
サービスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが導入されました。neighbor
soo、soo

Cisco IOS XE
Release 2.1

BGPのネイバー
ごとの SoO設定
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第 42 章

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

BGPルータ IDの VRF単位の割り当て機能により、同じルータ上のボーダーゲートウェイプ
ロトコル（BGP）内にVRF-to-VRFピアリングを持つ機能が追加されます。BGPは、ルータ ID
チェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計されています。VRF単位の割
り当て機能を使用すると、既存のbgprouter-idコマンドの新しいキーワードを使用して、VRF
単位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位での手動設定、または、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードでのグローバルな自動割り当てやVRF単位の
自動割り当てが可能です。

•機能情報の確認（761ページ）
• BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての前提条件（762ページ）
• BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する情報（762ページ）
• BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定方法（763ページ）
• BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定例（780ページ）
•その他の参考資料（787ページ）
• BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する機能情報（788ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての前提条件
この機能を設定する前に、ネットワーク内で Cisco Express Forwardingまたは distributed Cisco
Express Forwarding（dCEF;分散型シスコエクスプレスフォワーディング）が有効になってい
る必要があり、また、BGPピアリングがネットワーク内で実行されていることが前提になって
います。

BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する情報

BGPルータ ID
BGPルータ IDは、ルータの最大 IPアドレスに設定される 4バイトフィールドです。ループ
バックインターフェイスアドレスは物理インターフェイスよりも安定しているため、ループ

バックインターフェイスのアドレスが物理インターフェイスよりも前に考慮されます。BGP
ルータ IDは、最小ルータ IDを持つ BGPルータにプリファレンスが設定されている宛先への
ベストパスを決定するために、BGPアルゴリズムで使用されます。bgp router-idコマンドで
BGPルータ IDを手動で設定して、ベストパスのアルゴリズムに影響を与えることが可能で
す。

VRF単位でのルータ IDの割り当て
Cisco IOSXERelease2.1以降のリリースでは、各バーチャルプライベートネットワーク（VPN）
ルーティング/転送（VRF）インスタンスに対する個別のルータ IDの設定に対するサポートが
追加されました。BGPルータ IDのVRF単位の割り当て機能により、同じルータ上のボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）内に VRF-to-VRFピアリングを持つ機能が追加されます。
BGPは、ルータ IDチェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計されていま
す。VRF単位の割り当て機能を使用すると、既存の bgp router-idコマンドの新しいキーワー
ドを使用して、VRF単位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位での手
動設定、または、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでのグローバルな自動割

り当てや VRF単位の自動割り当てが可能です。

ルート識別子

ルート識別子（RD）はルーティングテーブルとフォワーディングテーブルを作成し、VPNの
デフォルトのルート識別子を指定します。IPv4プレフィックスをグローバルに固有のVPN-IPv4
プレフィックスに変更するために、RDが IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。RDは、
自律システム番号と任意番号、または IPアドレスと任意番号のいずれかで構成できます。

RDは、次のいずれかの形式で入力できます。

• 16ビット自律システム番号、コロン、32ビット番号を入力します。次に例を示します。
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45000:3

• 32ビット IPアドレス、コロン、16ビット番号を入力します。次に例を示します。

192.168.10.15:1

BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定方法

VRFインスタンスの設定
VRFインスタンスを VRF割り当て作業で使用されるように設定するには、この作業を実行し
ます。この作業では、vrf_transという名前の VRFインスタンスが作成されます。VRFを機能
させるために、ルート識別子（RD）が作成されます。ルート識別子が作成されると、vrf_trans
という名前のVRFインスタンスにルーティングテーブルとフォワーディングテーブルが作成
されます。

始める前に

この作業では、Cisco Express Forwardingまたは分散型 Cisco Express Forwardingが有効になって
いることを前提としています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. route-target {import | both} route-target-ext-community
6. route-target {export | both} route-target-ext-community
7. exit
8. 定義する VRF単位で、ステップ 3～ステップ 7を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 3

Router(config)# ip vrf vrf_trans

VRFにルーティングテーブルとフォワーディング
テーブルを作成し、VPNにデフォルトRDを指定し
ます。

rd route-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 45000:2

ステップ 4

• VPNにデフォルト RDを指定するには、
route-distinguisher引数を使用します。RDの指
定に使用できる形式は 2つあります。詳細につ
いては、「ルート識別子」の項を参照してくだ

さい。

•この例では、RDは、コロンの後に番号 2を持
つ自律システム番号を使用します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target {import | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target import 55000:5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target {export | both} route-target-ext-community

例：

ステップ 6

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target export 55000:1

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

• VPN拡張コミュニティを指定するには、
route-target-ext-community引数を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 7

--定義する VRF単位で、ステップ 3～ステップ 7を
繰り返します。

ステップ 8

VRFインスタンスとインターフェイスの関連付け
VRF単位での割り当て作業で使用されるインターフェイスに VRFインスタンスを関連付ける
には、この作業を実行します。この作業では、vrf_transという名前の VRFインスタンスがシ
リアルインターフェイスに関連付けられます。

ip vrf forwardingコマンドにより IPアドレスが削除されるため、VRFインスタンスを関連付
けるインターフェイスの IPアドレスをメモしておいてください。ステップ 8で IPアドレスを
再設定できます。

始める前に

•この作業では、Cisco Express Forwardingまたは分散型 Cisco Express Forwardingが有効に
なっていることを前提としています。

•この作業は、VRFインスタンスがVRFインスタンスの設定（763ページ）で設定されてい
ることを前提としています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. exit
6. interface type number
7. ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
8. ip address ip-address mask [secondary]
9. インターフェイスに関連付ける VRF単位で、ステップ 5～ 8を繰り返します。
10. end
11. show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•この例では、ループバックインターフェイス
0が設定されます。Router(config)# interface loopback0

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4

•この例では、ループバックインターフェイス
が 172.16.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 172.16.1.1
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

•この例では、シリアルインターフェイス 2/0/0
が設定されています。

Router(config)# interface serial2/0/0

VRFをインターフェイスまたはサブインターフェ
イスと関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]

例：

ステップ 7

•この例では、vrf_transという名前の VRFがシ
リアルインターフェイス 2/0/0に関連付けられ
ます。

Router(config-if)# ip vrf forwarding vrf_trans

インターフェイスにこのコマンドを実行

すると、IPアドレスが削除されます。IP
アドレスを再設定する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 8

•この例では、シリアルインターフェイス 2/0/0
が 192.168.4.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 192.168.4.1
255.255.255.0

--インターフェイスに関連付けるVRF単位で、ステッ
プ 5～ 8を繰り返します。

ステップ 9

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Router(config-if)# end

（任意）定義された VRFおよび関連付けられたイ
ンターフェイスのセットを表示します。

show ip vrf [brief | detail | interfaces | id] [vrf-name]

例：

ステップ 11

•この例では、このコマンド出力に、作成された
VRFおよび関連付けられたインターフェイス
が表示されます。

Router# show ip vrf interfaces

例

次の出力は、vrf_transと vrf_usersという名前の 2つのVRFインスタンスが 2つのシリ
アルインターフェイスに設定されたことを示しています。

Router# show ip vrf interfaces
Interface IP-Address VRF Protocol
Serial2 192.168.4.1 vrf_trans up
Serial3 192.168.5.1 vrf_user up

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定
VRF単位でBGPルータ IDを手動で設定するには、この作業を実行します。この作業では、複
数のアドレスファミリコンフィギュレーションが示され、1つのVRFインスタンスに対して、
IPv4アドレスファミリモードでルータ IDが設定されます。ステップ 22は、特定のステップ
を繰り返して、同じルータ上で複数の VRFの設定を許可する方法を示します。

始める前に

この作業は、事前に VRFインスタンスを作成し、そのインスタンスをインターフェイスに関
連付けていることを前提とします。詳細については、VRFインスタンスの設定（763ページ）
およびVRFインスタンスとインターフェイスの関連付け（765ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. bgp log-neighbor-changes
6. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source interface-type interface-number
8. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
9. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
10. neighbor {ip-address| peer-group-name} send-community{both| standard| extended}
11. exit-address-family
12. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
13. redistribute connected
14. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
15. neighbor ip-address local-as autonomous-system-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]
16. neighbor {ip-address| peer-group-name} ebgp-multihop[ttl]
17. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
18. neighbor ip-address allowas-in [number]
19. no auto-summary
20. no synchronization
21. bgp router-id {ip-address| auto-assign}
22. 別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ 11～ 21を繰り返します。
23. end
24. show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf vrf-name}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 5

Router(config-router)# bgp log-neighbor-changes

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、ネイバーは内部ネイバーになりま
す。

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェ
イスを使用できるようにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 7

•この例では、指定されたネイバーの BGP TCP
接続が、最良のローカルアドレスではなく、

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
update-source loopback0 ループバックインターフェイスの IPアドレス

で発信されます。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 8

•この例では、VPNv4アドレスファミリセッ
ションを作成します。

Router(config-router)# address-family vpnv4

VPNv4アドレスファミリの下のネイバーをアクティ
ブにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 9

•この例では、ネイバー172.16.1.1がアクティブ
化されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
send-community{both| standard| extended}

例：

ステップ 10

•この例では、拡張コミュニティ属性が172.16.1.1
のネイバーに送信されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 11

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 12

•この例では、vrf_transという名前の VRFイン
スタンスが後続の IPv4アドレスファミリコン

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf_trans

フィギュレーションコマンドに関連付けられ

るように指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインに再配布します。

redistribute connected

例：

ステップ 13

•この例では、インターフェイスで IPが有効化
されると自動的に確立されるルートを表すため

に、connectedキーワードが使用されます。

Router(config-router-af)# redistribute connected

•この手順に適用される構文だけが表示されま
す。詳細については、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』を参照してくださ
い。
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 14

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 40000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、192.168.1.1のネイバーは外部ネイ
バーです。

eBGPネイバーから受信したルートの AS_PATH属
性をカスタマイズします。

neighbor ip-address local-as
autonomous-system-number [no-prepend [replace-as
[dual-as]]]

ステップ 15

•ローカルBGPルーティングプロセスからの自
律システム番号は、デフォルトで、すべての外

部ルートに追加されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
local-as 50000 no-prepend • eBGPネイバーから受信されたルートにローカ

ル自律システム番号を付加しない場合は、

no-prependキーワードを使用します。

•この例では、192.168.1.1のネイバーからのルー
トにローカル自律システム番号が含まれていま

せん。

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
ebgp-multihop[ttl]

例：

ステップ 16

•この例では、直接接続されていないネットワー
ク上に存在するネイバー 192.168.1.1との接続
ができるように BGPを設定します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ebgp-multihop 2

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 17

•この例では、ネイバー 192.168.1.1がアクティ
ブにされます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate
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目的コマンドまたはアクション

複製の自律システム番号が含まれるプレフィックス

をすべて再アドバタイズできるように、プロバイ

ダーエッジ（PE）ルータを設定します。

neighbor ip-address allowas-in [number]

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
allowas-in 1

ステップ 18

•この例では、自律システム番号が 45000の PE
ルータが VRF vrf-transからのプレフィックス
を許可するように設定されます。IPアドレス
が 192.168.1.1のネイバーPEルータが、同じ自
律システム番号の別の PEルータに 1回再アド
バタイズされるように設定されます。

自動サマライズを無効にし、サブプレフィックス

ルーティング情報をクラスフルネットワーク境界

間で送信します。

no auto-summary

例：

Router(config-router-af)# no auto-summary

ステップ 19

Cisco IOS XEソフトウェアが内部ゲートウェイプ
ロトコル（IGP）との同期を待たずにネットワーク
ルートをアドバタイズできるようにします。

no synchronization

例：

Router(config-router-af)# no synchronization

ステップ 20

ローカルBGPルーティングプロセスの固定ルータ
IDを設定します。

bgp router-id {ip-address| auto-assign}

例：

ステップ 21

•この例では、指定された BGPルータ IDが、
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショRouter(config-router-af)# bgp router-id 10.99.1.1

ンに関連付けられた VRFインスタンスに割り
当てられます。

--別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ
11～ 21を繰り返します。

ステップ 22

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 23

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPテーブルからのVPNアドレス情報を
表示します。

show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf
vrf-name}

例：

ステップ 24

•この例では、すべての VPNv4データベースが
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
772

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定



目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS Multiprotocol Label
SwitchingCommand Reference』を参照して
ください。

（注）

例

次のサンプル出力は、vrf_transと vrf_userという名前の 2つの VRFインスタンスが個
別のルータ IDで設定されていることを前提としています。ルータ IDがVRF名の次に
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 5, local router ID is 172.17.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 192.168.4.0 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 42:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
*> 192.168.5.0 0.0.0.0 0 32768 ?

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て
VRF単位で BGPルータ IDを自動で設定するには、この作業を実行します。この作業では、
ループバックインターフェイスが VRFに関連付けられ、bgp router-idコマンドがルータコン
フィギュレーションレベルで設定されて、BGPルータ IDがすべての VRFインスタンスに自
動的に割り当てられます。ステップ9は、特定のステップを繰り返して、インターフェイスに
関連付けられる各 VRFを設定する方法を示します。ステップ 30は、同じルータ上で複数の
VRFを設定する方法を示します。

始める前に

この作業は、事前にVRFインスタンスを作成していることを前提とします。詳細については、
VRFインスタンスの設定（763ページ）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. exit
6. interface type number
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7. ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
8. ip address ip-address mask [secondary]
9. インターフェイスに関連付ける VRF単位で、ステップ 5～ 8を繰り返します。
10. exit
11. router bgp autonomous-system-number
12. bgp router-id {ip-address| vrf auto-assign}
13. no bgp default ipv4-unicast
14. bgp log-neighbor-changes
15. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
16. neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source interface-type interface-number
17. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
18. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
19. neighbor {ip-address| peer-group-name} send-community{both| standard| extended}
20. exit-address-family
21. address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}
22. redistribute connected
23. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
24. neighbor ip-address local-as autonomous-system-number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]
25. neighbor {ip-address| peer-group-name} ebgp-multihop[ttl]
26. neighbor {ip-address| peer-group-name} activate
27. neighbor ip-address allowas-in [number]
28. no auto-summary
29. no synchronization
30. 別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ 20～ 29を繰り返します。
31. end
32. show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf vrf-name}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•この例では、ループバックインターフェイス
0が設定されます。Router(config)# interface loopback0
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4

•この例では、ループバックインターフェイス
が 172.16.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 172.16.1.1
255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

•この例では、ループバックインターフェイス
1が設定されます。Router(config)# interface loopback1

VRFをインターフェイスまたはサブインターフェ
イスと関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]

例：

ステップ 7

•この例では、vrf_transという名前のVRFがルー
プバックインターフェイス 1に関連付けられ
ます。

Router(config-if)# ip vrf forwarding vrf_trans

インターフェイスにこのコマンドを実行

すると、IPアドレスが削除されます。IP
アドレスを再設定する必要があります。

（注）

IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 8

•この例では、ループバックインターフェイス
1が 10.99.1.1の IPアドレスで設定されます。

Router(config-if)# ip address 10.99.1.1
255.255.255.255

--インターフェイスに関連付けるVRF単位で、ステッ
プ 5～ 8を繰り返します。

ステップ 9

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 10

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Router(config)# router bgp 45000
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目的コマンドまたはアクション

ローカルBGPルーティングプロセスの固定ルータ
IDを設定します。

bgp router-id {ip-address| vrf auto-assign}

例：

ステップ 12

•この例では、BGPルータ IDが VRFインスタ
ンス単位で自動的に割り当てられます。

Router(config-router)# bgp router-id vrf
auto-assign

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 13

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 14

Router(config-router)# bgp log-neighbor-changes

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 15

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、ネイバーは内部ネイバーになりま
す。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
776

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て



目的コマンドまたはアクション

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェ
イスを使用できるようにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 16

•この例では、指定されたネイバーの BGP TCP
接続が、最良のローカルアドレスではなく、

Router(config-router)# neighbor 192.168.1.1
update-source loopback0 ループバックインターフェイスの IPアドレス

で発信されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 17

•この例では、VPNv4アドレスファミリセッ
ションを作成します。

Router(config-router)# address-family vpnv4

VPNv4アドレスファミリの下のネイバーをアクティ
ブにします。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 18

•この例では、ネイバー172.16.1.1がアクティブ
化されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
send-community{both| standard| extended}

例：

ステップ 19

•この例では、拡張コミュニティ属性が172.16.1.1
のネイバーに送信されます。

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 20

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 [mdt |multicast | unicast [vrf
vrf-name] | vrf vrf-name] | vpnv4 [unicast]}

例：

ステップ 21

•この例では、vrf_transという名前の VRFイン
スタンスが後続の IPv4アドレスファミリコン

Router(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf_trans

フィギュレーションモードのコマンドに関連

付けられるように指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインに再配布します。

redistribute connected

例：

ステップ 22
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# redistribute connected
•この例では、インターフェイスで IPが有効化
されると自動的に確立されるルートを表すため

に、connectedキーワードが使用されます。

•この手順に適用される構文だけが表示されま
す。詳細については、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』を参照してくださ
い。

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 23

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 40000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、192.168.1.1のネイバーは外部ネイ
バーです。

eBGPネイバーから受信したルートの AS_PATH属
性をカスタマイズします。

neighbor ip-address local-as
autonomous-system-number [no-prepend [replace-as
[dual-as]]]

ステップ 24

•ローカルBGPルーティングプロセスからの自
律システム番号は、デフォルトで、すべての外

部ルートに追加されます。

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
local-as 50000 no-prepend • eBGPネイバーから受信されたルートにローカ

ル自律システム番号を付加しない場合は、

no-prependキーワードを使用します。

•この例では、192.168.1.1のネイバーからのルー
トにローカル自律システム番号が含まれていま

せん。

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
ebgp-multihop[ttl]

例：

ステップ 25
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ebgp-multihop 2

•この例では、直接接続されていないネットワー
ク上に存在するネイバー 192.168.1.1との接続
ができるように BGPを設定します。

このネイバーを IPv4アドレスファミリの下でアク
ティブ化します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} activate

例：

ステップ 26

•この例では、ネイバー 192.168.1.1がアクティ
ブにされます。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

複製の自律システム番号が含まれるプレフィックス

をすべて再アドバタイズできるように、プロバイ

ダーエッジ（PE）ルータを設定します。

neighbor ip-address allowas-in [number]

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
allowas-in 1

ステップ 27

•この例では、自律システム番号が 45000の PE
ルータが VRF vrf-transからのプレフィックス
を許可するように設定されます。IPアドレス
が 192.168.1.1のネイバーPEルータが、同じ自
律システム番号の別の PEルータに 1回再アド
バタイズされるように設定されます。

自動サマライズを無効にし、サブプレフィックス

ルーティング情報をクラスフルネットワーク境界

間で送信します。

no auto-summary

例：

Router(config-router-af)# no auto-summary

ステップ 28

Cisco IOS XEソフトウェアが内部ゲートウェイプ
ロトコル（IGP）との同期を待たずにネットワーク
ルートをアドバタイズできるようにします。

no synchronization

例：

Router(config-router-af)# no synchronization

ステップ 29

--別の VRFインスタンスを設定するには、ステップ
20～ 29を繰り返します。

ステップ 30

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 31

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPテーブルからのVPNアドレス情報を
表示します。

show ip bgp vpnv4 {all| rd route-distinguisher| vrf
vrf-name}

例：

ステップ 32

•この例では、すべての VPNv4データベースが
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
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目的コマンドまたはアクション

この例では、このタスクに適用可能な構

文だけが使用されています。詳細につい

ては、『Cisco IOS Multiprotocol Label
SwitchingCommand Reference』を参照して
ください。

（注）

例

次のサンプル出力は、vrf_transと vrf_userという名前の 2つの VRFインスタンスが個
別のルータ IDで設定されていることを前提としています。ルータ IDがVRF名の次に
表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 172.16.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 10:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 42:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

BGPルータ IDの VRF単位での割り当ての設定例

VRF単位での BGPルータ IDの手動設定例
次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。VRF単位での BGPルータ IDは、個別の IPv4アドレスファミリの下で手
動で設定されます。show ip bgp vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDがVRF単位に設定さ
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れていることを確認できます。このコンフィギュレーションは、グローバルコンフィギュレー

ションモードで開始されます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
router bgp 45000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected
neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id 10.99.1.1
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 40000 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id 10.99.1.2
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.1.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
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r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.2.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.2.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

指定された VRFの show ip bgp vpnv4 vrfコマンドの出力には、出力ヘッダーにルータ IDが表
示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user
BGP table version is 43, local router ID is 10.99.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.2.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

指定されたVRFの show ipbgpvpnv4vrf summaryコマンドの出力には、出力の最初の行にルー
タ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user summary
BGP router identifier 10.99.1.1, local AS number 45000
BGP table version is 43, main routing table version 43
8 network entries using 1128 bytes of memory
8 path entries using 544 bytes of memory
16/10 BGP path/bestpath attribute entries using 1856 bytes of memory
6 BGP AS-PATH entries using 144 bytes of memory
3 BGP extended community entries using 72 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 3744 total bytes of memory
BGP activity 17/0 prefixes, 17/0 paths, scan interval 15 secs
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
172.22.1.1 4 2 20 21 43 0 0 00:12:33 3

パスが VRFで送信されると、指定された VRFとネットワークアドレスの show ip bgp vpnv4
vrfコマンドの出力に、正しいルータ IDが表示されます。

Router# show ip bgp vpnv4 vrf vrf_user 172.23.0.0
BGP routing table entry for 65500:1:172.23.0.0/8, version 22
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Paths: (1 available, best #1, table vrf_user)
Advertised to update-groups:

2 3
Local
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (10.99.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, weight 32768, valid, sourced, best
Extended Community: RT:65500:1

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て例
次に、BGPが個別のルータ IDを各 VRFインスタンスに自動的に割り当てるように設定する 3
つの異なる設定例を示します。

ループバックインターフェイス IPアドレスを使用してグローバルに自動割り当てされ
るルータ IDの例

次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。ルータコンフィギュレーションモードでは、BGPが、各VRFにBGPルー
タ IDを自動的に割り当てるようにグローバルに設定されます。ループバックインターフェイ
スは、ルータ IDの IPアドレスを送信するために個別のVRFに関連付けられます。show ipbgp
vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDが VRF単位に設定されていることを確認できます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback1
ip vrf forwarding vrf_user
ip address 10.99.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback2
ip vrf forwarding vrf_trans
ip address 10.99.2.2 255.255.255.255
!
router bgp 45000
bgp router-id vrf auto-assign
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
783

BGPルータ IDの VRF単位での割り当て

VRF単位での BGPルータ IDの自動割り当て例



neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 2 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。この例で使用されているルータ IDが、ループバックイン
ターフェイス 1およびループバックインターフェイス 2で設定された IPアドレスから送信さ
れていることに注意してください。ルータ IDは、VRF単位での BGPルータ IDの手動設定例
（780ページ）と同じです。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.2.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?

デフォルトルータ IDがない場合にグローバルに自動割り当てされるルータ IDの例

次に、ルータを設定して、デフォルトのルータ IDが割り当てられない場合に自動的に BGP
ルータ IDが割り当てられる VRFを関連付ける例を示します。

ip vrf vpn1
rd 45000:1
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route-target export 45000:1
route-target import 45000:1
!
interface Loopback0
ip vrf forwarding vpn1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
router bgp 45000
bgp router-id vrf auto-assign
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
!
address-family ipv4 vrf vpn1
neighbor 172.22.1.2 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.2 activate
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family

別のルータが 2つのルータ間のセッションを確立するように設定されていることを前提とし
て、show ip interface briefコマンドの出力には、設定済みの VRFインターフェイスだけが表
示されます。

Router# show ip interface brief
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Serial2/0/0 unassigned YES NVRAM administratively down down
Serial3/0/0 unassigned YES NVRAM administratively down down
Loopback0 10.1.1.1 YES NVRAM up up

show ip vrfコマンドを使用すると、ルータ IDがVRFに対して割り当てられていることを確認
できます。

Router# show ip vrf
Name Default RD Interfaces
vpn1 45000:1 Loopback0

VRF session is established:

VRF単位で自動割り当てされるルータ IDの例

次の例は、vrf_transと vrf_userの 2つのVRFを、同じルータ上で相互間のセッションで設定す
る方法を示します。個別の VRFに関連付けられた IPv4アドレスファミリの下では、BGPが
自動的に BGPルータ IDを割り当てるように設定されます。ループバックインターフェイス
は、ルータ IDの IPアドレスを送信するために個別の VRFに関連付けられます。show ip bgp
vpnv4コマンドを使用すると、ルータ IDが VRF単位に設定されていることを確認できます。

ip vrf vrf_trans
rd 45000:1
route-target export 50000:50
route-target import 40000:1
!
ip vrf vrf_user
rd 65500:1
route-target export 65500:1
route-target import 65500:1
!
interface Loopback0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
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interface Loopback1
ip vrf forwarding vrf_user
ip address 10.99.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback2
ip vrf forwarding vrf_trans
ip address 10.99.2.2 255.255.255.255
!
router bgp 45000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.3.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.1 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.3.1 activate
neighbor 192.168.3.1 send-community extended
exit-address-family

!
address-family ipv4 vrf vrf_user
redistribute connected
neighbor 172.22.1.1 remote-as 40000
neighbor 172.22.1.1 local-as 50000 no-prepend
neighbor 172.22.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.22.1.1 activate
neighbor 172.22.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id auto-assign
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf vrf_trans
redistribute connected
neighbor 172.23.1.1 remote-as 50000
neighbor 172.23.1.1 local-as 40000 no-prepend
neighbor 172.23.1.1 ebgp-multihop 2
neighbor 172.23.1.1 activate
neighbor 172.23.1.1 allowas-in 1
no auto-summary
no synchronization
bgp router-id auto-assign
exit-address-family

コンフィギュレーションの後、show ip bgp vpnv4 allコマンドの出力には、VRF名の次に表示
されるルータ IDが表示されます。この例で使用されているルータ IDが、ループバックイン
ターフェイス 1およびループバックインターフェイス 2で設定された IPアドレスから送信さ
れていることに注意してください。

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 43, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 45000:1 (default for vrf vrf_trans) VRF Router ID 10.99.2.2
*> 172.22.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 172.23.0.0 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
*> 10.52.1.0/24 172.23.1.1 0 3 1 ?
*> 10.52.2.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.52.3.1/32 172.23.1.1 0 3 1 3 i
*> 10.99.1.1/32 172.23.1.1 0 0 3 1 ?
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*> 10.99.1.2/32 0.0.0.0 0 32768 ?
Route Distinguisher: 50000:1
*>i10.21.1.1/32 192.168.3.1 0 100 0 2 i
Route Distinguisher: 65500:1 (default for vrf vrf_user) VRF Router ID 10.99.1.1
r> 172.22.0.0 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
*> 172.23.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.21.1.1/32 172.22.1.1 0 2 1 2 i
*>i10.52.1.0/24 192.168.3.1 0 100 0 ?
*>i10.52.2.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*>i10.52.3.1/32 192.168.3.1 0 100 0 3 i
*> 10.99.1.1/32 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.99.1.2/32 172.22.1.1 0 0 2 1 ?
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にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
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RFC

タイト

ル

RFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。

BGPルータ IDのVRF単位での割り当てに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 58 : BGPルータ IDの VRF単位での割り当てに関する機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルータ IDの VRF単位の割り当て機能により、同じルータ
上のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）内にVRF-to-VRF
ピアリングを持つ機能が追加されます。BGPは、ルータ ID
チェックのため、BGP自身でセッションを拒否するように設計
されています。VRF単位の割り当て機能を使用すると、既存の
bgp router-idコマンドの新しいキーワードを使用して、VRF単
位で異なるルータ IDを使用できます。ルータ IDは、VRF単位
での手動設定、または、アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでのグローバルな自動割り当てや VRF単位の自
動割り当てが可能です。

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲーションサー
ビスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されました。

bgp router-id、show ip bgp vpnv4

Cisco IOS
XE Release
2.1

BGPルータ ID
の VRF単位で
の割り当て
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第 43 章

BGPネクストホップ非変更

外部BGP（eBGP）セッションでは、デフォルトで、ルータがルートの送信時にBGPルートの
ネクストホップ属性を（自身のアドレスに）変更します。BGPネクストホップ非変更機能で
は、ネクストホップ属性を変更せずに BGPによって eBGPマルチホップピアにアップデート
を送信できます。

•機能情報の確認（791ページ）
•ネクストホップ非変更に関する情報（792ページ）
• BGPネクストホップ非変更の設定方法（793ページ）
• BGPネクストホップ非変更の設定例（795ページ）
•その他の参考資料（796ページ）
• BGPネクストホップ非変更機能の情報（797ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ネクストホップ非変更に関する情報

BGPネクストホップ非変更
外部BGP（eBGP）セッションでは、デフォルトで、ルータがルートの送信時にBGPルートの
ネクストホップ属性を（自身のアドレスに）変更します。BGPネクストホップ非変更機能が
設定されている場合、BGPはネクストホップ属性を変更せずにeBGPマルチホップピアにルー
トを送信します。ネクストホップ属性は変更されません。

ルータがルートを送信するとき、BGPルートのネクストホップ属性を変更するルータのデフォ
ルト動作の例外があります。ネクストホップが eBGPピアのピアリングアドレスと同じサブ
ネットにある場合、ネクストホップは変更されません。これは、サードパーティのネクスト

ホップと呼ばれます。

（注）

BGPネクストホップ非変更機能により、ネットワークの設計および移行を柔軟に実効できま
す。これは、マルチホップとして設定された eBGPピア間だけで使用できます。2つの自律シ
ステム間のさまざまなシナリオで使用できます。たとえば、同じ IGPを共有する複数の自律シ
ステムが接続される場合、または少なくともルータに互いのネクストホップに到達するための

別の方法がある（このため、ネクストホップを変更しないままにできる）場合などが挙げられ

ます。

この機能の一般的な用途は、RR間で VPNv4のマルチホップMP-eBGPを持つマルチプロトコ
ルラベルスイッチング（MPLS）Inter-ASを設定することです。

この機能のもう1つの一般的な用途は、RFC4364、Section10で定義されているVPNv4 Inter-AS
オプション Cの設定です。この設定では、VPNv4ルートは、自律システム間で（異なる自律
システムのRR間で）渡されます。RRは複数ホップ離れており、neighbor next-hop unchanged
が設定されています。異なる自律システムの PEによって、その PE間に LSPが確立されます
（一般的な IGP経由によって、またはASBR間のラベル付きルート（1ホップ離れた異なる自
律システムからのルート）経由でPEに接続されたネクストホップのアドバタイズによって）。
PEは、LSP経由で別の AS内の PEのネクストホップに到達でき、したがって VRF RIBに
VPNv4ルートをインストールできます。

制約事項

BGPネクストホップ非変更機能は、マルチホップ eBGPピア間だけで設定できます。直接接
続されたネイバーにこの機能を設定しようとすると、次のエラーメッセージが表示されます。

%BGP: Can propagate the nexthop only to multi-hop EBGP neighbor
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BGPネクストホップ非変更の設定方法

eBGPピアの BGPネクストホップ非変更の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {ipv4 | ipv6 | l2vpn | nsap | rtfilter | vpnv4 | vpnv6}
5. neighbor ip-address remote-as as-number
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor ip-address ebgp-multihop ttl
8. neighbor ip-address next-hop-unchanged
9. end
10. show ip bgp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 65535

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 | ipv6 | l2vpn | nsap | rtfilter |
vpnv4 | vpnv6}

例：

ステップ 4

Router(config-router-af)# address-family vpnv4

エントリをBGPネイバーテーブルに追加します。neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.100
remote-as 65600

ピアとの情報交換をイネーブルにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.100
activate

ローカルルータを設定して、直接接続されていな

いネットワークに存在する外部ピアとの接続を受け

入れて開始するようにします。

neighbor ip-address ebgp-multihop ttl

例：

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.100
ebgp-multihop 255

ステップ 7

ネクストホップ属性を変更せずに指定されたeBGP
ピアに BGPアップデートを送信するようにルータ
を設定します。

neighbor ip-address next-hop-unchanged

例：

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.100
next-hop-unchanged

ステップ 8

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# end

（任意）BGPルーティングテーブルのエントリを
表示します。

show ip bgp

例：

ステップ 10

•出力には、選択されたアドレスについて
neighbor next-hop-unchangedコマンドが設定
されているかどうかが示されます。

Router# show ip bgp

ルートマップを使用した BGPネクストホップ非変更の設定

eBGPネイバーに対する発信ルートマップの設定

ルートマップを定義し、ネイバーに対する発信ポリシーを適用するには、set ip next-hop
unchangedコマンドを使用します。

次の設定では、プレフィックス 1.1.1.1のネクストホップは eBGPネイバー 15.1.1.2への送信時
に変更されません。

enable
config terminal
router bgp 2
bgp log-neighbor-changes
neighbor 15.1.1.2 remote-as 3
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neighbor 15.1.1.2 ebgp-multihop 10
!
address-family ipv4
neighbor 15.1.1.2 activate
neighbor 15.1.1.2 route-map A out
exit address-family

!
route-map A permit 10
match ip address 1
set ip next-hop unchanged
!
access-list 1 permit 1.1.1.1
end

eBGPネイバーへの送信時における iBGPおよび eBGPパスプレフィックスのネクストホップ非
変更の設定

eBGPネイバーへの送信時に iBGPおよび eBGPパスプレフィックスのネクストホップを変更
しないよう設定するには、next-hop-unchanged allpathsコマンドを使用します。

Cisco IOS XE Denali 16.3リリースから、next-hop-unchanged allpathsコマンドは、VPNv4およ
び VPNv6アドレスファミリに加えて、IPv4および IPv6アドレスファミリをサポートするよ
うになりました。

（注）

次の設定では、iBGPパスプレフィックスでも eBGPパスプレフィックスでも、ネクストホッ
プは eBGPネイバー 15.1.1.2への送信時に変更されません。
enable
config terminal
router bgp 2
bgp log-neighbor-changes
neighbor 15.1.1.2 remote-as 3
neighbor 15.1.1.2 ebgp-multihop 10
!
address-family ipv4
neighbor 15.1.1.2 activate
neighbor 15.1.1.2 next-hop-unchanged allpaths
exit address-family
!
end

BGPネクストホップ非変更の設定例

例：eBGPピアの BGPネクストホップ非変更
次に、リモート ASにマルチホップ eBGPピア 10.0.0.100を設定する例を示します。ローカル
ルータがそのピアにアップデートを送信する場合、ネクストホップ属性を変更せずにアップ

デートを送信します。

router bgp 65535
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address-family ipv4
neighbor 10.0.0.100 remote-as 65600
neighbor 10.0.0.100 activate
neighbor 10.0.0.100 ebgp-multihop 255
neighbor 10.0.0.100 next-hop-unchanged
end

IPv4、IPv6、VPNv4、VPNv6、L2VPNなど、すべてのアドレスファミリがnext-hopunchanged
コマンドをサポートしています。ただし、アドレスファミリ L2VPN BGP VPLSシグナリング
については、正常に機能させるためには next-hop selfコマンドを使用する必要があります。

（注）

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーショ
ンガイド』の「内部 BGP機能の設定」

iBGPピアに対する IPネクストホップを設
定するルートリフレクタの BGPアウトバ
ウンドルートマップ

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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BGPネクストホップ非変更機能の情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 59 : BGPネクストホップ非変更機能の情報

機能情報リリース機能名

BGPネクストホップ非変更機能では、ネクスト
ホップ属性を変更せずにBGPによって eBGPマル
チホップピアにアップデートを送信できます。

この機能により、neighbor next-hop-unchangedコ
マンドが追加されました。

Cisco IOS XE
Release 2.1

BGPネクストホップ非変更

Cisco IOS XE Denali 16.3リリースでは、set ip
next-hop unchanged/next-hop-unchanged allpaths
IPv4/IPv6機能により、BGPネクストホップ非変
更のサポートが IPv4および IPv6の allpathsに拡張
されています。

set ip next-hop unchanged/next-hop-unchanged allpaths
IPv4/IPv6機能により、BGPネクストホップ非変
更をサポートする 2つの新しいノブが追加されて
います。「set ip next-hop unchanged」ノブが
route-mapに追加され、「next-hop-unchanged
allpaths」が neighborに追加されました。

この機能により、 set ip next-hop unchangedコマ
ンドが変更されました。

Cisco IOS XE
Denali 16.3.1

set ip next-hop
unchanged/next-hop-unchanged
allpaths IPv4/IPv6
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第 44 章

L2VPNアドレスファミリに対する BGPサ
ポート

レイヤ 2バーチャルプライベートネットワーク（L2VPN）アドレスファミリに対する BGP
サポートでは、L2VPNエンドポイントプロビジョニング情報を配布するBGPをベースとした
自動検出メカニズムが導入されています。BGPでは、エンドポイントプロビジョニング情報
を保存する際に個別の L2VPNルーティング情報ベース（RIB）が使用されます。これは、レ
イヤ 2 Virtual Forwarding Instance（VFI）が設定されたときに毎回アップデートされます。BGP
により、アップデートメッセージですべての BGPネイバーにエンドポイントプロビジョニン
グ情報が配布されるとき、L2VPNベースのサービスをサポートするために、エンドポイント
情報を使用して Pseudowireメッシュがセットアップされます。

•機能情報の確認（799ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートの前提条件（800ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートの制約事項（800ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートに関する情報（800ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートの設定方法（802ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートの設定例（809ページ）
•次の作業（812ページ）
•その他の参考資料（812ページ）
• L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートに関する機能情報（813ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
799

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートの前提条
件

L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポート機能では、バーチャルプライベートネット
ワーク（VPN）、バーチャルプライベートLANサービス（VPLS）、およびマルチプロトコル
レイヤスイッチング（MPLS）テクノロジーに関してあらかじめ知識があることを前提として
います。

L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートの制約事
項

• L2VPNアドレスファミリコンフィギュレーションで使用された場合、BGP内で使用され
るルートマップでは、プレフィックス処理、タグ処理、および自動タグ処理に関連するす

べてのコマンドは無視されます。その他すべてのルートマップコマンドはサポートされ

ています。

• L2VPNアドレスファミリでは、BGPマルチパスおよびコンフェデレーションはサポート
されていません。

L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートに関する
情報

L2VPNアドレスファミリ
Cisco IOS XE Release 2.6以降のリリースでは、L2VPNアドレスファミリのサポートが導入さ
れています。L2VPNは、IPセキュリティ（IPsec）または総称ルーティングカプセル化（GRE）
などの暗号化テクノロジーを使用して、セキュアでないネットワーク内で運用されるセキュア

なネットワークと定義されています。L2VPNアドレスファミリはBGPルーティングコンフィ
ギュレーションモードで設定され、L2VPNアドレスファミリ内では VPLS Subsequent Address
Family Identifier（SAFI）がサポートされています。

L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートでは、L2VPNエンドポイントプロビジョニ
ング情報を配布するBGPをベースとしたオートディスカバリメカニズムが導入されています。
BGPでは、エンドポイントプロビジョニング情報を保存する際に個別のL2VPNルーティング
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情報ベース（RIB）が使用されます。これは、レイヤ2VFIが設定されたときに毎回アップデー
トされます。プレフィックスおよびパス情報は L2VPNデータベースに保存され、ベストパス
が BGPにより決定されるようになります。BGPにより、アップデートメッセージですべての
BGPネイバーにエンドポイントプロビジョニング情報が配布されるとき、L2VPNベースの
サービスをサポートするために、エンドポイント情報を使用してPseudowireメッシュがセット
アップされます。

BGPオートディスカバリメカニズムにより、Cisco IOS Virtual Private LAN Service（VPLS）機
能に必要不可欠な L2VPNサービスのセットアップが簡易化されます。VPLSは、高速イーサ
ネットを使用した堅牢でスケーラブルな IP MPLSネットワークによる大規模な LANとして、
地理的に分散した拠点間を接続することで柔軟なサービスの展開を実現します。VPLSの詳細
については、「VPLS Autodiscovery: BGP Based」機能を参照してください。

L2VPNアドレスファミリでは、次の BGPコマンドがサポートされています。

• bgp nexthop

• bgp scan-time

• neighbor activate

• neighbor advertisement-interval

• neighbor allowas-in

• neighbor capability

• neighbor inherit

• neighbor maximum-prefix

• neighbor next-hop-self

• neighbor next-hop-unchanged

• neighbor peer-group

• neighbor remove-private-as

• neighbor route-map

• neighbor route-reflector-client

• neighbor send-community

• neighbor soft-reconfiguration

• neighbor soo

• neighbor weight

L2VPNを使用したルートリフレクタでは、neighbor next-hop-selfコマンドおよび neighbor
next-hop-unchangedコマンドはサポートされていません。

（注）
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L2VPNアドレスファミリコンフィギュレーションで使用された場合、BGP内で使用される
ルートマップでは、プレフィックス処理、タグ処理、および自動タグ処理に関連するすべての

コマンドは無視されます。その他すべてのルートマップコマンドはサポートされています。

L2VPNアドレスファミリでは、BGPマルチパスおよびコンフェデレーションはサポートされ
ていません。

VPLS ID
VPLS IDは、VPLSドメインを示す BGP拡張コミュニティ値です。デフォルトの VPLS IDは
BGP自律システム番号および設定済みの VPN IDを使用して生成されるため、この IDの手動
設定は任意です。VPLS IDは、自律システム番号と任意番号、または IPアドレスと任意番号
のいずれかで構成できます。

VPLS IDは、次のいずれかの形式で入力できます。

• 16ビット自律システム番号、コロン、32ビット番号を入力します。次に例を示します。

45000:3

• 32ビット IPアドレス、コロン、16ビット番号を入力します。次に例を示します。

192.168.10.15:1

L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートの設定方
法

BGPおよび L2VPNアドレスファミリを使用した VPLSオートディスカ
バリの設定

特定の VPLSのメンバーである各プロバイダーエッジ（PE）ルータの VPLSオートディスカ
バリを実装するには、次の作業を実行します。Cisco IOS XE Release 2.6では、エンドポイント
プロビジョニング情報が含まれている個別の L2VPN RIBで BGP L2VPNアドレスファミリが
導入されました。BGPは、レイヤ 2仮想転送インスタンス（VFI）が設定されたときに毎回
アップデートされる L2VPNデータベースからのエンドポイントプロビジョニング情報を学習
します。BGPにより、アップデートメッセージですべてのBGPネイバーにエンドポイントプ
ロビジョニング情報が配布されるとき、L2VPNベースのサービスをサポートするために、エ
ンドポイント情報を使用して Pseudowireメッシュがセットアップされます。

BGPベースの VPLSオートディスカバリにより、VPLSネイバーを手動でプロビジョニングす
る必要がなくなります。PEルータが自身を特定の VPLSのメンバーとして設定すると、同じ
VPLS内のリモートルータへの接続を設定するために必要な情報が、ディスカバリプロセスに
よって配布されます。ディスカバリプロセスが完了したとき、VPLSの各メンバーは、VPLS
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に必要な疑似回線のフルメッシュを形成するようVPLS疑似回線を設定するために必要な情報
を入手済みです。

この作業は下の図のルータN-PE3で設定し、ルータN-PE1とN-PE2に対して、別の IPアドレ
スを指定するなどの必要な変更を加えて繰り返す必要があります。これらのルータの詳細な設

定については、下の図を参照してください。

図 63 : L2VPNアドレスファミリを使用した BGPオートディスカバリのネットワーク図

この作業では、レイヤ 2ルータ ID、VPN ID、VPLS IDを使用して上の図の PEルータ N-PE3
を設定し、同じ VPLSドメイン内にある他の PEルータが自動的に検出されるように設定しま
す。BGPセッションが作成され、L2VPNアドレスファミリでBGPネイバーがアクティブにな
ります。最後に、2つのオプション showコマンドを入力して、この作業の手順を検証します。

始める前に

この作業は、MPLSが VPLSオプションを使用して設定されていることを前提にしています。
詳細については、「VPLS Autodiscovery: BGP Based」機能を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2 router-id ip-address
4. l2 vfi vfi-name autodiscovery
5. vpn id vpn-id
6. vpls-id vpls-id
7. exit
8. 手順 4～ 6を繰り返して、他の L2 VFIおよび関連する VPNおよび VPLS IDを設定しま

す。

9. router bgp autonomous-system-number
10. no bgp default ipv4-unicast
11. bgp log-neighbor-changes
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12. bgp update-delay seconds
13. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
14. neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source interface-type interface-number
15. 他の BGPネイバーを設定する場合は、手順 13と 14を繰り返します。
16. address-family l2vpn [vpls]
17. neighbor ip-address activate
18. neighbor {ip-address| peer-group-name} send-community[both| standard| extended]
19. 手順17と18を繰り返して、L2VPNアドレスファミリ内の他のBGPネイバーをアクティ

ブにします。

20. end
21. show vfi
22. show ip bgp l2vpn vpls {all | rd vpn-rd}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VPLSオートディスカバリ疑似回線で使用する PE
ルータのルータ IDを（IPアドレス形式で）指定し
ます。

l2 router-id ip-address

例：

Router(config)# l2 router-id 10.1.1.3

ステップ 3

•この例では、L2ルータ IDが 10.1.1.3として定
義されています。

L2 VFIを作成し、VPLS PEルータが同じ VPLSド
メイン内の他の PEルータを自動的に検出されるよ

l2 vfi vfi-name autodiscovery

例：

ステップ 4

うに設定し、L2 VFIオートディスカバリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。Router(config)# l2 vfi customerA autodiscovery

•この例では、customerAという名前の L2 VFI
が作成されます。

VPN IDを指定します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 5

•同じ VPNに属する PEルータには同じ VPN ID
を使用します。サービスプロバイダーネット

Router(config-vfi)# vpn id 100
ワークの VPNごとに、VPN IDが一意になる
ようにします。
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目的コマンドまたはアクション

• vpn-id引数を使用して、1～ 4294967295の範
囲で数値を指定します。

•この例では、VPNID100が指定されています。

（任意）VPLS IDを指定します。vpls-id vpls-id

例：

ステップ 6

• VPLS IDは、VPLSドメインを識別するために
使用される識別子です。デフォルトのVPLSID

Router(config-vfi)# vpls-id 65000:100
は BGP自律システム番号および VFI用に設定
済みの VPN IDを使用して自動生成されるた
め、このコマンドは任意です。各 VFIに 1つ
の VPLS IDを設定できます。同じルータ上の
複数の VFIで同じ VPLS IDを設定することは
できません。

•この例では、VPLS ID 65000:100が指定されて
います。

L2 VFIオートディスカバリコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-vfi)# exit

ステップ 7

--手順 4～ 6を繰り返して、他の L2 VFIおよび関連
する VPNおよび VPLS IDを設定します。

ステップ 8

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 9

Router(config)# router bgp 65000

BGPルーティングプロセスで使用される IPv4ユニ
キャストアドレスファミリを無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 10

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighbor remote-as
ルータコンフィギュレーションコマンド

で設定された各 BGPルーティングセッ
ションに対して、デフォルトでアドバタ

イズされます。ただし、neighbor
remote-asコマンドを設定する前に、no
bgp default ipv4-unicastルータコンフィ
ギュレーションコマンドを設定した場合

は例外です。既存のネイバーコンフィ

ギュレーションは影響されません。

（注）
Router(config-router)# no bgp default
ipv4-unicast
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーリセットのロギングを有効にします。bgp log-neighbor-changes

例：

ステップ 11

Router(config-router)# bgp log-neighbor-changes

BGP対応ネットワーキングデバイスが最初の更新
を送信するまでの初期遅延の最大時間を設定しま

す。

bgp update-delay seconds

例：

Router(config-router)# bgp update-delay 1

ステップ 12

• seconds引数を使用して、遅延時間を設定しま
す。

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 13

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Router(config-router)# neighbor 10.10.10.1
remote-as 65000 • autonomous-system-number引数が、router bgp

コマンドで指定された自律システム番号と一致

する場合、ネイバーは内部ネイバーになりま

す。

• autonomous-system-number引数が、router bgp
コマンドで指定された自律システム番号と一致

しない場合、ネイバーは外部ネイバーになりま

す。

•この例では、10.10.10.1のネイバーは内部BGP
ネイバーです。

（任意）ルーティングテーブルアップデートを受

信するための特定のソース、またはインターフェイ

スを選択するようにルータを設定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name} update-source
interface-type interface-number

例：

ステップ 14

•この例では、ループバックインターフェイス
を使用します。このコンフィギュレーションの

Router(config-router)# neighbor 10.10.10.1
update-source loopback 1

利点は、ループバックインターフェイスはフ

ラッピングインターフェイスの効果の影響を

受けにくいところにあります。

--他の BGPネイバーを設定する場合は、手順 13と
14を繰り返します。

ステップ 15

L2VPNアドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family l2vpn [vpls]

例：

ステップ 16
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)# address-family l2vpn vpls
•オプションのvplsキーワードは、VPLSエンド
ポイントプロビジョニング情報がBGPピアに
配布されるように指定します。

•この例では、L2VPN VPLSアドレスファミリ
セッションが作成されます。

このネイバーをイネーブルにして、L2VPN VPLS
アドレスファミリの情報をローカルルータと交換

します。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
activate

ステップ 17

BGPピアグループをネイバーとして設定
した場合は、このステップを使用しませ

ん。BGPパラメータが設定されると、
BGPピアグループがアクティブになりま
す。たとえば、次の手順の neighbor
send-communityコマンドでは、ピアグ
ループが自動的にアクティブになります。

（注）

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address| peer-group-name}
send-community[both| standard| extended]

例：

ステップ 18

•この例では、拡張コミュニティ属性が10.10.10.1
のネイバーに送信されます。

Router(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
send-community extended

--手順 17と 18を繰り返して、L2VPNアドレスファ
ミリ内の他のBGPネイバーをアクティブにします。

ステップ 19

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 20

Router(config-router-af)# end

（任意）設定した VFIインスタンスに関する情報
を表示します。

show vfi

例：

ステップ 21

Router# show vfi

（任意）L2 VPN VPLSアドレスファミリに関する
情報を表示します。

show ip bgp l2vpn vpls {all | rd vpn-rd}

例：

ステップ 22

Router# show ip bgp l2vpn vpls all
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例

次に、CustomerAと CustomerBという 2つのVFIと、それらに関連付けられたVPNお
よび VPLS IDを表示する show vfiコマンドの出力例を示します。

Router# show vfi
Legend: RT=Route-target, S=Split-horizon, Y=Yes, N=No
VFI name: customerA, state: down, type: multipoint
VPN ID: 100, VPLS-ID: 65000:100
RD: 65000:100, RT: 65000:100
Local attachment circuits:
Neighbors connected via pseudowires:
Peer Address VC ID Discovered Router ID S
10.10.10.1 100 10.10.10.99 Y

VFI name: customerB, state: down, type: multipoint
VPN ID: 200, VPLS-ID: 65000:200
RD: 65000:200, RT: 65000:200
Local attachment circuits:
Neighbors connected via pseudowires:
Peer Address VC ID Discovered Router ID S
10.10.10.3 200 10.10.10.98 Y

次に、VPNルート識別子によって識別された 2つの VFIを表示する show ip bgp l2vpn
vpls allコマンドの出力例を示します。

Router# show ip bgp l2vpn vpls all
BGP table version is 5, local router ID is 10.10.10.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 65000:100
*> 65000:100:10.10.10.1/96

0.0.0.0 32768 ?
*>i65000:100:192.168.1.1/96

10.10.10.2 0 100 0 ?
Route Distinguisher: 65000:200
*> 65000:200:10.10.10.3/96

0.0.0.0 32768 ?
*>i65000:200:192.168.2.2/96

10.10.10.2 0 100 0 ?

次の作業

その他の VPLS機能を設定するには、『MPLS Layer 2 VPNs Configuration Guide』の「VPLS
Autodiscovery: BGP Based」モジュールを参照してください。
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L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートの設定例

例：BGPおよび L2VPNアドレスファミリを使用した VPLS自動検出の
設定

この設定例では、下の図に示す自律システム 65000のすべてのルータが L2VPNアドレスファ
ミリのBPGサポートを提供するように設定されています。VPLSオートディスカバリはイネー
ブルで、L2 VFIおよび VPN IDが設定されています。VPLSエンドポイントプロビジョニング
情報が個別のL2VPNRIBに保存され、BGP更新メッセージで他のBGPピアに配布されるよう
に、BGPネイバーがL2VPNアドレスファミリで設定およびアクティブ化されます。BGPピア
でエンドポイント情報が受信されると、L2VPNベースのサービスをサポートするために
Pseudowireメッシュが設定されます。

図 64 : BGPおよび L2VPNアドレスファミリを使用した VPLSオートディスカバリのネットワーク図

ルータ N-PE1

ip subnet-zero
ip cef
no ip dhcp use vrf connected
!
no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
mpls label range 1000 2000
mpls label protocol ldp
l2 router-id 10.1.1.1
l2 vfi auto autodiscovery
vpn id 100
!
pseudowire-class mpls
encapsulation mpls
!
interface Loopback1
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ip address 10.1.1.1 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/1
description Backbone interface
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
mpls ip
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
network 10.10.1.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
bgp update-delay 1
neighbor 10.10.10.2 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.2 update-source Loopback 1
neighbor 10.10.10.3 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.3 update-source Loopback 1
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.10.10.2 activate
neighbor 10.10.10.2 send-community extended
neighbor 10.10.10.3 activate
neighbor 10.10.10.3 send-community extended
exit-address-family
!
ip classless

ルータ N-PE2

ip subnet-zero
ip cef
no ip dhcp use vrf connected
!
no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
mpls label range 2000 3000
mpls label protocol ldp
l2 router-id 10.1.1.2
l2 vfi auto autodiscovery
vpn id 100
!
pseudowire-class mpls
encapsulation mpls
!
interface Loopback1
ip address 10.1.1.2 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/1
description Backbone interface
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
mpls ip
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
network 10.10.1.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
bgp update-delay 1
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neighbor 10.10.10.1 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.1 update-source Loopback1
neighbor 10.10.10.3 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.3 update-source Loopback1
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.10.10.1 activate
neighbor 10.10.10.1 send-community extended
neighbor 10.10.10.3 activate
neighbor 10.10.10.3 send-community extended
exit-address-family
!
ip classless

ルータ N-PE3

ip subnet-zero
ip cef
no ip dhcp use vrf connected
!
no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
mpls label range 2000 3000
mpls label protocol ldp
l2 router-id 10.1.1.3
l2 vfi auto autodiscovery
vpn id 100
!
pseudowire-class mpls
encapsulation mpls
!
interface Loopback1
ip address 10.1.1.3 255.255.255.255
!
interface GigabitEthernet0/0/1
description Backbone interface
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
network 10.10.1.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.0.0 0.0.0.255 area 0
!
router bgp 65000
no bgp default ipv4-unicast
bgp log-neighbor-changes
bgp update-delay 1
neighbor 10.10.10.1 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.1 update-source Loopback1
neighbor 10.10.10.2 remote-as 65000
neighbor 10.10.10.2 update-source Loopback1
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.10.10.1 activate
neighbor 10.10.10.1 send-community extended
neighbor 10.10.10.2 activate
neighbor 10.10.10.2 send-community extended
exit-address-family
!
ip classless
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次の作業
VPLS自動検出の設定の詳細については、『MPLS Layer 2 VPNs Configuration Guide』の「VPLS
Autodiscovery: BGP Based」モジュールを参照してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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L2VPNアドレスファミリに対するBGPサポートに関する
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 60 : L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

L2VPNアドレスファミリに対する BGPサポートでは、
L2VPNエンドポイントプロビジョニング情報を配布する
BGPをベースとしたオートディスカバリメカニズムが導入
されています。BGPでは、エンドポイントプロビジョニン
グ情報を保存する際に個別のL2VPNルーティング情報ベー
ス（RIB）が使用されます。これは、レイヤ 2 VFIが設定さ
れたときに毎回アップデートされます。BGPにより、アッ
プデートメッセージですべてのBGPネイバーにエンドポイ
ントプロビジョニング情報が配布されるとき、L2VPNベー
スのサービスをサポートするために、エンドポイント情報

を使用して Pseudowireメッシュがセットアップされます。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されまし

た。address-family l2vpn、clear ip bgp l2vpn、show ip bgp
l2vpn

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.3SG

L2VPNアドレ
スファミリに

対する BGPサ
ポート
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第 45 章

BGPイベントベース VPNインポート

BGPイベントベースVPNインポート機能は、既存のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
パスのインポートプロセスに変更を加えるものです。拡張 BGPパスインポートはイベントの
発生時に実行されます。BGPパスが変更されると、インポートされたコピーすべてのアップ
デートも、処理が可能になるとすぐに実行されます。ソフトウェアがアップデート処理前に定

期的なスキャナ時間まで待つことに起因するルートの伝播の遅延もなくなるため、コンバー

ジェンス時間が大幅に短縮されます。新しい処理の実装用に、新たなコマンドラインインター

フェイス（CLI）が導入されています。

•機能情報の確認（815ページ）
• BGPイベントベース VPNインポートの前提条件（816ページ）
• BGPイベントベース VPNインポートの概要（816ページ）
• BGPイベントベース VPNインポートの設定方法（817ページ）
• BGPイベントベース VPNインポートの設定例（824ページ）
•その他の参考資料（824ページ）
• BGPイベントベース VPNインポートの機能情報（826ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPイベントベース VPNインポートの前提条件
関係するルータすべてで、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクス

プレスフォワーディングが有効になっている必要があります。

BGPイベントベース VPNインポートの概要

BGPイベントベース VPNインポート
BGPイベントベース VPNインポート機能は、既存の BGPパスのインポートプロセスに変更
を加えるものです。BGPバーチャルプライベートネットワーク（VPN）インポートは、BGP
パスが BGP VPNテーブルから BGP VPNルーティング/転送（VRF）トポロジへインポートさ
れる場合に、インポート機能を提供するものです。既存のパスインポートプロセスでは、パ

スにアップデートが発生すると、次のスキャン時間の間にインポートアップデート処理が行わ

れ、スキャンの間隔は 5～ 15秒の間で設定されています。スキャン時間のために、ルートの
伝播に遅延が発生します。拡張BGPパスインポートはイベントの発生時に実行されます。BGP
パスが変更されると、インポートされたコピーすべてのアップデートも、処理が可能になると

すぐに実行されます。

BGPイベントベースVPNインポート機能を使用すると、プロバイダーエッジ（PE）ルータは
VPNパスをカスタマーエッジ（CE）ルータへとスキャン時間の遅延なしに伝播できるため、
コンバージェンス時間は大幅に短縮されます。インポートされたルートターゲットを VRFに
追加するといった設定変更は即時処理されず、これまでどおり 60秒ごとの定期的なスキャナ
通過の間に処理されます。

インポートパス選択ポリシー

イベントベース VPNインポートには、3種類のパス選択ポリシーが準備されています。

•すべて：インポートするVRFインスタンスに関連付けられたルートターゲット（RT）の
いずれかに一致するエクスポート側ネットから、使用できるパスすべてをインポートしま

す。

•ベストパス：VRFインスタンスの RTに一致する、最適使用可能パスをインポートしま
す。エクスポート側ネット内のベストパスがVRFインスタンスのRTに一致しない場合、
VRFインスタンスの RTに一致する、最適使用可能パスがインポートされます。

•マルチパス：VRFインスタンスのRTに一致する、ベストパスおよびマルチパスとマーク
されたすべてのパスをインポートします。一致するベストパスやマルチパスがない場合、

最適使用可能パスが選択されます。

マルチパスおよびベストパスオプションは、設定されたオプションでのみ選択されるよう、

オプションのキーワードを使用して制限することができます。import path selectionコマンド
で strictキーワードを設定すると、最適使用可能パス選択のフォールバック安全性オプション
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がソフトウェアにより無効になります。エクスポート側ネットにVRFインスタンスのRTに一
致する設定されたオプション（ベストパスまたはマルチパス）に適したパスがない場合、どの

パスもインポートされません。この動作は、BGPイベントベース VPNインポート機能導入前
の動作と一致しています。

制限が設定されない場合、最適使用可能パスとしてインポートされるパスはタグ付きになりま

す。showコマンド出力では、これらのパスが「imported safety path」という言い方で識別され
ます。

VRFインスタンスへインポートされると見なされるエクスポート側ネットの既存のパスは、別
のピアルータから受信したものであるために VPNインポートのルールが適用されていない場
合があります。ルート識別子（RD）情報はルータに対してローカルなため、これらのパスに
は同一のRD情報が含まれていることがあります。しかし、これらのパスの一部は、インポー
トする VRFインスタンスの RTと一致しないため、showコマンドの出力では「not-in-vrf」と
マークされます。VRFにないパスは VRFにあるパスよりも優先度が低く見えるため、
「not-in-vrf」とマークされたどのパスも、ベストパスと見なされることはありません。

インポートパスの制限

メモリ利用を制御するため、エクスポート側ネットからインポートされるパスの最大数の制限

をインポート側ネットごとに指定できます。インポートされるパスが1つ以上のエクスポート
側ネットから選択される場合、最も優先的に選択されるのはベストパス、次に優先的に選択さ

れるのがマルチパスとなり、非マルチパスの優先度が最も低くなります。

BGPイベントベース VPNインポートの設定方法

マルチプロトコル VRFの設定
マルチプロトコル VRFを使用して、ルートターゲットポリシー（インポートおよびエクス
ポート）を IPv4と IPv6との間で共有したり、IPv4 VPNと IPv6 VPNに別々のルートターゲッ
トポリシーを設定したりすることができます。使用するよう設定するには、この作業を実行し

ます。この作業では、IPv4アドレスファミリだけを設定しますが、新しい VRF設定すべてに
マルチプロトコル VRFを使用することを推奨します。

この作業は、BGPイベントベース VPNインポート機能特有のものではありません。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. route-target {import | export | both} route-target-ext-community
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6. address-family ipv4 [unicast]
7. exit-address-family
8. exit
9. interface type number
10. vrf forwarding vrf-name
11. ip address ip-address mask
12. no shutdown
13. exit
14. 他の VRFインスタンスをインターフェイスにバインドするには、手順 3～ 13を繰り返

します。

15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコン
フィギュレーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

ステップ 3

• VRFに割り当てる名前を指定するには、
vrf-name引数を使用します。Router(config)# vrf definition vrf-A

ルーティングテーブル、およびフォワーディング

テーブルを作成し、VPN用のデフォルトルート識
別子を指定します。

rd route-distinguisher

例：

Router(config-vrf)# rd 45000:1

ステップ 4

•一意のVPN IPv4プレフィックスを作成するた
めに、IPv4プレフィックスに 8バイト値を追
加するには、route-distinguisher引数を使用しま
す。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。

route-target {import | export | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 5

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするには、importキー
ワードを使用します。

Router(config-vrf)# route-target both 45000:100
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目的コマンドまたはアクション

•ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティ
ング情報をエクスポートするには、exportキー
ワードを使用します。

•ターゲットVPN拡張コミュニティからルーティ
ング情報をインポートするとともに、ルーティ

ング情報を拡張コミュニティにエクスポートす

るには、bothキーワードを使用します。

•ルートターゲット拡張コミュニティ属性をVRF
のインポート、エクスポート、または両方（イ

ンポートとエクスポート）のルートターゲッ

ト拡張コミュニティリストに追加するには、

route-target-ext-community引数を使用します。

IPv4アドレスファミリを指定し、VRFアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv4 [unicast]

例：

Router(config-vrf)# address-family ipv4 unicast

ステップ 6

•ここでは、この前のステップで定義されたVRF
にアドレスファミリを指定するために、この

ステップが必要になります。

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、VRFコンフィギュレーションモー
ドに戻ります。

exit-address-family

例：

Router(config-vrf-af)# exit-address-family

ステップ 7

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 8

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：

ステップ 9

Router(config)# interface FastEthernet 1/1

VRFインスタンスを手順9で設定したインターフェ
イスと関連付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 10

•インターフェイスが VRFにバインドされてい
る場合、それ以前に設定されていた IPアドレRouter(config-if)# vrf forwarding vrf-A

スは削除され、インターフェイスはディセーブ

ルにされます。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：

ステップ 11

Router(config-if)# ip address 10.4.8.149
255.255.255.0

ディセーブルにされたインターフェイスを再起動し

ます。

no shutdown

例：

ステップ 12

Router(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに入ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 13

--他の VRFインスタンスをインターフェイスにバイ
ンドするには、手順 3～ 13を繰り返します。

ステップ 14

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 15

Router(config)# end

BGPパスへのイベントベース VPNインポート処理の設定
次の作業を行って、BGPパスを VRFテーブルへインポートするためイベントベース処理設定
で BGPパスを変更する場合のコンバージェンス時間を短くします。2つの新しい CLIコマン
ドにより、インポート側ネットごとのインポートパスの上限値の設定と、パス選択ポリシーの

設定が可能になっています。

始める前に

この作業は、VRFが VRFアドレスファミリ構文で使用されるようすでに設定されているもの
としています。VRFを設定するには、このモジュールで前述した「マルチプロトコル VRFの
設定」の項を参照して下さい。

BGPネイバーの設定も完了しているものとします。設定例については、このモジュールの「例：
BGPパスへのイベントベース VPNインポート処理の設定」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 vrf vrf-name
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5. import path selection {all | bestpath [strict] |multipath [strict]}
6. import path limit number-of-import-paths
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 4

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショRouter(config-router)# address-family ipv4 vrf

vrf-A
ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

VRFテーブルにルートをインポートする BGPパス
の選択ポリシーを指定します。

import path selection {all | bestpath [strict] |multipath
[strict]}

例：

ステップ 5

•この例では、VRFインスタンスの RTに一致す
るすべてのパスがインポートされます。

Router(config-router-af)# import path selection
all

エクスポート側ネットからインポート可能なBGPパ
スの最大数をインポート側ネットごとに指定しま

す。

import path limit number-of-import-paths

例：

Router(config-router-af)# import path limit 3

ステップ 6

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)# end
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BGPイベントベース VPNインポート処理のモニタリングとトラブル
シューティング

必要に応じて BGPイベントベースVPNインポート処理のモニタリングとトラブルシューティ
ングを行うには、この作業の手順を実行します。

この作業で使用する showコマンドについて、ここではコマンド構文の一部だけが表示されて
います。詳細については、『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』を参照してくださ
い。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name} [network-address [mask]]
3. show ip route [vrf vrf-name] [ip-address [mask]]
4. debug ip bgp vpnv4 unicast import {events | updates [access-list]}

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show ip bgp vpnv4 {all | rd route-distinguisher | vrf vrf-name} [network-address [mask]]

この出力例では、strictキーワードが import path selectionコマンドを使用して設定されていないため、安
全インポートパス選択ポリシーが有効になっています。あるパスが最適使用可能パスとしてインポートさ

れる場合（インポートの際にベストパスやマルチパスが不適切である場合）、出力にあるように「imported
safety path」とマークされます。

例：

Router# show ip bgp vpnv4 all 172.17.0.0

BGP routing table entry for 45000:1:172.17.0.0/16, version 10
Paths: (1 available, best #1, table vrf-A)
Flag: 0x820

Not advertised to any peer
2, imported safety path from 50000:2:172.17.0.0/16
10.0.101.1 from 10.0.101.1 (10.0.101.1)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: RT:45000:100

VRFインスタンスへインポートされると見なされるエクスポート側ネットの既存のパスは、別のピアルー
タから受信したものであるためにVPNインポートのルールが適用されていない場合があります。ルート識
別子（RD）情報はルータに対してローカルなため、これらのパスには同一のRD情報が含まれていること
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があります。しかし、これらのパスの一部は、インポートする VRFインスタンスの RTと一致しないた
め、showコマンドの出力では「not-in-vrf」とマークされます。

次の出力例では、パスは別のピアルータから受信したもので、VPNインポート規則が適用されていませ
ん。この 10.0.101.2というパスは、VPNv4テーブルに追加され、vrf-Aネットに関連付けられています。元
のルータからの RD情報とはいえ、RD情報との一致を含んでいるからです。しかし、このパスは vrf-Aに
RT一致ではないため、「not-in-vrf」とマークされています。vrf-Aのネットでは、このパスはベストパス
とはならないことに注意してください。VRFにないどのパスも、VRFにあるパスより適したパスとは見ら
れないからです。

例：

Router# show ip bgp vpnv4 all 172.17.0.0

BBGP routing table entry for 45000:1:172.17.0.0/16, version 11
Paths: (2 available, best #2, table vrf-A)
Flag: 0x820

Not advertised to any peer
2
10.0.101.2 from 10.0.101.2 (10.0.101.2)
Origin IGP, metric 100, localpref 100, valid, internal, not-in-vrf
Extended Community: RT:45000:200
mpls labels in/out nolabel/16

2
10.0.101.1 from 10.0.101.1 (10.0.101.1)
Origin IGP, metric 50, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: RT:45000:100
mpls labels in/out nolabel/16

ステップ 3 show ip route [vrf vrf-name] [ip-address [mask]]

この出力例には、VRF vrf-Aのルーティングテーブルについての情報が表示されています。

例：

Router# show ip route vrf vrf-A 172.17.0.0

Routing Table: vrf-A
Routing entry for 172.17.0.0/16
Known via "bgp 1", distance 200, metric 50
Tag 2, type internal
Last update from 10.0.101.33 00:00:32 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.0.101.33 (default), from 10.0.101.33, 00:00:32 ago

Route metric is 50, traffic share count is 1
AS Hops 1
Route tag 2
MPLS label: 16
MPLS Flags: MPLS Required

ステップ 4 debug ip bgp vpnv4 unicast import {events | updates [access-list]}

BGPパスの VRFインスタンステーブルへのインポートに関連したデバッグ情報を表示するには、このコ
マンドを使用します。実際の出力は、続けて入力されるコマンドによって変化します。

updatesキーワード使用時にフィルタプレフィックスへのアクセスリストを指定しない場合、全
プレフィックスに対するアップデートすべてが表示されることになり、ネットワークの速度低下

が発生することがあります。

（注）
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例：

Router# debug ip bgp vpnv4 unicast import events

BGP import events debugging is on

BGPイベントベース VPNインポートの設定例

例：BGPパスへのイベントベース VPNインポート処理の設定
この例では、VRF（vrf-A）が設定され、ファストイーサネットインターフェイス 1/1に VRF
転送が適用されます。アドレスファミリモードでは、インポートパス選択が「すべて」に、

インポートパス数は「3」に設定されています。IPv4アドレスファミリのもとで 2つの BGP
ネイバーが設定され、VPNv4アドレスファミリのもとでアクティブにされています。

vrf definition vrf-A
rd 45000:1
route-target import 45000:100
address-family ipv4
exit-address-family

!
interface FastEthernet1/1
no ip address
vrf forwarding vrf-A
ip address 10.4.8.149 255.255.255.0
no shut
exit
!
router bgp 45000
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 vrf vrf-A
import path selection all
import path limit 3
exit-address-family
address-family vpnv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、
およびフィーチャセットに関するMIBを探して
ダウンロードするには、次の URLにある Cisco
MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサポー
トに変更はありません。

RFC

タイト

ル

RFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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BGPイベントベース VPNインポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 61 : BGPイベントベース VPNインポートの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPイベントベースVPNインポート機能は、既存のボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）パスのインポートプロセス
に変更を加えるものです。拡張 BGPパスインポートはイベ
ントの発生時に実行されます。BGPパスが変更されると、イ
ンポートされたコピーすべてのアップデートも、処理が可能

になるとすぐに実行されます。ソフトウェアがアップデート

処理前に定期的なスキャナ時間まで待つことに起因するルー

トの伝播の遅延もなくなるため、コンバージェンス時間が大

幅に短縮されます。新しい処理の実装用に、新たなコマンド

ラインインターフェイス（CLI）が導入されています。

次のコマンドが導入または変更されました。

• bgp scan-time

• import path limit

• import path selection

• maximum-path ebgp

• maximum-path ibgp

• show ip bgp vpnv4

• show ip bgp vpnv6

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.3SG

BGPイベント
ベース VPN
インポート
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第 46 章

BGP最良外部

BGP最良外部機能を使用すると、ネットワークにバックアップ外部ルートを用意でき、プライ
マリ外部ルートの接続が失われるのを回避できます。BGP最良外部機能は、外部ネイバーから
受信したルートのうち最も優先するルートを、バックアップルートとしてアドバタイズしま

す。この機能は、アクティブバックアップトポロジで便利です。アクティブバックアップト

ポロジでは、サービスプロバイダーはルーティングポリシーを使用し、そのルーティングポ

リシーにより、境界ルータは、内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）セッションを
通じて受信するパス（別の境界ルータのパス）を、プレフィックスのベストパスとして選択し

ます。これは、ルータが外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）学習パスを保持する
場合も同じです。このアクティブバックアップトポロジでは、自律システムのプレフィックス

に対し 1つの終了または出力ポイントが定義され、プライマリリンクまたは eBGPピアリング
が使用不可になった場合のバックアップとして他のポイントが使用されます。ポリシーによ

り、境界ルータは、eBGPセッションを通じて学習したパスを、自律システムから隠します。
これは、そういったプレフィックスのパスをアドバタイズしないためです。この状況に対処す

るために、一部のデバイスは、ベスト外部パスと呼ばれる1つの外部学習パスをアドバタイズ
します。

•機能情報の確認（827ページ）
• BGP最良外部の前提条件（828ページ）
• BGP最良外部の制約事項（828ページ）
• BGP最良外部に関する情報（829ページ）
• BGP最良外部の設定方法（833ページ）
• BGP最良外部の設定例（842ページ）
•その他の参考資料（843ページ）
• BGP最良外部の機能情報（845ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ
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リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP最良外部の前提条件
•リンク障害を迅速に検出するために、双方向フォワーディング検出（BFD）プロトコルを
イネーブルにする必要があります。

• BGPおよびマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ネットワークが稼働してい
て、複数のパス（マルチホーム）によりプロバイダーサイトと接続されているカスタマー

サイトで実行されている必要があります。

•バックアップパスには、ベストパスのネクストホップと異なる固有のネクストホップが
ある必要があります。

• BGPでは、動作するパス間のロスレススイッチオーバーをサポートする必要があります。

BGP最良外部の制約事項
• BGPマルチパスがインストールされており、BGPテーブル内にマルチパスが存在する場
合、BGP最良外部機能では、バックアップパスはインストールされません。マルチパス
のいずれかが、自動的に他のパスのバックアップとして機能します。

•次の機能では、BGP最良外部機能はサポートされていません。

• MPLS VPN Carrier Supporting Carrier
• MPLS VPN相互自律システム、オプション B
• Virtual Routing and Forwarding（VRF）ラベル単位でのMPLS VPN

• BGP最良外部機能は、マルチキャストまたはL2VPNVRFアドレスファミリでは設定でき
ません。

• Cisco IOS XE Release 3.4S以降を実行している場合を除き、BGP最良外部機能をルートリ
フレクタで設定することはできません。

• BGP最良外部機能は NSF/SSOをサポートしていません。ただし、両方のルートプロセッ
サで BGP最良外部機能が設定されている場合は、ISSUがサポートされます。

• BGP最良外部機能は、VPNv4、VPNv6、IPv4 VRF、IPv6 VRFアドレスファミリでのみ設
定できます。
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• bgp advertise-best-externalコマンドを使用して BGP最良外部機能を設定する場合は、bgp
additional-paths installコマンドでBGP PIC機能を有効にする必要はありません。BGP PIC
機能は、BGP最良外部機能によって自動的に有効化されます。

• BGP最良外部機能を設定すると、「MPLSVPN--BGPローカルコンバージェンス」の機能
がオーバーライドされます。ただし、設定から protection local-prefixesコマンドを削除す
る必要はありません。

BGP最良外部に関する情報

BGP最良外部の概要
サービスプロバイダーはルーティングポリシーを使用し、そのルーティングポリシーにより、

境界ルータは、iBGPセッションを通じて受信するパス（別の境界ルータのパス）を、プレ
フィックスのベストパスとして選択します。これは、ルータがeBGP学習パスを保持する場合
も同じです。この手法は一般にアクティブバックアップトポロジと呼ばれており、自律システ

ムのプレフィックスに対し1つの終了または出力ポイントを定義すること、およびプライマリ
リンクまたは eBGPピアリングが使用不可になった場合のバックアップとして他のポイントを
使用することを目的としています。

ポリシーには利点もありますが、ポリシーにより、境界ルータは、eBGPセッションを通じて
学習したパスを、自律システムから隠します。これは、そういったプレフィックスのパスをア

ドバタイズしないためです。この状況に対処するために、一部のルータは、ベスト外部パスと

呼ばれる 1つの外部学習パスをアドバタイズします。最良外部の動作により、次のように、
BGP選択プロセスではすべての宛先に対して 2つのパスが選択されます。

•その宛先への既知ルートの完全セットからベストパスが選択されます。

•その外部ピアから受信したルートのセットからベスト外部パスが選択されます。

BGPは外部ピアにベストパスをアドバタイズします。BGPでは、iBGPパスをベストパスと
して選択した場合に内部ピアからベストパスを取り消すのではなく、ベスト外部パスを内部ピ

アにアドバタイズします。

BGP最良外部機能は、インターネットアクセスとMPLS VPNシナリオのプレフィックス独立
コンバージェンス（PIC）エッジの必須コンポーネントであり、代替パスをアクティブバック
アップトポロジのネットワークで利用可能にします。

ベスト外部ルートとは

BGP最良外部機能では、「ベスト外部ルート」をバックアップパスとして使用します。これ
は、draft-marques-idr-best-externalに基づく、外部ネイバーから受信したルートのうち最も優先
されるルートです。外部ネイバーからの最優先ルートとして以下が有効です。
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•内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）セッションを相互間で使用する、異なる
クラスタ内の 2つのルータ。

•外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）セッションを相互間で使用する、コン
フェデレーションの異なる自律システム内の 2つのルータ。

ベスト外部ルートは、ルーティング情報ベース（RIB）にインストールされているベストルー
トとは異なる場合があります。ベストルートが内部ルートの場合もあります。ベストルート

に加えて、ベスト外部ルートをアドバタイズおよび保存できるようにすることで、プライマリ

パスに障害が発生した場合でも、使用可能な追加のパスが用意されているため、ネットワーク

の接続をより迅速に復元できます。

BGP最良外部機能の仕組み
BGP最良外部機能は、Internet Engineering Task Force（IETF）の draft-marques-idr-best-external.txt
に基づいています。BGP最良外部機能は、ベスト外部ルートをバックアップルートとして内
部ピアにアドバタイズします。バックアップルートは RIBおよび Cisco Express Forwardingに
保存されます。プライマリパスに障害が発生した場合でも、BGPPIC機能により、ベスト外部
パスを代わりに使用できるため、接続をより迅速に復元できます。

図 65 : MPLS VPN：MPLS VPNエッジの最良外部

上の図は、BGP最良外部機能を使用したMPLS VPNを示しています。このネットワークは、
以下のコンポーネントで構成されています。

•プロバイダーエッジ（PE）ルータとカスタマーエッジ（CE）ルータの間に eBGPセッ
ションが存在します。

• PE1はプライマリルータで、ローカルプリファレンス設定がより高くなっています。

• CE2からのトラフィックでは、PE1を使用してルータ CE1に到達します。

• PE1には、CE1に到達するためのパスが 2つあります。

• CE1は PE1および PE2とデュアルホーム接続されています。
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• PE1はプライマリパスで、PE2はバックアップパスです。

上の図では、MPLSクラウドのトラフィックは PE1を通過して CE1に到達します。したがっ
て、PE2は、PE1をベストパスとして、PE2をバックアップパスとして使用します。

PE1および PE2は BGP最良外部機能を使用して設定されています。BGPは、ベストパス
（PE1-CE1リンク）とバックアップパス（PE2）を計算し、両方のパスを RIBおよび Cisco
Express Forwardingにインストールします。ベストパスに加えて、ベスト外部パス（PE2）もピ
アルータにアドバタイズされます。

Cisco Express Forwardingは PE1-CE1リンクでリンク障害を検出すると、ただちにバックアップ
パス PE2に切り替えます。トラフィックは、バックアップパスを使用して、Cisco Express
Forwardingでのローカル高速コンバージェンスによって迅速に再ルーティングされます。これ
により、トラフィックの損失は最小限に抑えられ、迅速なコンバージェンスが行われます。

BGP最良外部を有効にするためのコンフィギュレーションモード
BGP最良外部機能はさまざまなモードで有効にすることができ、各モードはそれぞれ独自の方
法で Virtual Routing and Forwarding（VRF）を保護します。

• VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードで bgp advertise-best-externalコ
マンドを発行すると、すべての IPv4 VRFに適用されます。このモードでコマンドを発行
する場合は、特定の VRFに対して発行する必要はありません。

• IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードで bgp advertise-best-externalコマ
ンドを発行すると、その VRFにのみ適用されます。

クラスタ間の RRでの BGPベスト外部パス
Cisco IOS XE Release 3.4Sから、BGP最良外部は、クラスタ間の RRでの BGP最良外部に拡張
されています。この機能は、非クライアント iBGPピアに対する最良外部機能を提供して、RR
クラスタ間におけるパスの多様性を実現します。この機能は、「クラスタ間ベスト外部パス」

とも呼ばれます。

RRでのベスト外部パスとは、RRのクラスタ内のベストパスを意味します。このパスは、ベ
スト内部パスと呼ばれる場合もあります。

ある RR（RR1）が非クライアント iBGPパス（つまり、別の RR（たとえば、RR2）から学習
したパス）を全体でのベストパスとして選択する場合、クラスタ間の RRでの BGP最良外部
機能を使用すると、RR1はそのベスト内部パスを非クライアント iBGPピアにアドバタイズで
きるようになります。これにより、RR2は追加のパスを学習して、ダイバースパスを提供で
きます。

RRでの最良外部機能は、非クライアント iBGPピアのみを対象とします。RRは、全体として
のベストパス（クライアントパスである場合も非クライアントeBGPパスである場合もある）
をアドバタイズする必要があるため、ベスト外部パスをクライアントにアドバタイズすること

はできません。
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RRによって計算されるベスト外部パスは、クラスタのベスト内部パスです。このパスは、こ
の RRでの全体としてのベストパスが非クライアント iBGPパスである場合にのみ非クライア
ント iBGPピアにアドバタイズされます。

複数のRRが存在し、それぞれ独自のクラスタに含まれている場合、各RRでは、ネイバーRR
ごとに neighbor advertise best-external コマンドを設定する必要があります。

RRがフォワーディングプレーンにある場合は、bgp additional paths installコマンドが必要で
す。

クラスタ間の RRでのベスト外部パスに関する CLIの違い
Cisco IOS XE Release 3.4Sまでは、BGP最良外部機能は PEでのみ使用可能であり、 bgp
advertise-best-externalコマンドで設定していました。バックアップパスの計算、インストー
ル、およびアドバタイズは、1つのコマンドにまとめられていました。

Cisco IOS XE Release 3.4Sからは、PEおよび RRで BGP最良外部機能を使用できます。bgp
advertise-best-externalコマンドの機能は、それぞれベスト外部パスを計算、インストール、お
よびアドバタイズする次の 3つのコマンドに分けられています。

• bgp additional-path select best-external

• bgp additional-path install

• neighbor advertise diverse-path best-external

bgp additional-path select best-externalコマンドが設定されていない場合は、ベスト外部パスが
計算されてインストールされますが、アドバタイズは行われません。

neighbor advertise diverse-path best-externalコマンドは、指定したネイバーにベスト外部パス
をアドバタイズできるようにします。

クラスタ間の RRでの BGPベスト外部パスの計算に使用されるルール
非クライアント（別のクラスタの RR）に対する RRでのベスト内部パスの実装は、次のルー
ルに基づいて計算されます。

1. 通常のベストパス選択ルールに従って、RRでの全体としてのプライマリベストパスを計
算します。

2. バックアップパス設定が有効になっている場合は、2番目のベストパス（ルール 1で選択
されたプライマリベストパスとは異なるパスで、このベストパスとは異なるネクストホッ

プを持つパス）を計算し、バックアップパスとしてマークします。バックアップパス選

択は、bgp additional-paths installまたは bgp additional-paths select [best-external] [backup]
コマンドを使用して有効にします。

3. RRでの全体としてのベストパスが非クライアント iBGPパスであり、eBGPパスでない場
合は、ルール 1およびルール 2による結果を除外した後、他のクラスタから得た他のパス
をすべて無視して、残りのパスからベスト外部/内部パスを計算し、残りの eBGPパスおよ
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び iBGPパスをすべて含めて通常のベストパスルールを実行します。新たに得られたベス
トパスを選択し、ベスト内部パスとしてマークします。

4. このベスト内部パスをアドバタイズします。これは、neighbor advertise best-externalが非
クライアント RRに対して設定されている場合、非クライアント RRに対する eBGPパス
（RR/ASBRの CEピアから受信）または iBGPパス（RRクライアントから受信）になり
ます。

5. 全体としてのベストパスが RRクライアントまたは eBGPピア（RR/ASBRの場合）から受
信されたパスである場合は、iBGPパスまたは eBGPパスが通常のベストパスアルゴリズ
ムに従ってベストパスとして選択されます。全体としてのベストパスは内部クライアント

パスであるため、通常のアドバタイズメントルールによって自動的にこのパスが非クライ

アント iBGPピア/RRにアドバタイズされます。この動作は、RRクライアントのパスが全
体としてのベストパスとして選択される場合、既存の動作と同じになります（RRで最良
外部が有効になっていない場合）。

6. RRクライアントに対する RRでベスト外部パスを設定することはできません。neighbor
advertise best-externalコマンドは、非クライアントに対する、または他のクラスタ内のRR
とピアリングする RR/ASBRのみで設定できます。

7. RRでマルチパスが有効になっている場合に、全体としてのベストパスが非クライアント
からのパスであり、クラスタ内クライアントパスも一部がマルチパスとしてマークされて

いるときに限り、RRで最良外部を有効化すると（RR非クライアントに対する neighbor
advertise best-external）、アルゴリズムでは、クラスタ内クライアントのマルチパス（ク
ラスタ内の RRクライアントおよび eBGPピアから取得されたパス）のうち、より古いマ
ルチパスを選択し、ベスト内部パスとしてマークし、ベスト外部パスとして非クライアン

トに通知します。これにより、非クライアントに対してこのクラスタからパスの多様性が

提供されます。クラスタ内のマルチパスが見つからない場合は、ルール 3～ 5に従ってベ
スト外部パスが選択されます。

BGP最良外部の設定方法

BGP最良外部機能の設定
BGP最良外部機能を設定するには、次の作業を実行します。この作業では、IPv4またはVPNv4
アドレスファミリでBGP最良外部機能を設定する方法を示します。VPNv4アドレスファミリ
コンフィギュレーションモードでは、すべての IPv4Virtural Routing Forwarding（VRF）にBGP
最良外部機能が適用されます。特定の VRFに対して設定する必要はありません。IPv4 VRFア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードで bgp advertise-best-externalコマンドを発行
した場合は、その VRFにのみ BGP最良外部機能が適用されます。

始める前に

• BGP最良外部機能を設定する前に、MPLS VPNを設定し、正常に動作していることを確
認します。詳細については、「ConfiguringMPLSLayer 3VPNs」の項を参照してください。
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•マルチプロトコルVRFを設定して、ルートターゲットポリシー（インポートおよびエク
スポート）を IPv4と IPv6との間で共有したり、IPv4 VPNと IPv6 VPNに別々のルート
ターゲットポリシーを設定したりすることができるようにします。マルチプロトコルVRF
の設定については、「MPLS VPN--VRF CLI for IPv4 and IPv6 VPNs」の項を参照してくだ
さい。

•カスタマーエッジ（CE）ルータが少なくとも 2つのパスによってネットワークに接続さ
れていることを確認します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. 次のいずれかを実行します。

• address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]
•または
• address-family vpnv4 [unicast]

•または

5. bgp advertise-best-external
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address activate
8. neighbor ip-address fall-over [bfd | route-map map-name]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 40000
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目的コマンドまたはアクション

IPv4または VPNv4アドレスファミリを指定し、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4

• address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]
•または

• unicastキーワードは、IPv4または VPNv4ユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

• address-family vpnv4 [unicast]

•または
• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ

例：

Router(config-router)# address-family ipv4 unicast ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

例：

Router(config-router)# address-family vpnv4

外部バックアップパスを計算および使用し、RIBお
よび Cisco Express Forwardingにインストールしま
す。

bgp advertise-best-external

例：

Router(config-router-af)# bgp
advertise-best-external

ステップ 5

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコル BGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

•デフォルトでは、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで neighbor remote-asコマンドを使用

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストア
ドレスプレフィックスだけを交換します。その

他のアドレスプレフィックスタイプを交換す

るには、そのプレフィックスタイプについて、

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドで neighbor activateコマンドを使用してネイ
バーをアクティブ化する必要もあります。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルルータと交換できるよう

にします。

neighbor ip-address activate

例：

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 7

高速セッションの非アクティブ化を使用するように

BGPピアリングを設定し、フェールオーバーでの
BFDプロトコルサポートを有効にします。

neighbor ip-address fall-over [bfd | route-map
map-name]

例：

ステップ 8

• BGPは、セッションが無効になると、このピア
で学習したすべてのルートを削除します。

Router(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
fall-over bfd
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目的コマンドまたはアクション

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Router(config-router-af)# end

ステップ 9

BGP最良外部機能の確認
BGP最良外部機能が正しく設定されていることを確認するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show vrf detail
3. show ip bgp ipv4 mdt all | rd vrf} |multicast | tunnel unicast or show ip bgp vpn4 all rd

route-distinguisher | vrf vrf-name rib-failure ip-prefix/length longer-prefixes]] network-address
mask longer-prefixes]] cidr-only community community-list dampened-paths filter-list]
[flap-statistics inconsistent-as neighbors paths line]] peer-group quote-regexp regexp]
[summary labels

4. show bgp vpnv4 unicast vrf vrf-name ip-address
5. show ip route vrf vrf-name repair-paths ip-address
6. show ip cef vrf vrf-name ip-address detail

手順の詳細

ステップ 1 enable

このコマンドを使用して、特権 EXECモードをイネーブルにします。プロンプトが表示されたらパスワー
ドを入力します。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show vrf detail

このコマンドを使用して、BGP最良外部機能が有効になっていることを確認します。次の show vrf detail
コマンド出力は、 BGP最良外部機能が有効になっていることを示しています。

例：

Router# show vrf detail
VRF test1 (VRF Id = 1); default RD 400:1; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se4/0

Address family ipv4 (Table ID = 1 (0x1)):
Export VPN route-target communities
RT:100:1 RT:200:1 RT:300:1
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RT:400:1
Import VPN route-target communities
RT:100:1 RT:200:1 RT:300:1
RT:400:1

No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix

Prefix protection with additional path enabled
Address family ipv6 not active.

ステップ 3 show ip bgp ipv4 mdt all | rd vrf} |multicast | tunnel unicast or show ip bgp vpn4 all rd route-distinguisher |
vrf vrf-name rib-failure ip-prefix/length longer-prefixes]] network-address mask longer-prefixes]] cidr-only
community community-list dampened-paths filter-list] [flap-statistics inconsistent-as neighbors paths line]]
peer-group quote-regexp regexp] [summary labels

このコマンドを使用して、ベスト外部ルートがアドバタイズされていることを確認します。コマンド出力

で、コード bはバックアップパスを示し、コード xはベスト外部パスを示します。

例：

Router# show ip bgp vpnv4 all
BGP table version is 1104964, local router ID is 10.2.2.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, multipath,
b backup-path, x best-external
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 11:12 (default for vrf blue)
*>i1.0.0.1/32 10.10.3.3 0 200 0 1 ?
* i 10.10.3.3 0 200 0 1 ?
* 10.0.0.1 0 1 ?
*bx 10.0.0.1 0 0 1 ?
* 10.0.0.1 0 1 ?

ステップ 4 show bgp vpnv4 unicast vrf vrf-name ip-address

このコマンドを使用して、ベスト外部ルートがアドバタイズされていることを確認します。

例：

Router# show bgp vpnv4 unicast vrf vpn1 10.10.10.10
BGP routing table entry for 10:10:10.10.10.10/32, version 10
Paths: (2 available, best #1, table vpn1)
Advertise-best-external
Advertised to update-groups:
1 2

200
10.6.6.6 (metric 21) from 10.6.6.6 (10.6.6.6)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, internal, best
Extended Community: RT:1:1
mpls labels in/out 23/23

200
10.1.2.1 from 10.1.2.1 (10.1.1.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid,

external, backup/repair, advertise-best-external
Extended Community: RT:1:1 , recursive-via-connected
mpls labels in/out 23/nolabel

ステップ 5 show ip route vrf vrf-name repair-paths ip-address
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このコマンドを使用して、修復ルートを表示します。

例：

Router# show ip route vrf vpn1 repair-paths

Routing Table: vpn1
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route, H - NHRP
+ - replicated route, % - next hop override

Gateway of last resort is not set
10.0.0.0/8 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks

B 10.1.1.0/24 [200/0] via 10.6.6.6, 00:38:33
[RPR][200/0] via 10.1.2.1, 00:38:33

B 10.1.1.1/32 [200/0] via 10.6.6.6, 00:38:33
[RPR][200/0] via 10.1.2.1, 00:38:33

10.0.0.0/8 is variably subnetted, 3 subnets, 2 masks
C 10.1.2.0/24 is directly connected, Ethernet0/0
L 10.1.2.2/32 is directly connected, Ethernet0/0
B 10.1.6.0/24 [200/0] via 10.6.6.6, 00:38:33

[RPR][200/0] via 10.1.2.1, 00:38:33

ステップ 6 show ip cef vrf vrf-name ip-address detail

このコマンドを使用して、ベスト外部ルートを表示します。

例：

Router# show ip cef vrf test 10.71.8.164 detail

10.71.8.164/30, epoch 0, flags rib defined all labels
recursive via 10.249.0.102 label 35
nexthop 10.249.246.101 Ethernet0/0 label 25

recursive via 10.249.0.104 label 28,
repair

nexthop 10.249.246.101 Ethernet0/0 label 24

クラスタ間の RRでのベスト外部パスの設定
クラスタ間の RRでのベスト外部パスを設定するには、次の作業を実行します。この特定作業
の手順では、IPv4アドレスファミリで、下の図の RR1を設定します。アドレスファミリを設
定する手順では、サポートされているその他のアドレスファミリを一覧表示します。
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図 66 :クラスタ間の RRでの BGPベスト外部パスを設定するシナリオ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. address-family ipv4 unicast
7. neighbor ip-address activate
8. neighborip-address activate
9. bgp additional-paths select best-external
10. bgp additional-paths install
11. neighbor ip-address advertise best-external
12. neighbor ip-addressadvertise best-external
13. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 1

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この手順は RR3用です。
Router(config-router)# neighbor 10.5.1.1
remote-as 1

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

•この手順は RR6用です。
Router(config-router)# neighbor 10.5.1.2
remote-as 1

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 6

•サポートされているアドレスファミリは、IPv4
ユニキャスト、VPNv4ユニキャスト、IPv6ユ

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

ニキャスト、VPNv6ユニキャスト、IPv4+ラベ
ル、IPv6+ラベルです。

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 7

•この手順は RR3用です。
Router(config-router-af)# neighbor 10.5.1.1
activate

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighborip-address activate

例：

ステップ 8

•この手順は RR6用です。
Router(config-router-af)# neighbor 10.5.1.2
activate
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目的コマンドまたはアクション

ベスト外部パス（RRクラスタ外）を計算するよう
にシステムを設定します。

bgp additional-paths select best-external

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# bgp additional-paths
select best-external

BGPで特定のアドレスファミリのバックアップパ
スを計算し、RIBおよび CEFにインストールでき
るようにします。

bgp additional-paths install

例：

Router(config-router-af)# bgp additional-paths
install

ステップ 10

•この手順は、RRが転送に対して有効になって
いる場合（RRがフォワーディングプレーンに
ある場合）に必要です。それ以外の場合、この

手順は不要です。

（任意）アドバタイズでベスト外部パスを受信する

ようにネイバーを設定します。

neighbor ip-address advertise best-external

例：

ステップ 11

•この手順は RR3用です。Router(config-router-af)# neighbor 10.5.1.1
advertise best-external

（任意）アドバタイズでベスト外部パスを受信する

ようにネイバーを設定します。

neighbor ip-addressadvertise best-external

例：

ステップ 12

•この手順は RR6用です。Router(config-router-af)# neighbor 10.5.1.2
advertise best-external

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Router(config-router-af)# end

ステップ 13

上記のシナリオでは、次のパスが、3つの異なるクラスタ内にある 3つの RRでベストパス、
バックアップバス、ベスト内部パスとして選択されます。

RR1：

RR3：

RR6：

ネクストホップ：プレフィックス10/8に到達する
ため

PE5（ベストパス、ローカルプリファレンス = 200）

PE3（バックアップパス、ローカルプリファレンス = 150）
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PE3（ベスト内部パス、ローカルプリファレンス = 150）

ネクストホップ：プレフィックス10/8に到達する
ため

PE5（ベストパス、ローカルプリファレンス = 200）

PE6（バックアップパス、ローカルプリファレンス = 50）

PE3（RR1からベスト外部パスとして受信、ローカルプリ
ファレンス = 150）

ネクストホップ：プレフィックス10/8に到達する
ため

PE5（ベストパス、ローカルプリファレンス = 200）

PE6（バックアップパス、ローカルプリファレンス = 50）

PE3（RR1からベスト外部パスとして受信、ローカルプリ
ファレンス = 150）

BGP最良外部の設定例

例：BGP最良外部機能の設定
次の例は、VPNv4モードで BGP最良外部機能を設定する方法を示しています。

vrf definition test1
rd 400:1
route-target export 100:1
route-target export 200:1
route-target export 300:1
route-target export 400:1
route-target import 100:1
route-target import 200:1
route-target import 300:1
route-target import 400:1
address-family ipv4
exit-address-family
exit
!
interface Ethernet1/0
vrf forwarding test1
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
exit
!
router bgp 64500
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
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neighbor 10.5.5.5 remote-as 64500
neighbor 10.5.5.5 update-source Loopback0
neighbor 10.6.6.6 remote-as 64500
neighbor 10.6.6.6 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family vpnv4

bgp advertise-best-external
neighbor 10.5.5.5 activate
neighbor 10.5.5.5 send-community extended
neighbor 10.6.6.6 activate
neighbor 10.6.6.6 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf test1
no synchronization

bgp recursion host
neighbor 192.168.13.2 remote-as 64511
neighbor 192.168.13.2 fall-over bfd
neighbor 192.168.13.2 activate
neighbor 192.168.13.2 as-override
exit-address-family

例：クラスタ間の RRでのベスト外部パスの設定

次の例では、「クラスタ間の RRでのベスト外部パスの設定」の項に示されている図
の RR1を設定しています。RR1は、クラスタ間の RRネイバーへのベスト外部パスを
計算、インストール、およびアドバタイズするように設定されています。

RR1

router bgp 1
neighbor 10.5.1.1 remote-as 1
neighbor 10.5.1.2 remote-as 1
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.5.1.1 activate
neighbor 10.5.1.2 activate
bgp additional-paths select best-external
bgp additional-paths install
neighbor 10.5.1.1 advertise best-external
neighbor 10.5.1.2 advertise best-external
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


マニュアルタイトル関連項目

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の
「Configuring MPLS Layer 3 VPNs」モジュール

基本的なMPLS VPN

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の「MPLS
VPN VRF CLI for IPv4 and IPv6 VPNs」モジュール

マルチプロトコル VRF

『MPLS VPN--BGP Local Convergence』リンクまたはノード障害の後に新しい

パスを作成するフェールオーバー機能

標準

タイトル標準

『BGPBest External, Advertisement of the best external route to iBGP』draft-marques-idr-best-external

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

RFC

タイトルRFC

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
1771

『BGP/MPLS VPNs』RFC
2547
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP最良外部の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 62 : BGP最良外部の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP最良外部機能を使用すると、ネットワークにバックアッ
プ外部ルートを用意でき、プライマリ外部ルートの接続が

失われるのを回避できます。この機能は、外部ネイバーか

ら受信したルートのうち最も優先するルートを、バックアッ

プルートとしてアドバタイズします。

この機能は、Cisco IOS XE Release 3.2Sで導入されました。

次のコマンドが導入または変更されました。bgp
advertise-best-external、bgp recursion host、show ip bgp、
show ip bgp vpnv4、 show ip cef、 show ip cef vrf、 show ip
route、 show ip route vrf

Cisco IOS XE
Release 3.2S

BGP最良外部
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機能情報リリース機能名

クラスタ間の RRでの BGPベスト外部パス機能は、RRク
ラスタ間におけるパスの多様性を実現します。この機能は、

非クライアント iBGPピアに対する最良外部機能を提供し、
「クラスタ間ベスト外部パス」とも呼ばれます。

次のコマンドが導入されました。bgpadditional-pathsselect、
neighbor advertise best-external

Cisco IOS XE
リリース 3.4S

クラスタ間の

RRでの BGPベ
スト外部パス
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第 47 章

IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ

IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ機能により、ネットワーク障害後の BGPコンバー
ジェンスが向上します。このコンバージェンスは、IPネットワークとMPLSネットワークで使
用可能であり、コア障害とエッジ障害の両方に適用されます。IPおよびMPLS-VPN向け BGP
PICエッジ機能は、障害が検出された場合、即座にバックアップ/代替パスが引き継ぎ、すばや
くフェールオーバーが有効化されるように、ルーティング情報ベース（RIB）、転送情報ベー
ス（FIB）、および Cisco Express Forwardingにバックアップ/代替パスを作成、保存します。

このドキュメントでは、IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ機能は BGP PICと呼ばれま
す。

（注）

•機能情報の確認（847ページ）
• BGP PICの前提条件（848ページ）
• BGP PICの制約事項（848ページ）
• BGP PICの概要（849ページ）
• BGP PICの設定方法（859ページ）
• BGP PICの設定例（862ページ）
•その他の参考資料（866ページ）
• BGP PICの機能情報（867ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP PICの前提条件
•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）および IPまたはマルチプロトコルラベルス
イッチング（MPLS）ネットワークが稼働中であること、およびカスタマーサイトが複数
のパスによってプロバイダーサイトと接続されていること（マルチホーム）を確認しま

す。

•バックアップ/代替パスには、最良パスのネクストホップと異なる固有のネクストホップ
があることを確認します。

• Bidirectional Forwarding Detection（BFD;双方向フォワーディング検出）プロトコルを有効
にして、直接接続されたネイバーのリンク障害をすばやく検出できるようにします。

BGP PICの制約事項
BGP PIC機能には、次のような制約事項が適用されます。

• BGPマルチパスでは、プレフィックス独立コンバージェンス（PIC）機能はすでにサポー
トされています。

• MPLS VPNでは、MPLS VPN相互自律システムオプション Bを使った BGP PIC機能はサ
ポートされていません。

• BGP PIC機能は、IPv4、IPv6、VPNv4、および VPNv6アドレスファミリのプレフィック
スをサポートします。

• BGP PIC機能は、マルチキャストまたは L2VPN Virtual Routing and Forwarding（VRF）の
アドレスファミリで設定できません。

•ルートリフレクタがコントロールプレーンのみの場合、BGP PICは必要ありません。こ
れは BGP PICはデータプレーンコンバージェンスに対応しているためです。

• 2台のPEデバイスがCEデバイスへの相互のバックアップパスまたは代替パスになると、
CEデバイスで障害が発生した場合にトラフィックがループする可能性があります。その
場合、どちらのデバイスもCEデバイスに到達せず、トラフィックは存続可能時間（TTL）
タイマーが切れるまで PEデバイス間で転送され続けます。

• BGP PIC機能は、ノンストップフォワーディング/ステートフルスイッチオーバー
（NSF/SSO）をサポートしていません。ただし、両方のルートプロセッサで BGP PIC機
能が設定されている場合は、ISSUがサポートされます。

• BGPPIC機能は、エッジとコアの両方で単一のネットワーク障害が発生した場合にのみ、
トラフィック転送を解決します。
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• BGP PIC機能と BGP最良外部機能を同時に使用することはできません。BGP最良外部機
能を設定した後に BGP PIC機能を設定しようとすると、エラーが表示されます。

BGP PICの概要
以下の各項では、BGPPIC機能の詳細、障害を検出する方法、シナリオ、および設定方法につ
いて説明します。

利点

•プライマリパスが無効になった場合や取り消された場合でも、フェールオーバー用の追加
パスにより、接続を迅速に復元できます。

•トラフィック損失の軽減。

•コンバージェンス時間が一定なので、すべてのプレフィックスで切り替え時間が同じ。

BGPコンバージェンス
通常の状況では、BGPはネットワークの変更後に収束するのに数秒から数分かかることがあり
ます。概要としては、BGPは次のプロセスの手順を実行します。

1. BGPは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）またはBFDイベント、もしくはインターフェ
イスイベントを通じて不具合を確認します。

2. BGPはルーティング情報ベース（RIB）からルートを取り消し、RIBはForwardingInformation
Base（FIB;転送情報ベース）および分散 FIB（dFIB）からルートを取り消します。このプ
ロセスにより、障害の影響を受けたプレフィックスへのデータパスがクリアされます。

3. BGPは取り消しのメッセージをネイバーに送信します。

4. BGPは影響を受けたプレフィックスへの次に適したパスを計算します。

5. BGPは影響を受けたプレフィックスの次に適したパスをRIBに挿入し、RIBはそのパスを
FIBおよび dFIBにインストールします。

このプロセスが完了するまでには数秒から数分かかることがあります。これは、ネットワーク

の遅延、ネットワーク全体のコンバージェンス時間、およびデバイスでのローカルロードに

よって異なります。コントロールプレーンのコンバージェンスが行われて初めて、データプ

レーンのコンバージェンスが行われます。

コンバージェンスの改善

BGP PIC機能は、BGP、RIB、Cisco Express Forwarding、MPLSの追加機能によって実現されま
す。
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• BGPの機能

BGP PICは、IPv4および VPNv4アドレスファミリのプレフィックスに影響を与えます。これ
らのプレフィックスについて、BGPは、プライマリベストパスに加え、2番目に適したパス
も計算します（2番目に適したパスは、バックアップパスまたは代替パスと呼ばれます）。
BGPは、影響を受けたプレフィックスのベストパスとバックアップパスまたは代替パスを
BGPRIBにインストールします。バックアップパスまたは代替パスにより、単一のネットワー
ク障害に対処する高速再ルーティング機能が提供されます。また、BGPは、IPRIBに対するア
プリケーションプログラミングインターフェイス（API）に代替パスまたはバックアップパ
スを追加します。

• RIBの機能

BGP PICでは、RIBはルートごとに代替パスをインストールします（使用可能な場合）。RIB
は、バックアップパスまたは代替パスを含む BGPルートを選択した場合、ベストパスととも
にそのバックアップパスまたは代替パスをインストールします。また、RIBは、この代替パス
を FIBとの APIにも追加します。

• Cisco Express Forwarding機能

BGP PICでは、Cisco Express Forwarding（CEF;シスコエクスプレスフォワーディング）はプ
レフィックスごとに代替パスを保存します。プライマリパスがダウンした場合、CiscoExpress
Forwardingは、プレフィックスに依存しない方法でバックアップパスまたは代替パスを検索し
ます。また、シスコエクスプレスフォワーディングは、局地的な障害を迅速に検出するため

に、BFDイベントをリッスンします。

• MPLS機能

MPLS転送は、プライマリパスがダウンした場合には代替パスを保存して代替パスに切り替え
るという点で、Cisco Express Forwardingと似ています。

BGP PIC機能が有効な場合、BGPはプレフィックスごとにバックアップパスまたは代替パス
を計算し、BGP RIB、IP RIB、および FIBにインストールします。これにより、ネットワーク
障害後のコンバージェンスが向上します。BGPPIC機能によって検出されるネットワーク障害
には、次の 2種類があります。

•コアノードまたはリンク障害（内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）ノード障
害）：PEノードまたはリンクで障害が発生した場合、IGPコンバージェンスによって障
害が検出されます。IGPは、RIBを通じて FIBに障害を伝達します。

•ローカルリンクまたは直近にあるネイバーノードの障害（外部ボーダーゲートウェイプ
ロトコル（eBGP）ノードまたはリンク障害）：ローカルリンク障害または eBGPシング
ルホップピアノード障害を瞬時に検出するには、BFDを有効にする必要があります。
Cisco Express Forwardingは eBGPシングルホップピアの障害を検出するために BFDイベ
ントを探します。
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データプレーンでのコンバージェンス

障害を検出すると、Cisco Express Forwardingは、その障害の影響を受けるすべてのプレフィッ
クスに対する代替ネクストホップを検出します。データプレーンコンバージェンスは、BGP
PICの実装がソフトウェアに存在するかハードウェアに存在するかに応じて、瞬時に達成され
ます。

コントロールプレーンでのコンバージェンス

障害を検出すると、BGPは、IGPコンバージェンスまたは BFDイベントによってその障害を
確認し、該当のプレフィックスについて取り消しのメッセージを送信し、ベストパスとバック

アップパスまたは代替パスを再計算し、ネットワーク全体で次に適したパスをアドバタイズし

ます。

BGP Fast Reroute

BGP Fast Reroute（FRR;高速再ルーティング）は、BGP、RIB、およびCisco Express Forwarding
でのベストパスとバックアップパスまたは代替パスを提供します。BGP FRRは、現在のベス
トパスが使用できない場合に宛先に到達するためのバックアップ BGPネクストホップに関す
る高速再ルーティングメカニズムを RIBおよび Cisco Express Forwarding（CEF）に提供しま
す。

BGP FRRはBGPで次に適したパスを事前に計算し、そのパスをバックアップパスまたは代替
パスとして RIBおよび Cisco ExpressForwardinに提供し、CEFはそのパスをラインカードにプ
ログラムします。

BGP PIC機能は、現在のネクストホップまたはこのネクストホップへのリンクがダウンした
場合にCEFでトラフィックを他の出力ポートに迅速に切り替えることができるようにします。
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図 67 : BGP PICエッジと BGP FRR

障害の検出

IGPは、iBGP（リモート）ピアの障害を検出します。障害が検出されるまでに数秒かかる場合
があります。コンバージェンスは、ラインカードでPICがイネーブルにされているかどうかに
応じて、瞬時、または数秒以内に行われます。

直接接続されたネイバー（eBGP）で障害が発生した場合や、ネイバーがダウンしたことをBFD
を使用して検出する場合。ラインカードで PICが有効化されているかどうかに応じて、瞬時
に検出されることがあり、コンバージェンスも瞬時または数秒以内に行われます。

BGP PICによる瞬時でのコンバージェンスの達成
BGP PIC機能は Cisco Express Forwardingレベルで動作し、Cisco Express Forwardingはハード
ウェアラインカードとソフトウェアの両方で処理できます。

•ラインカードでのシスコエクスプレスフォワーディングの処理をサポートしているプラッ
トフォームでは、BGP PIC機能は瞬時のコンバージェンスが可能です。

•ハードウェアラインカードでの Cisco Express Forwardingを使用しないプラットフォーム
では、ソフトウェアでCisco Express Forwardingが実現されます。BGP PIC機能は、ソフト
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ウェアを介してCisco Express Forwardingと連携し、数秒以内にコンバージェンスを達成し
ます。

BGP PICによるMPLS VPN BGPローカルコンバージェンスの機能向上
BGPPIC機能は、ベストパスを再計算してリンク障害後の転送に新しいパスをインストールす
るフェールオーバーメカニズムを提供する「MPLS VPN—BGPローカルコンバージェンス」
機能への拡張機能です。この機能は、ローカルラベルを 5分間保持して、バックアップパス
または代替パスがトラフィックで使用されるようにしてトラフィックの損失を最小限に抑える

ことができます。

BGP PIC機能は、事前にバックアップパスまたは代替パスを計算することにより、LoC時間
を 1秒未満に短縮します。リンク障害が発生すると、トラフィックはバックアップ/代替パス
へ送られます。

BGP PIC機能を設定すると、「MPLS VPN--BGPローカルコンバージェンス」の機能がオー
バーライドされます。設定から protection local-prefixesコマンドを削除する必要はありませ
ん。

BGP PICの有効化
さまざまなサービスプロバイダーネットワークにさまざまな VRFが含まれているため、BGP
PICでは、すべての VRFに対して一度に BGP PIC機能を設定することができます。

• VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードはすべてのVRFを保護します。

• VRF-IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードは IPv4 VRFのみを保護しま
す。

•ルータコンフィギュレーションモードは、グローバルルーティングテーブルのプレフィッ
クスを保護します。

BGP PICシナリオ
BGP PIC機能を設定して、高速コンバージェンスを実現できます。

CE側での IP PE-CEリンクおよびノード保護（デュアル PE）

下の図は、BGPPIC機能を使用するネットワークを示しています。このネットワークは、以下
のコンポーネントで構成されています。

• PEデバイスと CEデバイスの間に eBGPセッションが存在します。

• CE1からのトラフィックは、PE1を使用して、デバイス CE3経由でネットワーク
192.168.9.0/24に到達します。

• CE1には次の 2つのパスがあります。
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プライマリパスとしての PE1。•
•バックアップパスまたは代替パスとしての PE2。

CE1は BGP PIC機能を使用して設定されています。BGPは、PE1をベストパスとして、PE2
をバックアップパスまたは代替パスとして計算し、両方のルートを RIBおよび Cisco Express
Forwardingプレーンにインストールします。CE1-PE1リンクがダウンすると、Cisco Express
Forwardingはリンク障害を検出し、転送オブジェクトをバックアップパスまたは代替パスに送
ります。トラフィックは、Cisco Express Forwardingでのローカル高速コンバージェンスによっ
て迅速に再ルーティングされます。

図 68 : BGP PICを使用した PE-CEリンクの保護

CE側での IP PE-CEリンクおよびノード保護（デュアル CEとデュアル PEのプライマリお
よびバックアップノード）

下の図は、CE1で BGP PIC機能を使用するネットワークを示しています。このネットワーク
は、以下のコンポーネントで構成されています。

• PEデバイスと CEデバイスの間に eBGPセッションが存在します。

• CE1からのトラフィックは、PE1を使用して、デバイス CE3経由でネットワーク
192.168.9.0/24に到達します。

• CE1には次の 2つのパスがあります。

•プライマリパスとしての PE1。
•バックアップパスまたは代替パスとしての PE2。

• CE1デバイスと CE2デバイスの間に iBGPセッションが存在します。

この例では、CE1と CE2が BGP PIC機能を使用して設定されています。BGPは、PE1をベス
トパスとして、PE2をバックアップパスまたは代替パスとして計算し、両方のルートを RIB
および Cisco Express Forwardingプレーンにインストールします。

eBGPピアの PE1と PE2についてのポリシーを CE1と CE2で設定することはできません。両
方の CEデバイスで、ネクストホップとして eBGPルートをポイントする必要があります。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
854

IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ

CE側での IP PE-CEリンクおよびノード保護（デュアル CEとデュアル PEのプライマリおよびバックアップノード）



CE1では、CE3に到達するためのネクストホップは PE1経由であるため、PE1は CE3に到達
するためのベストパスとなります。CE2では、CE3に到達するためのベストパスはPE2です。
CE2は自身をネクストホップとして CE1にアドバタイズし、CE1も CE2に対して同じことを
行います。この結果、CE1は特定のプレフィックスに対するパスを 2つ持ち、ベストパス選
択ルールに従って、通常は iBGPパスよりも直接接続されたeBGPパスを優先して選択します。
同様に、CE2にも、PE2を経由する eBGPパスと CE1-PE1を経由する iBGPパスの 2つのパス
があります。

CE1-PE1リンクがダウンすると、Cisco Express Forwardingはリンク障害を検出し、転送オブ
ジェクトをバックアップノードまたは代替ノードの CE2に送ります。トラフィックは、Cisco
Express Forwardingでのローカル高速コンバージェンスによって迅速に再ルーティングされま
す。

CE1-PE1リンクまたはPE1がダウンした場合に、CE1でBGPPICが有効になっているときは、
BGPはベストパスを再計算し、RIBからネクストホップ PE1を削除して、CE2をネクスト
ホップとしてRIBおよびCisco Express Forwardingに再インストールします。CE1でバックアッ
プまたは代替修復パスがCiscoExpress Forwardingに自動的に挿入され、転送中のトラフィック
損失が瞬時で済むようになるため、高速コンバージェンスが実現されます。

図 69 :デュアル CE、デュアル PEネットワークでの BGP PICの使用

プライマリまたはバックアップ/代替パスの IP MPLS PE-CEリンク保護

上の図は、CE1およびCE2でBGPPIC機能を使用するネットワークを示しています。このネッ
トワークは、以下のコンポーネントで構成されています。

• PEデバイスと CEデバイスの間に eBGPセッションが存在します。

• PEデバイスは、MPLSネットワーク内のリフレクトデバイスを含む VPNv4 iBGPピアで
す。

• CE1からのトラフィックは、PE1を使用して、デバイス CE3経由でネットワーク
192.168.9.0/24に到達します。

• CE3は PE3および PE4とデュアルホーム接続されています。

• PE1は、リフレクトルータから CE3に到達するためのパスを 2つ持っています。
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PE3は、PE3アドレスとしてネクストホップを持つプライマリパスです。•
• PE4は、PE4アドレスとしてネクストホップを持つバックアップ/代替パスです。

この例では、すべての PEデバイスは、IPv4または VPNv4アドレスファミリで BGP PIC機能
を使用して設定できます。

BGP PICを PE-CEリンク保護のために BGPで動作させるには、PEデバイスの 1つがプライマ
リとして、残りのデバイスがバックアップまたは代替として機能するように、CE3から受信さ
れるプレフィックスについてのポリシーを PE3および PE4で設定します。通常、これはロー
カルプリファレンスを使用して行いますが、PE3により優位なローカルプリファレンスを与
えます。MPLSクラウドでは、トラフィックは内部的に PE3経由でフローし、CE3に到達しま
す。したがって、PE1はPE3をベストパスとして、PE4を次に適したパスとして認識します。

PE3-CE3リンクがダウンすると、Cisco Express Forwardingはリンク障害を検出し、PE3はベス
トパスを再計算して、PE4をベストパスとして選択し、PE3プレフィックスの取り消しメッ
セージをリフレクトルータに送信します。BGPが PE4をベストパスルートとして RIBおよ
び Cisco Express Forwardingにインストールするまで、一部のトラフィックは PE3-PE4を通過
します。PE1は取り消しメッセージを受信し、ベストパスを再計算して、PE4をベストパス
として選択し、このルートを RIBおよび Cisco Express Forwardingプレーンにインストールし
ます。

これにより、PE3および PE4で BGP PICが有効になっている場合、Cisco Express Forwardingは
リンク障害を検出し、Cisco Express Forwardingにすでに存在するバックアップまたは代替ノー
ドのPE4を宛先として転送オブジェクトのインプレース変更を行います。PE4はバックアップ/
代替パスがローカルに生成されたことを認識し、CE3に接続された出力ポートにトラフィック
をルーティングします。この方法により、トラフィックの損失は最小限に抑えられ、迅速なコ

ンバージェンスが行われます。

プライマリまたはバックアップ/代替パスの IP MPLS PE-CEノード保護

下の図は、MPLSネットワーク内のすべての PEデバイスで BGP PIC機能を使用するネット
ワークを示しています。

図 70 : MPLSネットワーク内のすべての PEデバイスでの BGP PICの有効化

このネットワークは、以下のコンポーネントで構成されています。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
856

IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ

プライマリまたはバックアップ/代替パスの IP MPLS PE-CEノード保護



• PEデバイスと CEデバイスの間に eBGPセッションが存在します。

• PEデバイスは、MPLSネットワーク内のリフレクトルータを含むVPNv4 iBGPピアです。

• CE1からのトラフィックは、PE1を使用して、デバイス CE3経由でネットワーク
192.168.9.0/24に到達します。

• CE3は PE3および PE4とデュアルホーム接続されています。

• PE1は、リフレクトルータから CE3に到達するためのパスを 2つ持っています。

• PE3は、PE3アドレスとしてネクストホップを持つプライマリパスです。
• PE4は、PE4アドレスとしてネクストホップを持つバックアップ/代替パスです。

この例では、すべての PEデバイスは、IPv4または VPNv4アドレスファミリで BGP PIC機能
を使用して設定されています。

BGP PICを PE-CEノード保護のために BGPで動作させるには、PEデバイスの 1つがプライマ
リとして、残りのデバイスがバックアップまたは代替として機能するように、CE3から受信さ
れるプレフィックスについてのポリシーを PE3および PE4で設定します。通常、これはロー
カルプリファレンスを使用して行いますが、PE3により優位なローカルプリファレンスを与
えます。MPLSクラウドでは、トラフィックは内部的に PE3経由でフローし、CE3に到達しま
す。したがって、PE1はPE3をベストパスとして、PE4を次に適したパスとして認識します。

PE3がダウンすると、PE1は IGPによるホストプレフィックスの削除を瞬時に認識し、ベスト
パスを再計算して、PE4をベストパスとして選択し、このルートを RIBおよび Cisco Express
Forwardingプレーンにインストールします。通常の BGPコンバージェンスが行われ、その一
方で、BGPPICはPE4経由でトラフィックをリダイレクトするため、パケットが失われること
はありません。

これにより、PE3で BGP PICが有効になっている場合、Cisco Express Forwardingは PE3での
ノード障害を検出し、バックアップまたは代替ノードのPE4に転送オブジェクトを送ります。
PE4はバックアップパスまたは代替パスがローカルに生成されたことを認識し、バックアップ
パスまたは代替パスを使用してトラフィックを出力ポートにルーティングします。これによ

り、トラフィック損失が最小限に抑えられます。

PEデバイスでローカルポリシーが設定されていない場合

PE1および PE2は、ローカルポリシーを使用せずに、ネクストホップとして eBGP CEパスを
ポイントします。各PEデバイスはもう一方のパスを受け取り、BGPはバックアップパスまた
は代替パスを計算し、そのパスを、CEに対する独自の eBGPパスとともにベストパスとして
CiscoExpress Forwardingにインストールします。MPLSPE-CEリンクおよびノード保護ソリュー
ションの制限は、BGPポリシーを変更できないことです。そのため、ベスト外部パスなしで動
作する必要があります。

PEデバイスでローカルポリシーが設定されている場合

出力 CEに到達するためのプライマリパスとしていずれかの PEデバイスを選択するローカル
ポリシーが PEデバイス上にある場合は、常に、バックアップまたは代替ノードの PE3で、
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バックアップ/代替ラベルを付けて外部 CEルートをルートリフレクタおよび遠端 PEデバイス
に伝播するために bgp advertise-best-externalコマンドが必要となります。

Cisco Express Forwardingの再帰
再帰は、プライマリパスがダウンしたときに、次に一致率の高いパスを発見する機能です。

BGPPICがインストールされていない場合に、プレフィックスへのネクストホップで障害が発
生すると、Cisco Express Forwardingは、プレフィックスへ向かう別のパスを見つけるために、
FIBを再帰処理して、このプレフィックスと一致する部分が 2番目に長いパスを探します。こ
の再帰メカニズムは、ネクストホップが複数ホップ離れており、ネクストホップに到達する

経路が複数ある場合に役立ちます。

ただし、BGP PIC機能を使用する場合は、次の理由により、Cisco Express Forwardingの再帰の
無効化が必要になることがあります。

• Cisco Express Forwardingですべての FIBエントリを検索する場合、再帰によって収束が遅
くなります。

• BGPPICエッジでは、代替パスが事前に計算済みです。したがって、CiscoExpressForwarding
の再帰は不要です。

BGP PIC機能が有効になっている場合、次の 2つの条件に合致していると、Cisco Express
Forwardingの再帰はデフォルトで無効になります。

•ネクストホップが /32ネットワークマスクを使って認識されている場合（ホストルート）

•ネクストホップが直接接続されている場合

それ以外の場合は、Cisco Express Forwardingの再帰は有効になります。

bgp recursion hostコマンドを発行すると、BGPホストルートに対するCiscoExpress Forwarding
の再帰を無効または有効にすることができます。このプロビジョニングは、BGPPIC機能の一
部です。

BGP PIC機能が有効になっている場合、デフォルトでは、bgp recursion hostは、VPNv4およ
び VPNv6アドレスファミリに対して設定され、IPv4および IPv6アドレスファミリに対して
無効になります。

（注）

BGPで直接接続されたネクストホップに対する Cisco Express Forwardingの再帰を無効または
有効にするには、disable-connected-checkコマンドを実行します。
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BGP PICの設定方法

BGP PICの設定
さまざまなサービスプロバイダーネットワークにさまざまな VRFが含まれているため、BGP
PIC機能では、すべての VRFに対して一度に BGP PIC機能を設定することができます。

• VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードはすべてのVRFを保護します。

• VRF-IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードは IPv4 VRFのみを保護しま
す。

•ルータコンフィギュレーションモードは、グローバルルーティングテーブルのプレフィッ
クスを保護します。

マルチプロトコル VRFの設定方法、および機能が有効になっていることを確認するための出
力を示す完全な設定例については、例：BGP PICの設定（862ページ）を参照して下さい。

始める前に

• MPLS VPNで BGP PIC機能を実装している場合は、BGP PIC機能を設定する前にネット
ワークが正しく動作していることを確認します。詳細については、「Configuring MPLS
Layer 3 VPNs」を参照してください。

• MPLS VPNに BGP PIC機能を実装している場合は、マルチプロトコル VRFを設定して、
ルートターゲットポリシー（インポートおよびエクスポート）を IPv4と IPv6との間で
共有したり、IPv4 VPNと IPv6 VPNに別々のルートターゲットポリシーを設定したりす
ることができるようにします。マルチプロトコル VRFの設定については、「MPLS
VPN--VRF CLI for IPv4 and IPv6 VPNs」を参照してください。

• CEデバイスが少なくとも 2つのパスによってネットワークに接続されていることを確認
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. 次のいずれかを実行します。

• address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]
• address-family vpnv4 [unicast]

5. bgp additional-paths install
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address activate
8. bgp recursion host
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9. neighbor ip-address fall-over [bfd |route-map map-name]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

IPv4またはVPNv4アドレスファミリを指定し、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4

• address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]
• address-family vpnv4 [unicast]

• unicastキーワードは、IPv4またはVPNv4ユニ
キャストアドレスファミリを指定します。

例：

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast • vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続

の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
例：

ションモードコマンドに関連付ける Virtual

Device(config-router)# address-family vpnv4 Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティン
グおよび転送）インスタンスの名前を指定しま

す。

バックアップ/代替パスを計算し、これを RIBおよ
びシスコエクスプレスフォワーディングにインス

トールします。

bgp additional-paths install

例：

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
install

ステップ 5

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

•デフォルトでは、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで neighbor remote-asコマンドを使

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャス
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目的コマンドまたはアクション

トアドレスプレフィックスだけを交換します。

その他のアドレスプレフィックスタイプを交

換するには、そのプレフィックスタイプにつ

いて、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードで neighbor activateコマンドを使用
してネイバーをアクティブ化する必要もありま

す。

ネイバーが IPv4ユニキャストアドレスファミリの
プレフィックスをローカルルータと交換できるよ

うにします。

neighbor ip-address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステップ 7

（任意）IPv4、VPNv4、VRFアドレスファミリの
recursive-via-hostフラグを有効にします。

bgp recursion host

例：

ステップ 8

• BGP PIC機能が有効になっている場合、Cisco
Express Forwardingの再帰は無効になります。Device(config-router-af)# bgp recursion host

ほとんどの場合、BGPPICがイネーブルのとき
に、再帰をイネーブルにする必要はありませ

ん。

ネイバーで障害が発生したことを検出する BFDプ
ロトコルサポートを有効にします。検出は瞬時に

行われることがあります。

neighbor ip-address fall-over [bfd |route-map
map-name]

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
fall-over bfd

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

BGP PICコアの無効化
BGP PICコア機能はデフォルトで有効になっています。BGP PICコア機能を無効にするには、
次の設定を使用します。

BGP PICコア機能を再度有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで cef
table output-chain build favor convergence-speedコマンドを使用してください。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. cef table output-chain build favor memory-utilization
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ネットワークを介してパケットを転送できるよう

に、Cisco Express Forwardingテーブル出力チェーン
の構築に関するメモリ特性を設定します。

cef table output-chain build favor memory-utilization

例：

Device(config)# cef table output-chain build favor
memory-utilization

ステップ 3

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

BGP PICの設定例

例：BGP PICの設定
次の例は、VPNv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードでBGP PIC機能を設定し
て、すべてのVRFで機能を有効にする方法を示しています。次の例では、blueと greenという
2つの VRFを定義しています。VRF blueと VRF green内の VRFを含む、すべての VRFは、
バックアップパスまたは代替パスにより保護されています。

vrf definition test1
rd 400:1
route-target export 100:1
route-target export 200:1
route-target export 300:1
route-target export 400:1
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route-target import 100:1
route-target import 200:1
route-target import 300:1
route-target import 400:1
address-family ipv4
exit-address-family
exit
!

vrf forwarding test1
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
exit
router bgp 3
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
redistribute static
redistribute connected
neighbor 10.6.6.6 remote-as 3
neighbor 10.6.6.6 update-source Loopback0
neighbor 10.7.7.7 remote-as 3
neighbor 10.7.7.7 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family vpnv4
bgp additional-paths install
neighbor 10.6.6.6 activate
neighbor 10.6.6.6 send-community both
neighbor 10.7.7.7 activate
neighbor 10.7.7.7 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf blue
import path selection all
import path limit 10
no synchronization
neighbor 10.11.11.11 remote-as 1
neighbor 10.11.11.11 activate
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf green
import path selection all
import path limit 10
no synchronization
neighbor 10.13.13.13 remote-as 1
neighbor 10.13.13.13 activate
exit-address-family

次の show vrf detailコマンド出力は、 BGP PIC機能が有効になっていることを示しています。

Router# show vrf detail
VRF test1 (VRF Id = 1); default RD 400:1; default VPNID <not set>
Interfaces:
Se4/0

Address family ipv4 (Table ID = 1 (0x1)):
Export VPN route-target communities
RT:100:1 RT:200:1 RT:300:1
RT:400:1

Import VPN route-target communities
RT:100:1 RT:200:1 RT:300:1
RT:400:1

No import route-map
No export route-map
VRF label distribution protocol: not configured
VRF label allocation mode: per-prefix
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Prefix protection with additional path enabled
Address family ipv6 not active.

例：BGP PICのバックアップ/代替パスの表示
次の例のコマンド出力は、VRF blue内の VRFにバックアップパスまたは代替パスがあること
を示しています。

Device# show ip bgp vpnv4 vrf blue 10.0.0.0

BGP routing table entry for 10:12:12.0.0.0/24, version 88
Paths: (4 available, best #1, table blue)
Additional-path
Advertised to update-groups:

6
1, imported path from 12:23:12.0.0.0/24
10.3.3.3 (metric 21) from 10.6.6.6 (10.6.6.6)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, internal, best
Extended Community: RT:12:23
Originator: 10.3.3.3, Cluster list: 10.0.0.1 , recursive-via-host
mpls labels in/out nolabel/37

1, imported path from 12:23:12.0.0.0/24
10.13.13.13 (via green) from 10.13.13.13 (10.0.0.2)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external
Extended Community: RT:12:23 , recursive-via-connected

1, imported path from 12:23:12.0.0.0/24
10.3.3.3 (metric 21) from 10.7.7.7 (10.7.7.7)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, internal
Extended Community: RT:12:23
Originator: 10.3.3.3, Cluster list: 10.0.0.1 , recursive-via-host
mpls labels in/out nolabel/37

1
10.11.11.11 from 10.11.11.11 (1.0.0.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, backup/repair
Extended Community: RT:11:12 , recursive-via-connected

次の例のコマンド出力は、VRF green内の VRFにバックアップパスまたは代替パスがあるこ
とを示しています。

Device# show ip bgp vpnv4 vrf green 12.0.0.0

BGP routing table entry for 12:23:12.0.0.0/24, version 87
Paths: (4 available, best #4, table green)
Additional-path
Advertised to update-groups:

5
1, imported path from 11:12:12.0.0.0/24
10.11.11.11 (via blue) from 10.11.11.11 (1.0.0.1)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external
Extended Community: RT:11:12 , recursive-via-connected

1
10.3.3.3 (metric 21) from 10.7.7.7 (10.7.7.7)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, internal
Extended Community: RT:12:23
Originator: 10.3.3.3, Cluster list: 10.0.0.1 , recursive-via-host
mpls labels in/out nolabel/37

1
10.13.13.13 from 10.13.13.13 (10.0.0.2)
Origin incomplete, metric 0, localpref 100, valid, external, backup/repair
Extended Community: RT:12:23 , recursive-via-connected
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1
10.3.3.3 (metric 21) from 10.6.6.6 (10.6.6.6)
Origin incomplete, metric 0, localpref 200, valid, internal, best
Extended Community: RT:12:23
Originator: 10.3.3.3, Cluster list: 10.0.0.1 , recursive-via-host
mpls labels in/out nolabel/37

次の例のコマンド出力は、バックアップパスおよび代替パスの BGPルーティングテーブルの
エントリを示しています。

Device# show ip bgp 10.0.0.0 255.255.0.0

BGP routing table entry for 10.0.0.0/16, version 123
Paths: (4 available, best #3, table default)
Additional-path
Advertised to update-groups:

2 3
Local
10.0.101.4 from 10.0.101.4 (10.3.3.3)
Origin IGP, localpref 100, weight 500, valid, internal

Local
10.0.101.3 from 10.0.101.3 (10.4.4.4)
Origin IGP, localpref 100, weight 200, valid, internal

Local
10.0.101.2 from 10.0.101.2 (10.1.1.1)
Origin IGP, localpref 100, weight 900, valid, internal, best

Local
10.0.101.1 from 10.0.101.1 (10.5.5.5)
Origin IGP, localpref 100, weight 700, valid, internal, backup/repair

次の例のコマンド出力は、バックアップパスおよび代替パスのルーティング情報ベースのエン

トリを示しています。

Device# show ip route repair-paths 10.0.0.0 255.255.0.0

Routing entry for 10.0.0.0/16
Known via "bgp 10", distance 200, metric 0, type internal
Last update from 10.0.101.2 00:00:56 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.0.101.2, from 10.0.101.2, 00:00:56 ago

Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 0
MPLS label: none

[RPR]10.0.101.1, from 10.0.101.1, 00:00:56 ago
Route metric is 0, traffic share count is 1
AS Hops 0
MPLS label: none

次の例のコマンド出力は、バックアップパスおよび代替パスのCiscoExpressForwarding/転送情
報ベースのエントリを示しています。

Device# show ip cef 10.0.0.0 255.255.0.0 detail

10.0.0.0/16, epoch 0, flags rib only nolabel, rib defined all labels
recursive via 10.0.101.2
attached to

recursive via 10.0.101.1, repair
attached to
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例：BGP PICコアの無効化

次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで BGP PICコアを無効にする
方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# cef table output-chain build favor memory-utilization
Device(config)# end

その他の参考資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の
「Configuring MPLS Layer 3 VPNs」モジュール

基本的なMPLS VPN

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の「MPLS
VPN—BGP Local Convergence」モジュール

リンクまたはノード障害の後に新し

いパスを作成するフェールオーバー

機能

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の「MPLS
VPN—VRF CLI for IPv4 and IPv6 VPNs」モジュール

マルチプロトコル VRFの設定

関連資料

標準

タイトル標準

『Advertisement of Multiple Paths in BGP』draft-walton-bgp-add-paths-04.txt

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
866

IPおよびMPLS-VPN向け BGP PICエッジ

例：BGP PICコアの無効化

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
1771

『BGP/MPLS VPNs』RFC
2547

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP PICの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 63 : BGP PICの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

IPおよびMPLS-VPN向けBGP PICエッジ機能により、ネットワー
ク障害後の BGPコンバージェンスが向上します。このコンバー
ジェンスは、IPネットワークとMPLSネットワークで使用可能で
あり、コア障害とエッジ障害の両方に適用されます。IPおよび
MPLS-VPN向け BGP PICエッジ機能は、障害が検出された場合、
即座にバックアップ/代替パスが引き継ぎ、すばやくフェールオー
バーが有効化されるように、ルーティング情報ベース（RIB）、転
送情報ベース（FIB）、および Cisco Express Forwardingにバック
アップ/代替パスを作成、保存します。

次のコマンドが導入または変更されました。bgp additional-paths
install、bgp recursion host、show ip bgp、show ip cef、 show ip
route、show vrf

IPおよび
MPLS-VPN向け
BGP PICエッジ
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第 48 章

BGP低速ピアの検出と軽減

ネットワーク管理者は、BGP低速ピア機能を使用して BGP低速ピアを検出し、ピアを低速ピ
アとして静的に設定したり、ダイナミックにマークしたりすることができます。

• BGP低速ピアの検出では、設定した時間内にアップデートメッセージを送信していない
BGPピアを特定します。低速ピアの存在は、ネットワーク輻輳やレシーバが時間内にアッ
プデートを処理しないなどのネットワークに問題があることを示しており、低速ピアがあ

るかどうかを知ることは、管理者が問題を解決するために役に立ちます。

• BGP低速ピア設定では、ピアをその通常のアップデートグループから低速アップデート
グループに移動するか、分割するため、通常のアップデートグループが速度を落とさずに

動作し、迅速にコンバージできます。

•機能情報の確認（869ページ）
• BGP低速ピアの検出と軽減について（870ページ）
• BGP低速ピアの検出と軽減の方法（873ページ）
• BGP低速ピアの検出と軽減の設定例（888ページ）
•その他の参考資料（890ページ）
• iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報（892ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP低速ピアの検出と軽減について

BGP低速ピアの問題
BGPアップデート生成では、アップデートグループの概念を使用して、パフォーマンスを最
適化しています。アップデートグループは、同じアウトバウンドポリシーを持つピアの集ま

りです。アップデートの生成時に、グループポリシーを使用して、メッセージがフォーマット

され、グループのメンバーに送信されます。

リソース使用の公平性を維持するため、各アップデートグループに、フォーマット済みのメッ

セージのクォータが割り当てられ、キャッシュに保存されます。メッセージがグループによっ

てフォーマットされると、キャッシュに追加され、グループのすべてのメンバーに送信される

ときに削除されます。

低速ピアとは、Cisco IOSソフトウェアがアップデートメッセージを生成する速度に追い付い
ていけず、長時間（数分程度）存続しているピアのことです。ピアが低速になる原因はいくつ

かあります。

•パケットの損失やピアへのリンクの大量のトラフィックがあり、BGP TCP接続のスルー
プットが著しく低い

•ピアの CPU負荷が高く、必要な頻度で TCP接続にサービスできない

アップデートグループに低速ピアが存在すると、送信保留中のフォーマット済みのアップデー

ト数が増加します。キャッシュの制限に達すると、グループに新しいメッセージをフォーマッ

トするためのクォータが割り当てられなくなります。新しいメッセージをフォーマットするた

めには、既存のメッセージの一部を低速ピアで送信し、キャッシュから削除する必要がありま

す。アドバタイズされるか、取り消されることを待機している新しく変更された BGPネット
ワークがある場合でも、低速ピアより高速で、フォーマット済みの送信を完了したグループの

残りのメンバーには、新しく送信するメッセージがなくなります。いずれかのピアでアップ

デートの処理が遅い場合に、グループ内のすべてのピアのフォーマットがブロックされるこの

影響が「低速ピア」の問題です。

一時的な低速は低速ピアにならない

BGPテーブルの大規模な変更（接続のリセットなど）を発生させるイベントによって、アップ
デート生成レートに短時間のスパイクが発生することがあります。そのようなイベントの発生

時に一時的に遅延しても、イベント後にすぐに回復するピアは、低速ピアとみなされません。

ピアが低速とマークされるのは、長時間（数分程度）、生成されるアップデートの平均速度に

追い付いていくことができない場合のみです。

BGP低速ピア機能
BGP低速ピア機能には、ネットワーク管理者向けの 3つのオプションが用意されています。
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• BGP低速ピア検出のみを設定できます。この場合、低速ピアが検出され、それに関する情
報が提供されるだけです。低速ピアを検出すると、低速ピアの原因となっているネット

ワークの問題を解決できるため、特に大規模な BGPピアのネットワークでは重要な機能
です。

•ダイナミック BGP低速ピアを設定できます。このような低速ピア保護を設定した場合、
デフォルトで低速ピア検出が有効になります。低速ピアが通常のアップデートグループか

ら低速アップデートグループに移動されるか「分割」されるため、通常のアップデート

グループは速度を落とさずに動作し、低速ピアより速く収束できます。（permanentキー
ワードを指定して）低速ピアを消去するまで低速アップデートグループで低速ピアを維持

するか、または状況が改善したら、低速ピアをその通常のアップデートグループにダイナ

ミックに戻せるようにするかを選択できます。低速ピアの状態を解消する前に、permanent
キーワードを使用してネットワークの問題を解決することをお勧めします。

•リンクの問題または低速な CPU処理能力のために、すでにどのピアが低速かわかってい
る場合は、スタティック BGP低速ピアを設定できます。検出は不要です。静的設定のた
めに、低速ピアがそこに留まる可能性が高くなります。

BGP低速ピア検出
低速ピアが低速ピアアップデートグループに移動されるように設定するかどうかに関係なく、

BGP低速ピアを検出することを選択できます。BGP低速ピアを検出するだけで、アップデー
トグループを分割しなくても低速ピアに関する有益な情報が得られます。その後、低速ピアの

原因となっているネットワークの問題を解決する必要があります。

アップデートメッセージのタイムスタンプ

BGP低速ピア検出は、アップデートグループ内のアップデートメッセージのタイムスタンプ
に依存します。アップデートメッセージのタイムスタンプは、フォーマットされるときに設定

されます。BGP低速ピア検出が設定されている場合、ピアキュー内の最も古いメッセージの
タイムスタンプが現在の時刻と比較され、ピアが設定された低速ピア時間しきい値よりも遅れ

ているかどうかが判断されます。

たとえば、ピアキュー内の最も古いメッセージが 3分以上前にフォーマットされているもの
の、BGP低速ピア検出のしきい値が 3分に設定されている場合、そのアップデートメッセー
ジをフォーマットしたピアが低速ピアであると判断されます。

CiscoIOSソフトウェアは、低速ピアが検出されるか回復された場合（そのアップデートグルー
プがコンバージされ、しきい値の時間より前にフォーマットされたメッセージがない場合）に

syslogイベントを生成します。

BGP低速ピア検出の利点
低速ピア検出により、低速ピアに関する情報が得られ、ピアを別のアップデートグループに移

動せずに根本的原因を解決できます。そのため、低速ピア検出で必要とされるのは、ネット

ワークで何を改善できるかを識別するための 1つのコマンドだけです。
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ダイナミックまたはスタティック BGP低速ピアの設定の利点
アップデートグループに低速ピアが存在すると、送信保留中のフォーマット済みのアップデー

ト数が増加します。未処理分が減るまで、新しいメッセージをフォーマットして送信すること

ができません。その状況では、BGPアップデートパケットが遅延するため、BGPネットワー
クへのアドバタイズが遅延します。この問題は、ダイナミック低速ピアまたはスタティック低

速ピアを設定すると、解決したり、防止したりできます。この設定により、低速ピアが新しい

低速ピアアップデートグループのメンバーとなるため、低速ピアによる低速でない BGPピア
の遅延を防止できます。

スタティック低速ピア

ピアが低速であると確信できる場合は、そのピアを低速ピアとして静的に設定できます。低速

リンクがあるか、処理能力が低いために低速になることがわかっているピアに対しては、スタ

ティック低速ピアが推奨されます。

スタティック低速ピア設定により、Cisco IOSソフトウェアで、そのピア用の個別のアップデー
トグループが作成されます。同じアップデートグループに属する 2つのピアを低速として設
定する場合、これらの2つのピアはポリシーが一致するために、単一の低速ピアアップデート
グループに移動されます。低速アップデートグループは、最も遅い低速ピアの速度で動作しま

す。

スタティック低速ピアは次の 2つのいずれかの方法で設定できます。

• BGPネイバー（アドレスファミリ）レベルで

•ピアポリシーテンプレートを使用して

たとえば、ネットワーク輻輳やレシーバが時間内にアップデートを処理しないなど、ピアが低

速になる根本的原因を特定する必要がある場合があります。スタティック低速ピアが元のアッ

プデートグループに自動的に戻されることはありません。スタティック低速ピアを元のアップ

デートグループに復元するには、no neighbor slow-peer split-update-group staticコマンドまた
は no slow-peer split-update-group staticコマンドを使用します。

ダイナミック低速ピア

スタティック低速ピアとしてマークする代わりに、ピアキュー内の最も古いメッセージのタイ

ムスタンプが現在の時刻から遅れている時間に基づいて、低速ピアをダイナミックに設定しま

す。デフォルトのしきい値は300秒で、これは設定可能です。任意のpermanentキーワードを
指定することをお勧めします。このキーワードにより、低速ピアの根本的原因を解決する間、

ピアが低速ピアグループ内に維持されます。その後、clear bgp slowコマンドを使用して、ピ
アを元のグループに戻すことができます。

permanentキーワードを設定しない場合、そのピアが低速でない動作に回復すると、元のグ
ループに戻されます。

ダイナミック低速ピアを設定すると、検出が自動的にイネーブルになります。
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ダイナミック低速ピアは次の 3つの方法で設定できます。

•アドレスファミリビューレベルで

•ネイバートポロジ（つまり、ネイバーアドレスファミリ）レベルで

•ピアポリシーテンプレートを使用して

BGP低速ピアの検出と軽減の方法

低速ピアの検出

低速ピアをそのアップデートグループから移動せずに、低速ピアの検出のみを行う必要がある

場合があります。そのような検出では、syslogメッセージにより、BGPピアが設定可能な時間
内にアップデートメッセージを送信していないことが通知されます。ピアはそのアップデート

グループに留まり、アップデートグループは分割されません。syslogメッセージレベルは、
検出と回復の両方で通知レベルです。

BGP低速ピアをダイナミックに設定する場合は、ダイナミック低速ピア保護の設定（880ペー
ジ）を参照してください。タスクには低速ピアを検出する手順が含まれ、必須です。

次のいずれかのタスクを実行して、低速ピアを検出します。

アドレスファミリレベルでのダイナミック低速ピアの検出

このタスクを実行して、アドレスファミリレベルですべてのダイナミック低速ピアを検出しま

す（特定の低速ピアを検出する場合、ネイバーレベルで、またはピアポリシーテンプレート

を使用して低速ピアを検出します）。

最後の手順は任意です。特定のピアの低速ピア検出をディセーブルにする場合に使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4
6. bgp slow-peer detection [threshold seconds]
7. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer detection disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

（任意）BGPネイバーテーブルまたはマルチプロト
コル BGPネイバーテーブルにエントリを追加しま
す。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•この手順は、下の手順 7に示すように、特定の
ピアのダイナミック低速ピア保護をディセーブ

ルにする場合に必要です。

Router(config-router)# neighbor 10.4.4.4 remote-as
5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 5

Router(config-router)# address-family ipv4

グローバル低速ピア検出を設定し、ピアが低速ピア

として判断される前に、ピアキュー内の最も古い

bgp slow-peer detection [threshold seconds]

例：

ステップ 6

アップデートメッセージのタイムスタンプが現在の

Router(config-router-af)# bgp slow-peer detection
threshold 600

時刻から遅れてもかまわない時間を秒単位で指定し

ます。

•このしきい値の範囲は 120～ 3600です。コマ
ンドを設定する場合、デフォルトは 300です。

（任意）特定のピアの低速ピア検出をディセーブル

にします。

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer detection disable

例：

ステップ 7

•手順 5でグローバル低速ピア検出を設定してお
り、特定のピアまたはピアウループに対して低

Router(config-router-af)# neighbor 10.4.4.4
slow-peer detection disable 速ピア検出をディセーブルにする場合にのみ、

このコマンドを使用します。
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ネイバーレベルでのダイナミック低速ピアの検出

特定のネイバーアドレスにあるか、または特定のピアグループに属するダイナミック低速ピ

アを検出するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4
5. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer detection[threshold seconds]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 4

Router(config-router)# address-family ipv4

（任意）ピアが低速ピアとして判断される前に、ピ

アキュー内の最も古いメッセージのタイムスタンプ

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer detection[threshold seconds]

例：

ステップ 5

が現在の時刻から遅延してもかまわない時間を秒単

位で指定します。

Router(config-router-af)# neighbor 172.60.2.3
slow-peer detection threshold 1200 •しきい値の範囲は 120～ 3600秒です。このコ

マンドを設定する場合、デフォルトは 300秒で
す。
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ピアポリシーテンプレートを使用したダイナミック低速ピアの検出

ピアポリシーテンプレートを使用して BGP低速ピアを検出するには、次のタスクを実行しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
5. slow-peer detection [threshold seconds]
6. exit
7. address-family ipv4
8. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-policy global

ステップ 4

ピアが低速ピアとして判断される前に、ピアキュー

内の最も古いアップデートメッセージのタイムスタ

slow-peer detection [threshold seconds]

例：

ステップ 5

ンプが現在の時刻から遅延してもかまわない時間を

秒単位で指定します。Router(config-router-ptmp)# slow-peer detection
threshold 600

•このしきい値の範囲は 120～ 3600です。コマ
ンドを設定する場合、デフォルトは 300です。
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目的コマンドまたはアクション

上位のコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 6

Router(config-router-ptmp)# exit

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 7

Router(config-router)# address-family ipv4

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
inherit peer-policy global

ピアをスタティック低速ピアとしてマークする

低速ピアを静的に設定する方法は 2つあります。低速ピアを静的に設定するには、このセク
ションのいずれかのタスクを実行します。

ネイバーレベルでスタティック低速ピアとしてピアをマークする

特定のネイバーアドレスにあるか、または特定のピアグループに属するスタティック低速ピ

アを設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4
5. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer split-update-group static

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 4

Router(config-router)# address-family ipv4

指定したアドレスのネイバーを低速ピアとして設定

します。

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer split-update-group static

例：

ステップ 5

•ピアを元の低速でないアップデートグループに
復元する場合は、no neighbor{neighbor-address

Router(config-router-af)# neighbor 172.16.1.1
slow-peer split-update-group static | peer-group-name} slow-peer split-update-group

staticコマンドを使用します。

ピアポリシーテンプレートを使用して、スタティック低速ピアとしてピアをマークす

る

ピアポリシーテンプレートを使用してスタティック低速ピアを設定するには、次のタスクを

実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
5. slow-peer split-update-group static
6. exit
7. address-family ipv4
8. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-policy global

ステップ 4

指定したアドレスのネイバーを低速ピアとして設定

します。

slow-peer split-update-group static

例：

ステップ 5

•ピアを通常の状態に復元する場合は、no
slow-peer split-update-group staticコマンドを使
用します。

Router(config-router-ptmp)# slow-peer
split-update-group static

上位のコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 6

Router(config-router-ptmp)# exit

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 7

Router(config-router)# address-family ipv4

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
inherit peer-policy global
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ダイナミック低速ピア保護の設定

低速ピア保護とも呼ばれる低速ピアをダイナミックに設定する方法は 3つあります。ダイナ
ミック低速ピアを設定するには、このセクションの 1つ以上のタスクを実行します。

アドレスファミリレベルでのダイナミック低速ピアの設定

アドレスファミリレベルでダイナミック低速ピアを設定すると、指定したアドレスファミリ

のすべてのピアに適用されます（特定の低速ピアを設定する場合、ネイバーレベルで、または

ピアポリシーテンプレートを使用して次の作業を実行します）。

最後の手順は任意です。特定のピアの低速ピア保護をディセーブルにする場合にのみ実行して

ください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4
6. bgp slow-peer detection [threshold seconds]
7. bgp slow-peer split-update-group dynamic [permanent]
8. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer split-update-group dynamic disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

（任意）BGPネイバーテーブルまたはマルチプロト
コル BGPネイバーテーブルにエントリを追加しま
す。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)# neighbor 10.4.4.4 remote-as
5

•この手順は、下の手順 8に示すように、特定の
ピアのダイナミック低速ピア保護をディセーブ

ルにする場合に必要です。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 5

Router(config-router)# address-family ipv4

（任意）ピアが低速ピアとして判断される前に、ピ

アキュー内の最も古いアップデートメッセージの

bgp slow-peer detection [threshold seconds]

例：

ステップ 6

タイムスタンプが現在の時刻から遅延してもかまわ

ない時間を秒単位で指定します。Router(config-router-af)# bgp slow-peer detection
threshold 600

•次の手順のように、ダイナミック低速ピアを設
定すると、この検出が自動的にイネーブルにな

ります。

•このしきい値の範囲は120～3600です。デフォ
ルトは 300です。

ダイナミックに検出した低速ピアを低速アップデー

トグループに移動します。

bgp slow-peer split-update-group dynamic [permanent]

例：

ステップ 7

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在する（スタティック低速ピアのため）場

Router(config-router-af)# bgp slow-peer
split-update-group dynamic permanent

合、ダイナミック低速ピアはスタティック低速

ピアアップデートグループに移動されます。

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在しない場合、新しい低速ピアアップデー

トグループが作成され、ピアがそのグループに

移動されます。

• permanentキーワードを使用することをお勧め
します。permanentキーワードを使用すると、
ピアが元のアップデートグループに自動的に移

動されることはありません。ネットワーク輻輳

などの低速の根本的原因を特定した後は、clear
bgp slowコマンドを使用して、ピアを元のアッ
プデートグループに移動することができます。

ダイナミック低速ピアを元のアップデートグ

ループに戻すには、ダイナミック低速ピアを通

常のピアとして回復（887ページ）を参照して
ください。
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目的コマンドまたはアクション

• permanentキーワードを使用しない場合、低速
ピアが通常のピアになる（収束する）と、通常

の元のアップデートグループに戻されます。

（任意）特定のピアのダイナミック低速ピア保護を

ディセーブルにする場合にのみ、次の手順を実行し

ます。

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer split-update-group dynamic disable

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# neighbor 10.4.4.4
slow-peer split-update-group dynamic disable

ネイバーレベルでのダイナミック低速ピアの設定

特定のネイバーアドレスにあるか、または特定のピアグループに属するダイナミック低速ピ

アを設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4
5. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer detection [threshold seconds]
6. neighbor {neighbor-address | peer-group-name} slow-peer split-update-group dynamic [permanent]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router)# address-family ipv4

（任意）ピアが低速ピアとして判断される前に、ピ

アキュー内の最も古いアップデートメッセージの

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer detection [threshold seconds]

例：

ステップ 5

タイムスタンプが現在の時刻から遅延してもかまわ

ない時間を秒単位で指定します。

Router(config-router-af)# neighbor 172.60.2.3
slow-peer detection threshold 1200 •次の手順のように、ダイナミック低速ピアを設

定すると、この検出が自動的にイネーブルにな

ります。

•このしきい値の範囲は120～3600です。デフォ
ルトは 300です。

ダイナミックに検出した低速ピアを低速アップデー

トグループに移動します。

neighbor {neighbor-address | peer-group-name}
slow-peer split-update-group dynamic [permanent]

例：

ステップ 6

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在する（スタティック低速ピアのため）場

Router(config-router-af)# neighbor 172.60.2.3
slow-peer split-update-group dynamic permanent 合、ダイナミック低速ピアはスタティック低速

ピアアップデートグループに移動されます。

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在しない場合、新しい低速ピアアップデー

トグループが作成され、ピアがそのグループに

移動されます。

• permanentキーワードを使用することをお勧め
します。permanentキーワードを使用すると、
ピアが元のアップデートグループに自動的に移

動されることはありません。ネットワーク輻輳

などの低速の根本的原因を特定した後は、clear
bgp slowコマンドを使用して、ピアを元のアッ
プデートグループに移動することができます。

ダイナミック低速ピアを元のアップデートグ

ループに戻すには、ダイナミック低速ピアを通

常のピアとして回復（887ページ）を参照して
ください。

• permanentキーワードを使用しない場合、低速
ピアが通常のピアになる（収束する）と、通常

の元のアップデートグループに戻されます。
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ピアポリシーテンプレートを使用したダイナミック低速ピアの設定

ピアポリシーテンプレートを使用して BGP低速ピアを設定するには、次のタスクを実行しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-policy policy-template-name
5. slow-peer detection [threshold seconds]
6. slow-peer split-update-group dynamic [permanent]
7. exit
8. address-family ipv4
9. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 5

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Router(config-router)# template peer-policy global

ステップ 4

（任意）ピアが低速ピアとして判断される前に、ピ

アキュー内の最も古いメッセージのタイムスタンプ

slow-peer detection [threshold seconds]

例：

ステップ 5

が現在の時刻から遅延してもかまわない時間を秒単

位で指定します。Router(config-router-ptmp)# slow-peer detection
threshold 600
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目的コマンドまたはアクション

•次の手順のように、ダイナミック低速ピアを設
定すると、この検出が自動的にイネーブルにな

ります。

•このしきい値の範囲は120～3600です。デフォ
ルトは 300です。

ダイナミックに検出した低速ピアを低速アップデー

トグループに移動します。

slow-peer split-update-group dynamic [permanent]

例：

ステップ 6

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在する（スタティック低速ピアのため）場

Router(config-router-ptmp)# slow-peer
split-update-group dynamic permanent

合、ダイナミック低速ピアはスタティック低速

ピアアップデートグループに移動されます。

•スタティック低速ピアアップデートグループ
が存在しない場合、新しい低速ピアアップデー

トグループが作成され、ピアがそのグループに

移動されます。

• permanentキーワードを使用することをお勧め
します。permanentキーワードを使用すると、
ピアが元のアップデートグループに自動的に移

動されることはありません。ネットワーク輻輳

などの低速の根本的原因を特定した後は、コマ

ンドを使用して、ピアを元のアップデートグ

ループに移動することができます。ダイナミッ

ク低速ピアを元のアップデートグループに戻す

には、ダイナミック低速ピアを通常のピアとし

て回復（887ページ）を参照してください。

• permanentキーワードを使用しない場合、低速
ピアが通常のピアになる（収束する）と、通常

の元のアップデートグループに戻されます。

上位のコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 7

Router(config-router-ptmp)# exit

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4

例：

ステップ 8

Router(config-router)# address-family ipv4
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目的コマンドまたはアクション

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 9

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
inherit peer-policy global

ダイナミック低速ピアに関する出力の表示

この作業では、1つ以上の showコマンドを使用して、ダイナミックに設定された BGP低速ピ
アに関する出力を表示します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp [ipv4 {multicast | unicast} | vpnv4 all | vpnv6 unicast all | topology{*|

routing-topology-instance-name}] [update-group] summary slow
3. show ip bgp [ipv4 {multicast | unicast} | vpnv4 all | vpnv6 unicast all] neighbors slow

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

概要フォームにダイナミックBGP低速ピアに関する
情報を表示します。

show ip bgp [ipv4 {multicast | unicast} | vpnv4 all |
vpnv6 unicast all | topology{*|
routing-topology-instance-name}] [update-group]
summary slow

ステップ 2

例：

Router# show ip bgp summary slow

ダイナミック BGP低速ピアネイバーに関する情報
を表示します。

show ip bgp [ipv4 {multicast | unicast} | vpnv4 all |
vpnv6 unicast all] neighbors slow

例：

ステップ 3

Router# show ip bgp neighbors slow
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ダイナミック低速ピアを通常のピアとして回復

ネットワーク管理者として、低速ピアの根本的原因（ネットワーク輻輳やレシーバが時間内に

アップデートを処理していないなど）を解決したら、次の作業で clearコマンドを使用して、
ピアを元のグループに戻します。両方のコマンドは同じ機能を実行します。

静的に設定された低速ピアは、このような clearコマンドによる影響を受けません。静的に設
定された低速ピアを元のアップデートグループに復元するには、ピアをスタティック低速ピア

としてマークする（877ページ）のいずれかの作業に示されているコマンドのno形式を使用し
てください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. clear ip bgp {[af] *| neighbor-address | peer-group group-name} slow
3. clear bgp af {*| neighbor-address | peer-group group-name} slow

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

（任意）ネイバーを低速アップデートピアグルー

プから元のアップデートピアグループに復元しま

す。

clear ip bgp {[af] *| neighbor-address | peer-group
group-name} slow

例：

ステップ 2

• af は、ipv4、vpnv4、または vpnv6のアドレス
ファミリのいずれかです。IPv4、VPNv4、また

Router# clear ip bgp * slow

は VPNv6アドレスファミリのすべてのピアを
元のアップデートグループに戻します。

• * はすべてのピアを元のアップデートグループ
に戻します。

（任意）ネイバーを低速アップデートピアグルー

プから元のアップデートピアグループに復元しま

す。

clear bgp af {*| neighbor-address | peer-group
group-name} slow

例：

ステップ 3

• af は、ipv4、vpnv4、または vpnv6のアドレス
ファミリのいずれかです。IPv4、VPNv4、また

Router# clear bgp ipv4 * slow

は VPNv6アドレスファミリのピアを元のアッ
プデートグループに戻します。
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目的コマンドまたはアクション

• * はアドレスファミリのすべてのピアを元の
アップデートグループに戻します。

BGP低速ピアの検出と軽減の設定例

例：スタティック低速ピア

次の例では、192.168.12.10のネイバーをスタティック低速ピアとしてマークします。

router bgp 5
address-family ipv4
neighbor 192.168.12.10 slow-peer split-update-group static

例：ピアポリシーテンプレートを使用したスタティック低速ピア

次の例では、ipv4_ucast_pp2というピアポリシーテンプレートを使用して、スタティック低速
ピアを設定します。10.0.101.4のネイバーがポリシーを継承します。

router bgp 13
template peer-policy ipv4_ucast_pp2
slow-peer split-update-group static
exit-peer-policy
!
no bgp default route-target filter
no bgp enforce-first-as
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.0.101.4 remote-as 13
address-family ipv4
neighbor 10.0.101.4 inherit peer-policy ipv4_ucast_pp2

RouterA# show ip bgp template peer-policy ipv4_ucast_pp2

Template:ipv4_ucast_pp2, index:2.
Local policies:0x180000000, Inherited polices:0x0
Local disable policies:0x0, Inherited disable policies:0x0
Locally configured policies:
slow-peer split-update-group static
Inherited policies:

例：ネイバーレベルでのダイナミック低速ピア

次の例では、ネイバーレベルで低速ピアを設定します。10.0.101.3のネイバーは、300秒のデ
フォルトのしきい値で、ダイナミック低速ピア保護で設定されます。

router bgp 13
no bgp default route-target filter
no bgp enforce-first-as
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bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.0.101.3 remote-as 13
address-family ipv4
neighbor 10.0.101.3 slow-peer split-update-group dynamic

例：ピアポリシーテンプレートを使用したダイナミック低速ピア

次の例では、ルータ Aが ipv4_ucast_pp1というピアポリシーテンプレートを使用して、120
秒の検出しきい値を設定します。permanentキーワードを指定すると、ネットワーク管理者が
clear ip bgp slowコマンドを使用してピアを元のアップデートグループに移動するまで、低速
ピアが低速アップデートグループに留まります。10.0.101.2のネイバーはピアポリシーを継承
します。これは、そのネイバーが低速であると判断された場合に、低速アップデートグループ

に移動されることを意味します。

router bgp 13
template peer-policy ipv4_ucast_pp1
slow-peer detection threshold 120
slow-peer split-update-group dynamic permanent
exit-peer-policy
!
no bgp default route-target filter
no bgp enforce-first-as
bgp log-neighbor-changes
neighbor 10.0.101.2 remote-as 13
!
address-family ipv4
neighbor 10.0.101.2 activate
neighbor 10.0.101.2 inherit peer-policy ipv4_ucast_pp1

次の出力に、ローカルに設定されたポリシーを示します。

RouterA# show ip bgp template peer-policy ipv4_ucast_pp1

Template:ipv4_ucast_pp1, index:1.
Local policies:0x300000000, Inherited polices:0x0
Local disable policies:0x0, Inherited disable policies:0x0
Locally configured policies:
slow-peer detection threshold is 120
slow-peer split-update-group dynamic permanent

Inherited policies:

例：ピアグループを使用したダイナミック低速ピア

次の例では、2つのピアグループ ipv4_ucast_pg1と ipv4_ucast_pg2を設定します。10.0.101.1の
ネイバーは ipv4_ucast_pg1に属し、低速ピア検出が 120秒に設定されます。10.0.101.5のネイ
バーは ipv4_ucast_pg2に属し、低速ピア検出が 140秒に設定されます。

router bgp 13
no bgp default route-target filter
no bgp enforce-first-as
bgp log-neighbor-changes
neighbor ipv4_ucast_pg1 peer-group
neighbor ipv4_ucast_pg2 peer-group
neighbor ipv4_ucast_pg1 remote-as 13
neighbor ipv4_ucast_pg2 remote-as 13
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neighbor 10.0.101.1 peer-group ipv4_ucast_pg1
neighbor 10.0.101.5 peer-group ipv4_ucast_pg2
address-family ipv4
neighbor ipv4_ucast_pg1 slow-peer detection threshold 120
neighbor ipv4_ucast_pg1 slow-peer split-update-group dynamic
neighbor ipv4_ucast_pg2 slow-peer detection threshold 140
neighbor ipv4_ucast_pg2 slow-peer split-update-group dynamic

次の出力に、ピアグループ ipv4_ucast_pg1に関する情報を示します。

RouterA# show ip bgp peer-group ipv4_ucast_pg1

BGP peer-group is ipv4_ucast_pg1, remote AS 13
BGP version 4
Neighbor sessions:
0 active, is multisession capable

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP neighbor is ipv4_ucast_pg1, peer-group internal, members:
10.0.101.1
Index 0
Slow-peer detection is enabled, threshold value is 120
Slow-peer split-update-group dynamic is enabled
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0

次の出力に、ピアグループ ipv4_ucast_pg2に関する情報を示します。

RouterA# show ip bgp peer-group ipv4_ucast_pg2

BGP peer-group is ipv4_ucast_pg2, remote AS 13
BGP version 4
Neighbor sessions:
0 active, is multisession capable

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP neighbor is ipv4_ucast_pg2, peer-group internal, members:
10.0.101.5
Index 0
Slow-peer detection is enabled, threshold value is 140
Slow-peer split-update-group dynamic is enabled
Update messages formatted 0, replicated 0
Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の
「Configuring MPLS Layer 3 VPNs」モジュール

MPLSレイヤ 3 VPNの設定作業
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マニュアルタイトル関連項目

『MPLS: Layer 3 VPNs Configuration Guide』の「MPLS
VPN VRF Selection Using Policy-Based Routing」モジュー
ル

ポリシーベースルーティングを使用

した VRF選択

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

RFC

タイト

ル

RFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 64 : iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リ

リー

ス

機能名

ローカル ASに対する BGPサポート機能が提供される前は、ルート
リフレクタで neighbor local-asコマンドを使用して、eBGPネイバー
から受信したルートのAS_PATH属性をカスタマイズしていました。
現在は、neighbor local-asコマンドを使用して、iBGPローカル AS
セッションでの iBGP属性（LOCAL_PREF、ORIGINATOR_ID、
CLUSTER_ID、CLUSTER_LIST）の送信を有効にすることができま
す。この機能は、ルートで iBGP属性を保持することが有効な場合
に、2つの自律システムをマージするのに役立ちます。

iBGPローカル ASに対する BGPサポート機能が提供される前は、
iBGP属性を変更するようにRRを設定することはできませんでした。
この機能の導入により、iBGP属性を変更するように RRを設定でき
るため、柔軟性が向上します。

次のコマンドが導入されました。

• neighbor allow-policy

次のコマンドが変更されました。

• neighbor local-as
• show ip bgp vpnv4

iBGPローカル
ASに対する
BGPサポート
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第 49 章

BGP：RT制約ルート配布の設定

BGP：RT制約ルート配布は、ルートリフレクタ（RR）からプロバイダーエッジ（PE）ルー
タに送信される不要なルーティングアップデートを減らすために、サービスプロバイダーが

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）レイヤ 3 VPNで使用できる機能です。ルー
ティングアップデートを減らすことにより、RR、自律システム境界ルータ（ASBR）、PEで
伝送するルートが少なくなるため、リソースを節約できます。ルーティングアップデートを制

限するためにルートターゲットが使用されます。

•機能情報の確認（893ページ）
• BGP：RT制約ルート配布の前提条件（894ページ）
• BGP：RT制約ルート配布の制限事項（894ページ）
• BGPに関する情報：RT制約ルート配布（894ページ）
• RT制約ルート配布の設定方法（898ページ）
• BGP：RT制約ルート配布の設定例（909ページ）
•その他の参考資料（911ページ）
• BGP RT制約ルート配布の機能情報（913ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP：RT制約ルート配布の前提条件
BGP：RT制約ルート配布を設定する前に、次の項目を設定する方法を理解している必要があ
ります。

•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPN

•ルート識別子（RD）

•ルートターゲット（RT）

•マルチプロトコル BGP（MBGP）

BGP：RT制約ルート配布の制限事項
BGP：RT制約ルート配布では、すべての VPNルートアドバタイズメントが制限されます。

BGPに関する情報：RT制約ルート配布

BGP：RT制約ルート配布により解決できる問題
一部のサービスプロバイダーでは、RRから PEに大量のルーティングアップデートが送信さ
れ、大量のリソース使用が必要となることがあります。PEでは、PEにない VRFのルーティ
ングアップデートは必要ではありません。そのため、PEは受信するルーティングアップデー
トの大部分を「不要」であると判断します。PEはこの不要なアップデートを除外します。

下の図に、2つの PEに不要なルーティングアップデートが送信される場合の例を示します。

図 71 : PEでの不要なルーティングアップデート

上の図に示すとおり、PEは次のように不要なルートを受信しています。

1. PE-3は VRF Blueおよび VRF Redルートを RR-1にアドバタイズします。PE-4は VRF Red
および VRF Greenルートを RR-1にアドバタイズします。

2. RR-1にすべての VRF（Blue、Red、Green）に対するすべてのルートが集まります。

3. ルートの更新または VRFプロビジョニングの実行時に、RR-1はすべての VRFルートを
PE-3と PE-4の両方にアドバタイズします。
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4. VRF Greenのルートは PE-3では不要です。VRF Blueのルートは PE-4では不要です。

次に、2つの RRと、もう 1組の PEがある場合を見てみましょう。RRから PEに不要なルー
ティングアップデートが送信されており、RR間でも不要なルーティングアップデートが送信
されています。下の図に、不要なルートが RRに送信される場合の例を示します。

図 72 : RRでの不要なルーティングアップデート

上の図に示すとおり、RR-1と RR-2は次のように不要なルーティングアップデートを受信し
ています。

1. PE-3と PE-4は VRF Blue、VRF Red、VRF Greenの各 VPNルートを RR-1にアドバタイズ
しています。

2. RR-1はすべての VPNルートを RR-2に送信します。

3. PE-1と PE-2には VRF Redがないため、VRF Redルートは RR-2では不要です。

4. 同様に、PE-3と PE-4には VRF Purpleがないため、VRF Purpleルートは RR-1では不要で
す。

そのため、RRとPEの間で不要なルートが大量にアドバタイズされる可能性があります。BGP：
RT制約ルート配布機能を使用すると、不要なルーティングアップデートを除外することによ
りこの問題を解決できます。

BGP：RT制約ルート配布を使用しない場合、アップデートのフィルタリングは PEが行いま
す。この機能を使用すると、アップデートのフィルタリングは RRが行うようになります。

BGPの利点：RT制約ルート配布
MPLS L3VPNでは、PEルータが BGPとルートターゲット（RT）拡張コミュニティを使用し
て VRFとの間での VPNルートの配布を制御し、VPNを分離します。PEと自律システム境界
ルータ（ASBR）では、一般に、受信した VPNルートをフィルタ処理して、不要な VPNルー
トを除外します。

ただし、不要なVPNルートの受信とフィルタリングの処理はリソースの浪費につながります。
送信元が VPNルーティングアップデートを生成および送信して、受信側で不要なルートを除
外します。VPNルートアップデートの生成を抑えることで、リソースが節約されます。
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ルートターゲット制約（RTC）は、RRから VPNに関与していない PEに VPNネットワーク
層到達可能性情報（NLRI）が伝播されるのを防ぐメカニズムです。この機能により、CPUサ
イクルと一時メモリの使用量が大幅に削減されます。RT制約により、VPNルートの数が制限
され、VPNメンバーシップが規定されます。

BGP RT-Constrain SAFI
BGP：RT制約ルート配布機能では、BGPRT-ConstrainSubsequentAddress Family Identifier（SAFI）
が導入されています。アドレスファミリを入力するためのコマンドは address-family rtfilter
unicastコマンドです。

BGP：RT制約ルート配布の動作
「BGP：RT制約ルート配布により解決できる問題」で説明したように不要なルートをフィル
タ処理により除外するには、PEと RRに BGP：RT制約ルート配布機能を設定する必要があり
ます。

この機能により、PEは RTメンバーシップを伝播させ、その RTメンバーシップを使用して
PEと RRで維持する VPNルーティング情報を制限できるようになります。PEはMP-BGP
UPDATEメッセージを使用してメンバーシップ情報を伝播させます。RRは受信した RTメン
バーシップに基づいて VPNルートのアドバタイズメントを制限します。

この機能により、次の 2種類の情報が交換されます。

• PEは RT制約（RTC）ネットワーク層到着可能性情報（NLRI）を RRに送信します。

• RRはアウトバウンドルートフィルタをインストールします。

下の図に、RTC NLRIとアウトバウンドルートフィルタの交換を示します。

図 73 : PEと RRの間での RTC NLRIとフィルタの交換

上の図に示されているように、PEと RRの間では次の情報交換が行われます。

1. PE-3が RTC NLRI（RT 1、RT 2）を RR-1に送信します。

2. PE-4が RTC NLRI（RT 2、RT 3）を RR-1に送信します。
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3. RR-1は NLRIをアウトバウンドルートフィルタに変換し、このフィルタ（Permit RT 1、
RT 2）を PE-3にインストールします。

4. RR-1は NLRIをアウトバウンドルートフィルタに変換し、このフィルタ（Permit RT 2、
RT 3）を PE-4にインストールします。

RT制約 NLRIプレフィックス
RT制約 NLRIの形式は、長さが 12バイトのプレフィックスで、次の項目で構成されていま
す。

• 4バイトの送信元自律システム

• 8バイトの RT拡張コミュニティ値

次に、RT制約プレフィックスの例を示します。

• 65000:2:100:1

•送信元自律システム番号：65000
• BGP拡張コミュニティのタイプコード：2
•ルートターゲット：100:1

• 65001:256:192.0.0.1:100

•送信元 ASN：65001
• BGP拡張コミュニティのタイプコード：256
•ルートターゲット：192.0.0.1:100

• 1.10:512:1.10:2

•送信元 ASNは 4バイトで一意の 1.10
• BGP拡張コミュニティのタイプコード：512
•ルートターゲット：1.10:2

BGP拡張コミュニティのタイプコードの意味については、RFC4360『BGPExtendedCommunities
Attribute』を参照してください。最初に示した例では、2は 16進数の 0x002に変換されます。
RFC 4360では、0x002はタイプコードの後に続く値が 2オクテットの AS固有のルートター
ゲットであることを示します。

RT制約ルート配布のプロセス
この項では、RT制約ルート配布のプロセスを示します。この例では、PE1に接続されている
AS 100に 2つの CEルータがあります。PE1は同様に CEルータに接続されている PE2と通信
します。PE間にはルートリフレクタ（RR）があります。PE1と PE2は AS 65000に属してい
ます。

この機能の一般的なプロセスは次のとおりです。
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1. ユーザは address-family rtfilter unicastコマンドを使用して、PE1が BGPピアをアクティ
ブにするよう設定します。

2. たとえば、AS 65000の PE1に対して route-target import 100:1を設定します。

3. PE1はこのコマンドを 65000:2:100:1というRTプレフィックスに変換します。65000はサー
ビスプロバイダーの AS番号、2は BGP拡張コミュニティのタイプコード、100:1は CE
の RT（AS番号および別の番号）です。

4. PE1は RT制約（RTC）プレフィックス 65000:2:100:1を iBGPピア RRにアドバタイズし
ます。

5. RRはRTC 65000:2:100:1をRTCRIBにインストールします。VRFにはそれぞれ独自のRIB
があります。

6. また、RRは RTC 65000:2:100:1をネイバー PE1のアウトバウンドフィルタにインストー
ルします。

7. RRのフィルタは RTを許可または拒否します（iBGPは 1つの ASで動作していて、AS番
号を追跡する必要はないため、AS番号は無視されます）。

8. RRは、そのアウトバウンドフィルタを調べて、PE1への RT 100:1のアウトバウンドVPN
パケットを許可することを確認します。したがって、RRは、RT 100:1の VPNアップデー
トパケットのみを PE1に送信し、その他の RTの VPNアップデートを拒否します。

デフォルトの RTフィルタ
デフォルトの RTフィルタは、値が 0、長さが 0に設定されています。デフォルトの RTフィ
ルタは次の場合に使用されます。

• RT値にかかわらずすべての VPNルートをピアに送信するようにピアで指定される

• PEがすべての VPNルートを RRにアドバタイズするように RRで要求される

デフォルトのRTフィルタを作成するには、address-family rtfilter unicastコマンド下でneighbor
default-originateコマンドを設定します。RRでは、このフィルタは address-family rtfilterでの
route-reflector-clientという設定とともにデフォルトとして送られてきます。

RT制約ルート配布の設定方法

プロバイダーエッジ（PE）ルータおよびルートリフレクタでのマル
チプロトコル BGPの設定

PEルータおよびルートリフレクタでマルチプロトコルBGP（MP-BGP）接続を設定するには、
次の作業を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp default ipv4-unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
6. address-family vpnv4 [unicast]
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} send-community extended
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 100

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

（任意）IPv4ユニキャストアドレスファミリをす
べてのネイバーで無効にします。

no bgp default ipv4-unicast

例：

ステップ 4

•ネイバーをMPLSルートだけに使用している場
合は、bgp default ipv4-unicastコマンドを no形
式で使用します。

Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
as-number

例：

ステップ 5

• ip-address引数には、ネイバーの IPアドレスを
指定します。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor pp.0.0.1 remote-as
100

• peer-group-name引数には、BGPピアグループ
の名前を指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属している自
律システムを指定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、標準 VPNv4アドレスプレフィックス
address-family vpnv4 [unicast]

例：

ステップ 6

を使用する、BGPなどのルーティングセッションを
設定します。Device(config-router)# address-family vpnv4

• unicastキーワード（任意）は、VPNv4ユニキャ
ストアドレスプレフィックスを指定します。

コミュニティ属性がBGPネイバーに送信されるよう
に指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community extended

例：

ステップ 7

• ip-address引数には、BGP対応ネイバーの IPア
ドレスを指定します。

Device(config-router-af)# neighbor pp.0.0.1
send-community extended • peer-group-name引数には、BGPピアグループ

の名前を指定します。

ネイバーBGPルータとの情報交換を有効にします。neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 8

• ip-address引数には、ネイバーの IPアドレスを
指定します。

Device(config-router-af)# neighbor pp.0.0.1
activate • peer-group-name引数には、BGPピアグループ

の名前を指定します。

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# end

トラブルシューティングのヒント

show ip bgp neighborコマンドを入力すると、ネイバーが稼働中であることを確認できます。
このコマンドが成功しなかった場合は、debug ipbgp ip-address eventsコマンドを入力します。
ここで、ip-addressはネイバーの IPアドレスです。

MPLS VPNカスタマーの接続
MPLS VPNカスタマーを VPNに接続するには、次の作業を実行します。
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カスタマーの接続を可能にするための PEルータでの VRFの定義

仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスを定義するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip vrf vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. route-target {import | export | both} route-target-ext-community
6. import map route-map
7. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュレーション
モードを開始することにより、VPNルーティング
インスタンスを定義します。

ip vrf vrf-name

例：

Device(config)# ip vrf vpn1

ステップ 3

• vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。

ルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま

す。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

• route-distinguisher引数によって、8バイトの値
が IPv4プレフィックスに追加され、VPN IPv4Device(config-vrf)# rd 100:1

プレフィックスが作成されます。RDは、次の
いずれかの形式で入力できます。

• 16ビットのAS番号:32ビットの番号。101:3
など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビットの番号。
192.168.122.15:1など。
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目的コマンドまたはアクション

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作成
します。

route-target {import | export | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 5

• importキーワードを使用すると、ターゲット
VPN拡張コミュニティからルーティング情報が
インポートされます。

Device(config-vrf)# route-target import 100:1

• exportキーワードを使用すると、ルーティング
情報がターゲット VPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

• bothキーワードを使用すると、ターゲットVPN
拡張コミュニティとの間でルーティング情報が

インポートおよびエクスポートされます。

• route-target-ext-community引数により、RT拡張
コミュニティ属性が、インポート、エクスポー

ト、または両方（インポートとエクスポート）

の RT拡張コミュニティのVRFリストに追加さ
れます。

（任意）VRFのインポートルートマップを設定し
ます。

import map route-map

例：

ステップ 6

• route-map引数には、VRFのインポートルート
マップとして使用されるルートマップを指定し

ます。

Device(config-vrf)# import map vpn1-route-map

（任意）終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-vrf)# exit

各 VPNカスタマー用の PEルータでの VRFインスタンスの設定

PEルータ上のインターフェイスまたはサブインターフェイスに VRFを関連付けるには、次の
作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip vrf forwarding vrf-name
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

• type引数で、設定するインターフェイスのタイ
プを指定します。

Device(config)# interface Ethernet 5/0

• number引数には、ポート、コネクタ、またはイ
ンターフェイスカード番号を指定します。

指定したインターフェイスまたはサブインターフェ

イスに VRFを関連付けます。
ip vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 4

• vrf-name引数は、VRFに割り当てる名前です。
Device(config-if)# ip vrf forwarding vpn1

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

BGPを PEルータと CEルータ間のルーティングプロトコルに設定

BGPを使用して PEと CEの間のルーティングセッションを設定するには、次の作業を実行し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
7. exit-address-family
8. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 100

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

IPv4アドレスファミリタイプを指定し、アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
vpn1

ステップ 4

• multicastキーワードは、IPv4マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスプレフィックスを指定します。

• vrf vrf-nameキーワードおよび引数では、後続の
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける VRFの名前を
指定します。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
as-number

例：

ステップ 5

• ip-address引数には、ネイバーの IPアドレスを
指定します。

Device(config-router-af)# neighbor pp.0.0.1
remote-as 200 • peer-group-name引数には、BGPピアグループ

の名前を指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属している自
律システムを指定します。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
904

BGP：RT制約ルート配布の設定

BGPを PEルータと CEルータ間のルーティングプロトコルに設定



目的コマンドまたはアクション

ネイバーBGPルータとの情報交換をイネーブルにし
ます。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、ネイバーの IPアドレスを
指定します。

Device(config-router-af)# neighbor pp.0.0.1
activate

• peer-group-name引数には、BGPピアグループ
の名前を指定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit-address-family

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# exit-address-family

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Device(config-router)# end

PEでの RT制約の設定
この作業を PEで行うと、指定したネイバーで BGP：RT制約ルート配布が設定されます。ま
た、RTフィルタリングが発生しているかどうかを確認することもできます（任意）。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family rtfilter unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} send-community extended
7. end
8. show ip bgp rtfilter all
9. show ip bgp rtfilter all summary
10. show ip bgp vpnv4 all

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1

RTフィルタアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family rtfilter unicast

例：

Device(config-router)# address-family rtfilter
unicast

ステップ 4

指定した BGPネイバーと自動 RTフィルタ情報を
交換できるようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community extended

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、BGP対応ネイバーの IP
アドレスを指定します。

Device(config-router-af)# neighbor pp.0.0.1
send-community extended • peer-group-name引数には、BGPピアグループ

の名前を指定します。

コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

（任意）すべてのBGPRTフィルタ情報を表示しま
す。

show ip bgp rtfilter all

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp rtfilter all

（任意）BGPRTフィルタのサマリー情報を表示し
ます。

show ip bgp rtfilter all summary

例：

ステップ 9

Device# show ip bgp rtfilter all summary
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGP VPNv4フィルタのサマリー情報を表
示します。

show ip bgp vpnv4 all

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp vpnv4 all

RRでの RT制約の設定
この作業を RRで行うと、指定したネイバーで BGP：RT制約ルート配布が設定されます。ま
た、RTフィルタリングが発生しているか確認することもできます（任意）。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family rtfilter unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} route-reflector-client
7. neighbor {ip-address | peer-group-name} send-community extended
8. end
9. show ip bgp rtfilter all
10. show ip bgp rtfilter all summary
11. show ip bgp vpnv4 all

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1
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目的コマンドまたはアクション

RTフィルタアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family rtfilter unicast

例：

Device(config-router)# address-family rtfilter
unicast

ステップ 4

指定した BGPネイバーでの RT制約をイネーブル
にします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2
activate

指定した BGPネイバーでの RT制約で
route-reflector-client機能を有効にします。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
route-reflector-client

例：

ステップ 6

• BGP設定に自動的に追加されるデフォルトの
「neighbor 10.0.0.2 default-originate」機能ととも

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2
route-reflector-client に、RT制約アドレスファミリの

route-reflector-clientが送られてくることに注意
してください。これが保持されるのは、ルート

リフレクタはそのピアからすべての VPNプレ
フィックスを取得するためです。

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community extended

例：

ステップ 7

• ip-address引数には、BGP対応ネイバーの IP
アドレスを指定します。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2
send-community extended • peer-group-name引数には、BGPピアグループ

の名前を指定します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

（任意）すべてのBGPRTフィルタ情報を表示しま
す。

show ip bgp rtfilter all

例：

ステップ 9

Device# show ip bgp rtfilter all

（任意）BGPRTフィルタのサマリー情報を表示し
ます。

show ip bgp rtfilter all summary

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp rtfilter all summary
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGP VPNv4フィルタのサマリー情報を表
示します。

show ip bgp vpnv4 all

例：

ステップ 11

Device# show ip bgp vpnv4 all

BGP：RT制約ルート配布の設定例

例：PEと RRの間での BGP RT制約ルート配布
次の例は、下の図のルータの設定を示しています。PE1と PE2はいずれも RRに接続されてい
て、AS 65000に属しています。

図 74 : PEと RRの間での BGP：RT制約ルート配布

PE1の設定

ip vrf BLUE
rd 3:3
route-target export 1:100
route-target import 1:100
!
router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.2.2 remote-as 65000
neighbor 192.168.2.2 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 send-community extended
exit-address-family
!
address-family rtfilter unicast
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf BLUE
redistribute static
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exit-address-family
!
ip route vrf BLUE 51.51.51.51 255.255.255.255 Null0
!

RRの設定

!
router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.6.6 remote-as 65000
neighbor 192.168.6.6 update-source Loopback0
neighbor 192.168.7.7 remote-as 65000
neighbor 192.168.7.7 update-source Loopback0
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.6.6 activate
neighbor 192.168.6.6 send-community extended
neighbor 192.168.6.6 route-reflector-client
neighbor 192.168.7.7 activate
neighbor 192.168.7.7 send-community extended
neighbor 192.168.7.7 route-reflector-client
exit-address-family
!
address-family rtfilter unicast
neighbor 192.168.6.6 activate
neighbor 192.168.6.6 send-community extended
neighbor 192.168.6.6 route-reflector-client
neighbor 192.168.6.6 default-originate
neighbor 192.168.7.7 activate
neighbor 192.168.7.7 send-community extended
neighbor 192.168.7.7 route-reflector-client
neighbor 192.168.7.7 default-originate
exit-address-family
!

PE2の設定

!
ip vrf RED
rd 17:17
route-target export 150:15
route-target import 150:1
route-target import 1:100
!
router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
neighbor 192.168.2.2 remote-as 65000
neighbor 192.168.2.2 update-source Loopback0
neighbor 192.168.2.2 weight 333
no auto-summary
!
address-family vpnv4
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 send-community extended

exit-address-family
!
address-family rtfilter unicast
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 send-community extended
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exit-address-family
!
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP RT制約ルート配布の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 65 : BGP：RT制約ルート配布の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP：ルートターゲット（RT）制約ルート配布は、RR
が PEに送信する不要なルーティングアップデートを
減らすことによりリソースを節約するためにサービス

プロバイダーがMPLS L3VPNで使用する機能です。

次のコマンドが導入されました。

• address-family rtfilter unicast

• show ip bgp rtfilter

Cisco IOS XE
Release 3.2S

BGP：RT制約
ルート配布
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第 50 章

BGPルーティングサーバの設定

BGPルーティングサーバは、インターネットエクスチェンジ（IX）オペレータ向けに設計さ
れた機能で、IXに存在するサービスプロバイダー間の eBGPフルメッシュピアリングに代わ
る手段を提供します。ルーティングサーバは、サービスプロバイダーごとにカスタマイズさ

れたポリシーをサポートするeBGPルートリフレクションを提供します。つまり、ルーティン
グサーバのコンテキストによって、プレフィックスの通常の BGPベストパスをポリシーに基
づく別のパスでオーバーライドすることや、プレフィックスのすべてのパスを抑制してプレ

フィックスをアドバタイズしないようにすることが可能です。BGPルーティングサーバは、
各境界ルータでの設定の複雑さや CPUおよびメモリ要件を低減します。また、個別のピアリ
ング契約によって発生するオーバーヘッドコストも削減できます。

•機能情報の確認（915ページ）
• BGPルーティングサーバに関する情報（916ページ）
• BGPルーティングサーバの設定方法（921ページ）
• BGPルーティングサーバの設定例（929ページ）
•その他の参考資料（933ページ）
• BGPルーティングサーバの機能情報（934ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPルーティングサーバにより解決できる問題
BGPルーティングサーバによって解決される問題については、サービスプロバイダー（SP）
のピアリング、およびパブリックピアリングから生じるeBGPメッシュに関する以下の情報を
確認すると理解しやすくなります。

サービスプロバイダーのプライベートピアリングとパブリックピアリング

ピアリングとは、2つのサービスプロバイダー（SP）を接続して、それらの間でネットワーク
トラフィックを交換できるようにすることです。ピアリングはプライベートまたはパブリック

のいずれかです。

•プライベートピアリングでは、接続を必要としている 2つの SPが、ネットワークを接続
できる物理サイトを決定し、接続の取り決めの詳細を規定する契約についてネゴシエート

します。この 2つの当事者は、ピアリング接続の運用に必要な物理的スペース、ネット
ワーク機器、およびサービス（電気や冷却など）をすべて提供します。

•パブリックインターネットエクスチェンジ（IX）は、ネットワークアクセスポイント
（NAP）とも呼ばれ、共有インフラストラクチャを使用して複数の SPネットワークの相
互接続を促進するために運用される物理的な場所です。IXは、ネットワークデバイス用
のラックスペース、電気、冷却、SPによるネットワークの直接接続に必要な共通のスイッ
チングインフラストラクチャなど、物理的な必需品を提供します。通常は 1対 1であるプ
ライベートピアリングとは異なり、IXでは、エクスチェンジに存在する SPが 1つの物理
的な場所で複数のピアに接続できます。IXは、多数のプライベートピアリング接続を維
持するために必要なリソースを持たない小規模 SPに対して、プライベートピアリングに
代わる手段を提供します。

BGPを使用した IX内での SPのパブリックピアリング

下の図に示すように、IX内では、各SPは共通のスイッチングインフラストラクチャまたはサ
ブネットに接続された BGP境界ルータを維持します。この例では、AS番号 100から 800まで
の 8つの異なる SPが、10.0.0.1から 10.0.0.8までのアドレスが指定された BGP境界ルータを
介して 10.0.0.0/24サブネットに接続されています。
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図 75 : IX共有スイッチングインフラストラクチャ

各 SPの境界ルータは共有サブネットに接続されていますが、各 SP間の BGPセッションは、
特定のSPがピアリング関係を確立しようとしている他のSPごとに、個別に設定して維持する
必要があります。

各 SPが他のすべての SPに接続すると仮定した場合、結果として確立される BGPセッション
のフルメッシュは、下の図のようになります。

図 76 : IX eBGPフルメッシュ
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自律システムで必要とされる iBGPフルメッシュには SPネットワーク内でのスケーリングや
管理に関する課題が伴うのと同様に、IXでのピアリングに必要な eBGPフルメッシュは、次
の理由により、eBGPに関する課題を伴います。

•直接ピアリングセッションのフルメッシュでは、接続ごとに BGPセッションを設定して
維持する必要があります。

• IXで特定のプロバイダーに接続する各 SPピアとネゴシエートする必要がある契約によ
り、運用コストが追加で発生します。

大規模なグローバル SPは世界中の数十や数百のインターネットエクスチェンジに存在する場
合があり、各 IXに数十や数百のピアがある可能性があるため、小規模なプロバイダーのすべ
てに接続するには多大な運用コストを要します。そのため、BGPルーティングサーバ機能を
導入する前のピアリングでは、大規模なグローバル SPは、他の大規模なプロバイダーのサブ
セットのみに接続して、管理および運用コストを抑制することになります。直接ピアリングよ

りも拡張性に優れた代替手段を使用すれば、大規模なグローバル SPが小規模なプロバイダー
にも接続できるようになります。

BGPルーティングサーバによる SP相互接続の簡素化
下の図に示すように、BGPルーティングサーバにより、IXでの SPの相互接続が簡素化され
ます。

図 77 : eBGPルーティングサーバを使用した IX

SPは、他のすべてのプロバイダーとの個別の直接 eBGPピアリングを維持するのではなく、
IXで運用されるルーティングサーバへの 1つの接続だけを維持します。ルーティングサーバ
のみとのピアリングでは、各境界ルータでの設定の複雑さが軽減され、境界ルータでの CPU
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およびメモリ要件が低減され、個別のピアリング契約によって発生する運用コストが大幅に抑

制されます。

ルーティングサーバによってASパス、MED、およびネクストホップの透過性が提供されるた
め、IXでのSPのピアリングも、直接接続されているように見えます。実際には、IXルーティ
ングサーバがこのピアリングを仲介しますが、その関係は IXの外部からは見えません。

下の図に、IXでのルーティングサーバによる透過的なルート伝播の例を示します。

図 78 : IXでのルーティングサーバによる透過的なルート伝播

上の図では、ルーティングアップデートは AS 1から AS 2を経由して AS 100に向かいます。
アップデートは、プレフィックス 10.9.9.0/24に到達し、10.0.0.1をネクストホップとして使用
し、AS100、AS2、AS1の ASパスを使用できることをアドバタイズする AS 100のルータから
送出されます。

AS 900のルータはルーティングサーバであり、AS 500のルータはルーティングサーバクラ
イアントです。ルーティングサーバクライアントは、ルーティングサーバからアップデート

を受信します。上の図に示すように、AS 900のルータではアップデートは変更されません。
ルーティングサーバアップデートは、MED、ネクストホップ、および ASパスに関して透過
的です。アップデートは、10.0.0.1のルータから送られてきたときと同じプレフィックス、ネ
クストホップ、および ASパスを保持してクライアントに向かいます。

BGPルーティングサーバの利点
BGPルーティングサーバには、次の利点があります。

•各境界ルータでの設定の複雑さが軽減される。
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•各境界ルータでの CPUおよびメモリ要件が低減される。

•個別のピアリング契約によって発生する運用コストが削減される。

•ルーティングサーバコンテキストによって、通常のBGPベストパスをポリシーに基づく
代替パスでオーバーライドすることができる。

•ルーティングサーバコンテキストによって、プレフィックスのすべてのパスを抑制して
プレフィックスをアドバタイズしないようにすることができる。

ルーティングサーバコンテキストが提供する柔軟なルーティングポ

リシー

BGPルーティングサーバは、柔軟なルーティングポリシーを提供できます。ネットワーク環
境には、カスタマイズされた（柔軟な）ポリシー処理を必要とするルートがある場合も、ない

場合もあります。

柔軟なポリシー処理を必要とするルートは、インポートマップを設定することでルーティング

サーバコンテキストにインポートするように選択されます。インポートマップは、実際のポ

リシーが 1つ以上の permitステートメントによって定義されるルートマップを参照します。
ルートマップに一致するルート（パス）は、2番目の「ベストパス」計算に含まれます。結果
として得られたベストパスは、グローバルなベストパスと異なる場合、コンテキストにイン

ポートされます。ルーティングサーバコンテキストに関連付けられているルーティングサー

バクライアントは、ルーティングアップデートの送信時に、コンテキストのベストパスでグ

ローバルベストパスをオーバーライドします。

複数のコンテキストを作成でき、ルーティングサーバ上で、適切なコンテキストがそのコンテ

キストを使用するように割り当てられたネイバーによって参照されます（ neighbor
route-server-clientコマンド）。したがって、同じポリシーを共有する複数のネイバーは、同じ
ルーティングサーバコンテキストを共有できます。

ルーティングサーバクライアントでの 3段階のフィルタリング
ルーティングサーバコンテキストの導入により、下の図に示すように、3段階のルートフィ
ルタリングをルーティングサーバクライアントに適用できるようになりました。この 3段階
のフィルタリングを下の図に示します。ルーティングサーバクライアントに対して、3つの
フィルタリング方法のうち、すべてを適用することも、いずれも適用しないことも、任意の組

み合わせを適用することもできます。図では、矢印のサイズを徐々に小さくして、ルートが、

フィルタを通過するたびに、フィルタに入力されたときよりも少なくなっていることを表して

います。
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図 79 : 3段階でのルーティングサーバフィルタリング

1. 上の図に示されているように、一番左を起点として、着信 eBGPアップデートがルーティ
ングサーバクライアントから到着すると、ルーティングサーバ以外のクライアントが対

象である場合と同様に、ルーティングサーバクライアントに対するインバウンドルート

フィルタが適用されます（neighbor route-map inコマンドで設定）。クライアントのイン
バウンドフィルタリングで許可されているすべてのルートは、通常どおり、適切なアドレ

スファミリのグローバル BGPテーブルにインストールされ、それ以外のルートはすべて
ドロップされます。

2. import-mapコマンドを使用して、柔軟なポリシーでルーティングサーバコンテキストが
設定されている場合は、一致するルートのサブセットのうち、ベストパスがコンテキスト

の仮想テーブルにインポートされます。その後、コンテキストに関連付けられたルーティ

ングサーバクライアントは、アップデートの生成時に、コンテキストの仮想テーブルの

カスタマイズされたルートでグローバルBGPテーブルのルートをオーバーライドします。

3. ルーティングサーバクライアントのアウトバウンドフィルタリングポリシー（ neighbor
route-map outコマンドで設定）が、カスタマイズされたポリシーを持たないグローバル
アップデートに適用されます。また、アウトバウンドフィルタリングポリシーは、ルー

ティングサーバコンテキストの仮想テーブルから生成されたすべてのアップデートにも

適用されます。

BGPルーティングサーバの設定方法

基本機能を備えたルーティングサーバの設定

IPv4または IPv6のルーティングサーバとしてBGPルータを設定するには、この作業を実行し
ます。この作業では、ネクストホップ、ASパス、およびMEDの透過性を実現するための基本
的なルーティングサーバ機能を有効にします。
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この作業では、柔軟なポリシー処理は有効化されません。柔軟なポリシー処理を有効にするに

は、柔軟なポリシー処理を備えたルーティングサーバの設定（925ページ）を参照してくださ
い。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as remote-as-number
5. address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}
6. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate
7. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} route-server-client
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 900

エントリを BGPネイバーテーブルに追加します。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as
remote-as-number

ステップ 4

例：

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1 remote-as
100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv4または IPv6ユニキャストまたはマ
address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}

例：

ステップ 5

ルチキャストアドレスプレフィックスを使用する

ルーティングセッションを設定します。Router(config-router)# address-family ipv4 unicast
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate

例：

ステップ 6

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
activate

指定されたアドレスのBGPネイバーをルーティング
サーバクライアントとして設定します。

neighbor {ipv4-address| ipv6-address} route-server-client

例：

ステップ 7

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
route-server-client

現在のコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# end

アップデートを受け入れるためのルーティングサーバクライアント

の設定

前の作業では、ルーティングサーバを設定しました。ルーティングサーバでは ASパスに独
自の AS番号を挿入しないため、ASパスには透過性があります。つまり、ルーティングサー
バクライアントは、ASパスの先頭にある AS番号が送信側ルータの AS番号ではないアップ
デートを受信することになります。

デフォルトでは、ルータは、着信アップデートの ASパスの先頭に自身の AS番号を提示しな
い eBGPピアから受信したアップデートを拒否します。したがって、そのようなアップデート
をクライアントが受け入れるようにするには、クライアントでこの動作を無効にする必要があ

ります。それには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. no bgp enforce-first-as
5. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as remote-as-number
6. address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}
7. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate
8. exit-address-family
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 900

eBGPピアから受信したアップデートではAS_PATH
の先頭にその AS番号を示さなければならないとい
う要件を無効にします。

no bgp enforce-first-as

例：

Router(config-router)# no bgp enforce-first-as

ステップ 4

•デフォルトでは、ルータは、着信アップデート
の AS_PATHの先頭に自身の自律システム番号
を提示しない外部 BGP（eBGP）ピアから受信
したアップデートを拒否するように設定されて

います。

•ルーティングサーバから AS_PATHの先頭に
AS番号が示されていないアップデートを受け
入れるには、 no bgp enforce-first-asを指定し
て、前述の要件の適用を無効にします。

エントリを BGPネイバーテーブルに追加します。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as
remote-as-number

ステップ 5

例：

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1 remote-as
100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv4または IPv6ユニキャストまたはマ
address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}

例：

ステップ 6

ルチキャストアドレスプレフィックスを使用する

ルーティングセッションを設定します。Router(config-router)# address-family ipv4 unicast

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit-address-family

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# exit-address-family

柔軟なポリシー処理を備えたルーティングサーバの設定

基本的なルーティングサーバ機能に加えて、カスタマイズされた柔軟なポリシーを BGPルー
ティングサーバでサポートする必要がある場合は、この作業を実行します。

柔軟なポリシー処理を設定するには、インポートマップを含むルーティングサーバコンテキ

ストを作成します。インポートマップは、標準のルートマップを参照します。

この特定の設定作業では、ポリシーは自律システム番号に基づくため、match as-pathコマン
ドを使用します。実際の AS番号は ip as-path access-listコマンドで識別されます。ネクスト
ホップ、ASパス、コミュニティ、および拡張コミュニティでのマッチングも可能です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. route-server-context context-name
5. description string
6. address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}
7. import-map route-map-name
8. exit-address-family
9. exit-route-server-context
10. exit
11. ip as-path access-list access-list-number {permit| deny} regexp
12. route-map route-map-name [permit | deny] sequence-number
13. match as-path access-list-number
14. exit
15. router bgp autonomous-system-number
16. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as remote-as-number
17. address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}
18. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate
19. neighbor {ipv4-address| ipv6-address} route-server-client context ctx-name
20. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 900

ルーティングサーバコンテキストを作成します。route-server-context context-name

例：

ステップ 4

•この例では、ONLY_AS27_CONTEXTという名
前のコンテキストが作成されます。

Router(config-router)# route-server-context
ONLY_AS27_CONTEXT

（任意）コンテキストの説明を記述できます。description string

例：

ステップ 5

•最大 80文字まで使用できます。

Router(config-router-rsctx)# description Permit
only routes with AS 27 in AS path.

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv4または IPv6ユニキャストまたはマ
address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}

例：

ステップ 6

ルチキャストアドレスプレフィックスを使用する

ルーティングセッションを設定します。Router(config-router-rsctx)# address-family ipv4
unicast

手順 12で作成するルートマップを使用して、ルー
ティングサーバクライアントの仮想テーブルに追

import-map route-map-name

例：

ステップ 7

加されるルートを制御することで、柔軟なポリシー

処理を設定します。Router(config-router-rsctx-af)# import-map
only_AS27_routemap

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit-address-family

例：

ステップ 8

Router(config-router-rsctx-af)#
exit-address-family
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングサーバコンテキストコンフィギュ

レーションモードを終了します。

exit-route-server-context

例：

ステップ 9

Router(config-router-rsctx)#
exit-route-server-context

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 10

Router(config-router)# exit

正規表現を使用して ASパスフィルタを設定しま
す。

ip as-path access-list access-list-number {permit|
deny} regexp

例：

ステップ 11

• ip as-pathコマンドは、必ずしも使用する必要
があるコマンドとは限りません。どのようなポ

リシーを作成するかを決定します。
Router(config)# ip as-path access-list 5 permit
27

後続の match as-pathコマンドと一致する ASパス
をルートマップで許可するか拒否するかを定義し

ます。

route-map route-map-name [permit | deny]
sequence-number

例：

ステップ 12

•上の import-mapコマンドで指定したものと同
じ route-map-nameを使用します。

Router(config)# route-map only_AS27_routemap
permit 10

どのASパスが一致し、前の手順で設定したルート
マップの一部になるかを決定するアクセスリスト

を識別します。

match as-path access-list-number

例：

Router(config-route-map)# match as-path 5

ステップ 13

•この例では、ip as-path access-listコマンドで設
定されたaccess-list-numberを参照しています。

• match as-pathコマンドは、必ずしも使用する
必要があるコマンドとは限りません。どのよう

なポリシーを使用するかを決定します。

•ネクストホップ、ASパス、コミュニティ、お
よび拡張コミュニティでのマッチングも可能で

す。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-route-map)# exit
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 15

Router(config)# router bgp 900

エントリをBGPネイバーテーブルに追加します。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} remote-as
remote-as-number

ステップ 16

例：

Router(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 500

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv4または IPv6ユニキャストまたはマ
address-family {ipv4 | ipv6} { unicast |multicast}

例：

ステップ 17

ルチキャストアドレスプレフィックスを使用する

ルーティングセッションを設定します。Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor {ipv4-address| ipv6-address} activate

例：

ステップ 18

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
activate

指定されたアドレスの BGPネイバーをルーティン
グサーバクライアントとして設定します。

neighbor {ipv4-address| ipv6-address}
route-server-client context ctx-name

例：

ステップ 19

•この例では、指定したアドレスのルーティング
サーバクライアントがONLY_AS27_CONTEXT
というコンテキストに割り当てられます。

Router(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
route-server-client context ONLY_AS27_CONTEXT

現在のコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 20

Router(config-router-af)# end

BGPルーティングサーバ情報の表示とルーティングサーバのトラブ
ルシューティング

ルーティングサーバに関する情報を表示するには、BGPルーティングサーバで、この作業の
いずれかの手順を特権 EXECモードから実行します。

BGPルーティングサーバクライアント（ルーティングサーバではなく）で、show ip bgp ipv4
unicastまたは show ip bgp ipv6 unicastコマンドを使用してルーティング情報を表示できます。
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手順の概要

1. enable
2. show ip bgp {ipv4 | ipv6} unicast route-server {all | {context context-name}} [summary]
3. debug ip bgp route-server {client | context | event | import | policy} [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

特定のルーティングサーバコンテキストに対して

選択されたパスを表示します。これには、グローバ

show ip bgp {ipv4 | ipv6} unicast route-server {all |
{context context-name}} [summary]

例：

ステップ 2

ルベストパス、オーバーライドポリシーパス、ま

たは抑制されたパスが含まれることがあります。

Router#

BGPルーティングサーバのデバッグをオンにしま
す。

debug ip bgp route-server {client | context | event |
import | policy} [detail]

例：

ステップ 3

detailキーワードは、複雑な問題向けであ
り、シスコの担当者と連携してデバッグを

行う場合にのみオンにする必要がありま

す。

注意

Router# debug ip bgp route-server client

BGPルーティングサーバの設定例

基本機能を備えた BGPルーティングサーバの例
次の例では、10.0.0.1のネイバーがルーティングサーバクライアントです。

router bgp 65000
neighbor 10.0.0.1 remote-as 100
neighbor 10.0.0.5 remote-as 500
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.0.0.1 activate
neighbor 10.0.0.1 route-server-client
!
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柔軟なポリシーの BGPルーティングサーバコンテキストの例（IPv4
アドレス指定）

次の例では、ローカルルータがBGPルーティングサーバです。10.10.10.12と 10.10.10.13のネ
イバーが、そのルーティングサーバクライアントです。ONLY_AS27_CONTEXTという名前
のルーティングサーバコンテキストを作成し、10.10.10.13のネイバーに適用します。このコ
ンテキストでは、only_AS27_routemapという名前のルートマップを参照するインポートマッ
プを使用します。このルートマップでは、アクセスリスト 27で許可されているルートのマッ
チングを行います。アクセスリスト 27は、ASパスに 27を含むルートを許可します。

router bgp 65000
route-server-context ONLY_AS27_CONTEXT

address-family ipv4 unicast
import-map only_AS27_routemap

exit-address-family
exit-route-server-context
!
neighbor 10.10.10.12 remote-as 12
neighbor 10.10.10.12 description Peer12
neighbor 10.10.10.13 remote-as 13
neighbor 10.10.10.13 description Peer13
neighbor 10.10.10.21 remote-as 21
neighbor 10.10.10.27 remote-as 27
!
address-family ipv4

neighbor 10.10.10.12 activate
neighbor 10.10.10.12 route-server-client
neighbor 10.10.10.13 activate
neighbor 10.10.10.13 route-server-client context ONLY_AS27_CONTEXT
neighbor 10.10.10.21 activate
neighbor 10.10.10.27 activate

exit-address-family
!
ip as-path access-list 27 permit 27
!
route-map only_AS27_routemap permit 10

match as-path 27
!

通常のベストパスがルーティングサーバコンテキストのルートによって上書きされた

ことを showコマンドで確認する例

次の出力では、BGPルーティングサーバに、最適として選択された AS 21からのルートが 2
つあることが示されています。

Route-Server# show ip bgp ipv4 unicast
BGP table version is 31, local router ID is 100.100.100.100
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external, f
RT-Filter
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 1.1.1.1/32 10.10.10.21 23 0 21 ?
* 10.10.10.27 878 0 27 89 ?
* 100.1.1.1/32 10.10.10.27 878 0 27 89 ?
*> 10.10.10.21 23 0 21 ?
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次の出力に示されている Peer12については、ルーティングサーバクライアントとして設定さ
れていますが、どのコンテキストにも関連付けられていないため、ベストパスがアドバタイズ

されます。ASパス、MED、およびネクストホップの透過性が維持されていることに注意して
ください。ルートは、ルーティングサーバを通過していないかのように見えます。

Peer12# show ip bgp ipv4 unicast

BGP table version is 31, local router ID is 10.10.10.12
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external, f
RT-Filter
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 1.1.1.1/32 10.10.10.21 23 0 21 ?
*> 100.1.1.1/32 10.10.10.21 23 0 21 ?

Peer13は、同様にルーティングサーバクライアントとして設定されていますが、
ONLY_AS27_CONTEXTという名前のコンテキストに関連付けられています。このコンテキス
トでは、ASパスに AS 27を含むルートのみを許可するルートマップを参照しています。これ
は、AS 27を含むルート以外のどのルートも、ルーティングサーバから Peer13に送信しては
ならないことを意味します。このシナリオでは、AS 21経由で学習したルートが最適として
マークされていても、実際にはルーティングサーバは AS 27経由で学習したルートを送信し
ます。下の出力は、ポリシーに基づくベストパスによって通常のベストパスがオーバーライ

ドされたことを示しています。この場合も、MED、ASパス、およびネクストホップの透過性
が維持されています。

Peer13# show ip bgp ipv4 unicast

BGP table version is 25, local router ID is 10.10.10.13
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external, f
RT-Filter
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 1.1.1.1/32 10.10.10.27 878 0 27 89 ?
*> 100.1.1.1/32 10.10.10.27 878 0 27 89 ?

ポリシーを満たすルートがない BGPルーティングサーバコンテキストの例

パスが存在するにもかかわらず、ポリシーにより、ルートがクライアントに送信されない場合

があります。たとえば、前の例で ONLY_AS27_CONTEXTを ONLY_AS100_CONTEXTに変更
すると、このポリシーを満たすパスはないため、どのルートもクライアントに送信されませ

ん。次に、この設定および結果の show出力を示します。

Route-Server# show run | begin router bgp
router bgp 1

route-server-context ONLY_AS100_CONTEXT
!
address-family ipv4 unicast

import-map only_AS100_routemap
exit-address-family

exit-route-server-context
!
neighbor 10.10.10.13 remote-as 13
neighbor 10.10.10.13 description Peer13
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neighbor 10.10.10.21 remote-as 21
neighbor 10.10.10.27 remote-as 27
!

address-family ipv4
neighbor 10.10.10.13 activate
neighbor 10.10.10.13 route-server-client context ONLY_AS100_CONTEXT
neighbor 10.10.10.21 activate
neighbor 10.10.10.27 activate

exit-address-family

!
ip as-path access-list 100 permit 100
!
!
route-map only_AS100_routemap permit 10

match as-path 100
!

ポリシーを満たすルートがないため、Peer13のテーブルにルートは 1つも表示されません。

Peer13# show ip bgp ipv4 unicast

柔軟なポリシーの BGPルーティングサーバコンテキストの例（IPv6
アドレス指定）

アドレスファミリ IPv6での次の例では、ローカルルータが BGPルーティングサーバです。
2001:DB8:1::112と 2001:DB8:1::113のネイバーは、そのルーティングサーバクライアントで
す。ONLY_AS27_CONTEXTという名前のルーティングサーバコンテキストを作成し、
2001:DB8:1::113のネイバーに適用します。このコンテキストでは、only_AS27_routemapとい
う名前のルートマップを参照するインポートマップを使用します。このルートマップでは、

アクセスリスト27で許可されているルートのマッチングを行います。アクセスリスト27は、
ASパスに 27を含むルートを許可します。

Route-Server# show run | begin router bgp
router bgp 1

route-server-context ONLY_AS27_CONTEXT
address-family ipv6 unicast

import-map only_AS27_routemap
exit-address-family

exit-route-server-context
!
neighbor 2001:DB8:1::112 remote-as 12
neighbor 2001:DB8:1::112 description Peer12
neighbor 2001:DB8:1::113 remote-as 13
neighbor 2001:DB8:1::113 description Peer13

!
address-family ipv6

neighbor 2001:DB8:1::112 activate
neighbor 2001:DB8:1::112 route-server-client
neighbor 2001:DB8:1::113 activate
neighbor 2001:DB8:1::113 route-server-client context ONLY_AS27_CONTEXT

exit-address-family
!
ip as-path access-list 27 permit 27
!
route-map only_AS27_routemap permit 10

match as-path 27
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!
Route-Server#show ip bgp ipv6 unicast route-server all summary

Route server clients without assigned contexts:
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
2001:DB8:1::112 4 12 19 19 4 0 0 00:12:50 2
Route server clients assigned to context ONLY_AS27_CONTEXT:
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
2001:DB8:1::113 4 13 23 22 4 0 0 00:16:23 2

Peer12については、ルーティングサーバクライアントとして設定されていますが、どのコン
テキストにも関連付けられていないため、ベストパスがアドバタイズされます。ASパス、
MED、およびネクストホップの透過性が維持されていることに注意してください。ルートは、
ルーティングサーバを通過していないかのように見えます。

Peer12# show ip bgp ipv6 unicast
BGP table version is 9, local router ID is 2.2.2.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external, f
RT-Filter
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* 2001:DB8:1::/64 2001:DB8::113 0 0 13 ?
*> :: 0 32768 ?
* 2001:DB8:2::/64 2001:DB8::113 0 0 13 ?
*> :: 0 32768 ?

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IP Routing: BGP Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 3S』BGP設定作業

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

• --
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPルーティングサーバの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 66 : BGPルーティングサーバの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルーティングサーバは、インターネットエクスチェンジ（IX）
オペレータ向けに設計された機能で、IXに存在するサービスプロ
バイダー間の eBGPフルメッシュピアリングに代わる手段を提供
します。ルーティングサーバは、サービスプロバイダーごとにカ

スタマイズされたポリシーをサポートする eBGPルートリフレク
ションを提供します。つまり、ルーティングサーバのコンテキス

トによって、プレフィックスの通常のBGPベストパスをポリシー
に基づく別のパスでオーバーライドすることや、プレフィックス

のすべてのパスを抑制してプレフィックスをアドバタイズしない

ようにすることが可能です。BGPルーティングサーバは、各境界
ルータでの設定の複雑さや CPUおよびメモリ要件を低減します。
また、個別のピアリング契約によって発生するオーバーヘッドコ

ストも削減できます。

次のコマンドが導入されました。

• debug ip bgp route-server

• description （ルーティングサーバコンテキスト）

• exit-route-server-context

• import-map

• neighbor route-server-client

• route-server-context

• show ip bgp unicast route-server

Cisco IOS XE
リリース
3.3S

15.2(3)T

BGPルー
ティング

サーバ
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第 51 章

ダイバースパスルートリフレクタを使用

した BGPダイバースパス

ダイバースパスルートリフレクタを使用したBGPダイバースパス機能により、ボーダーゲー
トウェイプロトコル（BGP）では、ルートリフレクタが展開されている場合に BGPスピー
カー間のベストパス以外の代替パスを配布できます。この機能は、自律システム（AS）にお
いて、単一クラスタ内のみでのパスの多様性を実現することを目的としています。つまり、

ルートリフレクタは、そのクライアントピアに対してのみダイバースパスをアドバタイズで

きます。

•機能情報の確認（937ページ）
•ダイバースパスルートリフレクタを使用したBGPダイバースパスの前提条件（938ペー
ジ）

•ダイバースパスルートリフレクタを使用したBGPダイバースパスの制約事項（938ペー
ジ）

•ダイバースパスリフレクタを使用した BGPダイバースパスに関する情報（938ページ）
• BGPダイバースパスルートリフレクタの設定方法（942ページ）
•ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイバースパスの設定例（945ペー
ジ）

•その他の参考資料（948ページ）
•ダイバースパスルートリフレクタを使用したBGPダイバースパスの機能情報（949ペー
ジ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使
用のプラットフォーム、ソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。この

モジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリ

ストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイ
バースパスの前提条件

BGP最良外部機能について理解する必要があります。

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイ
バースパスの制約事項

•ダイバースパスはルートリフレクタでのみ設定できます。

•既存のルートリフレクタごとに、追加のベストパス（2番目に適したパス）を 1つ計算す
るシャドウルートリフレクタを 1つだけ使用できます。つまり、追加のプレーン（トポ
ロジ）は 1つしか設定されません。

•パスの多様性は、ASにおいて、単一のルートリフレクタクラスタ内で設定されます。つ
まり、ルートリフレクタは、そのルートリフレクタクライアントピアに対してのみダイ

バースパスをアドバタイズします。

•ダイバースパス機能はルーティングサーバではサポートされていません。

ダイバースパスリフレクタを使用した BGPダイバース
パスに関する情報

BGPダイバースパスによって解消される制限
パスベクタールーティングプロトコルであるBGP-4では、ルータは、そのネイバーに対して
のみ宛先のベストパスをアドバタイズする必要があります。ただし、同じ宛先へのパスを複数

確保することによって、復元力の向上、障害からの迅速な回復、負荷の分散などを可能にする

メカニズムを実現できます。

ルートリフレクタの使用は、自律システム（AS）内でパスの多様性が低くなる主な理由の 1
つです。ルートリフレクタを使用するネットワークでは、ルートリフレクタは、複数の出力

ルータからプレフィックスを学習している場合でも、ベストパスのみをクライアントに反映し

ます。下の図は、ルートリフレクタを展開すると、BGP最良外部機能が展開されていたとし
ても、ASでパスの多様性が低下する場合があることを示しています。
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上の図では、P1と P2はプレフィックス pのダイバースパスです。パス 2（P2）は P1よりも
MEDが低く、ローカルプリファレンスが高いと仮定します。PE1のBGP最良外部機能は、P2
の方がMEDが低くローカルプリファレンスが高いということに関係なく、P1がルートリフ
レクタに伝播されるようにします。ルートリフレクタにはパスの多様性があります。ルート

リフレクタは、それぞれ異なる出力点 PE1、PE2を持つ P1と P2の両方を学習します（PE1と
PE2で set ip next-hop selfコマンドが設定されていると仮定）。ただし、両方のルートリフレ
クタは、MEDがより低く、ローカルプリファレンスがより高い P2をベストパスとして選択
し、PE3にアドバタイズします。PE3は P1を学習しません（つまり、PE3は既存のパスの多
様性に関して学習しません）。

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイバースパス機能は、その制限を解消
し、パスの多様性を実現する方法です。

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイバースパス
ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイバースパス機能は、ルートリフレク
タを含む ASでのパス多様性の欠如を解決します。この機能は、ASにおいて、単一クラスタ
内のみでのパスの多様性を実現することを目的としています。つまり、ルートリフレクタは、

そのクライアントピアに対してのみダイバースパスをアドバタイズできます。

AS内のルートリフレクタごとに、2番目に適したパス（ダイバースパスとも呼ばれる）を配
布するために、シャドウルートリフレクタが追加されます。下の図に、RR2のシャドウルー
トリフレクタを示します。このシャドウルートリフレクタにより、PE3は P1（RR1/RR2か
ら）と P2（シャドウルートリフレクタから）の両方を学習できるようになるため、パスの多
様性が向上します。

プライマリルートリフレクタとシャドウルートリフレクタは、ネットワーク内のその他の

ルータに対するまったく同じ接続（物理的/コントロールプレーン）を備えている必要があり
ます。

（注）
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シャドウルートリフレクタは、コントロールプレーンルートリフレクタにすることも、デー

タプレーンルートリフレクタにすることもできます。

下の図は、ダイバースパスの詳細であり、ネクストホップを示しています。

• BR2は、プレフィックス Zに到達する必要がある場合のネクストホップは R2（BR2）で
あることを RR1とシャドー RR2に通知します。同様に、BR3は、プレフィックス Zに到
達する必要がある場合のネクストホップは R3（BR3）であることを RR1とシャドー RR2
に通知します。

• RR1は、BR1がプレフィックス Zに到達しようとしている場合に、ネクストホップは R2
であることを通知するパケットを BR1に送信します。2番目に適したパス（またはダイ
バースパス）がシャドウ RR2から取得され、RR2は、BR1がプレフィックス Zに到達し
ようとしている場合に、ネクストホップはR3であることを通知するパケットをBR1に送
信します。

• BR1（右端）では、プレフィックス Zに対する 2つの（ダイバース）パスがあることを確
認できます。
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BGPダイバースパスを計算するためのトリガー
アドレスファミリごとのダイバースパスの計算は、次のコマンドのいずれかによってトリガー

されます。

• bgp additional-paths install

• bgp additional-paths select

• maximum-paths ebgp

• maximum-paths ibgp

bgp additional-paths installコマンドは、bgp additional-paths selectコマンドで指定されたタイ
プのパスをインストールします。bgp additional-paths selectコマンドで両方のキーワードオプ
ション（best-externalと backup）が指定されている場合は、バックアップパスがインストー
ルされます。

maximum-paths ebgpおよび maximum-paths ibgpコマンドによってマルチパスの計算がトリ
ガーされ、マルチパスがプライマリパスとして自動的にインストールされます。

一方、bgpadditional-paths installコマンドは、バックアップパスまたはベスト外部パスの計算
をトリガーします。

bgp additional-paths selectコマンドが設定されていない場合は、bgp additional-paths installコ
マンドにより、（BGP PIC機能で行われる場合と同様に）バックアップパスの計算とインス
トールがトリガーされます。

IGPメトリックチェック
内部ゲートウェイプロトコル（IGP）メトリックチェックの無効化と BGPダイバースパス機
能の設定は互いに独立しています。依存関係はありません。つまり、bgp bestpath igp-metric
ignoreを設定しても、BGPダイバースパス機能が有効になることはありません。逆に、BGP
ダイバースパス機能を有効にする場合に、bgp bestpath igp-metric ignoreを設定する必要があ
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るとは限りません（ルートリフレクタとシャドウルートリフレクタが同じ場所に配置されて

いる場合など）。

bgpbestpath igp-metric ignoreコマンドは、ルートリフレクタおよびプロバイダーエッジ（PE）
で設定できます。

bgp bestpath igp-metric ignoreコマンドの VRF単位機能はサポートされていません。使用する
場合は、自己の責任において行ってください。

（注）

ルートリフレクタの決定

ルータの設定に次のいずれかのコマンドが含まれている場合、そのルータはルートリフレクタ

になります。

• bgp cluster-id

• neighbor route-reflector-client

BGPダイバースパスルートリフレクタの設定方法

IGPメトリックチェックの無効化が必要かどうかの判断
BGPダイバースパスを取得するためにシャドウルートリフレクタを設定する前に、IGPメト
リックチェックを無効にする必要があるかどうかを判断します。IGPメトリックは、物理的距
離を示す設定可能な値であり、Open Shortest Path First（OSPF）、Enhanced Interior Gateway
Routing Protocol（EIGRP）、Routing Information Protocol（RIP）などの内部ゲートウェイプロ
トコルで使用されます。より小さい IGPメトリックは、より大きな IGPメトリックよりも優先
されます。

次のように、ルートリフレクタとシャドウルートリフレクタの位置によって、IGPメトリッ
クチェックを無効にする必要があるかどうかが決まります。

•ルートリフレクタとシャドウルートリフレクタが同じ場所に配置されている場合：ルー
トリフレクタは、同じ IPサブネットワークアドレスを持ち、異なるリンクでイーサネッ
トスイッチに接続されます。このリンクで障害が発生すると、ルートリフレクタがダウ

ンすることになります。RRが同じ場所に配置されている場合、それらの IGPメトリック
は同じでなければなりません。したがって、ルートリフレクタでのベストパス計算時の

IGPメトリックチェックを無効にする必要はありません。IGPメトリックチェックを無効
にする必要がないため、最初のプレーンルートリフレクタを Cisco IOS XE Release 3.4Sに
アップグレードする必要はありません。

•シャドウルートリフレクタがルートリフレクタとは異なる IGPの場所にある場合（ベス
トパスルートリフレクタと同じ場所に配置されていない場合）：この場合、IGPメトリッ
クチェックは、ベストパスと 2番目に適したパスの計算時にベストパスルートリフレク
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タでもシャドウルートリフレクタでも無視されます。bgp bestpath igp-metric ignoreコマ
ンドを設定して、プライマリルートリフレクタで IGPメトリックチェックを無効にする
必要があります。このコマンドは Cisco IOS XE Release 3.4S以降で使用可能であるため、
該当のリリースにアップグレードする必要があります。

BGPダイバースパス用のルートリフレクタの設定
BGPダイバースパス機能用にルートリフレクタを設定するには、この作業を実行します。こ
の作業では IPv4アドレスファミリを指定しますが、その他のアドレスファミリもサポートさ
れています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. address-family ipv4 unicast
6. neighbor ip-address activate
7. maximum-paths ibgp number-of-paths
8. bgp bestpath igp-metric ignore
9. bgp additional-paths select [backup]
10. bgp additional-paths install
11. neighbor ip-address route-reflector-client
12. neighbor ip-address advertise diverse-path [backup] [mpath]
13. end
14. show ip bgp neighbor ip-address advertised-routes

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスのルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 10.1.1.1
remote-as 1

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 5

•サポートされているアドレスファミリは、IPv4
ユニキャスト、VPNv4ユニキャスト、IPv6ユDevice(config-router)# address-family ipv4

unicast
ニキャスト、VPNv6ユニキャスト、IPv4+ラベ
ル、IPv6+ラベルです。

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
activate

ルーティングテーブルにインストールできる並列

内部 BGP（iBGP）ルートの最大数を制御します。
maximum-paths ibgp number-of-paths

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# maximum-paths ibgp 4

BGPベストパス選択時に内部ゲートウェイプロト
コル（IGP）メトリックを無視するようにシステム
を設定します。

bgp bestpath igp-metric ignore

例：

Device(config-router-af)# bgp bestpath igp-metric
ignore

ステップ 8

2番目の BGPベストパスを計算するようにシステ
ムを設定します。

bgp additional-paths select [backup]

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select backup

BGPで特定のアドレスファミリのバックアップパ
スを計算し、ルーティング情報ベース（RIB）およ

bgp additional-paths install

例：

ステップ 10

びCisco Express Forwarding（CEF）にインストール
できるようにします。Device(config-router-af)# bgp additional-paths

install
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目的コマンドまたはアクション

ルータをBGPルートリフレクタとして設定し、指
定したネイバーをそのクライアントとして設定しま

す。

neighbor ip-address route-reflector-client

例：

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
route-reflector-client

ステップ 11

（任意）アドバタイズでダイバースパスを受信す

るようにネイバーを設定します。

neighbor ip-address advertise diverse-path
[backup] [mpath]

例：

ステップ 12

Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1
advertise diverse-path backup

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 13

（任意）指定したネイバーにアドバタイズされた

ルートを表示します。

show ip bgp neighbor ip-address advertised-routes

例：

ステップ 14

Device# show ip bgp neighbor 10.1.1.1
advertised-routes

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイ
バースパスの設定例

例：追加パスがバックアップパスである BGPダイバースパスの設定
ダイバースパス機能は単一のクラスタ内に含まれます。つまり、ダイバースパスのアドバタ

イズ対象として設定できるのは、ルートリフレクタのクライアントだけです。ダイバースパ

スは、ルートリフレクタのクライアントのみにアドバタイズされます。また、そのクライアン

トは追加パスを取得するように設定されている必要もあります。

追加パスを計算してアドバタイズするシャドウルートリフレクタを追加することも、追加パ

スを計算してアドバタイズするように既存のルートリフレクタを設定することもできます。下

の図では、シャドウルートリフレクタを追加するのではなく、追加パスを計算して特定のネ

イバーにアドバタイズするように RR2（既存のバックアップ RR）を設定しています。

下の図では、ルートリフレクタから CE1への PE1経由のパスが PE2経由のパスよりも優先さ
れると仮定しています。ダイバースパス機能がない場合、両方のルートリフレクタが、CE1
へのパスは PE1経由であることを PE3にアドバタイズします。RR1と PE1の間の接続で障害
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が発生した場合（または PE1と CE1の間のパスで障害が発生した場合）、他のパスはありま
せん。

上の図に基づく次の設定例では、追加パス（バックアップパス）を使用して RR2が設定され
ています。

RR1と RR2が同じ場所に配置されていない場合は、追加パスを計算する前に bgp bestpath
igp-metric ignoreコマンドを設定する必要があります（RR1とRR2が同じ場所に配置されてい
る場合は、このコマンドを設定しないでください）。

bgp additional-paths select backupコマンドは、バックアップパス（PE2経由のパス）の計算
を RR2でトリガーします。

RR2がフォワーディングプレーンにある場合は、bgp additional-paths installコマンドによっ
てバックアップパスがインストールされます（RR2がコントロールプレーンにある場合は、
このコマンドを設定しないでください）。

PE3のアドレスは 10.1.1.1で、このアドレスが RR2の neighbor advertise diverse-path backup
コマンドで使用されます。このコマンドは、PE3へのバックアップパスのアドバタイズをトリ
ガーします。PE3は、RR1からベストパス（PE1経由のパス）を学習し、RR2からバックアッ
プパスを学習します。

RR2

router bgp 1
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.1.1.1 activate
maximum-paths ibgp 4
bgp bestpath igp-metric ignore
bgp additional-paths select backup
bgp additional-paths install
neighbor 10.1.1.1 route-reflector-client
neighbor 10.1.1.1 advertise diverse-path backup

例：追加パスがマルチパスである BGPダイバースパスの設定
上の図に基づく次の例では、PE1および PE2経由の CE1へのパスがマルチパスであると仮定
しています。maximum-paths ibgpコマンドはマルチパスの計算をトリガーします。
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PE3のアドレスは 10.1.1.1で、このアドレスが RR2の neighbor advertise diverse-path mpathコ
マンドで使用されます。このコマンドは、PE3へのマルチパス、つまり 2番目に適したパスの
アドバタイズをトリガーします。PE3は、RR1からベストパス（PE1経由のパス）を学習し、
RR2から 2番目に適したパスを学習します。

RR2

router bgp 1
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.1.1.1 activate
maximum-paths ibgp 4
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 10.1.1.1 route-reflector-client
neighbor 10.1.1.1 advertise diverse-path mpath

例：マルチパスとバックアップパスの計算がトリガーされる BGPダ
イバースパスの設定

次の例は、上の図に基づいています。maximum-paths ibgpコマンドはマルチパスの計算をト
リガーします。マルチパスとバックアップパスの計算がトリガーされると、バックアップパ

スと 2番目のマルチパス（2番目に適したパス）は同じパスになり、ルートリフレクタがコン
トロールプレーンにあるかフォワーディングプレーンにあるかにかかわらず、そのパスがア

クティブパスとしてインストールされます。

PE3のアドレスは 10.1.1.1で、このアドレスが RR2の neighbor advertise diverse-path backup
mpathコマンドで使用されます。このコマンドにより、RR2は 2番目に適したパス（2番目の
マルチパス）を PE3にアドバタイズします。

RR2

router bgp 1
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.1.1.1 activate
maximum-paths ibgp 4
bgp additional-paths select backup
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 10.1.1.1 route-reflector-client
neighbor 10.1.1.1 advertise diverse-path backup mpath

例：バックアップパスの計算とインストールをトリガーするための設

定

bgp additional-paths select backupを設定せずに bgp additional-paths installコマンドを設定す
ると、後者のコマンドにより、（既存の BGP PIC機能の場合と同様に）バックアップパスの
計算とインストールがトリガーされます。
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PE3のアドレスは 10.1.1.1で、このアドレスが RR2の neighbor advertise diverse-path backup
コマンドで使用されます。このコマンドは、PE3へのバックアップパスのアドバタイズをトリ
ガーします。PE3は、RR1からベストパス（PE1経由のパス）を学習し、RR2からバックアッ
プパスを学習します。

RR2

router bgp 1
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.1.1.1 activate
maximum-paths ibgp 4
bgp additional-paths install
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 10.1.1.1 route-reflector-client
neighbor 10.1.1.1 advertise diverse-path backup
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ベスト外部パスの設定

Cisco IOS XE IP Routing: BGP Configuration GuideBGP設定作業

標準

タイトル標準

Distribution of Diverse BGP Pathsdraft-ietf-grow-diverse-bgp-path-dist-02

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェア
リリース、およびフィーチャセットのMIBを検索
してダウンロードする場合は、次の URLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/iproute_bgp/command/reference/irg_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/iproute_bgp/configuration/guide/irg_best_external_xe.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/iproute_bgp/configuration/guide/xe_3s/irg_xe_3s_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC

『ABorder Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
4271

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイ
バースパスの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 67 :ダイバースパスルートリフレクタを使用した BGPダイバースパスの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

この機能により、BGPでは、ルートリフレクタが展開
されている場合に BGPスピーカー間のベストパス以外
の代替パスを配布できます。

次のコマンドが導入されました。

• bgp additional-paths select

• bgp bestpath igp-metric ignore

• debug ip bgp igp-metric ignore

• neighbor advertise best-external

• neighbor advertise diverse-path

ダイバースパスルートリ

フレクタを使用した BGP
ダイバースパス
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第 52 章

BGP拡張ルートリフレッシュ

BGP拡張ルートリフレッシュ機能は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）でルートの
不整合を検出し、万一不整合があった場合には、ハードリセットなしに BGPピアを同期する
方法を提供します。この機能はデフォルトで有効になっています。オプションのタイマーが 2
つあります。

•機能情報の確認（951ページ）
• BGP拡張ルートリフレッシュに関する情報（951ページ）
• BGP拡張ルートリフレッシュのタイマーの設定方法（953ページ）
• BGP拡張ルートリフレッシュの設定例（954ページ）
•その他の参考資料（954ページ）
• BGP拡張ルートリフレッシュの機能情報（955ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォーム

とソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載され

ている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、BGP拡
張ルートリフレッシュの機能情報（955ページ）を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP拡張ルートリフレッシュに関する情報

BGP拡張ルートリフレッシュ機能
セッションの確立時、BGPピアは、BGP拡張ルートリフレッシュ機能を実行するための機能
を互いに交換します。この機能は、デフォルトでイネーブルに設定されています。
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ピアが互いに不整合になることは想定されていません。これは非常にまれな状況でのみ発生す

る可能性があり、発生した場合には、この機能により、不整合を特定し、ハードリセットなし

にピアを同期できます。

2つのピアが拡張ルートリフレッシュに対応している場合、各ピアは、Adj-RIB-Outをアドバ
タイズする前に Route-Refresh Start-of-RIB（SOR）メッセージを生成し、Adj-RIB-Outをアドバ
タイズした後にRoute-RefreshEnd-of-RIB（EOR）メッセージを生成します。ピアからEORメッ
セージを受信した BGPスピーカーは、ピアによるルートリフレッシュ応答の一部として再ア
ドバタイズされなかったルートを削除します。

万一、EORメッセージの受信後またはEORタイマーの期限切れ後に失効ルートがルータに残っ
ていた場合は、ピア同士の一貫性がなかったことを意味します。この情報を使用すると、ルー

トの一貫性が確保されているかどうかを確認できます。

BGP拡張ルートリフレッシュタイマー

通常の状況では、これらのタイマーを設定する必要はありません。ルートリフレッシュのEOR
を生成できない程度までルートフラッピングが続いていることが確認された場合には、一方ま

たは両方のタイマーを設定できます。

1つ目のタイマーは、EORメッセージを受信する必要があるが受信していないときにルータに
適用されます。2つ目のタイマーは、EORメッセージを送信する必要があるときにルータに適
用されます。

•失効パスタイマー：bgp refresh stalepath-timeコマンドが設定されている場合に、ルータ
が Adj-RIB-Outの後に Route-Refresh EORメッセージを受信しないときは、このタイマー
が期限切れになるとBGPテーブルから失効ルートが削除されます。失効パスタイマーは、
ルータが Route-Refresh SORメッセージを受信したときに開始されます。

•最大 EORタイマー： bgp refresh max-eor-timeコマンドが設定されている場合に、ルータ
が Route-Refresh EORメッセージを生成できないときは、このタイマーが期限切れになる
と Route-Refresh EORメッセージが生成されます。

両方のタイマーが設定可能です。デフォルトでは、両方とも無効になっています（0秒に設定
されています）。

BGP拡張ルートリフレッシュよって生成される Syslogメッセージ

次に、Route-Refresh EORメッセージの受信後または失効パスタイマーの期限切れ後にピアが
失効ルートを削除したときに生成される Syslogメッセージの例を示します。このメッセージ
は、ルータの整合性を確認する際に役立ちます。

Net 300:300:3.3.0.0/0 from bgp neighbor IPv4 MDT 10.0.101.1 is stale after refresh EOR
(rate-limited)
Net 300:300:3.3.0.0/0 from bgp neighbor IPv4 MDT 10.0.101.1 is stale after refresh
stale-path timer expiry (rate-limited)

次に、Route-Refresh EORの後または失効パスタイマーの期限切れ後にログに記録されたメッ
セージの例を示します。これには、ネイバーからの失効パスの合計数が示されています。
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3 stale-paths deleted from bgp neighbor IPv4 MDT 10.0.101.1 after refresh EOR
3 stale-paths deleted from bgp neighbor IPv4 MDT 10.0.101.1 after refresh stale-path
timer expiry

BGP拡張ルートリフレッシュのタイマーの設定方法

BGP拡張ルートリフレッシュのタイマーの設定
BGP拡張ルートリフレッシュ機能はデフォルトで有効になっています。タイマーはデフォル
トでは無効になっています。オプションのタイマーを設定する場合は、この作業を実行しま

す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system
4. bgp refresh stalepath-time seconds
5. bgp refresh max-eor-time seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system

例：

Router(config)# router bgp 65000

ステップ 3

（任意）ルータがRoute-Refresh End-of-RIBメッセー
ジを受信していない場合でも、このタイマーの期限

bgp refresh stalepath-time seconds

例：

ステップ 4

が切れるとBGPテーブルから失効ルートが削除され
るようにします。Router(config-router)# bgp refresh stalepath-time

1200
•有効値は 600～ 3600、または 0です。
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目的コマンドまたはアクション

•デフォルトは 0で、失効パスタイマーが無効に
なっていることを意味します。

•失効パスタイマーは、ルータが Route-Refresh
Start-of-RIBメッセージを受信したときに開始さ
れます。

（任意）BGPが Route-Refresh End-of-RIB（EOR）
メッセージを生成できない場合には、このタイマー

bgp refresh max-eor-time seconds

例：

ステップ 5

の期限が切れると Route-Refresh EORが生成される
ようにします。Router(config-router)# bgp refresh max-eor-time

1200
•有効値は 600～ 3600、または 0です。

•デフォルトは 0で、最大 EORタイマーが無効
になっていることを意味します。

BGP拡張ルートリフレッシュの設定例

例：BGP拡張ルートリフレッシュのタイマーの設定
次の例では、800秒経過しても Route-Refresh EORメッセージが受信されない場合には、失効
ルートが BGPテーブルから削除されます。800秒経過しても Route-Refresh EORメッセージが
生成されない場合には、EORメッセージが生成されます。

router bgp 65000
bgp refresh stalepath-time 800
bgp refresh max-eor-time 800

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP拡張ルートリフレッシュの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 68 : BGP拡張ルートリフレッシュの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

BGP拡張ルートリフレッシュ機能は、BGPでルートの不整
合を検出し、万一不整合があった場合には、ハードリセッ

トなしに BGPピアを同期する方法を提供します。

次のコマンドが導入されました。

• bgp refresh max-eor-time

• bgp refresh stalepath-time

BGP拡張ルートリフ
レッシュ
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BGP整合性チェッカの設定

BGPの整合性チェッカ機能は、ネクストホップラベルの不一致、RIB-outの不一致、集約の不
一致など、ピアと BGPルートの特定タイプの不一致を特定する方法を提供します。このよう
な不一致を検出すると、設定されている場合は syslogエラーメッセージを送信し、適切なア
クションを実行します。

•機能情報の確認（957ページ）
• BGP整合性チェッカに関する情報（958ページ）
• BGP整合性チェッカの設定方法（959ページ）
• BGP整合性チェッカの設定例（960ページ）
•その他の参考資料（960ページ）
• BGP整合性チェッカの機能情報（962ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP整合性チェッカに関する情報

BGPの整合性チェッカ
更新や取り消しがピアに送信されない場合、ピアとの BGPルートの不整合が発生し、ブラッ
クホールルーティングにつながる可能性があります。この問題を特定するために、設定可能な

間隔でネクストホップラベル、RIB-Out、および集約の整合性検査を行う優先順位の低いプロ
セスとして、BGP整合性チェッカが作成されました。BGP整合性チェッカは、有効になって
いる場合、すべてのアドレスファミリに対して実行されます。BGP整合性チェッカを設定す
ることをお勧めします。

このような不整合が特定されると、Syslogメッセージでその不整合が報告され、auto-repair
キーワードが指定されている場合はオプションでアクションが実行されます。実行されるアク

ションは、検出された不整合の種類によって決まります。

•ネクストホップラベル整合性検査：2つのパスが同じプロバイダーエッジルータ（PE）
でアドバタイズされるため、それらのパスのネクストホップが同じである場合は、それら

のネクストホップラベルも同じである必要があります。ラベルが異なる場合は、不整合と

なります。auto-repairキーワードが指定されている場合、ルートリフレッシュリクエス
トが送信されます。

• RIB-Out整合性検査：ネットワークがアウトバウンドポリシーを通過したのに送信されな
い場合、またはアウトバウンドポリシーを通過しなかったのに送信される場合、不整合と

なります。auto-repairキーワードが指定されている場合、ルートリフレッシュリクエス
トが送信されます。

•集約整合性検査：特定のルートと集約されたルートが非同期になると、不整合が生じる可
能性があります。error-messageキーワードまたは auto-repairキーワードにより、集約の
再評価がトリガーされます。

万一、不整合に関する Syslogメッセージを受け取った場合は、シスコテクニカルサポートの
担当者に報告して、実際に表示されたSyslogメッセージを提出してください。次に、このよう
な Syslogメッセージの例を示します。

• “Net 10.0.0.0/32 has Nexthop-Label inconsistency.”

• “Net 10.0.0.0/32 in IPv4 Unicast has rib-out inconsistency for update-group 4 - outbound-policy
fails.”
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BGP整合性チェッカの設定方法

BGP整合性チェッカの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp consistency-checker {error-message | auto-repair} [interval minutes]
5. end
6. show ip bgp [vpnv4 | vpnv6] all inconsistency nexthop-label

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Router(config)# router bgp 500

BGP整合性チェッカを有効にします。bgp consistency-checker {error-message | auto-repair}
[interval minutes]

ステップ 4

•デフォルトの間隔は 1440分（1日）です。指定
できる範囲は 5～ 1440分です。例：

Router(config-router)# bgp consistency-checker
auto-repair interval 720

現在のコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Router(config-router)# end
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネクストホップラベルの不整合が検出され

たルートを表示します。

show ip bgp [vpnv4 | vpnv6] all inconsistency
nexthop-label

例：

ステップ 6

•この手順は、機能設定の一部ではありません。
ネクストホップラベルの不整合に関するSyslog

Router# show ip bgp all inconsistency
nexthop-label メッセージを受け取った際にそのルートを表示

する場合のために用意されています。

BGP整合性チェッカの設定例

例：BGP整合性チェッカの設定
次の例は、デフォルト間隔の 1日で auto-repairを指定して BGP整合性チェッカを設定してい
ます。

router bgp 65000
bgp consistency-checker auto-repair

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド』の
「BGP MIBサポート」モジュール

BGPMIBサポートの有効化

Cisco IOSNetworkManagementConfigurationGuide Libraryの『SNMP
Configuration Guide』

SNMPサポートの設定

『Cisco IOS SNMP Support Command Reference』SNMPコマンド

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
960

BGP整合性チェッカの設定

BGP整合性チェッカの設定例

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—

RFC

タイトルRFC

『BGP-4 MIB』RFC
1657

『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』RFC
1771

『BGP/MPLS VPNs』RFC
2547

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC
2858

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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BGP整合性チェッカの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 69 : BGP整合性チェッカの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP整合性チェッカ機能は、ネクストホップラベルの
不整合、RIB-Outの不整合、集約の不整合という、3種
類のピアとの BGPルートの不整合を特定する方法を提
供します。このような不整合が検出されると、Syslog
エラーメッセージが送信され、設定に応じて適切なア

クションが実行されます。

次のコマンドが導入されました。bgpconsistency-checker

show ip bgp vpnv4コマンドが変更されました。

Cisco IOS XEリリー
ス 3.3S

Cisco IOS XE Release
3.4SG

BGPの整合性
チェッカ
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第 54 章

BGP—起点 AS検証

BGP—起点 AS検証機能は、ネットワーク管理者が制御外のネットワークにルートを誤ってア
ドバタイズすることを防止できます。この機能では、リソース公開キーインフラストラクチャ

（RPKI）サーバを使用して、特定の BGPプレフィックスが予期された自律システムから発信
されたものであることを認証してから、プレフィックスのアドバタイズを許可します。

•機能情報の確認（963ページ）
• BGP起点 AS検証に関する情報（964ページ）
• BGP起点 AS検証の設定方法（968ページ）
• BGP起点 AS検証の設定例（975ページ）
•その他の参考資料（977ページ）
•非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の機能情報（978ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
963

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


BGP起点 AS検証に関する情報

BGP—起点 AS検証の利点
場合によって、ネットワーク管理者が制御外のネットワークにルートを誤ってアドバタイズし

てしまうことがあります。このセキュリティ上の問題は、BGP—起点 AS検証機能を設定する
ことで回避できます。この機能では、RPKIサーバを使用して、特定のBGPプレフィックスが
予期された自律システムから発信されたものであることを認証してから、プレフィックスを承

認します。

BGP—起点 AS検証の仕組み
ネットワーク管理者は、サードパーティ製ソフトウェアを使用して、リソース公開キーインフ

ラストラクチャ（RPKI）サーバをセットアップする必要があります。RPKIサーバは、公開
キー証明書の実際の認証を処理します。特定の自律システムを発信元とする特定のプレフィッ

クスまたはプレフィックス範囲を許可するように、サーバをセットアップします。

次に、管理者は、RPKIサーバへの TCP接続を確立するようにルータを設定します。これは、
bgp rpki serverコマンドを設定することで行います。このように設定したとき、またはルータ
を起動したとき、ルータは指定された IPアドレスおよびポート番号へのTCP接続を開きます。
ルータは、RPKI-Routerプロトコル（RTR）を使用して、1つ以上のルータまたはRPKIサーバ
からプレフィックスおよび許可された起点 AS番号のリストをダウンロードします。したがっ
て、ルータは、どの自律システムがどのルートをアドバタイズすることが許可されているか、

つまりどの ASがルートの発信元となることができるかに関する情報をサーバから取得しま
す。

TCP接続の試行が失敗した場合、ルータは 1分間に 1回接続を再試行します。その間、BGP
は起点検証を実行せずに動作します。

ルータとサーバの間で TCPセッションが確立されると、サーバは、通常、RPKIデータベース
に追加された新しいプレフィックスを含む差分更新をルータに送信します。ルータは、更新間

隔ごとにサーバに対してクエリを行うこともあります。ルータは、シリアルクエリまたはリ

セットクエリを送信してから、EndofData（EOD）メッセージを受信するまでの間に、シリア
ルクエリメッセージまたはリセットクエリメッセージを送信することはありません。この間

のシリアルクエリは削除され、この間のリセットクエリはEODメッセージの受信時に送信さ
れます。

プレフィックスまたはプレフィックス範囲、およびそれに対応する起点 ASは、SOVCレコー
ドと見なされます。プレフィックス範囲の重複は許可されます。3つのレコードを含む SOVC
テーブルは、次のようになります。

10.0.1.0/20-25 AS 3

10.0.1.0/19-24 AS 4

10.0.1.0/23-27 AS 5
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プレフィックス（ネットワーク）が外部 BGP（eBGP）ピアから受信されると、プレフィック
スは最初は「NotFound」状態になります。その後、プレフィックスは検査され、Valid、Invalid、
または Not Foundとしてマークされます。

• Valid（有効）：プレフィックスとASのペアが SOVCテーブル内にあることを示します。

• Invalid（無効）：プレフィックスが次の 2つの条件のいずれかを満たしていることを示し
ます。1. 1つ以上の Route Origin Authorization（ROA）に一致しているが、起点 ASが
AS-PATHの起点 ASと合致する一致 ROAはない。2. ROAで指定された最小長で 1つ以上
のROAと一致しているが、最小長で一致するすべてのROAについて、その長さが指定さ
れた最大長を超えている。起点 ASは条件 2には関係ありません。

• Not Found（見つからない）：目的のプレフィックスが有効または無効なプレフィックス
の中にないことを示します。

デフォルトでは、Invalidとマークされたプレフィックスは、どのピアにもアドバタイズされ
ず、すでにアドバタイズされている場合には BGPルーティングテーブルから取り消され、ベ
ストパスとしてフラグが付けられることも、マルチパスの候補として見なされることもありま

せん（BGP bestpathコマンドで別の方法が指定されている場合を除く）。別の方法を指定して
BGP bestpathコマンドが設定されている場合を除いて、ベストパス計算では、Not Foundプレ
フィックスよりも Validプレフィックスが優先され、両方のタイプのプレフィックスがアドバ
タイズされます。

ValidとしてマークされたプレフィックスはBGPルーティングテーブルにインストールされま
す。

デフォルトでは、Not FoundとしてマークされたプレフィックスはBGPルーティングテーブル
にインストールされ、代わりとなる Validの項目がない場合にのみ（ローカルプリファレンス
や AS_PATHなどのその他の BGP属性は考慮されない）、ベストパスとしてフラグが付けら
れるか、マルチパスの候補と見なされます。

複数の RPKIサーバが設定されている場合、ルータは、設定されているすべてのサーバに接続
し、すべてのサーバからプレフィックス情報をダウンロードします。SOVCテーブルは、各
サーバから受信したすべてのレコードを結合して作られます。

特定のアドレスファミリに対して bgp rpki serverコマンド（または neighbor announce rpki
stateコマンド）を設定すると、ルータは、そのアドレスファミリのすべてのパスについて
RPKI検証の実行を開始します。

RPKI検証状態をネイバーに通知するためのオプション
オプションで、拡張コミュニティ属性を使用して、プレフィックスの検証状態を内部 BGP
（iBGP）ネイバーに（から）通知（受信）することができます。このオプションは、一部の
ルータでは、RPKIサーバに接続する必要がなくなるため、 bgp rpki serverコマンドを設定す
るよりも便利な場合があります。

neighbor announce rpki stateコマンドを使用すると、ルータは、BGP拡張コミュニティ属性で
ルートとともに RPKIステータスをその iBGPネイバーに送信します。また、ルータは、その
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iBGPネイバーからルートとともにRPKIステータスを受信します。この通知は双方向で機能し
ます。通知される拡張コミュニティ属性は次のとおりです。

0x4300 0x0000（状態を示す 4バイト）

状態を示す4バイトは、次のいずれかの値を持つ32ビットの符号なし整数として扱われます。

• 0：Valid（有効）

• 1：Not Found（見つからない）

• 2：Invalid（無効）

neighbor announce rpki stateコマンドが設定されている場合、ルータは、この拡張コミュニ
ティ属性が付加されたルートを iBGPピアから受信すると、対応する検証状態をルートに割り
当てます。neighbor announce rpki stateコマンドが設定されていない場合は、iBGPピアから受
信されたすべてのプレフィックスは、Not Foundとマークする必要があるプレフィックスを含
めて、Validとしてマークされます。

この拡張コミュニティ属性は、この属性の送信を許可するように設定されている場合でも、

eBGPネイバーには送信されません。
（注）

RPKI状態拡張コミュニティは、さらに以下の動作に従います。

• neighbor announce rpki stateコマンドの設定は、そのアドレスファミリのそのネイバーに
拡張コミュニティを送信するようにルータが設定されている場合にのみ可能です。

• neighbor announce rpki stateコマンドは、該当のアドレスファミリに対して RPKIが設定
されているかどうかとは無関係に機能します。

•特定のアドレスファミリに対して neighbor announce rpki stateコマンドまたは bgp rpki
serverコマンドを設定すると、ルータは、そのアドレスファミリのすべてのパスについて
RPKI検証の実行を開始します。

• neighbor announce rpki stateコマンドを有効または無効にすると、ネイバーは、この部分
の設定が同じであるかどうかに基づいて、独自のアップデートグループに分けられます。

• neighbor announce rpki stateコマンドが設定されていない場合、ルータは他のルータから
受信したRPKI状態を保存しますが、その状態が使用されるのは、アドレスファミリの少
なくとも 1つの他のネイバーが neighbor announce rpki stateコマンドを使用して設定され
ているときだけ、またはトポロジが RPKIの使用に対して別の方法で有効化されていると
きだけです。

• neighbor send-community extendedまたは neighbor send-community bothコマンドを設定
から削除すると、neighbor announce rpki state設定も削除されます。

•ルートリフレクタ（RR）を設定している場合に、neighbor announce rpki stateコマンド
が設定されていないクライアントから RPKI状態拡張コミュニティを含むネットワークを
RRサーバが受信したときは、拡張コミュニティを受け取ることができるすべてのクライ
アントに反映されます。
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•ネットワークに RPKI状態拡張コミュニティが含まれている場合に、neighbor announce
rpki stateコマンドが設定されているネイバーからそのネットワークをRRが受信したとき
は、拡張コミュニティを受け入れるように設定されているすべての RRクライアントに反
映されます。その際、それらの RRクライアントに対して neighbor announce rpki stateコ
マンドが設定されているかどうかは問いません。

• neighbor announce rpki stateコマンドは、ピアポリシーテンプレートで使用でき、継承さ
れます。

•ピアポリシーテンプレートで neighbor announce rpki stateコマンドを使用する場合は、
send-community extended コマンドと同じテンプレート内にある必要があります。neighbor
announce rpki stateコマンドと send-community extended コマンドは、同じテンプレート
から取得するか、同じネイバーに対して設定する必要があります。

BGPベストパス決定での検証状態の使用
RPKI検証状態を使用する場合は、次の 2つの方法で、デフォルトのBGPベストパス選択プロ
セスを変更できます。

• RPKIサーバによるプレフィックスの検証およびその検証情報の保存を完全に無効にする
ことができます。これは、bgp bestpath prefix-validate disableコマンドを設定することで
行います。この方法は設定テストで必要になる場合があります。ルータは引き続き RPKI
サーバに接続して検証情報をダウンロードしますが、その情報は使用されません。

•有効なプレフィックスが使用可能な場合でも、無効なプレフィックスを BGPベストパス
として使用することを許可できます。これはデフォルトの動作です。BGPベストパスを
無効なプレフィックス（BGP起点 AS検証機能で決定）にすることを許可するコマンド
は、bgp bestpath prefix-validate allow-invalidコマンドです。プレフィックスの検証状態
は、引き続きパスに割り当てられ、RPKI状態情報を受信するように設定されている iBGP
ネイバーに引き続き通知されます。ルートマップを使用し、検証状態に基づいてローカル

プリファレンス、メトリック、またはその他のプロパティを設定できます。

BGPベストパス選択時、上記のオプションがいずれも設定されていない場合、デフォルトの
動作では、プレフィックスは次の順序で優先されます。

•検証状態が有効なもの。

•検証状態が見つからないもの。

•検証状態が無効なもの（この場合、デフォルトでは、ルーティングテーブルにインストー
ルされません）。

これらの設定は、メトリック、ローカルプリファレンス、およびベストパス計算時に行われた

その他の選択をオーバーライドします。標準のベストパス決定ツリーは、2つのパスの検証状
態が同じである場合にのみ適用されます。
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両方のコマンドが設定されている場合、bgp bestpath prefix-validate disableコマンドにより、
検証状態がパスに割り当てられなくなるため、bgp bestpath prefix-validate allow-invalidコマン
ドは無効になります。

これらの設定は、IPv4ユニキャストまたは IPv6ユニキャストアドレスファミリのルータコ
ンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーションモードのいず

れかになります。

ルートマップを使用した有効および無効なプレフィックスの処理のカ

スタマイズ

任意のRPKI状態に一致するルートマップを作成することにより、有効または無効なプレフィッ
クスを処理するためのカスタムポリシーを作成できます。

デフォルトでは、ルータは、他のすべての設定をオーバーライドして、無効な状態のルートを

拒否します。このようなプレフィックスを許可しながら、デフォルト以外のローカルプリファ

レンスを使用するといった操作を、ルートマップで行う場合は、bgp bestpath prefix-validate
allow-invalidコマンドを明示的に設定する必要があります。

BGP起点 AS検証の設定方法

BGP—起点 AS検証の有効化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp rpki server tcp {ipv4-address | ipv6-address} port port-number refresh seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

refresh secondsキーワードおよび引数で指定した間
隔で指定の RPKIサーバに接続してプレフィックス

bgp rpki server tcp {ipv4-address | ipv6-address} port
port-number refresh seconds

例：

ステップ 4

情報をダウンロードするようにルータを設定しま

す。

Device(config-router)# bgp rpki server tcp
192.168.2.2 port 1029 refresh 600

iBGPネイバーへの RPKI状態の通知
BGP拡張コミュニティ属性でルートとともに RPKI状態をその iBGPネイバーに通知し、iBGP
ネイバーからルートとともに RPKI状態を受信するようにルータを設定するには、この作業を
実行します。この作業は、ルータでBGP—起点AS検証機能を設定するよりも便利な場合があ
ります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address} send-community extended
5. neighbor {ip-address | ipv6-address} announce rpki state

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000
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目的コマンドまたはアクション

コミュニティ属性がBGPネイバーに送信されるよう
に指定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} send-community
extended

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
send-community extended

ルータとその iBGPネイバーの間でBGP拡張コミュ
ニティ属性によって RPKI状態を送受信するように
します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} announce rpki
state

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
announce rpki state

BGPプレフィックスの検証を無効化しながら、RPKI情報をダウンロー
ド

BGP—起点 AS検証機能が有効になっている場合に、起点 ASに基づくプレフィックスの検証
を無効にし、検証情報の保存を無効にするには、この作業を実行します。ルータは引き続き

RPKIサーバに接続して検証情報をダウンロードしますが、その情報は一切使用されません。
この作業は設定テストに役立ちます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
5. bgp bestpath prefix-validate disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ステップ 4

プレフィックスの検証および検証情報の保存を無効

にします。

bgp bestpath prefix-validate disable

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# bgp bestpath
prefix-validate disable

無効なプレフィックスをベストパスとして許可

BGP—起点 AS検証機能が有効になっている場合に、有効なプレフィックスが使用可能であっ
ても、無効なプレフィックスをベストパスとして使用することを許可するには、この作業を実

行します。つまり、無効なネットワークについて通知するが、有効なプレフィックスおよび見

つからないプレフィックスよりも優先度は低くするように制御できます。また、ダウンスト

リームピアでは、無効なプレフィックスを照合するルートマップに基づいてパス属性を変更

できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
5. bgp bestpath prefix-validate allow-invalid

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ステップ 4

有効なプレフィックスが使用可能な場合でも、無効

なプレフィックスをベストパスとして使用すること

を許可します。

bgp bestpath prefix-validate allow-invalid

例：

Device(config-router-af)# bgp bestpath
prefix-validate allow-invalid

ステップ 5

RPKI状態に基づくルートマップの設定
RPKI状態に基づいてルートマップを作成するには、この作業を実行します。この特定の作業
のルートマップでは、ローカルプリファレンスに基づいて 3つの RPKI状態すべてに対する
ポリシーを設定しますが、他の setコマンドを使用してポリシーを設定することもできます。
この作業には、このルートマップを使用するコマンドは含まれていません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
5. bgp bestpath prefix-validate allow-invalid
6. exit
7. exit
8. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
9. match rpki {not-found | invalid | valid}
10. set local-preference number
11. exit
12. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
13. match rpki {not-found | invalid | valid}
14. set local-preference number
15. exit
16. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
17. match rpki {not-found | invalid | valid}
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18. set local-preference number
19. exit
20. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
21. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

ステップ 4

有効なプレフィックスが使用可能な場合でも、無効

なプレフィックスをベストパスとして使用するこ

とを許可します。

bgp bestpath prefix-validate allow-invalid

例：

Device(config-router-af)# bgp bestpath
prefix-validate allow-invalid

ステップ 5

•このコマンドは、手順 16のルートマップ例の
一部である無効なプレフィックスを許可するた

めに必要です。

コンフィギュレーションモードを終了して、CLI
モード階層で次に高いレベルのモードを開始しま

す。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6

コンフィギュレーションモードを終了して、CLI
モード階層で次に高いレベルのモードを開始しま

す。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、後続のmatch句で許容されるルートを許可す
るルートマップを作成します。

route-map map-tag {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 8

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME-1 permit
10

指定した RPKI状態のプレフィックスを許可する
match句を作成します。

match rpki {not-found | invalid | valid}

例：

ステップ 9

•この例では、RPKI状態がvalid（有効）である
かどうかを照合します。

Device(config-route-map)# match rpki valid

一致したプレフィックスのローカルプリファレン

スを 200に設定する set句を作成します。
set local-preference number

例：

ステップ 10

Device(config-route-map)# set local-preference
200

コンフィギュレーションモードを終了して、CLI
モード階層で次に高いレベルのモードを開始しま

す。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

同じルートマップのまま、遅いシーケンス番号を

指定して、ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

route-map map-tag {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 12

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME-1 permit
20

指定した RPKI状態のプレフィックスを許可する
match句を作成します。

match rpki {not-found | invalid | valid}

例：

ステップ 13

•この例では、RPKI状態が not-found（見つから
ない）であるかどうかを照合します。

Device(config-route-map)# match rpki not-found

RPKI状態がnot-foundであるプレフィックスのロー
カルプリファレンスを 100に設定します。

set local-preference number

例：

ステップ 14

Device(config-route-map)# set local-preference
100

コンフィギュレーションモードを終了して、CLI
モード階層で次に高いレベルのモードを開始しま

す。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

同じルートマップのまま、遅いシーケンス番号を

指定して、ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

route-map map-tag {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 16

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME-1 permit
30

指定した RPKI状態のプレフィックスを許可する
match句を作成します。

match rpki {not-found | invalid | valid}

例：

ステップ 17

•この例では、RPKI状態が invalid（無効）であ
るかどうかを照合します。

Device(config-route-map)# match rpki invalid

RPKI状態が invalidであるプレフィックスのローカ
ルプリファレンスを 50に設定します。

set local-preference number

例：

ステップ 18

Device(config-route-map)# set local-preference
50

コンフィギュレーションモードを終了して、CLI
モード階層で次に高いレベルのモードを開始しま

す。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 19

同じルートマップのまま、遅いシーケンス番号を

指定して、ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

route-map map-tag {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 20

•この例では、他のすべてのルートを拒否するの
ではなく、他のルートを許可します。

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME-1 permit
40

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 21

Device(config-route-map)# end

BGP起点 AS検証の設定例

例：起点 ASに基づいてプレフィックスを検証するための BGPの設定

次の例では、ルータは、2台の RPKIサーバに接続するように設定されており、その
サーバから BGPプレフィックスおよび AS番号から成る SOVCレコードを受信しま
す。
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router bgp 65000
no bgp log-neighbor changes
bgp rpki server tcp 10.0.96.254 port 32001 refresh 600
bgp rpki server tcp FEC0::1002 port 32002 refresh 600

例：ネイバーへの RPKI状態の通知

router bgp 65000
neighbor 10.10.10.10 remote-as 65000
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.10.10.10 send-community extended
neighbor 10.10.10.10 announce rpki state

例：プレフィックス検査の無効化

次の例では、IPv4アドレスファミリについて、有効であることを確認するプレフィッ
クス検査を無効にします。また、検証情報の保存も無効にします。ただし、ルータは

引き続き RPKIサーバに接続して検証情報をダウンロードします。この例は設定テス
トに役立ちます。

router bgp 65000
bgp rpki server tcp 10.0.96.254 port 32001 refresh 600
address-family ipv4 unicast
bgp bestpath prefix-validate disable

例：無効なプレフィックスをベストパスとして許可

次の例では、IPv6アドレスファミリについて、有効なプレフィックスが使用可能な場
合でも、無効なプレフィックスをベストパスとして使用することを許可します。

router bgp 65000
bgp rpki server tcp FEC0::1002 port 32002 refresh 600
address-family ipv6 unicast
bgp bestpath prefix-validate allow-invalid

例：RPKI状態に基づくルートマップの使用

次の例では、rtmap-PEX1-3という名前のルートマップで、無効なプレフィックスと
ASのペアのローカルプリファレンスを 50に、見つからないプレフィックスと ASの
ペアのローカルプリファレンスを 100に、有効なプレフィックスと ASのペアのロー
カルプリファレンスを 200に設定します。ローカルプリファレンス値は、10.0.102.1
のネイバーからの着信ルートに対して設定されます。10.0.102.1のネイバーは eBGPピ
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アです。無効なプレフィックスを許可するためには bgp bestpath prefix-validate
allow-invalidコマンドが必要であることに注意してください。

router bgp 65000
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.0.102.1 route-map rtmap-PEX1-3 in
bgp bestpath prefix-validate allow-invalid
!
route-map rtmap-PEX1-3 permit 10
match rpki invalid
set local-preference 50
!
route-map rtmap-PEX1-3 permit 20
match rpki not-found
set local-preference 100
!
route-map rtmap-PEX1-3 permit 30
match rpki valid
set local-preference 200
!
route-map rtmap-PEX1-3 permit 40

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 70 :非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の機能情報

機能情報リリース機能名

非 VRFインターフェイスの
eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
機能により、ネイティブ IPv4
および IPv6の外部ボーダー
ゲートウェイプロトコル

（eBGP）パスと内部 BGP
（iBGP）パスの間でマルチパ
スロードシェアリングを設定

して、展開環境でのロードバ

ランシングを改善できます。

maximum-paths eibgpコマン
ドが変更されました。

非 VRFインターフェイスの
eiBGPマルチパス
（IPv4/IPv6）
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第 55 章

BGP MIBサポート

BGPMIBサポート拡張機能によって、新しい SNMP通知用に CISCO-BGP4-MIBのサポートが
導入されています。

•機能情報の確認（979ページ）
• BGP MIBサポートに関する情報（979ページ）
• BGP MIBサポートを有効にする方法（982ページ）
• BGP MIBサポートの設定例（983ページ）
•その他の参考資料（984ページ）
• BGP MIBサポートの機能情報（985ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP MIBサポートに関する情報

BGP MIBサポート
BGPをサポートするManagement Information Base（MIB）はCISCO-BGP4-MIBです。BGPMIB
サポート拡張機能によって、新しい SNMP通知用に CISCO-BGP4-MIBのサポートが導入され
ています。ここでは、サポートされるオブジェクトと通知（トラップ）について説明します。
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BGP FSM遷移変更のサポート

cbgpRouteTableでは、BGP有限状態マシン（FSM）遷移状態の変更がサポートされます。

cbgpFsmStateChangeオブジェクトを使用すると、すべてのFSM遷移状態の変更についてSNMP
通知（トラップ）を設定できます。この通知には、次のMIBオブジェクトが含まれています。

• bgpPeerLastError

• bgpPeerState

• cbgpPeerLastErrorTxt

• cbgpPeerPrevState

cbgpBackwardTransitionオブジェクトでは、BGP FSM遷移状態の変更がすべてサポートされま
す。このオブジェクトは、FSMが大きい番号が付いた状態または小さい番号が付いた状態のい
ずれかに移行されるたびに送信されます。この通知には、次のMIBオブジェクトが含まれて
います。

• bgpPeerLastError

• bgpPeerState

• cbgpPeerLastErrorTxt

• cbgpPeerPrevState

snmp-server enable bgp trapsコマンドを使用すると、トラップを個別に有効にすることも、既
存の FSM後方遷移および確立状態トラップ（RFC 1657で定義）と一緒に有効にすることもで
きます。

BGPルートが受信したルートのサポート

cbgpRouteTableオブジェクトでは、BGPネイバーが受信したルートの総数がサポートされま
す。個別の BGPピアから取得したルートについて CISCO-BGP4-MIBを照会するために、次の
MIBオブジェクトが使用されます。

• cbgpPeerAddrFamilyPrefixTable

ルートには、Address-Family Identifier（AFI）または Subaddress-Family Identifier（SAFI）によっ
て索引が付けられます。このテーブルに表示されるプレフィックス情報は、show ip bgpコマ
ンドの出力でも表示できます。

BGPプレフィックスしきい値の通知サポート

BGPピアが受信したルートの総数をポーリングできるように、cbgpPrefixMaxThresholdExceed
オブジェクトと cbgpPrfefixMaxThresholdClearオブジェクトが導入されました。

cbgpPrefixMaxThresholdExceedオブジェクトを使用すると、BGPセッションのプレフィックス
数が設定値を超えた場合に送信されるSNMP通知を設定できます。この通知は、アドレスファ
ミリ単位で設定されます。プレフィックスしきい値は、neighbor maximum-prefixコマンドを
使用して設定します。この通知には、次のMIBオブジェクトが含まれています。
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• cbgpPeerPrefixAdminLimit

• cbgpPeerPrefixThreshold

cbgpPrfefixMaxThresholdClearオブジェクトを使用すると、プレフィックス数がトラップのクリ
ア制限を下回った場合に送信される SNMP通知を設定できます。この通知は、アドレスファ
ミリ単位で設定されます。この通知には、次のオブジェクトが含まれています。

• cbgpPeerPrefixAdminLimit

• cbgpPeerPrefixClearThreshold

通知は、プレフィックス数が、cbgpPrefixMaxThresholdExceed通知の生成後に BGPセッション
下でアドレスファミリのトラップのクリア制限を下回った場合に送信されます。トラップのク

リア制限は、neighbor maximum-prefixコマンドを使用して設定された最大のプレフィックス
制限値から 5 %を減算することで計算します。この通知は、cbgpPrefixMaxThresholdExceedの
生成後にその他の理由でセッションが停止した場合は生成されません。

VPNv4ユニキャストアドレスファミリルートのサポート

cbgpRouteTableオブジェクトを使用すると、VPNv4ユニキャストアドレスファミリルートの
SNMP GET操作を設定できます。

次のMIBオブジェクトを使用すると、複数のBGP機能（たとえば、ルートリフレッシュ、マ
ルチプロトコル BGP拡張、およびグレースフルリスタート）を照会できます。

• cbgpPeerCapsTable

次のMIBオブジェクトを使用すると、IPv4および VPNv4アドレスファミリルートを照会で
きます。

• cbgpPeerAddrFamilyTable

それぞれのルートには、ピアアドレス、プレフィックス、およびプレフィックス長によって索

引が付けられます。このオブジェクトは、AFI、次に SAFIによって BGPルートに索引を付け
ます。AFIテーブルがプライマリ索引であり、SAFIテーブルはセカンダリ索引です。それぞ
れのBGPスピーカーは、サポートされるAFIとSAFIとの組み合わせごとにローカルルーティ
ング情報ベース（RIB）を維持します。

cbgpPeerTableサポート

cbgpPeerTableは、このマニュアルで説明されている機能拡張をサポートするために変更されま
した。次の新しいテーブルオブジェクトが CISCO-BGP-MIB.myでサポートされます。

• cbgpPeerLastErrorTxt

• cbgpPeerPrevState

次のテーブルオブジェクトはサポートされません。これらのオブジェクトのステータスは廃止

とリストされ、これらのオブジェクトは動作不可能です。

• cbgpPeerPrefixAccepted
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• cbgpPeerPrefixDenied

• cbgpPeerPrefixLimit

• cbgpPeerPrefixAdvertised

• cbgpPeerPrefixSuppressed

• cbgpPeerPrefixWithdrawn

BGP MIBサポートを有効にする方法

BGP MIBサポートのイネーブル化
SNMP通知はルータで設定でき、GET操作は、BGP SNMPサポートをイネーブルにした後に
だけ外部管理ステーションから実行できます。この作業は、BGP MIBの SNMP通知を設定す
る場合にルータで実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. snmp-server enable traps bgp [[state-changes [all] [backward-trans] [limited]] | [threshold

prefix]]
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

SNMP操作に対するBGPサポートをイネーブルにし
ます。キーワードまたは引数を指定せずにこのコマ

snmp-server enable traps bgp [[state-changes [all]
[backward-trans] [limited]] | [threshold prefix]]

例：

ステップ 3

ンドを入力すると、すべてのBGPイベントに対する
サポートがイネーブルになります。

Device(config)# snmp-server enable traps bgp
• state-changesキーワードは、FSM遷移イベント
に対するサポートを有効にするために使用しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

• allキーワードは、FSM遷移イベントに対する
サポートを有効にします。

• backward-transキーワードは、後方遷移の状態
変更イベントに対するサポートだけを有効にし

ます。

• limitedキーワードは、後方遷移の状態変更およ
び確立状態イベントに対するサポートを有効に

します。

• thresholdキーワードと prefixキーワードは、
指定したピアで設定済みのプレフィックス最大

制限に達した場合に通知を有効にするために使

用します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

して、特権 EXECモードを開始します。
exit

例：

ステップ 4

Device(config)# exit

BGP MIBサポートの設定例

例：BGP MIBサポートの有効化
次の例では、サポートされるすべての BGPイベントに対する SNMPサポートをイネーブルに
します。

Device(config)# snmp-server enable traps bgp

次の検証例では、実行コンフィギュレーションファイル内の「snmp-server」を含む行を表示し
て、BGPに対する SNMPサポートが有効になっていることを示しています。

Device# show run | include snmp-server

snmp-server enable traps bgp
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster CommandList, All Releases』Cisco IOSコマンド

『IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IPルーティング：BGPコンフィギュレー
ションガイド』の「Cisco-BGP-MIBv2」モ
ジュール

CISCO-BGP-MIBv8.1でサポートされるMIBオ
ブジェクト

NetworkManagement ConfigurationGuide Library
の『SNMP Configuration Guide』

SNMP操作と SNMP操作に関する情報

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィー
チャセットのMIBを検索してダウンロードする場合は、次のURLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-BGP4-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。
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BGP MIBサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 71 : BGP MIBサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP MIBサポート拡張機能に
よって、新しい SNMP通知用
にCISCO-BGP4-MIBのサポー
トが導入されました。

snmp-server enable traps bgp
コマンドが導入されました。

12.0(26)S

12.2(25)S

12.3(7)T

12.2(33)SRA

12.2(22)SXH

15.0(1)SY

BGP MIBサポート拡張機能
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第 56 章

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIB
サポート

ここでは、ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートについて説明します。この機
能は、個別のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアから学習したルートを（Simple
Network Management Protocol（SNMP）コマンドを使用して）照会する機能を提供するテーブ
ルを CISCO-BGP4-MIBに導入します。

•機能情報の確認（987ページ）
•ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの制約事項（988ページ）
•ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートに関する情報（988ページ）
•最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッション再起動に関する追加情報（992
ページ）

•ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの機能情報（993ページ）
•用語集（993ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの制
約事項

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートは、ローカル BGP RIBテーブルの IPv4
AFIおよびユニキャストSAFIに格納されるルートのみをサポートします。ピアごとの受信ルー
トに対する BGP 4 MIBサポートの拡張は BGP Version 4でのみサポートされます。

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートに関
する情報

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの概要
ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートは、個別の BGPピアから学習したルート
を（SNMPコマンドを使用して）照会する機能を提供するテーブルを CISCO-BGP4-MIBに導
入します。

この新しいMIBテーブルが導入される前は、ネットワークオペレータが SNMPコマンド
（snmpwalkコマンドなど）でローカル BGPスピーカーを照会して、ローカル BGP対応ルー
タによって学習されたルートを取得できました。ネットワークオペレータは SNMPコマンド
を使用して CISCO-BGP4-MIBの bgp4PathAttrTableを照会していました。bgp4PathAttrTableの
クエリーから返されたルートは、次の順序でインデックス化されました。

• Prefix

• [Prefix length]

•ピアアドレス

bgp4PathAttrTableは最初にプレフィックスをインデックス化するため、個別の BGPピアから
学習したルートを取得するには、ネットワークオペレータが完全なbgp4PathAttrTableを「ウォー
クスルー」して、関心のあるピアからルートをフィルタで除去する必要があります。RIBルー
ティング情報ベース（RIB）には 10,000以上のルートが格納されることがあり、このため、手
動の「ウォーク」操作が不可能になり、自動のウォーク操作が著しく非効率的になります。

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートは、cbgpRouterTableという新しいテーブ
ルを定義する Cisco固有のエンタープライズ拡張を CISCO-BGP4-MIBに導入します。
cbgpRouterTableは bgp4PathAttrTableと同じ情報を提供しますが、次の 2つの違いがあります。

•ルートは次の順序でインデックス化されます。

•ピアアドレス
• Prefix
• [Prefix length]
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ピアアドレスがプレフィックスの前にインデックス化されるため、ローカルルートの SNMP
クエリーの検索条件が改善されます。ピアアドレスがプレフィックスの前にインデックス化さ

れるため、この拡張によって、個別のピアから学習されるルートの検索が改善されます。ネッ

トワークオペレータは、ローカル BGP RIBテーブルの学習されたルートを取得するために、
数千の可能性のあるルートをすべて検索する必要がなくなります。

•マルチプロトコルBGP、Address Family Identifier（AFI）、SubsequentAddress Family Identifier
（SAFI）情報のサポートが追加されました。この情報は、cbgpRouterTableへのインデッ
クスの形式で追加されます。CISCO-BGP4-MIBはローカル BGPスピーカーでサポートさ
れる AFIと SAFIの任意の組み合わせで照会できます。

ルータが BGPプロセスを実行するように設定されている場合にのみ、MIBに値が読み込まれ
ます。ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの現在の実装では、IPv4 AFIおよ
びユニキャスト SAFI BGPローカルRIBテーブルに格納されるルートのみが表示されます。他
のローカルRIBテーブルに格納されるルートの表示のサポートは、将来追加される予定です。

（注）

BGP 4ピアごとの受信ルートテーブルの要素とオブジェクト
次の項では、ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポート拡張によって導入された新
しいテーブル要素、AFIおよび SAFIテーブルおよびオブジェクト、Network Layer Reachability
Information（NLRI）フィールドのネットワークアドレスプレフィックスについて説明します。

MIBテーブルおよびオブジェクト

下の表で、cbgpRouterTableのMIBインデックスについて説明します。

MIBの完全な説明については、Cisco.comの次の URLから入手可能な CISCO-BGP4-MIBファ
イル CISCO-BGP4-MIB.myを参照してください。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

表 72 : cbgpRouterTableのMIBインデックス

説明MIBインデックス

ルートに関連付けられたネットワーク層プロトコルの AFIを表しま
す。

cbgpRouteAfi

ルートの SAFIを表します。これは、ルートのタイプに関する追加情
報を提供します。AFIと SAFIを共に使用して、特定のルートを格納
するローカル RIB（Loc-RIB）を特定します。

cbgpRouteSafi

cbgpRoutePeerオブジェクトに格納されるネットワーク層アドレスの
タイプを表します。

cbgpRoutePeerType

ルート情報が学習されたピアのネットワーク層アドレスを表します。cbgpRoutePeer
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説明MIBインデックス

BGPアップデートメッセージで伝送されるネットワークアドレスプ
レフィックスを表します。

特定のタイプのAFIオブジェクトと SAFIオブジェクトに格納可能な
ネットワーク層アドレスのタイプについては、下の表を参照してくだ

さい。

cbgpRouteAddrPrefix

NLRIフィールドのネットワークアドレスプレフィックスのビット
単位での長さを表します。

可能性のある 13個のエントリの説明については、下の表を参照して
ください。

cbgpRouteAddrPrefixLen

AFIと SAFI

下の表に、cbgpRouteAfiインデックスと cbgpRouteSafiインデックスに、割り当て可能である
か、またはそれらによって保持されるAFI値と SAFI値を示します。下の表には、AFIと SAFI
の特定の組み合わせによって保持可能なネットワークアドレスプレフィックスタイプも示し

ます。BGPアップデートメッセージで伝送可能なネットワークアドレスプレフィックスのタ
イプは、AFIと SAFIの組み合わせによって異なります。

表 73 : AFIと SAFI

タイプSAFIAFI

IPv4アドレスunicast(1)ipv4(1)

IPv4アドレスmulticast(2)ipv4(1)

VPN-IPv4アドレスvpn(128)ipv4(1)

IPv6アドレスunicast(1)ipv6(2)

VPN-IPv4アドレスは 8バイトのルート識別子（RD）で始まり、4バイトの IPv4アドレスで終
わる 12バイトの大きさです。cbgpRouteAddrPrefixLenで指定された長さを超えるすべてのビッ
トは、ゼロで表されます。

（注）

NLRIフィールドのネットワークアドレスプレフィックスの説明

下の表に cbgpRouteTableの NLRIフィールドのネットワークアドレスプレフィックスのビッ
ト単位での長さを示します。テーブルの各エントリは、下の表の6つのいずれかのインデック
スによって選択されるルートに関する情報を提供します。
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表 74 : NLRIフィールドのネットワークアドレスプレフィックスの説明

説明テーブルまたはオブジェクト

（またはインデックス）

ルート情報の最終的な起源。cbgpRouteOrigin

自律システムパスセグメントのシーケンス。cbgpRouteASPathSegment

トラフィックが宛先のネットワークに到達するために、通過す

る必要がある自律システムボーダールータのネットワーク層

アドレス。

cbgpRouteNextHop

ルートのMULTI_EXIT_DISC属性が存在するか存在しないか
を示します。

cbgpRouteMedPresent

隣接する自律システムへの複数の出力点を区別するために使わ

れるメトリック。cbgpRouteMedPresentオブジェクトの値が
「false(2)」の場合、このオブジェクトの値は関係ありません。

cbgpRouteMultiExitDisc

ルートのLOCAL_PREF属性が、存在するか存在しないかを示
します。

cbgpRouteLocalPrefPresent

発信元の BGPスピーカーによってアドバイタイズされるルー
トのプリファレンスのレベルを指定します。

cbgRouteLocalPrefPresentオブジェクトの値が「false(2)」の場
合、このオブジェクトの値は関係ありません。

cbgpRouteLocalPref

システムが具体的なルートを選択せずに、あまり具体的でない

ルートを選択したかどうかを判断します。

cbgpRouteAtomicAggregate

ルート集約を実行した最後の BGPスピーカーの自律システム
番号。値 0はこの属性が存在しないことを示します。

cbgpRouteAggregatorAS

cbgpRouteAggregatorAddrオブジェクトに格納されるネットワー
ク層アドレスのタイプを表します。

cbgpRouteAggregatorAddrType

ルート集約を実行した最後の BGP 4スピーカーのネットワー
ク層アドレス。すべて0の値は、この属性が存在しないことを
示します。

cbgpRouteAggregatorAddr

このルートが最適な BGP 4ルートとして選択されたかどうか
を示します。

cbgpRouteBest

ローカル BGPスピーカーによって理解されない 1つ以上のパ
ス属性。0のサイズはこの属性が存在しないことを示します。

cbgpRouteUnknownAttr
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ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの利点
• SNMPクエリ機能の向上：プレフィックスの前にピアアドレスがインデックス化されるた
め、各ピアによってアドバタイズされるルートの SNMPクエリの検索条件が改善されま
す。ネットワークオペレータは、ローカル BGP RIBテーブルの学習されたルートを取得
するために、数千の可能性のあるルートをすべて検索する必要がなくなります。

• AIMおよびSAFIのサポートの向上：マルチプロトコルBGPのサポートが追加されます。
AFIと SAFIがインデックスとしてテーブルに追加されました。CISCO-BGP4-MIBはロー
カルBGPスピーカーでサポートされるAFIと SAFIの任意の組み合わせで照会できます。

最大プレフィックス制限到達後のBGPネイバーセッショ
ン再起動に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

『Subcodes for BGPCease NotificationMessage』RFC
4486
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 75 :ピアごとの受信ルートに対する BGP 4 MIBサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シリーズの
アグリゲーションサービスルータで導

入されました。

Cisco IOS XEリリース
2.1

ピアごとの受信ルートに対

する BGP 4 MIBサポート

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズ
ルータで導入されました。

Cisco IOSXERelease 2.1BGP受信ルートMIB

用語集
AFI：Address Family Identifier（アドレスファミリ識別子）。ネットワークアドレスに関連付
けられているネットワーク層プロトコルの IDを伝送します。
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BGP：Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェイプロトコル）。到達可能性情報を他の
BGPシステムと交換するドメイン間ルーティングプロトコル。これは、RFC 1163『A Border
Gateway Protocol（BGP）』で定義されています。BGPの現在の実装は BGPバージョン 4
（BGP4）です。BGP4はインターネットで使われる主要なドメイン間ルーティングプロトコ
ルです。BGP4は CIDRをサポートし、ルート集約メカニズムを使用して、ルーティングテー
ブルのサイズを抑制します。

MBGP：Multiprotocol BGP（マルチプロトコルBGP）。BGPの拡張バージョンで、複数のネッ
トワーク層プロトコル、および IPマルチキャストルートに関するルーティング情報を伝送し
ます。これは、RFC 2858『Multiprotocol Extensions for BGP-4』で定義されています。

MIB：Management Information Base（管理情報ベース）。仮想情報ストアまたはデータベース
内に格納されている管理対象オブジェクトのグループ。MIBオブジェクトは、その値をオブ
ジェクト識別子に割り当てることができるように格納され、実装する必要があるMIBオブジェ
クトを定義することによって管理対象エージェントをサポートします。MIBオブジェクトの値
は、SNMPコマンドまたはCMIPコマンドを使用して変更および取得できます。これらのコマ
ンドは通常、GUIのネットワーク管理システムから実行します。MIBオブジェクトはツリー構
造であり、ツリーにはパブリック（標準）ブランチとプライベート（独自）ブランチを含みま

す。

NLRI：Network Layer Reachability Information（ネットワーク層到達可能性情報）。ルートと宛
先への接続方法を記述するルート属性を伝送します。この情報は BGPアップデートメッセー
ジで伝送されます。BGPアップデートメッセージは 1つ以上の NLRIプレフィックスを伝送
できます。

RIB：Routing InformationBase（ルーティング情報ベース）。レイヤ 3到達可能性情報および送
信先 IPアドレスまたはプレフィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティン
グテーブルとも呼ばれます。

SAFI：Subsequent Address Family Identifier（後続アドレスファミリ識別子）。属性で伝送され
るネットワーク層到着可能性情報のタイプに関する追加情報を提供します。

SNMP：SimpleNetworkManagement Protocol（シンプルネットワーク管理プロトコル）。TCP/IP
ネットワークで、ほとんど排他的に使用されているネットワーク管理プロトコル。SNMPは、
ネットワークデバイスを監視し制御する手段、およびコンフィギュレーション、統計情報収

集、パフォーマンス、およびセキュリティを管理する手段を提供します。

snmpwalk：snmpwalkコマンドは、SNMPを使用したネットワークエンティティMIBとの通
信に使われる SNMPアプリケーションです。

VPN：バーチャルプライベートネットワーク。ネットワーク間のトラフィックをすべて暗号
化することにより、パブリック TCP/IPネットワーク経由でも IPトラフィックをセキュアに転
送できます。VPNでは、「トンネリング」が使用され、すべての情報が IPレベルで暗号化さ
れます。
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第 57 章

L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッ
チオーバー（SSO）によるノンストップ
ルーティング（NSR）に対するBGPサポー
ト

L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティ
ング（NSR）に対する BGPサポート機能により、プロバイダーエッジ（PE）ルータはカスタ
マーエッジ（CE）ルータとともにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の状態を維持で
き、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー中またはPEルータに対する定期的なインサー
ビスソフトウェアアップグレード（ISSU）中に、継続的なパケットの転送を確実に行えるよ
うになります。CEルータは、PEルータの BGP NSR機能の恩恵を受けるためにノンストップ
フォワーディング（NSF）対応またはNSF認識である必要はありません。PEルータだけをアッ
プグレードし、BGPNSRをサポートする必要があります。CEルータのアップグレードは必要
ありません。さらに、BGP NSR with SSOにより、BGPグレースフルリスタートをサポートす
るための CEルータのアップグレードを必要とせずに、サービスプロバイダーは NSRのさら
なる利点とともに NSFの利点を提供できます。

•機能情報の確認（996ページ）
• NSR with SSOに対する BGPサポートの前提条件（996ページ）
•ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポート機能に関する情報（996ページ）

•ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポート機能の設定方法（998ページ）

•ステートフルスイッチオーバー（SSO）による無停止ルーティング（NSR）に対するBGP
サポート機能の設定例（1007ページ）

•その他の参考資料（1009ページ）
• NSR with SSOに対する BGPサポートの機能情報（1010ページ）
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

NSR with SSOに対する BGPサポートの前提条件
• BGPを実行するようにネットワークを設定する必要があります。

•マルチプロトコルレイヤスイッチング（MPLS）レイヤ 3 VPNを設定する必要がありま
す。

• NSFおよび SSOの概念や作業について十分に理解している必要があります。

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストッ
プルーティング（NSR）に対するBGPサポート機能に関
する情報

BGP NSR with SSOの概要
Cisco IOS Release 12.2(28)SBで BGP NSR with SSOが導入される以前は、BGP NSFに参加して
いる隣接デバイスがNSF対応であるか、または（BGPグレースフルリスタートメカニズムを
サポートするようにデバイスを設定して）NSF認識として設定する必要がありました。そのた
め、BGPNSFではすべての隣接デバイスをBGPグレースフルリスタートをサポートするCisco
IOSソフトウェアバージョンへアップグレードする必要がありました。ただし、多くのMPLS
VPN展開では、BGPグレースフルリスタートをサポートしておらず、プロバイダー（P）ルー
タと同じタイムフレームでBGPグレースフルリスタートがサポートされるソフトウェアバー
ジョンにアップグレードできない CEルータとの外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションに
PEルータが関与していることがあります。

BGP NSR with SSOでは、ハイアベイラビリティ（HA）ソリューションをサービスプロバイ
ダーに提供して、BGPグレースフルリスタートをサポートしないCEルータとの eBGPピアリ
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ング関係に PEルータが関与できるようにします。BGP NSRは SSOと連携して、アクティブ
RPとスタンバイ RPとの間で BGP状態情報を同期化します。SSOにより、スイッチオーバー
後にユーザがネットワークを使用できない時間が最小限になります。BGP NSR with SSO機能
を設定した場合、RPのスイッチオーバー時に、PEルータが BGP NSR with SSOを使用して、
NSF認識でない CEとの eBGPピアリングセッションに関する BGP状態を維持します（下の
図を参照）。また、BGPNSRwith SSO機能では、NSF認識ピアを動的に検出し、CEルータで
のグレースフルリスタートを実行します。NSF認識ピアとの eBGPピアリングセッションと、
サービスプロバイダーコアの BGPルートリフレクタ（RR）との内部 BGP（iBGP）セッショ
ンでは、PEが NSFを使用して BGP状態を維持します。さらに、BGP NSR with SSOにより、
BGPグレースフルリスタートをサポートするためのCEルータのアップグレードを必要とせず
に、サービスプロバイダーは NSRのさらなる利点とともに NSFの利点を提供できます。

図 80 : RPスイッチオーバー時の BGP NSR with SSO操作

BGP NSR with SSOは、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
コンフィギュレーションでサポートされます。BGPピアおよび BGPピアグループコンフィ
ギュレーションで BGP NSR with SSOサポートを設定するには、IPv4 VRFアドレスファミリ
BGPピアセッションのアドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor ha-mode
ssoコマンドを使用します。ピアセッションテンプレートでCisco BGPNSRwith SSOのサポー
トを含めるには、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで ha-mode ssoコ
マンドを使用します。

BGP NSR with SSOの利点
•サービスの中断を最小限に抑える：ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）により、ルー
トプロセッサ（RP）スイッチオーバー時（スケジュール済みイベントまたはスケジュー
ルされていないイベント）にお客様のトラフィックに与える影響が少なくなり、エッジで

の高可用性（HA）の展開および利点が拡張されます。
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•エッジにおける高可用性ノンストップフォワーディング（NSF）および SSO展開を拡大
する：BGP NSR with SSOでは、NSR機能を使用してプロバイダーエッジをアップグレー
ドすることにより、段階的な展開が可能です。これにより、お客様側のエッジデバイスは

自動的に同期され、お客様側にあるシスコ製または他社製のカスタマーエッジデバイス

での調整や NSF認識が不要になります。BGP NSR機能では、NSF認識ピアを動的に検出
して、そのような CEデバイスとのグレースフルリスタートを実行します。

•透過的ルート収束を提供する：BGP NSR with SSOでは、アクティブ RPとスタンバイ RP
の両方で BGP状態を維持することにより、ルートフラップを取り除き、パケット転送を
継続して RPフェールオーバー時のパケット損失を最小限に抑えます。

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストッ
プルーティング（NSR）に対するBGPサポート機能の設
定方法

BGP NSR with SSOをサポートする PEデバイスの設定
プロバイダーエッジ（PE）デバイスがカスタマーエッジ（CE）デバイスとの BGP状態を維
持し、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー時または計画された ISSU時にパケット転送
を継続できるようにするには、次の作業を実行します。ステートフルスイッチオーバー（SSO）
によるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）により、
BGPグレースフルリスタートをサポートするためのCEデバイスのアップグレードを必要とせ
ずに、サービスプロバイダーはNSRのさらなる利点とともにノンストップフォワーディング
（NSF）の利点を提供できます。

BGP NSR with SSOは、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
コンフィギュレーションでサポートされます。BGP NSR with SSOのサポートをピア、ピアグ
ループ、セッションテンプレートのどのコンフィギュレーションで設定するかに応じて、PE
デバイスでこの項の次のいずれかの作業を実行します。

前提条件

•これらの作業は、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
の概念に精通していることを前提にしています。詳細については、「基本BGPネットワー
クの設定」モジュールを参照してください。

•アクティブ RPおよびスタンバイ RPが SSOモードになっている必要があります。SSO
モードの設定については、『High Availability Configuration Guide』の「Configuring Stateful
Switchover」モジュールを参照してください。

• PEデバイスでグレースフルリスタートが有効になっている必要があります。プロバイダー
コアでBGPNSFに参加するすべてのBGPピアでグレースフルリスタートをイネーブルに
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することをお勧めします。グレースフルリスタートの設定の詳細については、「BGPの
拡張機能の設定」モジュールを参照してください。

• CEデバイスは、ルートリフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。詳細に
ついては、「基本 BGPネットワークの設定」モジュールを参照してください。

BGP NSR with SSOをサポートするピアの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [restart-time seconds ] [stalepath-time seconds]
5. address-family ipv4 vrf vrf-name
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address ha-mode sso
8. neighbor ip-address activate
9. end
10. show ip bgp vpnv4 all sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）グレー
スフルリスタート機能と BGPノンストップフォ
ワーディング（NSF）認識を有効にします。

bgp graceful-restart [restart-time seconds ]
[stalepath-time seconds]

例：

ステップ 4

• BGPセッションが確立されたあとでこのコマ
ンドを入力した場合、BGPネイバーと交換す

Device(config-router)# bgp graceful-restart

る機能のセッションを再開する必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

•このコマンドは、再起動デバイスとそのすべて
のピア（NSF対応と NSF認識）で使用してく
ださい。

IPv4VRFアドレスファミリセッションでアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
test

ステップ 5

• vrfキーワードおよび vrf-name引数は、IPv4
VRFインスタンス情報が交換されることを示
します。

この作業に必要な構文だけが示されてい

ます。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートす
るようにネイバーを設定します。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 7

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルルータと交換できるようにします。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 8

デフォルトでは、ルータコンフィギュ

レーションモードで neighbor remote-as
コマンドを使用して定義したネイバーは、

ユニキャストアドレスプレフィックスだ

けを交換します。

（注）
Device(config-router-af)# neighbor testgroup
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# end

（任意）SSOモードである BGPネイバーの番号を
表示します。

show ip bgp vpnv4 all sso summary

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip bgp vpnv4 all sso summary

BGP NSR with SSOをサポートするピアグループの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [restart-time seconds ] [stalepath-time seconds]
5. address-family ipv4 vrf vrf-name
6. neighbor peer-group-name peer-group
7. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
8. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
9. neighbor peer-group-name ha-mode sso
10. neighbor peer-group-name activate
11. end
12. show ip bgp vpnv4 all sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）グレー
スフルリスタート機能と BGPノンストップフォ
ワーディング（NSF）認識を有効にします。

bgp graceful-restart [restart-time seconds ]
[stalepath-time seconds]

例：

ステップ 4

• BGPセッションが確立されたあとでこのコマ
ンドを入力した場合、BGPネイバーと交換す

Device(config-router)# bgp graceful-restart
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目的コマンドまたはアクション

る機能のセッションを再開する必要がありま

す。

•このコマンドは、再起動デバイスとそのすべて
のピア（NSF対応と NSF認識）で使用してく
ださい。

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 5

• vrfキーワードおよび vrf-name引数は、IPv4
VRFインスタンス情報が交換されることを示
します。

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
cisco

この作業に必要な構文だけが示されてい

ます。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor testgroup
peer-group

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

BGPネイバーの IPアドレスを BGPピアグループ
に割り当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
peer-group testgroup

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートす
るように BGPピアグループを設定します。

neighbor peer-group-name ha-mode sso

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 9

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor peer-group-name activate

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor testgroup
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 11

（任意）SSOモードである BGPネイバーの番号を
表示します。

show ip bgp vpnv4 all sso summary

例：

ステップ 12

Device# show ip bgp vpnv4 all sso summary

BGP NSR with SSOをサポートするピアセッションテンプレートの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-session session-template-name
5. ha-mode sso
6. exit-peer-session
7. end
8. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 101

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session CORE1

ステップ 4

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートする
ようにネイバーを設定します。

ha-mode sso

例：

Device(config-router-stmp)# ha-mode sso

ステップ 5

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit-peer-session

例：

Device(config-router-stmp)# exit-peer-session

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

（任意）ローカル設定のピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 8

• session-template-name引数を使用して、ピアポ
リシーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Device# show ip bgp template peer-session
に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

次の作業

ピアセッションテンプレートの作成後、ピアセッションテンプレートのコンフィギュレー

ションは、inherit peer-sessionコマンド、または neighbor inherit peer-sessionコマンドを使っ
て、別のピアセッションテンプレートに継承させる、または適用することができます。

ピアセッションテンプレートの設定の詳細については、『Cisco IOS IPRouting:BGPConfiguration
Guide』の「基本 BGPネットワークの設定」の章を参照してください。

NSR with SSOの BGPサポートの確認

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp vpnv4 all sso summary
3. show ip bgpl2vpnvpls all neighbors
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手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。

例：

Device> enable

ステップ 2 show ip bgp vpnv4 all sso summary

このコマンドは、ステートフルスイッチオーバー（SSO）モードであるボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）ネイバーの番号を表示するために使用します。

次に、show ip bgp vpnv4 all sso summaryコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip bgp vpnv4 all sso summary
Stateful switchover support enabled for 40 neighbors

ステップ 3 show ip bgpl2vpnvpls all neighbors

このコマンドは、BGPテーブルの VPNアドレス情報を表示します。

次に、show ip bgp l2vpnvpls all neighborsコマンドの出力例を示します。[Stateful switchover support]フィー
ルドは、SSOが有効か無効かを示します。[SSO Last Disable Reason]フィールドは、SSO機能が失われた最
後の BGPセッションに関する情報を表示します。

例：

Device# show ip bgp l2vpn vpls all neighbors 10.3.3.3
BGP neighbor is 10.3.3.3, vrf vrf1, remote AS 3, external link
Inherits from template 10vrf-session for session parameters
BGP version 4, remote router ID 10.1.105.12
BGP state = Established, up for 04:21:39
Last read 00:00:05, last write 00:00:09, hold time is 30, keepalive interval is 10 seconds
Configured hold time is 30, keepalive interval is 10 seconds
Minimum holdtime from neighbor is 0 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Stateful switchover support enabled

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 1 4
Keepalives: 1534 1532
Route Refresh: 0 0
Total: 1536 1537

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: L2VPN VPLS
BGP table version 25161, neighbor version 25161/0
Output queue size : 0
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Index 7, Offset 0, Mask 0x80
7 update-group member
Inherits from template 10vrf-policy
Overrides the neighbor AS with my AS before sending updates
Outbound path policy configured
Route map for outgoing advertisements is Deny-CE-prefixes

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 10 50 (Consumes 3400 bytes)
Prefixes Total: 10 50
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 0
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
route-map: 150 0
AS_PATH loop: n/a 760
Total: 150 760

Number of NLRIs in the update sent: max 10, min 10
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 10.3.3.3
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
TCP session must be opened passively

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0 Connection is ECN Disabled Local
host: 10.0.21.1, Local port: 179 Foreign host: 10.0.21.3, Foreign port: 51205 Connection tableid
(VRF): 1
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x1625488):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 1746 210 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 1535 1525 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
Linger 0 0 0x0
iss: 2241977291 snduna: 2242006573 sndnxt: 2242006573 sndwnd: 13097
irs: 821359845 rcvnxt: 821391670 rcvwnd: 14883 delrcvwnd: 1501
SRTT: 300 ms, RTTO: 303 ms, RTV: 3 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 0 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms Status Flags: passive open, retransmission timeout,
gen tcbs
0x1000

Option Flags: VRF id set, always push, md5
Datagrams (max data segment is 4330 bytes):
Rcvd: 3165 (out of order: 0), with data: 1535, total data bytes: 31824
Sent: 3162 (retransmit: 210 fastretransmit: 0),with data: 1537, total data
bytes: 29300
SSO Last Disable Reason: Application Disable (Active)

トラブルシューティングのヒント

BGP NSR with SSOをトラブルシューティングするには、必要に応じて特権 EXECモードで次
のコマンドを使用します。
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• debug ip bgp sso：BGP関連の SSOイベント、またはアクティブ RPとスタンバイ RPの
間の BGPに関連するインタラクションのデバッグ情報を表示します。このコマンドは、
RPスイッチオーバー時または計画された ISSU時に PEルータのBGPセッションを監視ま
たはトラブルシューティングを行う際に役立ちます。

• debug ip tcp ha：TCP HAイベント、またはアクティブ RPとスタンバイ RPの間の TCP
スタックインタラクションのデバッグ情報を表示します。このコマンドは、SSO認識TCP
接続のトラブルシューティングを行う際に役立ちます。

• show tcp：TCP接続の状態を表示します。ディスプレイ出力に SSO機能フラグが表示さ
れ、TCP接続で SSOプロパティがエラーになった理由が示されます。

• show tcp ha connections：接続 IDから TCPのマッピングデータを表示します。

ステートフルスイッチオーバー（SSO）による無停止ルー
ティング（NSR）に対する BGPサポート機能の設定例

L2VPN VPLSを使用した BGP NSR with SSOの設定例
下の図に、BGP NSR with SSOネットワークトポロジの例を示します。その後の設定例では、
トポロジ内の 3つのルータである RR1ルータ、PEルータ、および CE-1ルータの設定を示し
ます。

これらの設定例では、MPLSVPNに必要な一部の設定が省略されています。これらの例の目的
は、BGP NSR with SSOの設定を示すことであるためです。

（注）

図 81 : BGP NSR with SSOのトポロジ例
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RR1の設定

次の例では、上の図のRR1のBGP設定を示します。RR1は、NSF認識ルートリフレクタとし
て設定されます。RPスイッチオーバー時に、PEルータは NSFを使用して、RR1との内部ピ
アリングセッションの BGP状態を維持します。

!
router bgp 1
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 120
bgp graceful-restart stalepath-time 360
bgp graceful-restart
neighbor 10.2.2.2 remote-as 1
neighbor 10.2.2.2 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family vpnv4
neighbor 10.2.2.2 activate
neighbor 10.2.2.2 send-community both
neighbor 10.2.2.2 route-reflector-client
exit-address-family
!

PEの設定

次の例では、上の図の PEルータの BGP NSR with SSO設定を示します。PEルータは、NSF認
識とBGPNSRwith SSO機能の両方をサポートするように設定されます。RPスイッチオーバー
時に、PEルータは BGP NSR with SSOを使用して、CE-1ルータ（このトポロジでは NSF認識
ではない CEルータ）との eBGPピアリングセッションの BGP状態を維持し、NSFを使用し
て RR1との iBGPセッションの BGP状態を維持します。また、PEルータはMPLS VPNネッ
トワーク内に NSF認識の CEルータが他にあるかどうかを検出し、ある場合は、それらの CE
ルータとのグレースフルリスタートを実行します。

!
router bgp 2
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 120
bgp graceful-restart stalepath-time 360
bgp graceful-restart
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 10.1.1.1 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family vpnv4
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 send-community both
exit-address-family
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.3.3.3 remote-as 3
neighbor 10.3.3.3 ha-mode sso
neighbor 10.3.3.3 activate
neighbor 10.3.3.3 as-override
no auto-summary
no synchronization
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exit-address-family
!

CE-1の設定

次の例では、上の図の CE-1の BGP設定を示します。CE-1ルータは、PEルータの外部ピアと
して設定されます。CE-1ルータは、NSF対応または NSF認識として設定されません。ただ
し、PEルータでの BGP NSR機能のメリットを受けるために CE-1ルータが NSF対応や NSF
認識である必要や、BGP NSRをサポートするためにアップグレードする必要はありません。

!
router bgp 3
neighbor 10.2.2.2 remote-as 1
!

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS BGP Command
Reference』

BGPコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

MTRコマンド

『Multitopology Routing
Configuration Guide』

マルチトポロジルーティングの設定

『BGP Configuration Guide』iBGPピアの BGP NSRサポート

『BGP Configuration Guide』MPLSVPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプションBのBGPNSR
サポート

『BGP Configuration Guide』BGP-IPV6 NSR
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/command/mtr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/configuration/15-2s/mtr-15-2s-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mtr/configuration/15-2s/mtr-15-2s-book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/configuration/xe-16-6/irg-xe-16-6-book/bgp-nsr-support-for-ibgp-peers.html
BGP%20NSR%20Support%20for%20MPLS%20VPNv4%20and%20VPNv6%20Inter-AS%20Option%20B
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/configuration/xe-16-6/irg-xe-16-6-book/bgp-ipv6-nsr.html?dtid=osscdc000283


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

NSR with SSOに対する BGPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 76 : NSR with SSOに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルー
ティング（NSR）に対する BGPサポート機能により、プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータはカスタマーエッジ（CE）ルータとと
もにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の状態を維持で
き、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー中またはPEルー
タに対する定期的なインサービスソフトウェアアップグレード

（ISSU）中に、継続的なパケットの転送を確実に行えるようにな
ります。CEルータは、PEルータの BGP NSR機能の恩恵を受け
るためにノンストップフォワーディング（NSF）対応またはNSF
認識である必要はありません。PEルータだけをアップグレード
し、BGPNSRをサポートする必要があります。CEルータのアッ
プグレードは必要ありません。さらに、BGP NSR with SSOによ
り、BGPグレースフルリスタートをサポートするためのCEルー
タのアップグレードを必要とせずに、サービスプロバイダーは

NSRのさらなる利点とともに NSFの利点を提供できます。

次のコマンドが導入または変更されました。

• debug ip bgp sso

• debug ip tcp ha

• neighbor ha-mode sso

• show ip bgp vpnv4

• show ip bgp vpnv4 all sso summary

• show tcp

• show tcp ha connections

12.2(28)SB

15.0(1)S

NSRwith SSO
に対する

BGPサポー
ト

BGPNSRおよびグレースフルリスタートに優先するNSRに対す
るグローバルサポートが有効になりました。

オプションのキーワード preferが bgp ha-mode sso コマンドに
追加されました。

Cisco IOS
Release XE
3.13S

BGP—NSR機
能拡張
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第 58 章

L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッ
チオーバー（SSO）によるノンストップ
ルーティング（NSR）に対するBGPサポー
ト

L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティ
ング（NSR）に対する BGPサポート機能により、プロバイダーエッジ（PE）ルータはカスタ
マーエッジ（CE）ルータとともにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の状態を維持で
き、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー中またはPEルータに対する定期的なインサー
ビスソフトウェアアップグレード（ISSU）中に、継続的なパケットの転送を確実に行えるよ
うになります。CEルータは、PEルータの BGP NSR機能の恩恵を受けるためにノンストップ
フォワーディング（NSF）対応またはNSF認識である必要はありません。PEルータだけをアッ
プグレードし、BGPNSRをサポートする必要があります。CEルータのアップグレードは必要
ありません。さらに、BGP NSR with SSOにより、BGPグレースフルリスタートをサポートす
るための CEルータのアップグレードを必要とせずに、サービスプロバイダーは NSRのさら
なる利点とともに NSFの利点を提供できます。

• NSR with SSOに対する BGPサポートの前提条件（1014ページ）
•ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポート機能に関する情報（1014ページ）

•ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポート機能の設定方法（1016ページ）

• L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルー
ティング（NSR）に対する BGPサポートの設定例（1025ページ）

•その他の参考資料（1027ページ）
• L2VPNVPLSを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルー
ティング（NSR）に対する BGPサポート機能の機能情報（1028ページ）
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NSR with SSOに対する BGPサポートの前提条件
• BGPを実行するようにネットワークを設定する必要があります。

•マルチプロトコルレイヤスイッチング（MPLS）レイヤ 3 VPNを設定する必要がありま
す。

• NSFおよび SSOの概念や作業について十分に理解している必要があります。

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストッ
プルーティング（NSR）に対するBGPサポート機能に関
する情報

BGP NSR with SSOの概要
Cisco IOS Release 12.2(28)SBで BGP NSR with SSOが導入される以前は、BGP NSFに参加して
いる隣接デバイスがNSF対応であるか、または（BGPグレースフルリスタートメカニズムを
サポートするようにデバイスを設定して）NSF認識として設定する必要がありました。そのた
め、BGPNSFではすべての隣接デバイスをBGPグレースフルリスタートをサポートするCisco
IOSソフトウェアバージョンへアップグレードする必要がありました。ただし、多くのMPLS
VPN展開では、BGPグレースフルリスタートをサポートしておらず、プロバイダー（P）ルー
タと同じタイムフレームでBGPグレースフルリスタートがサポートされるソフトウェアバー
ジョンにアップグレードできない CEルータとの外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションに
PEルータが関与していることがあります。

BGP NSR with SSOでは、ハイアベイラビリティ（HA）ソリューションをサービスプロバイ
ダーに提供して、BGPグレースフルリスタートをサポートしないCEルータとの eBGPピアリ
ング関係に PEルータが関与できるようにします。BGP NSRは SSOと連携して、アクティブ
RPとスタンバイ RPとの間で BGP状態情報を同期化します。SSOにより、スイッチオーバー
後にユーザがネットワークを使用できない時間が最小限になります。BGP NSR with SSO機能
を設定した場合、RPのスイッチオーバー時に、PEルータが BGP NSR with SSOを使用して、
NSF認識でない CEとの eBGPピアリングセッションに関する BGP状態を維持します（下の
図を参照）。また、BGPNSRwith SSO機能では、NSF認識ピアを動的に検出し、CEルータで
のグレースフルリスタートを実行します。NSF認識ピアとの eBGPピアリングセッションと、
サービスプロバイダーコアの BGPルートリフレクタ（RR）との内部 BGP（iBGP）セッショ
ンでは、PEが NSFを使用して BGP状態を維持します。さらに、BGP NSR with SSOにより、
BGPグレースフルリスタートをサポートするためのCEルータのアップグレードを必要とせず
に、サービスプロバイダーは NSRのさらなる利点とともに NSFの利点を提供できます。
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図 82 : RPスイッチオーバー時の BGP NSR with SSO操作

BGP NSR with SSOは、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
コンフィギュレーションでサポートされます。BGPピアおよび BGPピアグループコンフィ
ギュレーションで BGP NSR with SSOサポートを設定するには、IPv4 VRFアドレスファミリ
BGPピアセッションのアドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor ha-mode
ssoコマンドを使用します。ピアセッションテンプレートでCisco BGPNSRwith SSOのサポー
トを含めるには、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで ha-mode ssoコ
マンドを使用します。

BGP NSR with SSOの利点
•サービスの中断を最小限に抑える：ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）により、ルー
トプロセッサ（RP）スイッチオーバー時（スケジュール済みイベントまたはスケジュー
ルされていないイベント）にお客様のトラフィックに与える影響が少なくなり、エッジで

の高可用性（HA）の展開および利点が拡張されます。

•エッジにおける高可用性ノンストップフォワーディング（NSF）および SSO展開を拡大
する：BGP NSR with SSOでは、NSR機能を使用してプロバイダーエッジをアップグレー
ドすることにより、段階的な展開が可能です。これにより、お客様側のエッジデバイスは

自動的に同期され、お客様側にあるシスコ製または他社製のカスタマーエッジデバイス

での調整や NSF認識が不要になります。BGP NSR機能では、NSF認識ピアを動的に検出
して、そのような CEデバイスとのグレースフルリスタートを実行します。

•透過的ルート収束を提供する：BGP NSR with SSOでは、アクティブ RPとスタンバイ RP
の両方で BGP状態を維持することにより、ルートフラップを取り除き、パケット転送を
継続して RPフェールオーバー時のパケット損失を最小限に抑えます。
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ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストッ
プルーティング（NSR）に対するBGPサポート機能の設
定方法

BGP NSR with SSOをサポートする PEデバイスの設定
プロバイダーエッジ（PE）デバイスがカスタマーエッジ（CE）デバイスとの BGP状態を維
持し、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー時または計画された ISSU時にパケット転送
を継続できるようにするには、次の作業を実行します。ステートフルスイッチオーバー（SSO）
によるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）により、
BGPグレースフルリスタートをサポートするためのCEデバイスのアップグレードを必要とせ
ずに、サービスプロバイダーはNSRのさらなる利点とともにノンストップフォワーディング
（NSF）の利点を提供できます。

BGP NSR with SSOは、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
コンフィギュレーションでサポートされます。BGP NSR with SSOのサポートをピア、ピアグ
ループ、セッションテンプレートのどのコンフィギュレーションで設定するかに応じて、PE
デバイスでこの項の次のいずれかの作業を実行します。

前提条件

•これらの作業は、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
の概念に精通していることを前提にしています。詳細については、「基本BGPネットワー
クの設定」モジュールを参照してください。

•アクティブ RPおよびスタンバイ RPが SSOモードになっている必要があります。SSO
モードの設定については、『High Availability Configuration Guide』の「Configuring Stateful
Switchover」モジュールを参照してください。

• PEデバイスでグレースフルリスタートが有効になっている必要があります。プロバイダー
コアでBGPNSFに参加するすべてのBGPピアでグレースフルリスタートをイネーブルに
することをお勧めします。グレースフルリスタートの設定の詳細については、「BGPの
拡張機能の設定」モジュールを参照してください。

• CEデバイスは、ルートリフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。詳細に
ついては、「基本 BGPネットワークの設定」モジュールを参照してください。

BGP NSR with SSOをサポートするピアの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [restart-time seconds ] [stalepath-time seconds]
5. address-family ipv4 vrf vrf-name
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address ha-mode sso
8. neighbor ip-address activate
9. end
10. show ip bgp vpnv4 all sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）グレー
スフルリスタート機能と BGPノンストップフォ
ワーディング（NSF）認識を有効にします。

bgp graceful-restart [restart-time seconds ]
[stalepath-time seconds]

例：

ステップ 4

• BGPセッションが確立されたあとでこのコマ
ンドを入力した場合、BGPネイバーと交換す

Device(config-router)# bgp graceful-restart

る機能のセッションを再開する必要がありま

す。

•このコマンドは、再起動デバイスとそのすべて
のピア（NSF対応と NSF認識）で使用してく
ださい。

IPv4VRFアドレスファミリセッションでアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
test

ステップ 5

• vrfキーワードおよび vrf-name引数は、IPv4
VRFインスタンス情報が交換されることを示
します。
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目的コマンドまたはアクション

この作業に必要な構文だけが示されてい

ます。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルルータの IPv4マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートす
るようにネイバーを設定します。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 7

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルルータと交換できるようにします。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 8

デフォルトでは、ルータコンフィギュ

レーションモードで neighbor remote-as
コマンドを使用して定義したネイバーは、

ユニキャストアドレスプレフィックスだ

けを交換します。

（注）
Device(config-router-af)# neighbor testgroup
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# end

（任意）SSOモードである BGPネイバーの番号を
表示します。

show ip bgp vpnv4 all sso summary

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp vpnv4 all sso summary

BGP NSR with SSOをサポートするピアグループの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-restart [restart-time seconds ] [stalepath-time seconds]
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5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address peer-group peer-group-name
8. neighbor peer-group-name ha-mode sso
9. address-family l2vpn vpls
10. neighbor peer-group-name activate
11. end
12. show ip bgp l2vpn vpls all sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）グレー
スフルリスタート機能と BGPノンストップフォ
ワーディング（NSF）認識を有効にします。

bgp graceful-restart [restart-time seconds ]
[stalepath-time seconds]

例：

ステップ 4

• BGPセッションが確立されたあとでこのコマ
ンドを入力した場合、BGPネイバーと交換す

Device(config-router)# bgp graceful-restart

る機能のセッションを再開する必要がありま

す。

•このコマンドは、再起動デバイスとそのすべて
のピア（NSF対応と NSF認識）で使用してく
ださい。

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor testgroup
peer-group
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目的コマンドまたはアクション

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

BGPネイバーの IPアドレスを BGPピアグループ
に割り当てます。

neighbor ip-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
peer-group testgroup

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートす
るように BGPピアグループを設定します。

neighbor peer-group-name ha-mode sso

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 8

L2VPN VPLSピアリングのアクティブ化を指定し
ます。

address-family l2vpn vpls

例：

ステップ 9

Device(config-router)# address-family l2vpn vpls

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor peer-group-name activate

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# neighbor testgroup
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 11

（任意）SSOモードである BGPネイバーの番号を
表示します。

show ip bgp l2vpn vpls all sso summary

例：

ステップ 12

Device# show ip bgp l2vpn vpls all sso summary

BGP NSR with SSOをサポートするピアセッションテンプレートの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. router bgp autonomous-system-number
4. template peer-session session-template-name
5. ha-mode sso
6. exit-peer-session
7. end
8. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを作成します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 101

ステップ 3

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session CORE1

ステップ 4

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
ノンストップルーティング（NSR）をサポートする
ようにネイバーを設定します。

ha-mode sso

例：

Device(config-router-stmp)# ha-mode sso

ステップ 5

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit-peer-session

例：

Device(config-router-stmp)# exit-peer-session

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1021

L2VPN VPLSを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対する BGPサポート

BGP NSR with SSOをサポートするピアセッションテンプレートの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）ローカル設定のピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 8

• session-template-name引数を使用して、ピアポ
リシーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Device# show ip bgp template peer-session
に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

次の作業

ピアセッションテンプレートの作成後、ピアセッションテンプレートのコンフィギュレー

ションは、inherit peer-sessionコマンド、または neighbor inherit peer-sessionコマンドを使っ
て、別のピアセッションテンプレートに継承させる、または適用することができます。

ピアセッションテンプレートの設定の詳細については、『Cisco IOS IPRouting:BGPConfiguration
Guide』の「基本 BGPネットワークの設定」の章を参照してください。

NSR with SSOの BGPサポートの確認

手順の概要

1. enable
2. show ip bgpl2vpnvpls all sso summary
3. show ip bgpl2vpnvpls all neighbors

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。

例：

Device> enable

ステップ 2 show ip bgpl2vpnvpls all sso summary

このコマンドは、ステートフルスイッチオーバー（SSO）モードであるボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）ネイバーの番号を表示するために使用します。

次に、show ip bgp l2vpnvpls all sso summaryコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip bgp l2vpn vpls all sso summary
Stateful switchover support enabled for 40 neighbors
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ステップ 3 show ip bgpl2vpnvpls all neighbors

このコマンドは、BGPテーブルの VPNアドレス情報を表示します。

次に、show ip bgp l2vpnvpls all neighborsコマンドの出力例を示します。[Stateful switchover support]フィー
ルドは、SSOが有効か無効かを示します。[SSO Last Disable Reason]フィールドは、SSO機能が失われた最
後の BGPセッションに関する情報を表示します。

例：

Device# show ip bgp l2vpn vpls all neighbors 10.3.3.3
BGP neighbor is 10.3.3.3, vrf vrf1, remote AS 3, external link
Inherits from template 10vrf-session for session parameters
BGP version 4, remote router ID 10.1.105.12
BGP state = Established, up for 04:21:39
Last read 00:00:05, last write 00:00:09, hold time is 30, keepalive interval is 10 seconds
Configured hold time is 30, keepalive interval is 10 seconds
Minimum holdtime from neighbor is 0 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Stateful switchover support enabled

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 1 4
Keepalives: 1534 1532
Route Refresh: 0 0
Total: 1536 1537

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: L2VPN VPLS
BGP table version 25161, neighbor version 25161/0
Output queue size : 0
Index 7, Offset 0, Mask 0x80
7 update-group member
Inherits from template 10vrf-policy
Overrides the neighbor AS with my AS before sending updates
Outbound path policy configured
Route map for outgoing advertisements is Deny-CE-prefixes

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 10 50 (Consumes 3400 bytes)
Prefixes Total: 10 50
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 0
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
route-map: 150 0
AS_PATH loop: n/a 760
Total: 150 760

Number of NLRIs in the update sent: max 10, min 10
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 10.3.3.3
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
TCP session must be opened passively

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0 Connection is ECN Disabled Local
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host: 10.0.21.1, Local port: 179 Foreign host: 10.0.21.3, Foreign port: 51205 Connection tableid
(VRF): 1
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x1625488):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 1746 210 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 1535 1525 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
Linger 0 0 0x0
iss: 2241977291 snduna: 2242006573 sndnxt: 2242006573 sndwnd: 13097
irs: 821359845 rcvnxt: 821391670 rcvwnd: 14883 delrcvwnd: 1501
SRTT: 300 ms, RTTO: 303 ms, RTV: 3 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 0 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms Status Flags: passive open, retransmission timeout,
gen tcbs
0x1000

Option Flags: VRF id set, always push, md5
Datagrams (max data segment is 4330 bytes):
Rcvd: 3165 (out of order: 0), with data: 1535, total data bytes: 31824
Sent: 3162 (retransmit: 210 fastretransmit: 0),with data: 1537, total data
bytes: 29300
SSO Last Disable Reason: Application Disable (Active)

トラブルシューティングのヒント

BGP NSR with SSOをトラブルシューティングするには、必要に応じて特権 EXECモードで次
のコマンドを使用します。

• debug ip bgp sso：BGP関連の SSOイベント、またはアクティブ RPとスタンバイ RPの
間の BGPに関連するインタラクションのデバッグ情報を表示します。このコマンドは、
RPスイッチオーバー時または計画された ISSU時に PEルータのBGPセッションを監視ま
たはトラブルシューティングを行う際に役立ちます。

• debug ip tcp ha：TCP HAイベント、またはアクティブ RPとスタンバイ RPの間の TCP
スタックインタラクションのデバッグ情報を表示します。このコマンドは、SSO認識TCP
接続のトラブルシューティングを行う際に役立ちます。

• show tcp：TCP接続の状態を表示します。ディスプレイ出力に SSO機能フラグが表示さ
れ、TCP接続で SSOプロパティがエラーになった理由が示されます。

• show tcp ha connections：接続 IDから TCPのマッピングデータを表示します。
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L2VPN VPLSを使用したステートフルスイッチオーバー
（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポートの設定例

例：L2VPN VPLSを使用した BGP NSR with SSOの設定
下の図に、L2VPNVPLSテクノロジーを使用したステートフルスイッチオーバー（SSO）によ
るボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）ネットワー
クトポロジの例を示します。その後の設定例では、トポロジ内の 2つのデバイスである RR1
デバイスおよびプロバイダーエッジ（PE）デバイスの設定を示します。

これらの設定例では、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNに必要な一部の
設定が省略されています。これらの例の目的は、BGP NSR with SSOの設定を示すことである
ためです。

（注）

図 83 : BGP NSR with SSOのトポロジ例

RR1の設定

次の例では、上の図のRR1のBGP設定を示します。RR1は、ノンストップフォワーディング
（NSF）認識ルートリフレクタ（RR）として設定されます。ルートリフレクタ（RR）スイッ
チオーバー時に、PEデバイスはNSFを使用して、RR1との内部ピアリングセッションのBGP
状態を維持します。

!
router bgp 1
no synchronization
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bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 120
bgp graceful-restart stalepath-time 360
bgp graceful-restart
neighbor 10.2.2.2 remote-as 1
neighbor 10.2.2.2 update-source Loopback0
no auto-summary
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.2.2.2 activate
neighbor 10.2.2.2 send-community both
neighbor 10.2.2.2 route-reflector-client
exit-address-family
!

PEの設定

次の例では、上の図のPEデバイスのBGPNSRwithSSO設定を示します。PEデバイスは、NSF
認識と BGP NSR with SSO機能の両方をサポートするように設定されます。RPスイッチオー
バー時に、PEデバイスは BGP NSR with SSOを使用して外部 BGP（eBGP）ピアリングセッ
ションの BGP状態を維持し、NSFを使用して RR1との内部 BGP（iBGP）セッションの BGP
状態を維持します。

!
router bgp 2
no synchronization
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-restart restart-time 120
bgp graceful-restart stalepath-time 360
bgp graceful-restart
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 10.1.1.1 update-source Loopback0
neighbor 10.3.3.3 remote-as 3
neighbor 10.3.3.3 ha-mode sso
neighbor 10.3.3.3 activate
neighbor 10.3.3.3 as-override
no auto-summary
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 send-community both
exit-address-family
!
no auto-summary
no synchronization
exit-address-family
!
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ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
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BGP%20NSR%20Support%20for%20MPLS%20VPNv4%20and%20VPNv6%20Inter-AS%20Option%20B
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/configuration/xe-16-6/irg-xe-16-6-book/bgp-ipv6-nsr.html?dtid=osscdc000283
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L2VPN VPLSを使用したステートフルスイッチオーバー
（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対
する BGPサポート機能の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 77 :ステートフルスイッチオーバー（SSO）による無停止ルーティング（NSR）に対する BGPサポート機能の機能
情報

機能情報リリース機能名

L2VPN VPLSを使用したステートフルスイッチオーバー
（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対する
BGPサポート機能により、プロバイダーエッジ（PE）ルー
タはカスタマーエッジ（CE）ルータとともにボーダーゲー
トウェイプロトコル（BGP）の状態を維持でき、ルートプ
ロセッサ（RP）スイッチオーバー中またはPEルータに対す
る定期的なインサービスソフトウェアアップグレード

（ISSU）中に、継続的なパケットの転送を確実に行えるよ
うになります。CEルータは、PEルータの BGP NSR機能の
恩恵を受けるためにノンストップフォワーディング（NSF）
対応またはNSF認識である必要はありません。PEルータだ
けをアップグレードし、BGP NSRをサポートする必要があ
ります。CEルータのアップグレードは必要ありません。さ
らに、BGP NSR with SSOにより、BGPグレースフルリス
タートをサポートするためのCEルータのアップグレードを
必要とせずに、サービスプロバイダーはNSRのさらなる利
点とともに NSFの利点を提供できます。

次のコマンドが変更されました。

• debug ip bgp sso

• show ip bgp l2vpn

Cisco IOS
XE Fuji
16.7.1

L2VPN VPLSを使用
したステートフルス

イッチオーバー

（SSO）によるノン
ストップルーティン

グ（NSR）に対する
BGPサポート
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BGP NSR自動検知

BGP NSR自動検知機能は、ルートプロセッサ（RP）のフェールオーバー時に不要なチャーン
を削減するために実装されたデフォルトの動作です。この機能が導入される前は、アクティブ

RPがダウンすると、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング
（NSR）の提供を引き継いだ新しいアクティブ RPが、NSRを使用して設定されたすべてのピ
アに対して、ルートリフレッシュリクエストを送信していました。しかし、新しいアクティブ

RPは、スタンバイRPとして機能している間にすべての着信アップデートをすでに受信してい
ます。ルートリフレッシュリクエストの送信により、スイッチオーバー時に不要なBGPチャー
ンが発生していました。この機能は、デフォルトで、このようなルートリフレッシュリクエス

トの送信を防止します。また、この機能は、ルートリフレッシュ機能がないピアに対しても

NSRサポートを提供します。ルートリフレッシュリクエストの送信を以前の動作に戻す必要
がある場合は、新しいコマンドを使用して戻すことができます。

•機能情報の確認（1029ページ）
• BGP NSR自動検知に関する情報（1030ページ）
• BGP NSR自動検知機能を無効にする方法（1030ページ）
• BGP NSR自動検知の設定例（1032ページ）
•その他の参考資料（1032ページ）
• BGP NSR自動検知の機能情報（1033ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP NSR自動検知に関する情報

BGP NSR自動検知の利点
BGP NSR自動検知機能には、次の利点があります。

•この機能は、ルートプロセッサ（RP）のフェールオーバー時に不要なチャーンを削減す
るデフォルトの動作です。この機能が導入される前は、アクティブ RPがダウンすると、
BGPノンストップルーティング（NSR）の提供を引き継いだ新しいアクティブ RPが、
NSRを使用して設定されたすべてのピアに対して、ルートリフレッシュリクエストを送
信していました。しかし、新しいアクティブ RPは、スタンバイ RPとして機能している
間にすべての着信アップデートをすでに受信しています。ルートリフレッシュリクエス

トの送信により、スイッチオーバー時に不要な BGPチャーンが発生していました。この
機能は、デフォルトで、このようなルートリフレッシュリクエストの送信を防止します。

•また、この機能は、ルートリフレッシュ機能がないピアに対しても NSRサポートを提供
します。この機能が導入される前は、ルートリフレッシュ機能がないピアでは NSRはサ
ポートされていませんでした。

•この機能を設定する必要はありません。これは、この機能が実装されているリリースでの
デフォルトの動作です。

• RPがダウンしたときは新しいアクティブ RPがルートリフレッシュリクエストを送信す
るという以前の動作に戻す必要がある場合は、bgp sso route-refresh-enableコマンドを使
用できます。

自動検知のない NSRに戻した場合の結果
場合により、BGP NSR自動検知機能のデフォルト動作が必要ないことも考えられます。RPが
ダウンしたときは新しいアクティブRPがルートリフレッシュリクエストを送信するという以
前の動作に戻す必要がある場合は、bgp sso route-refresh-enableコマンドを使用できます。こ
の操作により、受信したOPENメッセージでルートリフレッシュ機能を交換しなかったピアで
は、NSRサポートが無効になります。

BGP NSR自動検知機能を無効にする方法

BGP NSR自動検知機能の無効化
BGP NSR自動検知機能は、デフォルトで有効になっています。この作業は、この機能を無効
にする必要がある場合にのみ実行してください。たとえば、スイッチオーバーの時点でアドバ

タイズされていたルートが、何らかの理由により、スタンバイRP（新しいアクティブRP）で
処理されなかった場合などがあります。そのような場合は、ピアがアドバタイズしたすべての
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ルートを要求するルートリフレッシュを送信すると役に立つことがあります。この作業の実行

後は、フェールオーバーが発生すると、新しいアクティブRPが、NSRを使用して設定された
ピアに対して、ルートリフレッシュリクエストを送信します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. bgp sso route-refresh-enable
5. end
6. show ip bgp vpnv4 all neighbor [ip-address]
7. show ip bgp vpnv4 all sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Router(config)# router bgp 6500

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

• 4バイト ASの設定については、『IP Routing:
BGP Command Reference』の bgp asnotation dot
コマンドに関する説明を参照してください。

BGP NSR自動検知機能を無効にします。bgp sso route-refresh-enable

例：

ステップ 4

Router(config-router)# bgp sso
route-refresh-enable
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-router)# end

BGPピアの情報を表示します。show ip bgp vpnv4 all neighbor [ip-address]

例：

ステップ 6

Router# show ip bgp vpnv4 all neighbor 10.0.0.2

（任意）ステートフルスイッチオーバー（SSO）に
よる BGPノンストップルーティング（NSR）をサ
ポートする BGPピアの数を表示します。

show ip bgp vpnv4 all sso summary

例：

Router# show ip bgp vpnv4 all sso summary

ステップ 7

BGP NSR自動検知の設定例

例：BGP NSR自動検知機能の無効化

router bgp 65600
bgp sso route-refresh-enable

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP NSR自動検知の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 78 : BGP NSR自動検知の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPNSR自動検知機能は、RP
のフェールオーバー時に不要

なチャーンを削減するために

デフォルトで実装されていま

す。また、この機能は、ルー

トリフレッシュのサポートが

ないピアに対しても NSRサ
ポートを提供します。

bgp sso route-refresh-enableコ
マンドが導入されました。

15.2(2)S

Cisco IOS XE Release 3.6S
BGP NSR自動検知
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iBGPピアの BGP NSRサポート

BGP NSRは、アクティブ RPからスタンバイ RPへのスイッチオーバー時に BGPノンストッ
プルーティング（NSR）およびノンストップフォワーディング（NSF）を提供します。iBGP
ピアの BGP NSRサポート機能は、IPv4ユニキャストまたは IPv4+ラベルアドレスファミリで
設定された iBGPピアに対して NSRサポートを提供します。

•機能情報の確認（1035ページ）
• iBGPピアの BGP NSRサポートの制約事項（1035ページ）
• iBGPピアの BGP NSRサポートに関する情報（1036ページ）
• iBGPピアの BGP NSRサポートの設定方法（1036ページ）
• iBGPピアの BGP NSRサポートの設定例（1040ページ）
•その他の参考資料（1041ページ）
• iBGPピアの BGP NSRサポートの機能情報（1041ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

iBGPピアの BGP NSRサポートの制約事項
この機能は、IPv4ユニキャストまたは IPv4+ラベルアドレスファミリで設定された iBGPピア
に適用されます。
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iBGPピアの BGP NSRサポートに関する情報

iBGPピアの BGP NSRサポートの利点
ノンストップルーティングは、アクティブ RPからスタンバイ RPへのスイッチオーバー時に
パケットがドロップされる可能性を低減するため、iBGPピアで役立ちます。スイッチオーバー
は何らかの理由によりアクティブ RPで障害が発生した場合に行われ、スタンバイ RPがアク
ティブ RPの機能を制御することになります。

iBGPピアの BGP NSRサポートの設定方法

IPv4アドレスファミリでの iBGPピアの NSR対応化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]
5. neighbor ip-address remote-as as-number
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor ip-address ha-mode sso
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 4000
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv4ユニキャストアド
レスファミリを指定します。

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける Virtual Routing
and Forwarding（VRF;仮想ルーティングおよび
転送）インスタンスの名前を指定します。

ネイバーの自律システムを指定します。neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 4000

指定したピアをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
NSRをサポートするように BGPネイバーを設定し
ます。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 7

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

VPNv4アドレスファミリでの iBGPピアの NSR対応化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as as-number
5. neighbor ip-address ha-mode sso
6. address-family vpnv4 [unicast]
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7. neighbor ip-address activate
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 4000

ネイバーの自律システムを指定します。neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 4000

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
NSRをサポートするように BGPネイバーを設定し
ます。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 5

VPNv4アドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family vpnv4 [unicast]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# address-family VPNv4
unicast

指定したピアをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# end

ルータレベルでの iBGPピアの NSR対応化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as as-number
5. neighbor ip-address activate
6. neighbor ip-address ha-mode sso
7. end
8. show ip bgp sso summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 4000

ネイバーの自律システムを指定します。neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 4000

指定したネイバーをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
activate
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目的コマンドまたはアクション

指定したピアについて、そのピアがアクティブに

なっているすべての NSR対応アドレスファミリで
NSR対応となるように設定します。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 6

コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

（任意）ステートフルスイッチオーバー（SSO）に
関する情報およびピアでNSRが有効になっているか
無効になっているかを表示します。

show ip bgp sso summary

例：

Device# show ip bgp sso summary

ステップ 8

iBGPピアの BGP NSRサポートの設定例

例：iBGPピアを NSR対応にするための設定

アドレスファミリレベルで iBGPピアを NSR対応にするための設定

router bgp 4000
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.1.1 remote-as 4000
neighbor 192.168.1.1 activate
neighbor 192.168.1.1 ha-mode sso

ルータレベルで iBGPピアを NSR対応にするための設定

router bgp 4000
neighbor 192.168.1.1 remote-as 4000
neighbor 192.168.1.1 activate
neighbor 192.168.1.1 ha-mode sso
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol Independent
Command Reference』

BFDコマンド

『IP Routing: BFD Configuration Guide』別のルーティングプロトコルに対する BFD
サポートの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

iBGPピアの BGP NSRサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1041

iBGPピアの BGP NSRサポート

その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_pi/command/iri-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_pi/command/iri-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/iproute_bfd/configuration/15-2s/irb-15-2s-book.html
http://www.cisco.com/support
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表 79 : iBGPピアの BGP NSRサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP NSRは、アクティブ RP
からスタンバイRPへのスイッ
チオーバー時に BGPノンス
トップルーティングおよびノ

ンストップフォワーディング

を提供します。

次のコマンドが変更されまし

た。neighbor ha-mode sso、
show ip bgp vpnv4 all sso
summary

iBGPピアの BGP NSRサポー
ト
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第 61 章

BGPグレースフルシャットダウン

BGPグレースフルシャットダウン機能は、メンテナンスのためにシャットダウンされるリン
ク上でのトラフィックの損失を低減または排除します。ルータは、常に、コンバージェンスプ

ロセス中に有効なルートを確保できます。この機能は、主に、プロバイダーエッジ（PE）、
PE-PE、PE-ルートリフレクタ（RR）、PE-カスタマーエッジ（CE）、CE間のリンクでのメ
ンテナンスに使用します。

•機能情報の確認（1043ページ）
• BGPグレースフルシャットダウンに関する情報（1044ページ）
• BGPグレースフルシャットダウンの設定方法（1045ページ）
• BGPグレースフルシャットダウンの設定例（1051ページ）
•その他の参考資料（1053ページ）
• BGPグレースフルシャットダウンの機能情報（1054ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPグレースフルシャットダウンに関する情報

BGPグレースフルシャットダウンの目的と利点
計画的なメンテナンス作業によって BGPでルーティングの変更が生じる場合があります。自
律システム境界ルータ（ASBR）間の eBGPおよび iBGPピアリングセッションのシャットダ
ウン後、BGPデバイスは BGPコンバージェンス中に一時的に到達不能になります。BGPセッ
ションのグレースフルシャットダウンを行う目的は、セッションの計画的なシャットダウンと

それに続く再確立時におけるトラフィックの損失を最小限に抑えることです。

BGPグレースフルシャットダウン機能は、メンテナンスのためにシャットダウンされるピア
リンク上で最初に転送された着信または発信トラフィックフローの損失を低減または排除しま

す。この機能は、主に、PE-CE、PE-RR、PE-PEリンク用です。シャットダウンされるセッショ
ン上で受信したパスのローカルプリファレンスを低くすると、影響を受けるパスは BGP決定
プロセスでの優先度が下がりますが、コンバージェンス中にそれらのパスを引き続き使用でき

るようになるうえに、影響を受けるデバイスに代替パスが伝播されます。したがって、デバイ

スは、常に、コンバージェンスプロセス中に有効なルートを確保できます。

また、この機能により、ベンダーは、メンテナンス時にルータの再設定を必要としないグレー

スフルシャットダウンメカニズムを提供できます。BGPグレースフルシャットダウン機能の
利点は、損失パケットの数が減り、デバイスの再構成にかかる時間が短くなることです。

GSHUTコミュニティ
GSHUTコミュニティは、BGPグレースフルシャットダウン機能とともに使用されるウェルノ
ウン（well-known）コミュニティです。GSHUTコミュニティ属性はneighbor shutdowngraceful
コマンドで指定したネイバーに適用されるため、設定した秒数でリンクのグレースフルシャッ

トダウンが行われます。GSHUTコミュニティは、常に、GSHUTイニシエータによって送信さ
れます。

GSHUTコミュニティはコミュニティリストで指定します。このコミュニティリストが、ルー
トマップで参照され、ポリシールーティング決定を行う際に使用されます。

また、GSHUTコミュニティを show ip bgp communityコマンドで使用して、GSHUTルートへ
の出力を制限することもできます。

BGP GSHUT拡張機能
BGPグレースフルシャットダウン（GSHUT）拡張機能は、すべての BGPセッションにおけ
る、すべてのネイバーまたはVirtual Routing and Forwarding（VRF）ネイバーのみのグレースフ
ルシャットダウンを可能にします。デバイスで BGP GSHUT拡張機能を有効にするには、bgp
graceful-shutdown allコマンドで communityキーワードまたは local-preferenceキーワードを
設定する必要があります。すべての BGPセッションにおいて、すべてのネイバーで、または
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すべてのVRFネイバーのみでグレースフルシャットダウンをアクティブにするには、activate
キーワードを使用します。

BGPグレースフルシャットダウンの設定方法

BGPリンクのグレースフルシャットダウン

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ipv4-address | ipv6-address} remote-as number
5. neighbor {ipv4-address | ipv6-address | peer-group-name} shutdown graceful seconds {community

value [local-preference value] | local-preference value}
6. end
7. show ip bgp community gshut

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 5000

ネイバーが属する自律システム（AS）を設定しま
す。

neighbor {ipv4-address | ipv6-address} remote-as
number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 2001:db8:3::1
remote-as 5500
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目的コマンドまたはアクション

次のことを行うようにデバイスを設定します。指定

したピアへのリンクを指定した秒数でグレースフル

neighbor {ipv4-address | ipv6-address | peer-group-name}
shutdown graceful seconds {community value
[local-preference value] | local-preference value}

ステップ 5

シャットダウンします。GSHUT（グレースフル
例： シャットダウン）コミュニティを使用してルートを

アドバタイズします。別のコミュニティを使用して
Device(config-router)# neighbor 2001:db8:3::1 ルートをアドバタイズするか、ルートのローカルプ
shutdown graceful 600 community 1200
local-preference 300 リファレンス値を指定します（またはその両方を行

います）。

•必ず、iBGPピアが収束して代替パスをベスト
パスとして選択するための十分な時間を指定す

るようにします。

• neighbor shutdownコマンドで gracefulキーワー
ドを使用する場合は、2つの属性（コミュニティ
またはローカルプリファレンス）のうち少なく

とも 1つを設定する必要があります。両方の属
性を設定することもできます。

• neighbor shutdownコマンドで gracefulキーワー
ドを使用すると、デフォルトでは、GSHUTコ
ミュニティでルートがアドバタイズされます。

また、ポリシールーティングのために別のコ

ミュニティを 1つ設定することもできます。

•この特定の例では、ネイバーへのルートは、600
秒でシャットダウンするように設定されてお

り、GSHUTコミュニティおよびコミュニティ
1200でアドバタイズされ、ローカルプリファ
レンスが 300に設定されます。

•アドバタイズされた情報を受信したデバイス
は、ルートのコミュニティ値を確認し、必要に

応じコミュニティ値を使用してルーティングポ

リシーを適用します。コミュニティに基づく

ルートのフィルタ処理は、 ip community-listコ
マンドおよびルートマップを使用して行いま

す。

•グレースフルシャットダウン時、neighbor
shutdownコマンドの不揮発性生成（NVGEN）
は行われません。タイマーが期限切れになる

と、SHUTDOWNの不揮発性生成（NVGEN）が
行われます。
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目的コマンドまたはアクション

EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）ウェルノウン GSHUTコミュニティを使用
してアドバタイズされるルートに関する情報を表示

します。

show ip bgp community gshut

例：

Device# show ip bgp community gshut

ステップ 7

GSHUTコミュニティに基づく BGPルートのフィルタ処理
BGPグレースフルシャットダウン機能を有効にしたデバイスへの BGPピアでこの作業を実行
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ipv4-address | ipv6-address} remote-as number
5. neighbor {ipv4-address | ipv6-address} activate
6. neighbor {ipv4-address | ipv6-address} send-community
7. exit
8. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
9. match community {standard-list-number | expanded-list-number | community-list-name [exact]}
10. exit
11. ip community-list {standard | standard list-name} {deny | permit} gshut
12. router bgp autonomous-system-number
13. neighbor address route-map map-name in

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 2000

ネイバーが属する自律システム（AS）を設定しま
す。

neighbor {ipv4-address | ipv6-address} remote-as
number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 2001:db8:4::1
remote-as 1000

ネイバーをアクティブにします。neighbor {ipv4-address | ipv6-address} activate

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 2001:db8:4::1
activate

ネイバーとの BGPコミュニティ交換を可能にしま
す。

neighbor {ipv4-address | ipv6-address}
send-community

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 2001:db8:4::1
send-community

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-router)# exit

ポリシールーティング用にルートを許可または拒

否するようにルートマップを設定します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 8

Device(config)# route-map RM_GSHUT deny 10

ip community-list GSHUTに一致するルートがポリ
シールーティングされるように設定します。

match community {standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name [exact]}

例：

ステップ 9

Device(config-route-map)# match community GSHUT

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：

ステップ 10

Device(config-route-map)# exit
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目的コマンドまたはアクション

コミュニティリストを設定し、そのコミュニティ

リストに対してGSHUTコミュニティを持つルート
を許可または拒否します。

ip community-list {standard | standard list-name} {deny
| permit} gshut

例：

ステップ 11

•同じステートメントで他のコミュニティを指定
した場合は、論理AND演算が行われ、そのス

Device(config)# ip community-list standard GSHUT
permit gshut

テートメント内のすべてのコミュニティがルー

トのコミュニティと一致していない限り、ス

テートメントは処理されません。

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 2000

指定したネイバーからの着信ルートにルートマッ

プを適用します。

neighbor address route-map map-name in

例：

ステップ 13

•この例では、RM_GSHUTという名前のルート
マップは、GSHUTコミュニティを持つ、指定
されたネイバーからのルートを拒否します。

Device(config)# neighbor 2001:db8:4::1 route-map
RM_GSHUT in

BGP GSHUT拡張機能の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. bgp graceful-shutdown all {neighbors | vrfs} shutdown-time {community community-value

[local-preference local-pref-value] | local-preference local-pref-value [community
community-value]}

5. bgp graceful-shutdown all {neighbors | vrfs} activate
6. end
7. show ip bgp
8. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 65000

ステップ 3

デバイスで BGP GSHUT拡張機能を有効にします。bgp graceful-shutdown all {neighbors | vrfs}
shutdown-time {community community-value

ステップ 4

[local-preference local-pref-value] | local-preference
local-pref-value [community community-value]}

例：

Device(config-router)# bgp graceful-shutdown all
neighbors 180 local-preference 20 community 10

BGPセッションのすべてのネイバーまたは VRFネ
イバーのみでグレースフルシャットダウンをアク

ティブにします。

bgp graceful-shutdown all {neighbors | vrfs} activate

例：

Device(config-router)# bgp graceful-shutdown all
neighbors activate

ステップ 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

BGPルーティングテーブル内のエントリを表示しま
す。

show ip bgp

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbors 10.2.2.2 | include
shutdown

デバイスの実行コンフィギュレーションを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 8

Device# show running-config | session router bgp
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BGPグレースフルシャットダウンの設定例

例：BGPリンクのグレースフルシャットダウン

ローカルプリファレンスも設定するグレースフルシャットダウン

この例では、指定したネイバーへのリンクを 600秒でグレースフルシャットダウン
し、GSHUTコミュニティをルートに追加して、ルートのローカルプリファレンスを
500に設定します。

router bgp 1000
neighbor 2001:db8:5::1 remote-as 2000
neighbor 2001:db8:5::1 shutdown graceful 600 local-preference 500
neighbor 2001:db8:5::1 send-community
exit

追加のコミュニティも設定するグレースフルシャットダウン

この例では、指定したネイバーへのリンクを 600秒でグレースフルシャットダウン
し、GSHUTコミュニティおよび番号付きコミュニティをルートに追加します。

router bgp 1000
neighbor 2001:db8:5::1 remote-as 2000
neighbor 2001:db8:5::1 shutdown graceful 600 community 1400
neighbor 2001:db8:5::1 send-community
exit

追加のコミュニティとローカルプリファレンスを設定するグレースフルシャットダウ

ン

この例では、指定したネイバーへのリンクを 600秒でグレースフルシャットダウン
し、GSHUTコミュニティおよび番号付きコミュニティをルートに追加して、ルートの
ローカルプリファレンスを 500に設定します。

router bgp 1000
neighbor 2001:db8:5::1 remote-as 2000
neighbor 2001:db8:5::1 shutdown graceful 600 community 1400 local-preference 500
neighbor 2001:db8:5::1 send-community
exit
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例：GSHUTコミュニティに基づく BGPルートのフィルタ処理

BGPルートのグレースフルシャットダウンに加えて、GSHUTコミュニティのもう 1
つの使用方法は、このコミュニティでルートをフィルタ処理して BGPルーティング
テーブルに挿入しないようにコミュニティリストを設定することです。

この例では、コミュニティリストを使用し、GSHUTコミュニティに基づいて着信BGP
ルートをフィルタ処理する方法を示します。この例では、RM_GSHUTという名前の
ルートマップは、GSHUTという名前の標準コミュニティリストに基づいてルートを
拒否します。コミュニティリストには、GSHUTコミュニティを持つルートが含まれ
ています。ルートマップは、2001:db8:4::1のネイバーからの着信ルートに適用されま
す。

router bgp 2000
neighbor 2001:db8:4::1 remote-as 1000
neighbor 2001:db8:4::1 activate
neighbor 2001:db8:4::1 send-community
exit
route-map RM_GSHUT deny 10
match community GSHUT
exit
ip community-list standard GSHUT permit gshut
router bgp 2000
neighbor 2001:db8:4::1 route-map RM_GSHUT in

例：BGP GSHUT拡張機能

次の例は、すべてのネイバーで BGP GSHUT拡張機能を有効化およびアクティブ化す
る方法を示しています。この例では、指定した期間の180秒以内にグレースフルシャッ
トダウンが行われるようにネイバーを設定しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bgp graceful-shutdown all neighbors 180 local-preference 20
community 10
Device(config-router)# bgp graceful-shutdown all neighbors activate
Device(config-router)# end

次に、各ネイバーのグレースフルシャットダウン時間を表示する show ip bgpコマン
ドの出力例を示します。この例では、IPアドレス 10.2.2.2と 172.16.2.1を使用して設定
された 2つの IPv4ネイバーがあり、v1というタグが付いた 1つの VRFネイバーが IP
アドレス 192.168.1.1を使用して設定されています。

Device# show ip bgp neighbors 10.2.2.2 | include shutdown

Graceful Shutdown Timer running, schedule to reset the peer in 00:02:47 seconds
Graceful Shutdown Localpref set to 20
Graceful Shutdown Community set to 10
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Device# show ip bgp neighbors 172.16.2.1 | include shutdown

Graceful Shutdown Timer running, schedule to reset the peer in 00:02:38 seconds
Graceful Shutdown Localpref set to 20
Graceful Shutdown Community set to 10

Device# show ip bgp vpnv4 vrf v1 neighbors 192.168.1.1 | include shutdown

Graceful Shutdown Timer running, schedule to reset the peer in 00:01:45 seconds
Graceful Shutdown Localpref set to 20
Graceful Shutdown Community set to 10

次に、ルータコンフィギュレーションモードで BGPセッションに関連付けられた情
報を表示する show running-configコマンドの出力例を示します。

Device# show running-config | session router bgp

router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
bgp graceful-shutdown all neighbors 180 local-preference 20 community 10
network 10.1.1.0 mask 255.255.255.0
neighbor 10.2.2.2 remote-as 40
neighbor 10.2.2.2 shutdown
neighbor 172.16.2.1 remote-as 10
neighbor 172.16.2.1 shutdown
!
address-family vpnv4
neighbor 172.16.2.1 activate
neighbor 172.16.2.1 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf v1
neighbor 192.168.1.1 remote-as 30
neighbor 192.168.1.1 shutdown
neighbor 192.168.1.1 activate
neighbor 192.168.1.1 send-community both
exit-address-family

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

BGPセッションのグレースフルシャットダウンの要件RFC
6198

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPグレースフルシャットダウンの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 80 : BGPグレースフルシャットダウンの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPグレースフルシャットダ
ウン機能は、メンテナンスの

ためにシャットダウンされる

リンク上でのトラフィックの

損失を低減または排除しま

す。ルータは、常に、コン

バージェンスプロセス中に有

効なルートを確保できます。

次のコマンドが変更されまし

た。ip community-list、
neighbor shutdown、show ip
bgp community、show ip bgp
vpnv4

BGPグレースフルシャットダ
ウン

BGPグレースフルシャットダ
ウン（GSHUT）拡張機能は、
すべてのBGPセッションにお
ける、すべてのネイバーまた

は Virtual Routing and
Forwarding（VRF）ネイバーの
みのグレースフルシャットダ

ウンを可能にします。

bgp graceful-shutdown allコマ
ンドが導入されました。

BGP GSHUT拡張機能
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第 62 章

BGP — mVPN BGP sAFI 129 - IPv4

BGP—mVPN BGP sAFI 129 IPv4機能は、サービスプロバイダーのコア IPv4ネットワークでマ
ルチキャストルーティングをサポートする機能を提供します。この機能は、BGPベースの
MVPNをサポートするために必要です。BGP MVPNにより、サービスプロバイダーは、サー
ビスプロバイダーネットワークでMVPNマルチキャストデータトラフィックを転送するた
めのさまざまなカプセル化方式（Generic Routing Encapsulation（GRE）、マルチキャストラベ
ル配布プロトコル（MLDP）、入力複製）を使用できるようになります。

•機能情報の確認（1057ページ）
• BGP--mVPN BGP sAFI 129 - IPv4に関する情報（1058ページ）
• BGP -- mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の設定方法（1058ページ）
• BGP--mVPN BGPsAFI 129 - IPv4の設定例（1062ページ）
•その他の参考資料（1065ページ）
• BGP - mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の機能情報（1065ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP--mVPN BGP sAFI 129 - IPv4に関する情報

BGP — mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の概要
Cisco BGPの Address Family Identifier（AFI;アドレスファミリ識別子）モデルは、マルチプロ
トコルBGPと一緒に導入され、モジュラ式かつスケーラブルで、複数のAFIおよびSubsequent
Address Family Identifier（SAFI;後続アドレスファミリ識別子）コンフィギュレーションをサ
ポートするように設計されています。SAFIは、ルートおよび宛先への接続方法を表すために
使用されるネットワーク層到達可能性情報（NLRI）のタイプに関する追加情報を提供します。

SAFI 129は、サービスプロバイダーのコア IPv4ネットワークでマルチキャストルーティング
をサポートする機能を提供します。この機能は、BGPベースのMVPNをサポートするために
必要です。SAFI 129の追加により、マルチキャストで、ユニキャストトポロジに依存しない
こともあるアップストリームマルチキャストホップを選択できるようになります。カスタマー

エッジ（CE）ルータから学習したマルチキャストルートまたはリモートプロバイダーエッジ
（PE）ルータから学習したマルチキャストVPNルートは、マルチキャストルーティング情報
ベース（RIB）にインストールされますが、以前はユニキャストRIB内のユニキャストルート
がマルチキャスト RIBに複製されていました。

address-family ipv4コマンドは、VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスの IPバー
ジョン 4（IPv4）マルチキャストアドレスプレフィックスをサポートするように更新され、
address-family vpnv4コマンドは、VPNバージョン 4（VPNv4）マルチキャストアドレスプレ
フィックスをサポートするように更新されました。

BGP -- mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の設定方法

BGP — mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf1
4. rd route-distinguisher
5. route-target export route-target-ext-community
6. route-target import route-target-ext-community
7. address-family ipv4
8. mdt default group-address
9. exit
10. router bgp autonomous-system-number
11. address-family vpnv4 multicast
12. neighbor peer-group-name send-community extended
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13. neighbor peer-group-name route-reflector-client
14. exit-address-family
15. address-family ipv4 vrf vrf-name
16. no synchronization
17. exit-address-family
18. address-family ipv4 multicast vrf vrf-name
19. no synchronization
20. exit-address-family
21. end
22. show running-config | b router bgp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

vrf definition vrf1

例：

ステップ 3

Device(config)# vrf definition vrf1

VRFインスタンスのルート識別子（RD）を指定し
ます。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

Device(config-vrf)# rd 1:1

VRFインスタンス用にルートターゲットエクス
ポート拡張コミュニティを作成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 5

Device(config-vrf)# route-target export 1:1

VRFインスタンス用にルートターゲットインポー
ト拡張コミュニティを作成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

Device(config-vrf)# route-target import 1:1
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスプレフィックスを使用するルーティ
ングセッションを設定し、アドレスファミリコン

フィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4

例：

Device(config-router)# address-family ipv4

ステップ 7

VRFインスタンスに対してデフォルトのマルチキャ
スト配信ツリー（MDT）を設定します。

mdt default group-address

例：

ステップ 8

Device(config-vrf)# mdt default 239.0.0.1

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 9

BGPルーティングプロセスを設定して、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 10

Device(config)# router bgp 50000

VPNバージョン 4マルチキャストアドレスプレ
フィックスを使用するルーティングセッションを

address-family vpnv4 multicast

例：

ステップ 11

設定し、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。Device(config-router)# address-family vpnv4
multicast

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor peer-group-name send-community extended

例：

ステップ 12

Device(config-router-af)# neighbor client1
send-community extended

（任意）ルータをBGPルートリフレクタとして設
定し、指定したネイバーをそのクライアントとして

設定します。

neighbor peer-group-name route-reflector-client

例：

Device(config-router-af)# neighbor client1
route-reflector-client

ステップ 13

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 14

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードにし、後続の IPv4アドレスファミリコ
address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 15

ンフィギュレーションモードコマンドに関連付け

る VRFインスタンスの名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf1

シスコソフトウェアが内部ゲートウェイプロトコ

ル（IGP）システムを待たずにネットワークルート
をアドバタイズできるようにします。

no synchronization

例：

Device(config-router-af)# no synchronization

ステップ 16

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 17

VRFインスタンスに対して IPv4マルチキャストア
ドレスプレフィックスを使用するルーティングセッ

address-family ipv4 multicast vrf vrf-name

例：

ステップ 18

ションを設定し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。Device(config-router)# address-family ipv4
multicast vrf vrf1

シスコソフトウェアが IGPシステムを待たずにネッ
トワークルートをアドバタイズできるようにしま

す。

no synchronization

例：

Device(config-router-af)# no synchronization

ステップ 19

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit-address-family

ステップ 20

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 21

Device(config)# end

（任意）指定したデバイスの実行コンフィギュレー

ションを表示します。

show running-config | b router bgp

例：

ステップ 22

Device# show running-config | b router bgp
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BGP--mVPN BGPsAFI 129 - IPv4の設定例

例：BGP - mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の設定
この例では、下の図に示すトポロジを使用します。

次の例では、ルートリフレクタ（RR）で BGP SAFI 129を設定します。

!
ip multicast-routing
!
!<<< Define BGP update-source loopback0
!<<< on RR as 192.0.2.10
interface loopback0
ip pim sparse-dense-mode
ip address 192.0.2.10 255.255.255.255
!
.
.
.
router bgp 65000
no synchronization
neighbor 192.0.2.1 remote-as 65000
neighbor 192.0.2.1 update-source loopback0
neighbor 192.0.2.2 remote-as 65000
neighbor 192.0.2.2 update-source loopback0
neighbor 192.0.2.3 remote-as 65000
neighbor 192.0.2.3 update-source loopback0
!
.
.
address-family vpnv4 unicast
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community extended
neighbor 192.0.2.1 route-reflector-client
neighbor 192.0.2.2 activate
neighbor 192.0.2.2 send-community extended
neighbor 192.0.2.2 route-reflector-client
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community extended
neighbor 192.0.2.3 route-reflector-client
exit-address-family
!
address-family vpnv4 multicast
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!<<< want route from CE1 with nexthop
!<<< through PE3 in multicast routing table
neighbor 192.0.2.1 activate
neighbor 192.0.2.1 send-community extended
neighbor 192.0.2.1 route-reflector-client
neighbor 192.0.2.3 activate
neighbor 192.0.2.3 send-community extended
neighbor 192.0.2.3 route-reflector-client
exit-address-family
!
.
.

次の例では、PE1ルータで BGP SAFI 129を設定します（PE2および PE3は同様の設定になり
ます）。

Hostname PE1
!
vrf definition vrf1
rd 1:1
route-target export 1:1
route-target import 1:1
!
address-family ipv4
mdt default 239.0.0.1
exit-address-family
!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf vrf1
!
.
.
.
!<<< Define BGP update-source on Loopback0
!<<< on PE1
inteface loopback0
ip pim sparse-dense-mode
ip address 192.0.2.1 255.255.255.255
!
.
.
.
!<<< Define vrf vrf1 interface on PE1 to CE1
interface ethernet0/0
vrf forwarding vrf1
ip pim sparse-dense-mode
ip address 192.0.2.1 255.255.255.0
!
.
.
,
router bgp 65000
!<<<< PE peer neighbor with RR
neighbor 192.0.2.10 remote-as 65000
neighbor 192.0.2.10 update-source loopback0
no synchronization
.
.
.
address-family vpnv4
neighbor 192.0.2.10 activate
neighbor 192.0.2.10 send-community extended
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exit-address-family
!
!<<< Define vpnv4 safi129 with neighbor
!<<< to RR
address-family vpnv4 multicast
neighbor 192.0.2.10 activate
neighbor 192.0.2.10 send-community extended
exit-address-family
!
.
.
.
!<<< Define unicast address-family vrf vrf1.
!<<< PE-CE is eBGP in this case.
!<<< If PE-CE is not eBGP, please use
!<<< redistribute cli, instead of
!<<< neighbor cli below.
address-family ipv4 vrf vrf1
no synchronization
redistribute connected
neighbor 192.0.2.5 remote-as 65011
exit-address-family
!
!<<< Define multicast address-family vrf vrf1
!<<< (safi2. PE-CE is eBGP in this case.
!<<< If PE-CE is not eBGP, please use
!<<< redistribute cli, instead of
!<<< neighbor cli below.
address-family ipv4 multicast vrf vrf1
no synchronization
redistribute connected
neighbor 192.0.2.5 remote-as 65011
exit-address-family
!

次の例では、CE1ルータで BGP SAFI 129を設定します（この場合、PE-CEルーティングは
eBGPです。CE2は同様の設定になります）。

interface ethernet0/0
ip address 192.0.2.5 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
.
.
.
router bgp 65011
bgp router-id 192.0.2.5
bgp log-neighbor-changes
!
address-family ipv4
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 65000
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast
redistribute connected
neighbor 192.0.2.1 remote-as 65000
exit-address-family
!
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『BGP/MPLSVPNs』RFC
2547

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP - mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 81 : BGP - mVPN BGP sAFI 129 - IPv4の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP -mVPNBGP sAFI 129 IPv4
機能は、サービスプロバイ

ダーのコア IPv4ネットワーク
でマルチキャストルーティン

グをサポートする機能を提供

します。この機能は、BGP
ベースのMVPNをサポートす
るために必要です。BGP
MVPNにより、サービスプロ
バイダーは、サービスプロバ

イダーネットワークでMVPN
マルチキャストデータトラ

フィックを転送するためのさ

まざまなカプセル化方式

（Generic Routing Encapsulation
（GRE）、マルチキャストラ
ベル配布プロトコル

（MLDP）、入力複製）を使用
できるようになります。Cisco
IOS Release 15.2(4)Sでは、
Cisco 7200シリーズルータの
サポートが追加されました。

次のコマンドが変更されまし

た。address-family ipv4、
address-family vpnv4

15.2(2)S

15.2(4)S

Cisco IOS XE Release 3.6S

BGP - mVPN BGP sAFI 129 -
IPv4
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第 63 章

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6

Subsequent Address Family Identifier（SAFI;後続アドレスファミリ識別子）129は、VPNマルチ
キャスト SAFIとも呼ばれ、サービスプロバイダーのコア IPv6ネットワークでマルチキャス
トルーティングをサポートする機能を提供します。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）マルチキャストバーチャルプライベートネット
ワーク（MVPN）により、サービスプロバイダーは、サービスプロバイダーネットワークで
MVPNマルチキャストデータトラフィックを転送するためのさまざまなカプセル化方式（Generic
RoutingEncapsulation（GRE）、マルチキャストラベル配布プロトコル（MLDP）、入力複製）
を使用できるようになります。

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6機能は、BGPベースのMVPNをサポートするために必要です。

•機能情報の確認（1067ページ）
• BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の前提条件（1068ページ）
• BGP-MVPN SAFI 129 IPv6に関する情報（1068ページ）
• BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定方法（1069ページ）
• BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定例（1071ページ）
•その他の参考資料（1074ページ）
• BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の機能情報（1075ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の前提条件
• SAFI 129 IPv6関連のアドレスファミリを設定する前に、ipv6 unicast-routingコマンドを
デバイスで設定する必要があります。

• BGPでマルチキャスト IPv6 VRFアドレスファミリを作成するには、まず、VRF自体で
IPv6をアクティブにする必要があります。

VRFには個別のマルチキャスト設定はありません。VRFで
address-family ipv6コマンドを設定すると、ユニキャストトポロ
ジとマルチキャストトポロジの両方が有効になります。

（注）

•プレフィックスをルーティング情報ベース（RIB）にインストールする場合は、VRFイン
ターフェイスで pimコマンドを設定する必要があります。

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6に関する情報

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の概要
MVPNでは、既存の VPNインフラストラクチャを利用して、マルチキャストトラフィックが
プロバイダー空間を通過できるようにします。VPNルートから取得される情報は、コア内でト
ンネルをセットアップするために必要なコンポーネントの1つです。現在、マルチキャストト
ラフィックはユニキャストVPNv6テーブルからこの情報を取得するため、必然的にマルチキャ
ストトラフィックはユニキャストトポロジに依存することになります。

マルチキャストトラフィックとユニキャストトラフィックが個別のトポロジに適しているシ

ナリオでは、マルチキャスト VPNのみに使用される特別なルートのセットをカスタマーエッ
ジ（CE）ルータからアドバタイズすることもできます。CEルータから学習したマルチキャス
トルートは、SAFI 129を介してリモートプロバイダーエッジ（PE）ルータに伝播できます。
ユニキャスト RIBから複製されたルートを使用するのではなく、CEルータから学習したマル
チキャストルートまたはリモート PEルータから学習したマルチキャスト VPNルートを、マ
ルチキャストRIBに直接インストールできるようになりました。ユニキャストとマルチキャス
トで別々のルートおよびエントリを維持することで、コア内のサービスごとに異なるトポロジ

を作成できます。
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BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定方法

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf1
4. rd route-distinguisher
5. route-target export route-target-ext-community
6. route-target import route-target-ext-community
7. address-family ipv6
8. mdt default group-address
9. exit
10. exit
11. router bgp autonomous-system-number
12. address-family vpnv6 multicast
13. neighbor peer-group-name send-community extended
14. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address%} activate
15. address-family ipv6 multicast vrf vrf-name
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

vrf definition vrf1

例：

ステップ 3

Device(config)# vrf definition vrf1

VRFインスタンスのルート識別子（RD）を指定し
ます。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-vrf)# rd 1:1

VRFインスタンス用にルートターゲットエクス
ポート拡張コミュニティを作成します。

route-target export route-target-ext-community

例：

ステップ 5

Device(config-vrf)# route-target export 1:1

VRFインスタンス用にルートターゲットインポー
ト拡張コミュニティを作成します。

route-target import route-target-ext-community

例：

ステップ 6

Device(config-vrf)# route-target import 1:1

IPv6アドレスプレフィックスを使用するルーティ
ングセッションを設定し、アドレスファミリコン

フィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6

例：

Device(config-vrf)# address-family ipv6

ステップ 7

VRFインスタンスに対してデフォルトのマルチキャ
スト配信ツリー（MDT）を設定します。

mdt default group-address

例：

ステップ 8

Device(config-vrf-af)# mdt default 239.0.0.1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、VRFコンフィギュレーションモード
を開始します。

exit

例：

Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 9

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 10

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 11

Device(config)# router bgp 50000

VPNバージョン 6マルチキャストアドレスプレ
フィックスを使用するルーティングセッションを

address-family vpnv6 multicast

例：

ステップ 12

設定し、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。Device(config-router)# address-family vpnv6
multicast

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor peer-group-name send-community extended

例：

ステップ 13
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor client1
send-community extended

ネイバーが、指定したファミリタイプのプレフィッ

クスをネイバーおよびローカルルータと交換でき

るようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 14

Router(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 % activate

VRFインスタンスに対して IPv6マルチキャストア
ドレスプレフィックスを使用するルーティングセッ

ションを設定します。

address-family ipv6 multicast vrf vrf-name

例：

Device(config-router-af)# address-family ipv6
multicast vrf vrf1

ステップ 15

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# end

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定例

例：BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の設定

下の例は、PEルータの設定を示しています。

hostname PE1
!
!
vrf definition blue
rd 55:1111
route-target export 55:1111
route-target import 55:1111
!
address-family ipv6
mdt default 232.1.1.1
mdt data 232.1.200.0 0.0.0.0
exit-address-family
!
!ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf blue
ip cef
!
ipv6 unicast-routing
ipv6 multicast-routing
ipv6 multicast-routing vrf blue
ipv6 cef
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!
!interface Loopback0
ip address 205.1.0.1 255.255.255.255
ip pim sparse-dense-mode
ipv6 address FE80::205:1:1 link-local
ipv6 address 205::1:1:1/64
ipv6 enable
!
interface Ethernet0/0
! interface connect to the core vpn
bandwidth 1000
ip address 30.3.0.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
delay 100
ipv6 address FE80::70:1:1 link-local
ipv6 address 70::1:1:1/64
ipv6 enable
mpls ip
!
interface Ethernet1/1
! interface connect to CE (vrf interface)
bandwidth 1000
vrf forwarding blue
ip address 10.1.0.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
delay 100
ipv6 address FE80::20:1:1 link-local
ipv6 address 20::1:1:1/64
ipv6 enable
!
router ospf 200
redistribute connected subnets
redistribute bgp 55 metric 10
passive-interface Loopback0
network 30.3.0.0 0.0.255.255 area 1
!
router bgp 55
bgp log-neighbor-changes
no bgp default route-target filter
! neighbor to another PE in core
neighbor 205.3.0.3 remote-as 55
neighbor 205.3.0.3 update-source Loopback0
!
address-family ipv4 mdt
! neighbor to another PE in core
neighbor 205.3.0.3 activate
neighbor 205.3.0.3 send-community extended
exit-address-family
!
address-family vpnv6
! neighbor to another PE in core
neighbor 205.3.0.3 activate
neighbor 205.3.0.3 send-community extended
exit-address-family
!
address-family vpnv6 multicast
! neighbor to another PE in core
! this address-family is added to enable
! safi129 between two PEs
neighbor 205.3.0.3 activate
neighbor 205.3.0.3 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf blue
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! neighbor to CE1 in vrf
redistribute connected
redistribute static
neighbor FE80::20:1:6%Ethernet1/1 remote-as 56
neighbor FE80::20:1:6%Ethernet1/1 activate
exit-address-family
!
address-family ipv6 multicast vrf blue
! neighbor to CE1 in vrf
! this address-family is added to enable
! safi2 on PE-CE
redistribute connected
redistribute static
neighbor FE80::20:1:6%Ethernet1/1 remote-as 56
neighbor FE80::20:1:6%Ethernet1/1 activate
exit-address-family
!
ipv6 pim vrf blue rp-address 201::1:1:7 blue_bidir_acl bidir
ipv6 pim vrf blue rp-address 202::1:1:6 blue_sparse_acl
!
ipv6 access-list black_bidir_acl
permit ipv6 any FF06::/64
!
ipv6 access-list black_sparse_acl
permit ipv6 any FF04::/64
!
ipv6 access-list blue_bidir_acl
permit ipv6 any FF05::/64
!
ipv6 access-list blue_sparse_acl
permit ipv6 any FF03::/64
!
end

下の例は、CEルータの設定を示しています。

hostname CE1
!
ip multicast-routing
ip cef
ipv6 unicast-routing
ipv6 multicast-routing
ipv6 multicast rpf use-bgp
ipv6 cef
!
interface Ethernet1/1
bandwidth 1000
ip address 10.1.0.6 255.255.255.0
no ip redirects
no ip proxy-arp
ip pim sparse-dense-mode
delay 100
ipv6 address FE80::20:1:6 link-local
ipv6 address 20::1:1:6/64
ipv6 enable
no keepalive
!
router bgp 56
bgp log-neighbor-changes
neighbor FE80::20:1:1%Ethernet1/1 remote-as 55
!
address-family ipv6
redistribute connected
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redistribute static
neighbor FE80::20:1:1%Ethernet1/1 activate
exit-address-family
!
address-family ipv6 multicast
redistribute connected
redistribute static
neighbor FE80::20:1:1%Ethernet1/1 activate
exit-address-family
!
ipv6 pim rp-address 201::1:1:7 blue_bidir_acl bidir
ipv6 pim rp-address 202::1:1:6 blue_sparse_acl
!
ipv6 access-list blue_bidir_acl
permit ipv6 any FF05::/64
!
ipv6 access-list blue_sparse_acl
permit ipv6 any FF03::/64
!
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、コマ
ンド履歴、デフォルト設定、使用上のガイドライン、および

例

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Subsequent Address Family
Identifiers (SAFI) Parameters』

MDT SAFI

『BGP/MPLS VPNs』RFC 2547
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.iana.org/assignments/safi-namespace/safi-namespace.xml
http://www.iana.org/assignments/safi-namespace/safi-namespace.xml


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP-MVPN SAFI 129 IPv6の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 82 : BGP—MVPN SAFI 129 IPv6の機能情報

機能情報リリース機能名

SAFI 129は、VPNマルチキャ
ストSAFIとも呼ばれ、サービ
スプロバイダーのコア IPv6
ネットワークでマルチキャス

トルーティングをサポートす

る機能を提供します。

次のコマンドが導入または変

更されました。address-family
ipv6、address-family vpnv6、
show bgp vpnv6 multicast

15.2(4)S

Cisco IOS XE Release 3.7S

15.3(1)T

BGP—MVPN SAFI 129 IPv6
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第 64 章

BFD—BGPマルチホップクライアントサ
ポート、cBit（IPv4および IPv6）、ストリ
クトモード

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート機能により、ボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）でマルチホップ Bidirectional Forwarding Detection（BFD;双方向フォワーディング検
出）サポートを使用できるようになります。BFDの障害検出時間はほとんどのネットワーク
トポロジで内部ゲートウェイプロトコル（IGP）コンバージェンス時間よりも速くなるため、
BGPコンバージェンスが改善されます。

BFD—BGP cBIT機能は、BFD障害がコントロールプレーンに依存しているかいないかをBGP
で判別できるようにします。これにより、BGPで BFDダウンイベントをより柔軟に処理でき
ます。

•機能情報の確認（1077ページ）
• BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および IPv6）、ストリクト
モードの制約事項（1078ページ）

• BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および IPv6）、ストリクト
モードに関する情報（1078ページ）

• BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および IPv6）、ストリクト
モードの設定方法（1080ページ）

• BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および IPv6）、ストリクト
モードの設定例（1082ページ）

•その他の参考資料（1084ページ）
• BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4/IPv6）、ストリクトモード
の機能情報（1084ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ
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い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4および IPv6）、ストリクトモードの制約事項

• BGP IPv4および BGP IPv6ピアリングセッションについてのみ、アドレスファミリ IPv4
および IPv6ユニキャストの BGPでマルチホップ BFDサポートを使用できます。

• IPv6リンクローカルアドレスを使用するマルチホップ BGPセッションでは、BFDマル
チホップサポートは使用できません。

•現在、BFDハードウェアオフロードはマルチホップ BFDセッションでサポートされてい
ないため、C-bitはマルチホップセッションに対しては設定されません。

• IPv6 Virtual Routing and Forwarding（VRF）のマルチホップ BFDはサポートされていませ
ん。

• BGPセッションがシングルホップからマルチホップに変わったときに、BFDの BGPセッ
ション属性は動的に変化しないため、マルチホップBFDセッションを再度開始するには、
既存の BGPセッションをクリアする必要があります。

BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4および IPv6）、ストリクトモードに関する情報

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および
IPv6）、ストリクトモード

BFDはあらゆるメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、およびルーティングプロトコルの
高速転送パス障害検出回数を提供するように設計された検出プロトコルです。高速転送パス障

害検出に加えて、BFDはネットワーク管理者に整合性のある障害検出方法を提供します。ネッ
トワーク管理者は BFDを使用することで、さまざまなルーティングプロトコルの HELLOメ
カニズムにより、変動速度ではなく一定速度で転送パス障害を検出できるため、ネットワーク

プロファイリングおよびプランニングが容易になります。また、再コンバージェンス時間の整

合性が保たれ、予測可能になります。BGP用の BFDを実装する主な利点は、再コンバージェ
ンス時間が非常に短いことです。シングルホップまたはマルチホップの内部BGP（iBGP）セッ
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ションと外部 BGP（eBGP）セッションでは、BGPでマルチホップ BFDサポートを使用する
と、ほとんどのネットワークトポロジで BFDの障害検出時間が IGPコンバージェンス時間よ
りも速くなるため、BGPコンバージェンスを改善できます。BGPには、RFC5882『Generic
Application of Bidirectional Forwarding Detection (BFD)』に記載されているように、マルチホッ
プ BFDのサポートが必要です。

BGPは、デフォルトでは、BFDダウンイベントが発生し、それについてBFDから通知を受け
ると、該当のピアから受信したルートを消去します。BFDがコントロールプレーンに依存し
ているかいないかは、BFDの cBitによって判別されます。BFDをサポートする高速フォール
オーバー機能でピアが有効化されている、BGPなどのクライアントは、この BFD cBitサポー
トを使用して、BGPセッションに対する BFD高速フォールオーバーサポートとともに BGP
グレースフルリスタートが有効化されている場合にノンストップフォワーディング（NSF）
を行うためのより確定的なメカニズムを提供します。

BGPでリモート接続検出用の高速フォールオーバー機能のためにBFDを使用している場合は、
BFDでそれらの障害の一部を検出できます。BFDがコントロールプレーンに依存していない
場合、BFDセッション障害が発生すると、（リンク制御障害により）データをそれ以上は転送
できなくなるため、トラフィックブラックホールを避けるために BGPグレースフルリスター
トの手順を中止する必要があります。一方、BFDがコントロールプレーンに依存している場
合は、コントロールプレーンで発生している他のイベントから BFD障害を分離することはで
きません。コントロールプレーンがクラッシュすると、スイッチオーバーが発生し、BFDが
再起動します。クライアント（BGPなど）では、グレースフルリスタートの実行によるいか
なる中止も避けることをお勧めします。

下の表に、BGPによる BFDダウンイベントの処理について示します。

表 83 : BGPによる BFDダウンイベントの処理

NSFに関する BGPのアクショ
ン（GRおよびBFDが有効な場
合）

障害—コントロールプレーン
は独立しているか?

BFDダウンイベント

ルートを消去対応BGPコントロールプレーン障
害検出が有効

NSFを続行し、ルーティング
情報ベース（RIB）内の失効
ルートを保持

非対応BGPコントロールプレーン障
害検出が有効

ルートを消去対応BGPコントロールプレーン障
害検出が無効（デフォルトの

動作）

ルートを消去非対応BGPコントロールプレーン障
害検出が無効（デフォルトの

動作）

BGPセッションの確立は、高速フォールオーバー検出を除いて、BFDの状態変化とは独立し
て動作するため、ネクストホップがアクセス不能となり、ベストパスの再計算が行われます。
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これは、neighbor fail-over bfdが設定されている場合でも、BFD状態がダウンまたはダンプニ
ング済みであるときに BGPセッションを確立できることを意味します。

XE 3.17Sリリースから、BFDがダウン状態の場合には BGPセッションの確立を許可しない新
しいオプションのキーワード strict-modeが導入されています。BFDがダンプニング済みまたは
ダウン状態の場合は、ルーティングプロトコルの状態またはセッションをアップ状態にするこ

とはできません。

BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4および IPv6）、ストリクトモードの設定方法

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および
IPv6）、ストリクトモードの設定

始める前に

再コンバージェンス中にダウンイベントが誤って識別されて、マルチホップ BGPセッション
がフラップしないように、マルチホップBFDの最小検出時間はネットワークでの IGPコンバー
ジェンス時間よりも長くする必要があります。

（注）

BFDストリクトモードを機能させるには、隣接する両方のデバイスで BFDを設定してくださ
い。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address update-source interface-type interface-number
6. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
7. neighbor ip-address ebgp-multihop ttl
8. neighbor ip-address fall-over bfd [multi-hop] [check-control-plane-failure] [ strict-mode]
9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを設定し、ルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 3

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2 remote-as
100

BGPセッションが、TCP接続の動作インターフェイ
スを使用できるようにします。

neighbor ip-address update-source interface-type
interface-number

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2
update-source GigabitEthernet 0/0/0

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2 remote-as
100

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアか

らの BGP接続を受け入れ、またそのピアへの BGP
接続を試みます。

neighbor ip-address ebgp-multihop ttl

例：

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2
ebgp-multihop 4

ステップ 7

neighbor ip-address fall-over bfd [multi-hop]
[check-control-plane-failure] [ strict-mode]

ステップ 8 • BGPで隣接関係の変化について指定したネイ
バーのピアリングセッションをモニタし、ピア

例： リングセッションを非アクティブ化できるよう

にします。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2 fall-over
• BFDcBitサポートについてコントロールプレー
ンの独立性を有効にして BGP BFDを設定しま
す。

bfd multi-hop check-control-plane-failure
strict-mode

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router)# end

BFD - BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4および IPv6）、ストリクトモードの設定例

例：BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4/IPv6）、ストリクトモードの設定

R1 e0/0 ---------------e0/0 R2

Router 1 configuration

hostname R1
!
bfd map ipv4 2.2.2.2/32 1.1.1.1/32 mh1
!
bfd-template multi-hop mh1
interval min-tx 50 min-rx 50 multiplier 3
!
interface Loopback1
ip address 1.1.1.1 255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
!
router ospf 1
!
router bgp 1
neighbor 2.2.2.2 remote-as 1
neighbor 2.2.2.2 update-source Loopback1
neighbor 2.2.2.2 fall-over bfd multi-hop check-control-plane-failure strict-mode
!
address-family ipv4
neighbor 2.2.2.2 activate
exit-address-family
!

Router 2 configuration:
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hostname R2
!
bfd map ipv4 1.1.1.1/32 2.2.2.2/32 mh1
bfd-template multi-hop mh1
interval min-tx 50 min-rx 50 multiplier 3
!
interface Loopback1
ip address 2.2.2.2 255.255.255.255
ip ospf 1 area 0
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
!
router ospf 1
!
router bgp 1
neighbor 1.1.1.1 remote-as 1
neighbor 1.1.1.1 update-source Loopback1
neighbor 1.1.1.1 fall-over bfd multi-hop check-control-plane-failure strict-mode
!
address-family ipv4
neighbor 1.1.1.1 activate
exit-address-family
!

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4および
IPv6）、ストリクトモードの確認

次の例は、ネイバー、ピアグループで BFDが有効になっているかどうかを確認する方法を示
しています。

R801-ASBR#sh ip bgp neighbor 11.1.0.2 BGP neighbor is 11.1.0.2, remote AS 65000,
external link Fall over configured for session BFD is configured. BFD peer is
Up. Using BFD to detect fast fallover (single-hop) in strict-mode. BGP version
4, remote router ID 10.10.10.10 BGP state = Established, up for 00:04:12 Last
read 00:00:49, last write 00:00:24, hold time is 180, keepalive interval is
60 seconds …

BFDがアップ状態で実行中の場合は、次のように表示されます。

Fall over configured for session BFD is configured. BFD peer is Up. Using BFD
to detect fast fallover (single-hop) in strict-mode (will be verified). …

BFDがアップ状態でなく実行されていない場合は、次のように表示されます。

Fall over configured for session BFD is configured. BFD peer is Down. Using
BFD to detect fast fallover (single-hop) in strict-mode.
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit
（IPv4/IPv6）、ストリクトモードの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 84 : BFD—BGPマルチホップクライアントサポート、cBit（IPv4/IPv6）、ストリクトモードの機能情報

機能情報リリース機能名

BFD—BGPマルチホップクラ
イアントサポート機能によ

り、ボーダーゲートウェイプ

ロトコル（BGP）でマルチホッ
プ Bidirectional Forwarding
Detection（BFD）サポートを
使用できるようになります。

BFDの障害検出時間はほとん
どのネットワークトポロジで

内部ゲートウェイプロトコル

（IGP）コンバージェンス時間
よりも速くなるため、BGPコ
ンバージェンスが改善されま

す。

BFD—BGP cBIT機能は、BFD
障害がコントロールプレーン

に依存しているかいないかを

BGPで判別できるようにしま
す。これにより、BGPで BFD
ダウンイベントをより柔軟に

処理できます。

Cisco IOS XE Release 3.7Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

次のコマンドが変更されまし

た。neighbor fall-over、show
ip bgp neighbors

15.2(4)S

Cisco IOS XE Release 3.6S

Cisco IOS XEリリース 3.7S

BFD—BGPマルチホップクラ
イアントサポートおよび cBit
（IPv4/IPv6）

Cisco IOS XE Release 3.17Sで
は、次のコマンドが変更され

ました。

neighbor ip-address fall-over
bfd [multi-hop|single-hop]
[check-control-plane-failure] [
strict-mode]

Cisco IOS XEリリース 3.17SBFD—BGPマルチホップクラ
イアントサポート、cBit
（IPv4/IPv6）、ストリクト
モード
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第 65 章

BGP属性フィルタと拡張属性エラーの処理

BGP属性フィルタ機能を使用すると、特定のパス属性を含むアップデートを取り消す
（「treat-as-withdraw」）ことができます。アップデートに含まれるプレフィックスは、ルー
ティングテーブルから削除されます。また、この機能では、着信アップデートから特定のパス

属性を削除することもできます。どちらの動作でも、セキュリティ対策が向上します。BGP拡
張属性エラー処理機能は、形式が誤っているアップデートのエラーによるピアセッションのフ

ラッピングを防止して、リソースを節約します。

•機能情報の確認（1087ページ）
• BGP属性フィルタリングに関する情報（1088ページ）
• BGPパス属性をフィルタ処理する方法（1089ページ）
• BGP属性フィルタの設定例（1092ページ）
•その他の参考資料（1093ページ）
• BGP属性フィルタと拡張属性エラー処理の機能情報（1094ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP属性フィルタリングに関する情報

BGP属性フィルタと拡張属性エラーの処理
BGP属性フィルタ機能は、セキュリティ対策を向上させる次の 2つの方法を提供します。

•この機能では、指定したネイバーから受け取ったアップデートに、指定した属性タイプが
含まれている場合に、そのアップデートを取り消すことができます。アップデートを取り

消すと、そのアップデート内のプレフィックスは BGPルーティングテーブルから削除さ
れます（ルーティングテーブル内に存在する場合）。

•また、この機能では、アップデートから指定したパス属性をドロップすることもできま
す。その場合、残りのアップデートは通常どおりに処理されます。

BGP拡張属性エラー処理機能は、形式が誤っているアップデートに起因するピアセッション
のフラッピングを防止します。形式が誤っているアップデートは取り消され、BGPセッション
がリセットされることはありません。この機能はデフォルトで有効になっていますが、無効に

することができます。

機能は、次の順序で実装されます。

1. ユーザ指定のパス属性を含むアップデートを受信すると、そのアップデートは取り消され
ます（NLRIを正常に解析できる場合のみ）。BGPルーティングテーブルに既存のプレ
フィックスがある場合、そのプレフィックスは削除されます。この機能は neighbor
path-attribute treat-as-withdrawコマンドによって設定します。

2. 受信したアップデートからユーザ指定のパス属性が破棄され、残りのアップデートは正常
に処理されます。この機能は neighbor path-attribute discardコマンドによって設定しま
す。

3. 形式が誤っているアップデートを受信すると、そのアップデートは取り消されます。この
機能はデフォルトで有効になっています。no bgp enhanced-errorコマンドを設定すると、
無効にすることができます。

treat-as-withdrawを属性に指定する場合の詳細

属性タイプ 1、2、3、4、8、14、15、16は、パス属性 treat-as-withdrawに対して設定できませ
ん。

属性タイプ 5（localpref）、タイプ 9（Originator）、タイプ 10（Cluster-id）は、eBGPネイバー
でのみ treat-as-withdrawに対して設定できます。

取り消しとして処理（treat-as-withdraw）されるようにパス属性を設定すると、ルーティング
テーブルを最新の状態に維持するために着信ルートリフレッシュがトリガーされます。

discardを属性に指定する場合の詳細

属性タイプ 1、2、3、4、8、14、15、16は、パス属性 discardに対して設定できません。
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属性タイプ 5（localpref）、タイプ 9（Originator）、タイプ 10（Cluster-id）は、eBGPネイバー
でのみ discardに対して設定できます。

破棄（discard）されるようにパス属性を設定すると、ルーティングテーブルを最新の状態に維
持するために着信ルートリフレッシュがトリガーされます。

拡張属性エラー処理の詳細

形式が誤っているアップデートを受信すると、BGPパス属性の処理によるピアセッションの
フラッピングを防止するために、そのアップデートは取り消されます（treat-as-withdraw）。こ
の機能は、eBGPピアと iBGPピアに適用されます。この機能はデフォルトで有効になってい
ますが、無効にすることができます。

BGP拡張属性エラー処理機能を有効または無効にすると、BGPでは、アップデートの形式を
整えると同時に属性リストの先頭にMP_REACH属性（属性 14）を配置します。MP_REACH
属性が属性リストの先頭にあると、拡張属性エラー処理がより簡単に機能します。

BGPパス属性をフィルタ処理する方法

指定したパス属性を含む BGPアップデートの取り消し

この作業を実行すると、ルーティングテーブルを最新の状態に維持するために着信ルートリ

フレッシュがトリガーされます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address} path-attribute treat-as-withdraw {attribute-value | range

start-value end-value} in
5. 手順 4を繰り返して、範囲に含まれない他の属性を設定するか、別のネイバーを設定しま
す。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定したパス属性またはパス属性の範囲を含む着信

アップデートメッセージをすべて取り消します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} path-attribute
treat-as-withdraw {attribute-value | range start-value
end-value} in

ステップ 4

•取り消されるアップデート内のプレフィックス
は、BGPルーティングテーブルから削除されま
す。

例：

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:1::1
path-attribute treat-as-withdraw 100 in •特定の属性値と属性値の範囲は、互いに独立し

ています。

手順 4を繰り返して、範囲に含まれない他の属性を
設定するか、別のネイバーを設定します。

ステップ 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

アップデートメッセージからの特定パス属性の破棄

この作業を実行すると、ルーティングテーブルを最新の状態に維持するために着信ルートリ

フレッシュがトリガーされます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address} path-attribute discard {attribute-value | range start-value

end-value} in
5. 手順 4を繰り返して、範囲に含まれない他の属性を設定するか、別のネイバーを設定しま
す。

6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 6500

指定したネイバーからのアップデートメッセージか

ら指定したパス属性を削除します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} path-attribute
discard {attribute-value | range start-value end-value}
in

ステップ 4

例：

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:1::1
path-attribute discard 128 in

手順 4を繰り返して、範囲に含まれない他の属性を
設定するか、別のネイバーを設定します。

ステップ 5

例：

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

取り消されたパス属性または破棄されたパス属性の表示

取り消されたパス属性、破棄されたパス属性、または不明なパス属性に関する情報を表示する

には、これらの手順のいずれかを任意の順序で実行します。show ip bgpコマンドは、show ip
bgp ipv4 multicast、show ip bgp ipv6 unicastなど、BGPがサポートする任意のアドレスファミ
リで使用できます。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp neighbor [ip-address | ipv6-address]
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3. show ip bgp path-attribute unknown
4. show ip bgp path-attribute discard
5. show ip bgp vpnv4 all prefix
6. show ip bgp neighbors prefix

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

（任意）ネイバーに対して設定されたdiscardおよび
treat-as-withdraw属性値、そのような属性が破棄また

show ip bgp neighbor [ip-address | ipv6-address]

例：

ステップ 2

は取り消されたアップデートの数、および形式が

Device# show ip bgp neighbor 2001:DB8:1::1 誤っているために取り消されたアップデートの数を

表示します。

（任意）不明な属性を持つすべてのプレフィックス

を表示します。

show ip bgp path-attribute unknown

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp path-attribute unknown

（任意）属性が破棄されたすべてのプレフィックス

を表示します。

show ip bgp path-attribute discard

例：

ステップ 4

Device# show ip bgp path-attribute discard

（任意）プレフィックスに関連付けられている不明

な属性および破棄された属性を表示します。

show ip bgp vpnv4 all prefix

例：

ステップ 5

Device# show ip bgp vpnv4 all 192.168.1.0

（任意）プレフィックスに関連付けられている設定

済みの discardおよび treat-as-withdraw属性を表示し
ます。

show ip bgp neighbors prefix

例：

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.0

ステップ 6

BGP属性フィルタの設定例

例：パス属性に基づくアップデートの取り消し

次の例では、指定したネイバーからのアップデートメッセージに不要なパス属性 100
または128が含まれている場合は取り消すようにデバイスを設定する方法を示します。
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router bgp 65600
neighbor 2001:DB8:1::2 path-attribute treat-as-withdraw 100 in
neighbor 2001:DB8:1::2 path-attribute treat-as-withdraw 128 in

次の例では、指定したネイバーからのアップデートメッセージに 21～ 255の範囲内
の不要なパス属性が含まれている場合は取り消すようにデバイスを設定する方法を示

します。

router bgp 65600
neighbor 2001:DB8:1::2 path-attribute treat-as-withdraw 21 255 in

例：アップデートからのパス属性の破棄

次の例では、指定したネイバーからの着信アップデートメッセージからパス属性 100
および 128を破棄するようにデバイスを設定する方法を示します。アップデートメッ
セージの残りの部分は、通常どおりに処理されます。

router bgp 65600
neighbor 2001:DB8:1::1 path-attribute discard 100 in
neighbor 2001:DB8:1::1 path-attribute discard 128 in

次の例では、指定したネイバーからの着信アップデートメッセージから 17～ 255の
範囲内のパス属性を破棄するようにデバイスを設定する方法を示します。アップデー

トメッセージの残りの部分は、通常どおりに処理されます。

router bgp 65600
neighbor 2001:DB8:1::1 path-attribute discard 17 255 in

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


標準および RFC

タイトル標準/RFC

外部ネイバーからのBGPアップデートに関するエラー処理の修正draft-ietf-idr-error-handling

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP属性フィルタと拡張属性エラー処理の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 85 : BGP属性フィルタと拡張属性エラー処理の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP属性フィルタを使用する
と、特定のパス属性を含む

アップデートを取り消す

（「treat-as-withdraw」）こと
ができます。アップデートに

含まれるプレフィックスは、

ルーティングテーブルから削

除されます。また、この機能

では、着信アップデートから

特定のパス属性を削除するこ

ともできます。どちらの動作

でも、セキュリティ対策が向

上します。BGP拡張属性エ
ラー処理機能は、形式が誤っ

ているアップデートのエラー

によるピアセッションのフ

ラッピングを防止して、リ

ソースを節約します。

次のコマンドが導入されまし

た。bgp enhanced-error、
neighbor path-attribute
discard、neighbor
path-attribute
treat-as-withdraw、show ip bgp
path-attribute discard、 show
ip bgp path-attribute unknown

次のコマンドが変更されまし

た。show ip bgp、show ip bgp
neighbor、show ip bgp vpnv4
all

BGP属性フィルタと拡張属性
エラーの処理
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第 66 章

BGPの追加パス

BGP追加パスは、暗黙的に以前のパスから新しいパスに代わることなく、同じピアセッショ
ンを介して同じプレフィックスのマルチパスをアドバタイズする機能を備えています。この動

作により、パスダイバーシティが向上し、Multi-Exit Discriminator（MED）の変動が減少しま
す。

•機能情報の確認（1097ページ）
• BGP追加パスについて（1098ページ）
• BGP追加パスの設定方法（1102ページ）
• BGP追加パスの設定例（1113ページ）
•その他の参考資料（1115ページ）
• BGP追加パスの機能情報（1116ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP追加パスについて

追加パスで解決できる問題

BGPルータおよびルートリフレクタ（RR）は、セッションにおけるベストパスにのみ伝播し
ます。プレフィックスアドバタイズメントで、以前アナウンスされたプレフィックスを置き換

えます（この動作は暗黙の取り消しとして知られています）。暗黙の取り消しはスケーリング

には適していますが、パスダイバーシティに影響があります。

パスの隠蔽は BGPマルチパスの効率的な使用や、スムーズな定期メンテナンスを妨げ、MED
の変動や最適でないホットポテトルーティングが発生する可能性があります。ネクストホッ

プが失敗した場合も、ネットワークは BGPコントロールプレーンのコンバージェンスにより
トラフィックが復旧するのを待たなければならないので、パスの隠蔽は迅速かつローカルの復

旧の妨げになります。BGP追加パス機能では、パスダイバーシティを一般的な方法で提供し
ます。Best Externalまたは Best Internal機能は、限られた場合にのみパスダイバーシティを提
供します。

BGP追加パス機能は、同じプレフィックスのマルチパスに対して、新しいパスで以前のパスを
暗黙的に置き換えることなく、アドバタイズする手段を提供します。したがって、パスを隠蔽

しないでパスダイバーシティが実現されます。

パスの隠蔽の例

ここでは、パスの隠蔽が発生する過程の詳細を説明します。次の図では、BR1および BR4か
ら RR1にアドバタイズされるプレフィックス pを持つパス p1および p2があります。RR1は
2つのうちベストパスを選択し、PEに p1のみアドバタイズします。

図 84 : RRで追加パスを非表示にする

また上の図では、BR2から（パス x2がある）BR3にローカルプリファレンス 100でアドバタ
イズされる、プレフィックス xを持つパス x1が表示されています。BR3にはパス x2もありま
すが、ルーティングポリシーにより、x2ではなく RRの x1（表示されていません）をアドバ
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タイズし、x2のアドバタイズは抑制されます。ユーザは BR3で最良外部のアドバタイズメン
トを有効にして RRに x2をアドバタイズできますが、この場合も RRはベストパスのみをア
ドバタイズします。

最適ではないのホットポテトルーティングの例

内部転送コストを最小化するために、中継する ISPは（内部ゲートウェイプロトコル（IGP）
コストに基づいて）最も近い出口ポイントにパケットを転送しようとします。この動作は、

ホットポテトルーティングと呼ばれます。次の図の分散 RRクラスタモデルでは、ロサンゼ
ルスから発信されるトラフィックがメキシコに進む必要があることを想定しています。すべて

のリンクで、IGPコストは同じです。メキシコへの出口ポイントは2つあり、1つがオースティ
ンに向かい、もう1つがアトランタに向かう場合、ロサンゼルスからは、アトランタよりオー
スティンに向かう方が IGPコストが低いため、オースティンに向けてトラフィックを送信しま
す。RR3がある（およびRR1、RR2、RR4およびRR5がない）場所に中央RRが存在する集中
型 RRモデルでは、RR3から見てメキシコへの最も近い出口ポイントはアトランタとなりま
す。ロサンゼルスからアトランタに向けてトラフィックが送信され、それによって最適ではな

いホットポテトルーティングが生じます。これは望ましいことではありません。

図 85 :分散 RRクラスタ

DMVPNシナリオ

Dynamic Multipoint Virtual Private Network（DMVPN;ダイナミックマルチポイント仮想プライ
ベートネットワーク）の展開では、BGPはスケーリングのために使用されます。下の図では、
Zは、スポーク S6（NY）とスポーク S7（ボストン）に接続されています。ハブへの S7リン
クは、ハブへの S6リンクよりも IGPコストが低くなっています。S5を S7に、S6を S7に接
続する物理的なリンクがあり（図には非表示）、IGPコストはハブへのリンクよりも低くなっ
ています。スポーク S6とスポーク S7は、ハブH1（シカゴ）とハブH2（デトロイト）にアッ
プデートを送信します。その後、RRハブは、IGPコストがより低いことに基づいてベストパ
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スを選択します。これは、S7であることもあります。このシナリオでは、S6（NY）をネクス
トホップとして選択する方が望ましい可能性もありますが、スポーク S5（ローリー）は、Z
について S7をネクストホップとする 2つのアップデートを RRから受信します。

図 86 : DMVPN展開

BGP追加パスの利点
BGPルータおよびルートリフレクタ（RR）は、セッションにおけるベストパスにのみ伝播し
ます。プレフィックスアドバタイズメントで、以前アナウンスされたプレフィックスを置き換

えます（この動作は暗黙の取り消しとして知られています）。

この動作は、スケーリングには適していますが、パスダイバーシティを妨げる可能性がありま

す（これによって脆弱になるまたは完全に無くなるおそれがあります）。同様にこの動作は、

BGPマルチパスの効率的な使用や、スムーズな定期メンテナンスを妨げ、MEDの変動や最適
でないホットポテトルーティングが発生する可能性があります。ネクストホップが失敗した

場合も、ネットワークは BGPコントロールプレーンのコンバージェンスによりトラフィック
が復旧するのを待たなければならないので、迅速かつローカルの復旧の妨げになります。

BGP追加パス機能は、暗黙的に以前のパスに代わる新しいパスなしで、同じプレフィックスの
マルチパスをアドバタイズする BGPの拡張機能です。これにより、パスダイバーシティが向
上し、MEDの変動が減少します。

BGP追加パスの機能
BGP追加パス機能は、NLRIで各パスにパス IDを追加することによって実現します。パス ID
は VPNのルート識別子（RD）のようなものです。ただし、パス IDはすべてのアドレスファ
ミリに適用できます。パス IDはピアリングセッション内で一意で、各ネットワークに生成さ
れます。ルートアナウンスが暗黙的に以前のパスを取り消すことを防ぐために、パス IDが使
用されます。追加パス機能は、ベストパスに加えその他のパスのアドバタイズメントが可能で
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す。追加パスは、暗黙的に以前のパスから新しいパスに代わることなく、同じプレフィックス

のマルチパスをアドバタイズする機能を備えています。

BGP追加パス機能を使用する場合は、次の 3つの一般的な手順を実行する必要があります。

1.デバイスが追加パスを送信、受信、または送受信するかどうかを指定します。これは、アド
レスファミリレベルまたはネイバーレベルで行い、それぞれbgpadditional-paths{send [receive]
| receive}コマンドまたは neighbor additional-paths {send [receive] | receive}コマンドで制御し
ます。セッションの確立中に、2つのBGPネイバーが追加パス機能（送信または受信のどちら
（あるいは両方）を実行できるか）についてネゴシエートします。

2.選択基準を指定して、アドバタイズする候補パスのセットを選択します（bgpadditional-paths
selectコマンドを使用）。

3.示された候補パスから追加パスのセットをネイバーに対してアドバタイズします（neighbor
advertise additional-pathsコマンドを使用）。

追加パスを送受信するには、追加パス機能をネゴシエートする必要があります。ネゴシエート

されない場合、選択基準によりベストパス以上のパスが指定され、ネイバーが指定されたパス

をアドバタイズするように設定されていても、ネゴシエートできないために選択パスは利用さ

れず、ベストパスのみ送信されます。

追加パスの送受信を BGPに設定すると、デバイスのピアに対して追加パス機能のネゴシエー
ションが開始されます。この機能についてネゴシエートしたネイバーは、（他のアップデート

グループポリシーが許可する場合）アップデートグループに追加され、この機能についてネ

ゴシエートされていないピアとは別のアップデートグループに分類されます。したがって、追

加パス機能によってネイバーのアップデートグループメンバーシップが再計算されます。

追加パスの選択

3つのパス選択（パスマーキング）ポリシーがあり、相互に排他的ではありません。これら
は、bgp additional-paths selectコマンドを使用して、アドレスファミリごとに指定します。そ
の内容は次のとおりです。

• best 2または best 3（best 2は、ベストパスおよび 2番目に適したパスを意味します。2番
目に適したパスは、ベストパス計算アルゴリズムからベストパスを除外することで計算さ

れます。同様に、best 3は、ベストパス、2番目に適したパス、および 3番目に適したパ
スを意味します。3番目に適したパスは、ベストパス計算アルゴリズムからベストパスと
2番目に適したパスを除外することで計算されます）。

• group-best（ベストパス計算時にプレフィックスのグループベストパス（group-best）を
計算します。詳細は下記を参照してください）

• all（固有のネクストホップを持つすべてのパスが選択対象となります）

group-best選択の定義

group-bestキーワードは、次のコマンドの一部です。

• advertise additional-paths

• bgp additional-paths select
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• match additional-paths advertise-set

• neighbor advertise additional-paths

group-bestは、同じASのパスからのベストパスであるパスのセットです。たとえば、AS100、
200、300という 3つの自律システムがあるとします。p101、p102、p103は、AS 100からのパ
スで、p201、p202、p203は AS200からのパスで、p301、p302、p303は AS300からのパスで
す。各ASからのパスに対してBGPベストパスアルゴリズムを実行すると、アルゴリズムは、
各 ASからの各パスセットから 1つのベストパスを選択します。p101が AS100からのベスト
パスで、p201がAS200からのベストパスで、p301がAS300からのベストパスであると仮定す
ると、group-bestは、p101、p201、p301のセットになります。

選択したパスの一部をアドバタイズ

パスのセットを選択する際に、別のパスのセットをアドバタイズしたい場合は注意してくださ

い。アドバタイズするパスのセットが、選択されたパスのサブセットではない場合、意図した

パスがアドバタイズされません。

次の例では、選択される追加パスが group-bestおよび all選択となるように設定します。ただ
し、ネイバーにアドバタイズされるように設定するパスは、最適な3つのパス（best 3）です。
選択およびアドバタイズのポリシーは同じではないため、次のメッセージが表示されます。こ

のような場合は、ベストパスのみがアドバタイズされます。

Device(config)# router bgp 100
Device(config-router)# address-family ipv4
Device(config-router-af)# bgp additional-paths send receive
Device(config-router-af)# bgp additional-paths select group-best all
Device(config-router-af)# neighbor 192.168.2.2 advertise additional-paths best 3
% BGP: AF level 'bgp additional-paths select' more restrictive than advertising policy.
This is a reminder that AF level additional-path select commands are needed.

BGP追加パスの設定方法

アドレスファミリごとの追加パスの設定

追加パスの候補となるパスを選択する場合は、手順6、7、8を任意に組み合わせて実行できま
すが、これらの手順のうち少なくとも 1つは実行する必要があります。

ネイバーごとに追加パスを無効にする場合は、「ネイバーごとの追加パスの無効化」の項を参

照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast]
5. bgp additional-paths {send [receive] | receive}
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6. bgp additional-paths select group-best
7. bgp additional-paths select best number
8. bgp additional-paths select all
9. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name } advertise additional-paths [best number]

[group-best] [all]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他のBGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は0～65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast]

例：

ステップ 4

•サポートされているアドレスファミリは、IPv4
ユニキャスト、IPv4マルチキャスト、IPv4ユDevice(config-router)# address-family ipv4

ニキャスト+ラベル、IPv6ユニキャスト、IPv6
マルチキャスト、IPv6マルチキャスト+ラベル
です。

ネイバーとのネゴシエーションが完了した後に、

BGP追加パスの送信のみ、受信のみ、または送受
信を行えるようにします。

bgp additional-paths {send [receive] | receive}

例：

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
send receive

ステップ 5

•この例では、追加パスを送受信できるようにし
ています。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ベストパス計算時にプレフィックスのグ

ループベストパスを計算します。

bgp additional-paths select group-best

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select group-best

（任意）ベストパスのアドバタイズを含む、指定し

た数のベストパスを計算します。

bgp additional-paths select best number

例：

ステップ 7

• numberの値には 2または 3を指定できます。Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select best 3

（任意）固有のネクストホップを持つすべてのパ

スが選択対象となることを指定します。

bgp additional-paths select all

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select all

ネイバーにアドバタイズされる追加のパスを制御す

る選択方法を指定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name
} advertise additional-paths [best number] [group-best]
[all]

ステップ 9

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.0.1
advertise additional-paths best 3 group-best all

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

ネイバーごとの追加パスの設定

追加パスの候補となるパスを選択する場合は、手順6、7、8を任意に組み合わせて実行できま
すが、これらの手順のうち少なくとも 1つは実行する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast]
5. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} additional-paths {send [receive] |

receive}
6. bgp additional-paths select group-best
7. bgp additional-paths select best number
8. bgp additional-paths select all
9. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} advertise additional-paths [best number]

[group-best] [all]
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10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他のBGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は0～65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast]

例：

ステップ 4

•サポートされているアドレスファミリは、IPv4
ユニキャスト、IPv4マルチキャスト、IPv4ユDevice(config-router)# address-family ipv4

unicast
ニキャスト+ラベル、IPv6ユニキャスト、IPv6
マルチキャスト、IPv6マルチキャスト+ラベル
です。

ネゴシエーションが完了した後にネイバーが追加パ

スを送信または受信できるようにします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
additional-paths {send [receive] | receive}

例：

ステップ 5

•この例では、ネイバーが追加パスを送受信でき
るようにしています。

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
additional-paths send receive •このコマンドはアドレスファミリのレベルで

設定されたすべての送受信機能をオーバーライ

ドすることに注意してください。

（任意）ベストパス計算時にプレフィックスのグ

ループベストパスを計算します。

bgp additional-paths select group-best

例：

ステップ 6

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1105

BGPの追加パス

ネイバーごとの追加パスの設定



目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select group-best

（任意）ベストパスの選択を含む、指定した数のベ

ストパスを計算します。

bgp additional-paths select best number

例：

ステップ 7

• numberの値には 2または 3を指定できます。Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select best 3

（任意）固有のネクストホップを持つすべてのパ

スが選択対象となることを指定します。

bgp additional-paths select all

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
select all

ネイバーにアドバタイズされる追加パスを制御する

選択方法を指定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
advertise additional-paths [best number] [group-best]
[all]

ステップ 9

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
advertise additional-paths best 3 group-best all

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

ピアポリシーテンプレートを使用した追加パスの設定

この設定作業例では、追加パスを送受信する機能および選択基準をアドレスファミリに設定し

てから、テンプレートを設定します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 unicast
5. bgp additional-paths {send [receive] | receive}
6. bgp additional-paths select [best number] [group-best] [all ]
7. template peer-policy policy-template-name
8. additional-paths {send [receive] | receive}
9. advertise additional-paths [best number] [group-best] [all]
10. exit
11. address-family ipv4 unicast
12. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
13. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name
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14. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 4

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

該当のアドレスファミリのピアに対して、BGP追
加パスの送信のみ、受信のみ、または送受信を行え

るようにします。

bgp additional-paths {send [receive] | receive}

例：

Device(config-router)# bgp additional-paths send
receive

ステップ 5

ベストパスに加えて、アドバタイズの候補となる

BGP追加パスが計算されるようにします。
bgp additional-paths select [best number] [group-best]
[all ]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# bgp additional-paths
select best 3 group-best all

ポリシーテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始し、ピアポリシーテンプレートを作

成します。

template peer-policy policy-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-policy
rr-client-pt1

ステップ 7

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1107

BGPの追加パス

ピアポリシーテンプレートを使用した追加パスの設定



目的コマンドまたはアクション

ピアポリシーテンプレートの対象となるピアに対

して、BGP追加パスの送信のみ、受信のみ、また
は送受信を行えるようにします。

additional-paths {send [receive] | receive}

例：

Device(config-router-ptmp)# additional-paths send
receive

ステップ 8

ピアポリシーテンプレートの対象となるピアにア

ドバタイズされる追加パスを制御する選択方法を指

定します。

advertise additional-paths [best number] [group-best]
[all]

例：

ステップ 9

Device(config-router-ptmp)# advertise
additional-paths best 3 group-best all

ポリシーテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router-ptmp)# exit

ステップ 10

IPv4アドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 11

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

エントリをBGPネイバーテーブルに追加します。neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
remote-as autonomous-system-number

ステップ 12

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 45000

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 13

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
inherit peer-policy rr-client-pt1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 14

Device(config-router-af)# end
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追加パスのフィルタリングおよび設定操作

必要に応じて、アドバタイズされる候補である追加パスのタグを照合することで、アドバタイ

ズされるパスをフィルタ処理するためにルートマップを使用できます（このタグは、bgp
additional-paths selectコマンドで設定されている advertise-setです）。match additional-paths
advertise-setコマンドで設定されているマーキングと同じパスマーキング（タグ）を持つパス
が、ルートマップエントリと一致します（そして、許可または拒否されます）。

また、必要に応じて、ルートマップを通過したこれらのパスに対して実行するアクションを設

定することもできます。この作業では、setmetricコマンドを使用して、match additional-paths
advertise-setコマンドでルートマップを使用する方法を示します。当然ながら、この作業で記
載のない他の setコマンドも使用できます。

allでマークされたパス（固有のネクストホップを持つすべてのパス）にメトリックを設定す
るのは、以下の理由によります。ネイバー2001:DB8::1037が別のネイバーから同じルートを受
信しているとします。ローカルデバイスから受信されたルートはメトリックが 565で、メト
リックが 700の別のデバイスからのルートが存在する可能性があります。メトリックが 565の
ルートは、メトリックが 700のルートよりも優先されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
4. match additional-paths advertise-set [best number] [best-range start-range end-range] [group-best]

[all]
5. set metric metric-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルートマップを作成します。route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 3

Device(config)# route-map additional_path1 permit
10
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目的コマンドまたはアクション

指定したパス選択ポリシーを使用して、タグが付け

られているすべてのパスを照合します。

match additional-paths advertise-set [best number]
[best-range start-range end-range] [group-best] [all]

例：

ステップ 4

•選択方法を少なくとも 1つは指定する必要があ
ります。このコマンドでは、複数の選択方法を

指定できます。
Device(config-route-map)# match additional-paths
advertise-set best 3

• best numberの指定は best-rangeの指定と互換性
がありません。

• best 1を指定した場合、ベストパスのみが一致
します。

• best-range 1 1を指定した場合、ベストパスのみ
が一致します。

• match additional-paths advertise-setコマンドは
ルートマップごとに 1つしか使用できません。
後続の match additional-paths advertise-setコマ
ンドは、前のコマンドを上書きします。

一致基準を満たす追加パスのメトリックを設定しま

す。

set metric metric-value

例：

ステップ 5

•他の setコマンドを使用して、ルートマップを
通過したパスに対してアクションを実行するこ

Device(config-route-map)# set metric 500

ともできます。この例では、setmetricコマンド
を使用しています。

次のタスク

ルートマップを作成した後、neighbor route-map outコマンドでそのルートマップを参照しま
す。つまり、ルートマップは、ネイバーにアドバタイズ（発信）されるパスに適用されます。

次に、neighbor advertise additional-pathsコマンドを使用して、追加パスをアドバタイズしま
す。前後関係を含めてルートマップを確認する場合は、「例：BGP追加パス」の項を参照し
てください。

追加パス情報の表示

BGP追加パスに関する情報を表示するには、この作業の手順 2または手順 3を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp neighbors [ip-address]
3. show ip bgp [network]

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1110

BGPの追加パス

追加パス情報の表示



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

追加パスを送受信するネイバーの機能を表示しま

す。

show ip bgp neighbors [ip-address]

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.1

ネットワークの追加パス選択およびパス IDを表示
します。

show ip bgp [network]

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp 192.168.0.0

ネイバーごとの追加パスの無効化

（neighbor additional-pathsコマンドを使用して）ネイバーごとに追加パスの送信または受信
を設定している場合に、その機能を無効にするには、no neighbor additional-pathsコマンドを
使用します。

ただし、（bgp additional-pathsコマンドを使用して）特定のアドレスファミリについて追加
パスの送信または受信を設定している場合に、ネイバーでその機能を無効にするには、neighbor
additional-paths disableコマンドを使用します。追加パスの無効化は、機能がテンプレートか
ら継承された場合にも適用されます。

ネイバーの追加パス機能を無効にするには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv6 [unicast |multicast]
5. bgp additional-paths {send [receive] | receive}
6. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} additional-paths disable
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv6 [unicast |multicast]

例：

ステップ 4

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast

該当のアドレスファミリのネイバーに対して BGP
追加パスを送信または受信できるようにします。

bgp additional-paths {send [receive] | receive}

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# bgp additional-paths
send receive

指定したネイバーとの間におけるBGP追加パスの送
信または受信を無効にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
additional-paths disable

例：

ステップ 6

•追加パス機能は、アドレスファミリ内の他のネ
イバーでは引き続き有効になります。

Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8::1
additional-paths disable

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end
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BGP追加パスの設定例

例：BGP追加パスの送受信機能

この例では、R1のアドレスは192.168.1.1です。そのネイバーは、アドレスが192.168.1.2
である R2です。R2から R1に additional-pathsを含む更新が送信されます（すべての
パスがアドバタイズされます）。R2が追加パスの送信のみ可能で追加パスを受信しな
いため、更新はアドバタイズされる標準の BGPベストパスのみ R1から R2に送信さ
れます。

R1
router bgp 1
address-family ipv4 unicast
bgp additional-paths select all
neighbor 192.168.1.2 additional-paths send receive
neighbor 192.168.1.2 advertise additional-paths all

R2
router bgp 2
address-family ipv4 unicast
bgp additional-paths select all
neighbor 192.168.1.1 additional-paths send
neighbor 192.168.1.1 advertise additional-paths all

例：BGP追加パス

次の例では、すべてのアドレスファミリについて、ルートをローカルデバイスに送信

している eBGPネイバーが 1つ以上あります（設定には示されていません）。これら
のネイバーから学習した eBGPルートは、下の設定に示されているネイバーにアドバ
タイズされ、パス属性が変更されます。この例の設定は、次のとおりです。

• add_path1というルートマップでは、すべてのパスをネイバー 192.168.101.15にア
ドバタイズするが、best 2でマークされているパスについては、ネイバーに送信
する前にそのメトリックを 780に設定するように指定しています。

• add_path2というルートマップでは、best 3でマークされているパスについては、
そのメトリックを 640に設定してからネイバー 192.168.25にアドバタイズするよ
うに指定しています。

• add_path3というルートマップでは、group-bestでマークされているパスについて
は、そのメトリックを 825に設定してからネイバー 2001:DB8::1045にアドバタイ
ズするように指定しています。

• IPv6マルチキャストアドレスファミリでは、すべてのパスがアドバタイズの候補
となり、ネイバー 2001:DB8::1037にアドバタイズされます。
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router bgp 1
neighbor 192.168.101.15 remote-as 1
neighbor 192.168.101.25 remote-as 1
neighbor 2001:DB8::1045 remote-as 1
neighbor 2001:DB8::1037 remote-as 1
!
address-family ipv4 unicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select all best 3 group-best
neighbor 192.168.101.15 activate
neighbor 192.168.101.15 route-map add_path1 out
neighbor 192.168.101.15 advertise additional-paths best 2
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select all best 3 group-best
neighbor 192.168.101.25 activate
neighbor 192.168.101.25 route-map add_path2 out
neighbor 192.168.101.25 advertise additional-paths best 3
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select group-best
neighbor 2001:DB8::1045 activate
neighbor 2001:DB8::1045 route-map add_path3 out
neighbor 2001:DB8::1045 advertise additional-paths all group-best
exit-address-family
!
address-family ipv6 multicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select all
neighbor 2001:DB8::1037 activate
neighbor 2001:DB8::1037 route-map add_path4 out
neighbor 2001:DB8::1037 advertise additional-paths all
exit-address-family
!
route-map add_path1 permit 10
match additional-paths advertise-set best 2
set metric 780
route-map add_path1 permit 20
!
route-map add_path2 permit 10
match additional-paths advertise-set best 3
set metric 640
!
route-map add_path3 permit 10
match additional-paths advertise-set group-best
set metric 825
!

例：ネイバー機能によるアドレスファミリ機能のオーバーライド

次の例では、ネイバーの受信専用機能が、アドレスファミリの送受信機能をオーバー

ライドします。

router bgp 65000
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address-family ipv6 multicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select group-best
neighbor 2001:DB8::1037 activate
neighbor 2001:DB8::1037 additional-paths receive
neighbor 2001:DB8::1037 advertise additional-paths group-best
!

例：ピアポリシーテンプレートを使用する BGP追加パス

router bgp 45000
address-family ipv4 unicast
bgp additional-paths send receive
bgp additional-paths select all group-best best 3
template peer-policy rr-client-pt1
additional-paths send receive
advertise additional-paths group-best best 3
exit
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.1.1 remote-as 45000
neighbor 192.168.1.1 inherit peer-policy rr-client-pt1
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command
Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Carrying Label Information in BGP-4』RFC 3107

『A Border Gateway Protocl (BGP-4)』RFC 4271

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC 4760
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP追加パスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 86 : BGP追加パスの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP追加パスは、暗黙的に以
前のパスから新しいパスに代

わることなく、同じプレ

フィックスのマルチパスをア

ドバタイズする機能を備えて

います。

次のコマンドが導入されまし

た。

• additional-paths

• advertise additional-paths

• bgp additional-paths

• bgp additional-paths select

• match additional-paths
advertise-set

• neighbor additional-paths

• neighbor advertise
additional-paths

次のコマンドが変更されまし

た。

• show ip bgp

• show ip bgp neighbors

BGPの追加パス
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第 67 章

BGP-複数のクラスタ ID

BGP—複数のクラスタ ID機能により、iBGPネイバー（通常はルートリフレクタ）は複数のク
ラスタ ID（グローバルクラスタ IDと、クライアント（ネイバー）に割り当てられる追加クラ
スタ ID）を持つことができます。この機能が導入される前は、デバイスは単一のグローバル
クラスタ IDを持つことができました。

ネットワーク管理者がネイバーごとのクラスタ IDを設定すると、次のようになります。

• CLUSTER_LISTに基づくループ防止メカニズムが、複数のクラスタ IDを考慮するように
自動的に変更されます。

•クラスタ IDに基づいてクライアント間のルートリフレクションを無効にすることができ
ます。

•機能情報の確認（1119ページ）
• BGP-複数のクラスタ IDに関する情報（1120ページ）
• BGP-複数のクラスタ IDの使用方法（1123ページ）
• BGP-複数のクラスタ IDの設定例（1129ページ）
•その他の参考資料（1130ページ）
• BGP-複数のクラスタ IDの機能情報（1131ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP-複数のクラスタ IDに関する情報

ルートリフレクタごとの複数クラスタ IDの利点
BGP—複数のクラスタ ID機能により、ルートリフレクタ（RR）は複数のクラスタに属して複
数のクラスタ IDを持つことができます。RRは、グローバル単位とネイバー単位で設定された
クラスタ IDを持つことができます。単一のクラスタ IDを 2つ以上の iBGPネイバーに割り当
てることができます。この機能が導入される前は、RRでは、 bgp cluster-idルータコンフィ
ギュレーションコマンドで設定された単一のグローバルクラスタ IDを使用していました。

クラスタ IDを（neighbor cluster-idルータコンフィギュレーションコマンドで）ネイバーご
とに設定すると、次の 2つの変更が行われます。

• CLUSTER_LIST属性に基づくループ防止メカニズムが、複数のクラスタ IDを考慮するよ
うに自動的に変更されます。

•ネットワーク管理者は、クラスタ IDに基づいてクライアント間のルートリフレクション
を無効にすることができます。これにより、ネットワーク設計の変更が可能になります。

ループ防止メカニズムおよび CLUSTER_LIST伝播ルールについては、「CLUSTER_LIST属性
の使用方法」の項を参照してください。クライアント間のリフレクションの無効化について

は、「クライアント間のルートリフレクションを無効にした場合の動作」の項を参照してくだ

さい。

CLUSTER_LIST属性の使用方法
CLUSTER_LIST伝播ルールは、リリースによって異なり、デバイスが実行しているシスコソ
フトウェアリリースがBGP—複数のクラスタ ID機能の実装前に生成されたか実装後に生成さ
れたかによって決まります。CLUSTER_LISTに基づくループ防止についても同様です。

CLUSTER_LISTの動作については、以下で説明します。Classicは、複数クラスタ ID機能の実
装前にリリースされたソフトウェアの動作を指します。MCIDは、複数クラスタ ID機能の実
装後にリリースされたソフトウェアの動作を指します。

CLUSTER_LIST伝播ルール

• Classic：ルートを反映する前に、RRはグローバルクラスタ IDを CLUSTER_LISTに追加
します。受信したルートに CLUSTER_LIST属性がない場合、RRはそのグローバルクラ
スタ IDを持つ新しい CLUSTER_LIST属性を作成します。

• MCID：ルートを反映する前に、RRはルートの送信元であるネイバーのクラスタ IDを
CLUSTER_LISTに追加します。受信したルートに CLUSTER_LIST属性がない場合、RR
はそのクラスタ IDを持つ新しい CLUSTER_LIST属性を作成します。この動作には、ス
ピーカーのクライアントではないネイバーが含まれます。ルートの送信元である非クライ

アントネイバーにクラスタ IDが関連付けられていない場合、RRはグローバルクラスタ
IDを使用します。
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CLUSTER_LISTに基づくループ防止

• Classic：ルートを受信すると、RRは、RRのグローバルクラスタ IDがルートの
CLUSTER_LISTに含まれている場合にはそのルートを破棄します。

• MCID：ルートを受信すると、RRは、RRのグローバルクラスタ IDまたはいずれかの
iBGPネイバーに割り当てられているクラスタ IDがルートの CLUSTER_LISTに含まれて
いる場合にはそのルートを破棄します。

クライアント間のルートリフレクションを無効にした場合の動作

iBGPネイバーごとの複数クラスタ IDの導入により、クラスタ IDに基づいてクライアント間
のルートリフレクションを無効化できるようになりました。ルートリフレクションを無効に

すると、ネットワーク設計の変更が可能になります。ルートリフレクションを無効にした後の

一般的なシナリオ（別のシナリオもあり得る）では、クライアントが完全にメッシュ化されて

いるため、クライアントから送信する必要があるアップデートは多くなり、クライアント間の

リフレクションが無効になっているため、RRから送信する必要があるアップデートは少なく
なります。

次に示すようなシナリオでは、ルートリフレクションの無効化が必要になる場合があります。

RRには、セッションが確立されているクライアント（プロバイダーエッジ（PE）ルータ）が
複数あるとします。1つのクラスタに属する iBGPネイバーには、同じクラスタ IDが割り当て
られています。

同じクラスタに属するPEは完全にメッシュ化されているため（PE1とPE2はそれらの間でセッ
ションを確立しており、PE3とPE4もそれらの間でセッションを確立しています）、それらの
PE間でルートを反映する必要はありません。つまり、PE1からのルートは、PE3および PE4
に転送する必要がありますが、PE2に転送する必要はありません。

重要なポイントは、特定のクラスタ IDについてリフレクション状態がソフトウェアによって
変更されると、BGPはアウトバウンドソフトリフレッシュをすべてのクライアントに送信す
るということです。

クライアント間のルートリフレクションを無効にする方法とその結果はさまざまで、デバイス

が実行しているシスコソフトウェアが複数クラスタ ID機能の実装前に生成されたか実装後に
生成されたかによって決まります。Classicは、複数クラスタ ID機能の実装前にリリースされ
たソフトウェアの動作を指します。MCIDは、複数クラスタ ID機能の実装後にリリースされ
たソフトウェアの動作を指します。

• Classic：クライアントからルートを受信しても、RRは他のクライアントには反映しませ
ん。リフレクションのその他のシナリオ（クライアントから非クライアント、非クライア

ントからクライアント）は維持されます。クライアント間のルートリフレクションの無効

化は、通常、すべてのクライアントが完全にメッシュ化されている場合（ルートは、その

メッシュを介してクライアント間でアドバタイズされるため、リフレクションの必要はあ

りません）に行います。クライアント間のルートリフレクションを無効にするコマンド

は、ルータコンフィギュレーションモードで入力し（ router bgpコマンドの後）、すべ
てのアドレスファミリにグローバルに適用されます。no bgp client-to-client reflection
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• MCID：クライアントからルートを受信しても、RRは、クライアント間のリフレクション
が無効になっているクラスタに両方のクライアントが属している場合には、もう一方のク

ライアントには反映しません。つまり、ルートリフレクションは、クラスタ内（指定され

たクラスタ内）のみで無効になります。リフレクションのその他のケース（クライアント

から非クライアント、非クライアントからクライアント、クラスタ間）は維持されます。

この機能は、通常、特定のクラスタのすべてのクライアントがそれらの間（他のクラスタ

のクライアントは含まない）で完全にメッシュ化されている場合に設定されます。特定の

クラスタでクライアント間のルートリフレクションを無効にするコマンドは、ルータコ

ンフィギュレーションモードで入力し、すべてのアドレスファミリにグローバルに適用

されます。

no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id {any | cluster-id1 cluster-id2...}

anyキーワードは、どのクラスタでもクライアント間のリフレクションを無効にするため
に使用します。

以前にリリースされたコマンドClassic（すべてのクライアント間のリフレクションを無効
にする）も、このMCID導入後のリリースタイムフレームでも使用できます。

no bgp client-to-client reflection [all]

（オプションの allキーワードは、コマンドの肯定形式にも否定形式にも影響を及ぼすこ
とはなく、コンフィギュレーションファイルにも表示されません。このキーワードは、単

にクラスタ間とクラスタ内の両方でクライアント間のリフレクションが有効または無効に

なっていることをネットワーク管理者に明示するために用意されています。）

要約すると、複数クラスタ ID機能の導入後は、3つの設定レベルで、クライアント間の
リフレクションを無効にすることができるということです。この無効化は、最も固有性の

低いものから最も固有性の高いものまで、次の順序で実行されます。

1. 最も低い固有性：no bgp client-to-client reflection [all]クラスタ内とクラスタ間のクラ
イアント間リフレクションを無効にします。

2. より高い固有性：no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id anyあらゆる
クラスタ IDについてクラスタ内のクライアント間リフレクションを無効にします。

3. 最も高い固有性：no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id cluster-id1
cluster-id2 ...指定したクラスタについてクラスタ内のクライアント間リフレクション
を無効にします。

BGPがアップデートをアドバタイズする際、各設定レベルが順に評価されます。いずれか
の設定レベルでクライアント間のリフレクションが無効化されている場合は、より固有性

の高いポリシーをさらに評価する必要はありません。

上記の3つのコマンドの基本（肯定）形式と否定（no）形式の結果に注意してください。

•否定設定（noキーワードあり）は、より固有性の低いすべての設定を上書きします。

•肯定設定（noキーワードなし）は、より固有性の低い設定によって（デフォルトで）
置き換えられます。
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•どのレベルの設定も、否定形式の場合にのみコンフィギュレーションファイルに表示
されます。

すべてのレベルは個別に設定でき、すべてのレベルは他のレベルの設定とは独立してコン

フィギュレーションファイルに表示されます。

否定設定を使用すると、より固有性の高い設定はすべて不要になります（より固有性の高

い設定が肯定の場合は、否定設定の後には処理されず、より固有性の高い設定が否定の場

合は、前の否定設定と機能的に同じであるため）。以下の各例で、この動作を示します。

例 1

no bgp client-to-client reflection

no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id any

クラスタ間とクラスタ内のリフレクションは無効になります（最初のコマンドに基づきま

す）。2番目のコマンドは、クラスタ内のリフレクションを無効にしますが、クラスタ内
のリフレクションは最初のコマンドですでに無効になっているため不要です。

例 2

no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id any

bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 1.1.1.1

最初のコマンドを使用してアップデートが評価されるため、クラスタ ID 1.1.1.1ではクラ
スタ内のルートリフレクションは無効になります（2番目のコマンドが肯定の場合でも）。
最初のコマンドが否定であり、いずれかの設定レベルでクライアント間のリフレクション

が無効化されると、それ以上評価は実行されません。

この例で注目すべきもう 1つの点は、2番目のコマンドです。2番目のコマンドは肯定形
式であるため、デフォルトで最初のコマンドの動作（より固有性の低い設定）になりま

す。したがって、この 2番目のコマンドは不要です。

また、2番目のコマンドは、否定のコマンドではないため、コンフィギュレーションファ
イルには表示されません。

BGP-複数のクラスタ IDの使用方法

ネイバーごとのクラスタ IDの設定
ネイバーごとにクラスタ IDを設定するには、iBGPピア（通常はルートリフレクタ）でこの
作業を実行します。ネイバーごとにクラスタ IDを設定すると、CLUSTER_LISTに基づくルー
プ防止メカニズムが複数のクラスタ IDを考慮するように自動的に変更されます。また、クラ
スタ IDに基づいてクライアント間のルートリフレクションを無効化できるようになります。
別のコマンドを使用してルートリフレクションを無効にすることができるように、ネイバーに

タグが付けられます（クライアント間のリフレクションの無効化については、このモジュール

で後述する各作業を参照してください）。
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ネイバーのクラスタ IDを変更すると、BGPにより、すべての iBGPピアについてインバウン
ドソフトリフレッシュとアウトバウンドソフトリフレッシュが自動的に実行されます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor {ip-address | ipv6-address} cluster-id cluster-id
6. end
7. show ip bgp cluster-ids

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

エントリを BGPルーティングテーブルに追加しま
す。

neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65000
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目的コマンドまたはアクション

指定されたネイバーにクラスタ IDを割り当てます。neighbor {ip-address | ipv6-address} cluster-id cluster-id

例：

ステップ 5

•クラスタ IDは、ドット付き 10進法形式
（192.168.7.4など）または 10進法形式（23な
ど）で、最大 4バイトまで指定できます。Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2

cluster-id 0.0.0.1

• 10進法形式（23など）で設定されたクラスタ
IDは、コンフィギュレーションファイルに表
示される際にはドット付き10進法形式（0.0.0.23
など）に変更されます。

•ネイバーのクラスタ IDを変更すると、BGPに
より、すべての iBGPピアについてインバウン
ドソフトリフレッシュとアウトバウンドソフ

トリフレッシュが自動的に実行されます。

（任意）終了して、特権EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

（任意）以下をリストします。show ip bgp cluster-ids

例：

ステップ 7

•グローバルクラスタ ID（設定の有無を問わな
い）

Device# show ip bgp cluster-ids

•ネイバーに設定されているすべてのクラスタ ID

•ネットワーク管理者がリフレクションを無効に
しているすべてのクラスタ ID

クラスタ内とクラスタ間のクライアント間リフレクションの無効化

クラスタ内とクラスタ間の両方でクライアント間のリフレクションを無効にする場合は、ルー

トリフレクタで次の作業を実行します。これは、クライアント間のリフレクションを無効にす

る最も広範な（最も固有性の低い）方法です。アップデートをアドバタイズする前に、各設定

レベルが、最も固有性の低いものから最も固有性の高いものまで順に評価されます。いずれか

の設定レベルでクライアント間のリフレクションが無効化されている場合は、より固有性の高

いポリシーをさらに評価する必要はありません。

特定のクラスタ IDについてリフレクション状態がソフトウェアによって変更されると、BGP
はアウトバウンドソフトリフレッシュをすべてのクライアントに送信します。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp client-to-client reflection [all]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

クラスタ内とクラスタ間のクライアント間リフレク

ションを無効にします。

no bgp client-to-client reflection [all]

例：

ステップ 4

• allキーワードは、単に bgp client-to-client
reflectionコマンドがクラスタ内とクラスタ間のDevice(config-router)# no bgp client-to-client

reflection all
両方のリフレクションに作用することを明示す

るために用意されています。allキーワードは、
コマンドの肯定形式にも否定形式にも影響を及

ぼすことはありません。

すべてのクラスタ IDのクラスタ内におけるクライアント間リフレク
ションの無効化

あらゆるクラスタ IDについてクラスタ内のクライアント間リフレクションを無効にするには、
ルートリフレクタで次の作業を実行します。これは、クライアント間のリフレクションを無効
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にするために使用できる3つのレベルのコマンドのうち、中間レベルに該当します。つまり、
クラスタ内とクラスタ間のクライアント間リフレクションを無効にするよりも固有性は高く、

特定のクラスタ IDについてクラスタ内のクライアント間リフレクションを無効にするよりも
固有性は低くなります。

アップデートをアドバタイズする前に、各設定レベルが、最も固有性の低いものから最も固有

性の高いものまで順に評価されます。いずれかの設定レベルでクライアント間のリフレクショ

ンが無効化されている場合は、より固有性の高いポリシーをさらに評価する必要はありませ

ん。

特定のクラスタ IDについてリフレクション状態がソフトウェアによって変更されると、BGP
はアウトバウンドソフトリフレッシュをすべてのクライアントに送信します。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id any

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。
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目的コマンドまたはアクション

あらゆるクラスタについてクラスタ内のクライアン

ト間ルートリフレクションを無効にします。

no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id
any

例：

ステップ 4

Device(config-router)# no bgp client-to-client
reflection intra-cluster cluster-id any

指定したクラスタ IDのクラスタ内におけるクライアント間リフレク
ションの無効化

指定したクラスタ IDについてクラスタ内のクライアント間リフレクションを無効にするには、
ルートリフレクタで次の作業を実行します。これは、クライアント間のリフレクションを無効

にするために使用できる3つのレベルのコマンドのうち、最も固有性が高いレベルに該当しま
す。アップデートをアドバタイズする前に、各設定レベルが、最も固有性の低いものから最も

固有性の高いものまで順に評価されます。いずれかの設定レベルでクライアント間のリフレク

ションが無効化されている場合は、より固有性の高いポリシーをさらに評価する必要はありま

せん。

特定のクラスタ IDについてリフレクション状態がソフトウェアによって変更されると、BGP
はアウトバウンドソフトリフレッシュをすべてのクライアントに送信します。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id cluster-id1 [cluster-id2... ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

• as-number引数は、ルータを他の BGPルータに
対して識別し、転送するルーティング情報にタ

Device(config)# router bgp 65000

グを設定する自律システムの番号を示します。

有効な番号は 0～ 65535です。内部ネットワー
クで使用できるプライベート自律システム番号

の範囲は、64512～ 65535です。

指定した各クラスタ内でクライアント間のルートリ

フレクションを無効にします。

no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id
cluster-id1 [cluster-id2... ]

例：

ステップ 4

•コンフィギュレーションファイルでは、10進
法のクラスタ ID番号はドット付き 10進法形式

Device(config-router)# no bgp client-to-client
で表示されるため、この例のコマンドは「noreflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.1

0.0.0.3 105 bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id
0.0.0.1 0.0.0.3 0.0.0.105」と表示されることに注
意してください。

BGP-複数のクラスタ IDの設定例

例：ネイバーごとのクラスタ ID

次の例は、ルートリフレクタでの設定です。IPv6アドレス 2001:DB8:1::1のネイバー
（クライアント）が、0.0.0.6のクラスタ IDを持つように設定されています。

router bgp 6500
neighbor 2001:DB8:1::1 cluster-id 0.0.0.6

例：クライアント間リフレクションの無効化

次の例では、すべてのクラスタ内とクラスタ間でクライアント間のリフレクションを

無効にしています。

router bgp 65000
no bgp client-to-client reflection all

次の例では、すべてのクラスタ IDについてクラスタ内のクライアント間リフレクショ
ンを無効にしています。
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router bgp 65000
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id any

次の例では、指定したクラスタ ID（0.0.0.1、14、15、0.0.0.6）についてクラスタ内の
クライアント間リフレクションを無効にしています。

router bgp 65000
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.1 14 15 0.0.0.6

neighbor cluster-idコマンドで 10進法形式（23など）で指定したクラスタ IDは、コ
ンフィギュレーションファイルではドット付き 10進法形式（0.0.0.23など）で表示さ
れることに注意してください。10進法形式はコンフィギュレーションファイルには表
示されません。実行コンフィギュレーションは次のようになります。

router bgp 65000
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.1
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.6
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.14
no bgp client-to-client reflection intra-cluster cluster-id 0.0.0.15

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP-複数のクラスタ IDの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 87 : BGP—複数のクラスタ IDの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP：複数のクラスタ ID
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機能情報リリース機能名

BGP—複数のクラスタ ID機能
により、iBGPネイバー（通常
はルートリフレクタ）は複数

のクラスタ ID（グローバルク
ラスタ IDと、クライアント
（ネイバー）に割り当てられ

る追加クラスタ ID）を持つこ
とができます。この機能が導

入される前は、デバイスは単

一のグローバルクラスタ IDを
持つことができました。

ネットワーク管理者がネイ

バーごとのクラスタ IDを設定
すると、次のようになりま

す。

• CLUSTER_LISTに基づく
ループ防止メカニズム

が、複数のクラスタ IDを
考慮するように自動的に

変更されます。

•クラスタ IDに基づいてク
ライアント間のルートリ

フレクションを無効にす

ることができます。

次のコマンドが導入されまし

た。

• bgp client-to-client
reflection intra-cluster

• neighbor cluster-id

• show ip bgp cluster-ids

次のコマンドが変更されまし

た。

• bgp client-to-client
reflection

• show ip bgp neighbors

• show ip bgp template
peer-session

• show ip bgp update-group
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第 68 章

BGP-VPN識別子属性

BGP—VPN識別子属性機能により、ネットワーク管理者は、宛先自律システム内の自律システ
ム境界ルータ（ASBR）から送信元ルートターゲット（RT）をプライベートに保つことができ
ます。出力 ASBRの RTが VPN識別子にマッピングされ、VPN識別子が eBGPを介して伝送
されて、入力 ASBRの RTにマッピングされます。

•機能情報の確認（1135ページ）
• BGP-VPN識別子属性に関する情報（1136ページ）
• BGP-VPN識別子属性の設定方法（1138ページ）
• BGP-VPN識別子属性の設定例（1144ページ）
•その他の参考資料（1145ページ）
• BGP-VPN識別子属性の機能情報（1146ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP-VPN識別子属性に関する情報

VPN識別子属性の役割と利点
route-target（RT）拡張コミュニティ属性は、ルートの VPNメンバーシップを識別します。RT
属性は、エクスポート側（出力）プロバイダーエッジルータ（PE）でルートに配置され、
iBGPクラウド全体およびすべての自律システムに転送されます。このようなルートをインポー
トする必要があるリモート PEの Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスでは、対
応する RTがその VRFのインポート RTとして設定されている必要があります。

下の図には、異なるVPNに属するカスタマーエッジ（CE）ルータを含む 2つの自律システム
が示されています。各PEは、どのルート識別子（RD）がどのVPNに対応するかを追跡して、
各 VPNに属するトラフィックを制御します。

図 88 :自律システム間で ASBRが RTを変換するシナリオ

上の図に示されているような Inter-ASオプション Bのシナリオでは、これらのルートは、
MP-eBGPセッションを介して自律システム境界ルータ 1（ASBR1）から AS境界を越えて
ASBR2に伝送され、ルートの各 RTは拡張コミュニティ属性として ASBR2によって受信され
ます。

ASBR2では、CE3および CE4に対する PE2上の各 VPNメンバーシップの CE接続で RTをイ
ンポートできるように、AS1によって生成された RTを AS2で認識できる RTに変換するため
の複雑な RTマッピングスキームを維持する必要があります。

ネットワーク管理者によっては、AS1の送信元RTをAS2内のデバイスからは認識できないよ
うにすることを必要とする場合があります。それには、各 VPNに属するルートを特定の属性
によって区別する必要があります。これにより、ASBR2にルートを送信する前にASBR1の発
信側で RTを削除できるようになり、ASBR2でその属性をAS2の認識可能な RTにマッピング
できるようになります。VPN識別子（VD）拡張コミュニティ属性はこの目的に役立ちます。

BGP—VPN識別子属性機能の利点は、送信元 RTを宛先自律システムのデバイスからプライ
ベートに保てることです。
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VPN識別子属性の仕組み
ネットワーク管理者は、VPN識別子拡張コミュニティ属性へのRTの変換を実行するように出
力ASBRを設定し、RTへのVPN識別子の変換を実行するように入力ASBRを設定します。よ
り具体的には、この変換は次のように実現されます。

出力 ASBR側

•発信ルートマップで、ルートの RT値に基づいてどの VPNルートがマッピング対象とな
るかを判別する match excommunity句を指定します。

• set extcommunity vpn-distinguisherコマンドで、RTを置き換える VPN識別子を設定しま
す。

• RTを削除するように、同じ RTセットを参照する set extcomm-list deleteコマンドを設定
します。その後、隣接する入力 ASBRにルートが送信されます。

入力 ARBR側

•着信ルートマップで、ルートのVPN識別子に基づいてどのVPNルートがマッピング対象
となるかを判別する match excommunity vpn-distinguisherコマンドを指定します。

• set extcommunity rtコマンドで、VPN識別子を置き換える RTを指定します。

•この句に一致するルートでは、VPN識別子は設定した RTに置き換えられます。

VPN識別子に関連するその他の動作

出力 ASBRで、set extcommunity vpn-distinguisherコマンドが設定されていないルートマップ
句に VPNルートが一致した場合、VPNルートにタグ付けされている RTは保持されます。

VPN識別子はAS境界を越えて移動しますが、iBGPクラウド内では伝送されません。つまり、
入力ASBRは eBGPピアからVPN識別子を受信できますが、VPN識別子は対応するRTにマッ
ピングされた後に着信側で破棄されます。

入力 ASBRで、VPN識別子を伝送する VPNルートが、着信ルートマップの set extcommunity
rtコマンドが設定されていないルートマップ句と一致した場合、その属性は、破棄されるこ
とも、iBGPクラウド内で伝播されることもありません。ルートのVPN識別子は保持されるた
め、ネットワーク管理者は、VPNルートで伝送する必要がある RTに VPN識別子を変換する
ための適切な着信ポリシーを設定できます。ルートがeBGPピアに送信される場合、VPN識別
子はそのまま伝送されます。ネットワーク管理者は、eBGPピアに送信されるルートからVPN
識別子を削除するようにルートマップエントリを設定できます。

発信ルートマップで set extcommunity vpn-distinguisherコマンドを設定すると、または着信
ルートマップで match excommunityコマンドを設定すると、送受信されるルートを更新する
ために、それぞれ発信または着信ルートリフレッシュリクエストが生成されます。
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BGP-VPN識別子属性の設定方法

RTを VPN識別子属性に置き換える
ルートターゲット（RT）を VPN識別子拡張コミュニティ属性に置き換えるには、出力 ASBR
でこの作業を実行します。必ず、入力 ASBRで VPN識別子をルートターゲットに置き換えて
ください。この作業については、「VPN識別子属性をRTに置き換える」の項を参照してくだ
さい。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt value
4. exit
5. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
6. match extcommunity extended-community-list-name
7. set extcomm-list extcommunity-name delete
8. set extcommunity vpn-distinguisher id
9. exit
10. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
11. exit
12. router bgp as-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. address-family vpnv4
15. neighbor ip-address activate
16. neighbor ip-address route-map map-name out
17. exit-address-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

IP拡張コミュニティリストを設定して、指定した
RTを持つルートが拡張コミュニティリストに含ま

ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt
value

例：

ステップ 3

れるように、バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルートフィルタリングを設定します。
Device(config)# ip extcommunity-list 4 permit rt
101:100 •この例では、RT 101:100を持つルートを拡張

コミュニティリスト 4に対して許可していま
す。

コンフィギュレーションモードを終了し、次に高

いコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-extcomm-list)# exit

後続の matchコマンドで一致と認められたルート
を許可または拒否するルートマップを設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 5

•この例では、後続の matchコマンドで一致と
認められたルートを許可します。

Device(config)# route-map vpn-id-map1 permit 10

指定したコミュニティリストを照合します。match extcommunity extended-community-list-name

例：

ステップ 6

•この例では、拡張コミュニティリスト4（手順
3で設定）に一致するルートが後続の setコマ
ンドの対象となります。

Device(config-route-map)# match extcommunity 4

指定した拡張コミュニティリスト内のルートから

RTを削除します。
set extcomm-list extcommunity-name delete

例：

ステップ 7

•この例では、拡張コミュニティリスト 4内の
ルートから RTが削除されます。Device(config-route-map)# set extcomm-list 4

delete

ルートマップで許可されているルートに対して、

指定した VPN識別子を設定します。
set extcommunity vpn-distinguisher id

例：

ステップ 8

•この例では、拡張コミュニティ 4に一致する
ルートに VPN識別子 111:100を設定します。Device(config-route-map)# set extcommunity

vpn-distinguisher 111:100

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9

（任意）ルートを許可するルートマップエントリ

を設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# route-map vpn-id-map1 permit 20
•この例では、RTから VPN識別子へのマッピ
ングの対象とならない他のルートを許可する

ルートマップエントリを設定します。この手

順を実行しない場合、他のすべてのルートは暗

黙の denyの対象となります。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 2000

自律システムに属するネイバーを指定します。neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

ステップ 13

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.101.1
remote-as 2000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router)# address-family vpnv4

ステップ 14

指定したネイバーをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.101.1
activate

指定した発信ルートマップを、指定したネイバー

に適用します。

neighbor ip-address route-map map-name out

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.101.1
route-map vpn-id-map1 out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
exit-address-family

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# exit-address-family
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VPN識別子属性を RTに置き換える
VPN識別子拡張コミュニティ属性をルートターゲット（RT）属性に置き換えるには、入力
ASBRでこの作業を実行します。この作業では、RTを VPN識別子に置き換えるように出力
ASBRを設定済みであることを前提としています。この作業については、「RTを VPN識別子
属性に置き換える」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} vpn-distinguisher id
4. exit
5. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
6. match extcommunity extended-community-list-name
7. set extcomm-list extcommunity-name delete
8. set extcommunity rt value additive
9. exit
10. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
11. exit
12. router bgp as-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. address-family vpnv4
15. neighbor ip-address activate
16. neighbor ip-address route-map map-name in
17. exit-address-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IP拡張コミュニティリストを設定して、指定した
VPN識別子を持つルートが拡張コミュニティリス

ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny}
vpn-distinguisher id

例：

ステップ 3

トに含まれるように、バーチャルプライベートネッ

トワーク（VPN）ルートフィルタリングを設定し
ます。Device(config)# ip extcommunity-list 51 permit

vpn-distinguisher 111:100
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目的コマンドまたはアクション

•この例では、VPN識別子 111:110を持つルー
トを拡張コミュニティリスト 51に対して許可
しています。

コンフィギュレーションモードを終了し、次に高

いコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-extcomm-list)# exit

後続の matchコマンドで一致と認められたルート
を許可または拒否するルートマップを設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 5

•この例では、後続の matchコマンドで一致と
認められたルートを許可します。

Device(config)# route-map vpn-id-rewrite-map1
permit 10

指定したコミュニティリストを照合します。match extcommunity extended-community-list-name

例：

ステップ 6

•この例では、拡張コミュニティリスト 51（手
順 3で設定）に一致するルートが後続の setコ
マンドの対象となります。

Device(config-route-map)# match extcommunity 51

指定した拡張コミュニティリスト内のルートから

VPN識別子を削除します。
set extcomm-list extcommunity-name delete

例：

ステップ 7

•この例では、拡張コミュニティリスト 51内の
ルートから VPN識別子が削除されます。Device(config-route-map)# set extcomm-list 51

delete

ルートマップで許可されているルートに、指定し

た RTを設定します。
set extcommunity rt value additive

例：

ステップ 8

•この例では、拡張コミュニティ 51に一致する
ルートにRT101:1を設定します。additiveキーDevice(config-route-map)# set extcommunity rt

101:1 additive
ワードを指定すると、RTを置き換えずに RT
が RTリストに追加されます。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9

（任意）ルートを許可するルートマップエントリ

を設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 10

•この例では、VPN識別子から RTへのマッピ
ングの対象とならない他のルートを許可する

Device(config)# route-map vpn-id-rewrite-map1
permit 20

ルートマップエントリを設定します。この手
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目的コマンドまたはアクション

順を実行しない場合、他のすべてのルートは暗

黙の denyの対象となります。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 3000

自律システムに属するネイバーを指定します。neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

ステップ 13

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.0.81
remote-as 3000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router-af)# address-family vpnv4

ステップ 14

指定したネイバーをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.0.81
activate

指定した発信ルートマップを、指定したネイバー

に適用します。

neighbor ip-address route-map map-name in

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.0.81
route-map vpn-id-rewrite-map1 in

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
exit-address-family

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# exit-address-family
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例

BGP-VPN識別子属性の設定例

例：RTから VPN識別子への変換と VPN識別子から RTへの変換

次の例は、ルートターゲット（RT）を VPN識別子に置き換えるための出力 ASBRの
設定、および VPN識別子をルートターゲットに置き換えるための入力 ASBRの設定
を示しています。

出力 ASBRでは、VPNルートをフィルタ処理して RT 101:100のルートのみを許可す
るように、IP拡張コミュニティリスト1を設定します。vpn-id-map1という名前のルー
トマップで、IP拡張コミュニティリスト 1によって許可されているルートに一致する
すべてのルートが 2つの setコマンドの対象となるように指定します。1つ目の setコ
マンドは、ルートから RTを削除します。2つ目の setコマンドは、VPN識別子属性を
111:100に設定します。

route-map vpn-id-map1 permit 20コマンドは、RTから VPN識別子へのマッピングに
含まれない他のルートが、破棄されないようルートマップを通過できるようにしま

す。このコマンドを使用しないと、暗黙のdenyによってこれらのルートは破棄されま
す。

最後に、自律システム 2000で、VPNv4アドレスファミリについて、ルートマップ
vpn-id-map1を 192.168.101.1のネイバーに送出されるルートに適用します。

出力 ASBR

ip extcommunity-list 1 permit rt 101:100
!
route-map vpn-id-map1 permit 10
match extcommunity 1
set extcomm-list 1 delete
set extcommunity vpn-distinguisher 111:100
!
route-map vpn-id-map1 permit 20
!
router bgp 2000
neighbor 192.168.101.1 remote-as 2000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.101.1 activate
neighbor 192.168.101.1 route-map vpn-id-map1 out
exit-address-family

!

入力ASBRでは、IP拡張コミュニティリスト 51で、VPN識別子が 111:100であるルー
トを許可します。vpn-id-rewrite-map1という名前のルートマップで、IP拡張コミュニ
ティリスト 51によって許可されているルートに一致するすべてのルートが 2つの set
コマンドの対象となるように指定します。1つ目の setコマンドは、ルートから VPN
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識別子を削除します。2つ目の setコマンドは RTを 101:1に設定し、RTを置き換えず
にその RTを RTリストに追加します。

route-map vpn-id-rewrite-map1 permit 20コマンドは、VPN識別子から RTへのマッピ
ングに含まれない他のルートが、破棄されないようルートマップを通過できるように

します。このコマンドを使用しないと、暗黙のdenyによってこれらのルートは破棄さ
れます。

最後に、自律システム3000で、VPNv4アドレスファミリについて、vpn-id-rewrite-map1
という名前のルートマップを 192.168.0.81のネイバーを宛先とする着信ルートに適用
します。

入力 ASBR

ip extcommunity-list 51 permit vpn-distinguisher 111:100
!
route-map vpn-id-rewrite-map1 permit 10
match extcommunity 51
set extcomm-list 51 delete
set extcommunity rt 101:1 additive
!
route-map vpn-id-rewrite-map1 permit 20
!
router bgp 3000
neighbor 192.168.0.81 remote-as 3000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.0.81 activate
neighbor 192.168.0.81 route-map vpn-id-rewrite-map1 in
exit-address-family

!

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリリース、およびフィーチャセットの
MIBを検索してダウンロードする場合は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用し
ます。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGP-VPN識別子属性の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 88 : BGP—VPN識別子属性の機能情報

機能情報リリース機能名

BGP—VPN識別子属性機能に
より、ネットワーク管理者

は、宛先自律システム内の

ASBRから送信元RTをプライ
ベートに保つことができま

す。出力 ASBRの RTが VPN
識別子にマッピングされ、

VPN識別子が eBGPを介して
伝送されて、入力ASBRのRT
にマッピングされます。

次のコマンドが導入されまし

た。

• set extcommunity
vpn-distinguisher

次のコマンドが変更されまし

た。

• show ip bgp vpnv4

BGP—VPN識別子属性
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第 69 章

BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換え
ワイルドカード

BGP—RTおよびVPN識別子属性の書き換えワイルドカード機能は、マッピングの際にルート
ターゲット（RT）コミュニティ属性または VPN識別子コミュニティ属性の範囲を設定できる
ようにします。出力 ASBRにおける 1つ以上の RTを入力 ASBRにおける別の RTにマッピン
グすることが必要となる場合があります。VPN識別子属性機能により、管理者は、eBGPを介
して伝送されるVPN識別子に RTをマッピングし、次に入力ASBRで RTにマッピングするこ
とができます。このマッピングは、拡張コミュニティ属性の RT範囲または VPN識別子範囲
を指定するルートマップを設定することによって実現されます。個々のRTではなく範囲を指
定することにより、時間が節約され、設定が簡素化されます。また、VPN識別子範囲では、
route-map句ごとに複数の VPN識別子属性を使用できるため、この機能が導入される前に適用
されていた制約がなくなります。

•機能情報の確認（1149ページ）
• BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカードに関する制約事項（1150ペー
ジ）

• BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカードに関する情報（1150ページ）
•範囲を使用してRTを RTにマッピングする方法（1151ページ）
• BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカードの設定例（1157ページ）
• BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカードに関する追加情報（1159ペー
ジ）

• BGP—RTおよびVPN識別子属性の書き換えワイルドカードに関する機能情報（1159ペー
ジ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ
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リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカー
ドに関する制約事項

•範囲（set extcommunity rtコマンドまたは set extcommunity vpn-distinguisherコマンドで
指定）には、最大 450個の拡張コミュニティを含めることができます。

• VPN識別子範囲は、iBGPピアにはリレーされません。

BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカー
ドに関する情報

RTおよび VPN識別子属性のマッピング範囲の利点
出力 ASBRにおける 1つ以上のルートターゲット（RT）を入力 ASBRにおける別の RTに書
き換える（マッピングする）ことが必要となる場合があります。1つの使用例は、出力 ASBR
の RTを入力 ASBRからプライベートに保つことです。

この書き換えは、着信ルートマップを使用し、route-map句で着信 RTとプレフィックスを照
合して、一致する RTをネイバー ASで認識できる別の RTにマッピングすることによって実
現されます。このような書き換えの設定は、着信ルートマップで、数百ものRTを個別に指定
（set extcommunity rt value1 value2 value3 ...のように設定）しなければならない場合もあるた
め、複雑になることがあります。プレフィックスに対応する RTが連続している場合は、RT
の範囲を指定することで設定を簡素化できます。つまり、RTマッピング範囲の利点は、時間
の節約と設定の簡素化です。

同様に、VPN識別子属性への RTのマッピング（およびその逆）も、RTまたは VPN識別子の
範囲を指定することで簡素化できます。BGP—VPN識別子属性機能により、ネットワーク管理
者は、宛先 AS内の ASBRから送信元 RTをプライベートに保つことができます。出力 ASBR
のRTがVPN識別子にマッピングされ、VPN識別子が eBGPを介して伝送されて、入力ASBR
の RTにマッピングされます。

RTおよび VPN識別子属性のマッピング範囲機能は、マッピングの際にルートターゲット
（RT）または VPN識別子の範囲を指定できるようにします。
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もう 1つの利点は、VPN識別子の設定で得られます。この機能が導入される前は、route-map
句ごとに使用できる set extcommunity vpn-distinguisher値は 1つだけでした。マッピング範囲
の導入により、VPN識別子の範囲をルートに設定できます。

範囲を使用してRTを RTにマッピングする方法

RTを RT範囲に置き換える
ルートターゲット（RT）をRT範囲に置き換えるには、出力ASBRでこの作業を実行します。
必ず、入力ASBRで RTの範囲を RTに置き換えてください。この作業については、「RT範囲
を RTに置き換える」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt value
4. exit
5. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
6. match extcommunity extended-community-list-name
7. set extcomm-list extcommunity-name delete
8. set extcommunity rt range start-value end-value
9. exit
10. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
11. exit
12. router bgp as-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. address-family vpnv4
15. neighbor ip-address activate
16. neighbor ip-address route-map map-tag out
17. exit-address-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

IP拡張コミュニティリストを設定して、指定した
RTを持つルートが拡張コミュニティリストに含ま

ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt
value

例：

ステップ 3

れるように、バーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）ルートフィルタリングを設定します。
Device(config)# ip extcommunity-list 22 permit
rt 101:100 •この例では、RT 101:100を持つルートを拡張

コミュニティリスト 22に対して許可していま
す。

コンフィギュレーションモードを終了し、次に高

いコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-extcomm-list)# exit

後続の matchコマンドで一致と認められたルート
を許可または拒否するルートマップを設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 5

•この例では、後続の matchコマンドで一致と
認められたルートを許可します。

Device(config)# route-map rt-mapping permit 10

指定したコミュニティリストを照合します。match extcommunity extended-community-list-name

例：

ステップ 6

•この例では、拡張コミュニティリスト 22（手
順 3で設定）に一致するルートが後続の setコ
マンドの対象となります。

Device(config-route-map)# match extcommunity 22

指定した拡張コミュニティリスト内のルートから

RTを削除します。
set extcomm-list extcommunity-name delete

例：

ステップ 7

•この例では、拡張コミュニティリスト 22内の
ルートから RTが削除されます。Device(config-route-map)# set extcomm-list 22

delete

ルートマップで許可されているルートに対して、

拡張コミュニティ属性の指定したRT範囲（境界値
を含む）を設定します。

set extcommunity rt range start-value end-value

例：

Device(config-route-map)# set extcommunity rt
range 500:1 500:9

ステップ 8

•この例では、拡張コミュニティ 22に一致する
ルートに対して、500:1、500:2、500:3、500:4、
500:5、500:6、500:7、500:8、500:9の RT拡張
コミュニティ属性値を設定しています。
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9

（任意）ルートを許可するルートマップエントリ

を設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 10

•この例では、RTから RT範囲へのマッピング
の対象とならない他のルートを許可するルート

Device(config)# route-map rt-mapping permit 20

マップエントリを設定します。この手順を実

行しない場合、他のすべてのルートは暗黙の

denyの対象となります。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 3000

自律システムに属するネイバーを指定します。neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

ステップ 13

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.103.1
remote-as 3000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router)# address-family vpnv4

ステップ 14

指定したネイバーをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.103.1
activate

指定した発信ルートマップを、指定したネイバー

に適用します。

neighbor ip-address route-map map-tag out

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.103.1
route-map rt-mapping out
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
exit-address-family

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# exit-address-family

RT範囲を RTに置き換える
属性の RT範囲を RT属性に置き換えるには、入力 ASBRでこの作業を実行します。この作業
では、RTを RT範囲に置き換えるように出力 ASBRを設定済みであることを前提としていま
す。この作業については、「RTを RT範囲に置き換える」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt reg-exp
4. exit
5. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
6. match extcommunity extended-community-list-name
7. set extcomm-list extcommunity-name delete
8. set extcommunity rt value additive
9. exit
10. route-map map-tag {permit | deny} [sequence-number]
11. exit
12. router bgp as-number
13. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
14. address-family vpnv4
15. neighbor ip-address activate
16. neighbor ip-address route-map map-tag in
17. exit-address-family

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

IP拡張コミュニティリストを設定して、指定した
RT範囲の RTを持つルートが拡張コミュニティリ

ip extcommunity-list expanded-list {permit | deny} rt
reg-exp

例：

ステップ 3

ストに含まれるように、バーチャルプライベート

ネットワーク（VPN）ルートフィルタリングを設
定します。Device(config)# ip extcommunity-list 128 permit

rt 500:[1-9]
•この例では、500:1～ 500:9の範囲内の RTを
持つルートを拡張コミュニティリスト 128に
対して許可しています。

コンフィギュレーションモードを終了し、次に高

いコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-extcomm-list)# exit

後続の matchコマンドで一致と認められたルート
を許可または拒否するルートマップを設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 5

•この例では、後続の matchコマンドで一致と
認められたルートを許可します。

Device(config)# route-map rtmap2 permit 10

指定したコミュニティリストを照合します。match extcommunity extended-community-list-name

例：

ステップ 6

•この例では、拡張コミュニティリスト128（手
順 3で設定）に一致するルートが後続の setコ
マンドの対象となります。

Device(config-route-map)# match extcommunity 128

指定した拡張コミュニティリスト内のルートから

範囲内の RTを削除します。
set extcomm-list extcommunity-name delete

例：

ステップ 7

•この例では、拡張コミュニティリスト 128内
のルートから範囲内の RTが削除されます。Device(config-route-map)# set extcomm-list 128

delete

ルートマップで許可されているルートに、指定し

た RTを設定します。
set extcommunity rt value additive

例：

ステップ 8

•この例では、拡張コミュニティ128に一致する
ルートにRT400:1を設定します。additiveキーDevice(config-route-map)# set extcommunity rt

400:1 additive
ワードを指定すると、RTを置き換えずに RT
が RTリストに追加されます。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルートを許可するルートマップエントリ

を設定します。

route-mapmap-tag {permit | deny} [sequence-number]

例：

ステップ 10

•この例では、RT範囲から RTへのマッピング
の対象とならない他のルートを許可するルート

Device(config)# route-map rtmap2 permit 20

マップエントリを設定します。この手順を実

行しない場合、他のすべてのルートは暗黙の

denyの対象となります。

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 4000

自律システムに属するネイバーを指定します。neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

ステップ 13

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.0.50
remote-as 4000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるよう BGPピアを設定します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router-af)# address-family vpnv4

ステップ 14

指定したネイバーをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.0.50
activate

指定した着信ルートマップを指定したネイバーに

適用します。

neighbor ip-address route-map map-tag in

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.0.50
route-map rtmap2 in

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
exit-address-family

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# exit-address-family
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BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカー
ドの設定例

例：RTを RT範囲に置き換える

次の例では、出力 ASBRで、RT 101:100を持つルートが拡張コミュニティリスト 22
に含まれます。rt-mappingという名前のルートマップで拡張コミュニティリスト 22
を照合し、コミュニティリスト内のルートから RTを削除します。コミュニティリス
トに一致するルートに対して、500:1～ 500:9の範囲内の RTを設定します。このルー
トマップはネイバー 192.168.103.1に適用されます。

出力 ASBR

ip extcommunity-list 22 permit rt 101:100
!
route-map rt-mapping permit 10
match extcommunity 22
set extcomm-list 22 delete
set extcommunity rt range 500:1 500:9
!
route-map rt-mapping permit 20
!
router bgp 3000
neighbor 192.168.103.1 remote-as 3000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.103.1 activate
neighbor 192.168.103.1 route-map rt-mapping out
exit-address-family

!

入力 ASBRでは、500:1～ 500:9の範囲内の RTが拡張コミュニティリスト 128に属し
ます。rtmap2という名前のルートマップで、これらの RTを RT 400:1にマッピングし
ます。このルートマップはネイバー 192.168.0.50に適用されます。

入力 ASBR

ip extcommunity-list 128 permit RT:500:[1-9]
!
route-map rtmap2 permit 10
match extcommunity 128
set extcomm-list 128 delete
set extcommunity rt 400:1 additive
!
route-map rtmap2 permit 20
!
router bgp 4000
neighbor 192.168.0.50 remote-as 4000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.0.50 activate
neighbor 192.168.0.50 route-map rtmap2 in
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exit-address-family
!

例：RTを VPN識別子範囲に置き換える

次の例では、出力 ASBRで、RT 201:100を持つルートが拡張コミュニティリスト 22
に含まれます。rt-mappingという名前のルートマップで拡張コミュニティリスト 22
を照合し、コミュニティリスト内のルートから RTを削除します。コミュニティリス
トに一致するルートに対して、600:1～ 600:8の範囲内の VPN識別子を設定します。
このルートマップはネイバー 192.168.103.1に適用されます。

出力 ASBR

ip extcommunity-list 22 permit rt 201:100
!
route-map rt-mapping permit 10
match extcommunity 22
set extcomm-list 22 delete
set extcommunity vpn-distinguisher range 600:1 600:8
!
route-map rt-mapping permit 20
!
router bgp 3000
neighbor 192.168.103.1 remote-as 3000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.103.1 activate
neighbor 192.168.103.1 route-map rt-mapping out
exit-address-family

!

入力 ASBRでは、600:1～ 600:8の範囲内の VPN識別子が拡張コミュニティリスト
101に属します。rtmap2という名前のルートマップで、これらの VPN識別子を RT範
囲 700:1～ 700:10にマッピングします。このルートマップはネイバー 192.168.0.50に
適用されます。additiveオプションを指定すると、新しい範囲が既存の値に置き換えな
しに追加されます。

入力 ASBR

ip extcommunity-list 101 permit VD:600:[1-8]
!
route-map rtmap2 permit 10
match extcommunity 101
set extcomm-list 101 delete
set extcommunity rt 700:1 700:10 additive
!
route-map rtmap2 permit 20
!
router bgp 4000
neighbor 192.168.0.50 remote-as 4000
address-family vpnv4
neighbor 192.168.0.50 activate
neighbor 192.168.0.50 route-map rtmap2 in
exit-address-family

!
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BGP-RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカー
ドに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

『IP : BGPConfigurationGuide,
XE 3S』の「BGP—VPN
Distinguisher Attribute」モ
ジュール

BGP—VPN識別子属性

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP—RTおよびVPN識別子属性の書き換えワイルドカー
ドに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios/iproute_bgp/command/reference/irg_book.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios/iproute_bgp/command/reference/irg_book.html
http://www.cisco.com/support


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 89 : BGP—RTおよび VPN識別子属性の書き換えワイルドカードに関する機能情報

機能情報リリース機能名

BGP—RTおよび VPN識別子
属性の書き換えワイルドカー

ド機能は、マッピングの際に

ルートターゲット（RT）コ
ミュニティ属性またはVPN識
別子コミュニティ属性の範囲

を設定できるようにします。

出力 ASBRにおける 1つ以上
の RTを入力 ASBRにおける
別のRTにマッピングすること
が必要となる場合がありま

す。VPN識別子属性機能によ
り、管理者は、eBGPを介して
伝送される VPN識別子に RT
をマッピングし、次に入力

ASBRでRTにマッピングする
ことができます。このマッピ

ングは、拡張コミュニティ属

性の RT範囲または VPN識別
子範囲を指定するルートマッ

プを設定することによって実

現されます。個々のRTではな
く範囲を指定することによ

り、時間が節約され、設定が

簡素化されます。また、VPN
識別子範囲では、route-map句
ごとに複数のVPN識別子属性
を使用できるため、この機能

が導入される前に適用されて

いた制約がなくなります。

次のコマンドが変更されまし

た。

• set extcommunity rt
• set extcommunity
vpn-distinguisher

BGP—RTおよび VPN識別子
属性の書き換えワイルドカー

ド
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第 70 章

VPLS BGPシグナリング

仮想プライベートLANサービス（VPLS）コントロールプレーンの 2つの主要機能は、自動検
出とシグナリングです。VPLSBGPシグナリング機能は、RFC 4761に準拠したVPLS用の自動
検出とシグナリングプロトコルの両方として BGPを使用できるようにします。

•機能情報の確認（1161ページ）
• VPLS BGPシグナリングの前提条件（1161ページ）
• VPLS BGPシグナリングに関する情報（1162ページ）
• VPLS BGPシグナリングの設定方法（1163ページ）
• VPLS BGPシグナリングの設定例（1166ページ）
• VPLS BGPシグナリングの追加情報（1166ページ）
• VPLS BGPシグナリングの機能情報（1167ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

VPLS BGPシグナリングの前提条件
『』の「Configuring Virtual Private LAN Services」モジュールおよび「VPLS Autodiscovery BGP
Based」モジュールで示されている概念を十分に理解している必要があります。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1161

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


VPLS BGPシグナリングに関する情報

VPLS BGPシグナリングの概要
VPLS BGPシグナリング機能が導入される前は、BGPは、RFC 6074に準拠したシグナリング
用の自動検出および Label Distribution Protocol（LDP;ラベル配布プロトコル）に使用されてい
ました。VPLS BGPシグナリング機能は、RFC 4761に準拠した自動検出とシグナリング用の
コントロールプレーンプロトコルとして BGPを使用できるようにします。

RFC 4761で指定されているように、内部 BGP（iBGP）ピアでは、L2VPN情報を含む L2VPN
AFI/SAFIのアップデートメッセージを交換して、自動検出とシグナリングの両方を実行しま
す。BGPマルチプロトコルのネットワーク層到達可能性情報（NLRI）は、ルート識別子
（RD）、VPLSエンドポイント ID（VE ID）、VEブロックオフセット（VBO）、VEブロッ
クサイズ（VBS）、ラベルベース（LB）で構成されます。

下の図に、RFC 4761の NLRI形式を示します。

図 89 : RFC 4761 NLRI

ネクストホップ、ルートターゲット（VPLSインスタンス用に指定）、その他のレイヤ 2デー
タなどの追加情報は、BGP拡張コミュニティ属性で伝送されます。L3VPNに似たルートター
ゲットベースのインポートおよびエクスポートメカニズムは、特定の VPLSインスタンスの
L2VPN NLRIをフィルタ処理するために BGPにより実行されます。

BGPシグナリング（RFC 4761）を使用するか LDPシグナリング（RFC 6074）を使用するか
は、指定するコマンドによって決まります。VPLSBGPシグナリング機能を有効にするには、
L2 VFIコンフィギュレーションモードで autodiscovery bgp signaling bgpコマンドを使用しま
す。このコマンドは、VPLSインスタンス単位でサポートされます。

無効な（つまり、設定に一致しない）BGPアップデートアドバタイズメント（更新または取
り消し）は、BGPセッションで受信された場合に無視されます。

VPLSのサポートにおける BGPの主なタスクは、L2VPNアドレスファミリでのルート配布、
および L2VPNとの連携です。BGPとその他のコンポーネントの間における連携はそのまま維
持されます。ベストパス選択、ネクストホップ処理、アップデート生成などの基本的な BGP
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機能は、VPLS BGPシグナリングでも同様に機能し続けます。BGP RT制約は、BGP VPLSシ
グナリング機能とシームレスに連携します。

VPLS BGPシグナリングの設定方法

VPLS BGPシグナリングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. l2vpn vfi context name
4. vpn id vpn-id
5. autodiscovery bgp signaling {bgp | ldp} [template template-name]
6. ve id ve-id
7. ve range ve-range
8. exit
9. exit
10. router bgp autonomous-system-number
11. bgp graceful-restart
12. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
13. address-family l2vpn [vpls]
14. neighbor ip-address activate
15. neighbor ip-address send-community [both | standard | extended]
16. neighbor ip-address suppress-signaling-protocol ldp
17. end
18. show bgp l2vpn vpls {all | rd route-distinguisher}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

複数の異なるネットワーク間の L2VPN仮想転送イ
ンターフェイス（VFI）を確立し、レイヤ 2 VFIコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

l2vpn vfi context name

例：

Device(config)# l2vpn vfi context vfi1

ステップ 3

VPLSドメインの VPN IDを設定します。vpn id vpn-id

例：

ステップ 4

Device(config-vfi)# vpn id 100

BGPシグナリングおよび検出または LDPシグナリ
ングを有効にし、L2VPNVFI自動検出コンフィギュ
レーションモードを開始します。

autodiscovery bgp signaling {bgp | ldp} [template
template-name]

例：

ステップ 5

VPLS BGPシグナリング機能では、
autodiscovery bgp signaling bgpコマンド
を使用します。

（注）
Device(config-vfi)# autodiscovery bgp signaling
bgp

VPLSエンドポイント（VE）デバイス ID値を指定
します。VE IDは、VPLSサービス内のVFIを識別
します。VEデバイス IDの値は 1～ 16384です。

ve id ve-id

例：

Device(config-vfi-autodiscovery)# ve id 1001

ステップ 6

VEデバイス IDの範囲値を指定します。VE範囲は
VEブロックの最小サイズをオーバーライドしま

ve range ve-range

例：

ステップ 7

す。デフォルトの最小サイズは 10です。設定する
VEの範囲は、10よりも高い必要があります。Device(config-vfi-autodiscovery)# ve range 12

L2VPN VFI自動検出コンフィギュレーションモー
ドを終了し、L2VPN VFIコンフィギュレーション
モードを開始します。

exit

例：

Device(config-vfi-autodiscovery)# exit

ステップ 8

L2VPN VFIコンフィギュレーションモードを終了
し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

Device(config-vfi)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

BGPグレースフルリスタート機能と BGPノンス
トップフォワーディング（NSF）認識を有効にし
ます。

bgp graceful-restart

例：

Device(config-router)# bgp graceful-restart

ステップ 11

指定された自律システム内の BGPネイバーとのピ
アリングを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 12

Device(config-router)# neighbor 10.10.10.1
remote-as 100

L2VPNアドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family l2vpn [vpls]

例：

ステップ 13

•オプションのvplsキーワードは、VPLSエンド
ポイントプロビジョニング情報がBGPピアに
配布されるように指定します。

Device(config-router)# address-family l2vpn vpls

この例では、L2VPN VPLSアドレスファミリセッ
ションが作成されます。

ネイバーを有効にして、L2VPNVPLSアドレスファ
ミリの情報をローカルデバイスと交換します。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 14

Device(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor ip-address send-community [both | standard
| extended]

例：

ステップ 15

•この例では、拡張コミュニティ属性が10.10.10.1
のネイバーに送信されます。

Device(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
send-community extended

LDPシグナリングを抑止し、BGPシグナリングを
有効にします。

neighbor ip-address suppress-signaling-protocol ldp

例：

ステップ 16

•この例では、10.10.10.1のネイバーに対する
LDPシグナリングが抑止されます（BGPシグ
ナリングが有効化されます）。

Device(config-router-af)# neighbor 10.10.10.1
suppress-signaling-protocol ldp

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 17

Device(config-router-af)# end
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目的コマンドまたはアクション

（任意）L2VPN VPLSアドレスファミリに関する
情報を表示します。

show bgp l2vpn vpls {all | rd route-distinguisher}

例：

ステップ 18

Device# show bgp l2vpn vpls all

VPLS BGPシグナリングの設定例

例：VPLS BGPシグナリングの設定と確認

l2vpn vfi context vfi1
vpn id 100
autodiscovery bgp signaling bgp
ve id 1001
ve range 10
!
!
router bgp 100
bgp graceful-restart
neighbor 209.165.200.224 remote-as 100
neighbor 209.165.200.224 update-source Loopback1
!
address-family l2vpn vpls
neighbor 209.165.200.224 activate
neighbor 209.165.200.224 send-community extended
neighbor 209.165.200.224 suppress-signaling-protocol ldp
exit-address-family
!
show bgp l2vpn vpls all

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 100:100
*>100:100:VEID-1001:Blk-1001/136 0.0.0.0 32768 ?

*>i 100:100:VEID-1003:Blk-1000/136 209.165.200.224 0 100 0
?

VPLS BGPシグナリングの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、デ
フォルト、コマンド履歴、使用上の注意事項、および例

仮想プライベート LANサービスの設定

「Configuring Virtual Private
LAN Services」、『』

アクセスポートの設定

『VPLS Autodiscovery BGP Based』

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Virtual Private LAN Service (VPLS) Using BGP for Auto-Discovery and Signaling』RFC
4761

『Provisioning, Auto-Discovery, and Signaling in Layer 2 Virtual Private Networks
(L2VPNs)』

RFC
6074

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

VPLS BGPシグナリングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 90 : VPLS BGPシグナリングの機能情報

機能情報リリース機能名

VPLS BGPシグナリング機能
は、RFC 4761に準拠した
VPLS用の自動検出とシグナリ
ングプロトコルの両方として

BGPを使用できるようにしま
す。

次のコマンドが導入または変

更されました。autodiscovery
(MPLS)、neighbor
suppress-signaling-protocol、
show bgp l2vpn vpls、ve

VPLS BGPシグナリング
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第 71 章

マルチキャスト VPN BGPダンプニング

特定のマルチキャストグループ内の単一の受信者、またはアップ状態とダウン状態を頻繁に行

き来し、特定のマルチキャストグループに関係する受信者のグループによって、マルチキャス

ト VPN BGPダンプニング機能がアクティブ化され、BGPシグナリングを使用してコア内でタ
イプ 7ルート（C-マルチキャストルートの Join/Prune）のダンプニングが行われます。この機
能は、カスタマー側の join/pruneリクエストによるチャーンを低減して、不要なBGPMVPNタ
イプ 6/7 C-ルート制御情報の発生を防ぎます。

•機能情報の確認（1169ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングの前提条件（1170ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングに関する情報（1170ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定方法（1171ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定例（1174ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングの追加情報（1174ページ）
•マルチキャスト VPN BGPダンプニングの機能情報（1175ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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マルチキャスト VPN BGPダンプニングの前提条件

•『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド』の「BGPルートダンプニン
グ」モジュールに示されている概念を理解しておく必要があります。

マルチキャスト VPN BGPダンプニングに関する情報

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの概要

BGPルートダンプニング

ルートダンプニングは、インターネットワーク間でフラッピングルートの伝搬を最小限に抑

えるように設計された BGP機能です。ルートは、その可用性が繰り返し切り替わる場合にフ
ラッピングすると見なされます。BGPを実行しているシスコデバイスは、フラッピングルー
トの不安定な影響を「ダンプニング」するように設計されたメカニズムを備えています。BGP
を実行しているシスコデバイスは、フラッピングルートを検出すると、そのルートのダンプ

ニングを自動的に行います。

下の図に、マルチキャスト VPN BGPダンプニングのメカニズムを示します。

マルチキャスト VPN BGPダンプニング

図 90 :マルチキャスト VPN BGPダンプニング

マルチキャストグループ内の単一の受信者、または頻繁に状態が変化（フラッピング）し、特

定のマルチキャストグループに関係する受信者のグループによって、マルチキャスト VPN
（MVPN）BGPダンプニングがアクティブ化されます。MVPN BGPダンプニングで、BGPシ

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1170

マルチキャスト VPN BGPダンプニング

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの前提条件



グナリングを使用してコア内でタイプ 7マルチキャストルート（カスタマーマルチキャスト
（C-マルチキャスト）ルートの join/prune）のダンプニングが行われます。

MVPNBGPダンプニングが有効になっていない場合、送信元は、受信者がダウン状態でもデー
タを送信します。受信者がダウン状態になると、プロバイダーエッジ（PE）デバイスに対す
る 60秒間隔の C-PIM joinがなくなるため、デフォルトの期間（3分）が経過すると、PE側で
PIMがタイムアウトします。MVPNマネージャは、タイプ 7ルート（C-マルチキャストルー
トの取り消し）である pruneメッセージを BGPに送信します。

受信者は、アップ状態になると、新しい (S,G) joinリクエストをカスタマーエッジ（CE）デバ
イスに送信します。C-PIM joinをPEデバイスが受信し、新しいタイプ7C-マルチキャストアッ
プデートが BGPから自動検出されたMVPNピアに送信されます。アップストリームマルチ
キャストピアは、BGPタイプ7アップデートを送信元に対するPIMjoinに変換し、送信元は、
MDTトンネルを使用してダウンストリーム PE経由で受信者が受信することになる、データ
トラフィックを送信します。受信者がアップ状態とダウン状態を頻繁に行き来する場合、送信

元側の PIMは join/pruneメッセージを頻繁に受信するため、それに応じて送信元が応答するこ
とになります。

MVPN BGPダンプニングが有効になっている場合、BGPの一般的なダンプニングメカニズム
がMVPNVRFインスタンスに適用されます。CE側からの Join/Pruneメッセージは、更新/取り
消しとしてMVPNマネージャからMVPNPEデバイスに送信されます。PEデバイス上のMVPN
マネージャは、リバースパスフォワーディング（RPF）およびアップストリームマルチホッ
プ（UMH）のネクストホップ変更のために、join/pruneメッセージをカスタマー側に送信しま
す。

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定方法

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定
マルチキャスト VPN BGPダンプニングを有効にして設定するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family [ipv4 | ipv6] mvpn vrf vrf-name
5. bgp dampening [half-life reuse suppress max-suppress-time]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable
•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family [ipv4 | ipv6] mvpn vrf vrf-name

例：

ステップ 4

• ipv4キーワードを使用して、IPv4マルチキャス
ト C-ルート交換を有効にします。Device(config-router)# address-family ipv4 mvpn

vrf blue

• ipv6キーワードを使用して、IPv6マルチキャス
ト C-ルート交換を有効にします。

次の手順でマルチキャスト VPN BGPダン
プニングを有効にするには、この時点で

vrfキーワードと vrf-name引数を指定する
必要があります。

（注）

BGPルートダンプニングをイネーブルにして、ルー
トダンプニング係数のデフォルト値を変更します。

bgp dampening [half-life reuse suppress
max-suppress-time]

例：

ステップ 5

half-life、reuse、suppress、および max-suppress-time
引数は、すべて位置に依存します。引数を 1つ入力

Device(config-router-af)# bgp dampening 30 1500
10000 120

する場合は、すべての引数を入力する必要がありま

す。

手順 4および 5を繰り返して、代替 VRF
でマルチキャスト VPN BGPダンプニング
を有効にします。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end
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マルチキャスト VPN BGPダンプニングのモニタとメンテナンス
マルチキャスト VPN BGPダンプニングをモニタおよびメンテナンスするには、必要に応じて
この作業の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show bgp {ipv4 | ipv6}mvpn {all | rd route-distinguisher | vpn vrf-name} [dampening

{dampened-paths | flap-statistics [ filter-list access-list-number | quote-regexp regexp | regexp
regexp]}]

3. clear ip bgp {ipv4 | ipv6}mvpn vrf vrf-name {dampening | flap-statistics}

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Device> enable

ステップ 2 show bgp {ipv4 | ipv6}mvpn {all | rd route-distinguisher | vpn vrf-name} [dampening {dampened-paths |
flap-statistics [ filter-list access-list-number | quote-regexp regexp | regexp regexp]}]

マルチキャスト VPN BGPダンプニングをモニタするには、このコマンドを使用します。

• dampened-pathキーワードは、ダンプニングされた BGPルートに関する情報を表示します。

• parametersキーワードは、詳細な BGPダンプニング情報を表示します。

• flap-statisticsキーワードは、BGPフラップ統計情報を表示します。

例：

Device# show bgp ipv4 mvpn vrf blue route-type 7 111.111.111.111:11111 55 202.100.0.6 232.1.1.1

BGP routing table entry for [7][111.111.111.111:11111][55][202.100.0.6/32][232.1.1.1/32]/22, version
17
Paths: (1 available, no best path)
Flag: 0x820
Not advertised to any peer
Refresh Epoch 1
Local, (suppressed due to dampening)
0.0.0.0 from 0.0.0.0 (205.3.0.3)
Origin incomplete, localpref 100, weight 32768, valid, sourced, local
Extended Community: RT:205.1.0.1:1
Dampinfo: penalty 3472, flapped 4 times in 00:04:42, reuse in 00:00:23
rx pathid: 0, tx pathid: 0

ステップ 3 clear ip bgp {ipv4 | ipv6}mvpn vrf vrf-name {dampening | flap-statistics}
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マルチキャスト VPN BGPダンプニングが有効になったルータで受信したルートの累積ペナルティをクリ
アするには、このコマンドを使用します。

• dampeningキーワードは、マルチキャスト VPN BGPダンプニング情報をクリアします。

• flap-statisticキーワードは、マルチキャスト VPN BGPダンプニングのフラップ統計をクリアします。

例：

Device# clear ip bgp ipv4 mvpn vrf blue dampening

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定例

例：マルチキャスト VPN BGPダンプニングの設定

次の例では、マルチキャスト VPN BGPダンプニングが blueという VRFと redという
VRFに適用されますが、greenという VRFには適用されません。

address-family ipv4 mvpn vrf blue
bgp dampening

address-family ipv4 mvpn vrf red
bgp dampening

address-family ipv4 mvpn vrf green
no bgp dampening

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『IPルーティング：BGPコン
フィギュレーションガイド』

の「内部BGP機能の設定」モ
ジュールの「BGPルートダン
プニング」の項

BGPルートダンプニング

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『BGP Route Flap Damping』RFC
2439

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

マルチキャスト VPN BGPダンプニングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 91 :マルチキャスト VPN BGPダンプニングの機能情報

機能情報リリース機能名

特定のマルチキャストグルー

プ内の単一の受信者、または

アップ状態とダウン状態を頻

繁に行き来し、特定のマルチ

キャストグループに関係する

受信者のグループによって、

マルチキャストVPNBGPダン
プニング機能で、BGPシグナ
リングを使用してコア内でタ

イプ 7ルート（C-マルチキャ
ストルートの join/prune）のダ
ンプニングが行われます。

次のコマンドが導入または変

更されました。address-family
mvpn、clear ip bgp mvpn、
show bgp mvpn、show ip bgp
ipv4

Cisco IOS XE Release 3.8SマルチキャストVPNBGPダン
プニング
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第 72 章

BGP—IPv6 NSR

ノンストップルーティング（NSR）に対するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）サポー
ト機能により、プロバイダーエッジ（PE）ルータはカスタマーエッジ（CE）ルータとともに
BGPの状態を維持でき、ルートプロセッサ（RP）スイッチオーバー中または PEルータに対
する定期的なインサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）中に、継続的なパケットの
転送を確実に行えるようになります。BGP—IPv6 NSR機能は、NSRに対する BGPサポートを
Cisco IPv6 VPNプロバイダーエッジルータ（6VPE）に拡張します。

•機能情報の確認（1177ページ）
• BGP—IPv6 NSRの前提条件（1177ページ）
• BGP-IPv6 NSRに関する情報（1178ページ）
• BGP-IPv6 NSRの設定方法（1179ページ）
• BGP-IPv6 NSRの設定例（1180ページ）
• BGP—IPv6 NSRの追加情報（1181ページ）
• BGP—IPv6 NSRの機能情報（1181ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォーム

とソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに

記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP—IPv6 NSRの前提条件
• BGPを実行するようにネットワークが設定されている必要があります。
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•マルチプロトコルレイヤスイッチング（MPLS）レイヤ 3バーチャルプライベートネッ
トワーク（VPN）が設定されている必要があります。

•すべてのプラットフォームが HAに対応している必要があります。

•『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド』の「ステートフルスイッチ
オーバー（SSO）によるノンストップルーティング（NSR）に対する BGPサポート」モ
ジュールおよび「iBGPピアのBGPNSRサポート」モジュールに示されている概念につい
て十分に理解している必要があります。

BGP-IPv6 NSRに関する情報

BGP—IPv6 NSRの概要
ノンストップルーティング（NSR）は、アクティブルートプロセッサ（RP）からスタンバイ
RPへのスイッチオーバー時にパケットがドロップされる可能性を低減するため、BGPピアで
役立ちます。スイッチオーバーは何らかの理由によりアクティブ RPで障害が発生した場合に
行われ、スタンバイ RPがアクティブ RPの機能を制御することになります。BGP—IPv6 NSR
機能は、次の IPv6ベースのアドレスファミリを含むように NSRに対する BGPサポートを拡
張します。

• IPv6ユニキャスト

• IPv6ユニキャスト+ラベル

• IPv6 PE-CE

• VPNv6ユニキャスト

図 91 :基本的な 6VPEネットワーク設定

上の図は、基本的な展開シナリオを示しています。プロバイダーエッジ（PE）ルータ 1、P、
PE2が 6VPEクラウドを形成しています。カスタマーエッジ（CE）ルータ 1から PE1への接
続は IPv6（VRF）です。PEは HA/SSOおよび NSF対応です。Pルータは、マルチプロトコル
ラベルスイッチング（MPLS）のラベル保持（NSFに相当）に対応しています。

CE1は顧客機器であるため、NSF対応となるようにアップグレードする必要があるかどうかを
プロバイダーは判断できません。PE1がCE1への接続でNSRを実行できる場合は、PE1がSSO
モードでスイッチオーバーを実行した際に CE1はそれを認識できないかその影響を受けませ
ん。自律システム内のその他のすべての接続では、この操作は NSFである場合もグレースフ
ルリスタートである場合もあります。つまり、コントロールプレーンがリセットされ、直接
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接続されたすべてのピアがそれを認識してセッションの再確立に役立つデータを再送信します

が、転送は中断されません。

NSRで動作していないネイバーは、引き続き NSF対応/認識であると想定されます。CEがす
でにNSF認識である（つまり、そのピアでBGPグレースフルリスタートを処理できる）場合
、PE-CE接続はNSRではなく、通常のNSF処理モデルに従います。これは、VPNv4向けNSR
と同様であり、ネットワークリソースの節約に役立ちます。

BGP-IPv6 NSRの設定方法

BGP—IPv6 NSRの設定
BGP—IPv6NSRをサポートするようにBGPピアを設定する場合は、PEルータで次の作業を実
行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. 次のいずれか 1つを入力します。

• address-family ipv6 [unicast |multicast | vpnv6] [vrf vrf-name]

• address-family vpnv6 [unicast |multicast]

5. neighbor ipv6-address% remote-as as-number
6. neighbor ipv6-address% activate
7. neighbor ipv6-address% ha-mode sso
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 4000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 4

• address-family ipv6 [unicast |multicast | vpnv6]
[vrf vrf-name] • unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド

レスファミリを指定します。• address-family vpnv6 [unicast |multicast]

例： • vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast ンモードコマンドに関連付ける Virtual Routing
and Forwarding（VRF;仮想ルーティングおよび
転送）インスタンスの名前を指定します。

ネイバーの自律システムを指定します。neighbor ipv6-address% remote-as as-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 4000

指定したピアをアクティブにします。neighbor ipv6-address% activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 activate

BGP NSRをサポートするように BGPネイバーを設
定します。

neighbor ipv6-address% ha-mode sso

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 ha-mode sso

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

BGP-IPv6 NSRの設定例

例：BGP—IPv6 NSRの設定

router bgp 4000
address-family ipv6 unicast
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neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 4000
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 activate
neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 ha-mode sso

BGP—IPv6 NSRの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP—IPv6 NSRの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 92 : BGP—IPv6 NSRの機能情報

機能情報リリース機能名

NSRに対するBGPサポート機
能により、プロバイダーエッ

ジ（PE）ルータはカスタマー
エッジ（CE）ルータとともに
BGPの状態を維持でき、ルー
トプロセッサ（RP）スイッチ
オーバー中またはPEルータに
対する定期的な ISSU中に、継
続的なパケットの転送を確実

に行えるようになります。

BGP—IPv6 NSR機能は、NSR
に対するBGPサポートをCisco
IPv6VPNプロバイダーエッジ
ルータ（6VPE）に拡張しま
す。

Cisco IOS XE Release 3.9SBGP—IPv6 NSR
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第 73 章

BGP-VRF認識の条件付きアドバタイズメン
ト

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）VRF認識の条件付きアドバタイズメント機能は、
ルートアドバタイズメントの制御を拡充し、この制御をVirtualRouting andForwarding（VRF）
インスタンス内に拡張します。

•機能情報の確認（1183ページ）
• BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントに関する情報（1184ページ）
• BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントの設定方法（1185ページ）
• BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントの設定例（1188ページ）
• BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの追加情報 （1192ページ）
• BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの機能情報（1193ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォーム

とソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに

記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントに関する情報

VRF認識の条件付きアドバタイズメント
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）VRF認識の条件付きアドバタイズメント機能は、
ルートアドバタイズメントの制御を拡充し、この制御をVirtualRouting andForwarding（VRF）
インスタンス内に拡張します。

BGP条件付きアドバタイズメント

通常、ルートは別のルートの有無にかかわらず伝播されます。BGPの条件付きアドバタイズメ
ント機能では、neighborコマンドの exist-map、non-exist-map、advertise-mapキーワードを使
用して、ルートプレフィックスによりルートを追跡します。ルートプレフィックスが

non-exist-mapコマンドの出力に存在しない場合、advertise-mapで指定されたルートが通知さ
れます。この機能は、マルチホームネットワークで、いずれかのプロバイダーに対して他のプ

ロバイダーからの情報が存在しない場合（これはピアリングセッションでの障害や不完全な到

達可能性を示します）にのみ特定のプレフィックスをアドバタイズするときに便利です。条件

付き BGP通知は、BGPルータからピアに送信される通常の通知と併せて送信されます。

VRF認識の条件付きアドバタイズメント

この機能は、BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントのサポートを次のアドレスファミ
リに拡張します。

• IPv4ユニキャスト

• IPv4ユニキャスト VRF

• IPv6ユニキャスト

• IPv6ユニキャスト VRF
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図 92 : VRFベースの条件付きアドバタイズメント

上の図では、IPv4プレフィックス 192.168.50.0/24がリモート CE101から PE1上の VRF RED
にアドバタイズされています。このプレフィックスは、MP-BGPVPNプレフィックスとして伝
送され、PE4上のVRF REDにインポートされます。PE4で、BGPVRF REDテーブル内のこの
プレフィックスに関してexist-mapコマンドで設定された条件は、プレフィックス203.0.113.0/24
を CE104にアドバタイズする条件となり、PE4上の VRF REDでピアのアクティブ化が実現さ
れます。このシナリオでは、203.0.113.0/24がVRFREDBGPテーブル内にあることを前提とし
ています。203.0.113.0/24がテーブルにない場合、このポリシーは無視されます。

• PE4の BGPテーブル内に 192.168.50.0/24が存在する場合、203.0.113.0/24ネットワークは
CE104にアドバタイズされます。

• PE4の BGPテーブル内に 192.168.50.0/24が存在しない場合、203.0.113.0/24ネットワーク
は CE104にアドバタイズされません。

BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントの設定方法

BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
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4. 次のいずれか 1つを入力します。

• address-family ipv4 [unicast] [ vrf vrf-name]

• address-family ipv6 [unicast] [ vrf vrf-name]

5. neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | ipv6-address} activate
7. neighbor {ip-address | ipv6-address} advertise-map map-name {exist-map map-name |

non-exist-map map-name}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

IPv4または IPv6アドレスファミリを指定し、アド
レスファミリコンフィギュレーションモードを開

始します。

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 4

• address-family ipv4 [unicast] [ vrf vrf-name]

• address-family ipv6 [unicast] [ vrf vrf-name]
• unicastキーワードは、IPv4または IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリを指定します。例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
VRFRED

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4または IPv6アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードコマンドに関連付ける

Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタ
ンスの名前を指定します。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスの IPv4または IPv6マルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
remote-as 104
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目的コマンドまたはアクション

ネイバーが IPv4または IPv6アドレスファミリのプ
レフィックスをローカルデバイスと交換できるよう

にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address} activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
activate

ステップ 6

ネイバーに対する条件付きアドバタイズメントを有

効にし、existまたは non-existマップで定義された
neighbor {ip-address | ipv6-address} advertise-map
map-name {exist-map map-name | non-exist-map
map-name}

ステップ 7

基準に基づいて、advertise-mapコマンドによって
例： マッピングされたプレフィックスのアドバタイズを

許可します。
Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
advertise-map ADV-1 exist-map EXIST-1 • advertise-map map-nameキーワードと引数のペ

アは、アドバタイズするルートの定義に使用す

るルートマップの名前を指定します。

• exist-mapmap-nameキーワードと引数のペアは、
BGPテーブル内の一連のルートが満たす必要が
ある条件を指定します。条件を満たしている場

合、advertisemapで指定されたルートに一致す
るBGPテーブル内のルートがアドバタイズされ
ます。exist-mapで指定されたルートに一致する
ルートが BGPテーブル内に存在しない場合、
ルートはアドバタイズされません。

• non-exist-map map-nameキーワードと引数のペ
アは、BGPテーブル内の一連のルートと比較す
る条件を指定します。non-exist-mapのルートが
BGPテーブル内に存在しない場合、advertise
mapで指定されたルートに一致するルートがア
ドバタイズされます。non-exist-mapで指定され
たルートに一致するルートがBGPテーブル内に
存在する場合、advertise-mapに一致するルート
はアドバタイズされません。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

次のタスク

BGPVRF認識の条件付きアドバタイズメント機能の設定を確認するには、showbgp ipneighbors
コマンドを使用します。
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BGP VRF認識条件付きアドバタイズメントの設定例

例：BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの設定
次の例では、図 1の設定を使用します。

CE 101：プレフィックスの送信元

router bgp 101
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 0 0
neighbor 172.16.1.2 remote-as 65000
!
address-family ipv4
network 21.21.21.0 mask 255.255.255.0
network 22.22.22.22 mask 255.255.255.255
network 31.0.0.0
network 33.0.0.0
network 44.0.0.0
network 192.0.254 mask 255.255.255.0
network 192.0.2.50
neighbor 172.16.1.3 activate
exit-address-family

PE 1

router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
timers bgp 0 0
neighbor 10.0.0.2 remote-as 65000
neighbor 10.0.0.2 update-source Loopback0
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 10.0.0.2 activate
neighbor 10.0.0.2 send-community both
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf blue
neighbor 198.51.100.10 remote-as 201
neighbor 198.51.100.10 activate
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red
neighbor 172.16.1.2 remote-as 101
neighbor 172.16.1.2 activate
exit-address-family

PE 4

router bgp 65000
bgp log-neighbor-changes
no bgp default ipv4-unicast
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timers bgp 0 0
neighbor 10.0.0.2 remote-as 65000
neighbor 10.0.0.2 update-source Loopback0
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 10.0.0.2 activate
neighbor 10.0.0.2 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf blue
neighbor 198.51.100.12 remote-as 204
neighbor 198.51.100.12 activate
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf red
neighbor 198.51.100.3 remote-as 104
neighbor 198.51.100.3 activate
neighbor 198.51.100.3 advertise-map ADV-1 exist-map EXIST-1
neighbor 198.51.100.3 advertise-map ADV-2 exist-map EXIST-2
neighbor 198.51.100.3 advertise-map ADV-3 exist-map EXIST-3
neighbor 198.51.100.3 advertise-map ADV-4 exist-map EXIST-4
exit-address-family
!
ip prefix-list pl-adv-1 seq 5 permit 22.22.22.22/32
!
ip prefix-list pl-adv-2 seq 5 permit 44.0.0.0/8 �
!
ip prefix-list pl-adv-3 seq 5 permit 33.0.0.0/8
!
ip prefix-list pl-adv-4 seq 5 permit 128.16.16.0/24
!
ip prefix-list pl-exist-1 seq 5 permit 21.21.21.0/24
!
ip prefix-list pl-exist-2 seq 5 permit 41.0.0.0/8 �
!
ip prefix-list pl-exist-3 seq 5 permit 31.0.0.0/8
!
ip prefix-list pl-exist-4 seq 5 permit 192.168.50.0/24
!
route-map EXIST-4 permit 10
match ip address prefix-list pl-exist-4
!
route-map ADV-4 permit 10
match ip address prefix-list pl-adv-4
!
route-map EXIST-2 permit 10
match ip address prefix-list pl-exist-2
!
route-map ADV-2 permit 10
match ip address prefix-list pl-adv-2
!
route-map EXIST-3 permit 10
match ip address prefix-list pl-exist-3
!
route-map ADV-3 permit 10
match ip address prefix-list pl-adv-3
!
route-map EXIST-1 permit 10
match ip address prefix-list pl-exist-1
!
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route-map ADV-1 permit 10
match ip address prefix-list pl-adv-1

例：BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの確認
次の例では、図 1の設定を使用します。

CE 101

CE101# show ip bgp all

For address family: IPv4 Unicast
BGP table version is 28, local router ID is 203.0.113.11

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 21.21.21.0/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 22.22.22.22/32 0.0.0.0 0 32768 i
*> 31.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 i
*> 33.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 i
*> 44.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 i
*> 192.0.2.254/24 0.0.0.0 0 32768 i
*> 192.0.2.50 0.0.0.0 0 32768 i

PE 1

PE1# show ip bgp all

For address family: IPv4 Unicast

For address family: VPNv4 Unicast

BGP table version is 46, local router ID is 10.0.0.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed,

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf red)
*> 21.21.21.0/24 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 22.22.22.22/32 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 31.0.0.0 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 33.0.0.0 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 44.0.0.0 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 192.0.2.254/24 172.16.1.2 0 0 101 i
*> 192.0.2.50 172.16.1.2 0 0 101 i

PE 4

アドバタイズの条件が満たされていないため、exist-map EXIST-2の状態はWithdrawになりま
す。

（注）

PE4# show ip bgp all
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For address family: VPNv4 Unicast

BGP table version is 82, local router ID is 10.0.0.4

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf red)
*>i 21.21.21.0/24 10.0.0.1 0 100 0 101 i
*>i 22.22.22.22/32 10.0.0.1 0 100 0 101 i
*>i 31.0.0.0 10.0.0.1 0 100 0 101 i
*>i 33.0.0.0 10.0.0.1 0 100 0 101 i
*>i 44.0.0.0 10.0.0.1 0 100 0 101 I <- missing
41.0.0.0/8
*>i 192.0.2.254/24 10.0.0.1 0 100 0 101 i
*>i 192.0.2.50 10.0.0.1 0 100 0 101 i

PE4# show ip bgp vpnv4 all neighbors 198.51.100.3
…
…
For address family: VPNv4 Unicast
Translates address family IPv4 Unicast for VRF red
Session: 198.51.100.3
BGP table version 48, neighbor version 48/0
Output queue size : 0
Index 3, Advertise bit 0
3 update-group member
Condition-map EXIST-1, Advertise-map ADV-1, status: Advertise
Condition-map EXIST-2, Advertise-map ADV-2, status: Withdraw
Condition-map EXIST-3, Advertise-map ADV-3, status: Advertise
Condition-map EXIST-4, Advertise-map ADV-4, status: Advertise
Slow-peer detection is disabled
…

…
PE4#

PE4# show ip bgp vpnv4 all update-group

…
…
BGP version 4 update-group 3, external, Address Family: VPNv4 Unicast
BGP Update version : 48/0, messages 0
Condition-map EXIST-1, Advertise-map ADV-1, status: Advertise
Condition-map EXIST-2, Advertise-map ADV-2, status: Withdraw
Condition-map EXIST-3, Advertise-map ADV-3, status: Advertise
Condition-map EXIST-4, Advertise-map ADV-4, status: Advertise
Topology: red, highest version: 47, tail marker: 47
Format state: Current working (OK, last not in list)

Refresh blocked (not in list, last not in list)
Update messages formatted 4, replicated 4, current 0, refresh 0, limit 1000
Number of NLRIs in the update sent: max 3, min 0
Minimum time between advertisement runs is 0 seconds
Has 1 member:
198.51.100.3

CE 104

CE 104へのアドバタイズをトリガーする PE 4では 41.0.0.0/8が表示されないため、プレフィッ
クス 44.0.0.0は見つかりません。状態はWithdrawになります。

（注）
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CE104# show ip bgp all

For address family: IPv4 Unicast

BGP table version is 45, local router ID is 198.51.100.3
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, f RT-Filter,
x best-external, a additional-path, c RIB-compressed,

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 21.21.21.0/24 104.0.0.1 0 65000 101 i
*> 22.22.22.22/32 104.0.0.1 0 65000 101 i
*> 31.0.0.0 104.0.0.1 0 65000 101 i
*> 33.0.0.0 104.0.0.1 0 65000 101 i
*> 192.0.2.254/24 104.0.0.1 0 65000 101 i
*> 192.0.2.50 104.0.0.1 0 65000 101 i

BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
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BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 93 : BGP VRF認識の条件付きアドバタイズメントの機能情報

機能情報リリース機能名

ボーダーゲートウェイプロト

コル（BGP）VRF認識の条件
付きアドバタイズメント機能

は、ルートアドバタイズメン

トの制御を拡充し、この制御

を Virtual Routing and
Forwarding（VRF）インスタン
ス内に拡張します。

BGP VRF認識の条件付きアド
バタイズメント
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第 74 章

BGP—選択的なルートダウンロード

BGP—選択的なルートダウンロード機能により、ネットワーク管理者は、BGPルートをルー
ティング情報ベース（RIB）に選択的に（一部を選択することも何も選択しないことも可能）
ダウンロードできます。この機能の主な用途は、中継トラフィックの伝送なしに BGPアップ
デートを伝播する専用ルートリフレクタで RIBまたは Forwarding Information Base（FIB;転送
情報ベース）に特定のBGPルートが不必要にダウンロードされるのを防ぐことです。したがっ
て、この機能は、利用可能なリソースの最大化、および専用ルートリフレクタでのルーティン

グの拡張性やコンバージェンスの向上に役立ちます。

•機能情報の確認（1195ページ）
• BGP—選択的ルートダウンロードに関する情報（1196ページ）
• BGPルートを選択的にダウンロードする方法（1197ページ）
• BGP—選択的ルートダウンロードの設定例（1200ページ）
•選択的なルートダウンロードの追加情報（1202ページ）
•選択的なルートダウンロードの機能情報（1202ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP—選択的ルートダウンロードに関する情報

専用ルートリフレクタには一部のルートしか必要ない

専用ルートリフレクタ（RR）の役割は、中継トラフィックの実際の転送には参加せずに BGP
アップデートを伝播することです。つまり、RRでは、必ずしもすべてのBGPルートをRIBま
たは FIBにダウンロードする必要はありません。そのようなルートを処理および保存しない
と、RRでリソースを節約できるため便利です。

デフォルトでは、BGPルートはRIBにダウンロードされます。専用ルートリフレクタでリソー
スを節約するには、テーブルマップを設定して、このようなダウンロードを低減または防止す

る必要があります。テーブルマップという名前は、何を BGPルーティングテーブルに挿入す
るかを制御するその機能に由来します。

ここでは、テーブルマップは、ルートのダウンロードを制御するルートマップを指します。

テーブルマップは、BGPポリシーアカウンティング出力インターフェイスアカウンティング
など、他の機能で使用できます。

table-mapコマンドでの filterキーワードの使用法について理解することが重要です。

• table-mapコマンドを filterキーワードなしで使用した場合は、table-mapコマンドで参照
されているルートマップを使用して、RIBにインストールするためにルートの特定のプロ
パティ（トラフィックインデックスなど）が設定されます。ルートは、ルートマップで

許可されているか拒否されているかにかかわらず、常にダウンロードされます。

• table-mapコマンドを filterキーワードありで使用した場合は、参照されているルートマッ
プを使用して、BGPルートをRIBにダウンロードするかどうかが制御されます（つまり、
フィルタ）。BGPルートは、ルートマップで拒否されている場合、RIBにダウンロード
されません。

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）レイヤ 3 VPNについては、ルートのダウン
ロードはルートリフレクタであらかじめ自動的に抑止されるため、選択的なルートダウンロー

ド機能は適用されないことに注意してください。

選択的なルートダウンロードの利点

BGP—選択的なルートダウンロード機能により、ネットワーク管理者は、BGPルートをルー
ティング情報ベース（RIB）に選択的に（一部を選択することも何も選択しないことも可能）
ダウンロードできます。この機能の主な用途は、中継トラフィックの伝送なしに BGPアップ
デートを伝播する専用ルートリフレクタで RIBまたは Forwarding Information Base（FIB;転送
情報ベース）に特定のBGPルートが不必要にダウンロードされるのを防ぐことです。したがっ
て、この機能は、利用可能なリソースの最大化、および専用ルートリフレクタでのルーティン

グの拡張性やコンバージェンスの向上に役立ちます。
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BGPルートを選択的にダウンロードする方法

専用 RRでのすべての BGPルートのダウンロード抑止
どのBGPルートもRIBにダウンロードされないようにしてリソースを節約するには、専用ルー
トリフレクタ（RR）でこの作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map route-map-name deny [sequence-number]
4. exit
5. router bgp as-number
6. address-family ipv4 unicast
7. table-map route-map-name filter
8. end
9. clear ip bgp ipv4 unicast table-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始して、ルートマップを設定します。

route-map route-map-name deny [sequence-number]

例：

ステップ 3

•この例では、bgp-to-ribという名前のルートマッ
プですべてのルートを拒否します。

Router(config)# route-map bgp-to-rib deny 10

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 5

Router(config)# router bgp 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け入

れるよう BGPピアを設定します。

address-family ipv4 unicast

例：

Router(config-router)# address-family ipv4 unicast

ステップ 6

BGPルーティングテーブル（ルーティング情報ベー
ス（RIB））に挿入する項目をフィルタ処理するルー
トマップを指定します。

table-map route-map-name filter

例：

Router(config-router-af)# table-map bgp-to-rib
filter

ステップ 7

•ルートマップで許可されているルートがRIBに
ダウンロードされます。

•ルートマップで拒否されているルートは、RIB
から除外されます（ダウンロードされない）。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 8

Router(config-router-af)# end

テーブルマップまたはルートマップを設定または

変更した後に、変更を有効にするには、BGPRIBを
リロードします。

clear ip bgp ipv4 unicast table-map

例：

Router# clear ip bgp ipv4 unicast table-map

ステップ 9

専用 RRでの BGPルートの選択的なダウンロード
BGPルートを RIBに選択的にダウンロードするには、専用ルートリフレクタ（RR）でこの作
業を実行します。BGPで外部接続ルートを伝送する場合は、RRでのネクストホップ解決のた
めにこれらのルートを RIBにダウンロードする必要があります。選択的なルートダウンロー
ドを実現するスケーラブルなアプローチの1つは、BGPコミュニティを使用して外部接続ルー
トを識別することです。つまり、ASBRで外部接続ルートの再配布時に特定の BGPコミュニ
ティを付加し、その後、RRでそのBGPコミュニティに基づいてルートのダウンロードをフィ
ルタ処理します。この作業では、RRでルートマップによってコミュニティリストを照合して
ダウンロードするルートを制御するための設定を示します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip community-list standard-list-number permit AA:NN
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4. route-map route-map-name permit [sequence-number]
5. match community standard-list-number
6. exit
7. router bgp as-number
8. address-family ipv4 unicast
9. table-map route-map-name filter
10. end
11. clear ip bgp ipv4 unicast table-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

標準のコミュニティリストを作成し、コミュニティ

リストで許可される自律システムおよびネットワー

ク番号を指定します。

ip community-list standard-list-number permit AA:NN

例：

Router(config)# ip community-list 100 permit
65510:100

ステップ 3

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始して、ルートマップを設定します。

route-map route-map-name permit [sequence-number]

例：

ステップ 4

• bgp-to-ribという名前のルートマップにより、
次の手順で指定するコミュニティリストに一

致するルートを許可します。

Router(config)# route-map bgp-to-rib permit 10

コミュニティリスト 100で許可されているルート
と照合します。

match community standard-list-number

例：

ステップ 5

Router(config-route-map)# match community 100

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# router bgp 65510

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、アドレスファミリ固有の設定を受け

入れるように BGPピアを設定します。

address-family ipv4 unicast

例：

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

ステップ 8

BGPルーティングテーブル（ルーティング情報ベー
ス（RIB））に挿入する項目をフィルタ処理する
ルートマップを指定します。

table-map route-map-name filter

例：

Router(config-router-af)# table-map bgp-to-rib
filter

ステップ 9

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 10

Router(config-router-af)# end

テーブルマップまたはルートマップを設定または

変更した後に、変更を有効にするには、BGP RIB
をリロードします。

clear ip bgp ipv4 unicast table-map

例：

Router# clear ip bgp ipv4 unicast table-map

ステップ 11

BGP—選択的ルートダウンロードの設定例

例：選択的なルートダウンロード

専用ルートリフレクタ（RR）の役割は、中継トラフィックの実際の転送には参加せず
に BGPアップデートを伝播することです。場合によっては、専用 RRで、選択した
ルートのみをダウンロードすることや、どのルートもダウンロードしないことが必要

になります。

たとえば、IS-ISルーティングプロトコルが使用されている場合に専用 RRで過負荷
ビットを設定したり、OSPFが使用されている場合に OSPFスタブルータを設定した
りすることが考えられます。

例：ネクストホップがループバックアドレスの場合—すべてのルートをダウンロードから除
外する

この例では、next-hop-selfコマンドで iBGPセッションに対してASBRが設定されています（こ
の設定は示されていません）。iBGPセッションにアドバタイズされるBGPルートのネクスト
ホップは、IGP（OSPFまたは IS-IS）で伝送されるループバックアドレスです。どのBGPルー
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トも RIBにダウンロードする必要はありません。専用 RRの次の設定では、table mapコマン
ドに filterキーワードが含まれているため、すべてのBGPルートのダウンロードが抑止され、
テーブルマップで参照しているルートマップによってすべてのルートが拒否されます。

route-map bgp-to-rib deny 10
!
router bgp 65000
address-family ipv6 unicast
table-map bgp-to-rib filter

例：IGPでの接続ルートの再配布—すべてのルートをダウンロードから除外する

この例では、BGPルートのネクストホップは、プレフィックスリストに基づく接続ルートの
選択的再配布を介して、OSPFや IS-ISなどの IGPで伝送される外部接続ルートで解決されま
す。ルートは iBGPから受信されます。

このシナリオは前の例とは異なりますが、設定は同じです。専用 RRの次の設定では、table
mapコマンドに filterキーワードが含まれているため、すべてのBGPルートのダウンロードが
抑止され、テーブルマップで参照しているルートマップによってすべてのルートが拒否され

ます。

route-map bgp-to-rib deny 10
!
router bgp 65000
address-family ipv6 unicast
table-map bgp-to-rib filter

例：BGPでの接続ルートの再配布—一部のルートをダウンロードから除外する

BGPで外部接続ルートを伝送する場合は、RRでのネクストホップ解決を計算できるように、
これらのルートを RIBにダウンロードする必要があります。選択的なルートダウンロードを
実現するスケーラブルな方法の 1つは、ASBRで BGPコミュニティを使用してこれらの外部
接続ルートを識別することです。つまり、境界ルータで、外部接続ルートの再配布時に特定の

BGPコミュニティを付加し、その後、RRでそのBGPコミュニティに基づいてルートのダウン
ロードをフィルタ処理します。次に、ASBRの設定と RRの設定を示します。

ASBRの設定

router bgp 65510
address-family ipv4 unicast
redistribute connected route-map connected-to-bgp
!
route-map connected-to-bgp permit 10
match ip address prefix-list extend-connected
set community 65510:100
!
ip prefix-list extend-connected permit 192.168.1.1/30

RRの設定

ip community-list 100 permit 65510:100
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!
route-map bgp-to-rib permit 10
match community 100
!
router bgp 65510
address-family ipv4 unicast
table-map bgp-to-rib filter

選択的なルートダウンロードの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマン
ド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

選択的なルートダウンロードの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 94 :選択的なルートダウンロードの機能情報

機能情報リリース機能名

BGP—選択的なルートダウン
ロード機能により、ネット

ワーク管理者は、BGPルート
をルーティング情報ベース

（RIB）に選択的に（一部を選
択することも何も選択しない

ことも可能）ダウンロードで

きます。この機能の主な用途

は、中継トラフィックの伝送

なしにBGPアップデートを伝
播する専用ルートリフレクタ

で RIBまたは Forwarding
Information Base（FIB;転送情
報ベース）に特定のBGPルー
トが不必要にダウンロードさ

れるのを防ぐことです。した

がって、この機能は、利用可

能なリソースの最大化、およ

び専用ルートリフレクタでの

ルーティングの拡張性やコン

バージェンスの向上に役立ち

ます。

次のコマンドが変更されまし

た。

• table-map

Cisco IOS XEリリース 2.3S選択的なルートダウンロード
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第 75 章

iBGPローカル ASに対する BGPサポート

iBGPローカル ASに対する BGPサポート機能が導入される前は、eBGPネイバーに対してネ
ゴシエートされるASを変更するため、および送受信されるAS_PATHを変更するために、BGP
スピーカーで neighbor local-asコマンドを使用していました。現在では、neighbor local-asコ
マンドを使用して、iBGPセッションで同じ操作を実行できます。ASネゴシエーションによっ
て iBGPセッションが作成された後、このセッションで iBGP属性（LOCAL_PREF、
ORIGINATOR_ID、CLUSTER_LIST）を送信し、このセッションから iBGP属性を受信して受
け入れることができます。この機能は、2つの自律システムを1つに結合する場合に便利です。

•機能情報の確認（1205ページ）
• iBGPローカル ASに対するサポートの制約事項（1206ページ）
• iBGPローカル ASに対するサポートに関する情報（1206ページ）
• iBGPローカル ASに対するサポート（1206ページ）
• iBGPローカル ASの利点（1207ページ）
• iBGPローカル ASの設定方法（1207ページ）
• iBGPローカル ASの設定（1207ページ）
• iBGPローカル ASの設定例（1210ページ）
•例：iBGPローカル ASの設定（1210ページ）
• iBGPローカル ASに対するサポートの追加情報（1211ページ）
• iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報（1211ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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iBGPローカル ASに対するサポートの制約事項
•この機能は、コンフェデレーションに属するピアではサポートされていません。

•単一の AS内にある非ローカル AS iBGPネイバーは、iBGPローカル AS機能を使用して
設定されている iBGPネイバーとは別のアップデートグループに配置されます。

• 2つの異なる自律システム内にあり、iBGPローカル ASネイバーとして設定されている 2
つの iBGPネイバーは、別々のアップデートグループに配置されます。

iBGPローカル ASに対するサポートに関する情報

iBGPローカル ASに対するサポート
iBGPローカルASに対するサポート機能が導入される前は、同じAS番号を指定した neighbor
local-asコマンドと neighbor remote-asコマンドを使用してピア（またはピアグループ）が設
定されている場合、セッションは iBGPセッションとしてネゴシエートされていました（この
動作は、両方の OPENメッセージ内のアドバタイズされる ASが同じである場合に発生しま
す）。しかし、アップデートは eBGPセッション内として伝播されるため（LOCAL_PREF、
ORIGINATOR_ID、CLUSTER_LISTは伝播されません）、このセッションで受信するとエラー
が発生する可能性がありました。つまり、iBGPローカルASは完全にはサポートされていませ
んでした。

iBGPローカルASに対するサポート機能では、これらの iBGP属性がすべて伝播されます。ま
た、どの iBGPセッション内でも、ASは、iBGPローカル ASセッションへのルートのアドバ
タイズ時に AS_PATH属性の前に付加されません。

下の図に、この機能を使用して 2つの自律システムの結合を促進するシナリオを示します。
ルートリフレクタR3とR4はAS 1000に属しています。R1とR6はAS 3000に属しています。
RRは、neighbor local-as 3000および neighbor remote-as 3000コマンドを使用して設定されて
います。2つの異なる自律システムにルータが属していても、LOCAL_PREFなどの属性は、
R6から R4へのアップデートおよび R6から R1へのアップデート（図を参照）で保持され、
同様に R4から R1へのアップデートおよび R4から R6へのアップデート（図には非表示）で
も保持されます。
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図 93 : iBGPローカル ASに対するサポートによる 2つの自律システム間での iBGPポリシーの保持

iBGPローカル ASの利点
この機能は、異なる自律システム番号を持つ 2つの ISPを結合する場合に使用します。他の自
律システムに伝播されるルートで内部と見なされる属性（LOCAL_PREF、ORIGINATOR_ID、
CLUSTER_LIST）は保持することが望ましい動作となります。

iBGPローカル ASの設定方法

iBGPローカル ASの設定
特定のネイバーに対して BGPスピーカーで iBGPローカル AS機能を設定すると、そのセッ
ションを完全な iBGPセッションとして動作させることができます。この設定は、通常はルー
トリフレクタ上で実行しますが、それに限定されるものではありません。ルートリフレクタ

では、必要に応じ、allow-policyコマンドによってネイバーに送信される iBGP属性を変更する
ように設定できます（このコマンドはこの機能専用ではなく、どの RRでも使用できます）。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 unicast-routing
4. router bgp autonomous-system-number
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group peer-group-name
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7. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group} remote-as as-number
8. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group} local-as as-number
9. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group} route-reflector-client
10. address-family vpnv4
11. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group} allow-policy
12. exit
13. address-family vpnv6
14. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group} allow-policy
15. end
16. show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address | ipv6-address} policy
17. show ip bgp vpnv4 all update-group update-group
18. show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address | ipv6-address}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6ユニキャストデータグラムの転送をイネーブ
ルにします。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 unicast-routing

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 1000

ステップ 4

（任意）ピアグループを識別します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor rr-client-ab
peer-group

（任意）ピアグループのメンバになるように BGP
ネイバーを設定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group
peer-group-name

例：

ステップ 6

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.3
peer-group rr-client-ab

ネイバーまたはピアグループのASを識別します。neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group}
remote-as as-number

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-router)# neighbor rr-client-ab
remote-as 3000

ネイバーまたはピアグループのローカル AS機能
を設定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group}
local-as as-number

例：

ステップ 8

Device(config-router)# neighbor rr-client-ab
local-as 3000

ローカルデバイスをルートリフレクタとして設定

し、そのクライアントになるようにネイバーまたは

ピアグループを設定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group}
route-reflector-client

例：

ステップ 9

Device(config-router)# neighbor rr-client-ab
route-reflector-client

（任意）ルータを VPNv4アドレスファミリコン
フィギュレーションモードにします。

address-family vpnv4

例：

ステップ 10

Device(config-router)# address-family vpnv4

（任意）指定したネイバーまたはピアグループの

iBGP属性を変更するように RRを設定できるよう
にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group}
allow-policy

例：

ステップ 11

Device(config-router-af)# neighbor rr-client-ab
allow-policy

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 12

（任意）ルータを VPNv6アドレスファミリコン
フィギュレーションモードにします。

address-family vpnv6

例：

ステップ 13

Device(config-router)# address-family vpnv6

（任意）指定したネイバーまたはピアグループの

iBGP属性を変更するように RRを設定できるよう
にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group}
allow-policy

例：

ステップ 14

Device(config-router-af)# neighbor rr-client-ab
allow-policy

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# end
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネイバーのローカルに設定されたポリシー

を表示します。

show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address |
ipv6-address} policy

例：

ステップ 16

• neighbor allow-policyコマンドがそのネイバー
に対して設定されている場合は、Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors

192.168.3.3 policy
「allow-policy」という語句が出力に表示され
ます。

（任意）アップデートグループの情報を表示しま

す。

show ip bgp vpnv4 all update-group update-group

例：

ステップ 17

• neighbor allow-policyコマンドがアップデート
グループのネイバーに対して設定されている場

Device# show ip bgp vpnv4 all update-group 2

合は、「allow-policy」という語句が出力に表
示されます。

（任意）ネイバーに関する情報を表示します。show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address |
ipv6-address}

ステップ 18

•リモート ASとローカル ASが出力に表示さ
れ、iBGPローカル ASに対するサポート機能例：

が設定されている場合には同じAS番号が示さ
れます。

Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors
192.168.3.3

iBGPローカル ASの設定例

例：iBGPローカル ASの設定
この例では、AS 2500のピアグループ rr-client-2との BGPセッションを iBGPセッションとし
て処理するように、AS 4000のルートリフレクタ（RR）を設定します。つまり、iBGP属性
（LOCAL_PREF、ORIGINATOR_ID、CLUSTER_LIST）は、このピアグループに属するネイ
バーとの間のアドバタイズメントでルートからドロップされません。属性は変更されずに渡さ

れます。AS 2500は、ピアグループとの間のルートの AS_PATH属性の前に付加されません。

また、 neighbor allow-policyコマンドにより、ネットワーク管理者が RRで iBGPポリシーを
設定できるように設定します。つまり、ダウンストリームピアに送信される属性を変更するよ

うに発信ルートマップを設定できます。この例では、このコマンドはVPNv4およびVPNv6ア
ドレスファミリに適用されます。

router bgp 4000
neighbor rr-client-2 peer-group
neighbor 192.168.1.1 peer-group rr-client-2
neighbor 192.168.4.1 peer-group rr-client-2
neighbor rr-client-2 remote-as 2500
neighbor rr-client-2 local-as 2500
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neighbor rr-client-2 route-reflector-client
address-family vpnv4
neighbor rr-client-2 allow-policy

!
address-family vpnv6
neighbor rr-client-2 allow-policy

iBGPローカル ASに対するサポートの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

『IP Routing: BGPConfiguration
Guide, Cisco IOS XE Release
3S』の「BGP Support for Dual
ASConfiguration for NetworkAS
Migrations」モジュール

自律システムの移行

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/
cisco/web/support/
index.html

シスコのサポートならびにドキュメントのWebサイトではリソース
をオンラインで提供しており、マニュアル、ソフトウェア、および

ツールをダウンロードできます。これらのリソースは、ソフトウェア

をインストールして設定したり、シスコの製品やテクノロジーに関す

る技術的問題を解決したりするために使用してください。このWeb
サイト上のツールにアクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 95 : iBGPローカル ASに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リ

リー

ス

機能名

ローカル ASに対する BGPサポート機能が提供される前は、ルート
リフレクタで neighbor local-asコマンドを使用して、eBGPネイバー
から受信したルートのAS_PATH属性をカスタマイズしていました。
現在は、neighbor local-asコマンドを使用して、iBGPローカル AS
セッションでの iBGP属性（LOCAL_PREF、ORIGINATOR_ID、
CLUSTER_ID、CLUSTER_LIST）の送信を有効にすることができま
す。この機能は、ルートで iBGP属性を保持することが有効な場合
に、2つの自律システムをマージするのに役立ちます。

iBGPローカル ASに対する BGPサポート機能が提供される前は、
iBGP属性を変更するようにRRを設定することはできませんでした。
この機能の導入により、iBGP属性を変更するように RRを設定でき
るため、柔軟性が向上します。

次のコマンドが導入されました。

• neighbor allow-policy

次のコマンドが変更されました。

• neighbor local-as
• show ip bgp vpnv4

iBGPローカル
ASに対する
BGPサポート
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非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパ
ス（IPv4/IPv6）

非VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）機能により、ネイティブ IPv4およ
び IPv6の外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）パスと内部 BGP（iBGP）パスの間
でマルチパスロードシェアリングを設定して、展開環境でのロードバランシングを改善でき

ます。このモジュールでは、その機能および設定方法について説明します。

•機能情報の確認（1213ページ）
•非VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）に関する情報（1214ページ）
•非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の設定方法（1214ページ）
•非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の設定例（1215ページ）
•非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の機能情報（1216ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
に関する情報

非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパスの概要
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）パス選択アルゴリズムでは、内部 BGP（iBGP）パ
スよりも外部BGP（eBGP）パスが優先されます。非VRFインターフェイスの eiBGPマルチパ
ス（IPv4/IPv6）機能では、このアルゴリズムが、ネイティブ IPv4および IPv6の eBGPパスと
iBGPパスの間でマルチパスロードシェアリングを実現できるように変更されます。非 VRF
インターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）機能が導入される前は、この機能は VPN
ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスでしか使用できませんでした。この機能の導入
により、非 VRFインターフェイスに機能が拡張されています。maximum-pathsコマンドを使
用すると、マルチパスロードシェアリングのために複数のパスをルーティング情報ベース

（RIB）にインストールするように BGPを設定できます。BGPベストパスアルゴリズムで
は、1つのマルチパスをベストパスとして選択し、そのパスを BGPピアにアドバタイズしま
す。その他のマルチパスは BGPテーブルと RIBの両方に挿入され、これらのマルチパスが
Cisco Express Forwardingでロードバランシングを実行するために使用されます（ロードバラ
ンシングは、パケット単位で、または送信元単位か宛先単位で実行されます）。

この機能は、顧客のプロバイダーエッジ（PE）デバイスで設定できます。ただし、この機能
は、顧客サイトにある 1つの PEデバイスでのみ設定する必要があります。この機能を複数の
PEデバイスで設定すると、トラフィックの一部が顧客サイトのPEデバイス間でループするこ
とがあります。したがって、トラフィックループを避けるために、機能を適切にセットアップ

することが重要となります。この機能は、デフォルトでイネーブルにされています。

非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
の設定方法

非 VRFインターフェイスでの IPv4/IPv6マルチパスの有効化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. 次のいずれか 1つを入力します。

• address-family ipv4 unicast

• address-family ipv6 unicast
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5. maximum-paths eibgp number
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを作成または設定します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 64496

ステップ 3

IPv4または IPv6アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 4

• address-family ipv4 unicast

• address-family ipv6 unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast

複数の外部 BGP（eBGP）パスと内部 BGP（iBGP）
パスを介してパケットを転送します。

maximum-paths eibgp number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# maximum-paths eibgp 3

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
の設定例

例：非 VRFインターフェイスでの IPv4/IPv6マルチパスの有効化

次の例は、非 VRFインターフェイスで IPv4マルチパスを有効にする方法を示してい
ます。
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 64496
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
Device(config-router-af)# maximum-paths eibgp 4
Device(config-router-af)# end

次の例は、非 VRFインターフェイスで IPv6マルチパスを有効にする方法を示してい
ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 64497
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# maximum-paths eibgp 4
Device(config-router-af)# end

非VRFインターフェイスのeiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 96 :非 VRFインターフェイスの eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）の機能情報

機能情報リリース機能名

非 VRFインターフェイスの
eiBGPマルチパス（IPv4/IPv6）
機能により、ネイティブ IPv4
および IPv6の外部ボーダー
ゲートウェイプロトコル

（eBGP）パスと内部 BGP
（iBGP）パスの間でマルチパ
スロードシェアリングを設定

して、展開環境でのロードバ

ランシングを改善できます。

maximum-paths eibgpコマン
ドが変更されました。

非 VRFインターフェイスの
eiBGPマルチパス
（IPv4/IPv6）
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L3VPN iBGP PE-CE

L3VPNiBGPPE-CE機能では、プロバイダーエッジ（PE）デバイスとカスタマーエッジ（CE）
デバイスが、PEと CE間で外部 BGPピアリングの代わりに iBGPとしてピアリングを行って
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティング情報を交換できます。

•機能情報の確認（1217ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEの制限（1217ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEに関する情報（1218ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEの設定方法（1218ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEの設定例（1219ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEの追加情報（1219ページ）
• L3VPN iBGP PE-CEの機能情報（1220ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

L3VPN iBGP PE-CEの制限
iBGP PE CEでは soft-reconfiguration inboundまたは bgp soft-reconfig-backup機能を使用しないこ
とをお勧めします。
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L3VPN iBGP PE-CEに関する情報

L3VPN iBGP PE-CE
プロバイダーエッジ（PE）またはカスタマーエッジ（CE）のルーティングプロトコルとして
BGPを使用すると、VPNプロバイダー自律システム（AS）とカスタマーネットワーク自律シ
ステム間の外部ピアリングとしてピアリングセッションが設定されます。L3VPN iBGP PE-CE
機能では、PEデバイスと CEデバイスが、PEと CE間で広く使用されている外部 BGPピアリ
ングの代わりに内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）としてピアリングを行ってボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティング情報を交換できます。このメカニズムは、
VRFベースのCEが iBGPとして設定されている各PEデバイスで適用されます。これにより、
サービスプロバイダー（SP）は、CEに自律システムのオーバーライドを設定する必要がなく
なります。この機能を有効にした場合は、異なる自律システムを使用した仮想プライベート

ネットワーク（VPN）サイトの設定は不要です。

neighbor internal-vpn-clientコマンドの導入により、PEデバイスで VPNクラウド全体を内部
VPNクライアントのように CEデバイスに対して機能させることができます。これらの CEデ
バイスは、VRF内部の iBGP PE-CE接続を通じて VPNクラウドに内部的に接続されます。こ
の接続が確立されると、PEデバイスは CE-learnedパスを ATTR_SETという属性内にカプセル
化し、それを VPNコアからリモートの PEデバイスまで iBGP-sourcedパスで伝送します。リ
モートの PEデバイスでは、この属性に個別の属性が割り当てられ、送信元 CEパスが抽出さ
れてリモート CEデバイスに送信されます。ATTR_SETは任意の推移的属性で、一連の BGP
パス属性を伝送します。これには、送信元 CEデバイスから受信した BGPアップデートメッ
セージで使用される可能性がある任意の BGP属性を含めることができます。

L3VPN iBGP PE-CEの設定方法

L3VPN iBGP PE-CEの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 vrf name
5. neighbor ip-address internal-vpn-client
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device(config)# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、VPNルーティングおよび転送を設定しま
す。

address-family ipv4 vrf name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
blue

ステップ 4

ルーティング情報を交換するネイバーデバイスを定

義します。neighbor internal-vpn-clientコマンドは
neighbor ip-address internal-vpn-client

例：

ステップ 5

VPN属性セット内に iBGPCEネイバーパスをスタッ
クします。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
internal-vpn-client

L3VPN iBGP PE-CEの設定例

例：L3VPN iBGP PE-CEの設定
次の例は、L3VPN iBGP PE-CEの設定方法を示しています。
Device# enable
Device(config)# configure terminal
Device(config)# router bgp 100
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf blue
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1 internal-vpn-client

L3VPN iBGP PE-CEの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

L3VPN iBGP PE-CEの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 97 : L3VPN iBGP PE-CEの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

L3VPN iBGP PE-CE機能では、プロバイダーエッジ（PE）デバ
イスとカスタマーエッジ（CE）デバイスが、PEとCE間で外部
BGPの代わりに iBGPとしてピアリングを行ってボーダーゲー
トウェイプロトコル（BGP）ルーティング情報を交換できます。

neighbor internal-vpn-clientコマンドが導入されました。

L3VPN iBGP
PE-CE
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第 78 章

MPLS VPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプショ
ン Bの BGP NSRサポート

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）は、アクティ
ブルートプロセッサ（RP）からスタンバイ RPへのスイッチオーバーが発生した場合におけ
る NSRおよびノンストップフォワーディング（NSF）のサポートを提供します。BGP NSR
は、IPv4および IPv6アドレスファミリについて、また IPv4、IPv6、VPNバージョン 4
（VPNv4）、および VPNバージョン 6（VPNv6）アドレスファミリの PEデバイスでの内部
BGP（iBGP）ピアについて、プロバイダーエッジとカスタマーエッジの間（PE-CE）の接続
をサポートします。MPLS VPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポート機
能は、VPNv4および VPNv6アドレスファミリについて、マルチプロトコルラベルスイッチ
ング（MPLS）相互自律システム（Inter-AS）オプション Bの展開における自律システム境界
ルータ（ASBR）での NSRのサポートを提供します。

このモジュールでは、VPNv4およびVPNv6アドレスファミリの Inter-ASオプションBのASBR
で BGP NSRサポートを有効にする方法について説明します。

• MPLS VPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートに関する制約事項
（1222ページ）

• MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートに関する情報（
1222ページ）

• MPLSVPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプションBのBGPNSRサポートの設定方法（1225
ページ）

• MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートの設定例（1227
ページ）

• MPLS VPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートに関する追加情報
（1228ページ）

• MPLS VPNv4およびVPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートに関する機能情報
（1228ページ）
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MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートに関する制約事項

•ノンストップルーティング（NSR）がサポートされていないアドレスファミリでピアが
アクティブ化されている場合（マルチキャスト配信ツリー（MDT）など）、および NSR
がサポートされている他のアドレスファミリトポロジと同じセッションにアドレスファ

ミリトポロジが関連付けられている場合（VPNバージョン4（VPNv4）など）、そのピア
で確立されたセッションでは NSRはサポートされません。NSRがサポートされていない
アドレスファミリでのピアのアクティブ化がセッションの確立に含まれている場合、その

セッションではNSRをサポートできません。回避策として、マルチセッションを作成し、
サポート対象外のトポロジを新しいセッションの一部としてアクティブ化することができ

ます。

• NSRはネイバー単位でのみ設定できます。
• Inter-ASオプションBの自律システム境界ルータ（ASBR）でBGPNSRサポートを有効に
すると、パフォーマンスおよびメモリに影響が生じることがあります。

MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートに関する情報

BGP NSRの概要
ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ノ
ンストップルーティング（NSR）では、高可用性（HA）ソリューションをサービスプロバイ
ダーに提供して、BGPグレースフルリスタート（GR）をサポートしないカスタマーエッジ
（CE）ルータとの外部 BGP（eBGP）ピアリング関係にプロバイダーエッジ（PE）ルータが
関与できるようにします。BGPNSRはSSOと連携して、アクティブルートプロセッサ（RP）
とスタンバイルートプロセッサの間で BGP状態情報を同期します。SSOにより、スイッチ
オーバー後にユーザがネットワークを使用できない時間が最小限になります。

BGP NSR with SSOは、BGPピア、BGPピアグループ、および BGPセッションテンプレート
コンフィギュレーションでサポートされます。

BGPピアおよび BGPピアグループコンフィギュレーションで BGP NSR with SSOサポートを
設定するには、IPv4 Virtual Routing and Forwarding（VRF）アドレスファミリ BGPピアセッ
ションのアドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor ha-mode ssoコマンド
を使用します。BGPセッションテンプレートで Cisco BGP NSR with SSOのサポートを含める
には、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで ha-mode ssoコマンドを使
用します。
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相互自律システム

BGP自律システム（AS）は、グローバルな外部ネットワークをローカルルーティングポリ
シーが適用できる個別のルーティングドメインに分割する場合に使用されます。個々の BGP
ASは外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報をダイナミック
に交換します。同じ AS内の BGPピアは、内部 BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じ
て、ルーティング情報を交換します。

VPNの複数のサイトが別々の ASに接続されている場合、相互自律システム（Inter-AS）の展
開は、異なる AS間で VPNサービスを提供するために役立ちます。このシナリオでは、VPN
に接続されているプロバイダーエッジ（PE）ルータは、iBGP接続を互いに維持したり、共通
のルートリフレクタ（RR）を使用して維持したりすることはできません。eBGPは、
VPN-IPv4/IPv6アドレスを配布するために使用します。RFC 2547bisでは、次の VPNソリュー
ションが提示されています。

•自律システム境界ルータ（ASBR）での Virtual Routing and Forwarding（VRF）間の接続：
PEは、その ASの ASBRとして機能します。ASBRは、直接接続され、複数のサブイン
ターフェイスを介してそれらの間の VPNルートを管理します。ASBRは、このような各
インターフェイスを VRFに関連付け、eBGPを使用してラベルのない IPv4アドレスを互
いに配布します。このソリューションは「Inter-ASオプションA」とも呼ばれます。Inter-AS
オプションAは、異なるASを接続するASBR間の IPベース転送を提供します。ただし、
VPN接続ごとに 1つの BGPセッションも必要になります。Inter-ASオプション Aは簡単
に実装できますが、拡張性が制限されています。

•ラベル付き VPN-IPv4ルートの eBGP再配布：隣接する ASBRで、マルチプロトコル外部
BGP（MP-eBGP）を使用して、各AS内のPEから取得したラベル付きVPN-IPv4ルートを
交換します。PEルータは、iBGPを使用して、ラベル付き VPN-IPv4ルートを ASBRに、
またはASBRがクライアントになっている RRに再配布します。このソリューションは、
「Inter-ASオプション B」とも呼ばれます。Inter-ASオプション Bは、異なる ASを接続
する ASBR間のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ベース転送を提供しま
す。Inter-ASオプションBは、ASBR間のすべてのVPNプレフィックスを交換するために
1つのBGPセッションしか必要としないため、Inter-ASオプションAよりも拡張性に優れ
ています。

•ラベル付き VPN-IPv4ルートのマルチホップ eBGP再配布：PEは、ASBRの介在なしに、
MP-eBGPを通じてラベル付き VPN IPv4ルートを相互に直接交換します。ASBRは、
MP-iBGPを通じてラベル付き IPv4ルートを各 AS内の PEにアドバタイズします。ASBR
は、VPN-IPv4ルートを維持することも、VPN-IPv4ルートを相互にアドバタイズすること
もありません。このソリューションは、「Inter-ASオプション C」とも呼ばれます。

MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの概要
相互自律システム（Inter-AS）オプションBソリューションでは、2つの自律システム境界ルー
タ（ASBR）が、マルチプロトコル外部BGP（MP-eBGP）を使用して、各AS内のプロバイダー
エッジ（PE）デバイスから取得したラベル付きVPN-IPv4ルートを交換します。ASBR間では、
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ベース転送が使用されます。ASBRで障害が
発生した場合、ノンストップルーティング（NSR）またはグレースフルリスタート（GR）が
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ないと、ルーティングおよび転送は影響を受けることになります。NSRにより、冗長ルート
プロセッサ（RP）は、ルーティング状態を保持できるようになるため、フェールオーバーが発
生した場合にアクティブRPの機能を引き継ぐことができます。ノンストップフォワーディン
グ（NSF）に伴い、フェールオーバー時に影響を受けずにルーティングおよび転送状態を維持
できます。

下の図には、異なるVPNに属するカスタマーエッジ（CE）ルータを含む 2つの自律システム
（AS1と AS2）が示されています。各 PEは、どのルート識別子（RD）がどの VPNに対応す
るかを追跡して、各 VPNに属するトラフィックを制御します。

•カスタマーエッジ 1（CE1）と CE3は VPN 1に属しています。
• CE2と CE4は VPN 2に属しています。
•プロバイダーエッジ 1（PE1）では、VPN 1（VRF 1）にルート識別子 1（RD 1）を、VPN
2（VRF 2）に RD 2を使用しています。

• PE2は、VPN 1（VRF 1）に RD 3を、VPN 2（VRF 2）に RD 4を使用しています。

図 94 : Inter-ASオプション Bでのルートのフロー

上の図に示されているような Inter-ASオプションBのシナリオでは、ルートは、MP-eBGPセッ
ションを介して ASBR1から AS境界を越えて ASBR2に伝送されます。

Inter-ASオプション Bでは、ルートは、次のようにアドバタイズされます。

1. AS1のPEは、マルチプロトコル内部BGP（MP-iBGP）を通じてラベル付きVPN-IPv4ルー
トを AS1の ASBRまたは ASBRのルートリフレクタ（RR）にアドバタイズします。

2. AS1の ASBRは、MP-eBGPを通じてラベル付き VPN-IPv4ルートを AS2の ASBRにアド
バタイズします。

3. AS2の ASBRは、MP-iBGPを通じてラベル付き VPN-IPv4ルートを AS2の PEまたは PE
の RRにアドバタイズします。

ASBRでは、ラベル付き VPN IPv4ルートに対して、ASBR拡張方式とも呼ばれる特別な処理
を実行する必要があります。
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MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートの設定方法

Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートを有効にするための ASBR
の設定

相互自律システム（Inter-AS）オプションBの自律システム境界ルータ（ASBR）でのボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）ノンストップルーティング（NSR）サポートは、プロバイ
ダーエッジ（PE）でマルチプロトコル内部BGP（MP-iBGP）ピアに対してBGPNSRを設定す
る場合と同様に設定できます。設定は、ネイバーごとにグローバルルータモードで実行しま

す。NSRサポートは、ネイバーがアクティブになっているすべてのアドレスファミリに適用
されます（そのネイバーがサポート対象外のアドレスファミリでアクティブになっていない場

合）。サポート対象外のアドレスファミリでネイバーがアクティブになっている場合は、その

トポロジを、マルチセッションを使用する別のセッションの一部にする必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
5. neighbor ip-address ha-mode sso
6. address-family {vpnv4 | vpnv6} [multicast | unicast]
7. neighbor ip-address activate
8. end
9. show ip bgp vpnv4 all sso summary
10. show ip bgp vpnv4 neighbors ip-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 400

ネイバーの ASを指定します。neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

ステップ 4

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
remote-as 4000

ステートフルスイッチオーバー（SSO）によるBGP
NSRをサポートするように BGPネイバーを設定し
ます。

neighbor ip-address ha-mode sso

例：

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1
ha-mode sso

ステップ 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始して、標準 VPNv4または VPNv6アドレス
address-family {vpnv4 | vpnv6} [multicast | unicast]

例：

ステップ 6

プレフィックスを使用するルーティングセッショ

ンを設定します。
Device(config-router)# address-family vpnv4
unicast

指定したピアをアクティブにします。neighbor ip-address activate

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# end

BGPNSRwith SSOをサポートするBGPピアに関す
る情報を表示します。

show ip bgp vpnv4 all sso summary

例：

ステップ 9

Device# show ip bgp vpnv4 all sso summary

ネイバーに対するBGP接続とTCP接続に関する情
報を表示します。

show ip bgp vpnv4 neighbors ip-address

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp vpnv4 neighbors 192.168.1.1
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MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートの設定例

例：Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートを有効にするための
ASBRの設定

VPNv4アドレスファミリレベルで ASBRを NSR対応にするための設定

router bgp 200
neighbor 192.168.1.1 remote-as 200
neighbor 192.168.1.1 ha-mode sso
address-family vpnv4 unicast
neighbor 192.168.1.1 activate

VPNv6アドレスファミリレベルで ASBRを NSR対応にするための設定

router bgp 300
neighbor 192.168.1.10 remote-as 300
neighbor 192.168.1.10 ha-mode sso
address-family vpnv6 multicast
neighbor 192.168.1.10 activate

ASBRが NSR対応であることを確認するには、show ip bgp vpnv4 neighborsコマンド
の [Stateful switchover support enabled]フィールドの出力をチェックします。
ASBR# show ip bgp vpnv4 neighbors 192.168.1.10

BGP neighbor is 192.168.1.10, vrf A, remote AS 200, external link
BGP version 4, remote router ID 192.168.1.10
BGP state = Established, up for 00:16:01
Last read 00:00:04, last write 00:00:35, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is not multisession capable (disabled)

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Four-octets ASN Capability: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Enhanced Refresh Capability: advertised and received
Multisession Capability:
Stateful switchover support enabled: YES for session 1
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MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

MPLS VPNv4および VPNv6 Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポートに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 98 : Inter-ASオプション Bの BGP NSRサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

MPLS VPNv4および VPNv6
Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポート機能は、VPNv4
およびVPNv6アドレスファミ
リについて、相互自律システ

ム（Inter-AS）オプションBの
展開における自律システム境

界ルータ（ASBR）でのノンス
トップルーティング（NSR）
のサポートを提供します。

追加または変更されたコマン

ドはありません。

Cisco IOS XE Release 3.10SMPLS VPNv4および VPNv6
Inter-ASオプション Bの BGP
NSRサポート
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第 79 章

レガシー PEの BGP-RTC

レガシー PEの BGPルートターゲット制約（RTC）機能は、VPNに関与していないプロバイ
ダーエッジ（PE）デバイスにVPNネットワーク層到達可能性情報（NLRI）が伝播されるのを
防ぐメカニズムです。この機能は、ピアに渡すルートを決定するためにボーダーゲートウェイ

プロトコル（BGP）スピーカーで使用されるアウトバウンドフィルタを構築し、内部 BGP
（iBGP）メッシュ間でルートターゲット（RT）の到達可能性情報を伝播します。

•機能情報の確認（1231ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCの前提条件（1231ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCに関する情報（1232ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCの設定方法（1233ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCの設定例（1234ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCの追加情報（1235ページ）
•レガシー PEの BGP-RTCの機能情報（1236ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

レガシー PEの BGP-RTCの前提条件
レガシー PEの BGP-RTC機能を設定する前に、RTフィルタユニキャストアドレスファミリ
タイプを設定する必要があります。詳細については、『IPルーティング：BGPコンフィギュ
レーションガイド』の「BGP：RT制約ルート配布の設定」モジュールを参照してください。
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レガシー PEの BGP-RTCに関する情報

レガシー PEの BGP-RTCの概要
レガシー PEの BGP—RTC機能では、レガシープロバイダーエッジ（PE）デバイスから新し
いボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）スピーカー（ルートリフレクタ（RR））への
VPNユニキャストルート交換を利用して、ルートターゲット（RT）メンバーシップについて
通知します。レガシーPEは、マッピングされたRTを持つ特別なルートのセットを標準コミュ
ニティとともに RRに通知します。コミュニティがあることにより、RRで、RTの抽出および
RTメンバーシップ情報の構築がトリガーされます。

VPNメンバーシップが正常なシナリオでは、この機能によって、PEデバイスおよび RRのス
ケーリング要件を軽減できます。PEデバイスでは、不要なルートを除外するためにリソース
を費やす必要がなくなります。共通のアウトバウンドポリシーを持つ BGPピアは、単一の
フォーマットグループに分類されます。フォーマットグループ内で、BGPピアをそのピアベー
スポリシーと分離するために、個別のレプリケーショングループが使用されます。ルートター

ゲット制約（RTC）対応ピアは、別々のフォーマットグループに配置されます。各 RTCピア
には、個別のレプリケーショングループがあります。ピアに対してレガシーRTが設定されて
いる場合は、機能ネゴシエーションがないことを除いて、RTCピアと同様に扱う必要がありま
す。

レガシー PE対応 PEの動作
各レガシールートターゲット制約（RTC）対応ネイバーには、個別のレプリケーショングルー
プが割り当てられます。BGPでは、VPNテーブルをチェックして予約済みのコミュニティ値
を持つルートを探し、そのルートを使用して、コミュニティ値とともにレガシー RTCピアか
ら受信したVPNプレフィックスに基づき、RTCネットワークを作成します。PEデバイスは、
既存のVPNアドバタイズメントメカニズムを使用して、レガシープロバイダーエッジ（PE）
デバイスからのルートターゲット（RT）メンバーシップを伝達します。ルートリフレクタ
（RR）は、レガシー PEデバイスからの RTメンバーシップ情報のアドバタイズメントメカニ
ズムを処理します。RRは、レガシー PE RTメンバーシップ情報を同等のRTCネットワーク層
到達可能性情報（NLRI）に変換して、他の RRに伝播します。

レガシー PE対応 RRの動作
ルートリフレクタ（RR）は、コミュニティ値によってルートターゲット（RT）メンバーシッ
プ情報を取得するためにレガシープロバイダーエッジ（PE）デバイスからのルートを識別し、
レガシー PEデバイスへのVPNルートをフィルタ処理します。RRは、既存のVPNアドバタイ
ズメントメカニズムを使用して、レガシー PEからの RTメンバーシップを伝達および処理し
ます。レガシー PE RTメンバーシップ情報は、クライアントからの同等の RTメンバーシップ
ネットワーク層到達可能性情報（NLRI）に変換されて、他の RRに伝播されます。その後、
RRは、ルートターゲットのセット全体を収集して、レガシークライアントごとにルートター
ゲットフィルタリストを作成します。
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レガシー PEの BGP-RTCの設定方法

レガシー PEの BGP-RTCの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {vpnv4 | vpnv6 } unicast
5. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address} accept-route-legacy-rt
6. address-family rtfilter
7. end
8. show ip bgp vpnv4 all update-group update-group
9. show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address | ipv6-address}
10. show ip bgp vpnv4 all peer-group
11. debug ip bgp all updates in

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを設定し、ルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 1

ステップ 3

VPNv4またはVPNv6アドレスファミリを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family {vpnv4 | vpnv6 } unicast

例：

Device(config-router)# address-family vpnv4
unicast

ステップ 4

プロバイダーエッジ（PE）デバイスをルートター
ゲット（RT）のレガシーPEとして扱うようにルー

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address}
accept-route-legacy-rt

例：

ステップ 5

トリフレクタ（RR）上のネイバーを設定し、特別
なコミュニティでタグ付けされた VPNルートを受
け入れます。

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.1
accept-route-legacy-rt
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目的コマンドまたはアクション

RTフィルタアドレスファミリタイプを指定しま
す。

address-family rtfilter

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# address-family rtfilter

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

（任意）アップデートグループのネイバーに関す

る情報を表示します。

show ip bgp vpnv4 all update-group update-group

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp vpnv4 all update-group 2

（任意）BGP VPNv4ネイバーに関する情報を表示
します。

show ip bgp vpnv4 all neighbors {ip-address |
ipv6-address}

例：

ステップ 9

Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors
192.168.3.3

（任意）ピアグループに関する情報を表示します。show ip bgp vpnv4 all peer-group

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp vpnv4 all peer-group

（任意）BGPアップデートメッセージを表示しま
す。

debug ip bgp all updates in

例：

ステップ 11

Device# debug ip bgp all updates in

レガシー PEの BGP-RTCの設定例

例：レガシー PEの BGP-RTC

ルートリフレクタでの設定

次の例は、プロバイダーエッジ（PE）デバイスをルートターゲット（RT）のレガシー PEと
して扱うようにルートリフレクタ（RR）上のネイバーを設定し、特別なコミュニティでタグ
付けされた VPNルートを受け入れる方法を示しています。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 1
Device(config-router)# address-family vpnv4 unicast
Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1 accept-route-legacy-rt
Device(config-router-af)# address-family rtfilter
Device(config-router-af)# exit address-family
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レガシー PEでの設定

次の例は、ルートフィルタVRFを作成し、レイヤ 3VPNVirtual Routing and Forwarding（VRF）
でローカルに設定されたすべてのRTを収集して伝送するエクスポートマップを付加する方法
を示しています。

ip vrf route-filter
rd 55:1111
export map SET_RT

route-map SET_RT permit 10
match ip address prefix-list RT_NET1
set community 4294901762 (0xFFFF0002)
set extcommunity rt 255.220.0.0:12241 255.220.0.0:12242 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12243 255.220.0.0:12244 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12245 255.220.0.0:12246 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12247 255.220.0.0:12248 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12249 255.220.0.0:12250 additive
!
route-map SET_RT permit 20
match ip address prefix-list RT_NET2
set community 4294901762 (0xFFFF0002)
set extcommunity rt 255.220.0.0:12251 255.220.0.0:12252 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12253 255.220.0.0:12254 additive
set extcommunity rt 255.220.0.0:12255 additive
!

ip route vrf route-filter 5.5.5.5 255.255.255.255 Null0 – (matching prefix-set RT_NET1)
ip route vrf route-filter 6.6.6.6 255.255.255.255 Null0 –(matching prefix-set RT_NET2)

route-map LEG_PE permit 10
match ip address prefix-list RT_NET1 RT_NET2
set community no-advertise additive

次の例は、ルートマップを VPNv4ネイバーに適用する方法を示しています。
router bgp 55
address-family vpnv4 unicast
neighbor x.x.x.x route-map LEG_PE out

次の例は、networkコマンドを使用してボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネットワー
クへのスタティックルートを送信元にする方法を示しています。

router bgp 55
address-family ipv4 vrf route-filter
network 5.5.5.5 mask 255.255.255.255
network 6.6.6.6 mask 255.255.255.255

レガシー PEの BGP-RTCの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド』
の「BGP：RT制約ルート配布の設定」モジュール

BGP：RT制約ルート配布の設定

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Constrained Route Distribution for Border Gateway Protocol/MultiProtocol Label Switching
(BGP/MPLS) Internet Protocol (IP) Virtual Private Networks (VPNs)』

RFC
4684

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

レガシー PEの BGP-RTCの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 99 :レガシー PEの BGP-RTCの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

レガシー PEのBGP-RTC機能は、VPNに関与していないプロバイ
ダーエッジ（PE）デバイスに VPNネットワーク層到達可能性情
報（NLRI）が伝播されるのを防ぐメカニズムです。この機能は、
ピアに渡すルートを決定するためにボーダーゲートウェイプロト

コル（BGP）スピーカーで使用されるアウトバウンドフィルタを
構築し、内部BGP（iBGP）メッシュ間でルートターゲット（RT）
の到達可能性情報を伝播します。

neighbor accept-route-legacy-rt コマンドが導入されました。

レガシー PEの
BGP-RTC
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第 80 章

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポー
ト

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポート機能は、レイヤ 2 VPNアドレスファミリのイー
サネット VPN（EVPN）およびプロバイダーバックボーンブリッジ（PBB）EVPN用のボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートリフレクタ機能を提供します。EVPNは、カス
タマーMACアドレスをルーティング可能なアドレスとして有効にし、BGPで配布して、マル
チプロトコルラベルスイッチング（MPLS）コアネットワークを介したデータプレーンの
MACアドレスラーニングを防止します。ルートリフレクタは、ルートリフレクタ上で明示
的にEVPNを設定しなくても受信したEVPNアップデートを保存できるように拡張され、それ
らのアップデートを他のプロバイダーエッジ（PE）デバイスにアドバタイズします。これに
より、PEで BGPセッションのフルメッシュを確立する必要がなくなります。

•機能情報の確認（1239ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの前提条件（1240ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートに関する情報（1240ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの設定方法（1241ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの設定例（1243ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートに関する追加情報（1243ページ）
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの機能情報 （1244ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの前提条件
• BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポート機能を設定する前に、EVPNアドレスファ
ミリをサポートするように RTフィルタユニキャストアドレスファミリタイプを設定す
る必要があります。詳細については、『IPルーティング：BGPコンフィギュレーション
ガイド』の「BGP：RT制約ルート配布の設定」モジュールを参照してください。

• EVPN後続アドレスファミリ識別子（SAFI）を BGPネイバーで有効にする前にグローバ
ルに有効にする必要があります。

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートに関する情
報

EVPNの概要
イーサネットVPN（EVPN）により、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ネット
ワークでマルチポイントレイヤ 2 VPN（L2VPN）サービスを提供できます。

EVPNでは、カスタマーMACアドレスは、カスタマーデバイス（CE）をプロバイダーエッ
ジ（PE）デバイスに接続するリンクを介してデータプレーンで学習されます。このMACアド
レスは、サービスインスタンスを識別するマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
ラベルとともに、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用してMPLSコアネット
ワーク上で配布されます。受信側 PEデバイスがディスポジションパスでMACルックアップ
を実行する限り、EVPNインスタンスごとに 1つのMPLSラベルで対応できます。受信側 PE
デバイスは、このルーティング可能なMACアドレスを、関連付けられた隣接関係とともに、
レイヤ 2ルーティング情報ベース（RIB）および Forwarding Information Base（FIB;転送情報
ベース）に挿入します。

EVPNは、さまざまなルートタイプおよびルート属性をアドバタイズする BGPネットワーク
層到達可能性情報（NLRI）を定義します。EVPN NLRIは、アドレスファミリ識別子（AFI）
および後続アドレスファミリ識別子（SAFI）とともに、BGPマルチプロトコル拡張を使用し
て BGPで伝送されます。サポートされていないルートタイプは、BGPによって削除されるた
め、ネイバーに伝播されません。

ルートリフレクタでの BGP VPLS自動検出のサポート
デフォルトでは、内部 BGP（iBGP）ピアから受信したルートは、自律システム（AS）内のす
べてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）デバイス間でフルメッシュ設定が形成され
ていない限り、他の iBGPピアに送信されません。ルートリフレクタを設定すると、デバイス
が iBGPの学習済みルートを他の iBGPスピーカーにアドバタイズまたは反映することができ
ます。
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イーサネット VPN（EVPN）自動検出は BGPルートリフレクタをサポートしています。BGP
ルートリフレクタは、ルートリフレクタ上で EVPNを明示的に設定しなくても、BGP EVPN
プレフィックスを反映するために使用することができます。ルートリフレクタは、自動検出に

参加しません。つまり、ルートリフレクタとプロバイダーエッジ（PE）デバイスの間で擬似
回線はセットアップされません。ルートリフレクタは EVPNプレフィックスを他の PEデバイ
スに反映し、これらの PEデバイスが BGPセッションのフルメッシュを持つ必要がないよう
にします。ネットワーク管理者はルートリフレクタの BGP EVPNアドレスファミリだけを設
定します。

BGPでは、エンドポイントプロビジョニング情報を保存する際にレイヤ2VPN（L2VPN）ルー
ティング情報ベース（RIB）が使用されます。これは、レイヤ2仮想転送インスタンス（VFI）
が設定される度に更新されます。プレフィックスおよびパス情報は L2VPNデータベースに保
存され、ベストパスが BGPにより決定されるようになります。BGPにより、アップデート
メッセージですべての BGPネイバーにエンドポイントプロビジョニング情報が配布されると
き、L2VPNベースのサービスをサポートするために、このエンドポイント情報を使用して擬
似回線メッシュが設定されます。

EVPNアドレスファミリ
BGPでは、L2VPN EVPN自動検出とシグナリングのネットワーク層到達可能性情報（NLRI）
をボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーに伝送するために、ルータコンフィギュ
レーションモードでレイヤ2VPN（L2VPN）EVPNアドレスファミリをサポートしています。
このアドレスファミリは、IPv4ネイバーと IPv6ネイバーに対するデフォルト Virtual Routing
and Forwarding（VRF）で、内部 BGP（iBGP）と外部 BGP（eBGP）の両方で使用できます。
EVPN SAFIは、VRFおよび VRFネイバーではサポートされていません。

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの設定方法

BGP PBB EVPNルートリフレクタの設定
デバイスを BGPルートリフレクタとして設定し、指定したネイバーをそのクライアントとし
て設定するには、また BGPルーティングテーブルから情報を表示するには、ボーダーゲート
ウェイプロトコル（BGP）ルートリフレクタでこの作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family l2vpn [vpls | evpn]
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} activate
6. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} route-reflector-client
7. end
8. show bgp l2vpn evpn all
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9. debug bgp l2vpn evpn updates
10. clear bgp l2vpn evpn

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 1

L2VPNアドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family l2vpn [vpls | evpn]

例：

ステップ 4

オプションの evpnキーワードは、EVPNエンドポ
Device(config-router)# address-family l2vpn evpn

イントプロビジョニング情報がBGPピアに配布さ
れるように指定します。

指定した BGPネイバーで PBB EVPNを有効にしま
す。

neighbor {ip-address | peer-group-name} activate

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2
activate

ローカルデバイスを BGPルートリフレクタとし
て、指定したネイバーをそのクライアントとして設

定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
route-reflector-client

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2
route-reflector-client

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

（任意）L2VPN EVPNデータベース全体を表示し
ます。

show bgp l2vpn evpn all

例：

ステップ 8

Device# show bgp l2vpn evpn all

（任意）BGPアップデートのデバッグメッセージ
を指定します。

debug bgp l2vpn evpn updates

例：

ステップ 9

Device# debug bgp l2vpn evpn updates events
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目的コマンドまたはアクション

（任意）現在のすべての BGPセッションをリセッ
トすることを指定します。

clear bgp l2vpn evpn

例：

ステップ 10

Device# clear bgp l2vpn evpn *

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの設定例

例：BGP PBB EVPNルートリフレクタの設定
次の例では、ローカルデバイスはルートリフレクタです。これは、学習した iBGPルートを
10.0.0.2のネイバーに渡します。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 1
Device(config-router)# address-family l2vpn evpn
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2 activate
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2 route-reflector-client
Device(config-router-af)# exit address-family

次の例では、show bgp l2vpn evpn all route-type 1コマンドによってイーサネット自動検出ルー
ト情報を表示します。

show bgp l2vpn evpn all route-type 1

BGP routing table entry for
[1][100.100.100.100:11111][AAAABBBBCCCCDDDDEEEE][23456789][101234]/25, version 2
Paths: (1 available, best #1, table EVPN-BGP-Table)
Advertised to update-groups:

1 2 3
Refresh Epoch 1
Local, (Received from a RR-client)
19.0.101.1 from 19.0.101.1 (19.0.101.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best
Extended Community: RT:100:101 EVPN LABEL:0x1:Label-101234
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートに関する追
加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGPCommandReference』BGPコマンド
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標準および RFC

タイトル標

準/RFC

『BGP Route Reflection: An Alternative to Full Mesh Internal BGP (IBGP)』RFC
4456

『Constrained Route Distribution for Border Gateway Protocol/MultiProtocol Label Switching
(BGP/MPLS) Internet Protocol (IP) Virtual Private Networks (VPNs)』

RFC
4684

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 100 : BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポートの機能情報

機能情報リ

リー

ス

機能名

BGP PBB EVPNルートリフレクタのサポート機能は、レイヤ 2 VPN
アドレスファミリのイーサネット VPN（EVPN）およびプロバイ
ダーバックボーンブリッジ（PBB）EVPN用のボーダーゲートウェ
イプロトコル（BGP）ルートリフレクタ機能を提供します。EVPN
は、カスタマーMACアドレスをルーティング可能なアドレスとし
て有効にし、BGPで配布して、マルチプロトコルラベルスイッチ
ング（MPLS）コアネットワークを介したデータプレーンのMAC
アドレスラーニングを防止します。ルートリフレクタは、ルート

リフレクタ上で明示的に EVPNを設定しなくても受信した EVPN
アップデートを保存できるように拡張され、それらのアップデート

を他のプロバイダーエッジ（PE）デバイスにアドバタイズします。
これにより、PEで BGPセッションのフルメッシュを確立する必要
がなくなります。

address-family l2vpnコマンドが変更されました。

BGP PBB EVPN
ルートリフレク

タのサポート
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第 81 章

BGP Monitoring Protocol

BGP Monitoring Protocol（BMP; BGPモニタリングプロトコル）機能は、ボーダーゲートウェ
イプロトコル（BGP）ネイバー（BMPクライアントとも呼ばれます）をモニタするために、
次の機能をサポートしています。

• BMPサーバとして機能するようにデバイスを設定し、BGPネイバーのモニタリングに必
要なサーバのパラメータをセットアップします。

•モニタリング用に BMPサーバと BGPネイバーの接続を確立します。
• BGPネイバーのモニタリングから統計レポートを生成します。
• BGPネイバーで適切なエラー処理を実行します。
• BMPサーバと BGPネイバーの間の接続を閉じる時点までのグレースフルなスケールアッ
プおよびスケールダウンを実行します。

•機能情報の確認（1247ページ）
• BGP Monitoring Protocolの前提条件（1248ページ）
• BGP Monitoring Protocolに関する情報（1248ページ）
• BGP Monitoring Protocolの設定方法（1249ページ）
• BGP Monitoring Protocolの確認（1254ページ）
• BGP Monitoring Protocolのモニタ（1255ページ）
• BGP Monitoring Protocolの設定例（1256ページ）
• BGP Monitoring Protocolの追加情報（1260ページ）
• BGP Monitoring Protocolの機能情報（1261ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

BGP Monitoring Protocolの前提条件
BGP Monitoring Protocol（BMP）サーバを設定する前に、BMPクライアントとして機能する
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーを設定し、IPv4/IPv6またはVPNv4/VPNv6
アドレスファミリ識別子を使用してピアとのセッションを確立する必要があります。

BGP Monitoring Protocolに関する情報

BGP Monitoring Protocolの概要
BGP Monitoring Protocol（BMP）機能により、BGPネイバー（BMPクライアントとも呼ばれ
る）をモニタできるようになります。BMPサーバとして機能するようにデバイスを設定して、
複数のアクティブピアセッションが確立された 1つまたは複数のBMPクライアントをモニタ
できます。また、1つ以上の BMPサーバに接続するように BMPクライアントを設定すること
もできます。BMP機能では、複数の BMPサーバ（プライマリサーバとして設定）を、アク
ティブな状態で相互に独立して機能しながら BMPクライアントをモニタするように設定でき
ます。

各 BMPサーバを番号で指定し、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、IPア
ドレス、ポート番号などのパラメータを設定できます。BMPサーバは、アクティブになると、
開始メッセージを送信して BMPクライアントへの接続を試行します。CLIにより、複数（独
立かつ非同期）の BMPサーバ接続が可能になります。

BGPネイバー（BMPクライアント）は、モニタリング目的で特定のBMPサーバにデータを送
信するように設定されます。これらのクライアントはキューに設定されます。BMPクライア
ントからの接続リクエストが BMPサーバに着信すると、リクエストが着信した順序に基づい
て接続が確立されます。BMPサーバは、最初の BMPネイバーと接続した後、BMPクライア
ントをモニタするためにリフレッシュリクエストを送信し、接続がすでに確立されているBMP
クライアントのモニタを開始します。

キュー内の他の BMPクライアントから BMPサーバへのセッション接続リクエストは、
initial-delayコマンドを使用して設定できる初期遅延の経過後に開始されます。何らかの理由
により、接続が確立後に切断された場合は、failure-retry-delayコマンドを使用して設定できる
遅延の経過後に接続リクエストが再試行されます。接続の確立でエラーが繰り返し発生する場

合は、flapping-delayコマンドを使用して設定された遅延に基づいて接続の再試行が遅延され
ます。このようなリクエストの遅延を設定することは重要な作業になります。これは、接続さ

れているすべてのBMPクライアントにルートリフレッシュリクエストが送信されると、ネッ
トワークトラフィックが大量に発生し、デバイスに負荷がかかるためです。
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デバイスに過度の負荷がかかるのを避けるために、BMPサーバは、キュー内で接続が確立さ
れた順序に従って、一度に 1つのBMPクライアントにルートリフレッシュリクエストを送信
します。すでに接続されている BMPクライアントは、「レポート中」の状態になると、「ピ
アアップ」メッセージをBMPサーバに送信します。ルートリフレッシュリクエストをクライ
アントが受信すると、そのネイバーのルートモニタリングが開始されます。ルートリフレッ

シュリクエストが終了すると、キュー内の次のネイバーが処理されます。このサイクルは「レ

ポート中」のBGPネイバーがすべてレポートされるまで続き、これらの「レポート中」のBGP
ネイバーによって送信されたすべてのルートが継続的にモニタされます。BMPモニタリング
の開始後にネイバーが確立された場合、ルートリフレッシュリクエストは必要ありません。

そのクライアントから受信したすべてのルートが BMPサーバに送信されます。

複数の BMPサーバが立て続けにアクティブ化される場合は、BMPクライアントからのリフ
レッシュリクエストをバッチ化すると便利です。bmp initial-refresh delayコマンドを使用し
て、最初の BMPサーバが起動したときにリフレッシュメカニズムをトリガーする際の遅延を
設定できます。このタイムフレーム内に他のBMPサーバがオンラインになった場合は、1セッ
トのリフレッシュリクエストのみがBMPクライアントに送信されます。また、BMPサーバか
らのすべてのリフレッシュリクエストをスキップし、ピアからのすべての着信メッセージだけ

をモニタするように、bmp initial-refresh skipコマンドを設定することもできます。

クライアントとサーバの設定では、デバイスのリソース負荷を最小限に抑え、過度なネット

ワークトラフィックが発生しないようにすることが推奨されます。BMP設定では、サーバと
クライアントの間の接続でフラッピングが発生しないように、BMPサーバ上でさまざまな遅
延タイマーを設定できます。過度なメッセージスループットやシステムリソースの大量使用

を避けるために、BMPセッションの最大バッファ制限を設定できます。

BGP Monitoring Protocolの設定方法

BGP Monitoring Protocolセッションの設定
BMPサーバの BGPMonitoring Protocol（BMP）セッションパラメータを設定して BMPクライ
アントとの接続を確立するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. bmp { buffer-size buffer-bytes | initial-refresh { delay refresh-delay | skip} | server

server-number-n
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

BGPネイバーの BMPパラメータを設定し、BMP
サーバコンフィギュレーションモードを開始して

BMPサーバを設定します。

bmp { buffer-size buffer-bytes | initial-refresh { delay
refresh-delay | skip} | server server-number-n

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bmp initial-refresh delay
30

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

BGPネイバーでの BGP Monitoring Protocolの設定
BGPネイバー（BMPクライアントとも呼ばれる）で BGP Monitoring Protocol（BMP）をアク
ティブ化して、ネイバーで設定された BMPサーバによってクライアントアクティビティがモ
ニタされるようにするには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. neighbor {ipv4-addr | neighbor-tag | ipv6-addr} bmp-activate {all | server server-number-1

[server server-number-2 . . . [ server server-number-n]]}

•手順 1～ 4を繰り返して、セッション内の他の BMPクライアントを設定します。

5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

BGPネイバーで BMPモニタリングをアクティブに
します。

neighbor {ipv4-addr | neighbor-tag | ipv6-addr}
bmp-activate {all | server server-number-1 [server
server-number-2 . . . [ server server-number-n]]}

ステップ 4

•手順 1～ 4を繰り返して、セッション内の他の
BMPクライアントを設定します。

例：

Device(config-router)# neighbor 30.1.1.1
bmp-activate server 1 server 2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

BGP Monitoring Protocolサーバの設定
BMPサーバコンフィギュレーションモードで BGP Monitoring Protocol（BMP）サーバおよび
そのパラメータを設定するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. bmp {buffer-size buffer-bytes | initial-refresh {delay refresh-delay | skip} | server

server-number-n
5. activate
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6. address {ipv4-addr | ipv6-addr} port-number port-number
7. description LINE server-description
8. failure-retry-delay failure-retry-delay
9. flapping-delay flap-delay
10. initial-delay initial-delay-time
11. set ip dscp dscp-value
12. stats-reporting-period report-period
13. update-source interface-type interface-number
14. exit-bmp-server-mode

•手順 1～ 14を繰り返して、セッション内の他の BMPサーバを設定します。

15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

BMPサーバコンフィギュレーションモードを開始
して BMPサーバを設定します。

bmp {buffer-size buffer-bytes | initial-refresh {delay
refresh-delay | skip} | server server-number-n

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bmp server 1

BMPサーバとBGPネイバーの間の接続を開始しま
す。

activate

例：

ステップ 5

Device(config-router-bmpsrvr)# activate

IPアドレスおよびポート番号を特定のBMPサーバ
に設定します。

address {ipv4-addr | ipv6-addr} port-number
port-number

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-bmpsrvr)# address 10.1.1.1
port-number 8000

BMPサーバの説明を設定します。description LINE server-description

例：

ステップ 7

Device(config-router-bmpsrvr)# description LINE
SERVER1

BMPサーバアップデートの送信時にエラーが発生
した場合における再試行リクエストの遅延を設定し

ます。

failure-retry-delay failure-retry-delay

例：

Device(config-router-bmpsrvr)#
failure-retry-delay 40

ステップ 8

BMPサーバアップデートの送信時におけるフラッ
ピングの遅延を設定します。

flapping-delay flap-delay

例：

ステップ 9

Device(config-router-bmpsrvr)# flapping-delay
120

BMPサーバからのアップデートの初期リクエスト
を送信する際の遅延を設定します。

initial-delay initial-delay-time

例：

ステップ 10

Device(config-router-bmpsrvr)# initial-delay 20

BMPサーバの IP Differentiated Services Code Point
（DSCP; DiffServコードポイント）値を設定しま
す。

set ip dscp dscp-value

例：

Device(config-router-bmpsrvr)# set ip dscp 5

ステップ 11

BMPサーバがBGPネイバーから統計レポートを受
信する時間間隔を設定します。

stats-reporting-period report-period

例：

ステップ 12

Device(config-router-bmpsrvr)#
stats-reporting-period 30

BMPサーバ上のルーティングアップデートの送信
元インターフェイスを設定します。

update-source interface-type interface-number

例：

ステップ 13

Device(config-router-bmpsrvr)# update-source
ethernet 0/0

BMPサーバコンフィギュレーションモードを終了
し、ルータコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit-bmp-server-modeステップ 14

•手順 1～ 14を繰り返して、セッション内の他
の BMPサーバを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-router-bmpsrvr)#
exit-bmp-server-mode

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 15

Device(config-router)# end

BGP Monitoring Protocolの確認
BGP監視プロトコル (BMP)サーバおよびBMPクライアントの構成を確認するには、次の手順
を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp bmp
3. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BMPサーバおよびネイバーに関する情報を表示しま
す。

show ip bgp bmp

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp bmp neighbors

BMPサーバおよびネイバーに関する情報を表示しま
す。

show running-config

例：

ステップ 3

Device# show running-config | section bmp
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BGP Monitoring Protocolのモニタ
デバッグを有効にして BGP Monitoring Protocol（BMP）サーバをモニタするには、次の手順を
実行します。

手順の概要

1. enable
2. debug ip bgp bmp
3. show debugging

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BMP属性のデバッグを有効にします。debug ip bgp bmp

例：

ステップ 2

Device# debug ip bgp bmp server

デバイスで有効になっているデバッグのタイプに関

する情報を表示します。

show debugging

例：

ステップ 3

Device# show debugging
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BGP Monitoring Protocolの設定例

BGP Monitoring Protocolの設定、確認、およびモニタの例

例：BGP Monitoring Protocolの設定

BGPMonitoring Protocol（BMP）を設計どおりに機能させるには、2つのレベルの設定
が必要になります。ネットワーク内で複数のピアが接続されている各 BGPネイバー
（BMPクライアントとも呼ばれる）で BMPモニタリングを有効にし、BMPサーバと
クライアント間の接続を確立する必要があります。次に、関連するBMPクライアント
をモニタするために必要なパラメータを指定して、特定のサーバの BMPサーバコン
フィギュレーションモードで各 BMPサーバを設定します。

（注）

次の例は、IPアドレスが 30.1.1.1のネイバーでBMPをアクティブにする方法を示して
います。このネイバーは BMPサーバ（この場合はサーバ 1および 2）によってモニタ
されます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# neighbor 30.1.1.1 bmp-activate server 1 server 2
Device(config-router)# end

次の例は、neighborbmp-activateコマンドを使用してBMPがアクティブ化されるBGP
ネイバーに対して 30秒の初期リフレッシュ遅延を設定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bmp initial-refresh delay 30
Device(config-router)# bmp buffer-size 2048
Device(config-router)# end

次の例は、BMPサーバコンフィギュレーションモードを開始し、特定のBMPサーバ
と BGP BMPネイバーの間の接続を開始する方法を示しています。この例では、モニ
タリングパラメータの設定に従って、BMPサーバ 1および 2からクライアントへの接
続が開始されます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bmp server 1
Device(config-router-bmpsrvr)# activate
Device(config-router-bmpsrvr)# address 10.1.1.1 port-number 8000
Device(config-router-bmpsrvr)# description LINE SERVER1
Device(config-router-bmpsrvr)# failure-retry-delay 40
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Device(config-router-bmpsrvr)# flapping-delay 120
Device(config-router-bmpsrvr)# initial-delay 20
Device(config-router-bmpsrvr)# set ip dscp 5
Device(config-router-bmpsrvr)# stats-reporting-period 30
Device(config-router-bmpsrvr)# update-source ethernet 0/0
Device(config-router-bmpsrvr)# exit-bmp-server-mode
Device(config-router)# bmp server 2
Device(config-router-bmpsrvr)# activate
Device(config-router-bmpsrvr)# address 20.1.1.1 port-number 9000
Device(config-router-bmpsrvr)# description LINE SERVER2
Device(config-router-bmpsrvr)# failure-retry-delay 40
Device(config-router-bmpsrvr)# flapping-delay 120
Device(config-router-bmpsrvr)# initial-delay 20
Device(config-router-bmpsrvr)# set ip dscp 7
Device(config-router-bmpsrvr)# stats-reporting-period 30
Device(config-router-bmpsrvr)# update-source ethernet 2/0
Device(config-router-bmpsrvr)# exit-bmp-server-mode
Device(config-router)# end

例：BGP Monitoring Protocolの確認

次に、サーバ番号 1の show ip bgp bmp serverコマンドの出力例を示します。表示さ
れる属性は、BMPサーバコンフィギュレーションモードで設定します。

Device# show ip bgp bmp server 1

Print detailed info for 1 server number 1.

bmp server 1
address: 10.1.1.1 port 8000
description SERVER1
up time 00:06:22
session-startup route-refresh
initial-delay 20
failure-retry-delay 40
flapping-delay 120
activated

次に、サーバ番号 2の show ip bgp bmp serverコマンドの出力例を示します。表示さ
れる属性は、BMPサーバコンフィギュレーションモードで設定します。

Device# show ip bgp bmp server 2

Print detailed info for 1 server number 2.

bmp server 2
address: 20.1.1.1 port 9000
description SERVER2
up time 00:06:23
session-startup route-refresh
initial-delay 20
failure-retry-delay 40
flapping-delay 120
activated

次に、BMPサーバ 1および 2の接続を非アクティブ化した後の show ip bgp bmp server
summaryコマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp bmp server summary
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Number of BMP servers configured: 2
Number of BMP neighbors configured: 10
Number of neighbors on TransitionQ: 0, MonitoringQ: 0, ConfigQ: 0
Number of BMP servers on StatsQ: 0
BMP Refresh not in progress, refresh not scheduled
Initial Refresh Delay configured, refresh value 30s
BMP buffer size configured, buffer size 2048 MB, buffer size bytes used 0 MB

ID Host/Net Port TCB Status Uptime MsgSent LastStat
1 10.1.1.1 8000 0x0 Down 0
2 20.1.1.1 9000 0x0 Down 0

次に、BMPサーバ 1および 2の接続を再アクティブ化した後の show ip bgp bmp
neighborsコマンドの出力例を示します。BGP BMPネイバーの状態が表示されていま
す。

Device# show ip bgp bmp server neighbors

Number of BMP neighbors configured: 10
BMP Refresh not in progress, refresh not scheduled
Initial Refresh Delay configured, refresh value 30s
BMP buffer size configured, buffer size 2048 MB, buffer size bytes used 0 MB

Neighbor PriQ MsgQ CfgSvr# ActSvr# RM Sent
30.1.1.1 0 0 1 2 1 2 16
2001:DB8::2001 0 0 1 2 1 2 15
40.1.1.1 0 0 1 2 1 2 26
2001:DB8::2002 0 0 1 2 1 2 15
50.1.1.1 0 0 1 2 1 2 16
60.1.1.1 0 0 1 2 1 2 26
2001:DB8::2002 0 0 1 1 9
70.1.1.1 0 0 2 2 12
Neighbor PriQ MsgQ CfgSvr# ActSvr# RM Sent
80.1.1.1 0 0 1 1 10
2001:DB8::2002 0 0 1 2 1 2 16

次に、BMPサーバ番号 1および 2の show ip bgp bmp serverコマンドの出力例を示し
ます。BMPサーバ 1および 2の統計レポートの間隔は 30秒に設定されているため、
各サーバは、30秒のサイクルごとに、接続されているBGPBMPネイバーから統計メッ
セージを受信します。

Device# show ip bgp bmp server summary

Number of BMP servers configured: 2
Number of BMP neighbors configured: 10
Number of neighbors on TransitionQ: 0, MonitoringQ: 0, ConfigQ: 0
Number of BMP servers on StatsQ: 0
BMP Refresh not in progress, refresh not scheduled
Initial Refresh Delay configured, refresh value 30s
BMP buffer size configured, buffer size 2048 MB, buffer size bytes used 0 MB

ID Host/Net Port TCB Status Uptime MsgSent LastStat
1 10.1.1.1 8000 0x2A98B07138 Up 00:38:49 162 00:00:09
2 20.1.1.1 9000 0x2A98E17C88 Up 00:38:49 46 00:00:04

Device# show ip bgp bmp server summary

Number of BMP servers configured: 2
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Number of BMP neighbors configured: 10
Number of neighbors on TransitionQ: 0, MonitoringQ: 0, ConfigQ: 0
Number of BMP servers on StatsQ: 0
BMP Refresh not in progress, refresh not scheduled
Initial Refresh Delay configured, refresh value 30s
BMP buffer size configured, buffer size 2048 MB, buffer size bytes used 0 MB

ID Host/Net Port TCB Status Uptime MsgSent LastStat
1 10.1.1.1 8000 0x2A98B07138 Up 00:40:19 189 00:00:07
2 20.1.1.1 9000 0x2A98E17C88 Up 00:40:19 55 00:00:02

BMPサーバによってモニタする BGP BMPネイバーを複数、たとえば 10台設定した
場合は、設定されている周期サイクルごとに、両方のサーバで10個の統計メッセージ
が受信されます。

（注）

次に、デバイスの実行コンフィギュレーションを表示する show running-configコマン
ドの出力例を示します。

Device# show running-config | section bmp

bmp server 1
address 10.1.1.1 port-number 8000
description SERVER1
initial-delay 20
failure-retry-delay 40
flapping-delay 120
update-source Ethernet0/0
set ip dscp 3
activate
exit-bmp-server-mode
bmp server 2
address 20.1.1.1 port-number 9000
description SERVER2
initial-delay 20
failure-retry-delay 40
flapping-delay 120
update-source Ethernet2/0
set ip dscp 5
activate
exit-bmp-server-mode
bmp initial-refresh delay 30
bmp-activate all

例：BGP Monitoring Protocolのモニタ

次の例は、各種の BMP属性のデバッグを有効にする方法を示しています。

Device# debug ip bgp bmp event

BGP BMP events debugging is on

Device# debug ip bgp bmp neighbor

BGP BMP neighbor debugging is on

Device# debug ip bgp bmp server
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BGP BMP server debugging is on

次に、BGP BMPサーバのデバッグを有効にした後の show debuggingコマンドの出力
例を示します。

Device# show debugging

IP routing:
BGP BMP server debugging is on

Device#

*Apr 8 21:04:13.164: BGPBMP: BMP server connection attempt timer expired for server 1
- 10.1.1.1/8000
*Apr 8 21:04:13.165: BGPBMP: BMP server 1 active open process success - 10.1.1.1/8000
*Apr 8 21:04:13.165: BGPBMP: TCP KA interval is set to 15

Device#

*Apr 8 21:04:15.171: BGPBMP: Register read/write notification callbacks with BMP server
1 TCB - 10.1.1.1/8000
*Apr 8 21:04:15.171: BGPBMP: Initiation msg sent to BMP server 1 - 10.1.1.1/8000
*Apr 8 21:04:15.171: BGPBMP: BMP server 1 connection - 10.1.1.1/8000 up, invoke refresh
event

Device#

*Apr 8 21:04:16.249: BGPBMP: BMP server connection attempt timer expired for server 2
- 20.1.1.1/9000
*Apr 8 21:04:16.249: BGPBMP: BMP server 2 active open process success - 20.1.1.1/9000
*Apr 8 21:04:16.249: BGPBMP: TCP KA interval is set to 15
*Apr 8 21:04:16.250: BGPBMP: Register read/write notification callbacks with BMP server
2 TCB - 20.1.1.1/9000
*Apr 8 21:04:16.250: BGPBMP: Initiation msg sent to BMP server 2 - 20.1.1.1/9000
*Apr 8 21:04:16.250: BGPBMP: BMP server 2 connection - 20.1.1.1/9000 up, invoke refresh
event

BGP Monitoring Protocolの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP Monitoring Protocolの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 101 : BGP Monitoring Protocolの機能情報

機能説明リリース機能名

BGP Monitoring Protocol
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機能説明リリース機能名

BMP機能は、BMPクライアン
トとなるボーダーゲートウェ

イプロトコル（BGP）ネイ
バーをモニタできるように、

次の機能をサポートしていま

す。

• BMPサーバとして機能す
るようにデバイスを設定

し、BGPネイバーのモニ
タリングに必要なサーバ

のパラメータをセット

アップします。

•モニタリング用に BMP
サーバとBGPネイバーの
接続を確立します。

• BGPネイバーのモニタリ
ングから統計レポートを

生成します。

• BGPネイバーで適切なエ
ラー処理を実行します。

• BMPサーバと BGPネイ
バーの間の接続を閉じる

時点までのグレースフル

なスケールアップおよび

スケールダウンを実行し

ます。

次のコマンドが導入または変

更されました。

bmp

debug ip bgp bmp

neighbor bmp-activate

show ip bgp bmp

特定のBMPサーバを設定する
ために、BMPサーバコンフィ
ギュレーションモードに次の

コマンドが導入されました。

activate

address

default
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機能説明リリース機能名

description

exit-bmp-server-mode

failure-retry-delay

flapping-delay

initial-delay

set ip dscp

stats-reporting-period

update-source
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第 82 章

VRF認識 BGP変換アップデート

VRF認識 BGP変換アップデート機能を使用すると、マルチキャスト BGP（mBGP）ルーティ
ングをサポートしない旧バージョンのシスコソフトウェアを搭載したカスタマーエッジ（CE）
デバイスでのマルチキャスト転送が可能になります。

プロバイダーエッジ（PE）デバイスは、ネイバーCEデバイスとのVirtualRouting andForwarding
（VRF）セッションを確立し、IPv4/IPv6 VRFアドレスファミリで変換アップデート機能を設
定します。PEデバイスは、アップデートをユニキャストからCEデバイス上のマルチキャスト
に変換し、マルチキャストアップデートとして PEデバイスのボーダーゲートウェイプロト
コル（BGP）VRFルーティングテーブルに配置して処理できるようにします。

•機能情報の確認（1265ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの前提条件（1266ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの制約事項（1266ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートに関する情報（1266ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの設定方法（1267ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの設定例（1271ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの追加情報（1275ページ）
• VRF認識 BGP変換アップデートの機能情報（1275ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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VRF認識 BGP変換アップデートの前提条件
• VRF認識変換アップデート機能は、IPv4/IPv6 Virtual Routing and Forwarding（VRF）アド
レスファミリにのみ適用されます。

• IPv4/IPv6 VRFアドレスファミリでは、ネイバーの設定にピアグループを使用する必要が
あります。

•ユニキャストルーティングのみに対応するBGPネイバーは、ユニキャストアドレスファ
ミリとマルチキャストアドレスファミリの両方でアクティブ化する必要があります。

•また、VRF認識変換アップデート機能を設計どおりに動作させるには、互換性のあるマル
チキャストアドレスファミリで BGPネイバーを有効にする必要もあります。

•プロバイダーエッジ（PE）デバイスでは、マルチキャスト VRFが有効になっており、カ
スタマーエッジ（CE）デバイスとのセッションが確立されている必要があります。

VRF認識 BGP変換アップデートの制約事項
• VRF認識 BGP変換アップデート機能用に（非 VRF）IPv4/IPv6アドレスファミリを設定
することはできません。IPv4/IPv6アドレスファミリは、後続アドレスファミリ識別子
（SAFI）機能を使用してマルチキャストルーティング用に設定する必要があります。

• VRF認識BGP変換アップデート機能は、ピアテンプレートを使用したBGPネイバーの設
定をサポートしていません。

VRF認識 BGP変換アップデートに関する情報

VRF認識 BGP変換アップデートの概要
VRF認識 BGP変換アップデート機能を使用すると、マルチキャスト BGP（mBGP）ルーティ
ングをサポートしない旧バージョンのシスコソフトウェアを搭載したカスタマーエッジ（CE）
デバイスでのマルチキャスト転送が可能になります。

この機能は、後続アドレスファミリ識別子（SAFI）に類似しています。SAFIは、サービスプ
ロバイダーのコア IPv4ネットワークでマルチキャストルーティングをサポートする機能を提
供しますが、サポートは IPv4/IPv6アドレスファミリに制限されています。Virtual Routing and
Forwarding（VRF）認識 BGP変換アップデート機能の場合、プロバイダーエッジ（PE）デバ
イスは、ネイバー CEデバイスとの VRFセッションを確立し、IPv4/IPv6 VRFアドレスファミ
リで変換アップデート機能を設定します。

（IPv4 VRF）アドレスファミリコンフィギュレーションモードまたは（IPv6 VRF）アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードで neighbor translate-updateコマンドが PEデバイス
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上で設定されている場合、PEデバイスは、アップデートをユニキャストからCEデバイス上の
マルチキャストに変換し、マルチキャストアップデートとしてPEデバイスのボーダーゲート
ウェイプロトコル（BGP）VRFルーティングテーブルに配置して処理できるようにします。
また、オプションのキーワードunicastを設定した場合は、変換されていないアップデートが、
PEデバイスのユニキャストキューに配置され、ユニキャスト VRF BGPテーブルに入力され
ます。ユニキャストルートからマルチキャストルートへの変換は、CEデバイスから PEデバ
イスのみで行われ、マルチキャストプレフィックスとユニキャストプレフィックスは、CEデ
バイスから PEデバイスのマルチキャストネイバーにのみアドバタイズされます。

たとえば、ネイバー CEデバイス（CE1）の VRF（v1）で VRF認識 BGP変換アップデート機
能を設定した場合は、IPv4マルチキャストVRFまたは IPv6マルチキャストVRFアドレスファ
ミリのネイバートポロジが PEデバイス（PE1）との CE1のセッションに追加されます。マル
チキャストVRFネイバートポロジは、このマルチキャストセッションにアクティブな状態で
参加することはなく、CE1から着信した通知を転送するだけです。このような通知は、着信
後、マルチキャストに変換され、非アクティブなマルチキャスト VRFネイバーのルーティン
グテーブルに配置されます。シスコソフトウェアは、IPv4/IPv6VRFアドレスファミリで設定
された CE1によってアドバタイズされるルートが、PE1の IPv4/IPv6マルチキャスト VRF v1
アドレスファミリBGPテーブルで使用できるようにします。neighbor translate-updateコマン
ドを設定している場合、これらのルートは、PE1の IPv4/IPv6マルチキャストVRF v1アドレス
ファミリ BGPテーブルとともに、PE1のマルチキャストピアにアドバタイズされます。オプ
ションの unicastキーワードも設定している場合は、PE1のユニキャストピアにもルートがア
ドバタイズされます。

unicastキーワードは、PEデバイスが CEデバイスからのユニキャストアドバタイズメントを
PEデバイスのユニキャスト BGPテーブルに配置できるようにするため、オプションではある
ものの重要です。したがって、CEデバイスからのルートアドバタイズメントは、ユニキャス
ト BGPテーブルとマルチキャスト BGPテーブルの両方に入力されますが、その他の CEデバ
イスのルートは PEデバイスのマルチキャスト BGPテーブルのみに入力されます。

VRF認識BGP変換アップデート機能を設計どおりに動作させるには、互換性のあるマルチキャ
ストアドレスファミリでアドレスファミリを有効にする必要もあります。

（注）

VRF認識 BGP変換アップデートの設定方法

VRF認識 BGP変換アップデートの設定
VRF認識 BGP変換アップデート機能を設定するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1267

VRF認識 BGP変換アップデート

VRF認識 BGP変換アップデートの設定方法



4. address-family ipv4 [mdt | tunnel | {multicast | unicast} [ vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
5. neighbor peer-group-name peer-group
6. neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
7. neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr} peer-group peer-group-name
8. neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr | peer-group-name} activate
9. neighbor {ipv4-address | ipv6-address} translate-update multicast [unicast]
10. end
11. show bgp vpnv4 multicast {all | vrf vrf-name | rd route-distinguisher}
12. show ip route multicast vrf vrf-name
13. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、標準 IPバージョン 4（IPv4）アドレス
address-family ipv4 [mdt | tunnel | {multicast |
unicast} [ vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

プレフィックスを使用するルーティングセッショ

ンを設定します。

Device(config)# address-family ipv4 vrf v1

BGPピアグループまたはマルチプロトコルBGPピ
アグループを作成します。

neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 5

Device(config-af)# neighbor n2 peer-group

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr | peer-group-name}
remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 6

Device(config-af)# neighbor n2 remote-as 4
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目的コマンドまたはアクション

ピアグループのメンバになるようにBGPネイバー
を設定します。

neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr} peer-group
peer-group-name

例：

ステップ 7

Device(config-af)# neighbor 10.1.1.1 peer-group
n2

BGPネイバーとの情報交換をイネーブルにします。neighbor {ipv4-addr | ipv6-addr | peer-group-name}
activate

ステップ 8

例：

Device(config-af)# neighbor 10.1.1.1 activate

マルチキャストBGP（mBGP）ルーティングに対応
していないデバイスでマルチキャストルーティン

グを有効にします。

neighbor {ipv4-address | ipv6-address} translate-update
multicast [unicast]

例：

ステップ 9

Device(config-af)# neighbor 10.1.1.1
translate-update multicast unicast

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config-af)# end

BGPテーブル内のバーチャルプライベートネット
ワークバージョン 4（VPNv4）マルチキャストエ
ントリを表示します。

show bgp vpnv4 multicast {all | vrf vrf-name | rd
route-distinguisher}

例：

ステップ 11

Device# show bgp vpnv4 mul vrf v1 summary

特定のマルチキャスト VPNルーティングおよび転
送（VRF）インスタンスに関連する IPルーティン
グテーブルを表示します。

show ip route multicast vrf vrf-name

例：

Device# show ip route multicast vrf v1

ステップ 12

デバイスの実行コンフィギュレーションを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 13

Device# show running-config

VRF認識 BGP変換アップデート設定の削除
VRF認識 BGP変換アップデート機能を無効にするには、この作業を実行します。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1269

VRF認識 BGP変換アップデート

VRF認識 BGP変換アップデート設定の削除



手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [mdt | tunnel | {multicast | unicast} [ vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
5. no neighbor {ipv4-address | ipv6-address} translate-update multicast [unicast]
6. end
7. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、標準 IPバージョン 4（IPv4）アドレスプ
address-family ipv4 [mdt | tunnel | {multicast |
unicast} [ vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

レフィックスを使用するルーティングセッションを

設定します。

Device(config)# address-family ipv4 vrf v1

マルチキャスト BGP（mBGP）ルーティングに対応
していないデバイスでマルチキャストルーティング

を無効にします。

no neighbor {ipv4-address | ipv6-address}
translate-update multicast [unicast]

例：

ステップ 5

Device(config-af)# no neighbor 10.1.1.1
translate-update multicast unicast

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-af)# end
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目的コマンドまたはアクション

デバイスの実行コンフィギュレーションを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 7

Device# show running-config

VRF認識 BGP変換アップデートの設定例

例：VRF認識 BGP変換アップデートの設定

次の例では、v1という名前の IPv4 VRFアドレスファミリおよび VRF設定用の BGP
ネイバーn2ピアグループについて変換アップデート機能を設定する方法を示します。

BGPネイバーのピアテンプレート設定は、シスコソフトウェアの以前のバージョンと
の競合により、この機能ではサポートされていません。

（注）

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf v1
Device(config-router-af)# neighbor n2 peer-group
Device(config-router-af)# neighbor n2 remote-as 4
Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1 peer-group n2
Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 10.1.1.1 translate-update multicast unicast
Device(config-router-af)# end

次に、show bgp vpnv4 multicast vrfコマンドの出力例を示します。VRF認識 BGP変換
アップデート機能を設定すると、ネイバーの状態として「NoNeg」と表示されます。

Device# show bgp vpnv4 multicast vrf v1 summary

BGP router identifier 10.1.3.1, local AS number 65000
BGP table version is 8, main routing table version 8
7 network entries using 1792 bytes of memory
8 path entries using 960 bytes of memory
5/3 BGP path/bestpath attribute entries using 1280 bytes of memory
3 BGP AS-PATH entries using 88 bytes of memory
2 BGP extended community entries using 48 bytes of memory
0 BGP route-map cache entries using 0 bytes of memory
0 BGP filter-list cache entries using 0 bytes of memory
BGP using 4168 total bytes of memory
BGP activity 23/2 prefixes, 33/9 paths, scan interval 60 secs

Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
10.1.1.1 4 4 5 10 1 0 0 00:01:10 (NoNeg)

10.1.3.2 4 2 12 10 8 0 0 00:01:33
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次に、show ip route multicast vrfコマンドの出力例を示します。

変換アップデート機能を使用して設定されたルートには、ルーティング情報ベース

（RIB）テーブル内のプレフィックスに対する「+」記号がありません。1つ目のエン
トリに表示されているこの記号は、ユニキャストルートがマルチキャストテーブルに

リークされていることを示します。ただし、2つ目のエントリは、マルチキャストルー
トとして表示される変換アップデートルートです。

（注）

Device# show ip route multicast vrf v1

B + 10.1.1.0/24 [20/0] via 10.1.1.1 (v1), 00:00:08

B 10.1.1.0/24 [20/0] via 10.1.1.1 (v1), 00:00:42

次に、show running-configコマンドの出力例を示します。

プロバイダーエッジ（PE）デバイスでは、BGPネイバーがマルチキャストルーティ
ングに対応していない場合でも、マルチキャストアドレスファミリでそのネイバーを

アクティブにする必要があります。ユニキャストアドレスファミリ識別子にルート

マップが設定されており、マルチキャストアドレスファミリ識別子にはルートマップ

が設定されていない場合、ユニキャストルートマップは、ユニキャストテーブルでの

ルートの制御は行いますが、マルチキャストテーブルでのルートの制御は行いませ

ん。

（注）

Device# show running-config

address-family ipv4 vrf v1
redistribute connected
redistribute static
neighbor 10.1.1.1 remote-as 4
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 translate-update multicast unicast
neighbor 10.1.1.1 remote-as 4
neighbor 10.1.1.1 activate
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast vrf v1
redistribute connected
redistribute static
neighbor 10.1.1.1 remote-as 4
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 10.1.1.1 soft-reconfiguration inbound
neighbor 10.1.1.1 route-map x in
exit-address-family
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出力の [neighbor 10.1.1.1 soft-reconfiguration inbound]フィールドおよび [neighbor 10.1.1.1
route-map x in]フィールドは、BGPマルチキャストテーブル内のルートのみが影響を
受けることを示しています。

（注）

次に、さまざまなアドレスファミリでネイバーを設定する場合の show running-config
コマンドの出力例を示します。

さまざまなアドレスファミリで BGPネイバーを設定することで、ネイバーにアドバ
タイズされるユニキャストルートとマルチキャストルートを操作できます。

（注）

IPv4/IPv6ユニキャストアドレスファミリの設定

Device# show running-config

address-family ipv4
neighbor 20.2.2.1 activate
neighbor 20.2.2.1 translate-update multicast unicast
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast
neighbor 20.2.2.1 activate
exit-address-family
!

IPv4/IPv6 VRFユニキャストアドレスファミリの設定

Device# show running-config

address-family ipv4 vrf v1
neighbor 20.2.2.1 remote-as 4
neighbor 20.2.2.1 activate
neighbor 20.2.2.1 translate-update multicast unicast
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast vrf v1
neighbor 20.2.2.1 remote-as 4
neighbor 20.2.2.1 activate
exit-address-family
!

次に、旧バージョンのシスコソフトウェアを搭載したデバイスからの変換アップデー

ト機能の設定例を示します。この場合は、address-familyコマンドを実行せずに、
IPv4/IPv6ユニキャストアドレスファミリに対してネイバーが設定されています。

アドレスファミリが設定されていない、古い形式の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# neighbor 20.2.2.1 remote-as 4
Device(config-router)# neighbor 20.2.2.1 translate-update nlri ipv4 multicast unicast
Device(config-router-af)# end
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アドレスファミリが設定されていない、新しい形式の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# neighbor 20.2.2.1 remote-as 4
Device(config-router)# neighbor 20.2.2.1 translate-update nlri multicast unicast
Device(config-router-af)# end

例：VRF認識 BGP変換アップデート設定の削除

次の例では、v1という名前の IPv4 VRFアドレスファミリおよび VRF用の BGPネイ
バー n2ピアグループについてVRF認識 BGP変換アップデート機能を無効にする方法
を示します。

ネイバーの変換アップデート設定を無効にすると、マルチキャストセッションからネ

イバーを削除する場合と同様に、擬似マルチキャストネイバーが削除され、セッショ

ンのフラップが発生します。

（注）

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf v1
Device(config-router-af)# no neighbor 10.1.1.1 translate-update multicast unicast
Device(config-router-af)# end

次の出力には、ネイバーの変換アップデート機能を無効にした後のデバッグログが表

示されています。

*Nov 20 07:09:15.902: %BGP_SESSION-5-ADJCHANGE:
neighbor 2.2.2.1 IPv4 Multicast vpn vrf v1 topology base removed from session Neighbor
deleted
*Nov 20 07:09:15.902: %BGP-5-ADJCHANGE:
neighbor 2.2.2.1 vpn vrf v1 Down Neighbor deleted
*Nov 20 07:09:15.902: %BGP_SESSION-5-ADJCHANGE:
neighbor 2.2.2.1 IPv4 Unicast vpn vrf v1 topology base removed from session Neighbor
deleted
*Nov 20 07:09:16.877: %BGP-5-ADJCHANGE:
neighbor 2.2.2.1 vpn vrf v1 Up

次に、show running-configコマンドの出力例を示します。

関連付けられたネイバー 10.1.1.1は、そのネイバーで変換アップデートが無効になっ
た後、不揮発性生成（NVGEN）からも削除されます。

（注）

Device# show running-config
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address-family ipv4 vrf v1
redistribute connected
redistribute static
neighbor 10.1.1.1 remote-as 4
neighbor 10.1.1.1 activate
exit-address-family
!
address-family ipv4 multicast vrf v1
redistribute connected
redistribute static
exit-address-family

VRF認識 BGP変換アップデートの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

VRF認識 BGP変換アップデートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 102 : VRF認識 BGP変換アップデートの機能情報

機能情報リリース機能名

VRF認識BGP変換アップ
デート機能を使用する

と、マルチキャスト BGP
（mBGP）ルーティングを
サポートしない旧バー

ジョンのシスコソフト

ウェアを搭載したカスタ

マーエッジ（CE）デバイ
スでのマルチキャスト転

送が可能になります。

次のコマンドが導入され

ました。

neighbor translate-update

VRF認識BGP変換アップ
デート
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第 83 章

MTRに対する BGPサポート

MTRに対する BGPサポート機能により、単一の物理ネットワーク上の複数の論理トポロジに
対するボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）サポートが実現します。ここでは、マルチ
トポロジルーティング（MTR）に対して BGPを設定する方法について説明します。

•機能情報の確認（1277ページ）
• MTRに対する BGPサポートの前提条件（1277ページ）
• MTRに対する BGPサポートの制約事項（1278ページ）
• MTRに対する BGPサポートに関する情報（1278ページ）
• MTRに対する BGPのサポートの設定方法（1281ページ）
• MTRに対する BGPサポートの設定例（1289ページ）
•その他の参考資料（1291ページ）
• MTRに対する BGPサポートに関する機能情報（1292ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MTRに対する BGPサポートの前提条件
•「MTRに対する BGPサポートに関する情報」に記載されているすべての概念について理
解しておく必要があります。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1277

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
http://www.cisco.com/go/cfn


•グローバルなマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジコンフィギュレーションを
設定し、アクティブ化します。

MTRに対する BGPサポートの制約事項
•トポロジ内の再配布が許可されます。あるトポロジから別のトポロジへの再配布は許可さ
れません。この制限は、ルーティングループを防ぐために設計されています。トポロジ変

換またはトポロジインポート機能を使用して、あるトポロジから別のトポロジにルートを

移動できます。

•単一のマルチキャストトポロジだけを設定でき、マルチキャストトポロジが作成される
場合は基本トポロジだけを指定できます。

MTRに対する BGPサポートに関する情報

MTRに対するルーティングプロトコルサポート
マルチトポロジルーティング（MTR）を動作させるには、デバイスで IPルーティングをイ
ネーブルにする必要があります。MTRは、シスコソフトウェアでのスタティックルーティン
グおよびダイナミックルーティングをサポートします。トポロジ単位のダイナミックルーティ

ングをイネーブルにすることで、ドメイン内およびドメイン間のルーティングをサポートでき

ます。ルートの計算と転送は、各トポロジで個別に行われます。シスコソフトウェアには、次

のプロトコルについてMTRのサポートが組み込まれています。

• Border Gateway Protocol（BGP）

• Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

グローバルルーティングプロセス（ルータコンフィギュレーションモード）のルータアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードでトポロジ単位のコンフィギュレーションを適用

します。アドレスファミリおよびサブアドレスファミリは、デバイスがアドレスファミリコ

ンフィギュレーションモードを開始するときに指定します。トポロジ名とトポロジ IDを指定
するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを入力しま
す。

各トポロジに、ルーティングプロトコル下で一意のトポロジ IDを設定します。トポロジ ID
は、所定のプロトコルのアップデート時に各トポロジに対してネットワーク層到着可能性情報

（NLRI）を識別してグループ化するために使用されます。OSPF、EIGRP、および IS-ISでは、
クラス固有のトポロジに対する topologyコマンドの最初のコンフィギュレーションでトポロジ
IDを入力します。BGPでは、トポロジコンフィギュレーションで bgp tidコマンドを入力す
ることによってトポロジ IDを設定します。

クラス固有のトポロジには、基本トポロジとは異なるメトリックを設定できます。基本トポロ

ジに設定されたインターフェイスメトリックをクラス固有のトポロジに継承することもできま
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す。継承は、クラス固有のトポロジに明示的な継承メトリックが設定されていない場合に実行

されます。

BGPサポートは、ルータコンフィギュレーションモードだけで設定します。内部ゲートウェ
イプロトコル（IGP）サポートは、ルータコンフィギュレーションモードとインターフェイ
スコンフィギュレーションモードで設定します。

デフォルトでは、インターフェイスには基本トポロジ以外のトポロジは含まれません。EIGRP、
IS-IS、および OSPFのルーティングプロトコルサポートについては、インターフェイスに基
本トポロジ以外のトポロジを明示的に設定する必要があります。アドレスファミリトポロジ

コンフィギュレーションモードでall-interfacesコマンドを使用すると、デフォルト動作をオー
バーライドできます。all-interfacesコマンドを入力すると、デフォルトのアドレス空間、また
はトポロジが設定されるVirtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスに属するデバイス
のすべてのインターフェイスに、基本トポロジ以外のトポロジが設定されます。

BGPネットワークスコープ
マルチトポロジルーティング（MTR）用のボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）サポー
トを実装するにはスコープ階層が必要ですが、スコープ階層はMTRの使用に制限されません。
スコープ階層によって、ルータスコープコンフィギュレーションモードなどの新しいコンフィ

ギュレーションモードが導入されています。デバイスは、ルータコンフィギュレーションモー

ドで scopeコマンドを設定すると、ルータスコープコンフィギュレーションモードを開始し
ます。このコマンドを入力すると、ルーティングテーブルの集合が作成されます。

BGPコマンドはスコープ階層で単一のネットワーク用に（グローバルに）設定するか、または
仮想ルーティングおよび転送（VRF）単位で設定します。このようなコンフィギュレーション
をスコープコマンドと呼びます。スコープ階層には、1つ以上のアドレスファミリを含めるこ
とができます。

BGP下のMTRコマンドラインインターフェイス（CLI）階層
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）CLIは、事前マルチトポロジルーティング（MTR）
の BGPコンフィギュレーションに対する下位互換性を提供し、MTRの階層化実装を可能にし
ます。ルータコンフィギュレーションモードには、事前アドレスファミリおよび事前MTR
のコンフィギュレーションCLIとの下位互換性があります。すべてのネットワークに影響を与
えるグローバルコマンドはこのコンフィギュレーションモードで設定されます。アドレスファ

ミリおよびトポロジコンフィギュレーション用に、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードまたはトポロジコンフィギュレーションモードで使用する汎用のセッションコマン

ドとピアテンプレートを設定します。

グローバルコマンドの設定後に、スコープをグローバルに定義するか、特定の仮想ルーティン

グおよび転送（VRF）インスタンスに対して定義します。デバイスは、ルータスコープコン
フィギュレーションモードまたはルータコンフィギュレーションモードで address-familyコ
マンドを設定すると、アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始します。サブ

アドレスファミリ識別子（SAFI）が指定されていない場合は、ユニキャストがデフォルトの
アドレスファミリです。MTRでは、ユニキャストまたはマルチキャストの SAFIが指定され
た IPv4アドレスファミリだけがサポートされます。
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デバイスがルータコンフィギュレーションモードからアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに移行すると、ソフトウェアは BGPが事前MTRベースの CLIを使用するよう
に設定します。このコンフィギュレーションモードには、既存のアドレスファミリコンフィ

ギュレーションとの下位互換性があります。ルータスコープコンフィギュレーションモード

からアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始すると、デバイスはMTRをサ
ポートする階層 CLIを使用するよう設定されます。トポロジに固有ではないアドレスファミ
リコンフィギュレーションパラメータは、このアドレスファミリコンフィギュレーション

モードで入力します。

デバイスは、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで topologyコマンドを設定す
ると、BGPトポロジコンフィギュレーションモードを開始します。デバイスには、最大 32個
のトポロジ（基本トポロジを含む）を設定できます。トポロジ IDを設定するには、bgp tidコ
マンドを入力します。トポロジのすべてのアドレスファミリコンフィギュレーションパラメー

タとサブアドレスファミリコンフィギュレーションパラメータがここで設定されます。

BGPルーティングプロセスのスコープを設定すると、事前MTRベース設定に対する CLIサ
ポートは削除されます。

（注）

次の例は、MTRの実装に対して BGPを設定するときに使用される階層レベルを示していま
す。

router bgp <autonomous-system-number>
! Global commands

scope {global | vrf <vrf-name>}
! Scoped commands

address-family {<afi>} [<safi>]
! Address family specific commands

topology {<topology-name> | base}
! topology specific commands

クラス固有のトポロジの BGPセッション
マルチトポロジルーティング（MTR）は、セッション単位でボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）下で設定されます。基本のユニキャストトポロジとマルチキャストトポロジは、
グローバル（デフォルト）セッションで伝送されます。BGPルーティングプロセス下で設定
されるクラス固有のトポロジごとに別個のセッションが作成されます。各セッションは、トポ

ロジ IDで識別されます。BGPは、クラス固有のトポロジごとにベストパスの計算を個別に実
行します。セッションごとに別個のルーティング情報ベース（RIB）と転送情報ベース（FIB）
が維持されます。
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BGPを使用したトポロジの変換
ネットワークの設計とポリシー要件によっては、あるデバイス上のクラス固有のトポロジか

ら、ネイバーデバイス上のクラス固有のトポロジにルートをインストールしなければならない

ことがあります。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用したトポロジ変換機能に
よって、この操作がサポートされます。トポロジ変換は、BGPネイバーセッションベースで
行われます。neighbor translate-topologyコマンドを設定するには、ネイバーの IPアドレスと
トポロジ IDを使用します。

トポロジ IDは、ネイバーのクラス固有のトポロジを識別します。ネイバーのクラス固有のト
ポロジ内のルートは、ローカルのクラス固有のルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルされます。BGPは、インストールされているすべてのルートでベストパスの計算を実行し、
これらのルートをローカルのクラス固有のRIBにインストールします。重複するルートを変換
すると、BGPは、標準の BGPベストパスの計算ごとに、ルートのインスタンスを 1つだけ選
択してインストールします。

BGPを使用したトポロジのインポート
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用したトポロジのインポートはトポロジ変換
と似ています。違いは、ルートが同一デバイス上のクラス固有のトポロジ間で移動されること

です。この機能を設定するには、import topologyコマンドを入力し、クラス固有のトポロジま
たは基本トポロジの名前を指定します。ベストパスの計算は、インポート済みのルートがトポ

ロジのルーティング情報ベース（RIB）にインストールされる前にこれらのルートで実行され
ます。この import topologyコマンドには、クラス固有のトポロジ間で移動されるルートをフィ
ルタ処理できるようにする route-mapキーワードも含まれています。

MTRに対する BGPのサポートの設定方法

BGPを使用したMTRトポロジのアクティブ化
この作業は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用してアドレスファミリ内でマ
ルチトポロジルーティング（MTR）トポロジをアクティブにする場合に実行します。この作
業は下図のデバイス Bで設定されますが、デバイス Dおよびデバイス Eでも設定する必要が
あります。この作業ではスコープ階層がグローバルに適用するよう設定され、ネイバーがルー

タスコープコンフィギュレーションモードに設定されます。IPv4ユニキャストアドレスファ
ミリでは、ビデオトラフィックに適用されるMTRトポロジは、指定されたネイバーについて
アクティブにされます。BGPトポロジのインターフェイスコンフィギュレーションモードは
ありません。
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図 95 : BGPネットワークダイアグラム

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. scope {global | vrf vrf-name}
5. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
6. neighbor {ip-address | peer-group-name} transport {connection-mode {active | passive} |

path-mtu-discovery |multi-session | single-session}
7. address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]
8. topology {base | topology-name}
9. bgp tid number
10. neighbor ip-address activate
11. neighbor {ip-address | peer-group-name} translate-topology number
12. end
13. clear ip bgp topology {* | topology-name} {as-number | dampening [network-address

[network-mask]] | flap-statistics [network-address [network-mask]] | peer-group peer-group-name
| table-map | update-group [number | ip-address]} [in [prefix-filter] | out | soft [in [prefix-filter]
| out]]

14. show ip bgp topology {* | topology} summary
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 3

BGPルーティングプロセスに対してスコープを定
義して、ルータスコープコンフィギュレーション

モードを開始します。

scope {global | vrf vrf-name}

例：

Device(config-router)# scope global

ステップ 4

•単一のネットワークに適用される BGPの一般
的なセッションコマンドまたは指定された仮

想ルーティングおよび転送（VRF）が、このコ
ンフィギュレーションモードで入力されます。

• BGPがグローバルルーティングテーブルを使
用することを指定するには、globalキーワード
を使用します。

• BGPが特定のVRFルーティングテーブルを使
用することを指定するには、vrf vrf-nameキー
ワードおよび引数を使用します。VRFがすで
に存在している必要があります。

指定された自律システムのネイバーの IPアドレス
を、ローカルデバイスのマルチプロトコルBGPネ
イバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-scope)# neighbor 172.16.1.2
remote-as 45000

BGPセッションのTCP転送セッションオプション
をイネーブルにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} transport
{connection-mode {active | passive} |
path-mtu-discovery |multi-session | single-session}

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

例： •接続のタイプ（アクティブまたはパッシブのい
ずれか）を指定するには、connection-mode
キーワードを使用します。Device(config-router-scope)# neighbor 172.16.1.2

transport multi-session

• TCP転送パスの最大伝送ユニット（MTU）検
出を有効にするには、path-mtu-discoveryキー
ワードを使用します。

•アドレスファミリごとに別個の TCP転送セッ
ションを指定するには、multi-sessionキーワー
ドを使用します。

•すべてのアドレスファミリで単一の TCP転送
セッションを使用するには、single-sessionキー
ワードを使用します。

IPv4アドレスファミリを指定して、ルータスコー
プアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]

例：

Device(config-router-scope)# address-family ipv4

ステップ 7

• IPv4マルチキャスト配信ツリー（MDT）アド
レスプレフィックスを指定するには、mdtキー
ワードを使用します。

• IPv4マルチキャストアドレスプレフィックス
を指定するには、multicastキーワードを使用
します。

• IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定す
るには、unicastキーワードを使用します。デ
フォルトでは、address-family ipv4 コマンドに
unicastキーワードが指定されていない場合、
デバイスは IPv4ユニキャストアドレスファミ
リのアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードになります。

•トポロジに固有ではない設定パラメータは、こ
のコンフィギュレーションモードで設定され

ます。

BGPがクラス固有のトポロジまたは基本トポロジ
のトラフィックをルーティングするトポロジイン

topology {base | topology-name}

例：

ステップ 8

スタンスを設定し、ルータスコープアドレスファ

Device(config-router-scope-af)# topology VIDEO ミリトポロジコンフィギュレーションモードを開

始します。
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを、指定されたトポロ
ジ IDに関連付けます。

bgp tid number

例：

ステップ 9

•それぞれのトポロジは、固有のトポロジ IDを
使用して設定する必要があります。

Device(config-router-scope-af-topo)# bgp tid 100

BGPネイバーが、ネットワークサービスアクセス
ポイント（NSAP）アドレスファミリのプレフィッ

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 10

クスをローカルデバイスと交換できるようにしま

す。Device(config-router-scope-af-topo)# neighbor
172.16.1.2 activate

ピアグループをBGPネイバーとして設定
した場合は、このコマンドを使用しない

でください。これは、ピアグループパラ

メータの設定時にピアグループが自動的

にアクティブにされるためです。

（注）

（任意）別のデバイス上のトポロジからローカル

デバイス上のトポロジへのルートをインストールす

るよう BGPを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
translate-topology number

例：

ステップ 11

•デバイス上のトポロジを識別するために、
number引数にトポロジ IDを入力します。

Device(config-router-scope-af-topo)# neighbor
172.16.1.2 translate-topology 200

（任意）ルータスコープアドレスファミリトポロ

ジコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-scope-af-topo)# end

ステップ 12

指定されたトポロジまたはすべてのトポロジ下で

BGPネイバーセッションをリセットします。
clear ip bgp topology {* | topology-name} {as-number
| dampening [network-address [network-mask]] |
flap-statistics [network-address [network-mask]] |

ステップ 13

peer-group peer-group-name | table-map | update-group
[number | ip-address]} [in [prefix-filter] | out | soft [in
[prefix-filter] | out]]

例：

Device# clear ip bgp topology VIDEO 45000

（任意）トポロジに関するBGP情報を表示します。show ip bgp topology {* | topology} summary

例：

ステップ 14

•ほとんどの標準の BGPキーワードと引数を
topologyキーワードの後に入力できます。

Device# show ip bgp topology VIDEO summary
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目的コマンドまたはアクション

この作業に必要な構文だけが示されてい

ます。詳細については、『Cisco IOS IP
Routing: BGP Command Reference』を参照
してください。

（注）

次の作業

イネーブルにするトポロジごとにこの作業を繰り返して、トポロジを使用するすべてのネイ

バーデバイスでこの設定を繰り返します。

同じルータ上のあるマルチトポロジルーティング（MTR）トポロジから別のトポロジにルー
トをインポートする場合は、「BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート」セ
クションを参照してください。

BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート
この作業は、複数のトポロジが同じデバイスで設定されている場合に、同じデバイス上のある

マルチトポロジルーティング（MTR）トポロジから別のトポロジにルートをインポートする
場合に実行します。この作業では、10.2.2.0ネットワークからのプレフィックスを許可するた
めにプレフィックスリストが定義されます。このプレフィックスリストは、インポートされ

たトポロジから移動したルートをフィルタリングするために、ルートマップとともに使用され

ます。グローバルスコープが設定され、アドレスファミリ IPv4が入力されて、VIDEOトポロ
ジが指定されます。また、VOICEトポロジがインポートされ、10NETという名前のルートマッ
プを使用してルートがフィルタリングされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [ seq number] {deny | permit} network/length [ ge ge-length] [ le le-length]
4. route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]
5. match ip address {access-list-number [access-list-number ... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number ... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
6. exit
7. router bgp autonomous-system-number
8. scope {global | vrf vrf-name}
9. address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]
10. topology {base | topology-name}
11. import topology {base | topology-name} [route-map map-name]
12. end

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1286

MTRに対する BGPサポート

次の作業



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPプレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [ seq number] {deny | permit}
network/length [ ge ge-length] [ le le-length]

ステップ 3

•この例では、プレフィックスリスト TENは、
match ip addressコマンドによって設定された例：

マッチングに応じて、10.2.2.0/24プレフィック
スのアドバタイズを許可します。

Device(config)# ip prefix-list TEN permit
10.2.2.0/24

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-mapmap-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 4

•この例では、10NETという名前のルートマッ
プが作成されます。

Device(config)# route-map 10NET

標準アクセスリスト、拡張アクセスリスト、また

はプレフィックスリストにより許可されているプ

match ip address {access-list-number
[access-list-number ... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number ... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 5

レフィックスと一致するルートマップを作成しま

す。

例： •この例では、ルートマップは、プレフィック
スリスト TENによって許可されるプレフィッ
クスのマッチングを行うよう設定されます。

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list TEN

ルートマップインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了して、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを作成または設定します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 50000

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスに対してスコープを定
義して、ルータスコープコンフィギュレーション

モードを開始します。

scope {global | vrf vrf-name}

例：

Device(config-router)# scope global

ステップ 8

•単一のネットワークに適用される BGPの一般
的なセッションコマンドまたは指定された仮

想ルーティングおよび転送（VRF）が、このコ
ンフィギュレーションモードで入力されます。

• BGPがグローバルルーティングテーブルを使
用することを指定するには、globalキーワード
を使用します。

• BGPが特定のVRFルーティングテーブルを使
用することを指定するには、vrf vrf-nameキー
ワードおよび引数を使用します。VRFがすで
に存在している必要があります。

ルータスコープアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始して、BGP下でアドレス
ファミリセッションを設定します。

address-family ipv4[mdt |multicast |unicast]

例：

Device(config-router-scope)# address-family ipv4

ステップ 9

•トポロジに固有ではない設定パラメータは、こ
のコンフィギュレーションモードで設定され

ます。

BGPがクラス固有のトポロジまたは基本トポロジ
のトラフィックをルーティングするトポロジイン

topology {base | topology-name}

例：

ステップ 10

スタンスを設定し、ルータスコープアドレスファ

Device(config-router-scope-af)# topology VIDEO ミリトポロジコンフィギュレーションモードを開

始します。

（任意）同じデバイス上のあるトポロジから別のト

ポロジにルートを移動するようBGPを設定します。
import topology {base | topology-name} [route-map
map-name]

例：

ステップ 11

•トポロジ間で移動するルートをフィルタ処理す
るには、route-mapキーワードを使用できま
す。

Device(config-router-scope-af-topo)# import
topology VOICE route-map 10NET

（任意）ルータスコープアドレスファミリトポロ

ジコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-scope-af-topo)# end

ステップ 12
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MTRに対する BGPサポートの設定例

例：BGPトポロジ変換コンフィギュレーション
次に、VIDEOトポロジにボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定し、192.168.2.2ネ
イバーを使用してトポロジ変換を設定する例を示します。

router bgp 45000
scope global
neighbor 172.16.1.1 remote-as 50000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 55000
neighbor 172.16.1.1 transport multi-session
neighbor 192.168.2.2 transport multi-session
address-family ipv4
topology VIDEO
bgp tid 100
neighbor 172.16.1.1 activate
neighbor 192.168.2.2 activate
neighbor 192.168.2.2 translate-topology 200
end

clear ip bgp topology VIDEO 50000

例：BGPのグローバルスコープおよび VRFコンフィギュレーション
次に、ユニキャストトポロジとマルチキャストトポロジのグローバルスコープを設定する例

を示します。ルータスコープコンフィギュレーションモードの終了後に、DATAという名前
の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスについてスコープが設定されます。

router bgp 45000
scope global
bgp default ipv4-unicast
neighbor 172.16.1.2 remote-as 45000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
topology VOICE
bgp tid 100
neighbor 172.16.1.2 activate
exit
address-family ipv4 multicast
topology base
neighbor 192.168.3.2 activate
exit
exit
exit
scope vrf DATA
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
end
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例：BGPトポロジの確認
次に、show ip bgp topologyコマンドの出力例を示します。VIDEOという名前のマルチトポロ
ジルーティング（MTR）トポロジを使用するよう設定されたボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）ネイバーに関する情報が表示されます。

Device# show ip bgp topology VIDEO summary

BGP router identifier 192.168.3.1, local AS number 45000
BGP table version is 1, main routing table version 1
Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
172.16.1.2 4 45000 289 289 1 0 0 04:48:44 0
192.168.3.2 4 50000 3 3 1 0 0 00:00:27 0

次の部分的な出力には、VIDEOトポロジ下に BGPネイバー情報が表示されます。

Device# show ip bgp topology VIDEO neighbors 172.16.1.2

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 192.168.2.1
BGP state = Established, up for 04:56:30
Last read 00:00:23, last write 00:00:21, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)

Message statistics, state Established:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 296 296
Route Refresh: 0 0
Total: 297 297

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds
For address family: IPv4 Unicast topology VIDEO
Session: 172.16.1.2 session 1
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2

1 update-group member
Topology identifier: 100

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Minimum incoming TTL 0, Outgoing TTL 255
Local host: 172.16.1.1, Local port: 11113
Foreign host: 172.16.1.2, Foreign port: 179
.
.
.
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例：BGPを使用したMTRトポロジからのルートのインポート
次に、VOICEという名前のルートマップが VOICEという名前のマルチトポロジルーティン
グ（MTR）トポロジからインポートされたルートをフィルタリングするために使用するアクセ
スリストを設定する例を示します。プレフィックス192.168.1.0が付いたルートだけがインポー
トされます。

access-list 1 permit 192.168.1.0 0.0.0.255
route-map BLUE
match ip address 1
exit
router bgp 50000
scope global
neighbor 10.1.1.2 remote-as 50000
neighbor 172.16.1.1 remote-as 60000
address-family ipv4
topology VIDEO
bgp tid 100
neighbor 10.1.1.2 activate
neighbor 172.16.1.1 activate
import topology VOICE route-map VOICE
end

clear ip bgp topology VIDEO 50000

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multitopology
Routing Command Reference』

マルチトポロジルーティング（MTR）コマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コマンド

『IP Routing: BGPConfiguration
Guide』

BGPの概念と作業
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

MTRに対する BGPサポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 103 : MTRに対する BGPサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、単一の物理

ネットワーク上の複数の論理

トポロジに対するボーダー

ゲートウェイプロトコル

（BGP）サポートが実現しま
す。

Cisco IOSXERelease 2.5では、
Cisco ASR 1000シリーズルー
タのサポートが追加されまし

た。

次のコマンドが導入または変

更されました。address-family
ipv4、bgp tid、clear ip bgp
topology、import topology、
neighbor translate-topology、
neighbor transport、scope、
show ip bgp topology、topology

12.2(33)SRB

15.0(1)S
MTRに対する BGPサポート
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第 84 章

BGP累積 IGP

BGP累積 IGP機能は、任意の非推移的なボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）パス属性
です。累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）属性の属性タイプコードは、InternetAssigned
Numbers Authority（IANA）によって割り当てられます。AIGP属性の値フィールドは、タイ
プ、長さ、値（TLV）要素のセットとして定義されます。AIGP TLVには、AIGPメトリック
が含まれます。

•機能情報の確認（1295ページ）
• BGP累積 IGPに関する情報（1296ページ）
• BGP累積 IGPの設定方法（1297ページ）
• BGP累積 IGPの設定例（1301ページ）
• BGP累積 IGPの追加情報（1302ページ）
• BGP累積 IGPの機能情報（1302ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP累積 IGPに関する情報

BGP累積 IGPの概要
BGP累積 IGP機能は、パスに関連付けられた距離を計算する現在の Open Shortest Path First
（OSPF）の動作をシミュレートするために必要です。OSPFまたは Label Distribution Protocol
（LDP;ラベル配布プロトコル）は、ローカルエリアでのみプレフィックスまたはラベル情報
を伝送します。次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）では、エリア境界にあるBGP
にルートを再配布することにより、すべてのリモートエリアにプレフィックスまたはラベルを

伝送します。その後、ルートまたはラベルは、ラベルスイッチドパス（LSP）を使用してアド
バタイズされます。ルートのネクストホップはローカルデバイスに対する各エリア境界ルータ

（ABR）で変更されます。これによって、エリア境界を越えてOSPFルートをリークする必要
がなくなります。各コアリンクで使用可能な帯域幅が OSPFコストにマップされます。した
がって、BGPでは、各プロバイダーエッジ（PE）デバイス間でこのコストを正しく伝送する
必要があります。この機能は、BGP累積 IGP機能を使用して実現されます。

累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）属性を伝送するには、内部ボーダーゲートウェイ
プロトコル（iBGP）および外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）ネイバーで AIGP
処理を有効にする必要があります。AIGP属性を使用して設定されたネイバーは、他の iBGP
ネイバーとは別のアップデートグループに配置されます。コストコミュニティへの AIGP値
の送信が有効化されているネイバーには、個別のアップデートグループが必要です。BGPで
は、AIGP属性をコストコミュニティまたはMulti-Exit識別子（MED）に変換し、ルートに付
加してからレガシーにアドバタイズする必要があります。

BGPが AIGP属性ルートをルーティング情報ベース（RIB）にインストールすると、AIGPコ
ストとネクストホップコストが加算されます。ネクストホップが非再帰 IGPルートである場
合、BGPは、AIGPメトリックを受信した AIGP値に設定し、第 1ホップ IGPメトリックをネ
クストホップに設定します。ネクストホップがAIGPメトリックを持つ再帰 IGPルートである
場合、受信した AIGPメトリックがネクストホップ AIGPメトリックに加算されます。

BGP累積 IGPの送受信
累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）属性を持つプレフィックスをセッションが受信し
た場合に、そのセッションがAIGP情報を受け取るように設定されていないときは、そのセッ
ションでは、AIGP属性を破棄し、アップデートメッセージの残りの部分を処理してから、
AIGP属性を他の BGPピアに渡します。次に、ルートがルーティング情報ベース（RIB）にイ
ンストールされ、プレフィックスが、AIGP属性とともに、AIGPが有効なすべてのネイバーに
送信されます。ネイバーにアドバタイズする前にルートのネクストホップがデバイスによって

変更されていない場合、AIGP属性値は更新されません。ルートのネクストホップが変更され
た場合は、受信した AIGP属性値にネクストホップメトリックを加算することによって AIGP
属性値が再計算されます。
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累積 IGPを使用したプレフィックスの生成
累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）メトリックを使用したルートの生成は設定により
制御されます。次の条件を満たす再配布ルートに AIGP属性が付加されます。

• AIGPでルートを再配布するプロトコルが有効化されている。

•ルートが、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）に再配布される内部ゲートウェイ
プロトコル（IGP）ルートである。AIGP属性に割り当てられた値が、ルートの IGPネク
ストホップの値であるか、ルートポリシーによって設定された値である。

•このルートは BGPに再配布されたスタティックルートです。割り当てられた値が、ルー
トのネクストホップの値であるか、ルートポリシーによって設定された値である。

• networkコマンドによってルートがBGPにインポートされる。割り当てられた値が、ルー
トのネクストホップの値であるか、ルートポリシーによって設定された値である。

•着信ルートマップまたは発信ルートマップで、set aigp-metricコマンドを使用して AIGP
属性ルートマップも作成している。

BGP累積 IGPの設定方法

AIGPメトリック値の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]
5. redistribute protocol autonomous-system-number route-map map-tag
6. network network-id route-map map-tag
7. exit
8. route-map rtmap
9. set aigp-metric [igp-metric | value]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 4

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへルートを再配布します。

redistribute protocol autonomous-system-number
route-map map-tag

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# redistribute bgp 100
route-map rtmap

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスによってアドバタイズされるネット

ワークを指定します。

network network-id route-map map-tag

例：

Device(config-router-af)# network 10.1.1.1
route-map rtmap

ステップ 6

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始します。

route-map rtmap

例：

ステップ 8

Device(config)# route-map rtmap

累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）属性の
メトリック値を指定します。手動によるメトリック

値は、0～ 4294967295の範囲で指定します。

set aigp-metric [igp-metric | value]

例：

Device(config-route-map)# set aigp-metric
igp-metric

ステップ 9

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-route-map)# end

AIGP属性の送受信の有効化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} [unicast]
5. neighbor ip-address aigp
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

IPv4または IPv6アドレスファミリを指定し、アド
レスファミリコンフィギュレーションモードを開

始します。

address-family {ipv4 | ipv6} [unicast]

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ステップ 4

ネイバーごとにAIGP属性の送受信を有効にします。neighbor ip-address aigp

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
aigp

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# end

BGP累積 IGPの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number
4. address-family {ipv4 | ipv6} [unicast]
5. neighbor ip-address aigp [send {cost-community community-id poi {igp-cost | pre-bestpath}

[transitive]} | med]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

IPv4または IPv6アドレスファミリを指定し、アド
レスファミリコンフィギュレーションモードを開

始します。

address-family {ipv4 | ipv6} [unicast]

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ステップ 4

AIGP属性をMEDに変換し、ルートに付加してか
ら、レガシープロバイダーエッジ（PE）デバイス
にアドバタイズします。

neighbor ip-address aigp [send {cost-community
community-id poi {igp-cost | pre-bestpath} [transitive]}
| med]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
aigp send med
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

BGP累積 IGPの設定例

例：AIGPメトリック値の設定

次に、累積内部ゲートウェイプロトコル（AIGP）メトリック属性を使用してプレフィッ
クスを生成するための設定例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 40000
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
Device(config-router-af)# redistribute bgp 100 route-map rtmap
Device(config-router-af)# network 10.1.1.1 route-map rtmap
Device(config-router-af)# exit
Device(config)# route-map rtmap
Device(config-route-map)# set aigp-metric igp-metric
Device(config-route-map)# end

例：AIGP属性の送受信の有効化

次の例では、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでAIGP送受信機能を
有効にする方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 40000
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast
Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1 aigp
Device(config-router-af)# exit

例：BGP累積 IGPの設定

次の例では、デバイスは自律システム 65000に属しており、IPアドレス 172.16.70.23
のネイバーにコストコミュニティ（cost-community）属性を送信するように設定しま
す。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv4 multicast
Device(config-router-af)# neighbor 172.16.70.23 aigp send cost-community 100 poi igp-cost
transitive
Device(config-router-af)# exit
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次の例では、デバイスは自律システム 65000に属しており、IPアドレス 172.16.70.23
のネイバーにMED属性を送信するように設定します。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# address-family ipv4 multicast
Device(config-router-af)# neighbor 172.16.70.23 aigp send med
Device(config-router-af)# exit

BGP累積 IGPの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP累積 IGPの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 104 : BGP累積 IGPの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

BGP累積 IGP機能は、任意の非推移的なボーダーゲートウェイプロ
トコル（BGP）パス属性です。累積内部ゲートウェイプロトコル
（AIGP）属性の属性タイプコードは、IANAによって割り当てられ
ます。AIGP属性の値フィールドは、タイプ、長さ、値（TLV）要素
のセットとして定義されます。AIGP TLVには、AIGPメトリックが
含まれます。

次のコマンドが導入されました。

aigp、aigp send cost-community、aigp send med、bgp bestpath aigp
ignore、set aigp-metric

BGP累積
IGP
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第 85 章

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティ
フィルタリング

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリング機能により、プロバイダーエッジ
（PE）デバイスで、カスタマーエッジ（CE）デバイスから学習したルートまたは指定したネ
イバーのVirtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスで再配布されるルートへのマルチ
キャスト VPN（MVPN）関連拡張コミュニティの付加を抑制できます。

•機能情報の確認（1305ページ）
• BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリングに関する情報（1306ページ）
• BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリングの設定方法（1306ページ）
• BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリングの設定例（1307ページ）
• BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの追加情報（1308ページ）
• BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの機能情報（1309ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリング
に関する情報

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの概要
VPNルートは、マルチキャスト VPN（MVPN）をサポートするために、特別な拡張コミュニ
ティ（送信元自律システム（AS）の拡張コミュニティおよび Virtual Routing and Forwarding
（VRF）ルートインポート拡張コミュニティ）を伝送します。レガシープロバイダーエッジ
（PE）デバイスは、送信元 ASの拡張コミュニティを古いスタイルのマルチキャスト配信ツ
リー（MDT）として解釈します。拡張コミュニティは、プレフィックスの作成時に付加できま
す。BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリング機能を有効にすると、PEデバ
イスでこれらの拡張コミュニティを抑制できます。この機能を使用すると、後続アドレスファ

ミリ識別子（SAFI）128ルートについて拡張コミュニティが送信されないようにし、代わりに
SAFI 129を使用できます。SAFI 129を使用するデバイスでは、送信元ASの拡張コミュニティ
を正しく識別できる必要があります。

BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリング
の設定方法

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 vrf vrf-name
5. unicast-reachability [source-as | vrf-route-import] [disable]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 4

• vrfキーワードおよび vrf-name引数では、後続
の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショDevice(config-router)# address-family ipv4 vrf

vpn1
ンモードコマンドに関連付ける VRFインスタ
ンスの名前を指定します。

非MVPNプロファイルの拡張コミュニティのアドバ
タイズを無効にします。

unicast-reachability [source-as | vrf-route-import]
[disable]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# unicast-reachability
source-as disable

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

BGP MVPN送信元 AS拡張コミュニティフィルタリング
の設定例

例：BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの設定
次の例では、BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングを設定します。
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 45000
Device(config)# address-family ipv4 vrf vpn1
Device(config-router-af)# unicast-reachability source-as disable
Device(config-router-af)# exit

次に、 show ip bgp vpnv4 vrf vpn1コマンドの出力例を示します。
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Device# show ip bgp vpnv4 vrf vpn1

BGP routing table entry for 10:10:1.1.1.1/32, version 25
Paths: (2 available, best #2, table red)
Multipath: eiBGP
Advertised to update-groups:

1
Refresh Epoch 1
Local, imported path from 10:11:1.1.1.1/32 (global)
1.1.1.2 (metric 11) (via default) from 1.1.1.5 (1.1.1.5)
Origin incomplete, metric 11, localpref 100, valid, internal
Extended Community: RT:1:1 OSPF DOMAIN ID:0x0005:0x000000C80200
MVPN AS:55:0.0.0.0 MVPN VRF:1.1.1.2:2 OSPF RT:0.0.0.0:2:0
OSPF ROUTER ID:10.10.20.2:0

Originator: 1.1.1.2, Cluster list: 1.1.1.5
Connector Attribute: count=1
type 1 len 12 value 10:11:1.1.1.2
mpls labels in/out 20/21
rx pathid: 0, tx pathid: 0

Refresh Epoch 1
Local
10.10.10.100 (via vrf red) from 0.0.0.0 (1.1.1.1)
Origin incomplete, metric 11, localpref 100, weight 32768, valid, sourced, best
Extended Community: RT:1:1 OSPF DOMAIN ID:0x0005:0x000000C80200
MVPN VRF:1.1.1.1:1 OSPF RT:0.0.0.0:2:0 OSPF ROUTER ID:10.10.10.1:0

mpls labels in/out 20/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリン
グの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

『IP Routing: BGP Configuration Guide』BGPの概念と作業
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリン
グの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 105 : BGP MVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリングの機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

BGPMVPN送信元 ASの拡張コミュニティフィルタリング
機能により、プロバイダーエッジ（PE）デバイスで、カス
タマーエッジ（CE）デバイスから学習したルートまたは指
定したネイバーの Virtual Routing and Forwarding（VRF）イ
ンスタンスで再配布されるルートへのマルチキャストVPN
（MVPN）関連拡張コミュニティの付加を抑制できます。

次のコマンドが導入または変更されました。
unicast-reachability

BGP MVPN送信元 AS
の拡張コミュニティ

フィルタリング
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BGP ASオーバーライドスプリットホライ
ズン

BGP ASオーバーライドスプリットホライズン（as-override split-horizon）機能により、スプ
リットホライズンを使用するプロバイダーエッジ（PE）デバイスで、カスタマーエッジ（CE）
デバイスから同じ CEデバイスに伝播されるルートをアドバタイズしないようにすることがで
きます。また、BGP ASオーバーライドスプリットホライズン機能を使用すると、PEデバイ
スまたは CEデバイスで、同じレプリケーショングループ内の特定の PEデバイスまたは CE
デバイスにルートアップデートを送信することもできます。

•機能情報の確認（1311ページ）
• BGP ASオーバーライドスプリットホライズンに関する情報（1312ページ）
• BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの設定方法（1312ページ）
• BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの確認（1314ページ）
• BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの設定例（1315ページ）
• BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの追加情報（1317ページ）
• BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの機能情報（1317ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP ASオーバーライドスプリットホライズンに関する
情報

BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの概要
スプリットホライズンをデバイスに設定すると、プロバイダーエッジ（PE）デバイスは、カ
スタマーエッジ（CE）デバイスから同じ CEデバイスに伝播されるルートをアドバタイズす
ることがあります。BGP ASオーバーライドスプリットホライズン機能では、すべての BGP
ネイバーが同じアップデートグループに含まれている場合でも、それらのネイバーを個別のレ

プリケーショングループにグループ化して、CEデバイスから伝播されるルートアップデート
が同じ CEデバイスに送信されないようにします。

BGP ASオーバーライドスプリットホライズン機能により、PEデバイスまたは CEデバイス
は、同じアップデートグループ内の 1つ以上の隣接する PEデバイスまたは CEデバイスに対
してアップデートを選択的に送信およびブロックできます。PEデバイスまたはCEデバイスで
は、メッセージのタイプ、およびメッセージの発信元がPEデバイスまたはCEデバイスのルー
タ IDと一致するかどうかに基づいて、隣接する PEデバイスまたは CEデバイスに対してメッ
セージを送信またはブロックします。

BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの設定方
法

BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address family ipv4 vrf vrf-name
5. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number
6. neighbor ip-address activate
7. neighbor ip-address as-override split-horizon
8. 手順 5～ 7を繰り返して、Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスの各ネイバー
についてスプリットホライズンを有効にします。

9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティ
ングプロセスを設定し、ルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 21

ステップ 3

後続の IPv4アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードコマンドに関連付ける VPNルーティング

address family ipv4 vrf vrf-name

例：

ステップ 4

および転送（VRF）インスタンスの名前を指定し、
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
vrf1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

指定された自律システム内のBGPネイバーとのピア
リングを設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
remote-as 1

ネイバーが IPv4アドレスファミリのプレフィック
スをローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor ip-address activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
activate

VRFインスタンスのネイバーごとにスプリットホラ
イズンを有効にします。

neighbor ip-address as-override split-horizon

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1
as-override split-horizon

－手順 5～ 7を繰り返して、Virtual Routing and
Forwarding（VRF）インスタンスの各ネイバーにつ
いてスプリットホライズンを有効にします。

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを終了し、特権EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# end

BGP ASオーバーライドスプリットホライズンの確認

手順の概要

1. enable
2. show ip bgp vpn4 all update-group
3. show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address
4. show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address policy

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

アップデートグループの情報を表示します。show ip bgp vpn4 all update-group

例：

ステップ 2

Device# show ip bgp vpn4 all update-group

ネイバー接続の詳細を表示します。show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address

例：

ステップ 3

Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors 192.0.2.1

アドレスファミリごとにネイバーポリシーを表示

します。

show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address policy

例：

ステップ 4

Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors 192.0.2.1
policy
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BGPASオーバーライドのスプリットホライズンの設定例

例：BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの設定
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 21
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf vrf1
Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 1
Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 192.0.2.1 as-override split-horizon
Device(config-router-af)# neighbor 198.51.100.1 remote-as 1
Device(config-router-af)# neighbor 198.51.100.1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 198.51.100.1 as-override split-horizon
Device(config-router-af)# end

例：BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの確認

show ip bgp vpn4 all update-groupコマンドの出力例

アップデートグループに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show ip bgp vpn4
all update-groupコマンドを使用します。
Device> enable
Device# show ip bgp vpn4 all update-group
BGP version 4 update-group 3, external, Address Family: VPNv4 Unicast
BGP Update version : 5/0, messages 0 active RGs: 2 <<<<<<<<<<<<<<
Overrides the neighbor AS 1 with my AS before sending updates
Topology: blue, highest version: 5, tail marker: 5
Format state: Current working (OK, last not in list)

Refresh blocked (not in list, last not in list)
Update messages formatted 1, replicated 2, current 0, refresh 0, limit 1000
Number of NLRIs in the update sent: max 4, min 0
Minimum time between advertisement runs is 0 seconds
Has 2 members:
192.0.2.1 198.51.100.1

show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address コマンドの出力例

ネイバー接続に関する詳細を表示するには、特権EXECモードで show ipbgpvpnv4all neighbors
ip-address コマンドを使用します。
Device> enable
Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors 209.165.200.228
BGP neighbor is 209.165.200.228, vrf vrf1, remote AS 1, external link
BGP version 4, remote router ID 209.165.201.28
BGP state = Established, up for 00:01:26
Last read 00:00:35, last write 00:00:28, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is not multisession capable (disabled)

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Four-octets ASN Capability: advertised and received
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Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Enhanced Refresh Capability: advertised and received
Multisession Capability:
Stateful switchover support enabled: NO for session 1

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 6 2
Keepalives: 3 3
Route Refresh: 0 0
Total: 12 6

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds

For address family: VPNv4 Unicast
Translates address family IPv4 Unicast for VRF vrf1
Session: 209.165.200.228
BGP table version 40, neighbor version 40/0
Output queue size : 0
Index 1, Advertise bit 1
1 update-group member
Overrides the neighbor AS with my AS before sending updates
Split horizon processing before sending updates
Slow-peer detection is disabled
Slow-peer split-update-group dynamic is disabled

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 10 2 (Consumes 160 bytes)
Prefixes Total: 10 2
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 2
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Total: 0 0

Number of NLRIs in the update sent: max 5, min 0
Last detected as dynamic slow peer: never
Dynamic slow peer recovered: never
Refresh Epoch: 1
Last Sent Refresh Start-of-rib: 00:01:26
Last Sent Refresh End-of-rib: 00:01:26
Refresh-Out took 0 seconds
Last Received Refresh Start-of-rib: never
Last Received Refresh End-of-rib: never

Sent Rcvd
Refresh activity: ---- ----
Refresh Start-of-RIB 1 0
Refresh End-of-RIB 1 0

Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 209.165.200.228
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:01:35, due to split-horizon config change of session 1
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is disabled

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Mininum incoming TTL 0, Outgoing TTL 1
Local host: 209.165.200.225, Local port: 22789
Foreign host: 209.165.200.228, Foreign port: 179
Connection tableid (VRF): 2
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show ip bgp vpnv4 all neighbors ip-address policy コマンドの出力例

アドレスファミリごとにネイバーポリシーを表示するには、特権 EXECモードで show ip bgp
vpnv4 all neighbors ip-address policy コマンドを使用します。
Device> enable
Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors 209.165.200.228
Neighbor: 209.165.200.228, Address-Family: VPNv4 Unicast (vrf1)
Locally configured policies:
as-override split-horizon

BGPASオーバーライドのスプリットホライズンの追加情
報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

BGPASオーバーライドのスプリットホライズンの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 106 : BGP ASオーバーライドのスプリットホライズンの機能情報

機能情報リリース機能名

BGPASオーバーライドのスプ
リットホライズン（as-override
split-horizon）機能により、ス
プリットホライズンを使用す

るプロバイダーエッジ（PE）
デバイスで、カスタマーエッ

ジ（CE）デバイスから同じCE
デバイスに伝播されるルート

をアドバタイズしないように

することができます。また、

BGPASオーバーライドのスプ
リットホライズン機能を使用

すると、PEデバイスまたはCE
デバイスで、同じレプリケー

ショングループ内の特定のPE
デバイスまたはCEデバイスに
ルートアップデートを送信す

ることもできます。

次のコマンドが導入または変

更されました。neighbor
ip-address as-override
split-horizon

BGPASオーバーライドのスプ
リットホライズン
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第 87 章

再配布ルートごとの複数送信元パスに対す

る BGPサポート

再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポート機能は、BGPへのルート再配布ま
たはその他のソーシングメカニズム（networkコマンドなど）で複数のパスを使用できるよう
にします。この機能では、同じ送信元からの複数のパスをVirtualRoutingandForwarding（VRF）
インスタンス間でインポートおよびエクスポートすることもできます。

このモジュールでは、機能の概要とその設定方法について説明します。

•機能情報の確認（1319ページ）
•再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの制約事項（1320ページ）
•再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートに関する情報（1320ページ）
•再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの設定方法（1321ページ）
•再配布ルートごとの BGP複数送信元パスの設定例（1323ページ）
•再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの追加情報（1325ページ）
•再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの機能情報（1325ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPルーティング：BGPコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
1319

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
http://www.cisco.com/go/cfn


再配布ルートごとの複数送信元パスに対するBGPサポー
トの制約事項

この機能には、次のような制約事項が適用されます。

•ゲートウェイアドレスとして 0.0.0.0を送信元とするパスでは、ボーダーゲートウェイプ
ロトコル（BGP）に対して複数のパスが再配布されることはありません。そのため、すべ
ての送信元パスには固有のゲートウェイがある必要があります。

再配布ルートごとの複数送信元パスに対するBGPサポー
トに関する情報

再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの概要
再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポート機能は、ボーダーゲートウェイプ
ロトコル（BGP）へのルート再配布またはその他のソーシングメカニズム（networkコマンド
など）で複数のパスを使用できるようにします。この機能が導入される前は、BGPでは、再配
布されるネットワークに対する単一の BGP送信元パスを作成するために、同じネットワーク
に対するパスがルーティング情報ベース（RIB）に複数あったとしても、RIBから 1つのパス
しか受け入れませんでした。

この機能では、同じ送信元からの複数のパスをVirtual Routing and Forwarding（VRF）インスタ
ンス間でインポートおよびエクスポートすることもできます。VRFインスタンスへのデフォル
トパス以外のインポートは、以前から BGPでサポートされていました。ただし、これらの複
数のパスは、同じ送信元からではなく、異なるネイバーまたは異なる送信元からのパスである

必要がありました。

この機能を有効にすると、BGPを使用して、同じデバイス上で 1つのVRFから数百のVRFに
Equal CostMultipath（ECMP;等コストマルチパス）の送信元パスまたはネクストホップをエク
スポートできます。これらの各パスはマルチパスとして RIBにインストールされ、他の VRF
でも ECMPパスを提供します。

BGPで RIB内の再配布プロトコルからのルートごとのパスまたはネクストホップをすべて受
け入れるようにするには、bgp sourced-pathsコマンドを設定します。このコマンドを無効にし
た場合、または有効にしていない場合、BGPでは、RIBからネットワークごとに 1つの送信元
パスしかインポートできません。
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再配布ルートごとの複数送信元パスに対するBGPサポー
トの設定方法

複数発信元パスの設定

bgp sourced-pathsコマンドを設定すると、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）はルー
ティング情報ベース（RIB）からすべてのパスを受け入れます。bgp sourced-pathsコマンドを
削除すると、RIBから BGPへはネットワークごとに 1つしか送信元パスが許可されないとい
うデフォルトの動作に設定が戻ります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 vrf vrf-name
5. bgp sourced-paths per-net static all
6. redistribute static
7. neighbor ip-address remote-as neighbor-as
8. neighbor ip-addressactivate
9. neighbor ip-addresssend-community both
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、ルーティン
グコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使
用するルーティングセッションを設定します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf
blue

ステップ 4

また、ネットワーク設定に基づいて

address-family ipv6 コマンドを設定する
こともできます。

（注）

ネットワークごとに RIB内のすべてのスタティッ
クパスを送信元とすることを許可します。

bgp sourced-paths per-net static all

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# bgp sourced-paths
per-net static all

別のルーティングプロトコルからスタティックルー

トを再配布します。

redistribute static

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# redistribute static

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as neighbor-as

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor 204.0.0.3
remote-as 65000

BGPネイバーとの情報交換を有効にします。neighbor ip-addressactivate

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# neighbor 204.0.0.3
activate

コミュニティ属性が BGPネイバーに送信されるよ
うに指定します。

neighbor ip-addresssend-community both

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 204.0.0.3
send-community both

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end
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再配布ルートごとの BGP複数送信元パスの設定例

例：複数送信元パスの設定

図 96 : BGP複数パスレプリケーションの展開シナリオ

上の図は、BGPで VRF BLUEから VRF REDに複数のパスを複製する展開シナリオを
示しています。VRF REDでは、VRF BLUEと VRF REDで同じルートターゲットエ
クスポートを使用することで、ベストパスに加えて、他のパスもインポートできます。

これにより、複数のパスを VRF REDに挿入できます。
Device# configure terminal
Device(config)# ip vrf blue
Device(config-vrf)# rd 100:200
Device(config-vrf)# route-target export 200:200
Device(config-vrf)# route-target import 200:200
Device(config-vrf)# exit

Device(config)# ip vrf red
Device(config-vrf)# rd 200:200
Device(config-vrf)# route-target export 300:200
Device(config-vrf)# route-target import 300:200
Device(config-vrf)# route-target import 200:200
Device(config-vrf)# exit

Device(config)# interface Loopback 0
Device(config-if)# ip address 198.51.100.1 255.255.255.255
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Ethernet 1/0
Device(config-if)# ip address 203.0.113.1 19.0.0.32 255.255.255.255
Device(config-if)# no shutdown
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Ethernet 1/2
Device(config-if)# ip address 209.165.200.225 255.255.255.240
Device(config-if)# no shutdown
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Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Ethernet 1/2.2
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 2
Device(config-subif)# ip vrf forwarding blue
Device(config-subif)# ip address 192.168.0.1 255.255.255.240
Device(config-subif)# no shutdown
Device(config-subif)# exit

Device(config)# interface Ethernet 1/2.3
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 3
Device(config-subif)# ip vrf forwarding blue
Device(config-subif)# ip address 1922.168.0.17 255.255.255.240
Device(config-subif)# no shutdown
Device(config-subif)# exit

Device(config)# router ospf 2 vrf blue
Device(config-router)# network 192.68.0.0 0.0.0.255 area 0
Device(config-router)# network 192.68.1.16 0.0.0.255 area 0
Device(config-router)# exit
!
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 209.165.200.224 0.0.255.255 area 0
Device(config-router)# exit

Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2 remote-as 65000
Device(config-router)# neighbor 10.0.0.2 update-source Loopback0
Device(config-router)# address-family ipv4
Device(config-router-af)# exit-address-family

Device(config-router)# address-family vpnv4
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2 activate
Device(config-router-af)# neighbor 10.0.0.2 send-community extended
Device(config-router-af)# exit-address-family

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf blue
Device(config-router-af)# bgp sourced-paths per-net static all
Device(config-router-af)# bgp sourced-paths per-net ospf all
Device(config-router-af)# redistribute static
Device(config-router-af)# redistribute ospf 2
Device(config-router-af)# exit-address-family

Device(config-router)# address-family ipv4 vrf red
Device(config-router-af)# import path selection all
Device(config-router-af)# import path limit 2
Device(config-router-af)# maximum-paths 2
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config-router)# exit

Device(config)# ip route vrf blue 192.0.2.2 255.255.255.255 10.0.0.2 global
Device(config)# ip route vrf blue 192.0.2.2 255.255.255.255 172.16.0.2 global
Device(config)# end
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再配布ルートごとの複数送信元パスに対するBGPサポー
トの追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP Command Reference』BGPコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

再配布ルートごとの複数送信元パスに対するBGPサポー
トの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 107 :再配布ルートごとの複数送信元パスに対する BGPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

再配布ルートごとの複数送信元パス

に対する BGPサポート機能は、BGP
へのルート再配布またはその他のソー

シングメカニズム（network コマン
ドなど）で複数のパスを使用できる

ようにします。この機能では、同じ

送信元からの複数のパスを Virtual
Routing and Forwarding（VRF）インス
タンス間でインポートおよびエクス

ポートすることもできます。

この機能は、Cisco IOS XE Release
3.15Sで、Cisco ASR 1000シリーズア
グリゲーションサービスルータに導

入されました。

bgp sourced-pathsコマンドが導入さ
れました。

Cisco IOSXERelease 3.15S再配布ルートごとの複数送

信元パスに対する BGPサ
ポート
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第 88 章

メンテナンス機能：BGPルーティングプ
ロトコル

Cisco IOS XE Everest 16.4.1リリースから、BGPでイベントトレース機能がサポートされてい
ます。イベントトレース機能では、コマンドを使用してイベントトレースを有効にすること

で、BGPトレースをキャプチャできます。トレースをログに記録しない場合は、コマンドを無
効にすることができます。コンバージェンスが発生して接続状態が変更されると、BGPトレー
スがイベントトレースインフラストラクチャに記録されます。

•機能情報の確認（1327ページ）
•メンテナンス機能：BGPルーティングプロトコルに関する情報（1328ページ）
•グローバルコンフィギュレーションモードでのBGPイベントトレースの設定（1328ペー
ジ）

• EXECモードでの BGPイベントトレースの設定（1329ページ）
• BGPイベントトレースの確認（1330ページ）
•メンテナンス機能：BGPルーティングプロトコルの機能情報（1331ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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メンテナンス機能：BGPルーティングプロトコルに関す
る情報

BGPイベントトレースは、次の機能をサポートしています。

• BGPイベントトレースは、ピア接続状態の変更用のバッファを作成し、イベントロギン
グを更新します。バッファのサイズは 100,000で、100,000のトレースエントリが一度に
格納されることを意味します。バッファのサイズはコンフィギュレーションコマンドを使

用して変更でき、バッファの最大サイズは 1,000,000まで拡張できます。

•このバッファは循環式であるため、バッファの最後に到達すると、最初からログ記録が開
始されます。「ワンショット（one-shot）」が設定されていない場合は、最初からログ記
録が継続されます。

•パフォーマンスに若干の影響があることを考慮して、BGPイベントトレースはデフォル
トでは無効になっています。これは、EXECモードで enableコマンドを実行することに
よって有効化できます。

• BGPイベントトレース：

•ネイバー：状態変更、エラー処理、認識できないパケットや不正なパケットの処理な
ど、すべてのピアイベントがこのバッファにキャプチャされます。

• BGPでは、実行時にバイナリ形式のトレースが対応するバッファに記録されるため、ト
レースを効率的にログ記録できます。monitor event-trace bgp neighborコマンドを使用す
ると、人間が判読できる形式でトレースがコンソールに出力されます。このコマンドで

は、イベントトレースをバイナリ形式または人間が判読できる形式でファイルにダンプす

ることもできます。

• showコマンドには、イベントログを表示するための afi/safi/vrf/neighborアドレスフィル
タリングオプションが用意されています。異なる afi/safi/vrfでのイベントトレースロギ
ングは、完全に異なるトレースに基づきます。

グローバルコンフィギュレーションモードでの BGPイ
ベントトレースの設定

BGPイベントトレースでは、接続状態のイベントトレース用にグローバルコンフィギュレー
ションモードおよび特権 EXECモードのコマンドが用意されています。BGPのイベントト
レースを有効にするには、次の設定手順を使用します。この設定では、アクティブ/スタンバ
イルータがクラッシュやスイッチオーバーにより再起動されると、BGPトレースが有効にな
ります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. monitor event-trace bgp neighbor {dump-file filename | size entries}
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPのイベントトレースを有効にします。monitor event-trace bgp neighbor {dump-file filename
| size entries}

ステップ 3

イベントトレースを無効にするには、no monitor
event-trace bgp neighborコマンドを使用します。例：

Device(config)# monitor event-trace bgp neighbor
size 10

• dump-file：トレースダンプファイルの名前を
設定します。

• size：トレースのサイズを設定します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

EXECモードでの BGPイベントトレースの設定

手順の概要

1. enable
2. monitor event-trace bgp neighbor {clear | continuous | destroy-buffer | disable | dump filename

| enable | one-shot}
3. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

BGPのイベントトレースを有効にします。monitor event-trace bgp neighbor {clear | continuous
| destroy-buffer | disable | dump filename | enable |
one-shot}

ステップ 2

イベントトレースを無効にするには、no monitor
event-trace bgp neighborコマンドを使用します。

例：
• clear：イベントトレースバッファをクリアし
ます。Device# monitor event-trace bgp neighbor enable

• continuous：ログ記録されているイベントトレー
スをコンソールに継続的に表示します。

• destroy-buffer：トレース用に割り当てられた
バッファを破棄します。

• disable：イベントトレース機能を無効にしま
す。アクティブノードとスタンバイノードの

両方を無効にするには、このコマンドを両方の

ノードに対して指定する必要があります。

• dump filename：すべてのネイバーイベントト
レースをバイナリ形式またはASCII形式でファ
イルにダンプします。

• enable：イベントトレース機能を有効にしま
す。アクティブノードとスタンバイノードの

両方を有効にするには、このコマンドを両方の

ノードに対して指定する必要があります。

• one-shot：イベントトレースを 1回だけログに
記録します。バッファがいっぱいになると、イ

ベントトレースロギングは停止します。

特権EXECコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

ステップ 3

Device# exit

BGPイベントトレースの確認
次の showコマンドを使用して、キャプチャされたイベントトレースを参照できます。これら
の showコマンドは、AFI/SAFI/VRF/neighborアドレスおよびさまざまな組み合わせに基づいて
トレースをフィルタ処理します。
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• show monitor event-trace bgp all
• show monitor event-trace bgp back
• show monitor event-trace bgp clock
• show monitor event-trace bgp from-boot
• showmonitor event-trace bgp ipv4 {all | back | clock | flowspec | from-boot | latest |mdt |multicast
|mvpn | unicast}

• show monitor event-trace bgp ipv4 flowspec neighbors
• show monitor event-trace bgp ipv4 mdt vrf
• show monitor event-trace bgp ipv6 {all | back | clock | flowspec | from-boot | latest |multicast |
mvpn | unicast}

• show monitor event-trace bgp l2vpn {all | back | clock | evpn | from-boot | latest | vpls}
• show monitor event-trace bgp latest
• show monitor event-trace bgp neighbors
• show monitor event-trace bgp nsap
• show monitor event-trace bgp parameters
• show monitor event-trace bgp rtfilter
• show monitor event-trace bgp vpnv4 {all | back | clock | from-boot | latest | vrf}
• show monitor event-trace bgp vpnv6 {all | back | clock | flowspec | from-boot | latest |multicast
| unicast}

メンテナンス機能：BGPルーティングプロトコルの機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 108 :メンテナンス機能：BGPルーティングプロトコルの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE Everest 16.4.1リリースから、BGPでイベ
ントトレース機能がサポートされています。イベント

トレース機能では、コマンドを使用してイベントト

レースを有効にすることで、BGPトレースをキャプチャ
できます。トレースをログに記録しない場合は、コマ

ンドを無効にすることができます。コンバージェンス

が発生して接続状態が変更されると、BGPトレースが
イベントトレースインフラストラクチャに記録されま

す。

Cisco IOS XE
Everest 16.4.1リ
リース

メンテナンス機

能：BGPルーティ
ングプロトコル
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